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前言 

 

東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ 

センター長 山田利明 

 

 2013 年 2 月初旬、私は福島県郡山市に入試業務で出張し、四日間滞在した。昼間は早朝

から試験準備と実施で暮れ、夕刻にホテルに帰ってから、「私立大学研究基盤形成事業」す

なわちこの報告書の本体となった研究プロジェクトの申請調書調製に費やした。帰りの新

幹線の中でパソコンを開いて確認してみると、細々とした経費の計算を除いて、調書はほぼ

完成していた。その後二日程かけて経費の調整をして、ようやく調書は完成した。 

 3 月 4 日、今度は専門の中国宗教に関わる文献調査のために、福島県の泉に出掛けた。そ

の地は、丁度日立と小名浜の中間にある昼間は閑散とした駅で、日立の海岸を走る列車が北

上して、一つ二つの切り通しを抜けるとやがて着く。 

 その夜見た海上の怪光のことは、すでに IR3S の『サステナ』に書いた。 

 そして一週間後、3 月 11 日の大災害が襲った。車窓から見た日立海岸が、津波に襲われ

て線路がアメのように曲がっている映像を見た。南東の風にあおられて、郡山辺までかなり

高線量の区域が広がっているのを知った。 

 この五年間、私は何か必然的な出会いの中にあったように思う。しかし、エコ・フィロソ

フィの研究と東日本大震災は、私の中では今もって切り離されたままである。ただ、強いて

いえば、地球のもつ計り知れないエネルギーと人類との共生である。言葉で表現すれば、ま

さしくこれだけのものであるが、さてそれをデザインするとなると、従来の尺度を超えた視

点を持たなければならない。ともあれ、ここに示したものは、五年間の研究活動の総集であ

る。エコロジーをその歴史からとらえて、その延長上に将来を位置づけようとするもの、あ

るいは自然と人間の共生に主眼をおいて、そこにエコ・フィロソフィのあり方を考えようと

するもの。さらに人類の行動の中から、エコロジーの本質を把握しようとするもの、等など

多様な研究が収められる。一体にこれらを教育に反映するについては、共通したマトリクス

を用いる必要がある。そのマトリクスをエコ・フィロソフィと呼ぶことができるかもしれな

い。 
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平成２３年度～平成２７年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名    東洋大学              ２ 大学名       東洋大学            

 

３ 研究組織名       「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ                

 

４ プロジェクト所在地  東京都文京区白山 5-28-20 東洋大学白山キャンパス(6 号館 4 階)         

 

５ 研究プロジェクト名      エコ・フィロソフィの確立と教育の研究                 

 

６ 研究観点          研究拠点を形成する研究                

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

山田 利明 文学部・大学院文学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  24 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

山田利明 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

中国宗教の持つ自然認識 
東洋的自然観に基づく

環境デザインの探求 

竹村牧男 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

仏教思想の自然観 

仏教思想による自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 

河本英夫 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

自然共生型の環境デザイ

ン 

共生型の環境デザイン

の探求と理念の提示 

永井 晋 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

フランス哲学の自然共生 

フランス哲学の持つ自

然観と共生の理念を明

らかにする 

坂井多穂子 

文学部・大学

院文学研究科 

准教授 

中国文化の自然と共生 

中国文化の持つ自然観

のあり方と共生の理念

を明らかにする 

大島 尚 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

自然・環境に対する価値

意識調査 

国内外に於ける価値意

識の調査と分析による

社会意識の提示 

安藤清志 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

環境配慮行動に影響を与

える社会的規範情報の効

果 

環境配慮行動の規定因

の基礎的資料の提供 
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堀毛一也 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

社会心理学におけるサス

テイナビリティ研究 

サステイナブルな心性と

主観的幸福感の関連の

理解 

稲垣 諭 
自治医科大学

医学部 教授 

欧米に於ける環境デザイ

ン 

ヨーロッパ的自然観に基

づく環境デザインの探求 

（共同研究機関等） 

一般社団法人 サ

ステイナビリティ・サ

イエンス・コンソー

シアム(SSC) 

 

人間・社会・地球の持続性

を追及するサステイナビリ

ティ・サイエンスの人材育

成・普及啓発・実践活動 

 

サステイナビリティ

学連携研究機構

(IR3S) 

 

地球・社会・人間システム

の統合による持続型社会

の構築 

 

茨城大学地球変動

適応科学研究機関

(ICAS) 

 

気候変動への適応、安全

で豊かな社会、サステイナ

ビリティへの貢献 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

 

・平成 23 年度時点参加研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

山田利明 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

中国宗教の持つ自然認識 
東洋的自然観に基づく

環境デザインの探求 

竹村牧男 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

仏教思想の自然観 

仏教思想による自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 

河本英夫 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

自然共生型の環境デザイ

ン 

共生型の環境デザイン

の探求と理念の提示 

永井 晋 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

フランス哲学の自然共生 

フランス哲学の持つ自

然観と共生の理念を明

らかにする 

山口一郎 

文学部・大学

院文学研究科 

教授 

ドイツ哲学の自然と共生 

ドイツ哲学の持つ自然

観と共生の理念を明ら

かにする 

坂井多穂子 

文学部・大学

院文学研究科 

准教授 

中国文化の自然と共生 

中国文化の持つ自然観

のあり方と共生の理念

を明らかにする 

大島 尚 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

自然・環境に対する価値

意識調査 

国内外に於ける価値意

識の調査と分析による

社会意識の提示 

安藤清志 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

環境配慮行動に影響を与

える社会的規範情報の効

果 

環境配慮行動の規定因

の基礎的資料の提供 
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堀毛一也 

社会学部・大

学院社会学研

究科 教授 

社会心理学におけるサス

テイナビリティ研究 

サステイナブルな心性と

主観的幸福感の関連の

理解 

関谷直也 

社会学部・大

学院社会学研

究科 准教授 

環境配慮行動の社会心理 
集団行動論による環境

配慮行動の理解 

今井芳昭 
慶應義塾大学

文学部 教授 
環境配慮行動の規定因 

態度変化研究に基づく

環境配慮行動規定因の

基礎資料の提供 

稲垣 諭 文学部 助教 
欧米に於ける環境デザイ

ン 

ヨーロッパ的自然観に基

づく環境デザインの探求 

吉田公平 文学部 教授 
中国思想の持つ自然と共

生 

中国思想の持つ自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 

菅 さやか 
社会学部  助

教 

環境配慮行動への文化心

理学的アプローチ 

環境配慮行動規定因の

文化差の理解 

今井芳昭 
慶應義塾大学

文学部 教授 
環境配慮行動の規定因 

態度変化研究に基づく

環境配慮行動規定因の

基礎資料の提供 

田中綾乃 
三重大学人文

学部 准教授 
ドイツ哲学の自然と共生 

近代ドイツ哲学の持つ

自然観と共生の理念を

明らかにする 

西村 玲 

財団法人東方

研究会  常勤

研究員 

仏教思想の自然観 

仏教思想による自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 

横打理奈 

東洋大学「エ

コ・フィロソフ

ィ」学際研究イ

ニシアティブ 

客員研究員 

近代日本思想の持つ自然

と共生 

日中比較文化から共生

の理念を明らかにする 

関 陽子 

東洋大学「エ

コ・フィロソフ

ィ」学際研究イ

ニシアティブ 

研究助手 

生態学における自然と共

生 

動物学、農学から共生

の理念を明らかにする 

武藤伸司 

東洋大学「エ

コ・フィロソフ

ィ」学際研究イ

ニシアティブ 

リサーチアシ

スタント 

欧米に於ける環境デザイ

ン 

ドイツ現象学に基づく環

境デザインの探求 

（以下、「東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブを「TIEPh」と略記） 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境配慮行動を促す説

得メッセージ 

社会学部・大学

院社会学研究科

教授・TIEPh 価

値観・行動ユニッ

ト研究員 

北村英哉 
説得メッセージと受け手

の感情に着目した実証

研究の実施 

（変更の時期：平成 24 年 3 月 31 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 退任   
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境配慮行動への文

化心理学的アプローチ 

社 会 学 部 所 助

教・TIEPh 価値

観・行動ユニット

研究員 

菅さやか 環境配慮行動規定因の

文化差の理解 

（変更の時期：平成 24 年 3 月 31 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任    

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

欧米に於ける環境デザ

イン 

文 学 部 助 教 ・

TIEPh 環境デザ

インユニット研究

員 

稲垣 諭 ヨーロッパ的自然観に基

づく環境デザインの探求 

（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
文学部助教・TIEPh
環境デザインユニッ

ト研究員 

文学部非常勤講師・TIEPh
研究支援者 稲垣 諭 

ヨーロッパ的自然観に

基づく環境デザインの

探求 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
生態学における自然と

共生 TIEPh 研究助手 関 陽子 動物学、農学から共生

の理念を明らかにする 
（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 

 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

TIEPh 研究助手 TIEPh 研究支援者 関 陽子 
動物学、農学から共

生の理念を明らかに

する 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 

 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 TIEPh 研究支援者 野村英登 近代日本の自然観の

展開を明らかにする。 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 

 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 TIEPh 研究支援者 大久保暢俊 
社会的比較研究の知

見からの環境配慮行

動の規定因の検討 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 24 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
文学研究科博士後期課程・

TIEPh リサーチアシスタン

ト 
岩崎 大 死生観形成に基づく

環境デザインの探求 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
近代日本思想の持つ自

然と共生 
TIEPh 客員研究

員 横打理奈 日中比較文化から共生

の理念を明らかにする 
（変更の時期：平成 25 年 3 月 31 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 退任   
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

死生学的環境デザイン 

文学研究科博士

後 期 課 程 ・

TIEPh リサーチ

アシスタント 

岩崎 大 死生観形成に基づく環

境デザインの探求 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
TIEPhリサーチアシ

スタント 
文学部非常勤講師・TIEPh
研究助手 岩崎 大 死生観形成に基づく

環境デザインの探求 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

欧米に於ける環境デザ

イン 

文学部非常勤講

師・TIEPh 研究

支援者 
稲垣 諭 ヨーロッパ的自然観に基

づく環境デザインの探求 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

文学部非常勤講師・

TIEPh 研究支援者 
自 治 医 科 大 学 教 授 ・

TIEPh 客員研究員 稲垣 諭 
ヨーロッパ的自然観に

基づく環境デザインの

探求 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部准教授・TIEPh 自

然観探求ユニット研究員 山本亮介 

近現代日本文学に現

れる自然観のあり方と

共生の理念を明らか

にする 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部講師・TIEPh 自然

観探求ユニット研究員 信岡朝子 環境表象に関する比

較文化研究 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
社会学部・社会学研究科教

授・TIEPh 価値観・行動ユ

ニット研究員 
山田一成 価値意識調査の実施

と分析 

 
旧 
ﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ドイツ哲学の自然と共

生 

文学部・文学研

究 科 教 授 ・

TIEPh 自然観探

求ユニット研究員 

山口一郎 
ドイツ哲学の持つ自然

観と共生の理念を明ら

かにする 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
文学部・大学院文学

研究科教授・TIEPh
自然観探求ユニット

研究員 

文学研究科客員教授 ・

TIEPh 客員研究員 山口一郎 
ドイツ哲学の持つ自

然観と共生の理念を

明らかにする 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

中国思想の持つ自然と

共生 

文 学 部 教 授 ・

TIEPh 自然観探

求ユニット研究員 
吉田公平 

中国思想の持つ自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

TIEPh 自然観探求

ユニット研究員 
文学部名誉教授・TIEPh
客員研究員 吉田公平 

中国思想の持つ自然

観のあり方と共生の

基盤を明らかにする 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 TIEPh 客員研究員 田村義也 

近代日本思想の持つ

自然観のあり方と共

生の基盤を明らかに

する 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
 
 
 

9



新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 早稲田大学助教・TIEPh
客員研究員 唐澤大輔 

近代日本思想の持つ

自然観のあり方と共

生の基盤を明らかに

する 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部非常勤講師・TIEPh
客員研究員 早川芳枝 

近代日本文学の持つ

自然観のあり方と共

生の理念を明らかに

する 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    
（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
一橋大学言語社会研究科

博士後期課程・TIEPh 客

員研究員 
王 媛 

中国文化の持つ自然

観のあり方と共生の

理念を明らかにする 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境配慮行動の規定

因 

慶應義塾大学教

授・TIEPh 客員

研究員 
今井芳昭 

態度変化研究に基づく

環境配慮行動規定因の

基礎資料の提供 
（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ドイツ哲学の自然と共

生 

哲学専攻客員教

授・TIEPh 客員

研究員 
山口一郎 

ドイツ哲学の持つ自然

観と共生の理念を明ら

かにする 
（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

中国思想の持つ自然と

共生 

文 学 部 名 誉 教

授・TIEPh 客員

研究員 
吉田公平 

中国思想の持つ自然観

のあり方と共生の基盤

を明らかにする 
（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

ドイツ哲学の自然と共

生 

三 重 大 学 准 教

授・TIEPh 客員

研究員 
田中綾乃 

近代ドイツ哲学の持つ

自然観と共生の理念を

明らかにする 
（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境配慮行動の社会

心理 
TIEPh 研究支援

者 大久保暢俊 
社会的比較研究の知見

からの環境配慮行動の

規定因の検討 
（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

環境配慮行動の社会

心理 

社 会 学 部 准 教

授・TIEPh 価値

観・行動ユニット

研究員 

関谷直也 集団行動論による環境

配慮行動の理解 

（変更の時期：平成 26 年 3 月 31 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部教授・TIEPh 自然

観探求ユニット研究員 相楽 勉 

近代日本思想の持つ

自然観のあり方と共

生の基盤を明らかに

する 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

欧米に於ける環境デザ

イン 

文学研究科博士

後 期 課 程 ・

TIEPh リサーチ

アシスタント 

武藤伸司 ドイツ現象学に基づく環

境デザインの探求 

（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

TIEPh リサーチ・ア

シスタント 

東洋大学国際哲学研究セ

ンター研究助手・TIEPh 客

員研究員 
武藤伸司 ドイツ現象学に基づく

環境デザインの探求 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 26 年 4 月 1 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
文学研究科博士後期課程・

TIEPh リサーチアシスタン

ト 
増田隼人 ドイツ現象学に基づく

環境デザインの探求 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 26 年 11 月 4 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
文学研究科博士後期課程・

TIEPh リサーチアシスタン

ト 
竹中久留美 

近代イギリス哲学に

基づく環境デザインの

探求 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

欧米に於ける環境デザ

イン 

文学研究科博士

後 期 課 程 ・

TIEPh リサーチ

アシスタント 

竹中久留美 近代イギリス哲学に基

づく環境デザインの探求 

（変更の時期：平成 27 年 3 月 31 日） 
 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
 退任   
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

欧米に於ける環境デザ

イン 

東洋大学国際哲

学研究センター

研 究 助 手 ・

TIEPh 客員研究

員 

武藤伸司 ドイツ現象学に基づく環

境デザインの探求 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
 
 
 新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
東洋大学国際哲学

研究センター研究助

手・TIEPh 客員研

究員 

東京女子体育大学講師・

TIEPh 客員研究員 武藤伸司 ドイツ現象学に基づく

環境デザインの探求 

 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部教授・TIEPh 環境

デザインユニット研究員 緒方登士雄 
心理学的実践に基づ

く共生型の環境デザ

インの探究 
 
旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
    
（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 
 
新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 文学部准教授・TIEPh 環

境デザインユニット研究員 金子有子 
生態学に基づく共生

型の環境デザインの

探究 
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 旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本文化の自然と共生 
文学部准教授・

TIEPh 自然観探

求ユニット研究員 
山本亮介 

近現代日本文学に現れ

る自然観のあり方と共

生の理念を明らかにす

る 
（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 
 
 新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

文 学 部 准 教 授 ・

TIEPh 自然観探求

ユニット研究員 

 文学部教授・TIEPh 自然

観探求ユニット研究員 山本亮介 

近現代日本文学に現

れる自然観のあり方と

共生の理念を明らか

にする 
 
 旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

近代日本思想の持つ自

然と共生 

早 稲 田 大 学 助

教・TIEPh 客員

研究員  
唐澤太輔 

近代日本思想の持つ自

然観のあり方と共生の

基盤を明らかにする 
（変更の時期：平成 27 年 5 月 1 日） 

 
 
 新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

早稲田大学助教・

TIEPh 自然観探求

ユニット研究員 

龍谷大学世界仏教文化研

究センター博士研究員・

TIEPh 客員研究員 
唐澤太輔 

近代日本思想の持つ

自然観のあり方と共

生の基盤を明らかに

する 
 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本プロジェクトは、平成 18 年以来東京大学を中心とする文部科学省科学技術振興調整費

「サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）」構想に協力機関として参画してきた東洋大学

「エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ」が、振興調整費プロジェクトの終了に際して、エ

コ・フィロソフィの確立とその深化を図り、エコ・フィロソフィ教育の実践を通して研究者の育成

を図ることを主たる目的として設立された。併せてこの研究によって得られた成果を広く公表

して、この分野の新たな展開を企図する。現代社会の喫緊の問題として、環境問題の解決が

あることは今更贅言を要さない。しかし、それは科学的解決だけではなく、社会意識や価値

観・思想のあり方に大きく関わる。本研究は、そうした形而上学的な問題意識を明らかにする

ことで、環境問題の根本的な対応、さらにいえば共生の理論を構築することが出来る。 
平成 23 年度は、従来集積してきた各ユニットの成果を整理し、大学院等の授業、あるいは

研究会によって発展・進化させる。同時に国内外の研究状況の調査など、エコ・フィロソフィ研

究のネットワーク形成の作業を行う。平成24年度は、基本的には前年度と同様の作業を行う
15



が、エコ･フィロソフィの確立に向けた新事業（国際研究集会）を行う。平成 25 年度は、前年度

の成果を踏まえ、国際的な研究ネットワークを確立し、育成した RA などによるセミナーを開

催し、中間成果とする。平成 26 年度は、初年度以来の研究実績を検討し、拠点形成のため

の問題点の抽出と対策を実施。3 ユニットの成果を確認する。平成 27 年度は最終年度であ

るので、2 回目の国際研究集会を開催し、研究拠点としての地歩を確実にする。 
（２）研究組織 

本プロジェクトは 3 つの研究ユニットで構成されている。 第 1 ユニット「自然観探究ユニッ

ト」は、哲学の研究者を中心にして、東洋・西洋の自然観や人間観、共生のあり方を思想的に

追求し「エコ・フィロソフィ」の中核を形成する思想を探究する。 第 2 ユニット「価値観・行動ユ

ニット」は、社会心理学の研究者が、アジア諸地域の人々の価値意識の実情を測定し、国際

比較を通じて、環境政策や人々を環境配慮行動へ導くための指針を提供することを目指す。 

第 3 ユニット「環境デザインユニット」は、哲学の研究者が、現行のシステムを再編、拡張する

アイデアを導入するという仕方で、環境問題に対する新たなシステム・デザインの構想を探究

する。 

研究員 24 名はそれぞれの専門分野に基づいて、概ねいずれかのユニットに配属され、各

ユニット長とともに、「エコ・フィロソフィ」研究における可能的役割を決定し、探究を進めてき

た。また、その研究成果を教育実践のかたちで示してきた。各ユニットの研究対象や研究方

針は、研究代表者の統率の下で、プロジェクト全体の目的に資するテーマを共有して決定さ

れるものであり、その際、各ユニットは連携をはかり、横断型の研究形成を進めた。新規に加

入した研究員については、定例で行う研究報告会で発表を行い、本プロジェクトにおける研

究の位置づけと、今後の研究方針についての議論の場を設けた。 

イベントや出版物、他機関との連携等については、運営委員会による審議の下、基盤形成

のための学際性、実践可能性を重視して計画されており、執筆担当者、講義担当者につい

て、各ユニットや外部の研究者をバランスよく配置した。研究者育成に関しては、これまで PD

の研究助手として 2 名、研究支援者として４名、大学院博士後期過程の PRA として４名を採

用し、実践的な研究方法を習得する機会を提供した。年度末には外部の有識者による評価

委員会を開催することで、研究成果の客観的評価を得るとともに、今後の活動方針の妥当性

を確保してきた。 

共同研究機関との連携については、茨城大学地球変動適応科学研究機関(ICAS)との共

催で平成 18年度以来、毎年国際セミナーを開催し、一般社団法人サステイナビリティ・サイエ

ンス・コンソーシアム(SSC)とは、本プロジェクトの研究員が研究部会に参加し、研究会やイベ

ントを通して相互の研究成果を確認すると共に、視察地の選定と仲介、機関紙『サステナ』の

執筆協力といったかたちでの連携を行った。 

（３）研究施設・設備等 

 本プロジェクトは、東洋大学白山キャンパス 6 号館 60458 室に面積 15m2の事務局を

設置している。事務室には、研究助手、研究支援者、RA、長期アルバイトの計 4 名が

交代で常駐しており、センター長および研究員の指示の元で研究および研究支援を行っ

ている。通常は平日の 10 時から 18 時を利用時間に充てている。事務室には、プロジ

ェクトの実施に必要な電話機、パソコン、プリンタ複合機等を設置し、必要な資料やデ

ータの管理、編集を効率的に行っている。 
（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

1)プロジェクト全体としての活動 
採択時の構想調書から年度ごとの計画に若干の遅延はあったものの、本プロジェクトが目

的とするエコ・フィロソフィの確立と教育の研究のための活動は、計画した通りの相応の実績

を出してきた。また、南方熊楠にはじまる近代日本独自のエコロジー研究や、東日本大震災
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を受けての復興のデザイン等、当初は予定しなかった局面での成果もあり、研究基盤の形成

として満足のいく成果を挙げていると考える。 
本プロジェクトでは、3 つのユニットがそれぞれの基本となるテーマを研究するとともに、そ

の有機的な連関によって、プロジェクトの目的達成のための問題設定や研究方針などを適宜

検討し、多様なかたちでの研究成果を発表するという方法をとっている。活動内容およびその

成果概要を図示すると、以下のようになる。 
 

 
本プロジェクトでは、これまで12件のシンポジウム、7件のセミナー、5件のワークショップ、

9 件の研究会を開催し、視察や調査、学内イベントの開催も行った。研究活動によって獲得し

た研究成果は、研究年報、研究年報別冊(イベント抄録集)、ニューズレターとして毎年紙面の

かたちで定期発行し、書籍のかたちでは 2 冊のエコ･フィロソフィ教育の教科書と、1 冊の研究

成果論集を刊行した。その他にも DVD 作品の制作や、ホームページ作成、シンポジウム等

の動画掲載といったインターネット上での情報開示、さらにパンフレットや東洋大学研究成果・

シーズ展への出展というかたちでの成果報告・活動紹介も行ってきた。 
エコ・フィロソフィ教育の実践としては、まず毎年秋学期に東洋大学全キャンパス配信授業

である 全学総合講義「エコ･フィロソフィ入門」*1を開講し、研究員や連携する研究者による学

際的な基礎教育を行った。また、通年で行う 大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」

*2では、最新の哲学研究・臨床研究に基づく専門教育を行い、より専門的な研究成果につい

ての教育と議論がなされている。さらに参加型のワークショップでは、舞踊家等のアーティスト

を招き、自然科学的理解に偏りがちな環境問題に対して、身体性や身近な環境を重視する

環境との関わりを体験的に自覚させることで、本プロジェクト独自の環境教育を行った。PD
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や RA に対しては、研究活動や会議への積極的な参加を促し、研究活動の共有をするととも

に、ひとつの専門領域に留まらない、実践可能性に根ざした学際的研究のあり方についての

教育を行ってきた。その一例として、稲垣諭研究員は、本プロジェクトの PD から自治医科大

学教授に就任し、研究成果の医学的実践と教育に従事している。 
海外の研究者、研究機関との連携については、オーストラリアのサンシャインコースト大学

(USC)、マレーシアの国際イスラム大学(IIUM)およびマラヤ大学(UM)、あるいは一般社団

法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム(SSC)を通じた国連大学とのシンポジウ

ムや視察、共同調査などの研究連携を行い、ウースター大学（アメリカ）の S．クレイトン教

授、ウィーン大学の G．シュテンガー教授、四川大学の周裕鍇教授などを招聘しての国際シ

ンポジウムを開催した。さらに稲垣諭客員研究員が、ギリシアで行われた 第 23 回世界哲学

会議*3において、本プロジェクトの研究成果の発表を行った。 
 
2)各ユニットの研究活動 
第１ユニット（自然観探究ユニット） 
「自然観探究ユニット」では、西洋の自然科学的価値観に偏重しがちな環境問題の議論の

なかで、自然に対する思考や哲学の研究、とりわけ東洋の自然観に基づくライフスタイルや

制度設計を研究することで、新たな視点と方法論を提示し、現代環境論を再構成するエコ･フ

ィロソフィの確立を行った。第 1 ユニットの研究の基本は文献研究にあるが、単なる事実の報

告にとどまらず、ここから明らかになった東洋的自然観の内実と多様性を、いかにして環境問

題に資するエコ・フィロソフィとして提示できるかということに重点が置かれている。自然観探

究を現代の環境問題への実践につなげるためには、宗教や文化を背景としつつも、現代の

文明化のなかに生きる現地の人々の意識や感覚を理解しなければならない。そのためには、

文献研究と併せて、意識調査や現地視察が必要となるため、別ユニットと連携してこれを行っ

た。 
 
１．東洋思想の自然観探究と近代日本のエコロジー 
東洋の自然観について、「自然」と「共生」をテーマに研究を行うことで、エコ･フィロソフィの

中核となる共生哲学を追及した。平成 23 年度のシンポジウム 「人間と自然の共生と持続可

能な関係を求めて－風土のしらべから」*4、「宗教と環境シンポジウム－新しい文明原理の生

活化と宗教」*5では、環境問題を抱えた現代の文明化社会の実状に対して、持続可能な社会

の実現のために、東洋思想の自然観、風土論、共生思想がもつ現代的意義を示した。平成

26年度のシンポジウム「大地の思想－風水・聖地・里山－」*6、平成 27年度の特別講演「洞

天思想と自然環境の問題」*7では、東洋の自然観の思想的基礎となる仏教、儒教、道教、神

道といった宗教に内在する多様性のある「自然」や「共生」のかたちを吟味するとともに、その

具体的実践のかたちを示し、科学的な合理的知識に対する自然共生的な身体的知の具体的

な内実とその展開可能性を提示した。 
また思想や宗教の枠組みだけでは捉えきれない、人間の感性に根ざした自然観の探究を

行った。平成 27 年度の国際シンポジウム 「宋代の自然観」*8では、四川大学の周裕鍇教授

を招き、北宋の風景、絵画、詩歌が仏教禅と融合することでもたらされた、思想と風景と芸術

の融合的変容から、宋代文学特有の自然観について議論が行われた。また、同年のシンポ

ジウム 「かおりの生態学」*9や、定例研究会においては、東洋の文学や芸術における自然観

についての研究も行い、西洋文化や現代と対比しつつ検討した。 
更に東洋の文化伝統と現代の日本社会を実証的に接続することを目指し、平成 24年度以

降から、近代日本のエコ・フィロソフィに関する研究を展開した。シンポジウム 「円了×熊楠－

近代日本のエコ･フィロソフィ」*10や、和歌山県田辺市および南方熊楠顕彰館と連携して開催

した平成 25 年度のシンポジウム 「南方熊楠：神と人と自然」*11では、日本における「エコロジ
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ー」の先駆者である南方熊楠の自然観と自然保護運動に注目し、アジア諸地域および西洋

の自然観、さらに井上円了の哲学と対比させるかたちで、その現代的意義について議論を行

った。南方熊楠の研究は継続して進められ、専門家の田村義也氏と唐澤太輔氏を客員研究

員として招き、研究ネットワークを構築した上で、研究会やシンポジウムを開催した。さらに 南

方熊楠顕彰館および熊野古道の視察*12を行い、博物学者としての熊楠の研究成果と、熊楠

が守ろうとした生物多様性に満ちた自然と文化を体感することで、生活環境と自然観が結び

ついたエコロジー運動の実態を把握した。 

東洋および近現代日本思想における自然観探究は、上記のほか、各研究員の専門領域

からの研究が行われており、それらは研究年報のかたちで報告された。これらの報告が、同

分野のみならず、他ユニットの研究の基礎として応用されている。 
 
２．「自然といのちの尊さについて考える」 
平成 18年度から継続して開催されている茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS）と

共催で行っている国際セミナーでは、環境問題対策の基本となっている自然科学・社会科学

的な世界観の限界を理解し、学問や社会の基盤となる新たな思想へのパラダイムチェンジを

目指して活動した。プロジェクト期間以前の、思想研究を中心に行ってきた研究を第一フェー

ズとして区切り、平成 23 年度より、社会科学に基づく実践的な制度設計を含めた「自然共生

社会」のための制度設計を追及する第二フェーズを立ち上げた。ポストモダンの共同体形成

において、人文科学と社会科学を統合した「ホリスティック教育」の必要性が確認され、洋の

東西や文理、世代も異なる様々な研究者間での議論の末に、その具体的実践可能性を探求

した。 
平成 26 年度には、共催国際セミナーでの議論を集約した 2 冊目の成果本である 『自然と

いのちの尊さについて考える－エコ･フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』*13を出版し

た。本書では、環境問題を筆頭に数々の社会問題を抱える現代人に迫られている価値転換

として、物質的豊かさとは異なる、「いのちの深み」からくる豊かさについて、それぞれの研究

者の視点から論ぜられている。そこでの課題は、現代において自然といのちの尊さの自覚が

いかにして達成されるのかという点にあり、自然との共生という意識が、価値転換の指針とし

て示された。 
 
第２ユニット（価値観・行動ユニット） 
「価値観・行動ユニット」では、社会心理学的調査による実証データの蓄積から、経済成長

の著しいアジア諸国における環境意識を、東洋的な価値観の特性を明らかにするというかた

ちで分析すること、さらに、サステイナビリティに関する個人の心理と行動の傾向を分析する

ための実験、調査を行い、そこから明らかになるジレンマ構造の実態を分析し、それを打開す

るための方法を検討すること、この二つの視点から、地球環境問題解決への社会心理学的

アプローチを展開した。 
 
１．アジア諸地域における価値観調査 
本プロジェクト開始以前に収集したシンガポール、中国、ベトナムの実証データの研究に引

き続いて、アジア諸地域の価値意識調査を行った。マレーシアの価値観調査においては、平

成 23 年度に現地視察を行い*14、現地調査会社の調査員、および大学研究者らと情報を交

換した。調査会社では、現地での調査方法、マレーシア特有の事情、特に多民族性や宗教な

どについて詳細な説明を受け、マレー半島と東マレーシアの地域差や宗教特性に着目するな

ど、調査によって得られたデータを分析する際に有効な知見を得た。また、国際イスラム大学

（IIUM）とマラヤ大学（UM）との研究交流が行われ、心理学教育や環境についての取り組

みなどで議論が交わされ、本プロジェクトのエコ・フィロソフィ教育活動に還元した。 
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平成 24 年度には オーストラリアのサンシャインコースト大学への視察*15を行い、サステイ

ナビリティ・リサーチ・センターの研究員から、サステイナビリティ教育に関するオーストラリア

の現状と、同センターが行っている活動内容の説明を受け、アジア・オセアニアの広域にわた

って調査・実験をするための意見交換を行った。 
また、平成 24 年度は、シンポジウム 「妖怪学と環境問題‐「お化け調査」は何を語るのか

－」*16を開催し、本プロジェクトの研究員と、統計数理研究所調査科学研究センターや青山

学院大学アジア国際センターの研究員、さらに東洋思想の研究者によって、国際的な大規模

調査を踏まえた環境意識に関わる価値観について報告し、それらのデータから、東洋の各地

域独自の自然観、宗教観等についての議論が行われた。 
平成 25 年度には、アメリカ・オハイオ州ウースター大学のスーザン・クレイトン教授を招き、

特別セミナー「コンサベーション心理学の可能性―自然を思いやる心を育てるには―」*17を

開催した。自然環境との心理的な関わりから形成される「環境アイデンティティ」を形成するた

めの自然体験を、個人、文化、社会のレベルで構築し、自然保護の意識から環境問題への

実践を導くというアプローチについて、実証データや、中国で進められているプロジェクトにつ

いて報告があり、これについて本プロジェクト研究員との、文化差やコミュニティの問題を踏ま

えた議論を行い、自然保護に基づく環境教育の実践可能性と期待される効果が明らかとなっ

た。 
これらの研究は研究年報や学会発表というかたちで報告されており、海外への発信として

は、“Social norms and people's values in light of sustainability”（Ohshima, 2011）*18、

“A preliminarily study for the individual differences in sustainable mind and 
behavior.”（Horike, 2012）*19などがある。 

 
２．環境意識に関する個人の心理傾向の分析 
個人の心理レベルの実験・調査は、マクロレベルとしての環境問題と、マイクロレベルとし

ての個人の関係を検討する上で必要となるデータであり、各研究員が共同して、いくつかのテ

ーマで複数回調査・実験を行い、その結果を報告した。 
ボランティア・ジレンマに関する実験では、N 人囚人ジレンマの実験を行い、環境配慮行動

においても重要となる、集団内での個人の利益と集団の利益に関する心理分析を行った。被

験者は囚人のジレンマの理論で予想されるような、他者の協力行動を当てにして傍観者に徹

する合理的行動を選択するのではなく、自らコストを支払って集団の利に供する傾向をもつこ

とが明らかになった。さらに制度を守らないフリーライダーに対する「監視ボランティア」の導入

が、集団的な環境配慮行動の実現に有効であるという実験結果が提示された。これについて

は大島研究員が研究年報のかたちで平成23年度に「繰り返しボランティア・ジレンマ・ゲーム

の実験的検討」*20、平成 25 年度に「社会的ジレンマにおける「監視ボランティア」の可能性と

有効性」*21で報告した。 
継続して行っている、サステイナブルな心性を主観的幸福感の観点から調査する研究で

は、文化間の差異を踏まえた上での、サステイナブルな心性および行動を測定するための適

切な尺度を探求し、サステイナブルな心性と主観的な well-being（幸福感）との間に関連が

あることを明らかにしていった。尺度の作成については、平成25年度に行ったWeb調査等に

よって、文化間、世代間、性別間などの観点を精緻にすることで改定を行っていった。この研

究成果については堀毛研究員が年報や学会発表等のかたちで、毎年報告している。 
平成 25 年度から開始された環境配慮行動に関する実験では、他者が行っているのをよく

見かける環境配慮行動においては、自身の実践が平均的な他者よりも高いと評価する平均

以上効果が、反対に、普段は見かけない環境配慮行動においては平均以下効果が生じるこ

とが示された。この実験と分析から、平均以上効果については他者平均の実際値の提示が、

平均以下効果には自尊感情を高めることが有効であるという結論を導き、研究成果を、大久
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保研究員が東垣氏との共著で平成26年度の研究年報に「環境配慮行動の実行可能性認知

と困難度の関係」*22として掲載した。 
 
第３ユニット（環境デザインユニット） 
「環境デザインユニット」では、環境問題への対策として、既存の行動抑制型の課題設定で

はなく、問題の構造を分析し、その固有のシステムが再編、拡張するようなアイデアを導入す

ることによって、都市環境、身体環境、生活環境とそれへの意識を変化させ、結果的に問題

解決を実現させることを目的とした。 
現実の複雑な状況から意識や身体を変容するための工夫を行うためには、フィールドワー

クや、非言語的領域からのアプローチが不可欠となるため、現地調査や、医学の臨床研究、

そして専門家を招いてのワークショップなどを積極的に行った。 
 
１．都市環境デザインの構築 
2011年 3月の東日本大震災によって、日本の環境問題も大きな転換を余儀なくされ、その

思想的基盤となるエコ･フィロソフィの果たす役割もより重要なものとなった。平成23年度開催

のシンポジウム 「生物多様性という課題－東日本大震災からの復興を視野に」*23において、

「里山」「里海」の生態系サービスの持続可能性を目指した復興のための環境デザインを提

案すると共に、実現のための現実的課題の精査が行われた。平成 26 年度開催の国際シン

ポジウム「ドイツ文化とエコロジー」*24では、ウィーン大学教授のG.シュテンガー教授を招き、

西洋の最新の技術論研究や、ドイツの環境政策を参考にして、日本の農林業やエネルギー

政策について議論し、両国の文化の独自性を考慮しつつも、相互に有効である要素を抽出

し、持続可能なネットワーク形成のかたちを提案した。同年に行った第 1ユニットとの合同シン

ポジウム 「大地の思想－風水・聖地・里山－」*6では、人間の持続可能性を高める里山の歴

史を東洋思想の各地域から分析したうえで、人間の経験や能力を拡張する現代の里山のか

たちとしての「人工的里山」による都市環境デザインの諸可能性を提示した。 
地域に根ざした環境デザインの現状と実践可能性を探求するために、SSC と連携しつつ、

別ユニットと合同での視察を行った。平成 24 年度には、地域の自然を活かし、水源や道の駅

によって自然環境価値の創出に取り組んでいる 山梨県道志村の視察*25を行い、また、国策

として環境政策に取り組む韓国のスマートグリッド化計画の実証実験地である 済州島の視察

*26を行った。平成 25 年度には、日本における自然エネルギーのオルタナティブである地熱

発電の可能性を探るべく、アメリカ合衆国カリフォルニア州にある世界最大の地熱発電所で

ある Calpine Geothermal の視察*27を行った。同じく地熱発電については、平成 26 年度に

八丈島を訪れ、アメリカ、インドネシアに次ぐ世界第三位の潜在エネルギーをもつ日本の地熱

発電が、未だ都市環境のシステムとして十分に機能するに足りていない現状を確認した。平

成 27 年度には、モンゴルの都市環境および、伝統的な遊牧生活*28の視察を行い、非定住

型の生活環境がもつ独自の感度の一端を体験するとともに、急速な経済発展と人口増加を

遂げた首都ウランバートルでの、伝統と文明化の過渡期にある混然とした都市環境の現状を

確認した。 

平成 26 年度に、福島県被災地視察*29を行い、居住禁止区域の現状と仮設住宅に住む

人々の生活環境を調査し、避難者の日常の生活環境の展開可能性の狭さがもたらす精神

的、社会的影響の重要性を確認するとともに、南相馬ソーラー・アグリパーク等での、民間で

行っている復興のための意欲的な環境デザインを体験し、震災被害を、被災者のみならず、

いかにして社会全体のシステムのなかへと有効に組み込むことができるのかについて、意見

交換を行った。また、この視察を経て、同行したウィーン大学の G.シュテンガー教授らと共

に、平成27年度に国際シンポジウム「after our Fukushima」*30を開催し、原発事故を含む

震災に対して哲学の立場から可能な役割として、エコ・フィロソフィが提示する復興の自己組
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織化について議論がなされた。その自己組織化の要因として、日本独自の文化や芸術表現

が有する可能性を見出した。 
 
２．身体環境の拡張 
環境問題の解決の方法として、現象学、身体論、システム論を基に、環境内での人間の能

力の再生、拡張を促す環境設定を探求した。主な課題は、固執した環境と意識の関係を解消

し、経験の可能性や行為の選択肢を拡張するための、身体性の自覚をもたらす非言語的な

環境デザインの実践である。 
毎年開催している 「人間再生研究会」*31では、障害者医療の臨床を通じて、意識、身体、

環境の関係を分析し、新たな治療方法の確立と、その展開として社会全体の能力拡張の可

能性を目指す「神経現象学リハビリテーション研究」に取り組んだ。例年、専門家を招いての

脳科学や神経医学の最新の研究成果の報告を受けると共に、臨床家による事例報告会によ

って、有効な治療のためのフィードバックを行っている。 
平成 24年度のシンポジウム「天命はなお反転する 人間再生のための環境―荒川修作＋

マドリン・ギンズとともに」*32では、建築環境がもたらす能力再生を意図的に行っていた荒川

修作の環境デザインの意義について議論し、平成 26 年度には ニューヨーク州にある荒川修

作関連施設を視察*33することで、荒川が志向した一建築にとどまらない都市全体の生活環

境デザインを確認するとともに、9.11 テロを経たニューヨークの都市環境デザインがもたらす

生活環境の変容可能性の一端を体験した。 
日常生活で行う動作に介入することで経験の稼動域の拡張を促す教育のかたちとして、ア

ーティスト等を講師に招き、ワークショップを行った。平成 23 年度 「ウォーキング・ビューティ

ー」*34では歩行動作の再発見をテーマにし、平成 26年度と 27年度の「即興ダンス・ワークシ

ョップ」では、日常動作の速度や設定の変更による、重力や反作用への気付きをとおして自

己の身体の内部感覚や、他者を含む外部環境との創発性についての意識を拡張していっ

た。言語化しがたい領域での身体感覚については、舞踊家の田中泯氏や和栗由紀夫氏を招

いてのワークショップにおいてその内実に迫り、言語と非言語の境界を、身体性を頼りに行き

来することで得られる環境への感度と態度の充実について、共通認識を得た。 
平成27年度に開催したシンポジウム「かおりの生態学」*9では、自然科学的な実証性に基

づいて、生態系内における香りのもたらす影響度について報告され、これまで注目されること

のなかった嗅覚的アプローチによる環境デザインの可能性が開示された。この香りによる生

態系の循環作用は、動植物の自然環境のみならず、人間の身体性を踏まえた生活環境への

応用可能性を有するものとされた。 
これらの研究成果は研究年報や学会発表のかたちで報告すると共に、非言語的な研究成

果を適切なかたちで表現するための映像作品として、平成 24 年度には 『テンダー・エマージ

ェンス――来るべき自己へ』・『モア・ディヴェロップメント――』*35を、平成 26 年度には 『イノ

セント・メモリー ―身体記憶の彼方へ』*36を作成し、シンポジウム上でも舞台作品として発表

した。 
 
ユニット間の連携 
第 1 ユニットが行う主に文献研究による自然観探究は、本プロジェクトの基礎となる研究で

あり、この研究を基に、第 2 ユニットの文化間の価値観比較や、第 3 ユニットの都市環境デザ

インの分析や実践のための指針がつくられている。同時に第 2 ユニット、第 3 ユニットの研究

から浮かび上がった問題に対し、第 1 ユニットの研究がこれを思想的に補助することも行って

おり、とりわけシンポジウムに関しては、第 2 ユニットの妖怪学研究や、第 3 ユニットの里山研

究などがそれに当たる。同時に、実践的価値を重視する第 2 ユニット、第 3 ユニットの研究に

は、現実の複雑な問題への検討は不可欠なものであり、第 1 ユニットは、伝統的自然観が現
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実にどのようなかたちで現れているのかについても探究を行った。他ユニットと合同で行った

現地視察によって体験知を得たほかに、シンポジウムとしては、「人間と自然の共生と持続可

能な関係を求めて－風土のしらべから」*4や、「宗教と環境シンポジウム－新しい文明原理の

生活化と宗教」*5などが特にそれに当たる。 

 第 2 ユニットと第 3 ユニットの連携については、第 2 ユニットの価値意識に関する調査・

実験によって明らかになったジレンマの構造が、いかなる環境デザインによって解決可能とな

るのかというかたちで行われており、心理的な要因と、その根源となる制度や身体性の両面

から、環境問題解決のための環境設定を提示した。 
 環境教育については、エコ・フィロソフィの有する学際性を重視して、各ユニット長を中心

に、最大の教育効果をあげるためのバランスの良い講義設定を検討し、PD や PRA の教育

についても、各ユニットの専門分野から採用することで、互いの研究手法を学びあう体制をつ

くった。 
 
＜優れた成果があがった点＞ 
エコ･フィロソフィの確立と教育において特に優れた成果といえるのは、本プロジェクトの研

究員及び連携機関の研究者、さらにシンポジウム、研究会の講師等が執筆し刊行した二冊

の教科書と、全学部学生に向けて開講した 全学総合講義「エコ･フィロソフィ入門」*1である。 
平成 24 年度に編集・出版した、『エコロジーをデザインする－エコ・フィロソフィの挑戦』*37

では、15 名の執筆者が、里山、里海、ゴミ処理、水資源、生産・消費活動、建築、健康などの

視点から、自然、社会ネットワーク、身体の関係を探求し、経済的発展ではない多様な豊かさ

を増大させていくかたちで、持続可能な社会のための未来のデザインを提案した。 
平成 27 年度に編集・出版した 『エコ･ファンタジー－環境への感度を拡張するために』*38

では、23 名の執筆者（共同執筆を含む）が、人間の生存にとって重大な問題であるはずのエ

コロジーが、そのスケールの大きさゆえに危機の実感がもてず、実践につながるほどの魅力

をもてていない現状に対して、その停滞の原因を分析するとともに、地球規模のマクロな問題

を、生活や身体感覚といったミクロな問題へとつなげていくためのイメージ形成や環境設定の

方法が提示された。 
全学総合講義「エコ･フィロソフィ入門」*1では、プロジェクト期間中毎年にわったって、東洋

大学全学部学生を対象にした双方向型のインターネット授業を行った。講義は、本プロジェク

ト研究員や連携研究者によるオムニバス形式で行い、上記の本プロジェクトで刊行した書籍

を教科書とした。全学部あわせて例年 250 名程度の学生が受講し、環境学や哲学の初学者

に対して、サステイナビリティ学の基本理念から、エコ・フィロソフィの実践まで、体験知と自己

分析を重視した教育を行った。主な教育方針は、地球温暖化に対する自然環境保護といった

既存の環境イメージを、海洋、宇宙、身体、他者、生活にまで拡張することで、環境を自身に

身近なものとして再認識すること、そしてエコ･フィロソフィの実践に必要な、自ら考えて行動す

る哲学的能力を養い、環境問題に処するとともに、自らの生の基盤になりうる思想を模索す

る手段と意義を教えることであった。そのために、毎回の授業でミニレポートを実施し、講義内

容と自身の生活を結び付けるための自由記述をさせ、最新のエコロジー研究の知識だけで

はなく、体験的に環境との関係を深めていく方法をとった。 
 
＜課題となった点＞ 
エコ・フィロソフィによる環境問題に資する思想的アプローチの実践は、現代の喫緊の課題

である以上、学問研究の枠を越えて、一般社会に還元されるべきものであるが、外部評価委

員の指摘にもあるように、この点について、研究内容の専門性や難解さが、市民へのアウトリ

ーチの妨げになっていた。刊行した二冊の教科書はそれを補うためのものではあるが、公開

シンポジウムやニューズレター、ホームページ等においても、研究内容をわかりやすく伝える
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余地があった。具体的には、第 1 ユニットについては文献研究の専門性、第 2 ユニットについ

てはアジア諸地域の価値観の統合比較、第 3 ユニットについては身体表現の言語化が、一

般市民に還元するという点では不十分であった。ただし、学生に対して行った講義やワークシ

ョップでは、非専門家に対する教育の実績をあげることができたため、これらの体験的教育を

一般社会に適用する機会をいかにしてつくりだすのかが、課題の本質であると考えられる。 
本プロジェクトの活動の独自性ゆえに、エコ・フィロソフィに対応する海外の研究及び研究

機関は存在しない。そのため、共同研究についても、プロジェクト全体ではなく、個々の側面

での連携というかたちをとらざるをえず、エコ・フィロソフィのグローバルな発信は十分なものと

はいえなかった。この点については、稲垣諭研究員の第 23回世界哲学会議*3での発表など

を行ったが、プロジェクト主催のシンポジウム等のかたちで海外でイベントを行うには至らな

かった。 
 
＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 定期的に開催する運営委員会において、活動報告とそれに関わる予算執行額の明細を

開示し、内容を検討した。人件費や視察費用についても、事前事後に報告を行った。開催し

たイベントについては、その内容を受けて、その後にいかなるかたちで成果とするかを検討

し、論文執筆依頼、研究年報別冊での掲載形式の選定、継続開催の要などを決定した。ユニ

ット間の予算配分については、企画案を基に、プロジェクト全体として最大の成果をあげられ

るよう、ユニット間の審議の上で決定された。予算配分は年度初めに決定するが、活動の状

況を見て適宜変更も行った。平成 26 年度以降の意識調査の業務委託については、調査結

果がプロジェクト全体にもたらすと期待される内容を考慮した上で、業務委託費と、プロジェク

ト期間中にデータ解析を終了させるために必要な人員と労力を加味し、これを行わなかった。 
 
＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
3 名の委員（学内 1 名、学外 2 名）からなる外部評価委員会を設置し、各年度末に評価委

員会を開催している。委員会では、センター長から当該年度の活動実績が報告されると共

に、各ユニット長による研究成果の説明を行い、その後、活動状況に対する質疑応答を経

て、今後の活動方針について、委員から意見を伺い、後日改めて評価書への記入を求めて

いる。この評価に基づき、運営委員会において課題等を検討し、次年度の活動方針を決定し

た。特にユニット間の連携を明確にした合同シンポジウムと視察を重視した点や、ホームペー

ジでの動画公開等による一般社会へのアウトプットについて改善を行った。 
評価委員によるプロジェクト全体に対する平成 23 年度から平成 27 年度までの年度ごとの

評価（A、B、C、D）は以下のようになった。 
 
北脇秀敏（東洋大学副学長） 
A、A、A、A、A 
住正明（国立研究開発法人国立環境研究所） 
B、A、A、A、A 
柘植綾夫（公益社団法人 日本工学会 会長） 
A、A、A、A、B 
 
＜研究期間終了後の展望＞ 
 合計 11 年間の活動による研究成果と研究ネットワークを活用した発展的継続のかたちと

して、今後はエコ･フィロソフィのグローバルな展開を目指す。具体的には以下の５つの課題を

設定する。（１）「高齢者、障害者、避難者の環境設定」では、リハビリテーションの現象学的実

践による能力の再生と拡張を目指す。（２）「生態学的環境デザインのイノヴェーション」では、
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自然科学の先端の成果を取り入れながら、新たな生態学的システムの可能性を提示する。

（３）「自然哲学のイノヴェーション」では、シェリング、ダーウィン、ヴァイツゼッカー、ホワイトヘ

ッドらによるさまざまな自然構想を素材としながら、自然哲学の可能性を拡張していく。（４）

「環境学システムワーク」では、環境問題のオルタナティブとしての環境法、環境経済、環境

金融等のさまざまな試みを分析しながら、環境問題への社会的対応の仕組みを検討する。

（５）「文化的環境の探求」では、文献研究やフィールドワークによって、思想、文学、芸術作品

等に現れる自然観を探求する。日本の文化人類学では柳田國男や南方熊楠を素材とし、イ

ンドネシアの宗教図像と儀礼に関する現地調査と文献研究からは、ヒンドゥー教および仏教

の受容と変容の過程を明らかにしていくことで、文化的な環境設定を構想する。 
これらの研究を有機的に連携させていくことによって、最新の哲学や科学の成果を踏まえ

た、西洋思想と東洋思想の融合を推進し、エコロジー研究と教育のグローバルな拠点として

情報を発信していく。 
 
＜研究成果の副次的効果＞ 
毎年開催している人間再生研究会*31では、NPO神経現象学リハビリテーション開発機構

と連携し、臨床家を交えて研究を行うことによって、障害者に対する有効なリハビリテーション

の方法論を追求、実践している。 
東日本大震災復興に関しての諸種の提言や、シンポジウムにおけるパネル運営による成

果を実践につなげることで、被災者の生活環境が改善することが期待される。 
 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）    エコロジー         （２）    共生           （３）  サステイナビリティ 

（４）    自然観            （５）    価値観          （６）  環境デザイン    

（７）    環境哲学          （８）    環境教育        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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9. 山本亮介  「動物とロックンロール――古川日出男の想像力――」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第
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11. 王    媛  「唐代の筆記にみられる異界と夢境と音楽―「霓裳羽衣」の成立物語をめぐって―」 
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82. 河本英夫 「農のシステム」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号、pp.73-82、2013 年 3 月、（無） 

83. 河本英夫 「一生「束の間の少年」であること１」 『白山哲学』第 48 号、pp.91-109、2013 年 3 月、

（無） 

84. 永井  晋 「フランス現象学の<神学的転回>：受肉・テクスト・イマージュ」 『宗教哲学研究』第 30
号、pp. 19-36、2013 年 3 月、（無） 

85. 西村  玲 「日本における須弥山論争の展開」 『印度学仏教学研究』第 61 巻第 2 号、

pp.679-683、2013 年 3 月、（有） 
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86. 野村英登 「佐藤一斎における自然観と修養法」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号、pp.39-48、
2013 年 3 月（無） 

87. 野村英登 「明治大正期における“中国哲学”の構築と静坐の実践」 『宗教研究』86 巻 375 号、

pp.367-368、  2013 年 3 月、（無） 

88. 大久保暢俊 「環境配慮行動と平均以上効果」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号、pp.51-70、
2013 年 3 月、（無） 

89. 大島  尚 「社会関係資本の測定とその意義について」 『現代人のこころのゆくえ』第 3 号、

pp.83-102、2013 年 3 月、（無） 

90. 坂井多穂子 「楊萬里の「喜雨」詩について」 『東洋大学中国哲学文学科紀要』第 21 号、

pp.89-109、2013 年 3 月、（無） 

91. 竹村牧男 「環境倫理と宗教思想――仏教思想の課題について」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7
号、pp.9-20、2013 年 3 月（無） 

92. 竹村牧男 「親鸞と『大乗起信論』――報身・報土の問題を中心に」 『東洋の思想と宗教』第 30
号、pp.75-94、2013 年 3 月、（有） 

93. 竹村牧男 「『大乗起信論』の人間観」 『東アジア仏教学術論集――韓・中・日国際仏教学術大会

論文集』第 1 号、pp.1-16、2013 年 3 月（無） 

94. 山田利明 「理想の大地―福地の思想」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号、pp.83-91、2013 年 3
月、（無） 

95. 山田利明 「謫仙の構造」 『東洋大学中国哲学文学科紀要』第 21 号、pp.43-60、2013 年 3 月、

（無） 

96. 山村（関）陽子 「環境教育におけるネイチャーライティングの意義―「エコロジー的理性批判」

（K.Eder）から―」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号、pp.21-38、2013 年 3 月、（無） 

97. 西村  玲 「日本における須弥山論争の展開」 『印度学仏教学研究』61-2、pp.679-683、2013
年 3 月、（無） 

98. 西村  玲 「中村元の日本思想史研究──東方人文主義」 『比較思想研究』40、pp.90-98、
2013 年 3 月、（無） 

99. 武藤伸司 「F.J.ヴァレラの神経現象学における時間意識の分析（2） ―神経ダイナミクスの駆動

と未来予持―」 『東洋大学大学院紀要第 49 集』、pp.43-57、2013 年 3 月、（有） 

100. Hideo Kawamoto “Chaos, Aoutopoiesis and/or Leonardo da Vinci/Arakawa”, in: 
J.Keane & T. Glazebrock, Arakawa and Gins, a special issue of Inflexions,  Inflexions 
Journal, No.6, pp.103-111, Feb. 2013, （有） 

101. 堀毛一也 「持続可能な幸福への心理学的アプローチ」 『季刊環境研究』第 169 号、pp.35-43、
2013 年 2 月、（無） 

 

●2012 年 

102. 西村  玲 「慧命の回路─明末・雲棲袾宏の不殺生思想─」 『宗教研究』第 374 号、pp.27-48、
2012 年 12 月、（有） 

103. 河本英夫 「アレンジメント 1――神経現象学リハビリテーションの難題」 『神経現象学リハビリテ

ーション研究』No.1、pp.1-16、2012 年 11 月、（有） 

104. 河本英夫 「臨床美術の可能性」 『臨床美術ジャーナル』第 1巻 1 号、pp.33-40、2012 年 10月、
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（有） 

105. 稲垣  諭 「組織化としての体験」 『神経現象学リハビリテーション研究』第1号、pp.45-57、2012
年 10 月、（有） 

106. 河本英夫 「生命システムの論理」 『現代思想』2012年 8月号、pp.132-143、2012年 7月、（無） 

107. 野村英登 「荘子と武芸―“道”へ至る身体技法 ―」 『東洋文化研究』第 10 号、pp.110-135、
2012 年 6 月、（有） 

108. 西村  玲 [翻訳] 「キゲンサン・リチャ書評 "Bernard Faure, Michael Como and Iyanaga 
Nobumi, eds. Rethinking Medieval Shintō, Cahiers d'Extrême-Asie 16, Kyoto: École 
français d'Extrême-Orient, 2006,x＋387 pages."」 『日本仏教綜合研究』第 10 号、

pp.299-205、2012 年 5 月、（有） 

109. 堀毛一也 「サスティナブルな心性と行動の関連に関する予備的検討―sustainable well-being
への心理学的アプローチ」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号、pp.57-72、 2012 年 3 月、（無） 

110. 稲垣  諭 「経験の記述―働きの存在論 ドゥルーズ・ガタリとオートポイエーシスの分岐（1）」 
『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号、pp.91-107、2012 年 3 月、（無） 

111. 稲垣  諭 「身体行為のメカニズム（2）―身体運動発現の現象学的機構をめぐって―」 『白山哲

学』第 6 号、pp.135-159、2012 年 3 月（無） 

112. 河本英夫 「復興のデザイン」 『エコ・フィロソフィ研究別冊』第6号、pp.61-80、2012年3月、（無） 

113. Hideo, Kawamoto “Chaos, Autopoiesis and/or Leonardo da Vinci/Arakawa”, 
Eco-Philosophy, Vol.6、pp.85-89、2012 年 3 月、（無） 

114. 河本英夫 「詩人という使命 I」 『白山哲学』第 46 号、pp.111‐134、2012 年 3 月、（無） 

115. 西村  玲 「不殺生と放生会」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号、pp.47-53、2012 年 3 月、（無） 

116. 西村  玲 「雲棲袾宏の不殺生思想」 『宗教研究』第 371 号、pp.341-342、2012 年 3 月、（無） 

117. 大島  尚 「繰り返しボランティア・ジレンマ・ゲームの実験的検討」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第6
号、pp.73-81、2012 年 3 月、（無）*20 

118. 大島  尚・谷口尚子 「大学と大学生の地震防災対策―東日本大震災を挟んだ調査から」 『東洋

大学 21 世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・センター研究年報』第 9 号、pp.83-97、2012
年 3 月、（無） 

119. 坂井多穂子 「白居易の戯題詩―他を妬きて心火に似たり」 『中国文史論叢』、第 8 号、

pp.71-82、2012 年 3 月、（有） 

120. 坂井多穂子 ［訳注］ 「戴復古五律譯注（Ⅱ）」（宋代詩文研究會江湖派研究班） 『江湖派研究』第

2 号、pp.125-130、2012 年 3 月、（無） 

121. 竹村牧男 「共に生きるいのちのつながり―仏教の見方から―」 『点から線へ』第 60 号、

pp.112-150、2012 年 3 月、（無） 

122. 山田利明 「神禾原―消えた森林―」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号、pp.9-19、2012 年 3 月、

（無） 

123. 山田利明 「三宅元珉『老子道徳経会元』提要」 『東洋大学中国哲学文学科紀要』第 20 号、

pp.19-34、2012 年 3 月、（無） 
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124. 山口一郎 「無意識の明証性をめぐって」 『白山哲学』第 46 号、pp.93-109、2012 年 3 月、（無） 

125. 山村（関）陽子 「C・ダーウィンの自然観―『種の起源』における「闘争（Struggle）」概念と分岐の

原理から」 『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号、pp.21-45、2012 年 3 月、（無） 

126. 永井  晋 「雅歌の形而上学／生命の現象学」 『現代思想』2012 年 3 月臨時増刊号、

pp.300-313、2012 年 2 月、（無） 

127. 野村英登 「鍛える身体から感じる身体へ ―東洋的身体観における近代性の密輸入について

―」 『東洋文化研究』第 9 号、pp.269-286、2012 年 2 月、（有） 

128. NISHIMURA Ryo “The Intellectual Development of the Cult of Sakyamuni: What is 
“Modern” About the proposition that the Buddha Did Not Preach the Mahayana?” The 
Western Buddhist Society『The Eastern Buddhist』 new series vol.42 No.1、pp.9-29、
January, 2012、（有） 

 

●2011 年 

129. 河本英夫 「経験の可能性の拡張とレジリアンス」 『日本病跡学会誌』第 82 号、pp.15-22、2011
年 12 月、（有） 

130. 河本英夫 「発達論の難題」 『発達心理学研究』第 22 巻第 4 号、pp.339-348、2011 年 12 月、

（有） 

131. 白井美穂・サトウタツヤ・北村英哉 「複線径路等至性モデルからみる加害者の非人間化プロセス

－「Demonize」と「Patientize」－」 『法と心理』第 11 巻 1 号、pp.40-46、2011 年 10 月、（有） 

132. 菅  さやか 「東日本大震災が日本人の環境配慮行動に与えた影響～電力の使用に関する社会

的ジレンマとその解決方法を例に～」 『サステナ』第 21 号、pp.34-37、2011 年 10 月、（無） 

133. 河本英夫 「痛みのシステム現象学」 『現代思想』2011 年 8 月号、pp.148-159、2011 年 8 月、

（無） 

134. 河本英夫 「現実性と希望の輪郭」 『現代思想』2011 年 9 月臨時増刊号、pp.146-51、2011 年 9
月、（無） 

135. 河本英夫 「精神療法はどこに向かっているのか」 『臨床精神病理』第 32 巻 2 号、pp.157-160、
2011 年 9 月、（有） 

136. Hideo Kawamoto, “L’AUTOPOIESE ET L’INDIVIDU EN TRAIN DE SE FAIRE”, Y. 
Brés, D. Merllié,  REVUE  PHILOSOPHIQUE, 第 136 巻 3 号、pp.347-363、2011 年 9
月、（有） 

137. 西村  玲 「近世仏教におけるキリシタン批判──雪窓宗崔を中心に」 『日本思想史学』第 43
号、pp.79-94、2011 年 9 月、（有） 

138. Ohshima, Takashi, “Social norms and people's values in light of sustainability” United 
Nations University Press, Achieving Global Sustainability: Policy Recommendations, 
pp.70-86, Sept., 2011、（有）*18 

139. 竹村牧男 「西田の禅思想をめぐって――逆対応から平常底へ」 『西田哲学会年報』第 8 号、
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pp.1-19、2011 年 7 月、（有） 

 
＜図書＞ 

●2016 年 

1. 河本英夫 『第三代系統論－与自造』 中国中央編訳社（2016 年 3 月出版予定） 

. 

●2015 年 

2. 稲垣  諭 『大丈夫、死ぬには及ばない 今、大学生に何が起きているのか』 学芸みらい社

（2015 年 11 月、総ページ数 256） 

3. 山田利明・河本英夫 ［編著］ 『エコ･ファンタジー－環境への感度を拡張するために』 春風社

（2015 年 9 月、総ページ数 331）*38 

・各章の執筆者は下記の通り 

岩崎  大 ［共著］ 「ファンタスティックな環境」 pp.11-2 

河本英夫 ［共著］ 「触覚性環境」 pp.25-38 

山田利明 ［共著］ 「食料自給率」 pp.39-48 

武内和彦 ［共著］ 「レジリエントな自然共生社会に向けた生態系の活用」 pp.49-54 

住  明正 ［共著］ 「非合理の合理性」 pp.55-68 

鷲谷いづみ・安川雅紀・喜連川 優［共著］ 「ケンムン広場――生物多様性モニタリング研究に

おける保全生態学と情報学の協働」 pp.69-80 

八木信行 ［共著］ 「消費者が関与する海のサスティナビリティ――水産物エコラベルのポテン

シャル」 pp.81-98 

石崎恵子 ［共著］ 「宇宙と環境とファンタジー」 pp.99-114 

池上高志 ［共著］ 「マヌカン・レクチャーとフレッシュな生命」 pp.115-130  

相楽  勉 ［共著］ 「初期日本哲学における「自然」」 pp.131-148 

田村義也 ［共著］ 「南方熊楠・説話研究と生態学の夢想」 pp.149-164 

横打理奈 ［共著］ 「大正詩人の自然観――根を張り枝を揺らす神経の木々」 pp.165-184 

坂井多穂子 ［共著］ 「城外に詠う詩人――中国の山水田詩」 pp.185-196 

安斎利洋 ［共著］ 「潜在的人類を探索するワークショップ」 pp.197-214 

野村英登 ［共著］ 「エクササイズとしての無為自然」 pp.215-232 

稲垣  諭 ［共著］ 「22 世紀身体論――哲学的身体論はどのような夢をみるのか」 
pp.233-256 

日野原 圭 ［共著］ 「移動・移用についての小論――フレッシュな生命」 pp.257-278 
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山口一郎 ［共著］ 「カップリング（対化）をとおしての身体環境の生成」 pp.279-296 

月成亮輔 ［共著］ 「高齢者・障碍者の能力を拡張する環境とは」 pp.297-310 

池田由美 ［共著］ 「障碍者の環境」 pp.311-324 

4. 田村義也 ［共著］ 「南方熊楠の謎〈座談会〉 鶴見和子さんを囲んで」 『南方熊楠の謎 〔鶴見和

子との対話〕』 藤原書店（2015 年 6 月、pp 75-269、総ページ数 282） 

5. 唐澤太輔 『南方熊楠―日本人の可能性の極限―』 中央公論新社（2015 年 4 月、総ページ数

304) 

6. 竹村牧男・中川光弘 ［監修］、岩崎 大・関 陽子・増田敬祐 [編著] 『自然といのちの尊さに

ついて考える－エコ･フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』 ノンブル社（2015 年 3
月、総ページ数 492） *13 

・各章の執筆者は下記の通り 

竹村牧男 ［共著］ 「いのちの深みへ――仏教の立場から」 pp.17-38 

中川光弘 ［共著］ 「不達の世界観の適用誤謬について」 pp.39-64 

亀山純生 ［共著］ 「〈いのち〉の三契機と〈尊さ〉への倫理学的視点」 pp.67-98 

上柿崇英 ［共著］ 「〈生活世界〉の構造転換――”生”の三契機としての〈生存〉〈存在〉〈継承〉

の概念とその現代的位相をめぐる人間学的一試論」 pp.99-156 

増田敬祐 ［共著］ 「生命と倫理の基盤――自然といのちを涵養する環境の倫理」 
pp.157-202 

菅沼憲治 ［共著］ 「アルバート・エリス博士から学ぶ――寛容について考える」 pp.203-250 

岩崎  大 ［共著］ 「自然観と死生観をつなぐ――終末期患者の視線から」 pp.251-276 

岡野守也 ［共著］ 「自然といのちの尊さの根拠――宇宙的ヒエラルキーとバランス」 
pp.279-292 

榧根  勇 ［共著］ 「自然と人間のかかわり」 pp.293-332 

秋山知宏 ［共著］ 「「存在の大いなる連鎖」のサスティナビリティ」 pp.333-400 

立入  郁 ［共著］ 「気候変動と自然・いのち、個人・社会」 pp.401-436 

ジェフリー・クラーク ［共著］ 「クルーグマン、クライン、キリスト、環境」 pp.437-452 

関  陽子 ［共著］ 「農業生物学の再考――「〈いのち〉を活かしあう農業技術」としての獣害対

策へ」 pp.453-479 

7. 河本英夫 ［共著］ 「想像界とネット界」 『ユーザーがつくる知のかたち』 西垣通〔編］、角川書店

(2015 年 3 月、pp.125‐158、総ページ数 290) 

8. 唐澤太輔 『生命倫理再考―南方熊楠と共に―』 ヌース出版（2015 年 2 月、総ページ数 190) 

9. 坂井多穂子 ［共著］ 「近体詩の作法ーー分類詩集•詩語•詩格書」 『南宋江湖の詩人たち 中国

近世文学の夜明け』 勉誠出版（2015 年 3 月、pp.154-159、総ページ数 280） 

10. 岩崎 大 『死生学』 春風社（2015 年 2 月、総ページ数 418） 

 

●2014 年 
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11. 田村義也 ［共編訳］ 『南方熊楠英文論考［ノーツ アンド クエリーズ］誌篇』 藤原書店（2014 年

12 月、総ページ数 894） 

12. 山田一成・谷口明子 ［共編著］ 『心理学の基礎』 八千代出版（2014 年 11 月、総ページ数 182） 

13. 相楽  勉 ［共著］ 「真理概念の変容」 『ハイデガー読本』 法政大学出版局（2014 年 11 月、

pp196-205、総ページ数 406） 

14. 永井  晋 ［共著］ 「精神的東洋を求めて――光の現象学」 『井筒俊彦』 河出書房新社(2014年
6 月、pp.212-219、総ページ数 224) 

15. 唐澤太輔 『南方熊楠の見た夢―パサージュに立つ者―』 勉誠出版（2014 年 4 月、総ページ数

352) 

16. 坂井多穂子 ［共著］ 『詩僧晈然集注』 汲古書院（2014年 3月、pp.104-118,175-181、総ページ

数 368） 

17. 河本英夫 『損傷したシステムはいかに創発・再生するか』 新曜社(2014 年 3 月、総ページ数

426) 

18. 安斎利洋 ［共著］ 『社会心理学研究の新展開』 北大路書房（2014 年 3 月、総ページ数 209） 

19. 西村  玲 ［共著］ 「近世思想史上の『妙貞問答』」 『妙貞問答を読む―ハビアンの仏教批判―』 

法蔵館（2014 年 3 月、pp.359-374、総ページ数 487） 

20. 西村  玲 ［共著］ 「仏教排耶論の思想史的展開──近世から近代へ」『ブッダの変貌── 交錯

する近代仏教』 法蔵館（2014 年 3 月、pp.346-365、総ページ数 426） 

21. 田村義也 ［共著］ 「南方熊楠における西欧学知--「ロンドン抜書」と日本語著作」『知のユーラシア 
5 交響する東方の知: 漢文文化圏の輪郭』 明治書院（2014 年 2 月 pp. 193-217、総ページ数

293） 

 

●2013 年 

22. 山田利明・河本英夫・稲垣 諭 ［編著］ 『エコロジーをデザインする－エコ・フィロソフィの挑戦』 

春秋社（2013 年、総ページ数 352）*37 

・各章の執筆者は下記の通り 

長谷川眞理子 ［共著］ 「生態学から見た持続可能な社会」 pp.4-23 

隈  研吾 ［共著］ 「「大きいデザイン」から「小さいデザイン」へ」 pp.24-35 

松尾友矩 ［共著］ 「エコロジカルな共生」 pp.36-57 

河本英夫 ［共著］ 「システム的思考」 pp.60-76 

稲垣  諭 ［共著］ 「行為する思考･･････デザイン思考の原則」 pp.77-100 

山田利明 ［共著］ 「価値を生む思想」 pp.101-113 

八木信行 ［共著］ 「里海を創る･･････海の持続可能な利用を達成するためのデザイン」 
pp.114-133 

武内和彦・福士謙介 ［共著］ 「サステイナビリティの科学」 pp.134-147 

住  明正 ［共著］ 「気候変動のシナリオ」 pp.148-168 

大島  尚 ［共著］ 「ボランティアと社会関係資本」 pp.170-185 
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中北  徹 ［共著］ 「二一世紀の水問題と環境ビジネス」 pp.186-211 

山谷修作 ［共著］ 「エコデザインとしてのゼロウェイスト戦略」 pp.212-234 

中島  晋 ［共著］ 「森林間伐のネットワークづくり」 pp.235-256 

河本英夫 ［共著］ 「道志村記･･････持続可能な村の選択と決断」 pp.257-269 

稲垣  諭 ［共著］ 「健康のデザイン･･････建築と覚醒する身体」 pp.272-299 

野村英登 ［共著］ 「身体の自然性と倫理･･････儒教の瞑想法から」 pp.300-316 

横打理奈 ［共著］ 「身体という環境」 pp.317-335 

河本英夫 ［共著］ 「人工的里山」 pp.336-349 

23. Nagai Shin. ［M.Dalissier,Y.Sugimura との共著］ “Philosophie japonaise” , Vrin（2013 年

3 月、総ページ数 480） 

24. 西村  玲 ［共著］ 「須弥山と地球説」 黒住真、苅部直、佐藤弘夫、末木文美士編集『岩波講座 
日本の思想 第四巻 自然と人為』 岩波書店（2013 年 8 月、pp.117-141、総ページ数 320） 

25. 竹村牧男 ［高島元洋との共著］ 『仏教と儒教―日本人の心を形成してきたもの―』 一般財団法

人放送大学教育振興会（2013 年、pp.11-110(「まえがき」及び 1-6 章を担当）、総ページ数 272） 

26. 田中綾乃 ［共著］ 「カントの因果論をめぐって」『因果の探求』 三重大学出版会(2013 年 3 月、

pp.95-106、総ページ数 200） 

27. 今井芳昭 ［共著］ 『心理学事典』 平凡社（2013 年、「説得」、「応諾」、「社会的勢力」、「態度」の

項目を執筆、担当ページ数 12、総ページ数 910) 

28. 山口一郎・浜渦辰二 [共監訳] 『間主観性の現象学 その展開』 エドムント・フッサール著、筑摩

書房（2013 年 9 月、総ページ数 599） 

 

●2012 年 

29. 安藤清志 ［共著］ 『ジャーナリストの惨事ストレス』 報道人ストレス研究会[編著]、現代人文社

（2012 年 9 月、pp.39-47,132-140、総ページ数 163） 

30. 今井芳昭 ［共著］ 「対人的影響･社会的影響」 『心理学研究法 第５巻 社会心理学』 岡 隆 
［編］、誠信書房（2012 年 3 月、pp.121-143、総ページ数 319） 

31. 稲垣  諭 『リハビリテーションの哲学あるいは哲学のリハビリテーション』、春風社（2012年1月、

総ページ数 343） 

32. 稲垣  諭 ［共訳］ 『間主観性の現象学 その方法』 E.フッサール［著］、ちくま学芸文庫(2012 年

5 月、pp.396-443,497-506、総ページ数 558) 

33. 竹村牧男 『日本浄土教の世界』 大東出版社（2012 年 2 月、総ページ数 286） 

34. 竹村牧男 『日本仏教 思想のあゆみ』 浄土宗出版室（2012 年 8 月、総ページ数 358） 

35. 竹村牧男 『〈宗教〉の核心 西田幾多郎と鈴木大拙に学ぶ』 春秋社（2012年 10 月、総ページ数

259） 

36. Takemura, Makio, “Kukai’s Esotericism and Avatamsaka Thought” (Avatamsaka 
Buddhism in East Asia―Huayan, Kegon, Flower Ornament Buddhism, Origins and 
Adaptation of a Visual Culture, edited by Robert Gimello, Frederic Girard and Imre 
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Hamar,（2012 年、pp. 339-376、総ページ数 380） 

37. 西村  玲 ［共著］ 「東アジア仏教のキリスト教批判─明末仏教から江戸仏教へ」 『江戸の漢文

脈文化』 中野三敏・楠元六男[編］、竹林舎（2012 年 4 月、pp. 84-102、総ページ数 486） 

38. 西村  玲 ［共著］ 「貞慶、良遍、叡尊、天海、金地院崇伝、沢庵宗彭、袋中良定、鈴木正三、草

山元政、隠元隆琦、鉄眼道光、了翁道覚、円空、盤珪永琢、白隠慧鶴、大典顕常、鳳潭、普寂、

慈雲飲光、良寛、月性」 『日本をつくった名僧 100 人』 末木文美士[編]、平凡社（2012 年 9 月、

左記 21 項目を担当、総ページ数 301） 

39. 西村  玲 ［共著］ 「近世仏教論」『日本思想史講座 3近世』 末木文美士、黒住真、佐藤弘夫、田

尻祐一郎、苅部直[編］、ぺりかん社（2012 年 12 月、pp. 109-144、総ページ数 401） 

40. 野村英登 ［共著］ 「馬貴派八卦掌と易筋経」（李保華との共著）、「丹田で歩く」 『からだの文化 
修行と身体像』 五曜書房（2012 年 7 月、pp.105-140,183-222、総ページ数 263） 

41. 山口一郎 〔共著〕 『ライプニッツ読本』 法政大学出版局（2012 年 10 月、pp.284-301、総ページ

数 404） 

 

●2011 年 

42. 田中綾乃 ［共著］ 「坂部恵と演劇」 『坂部恵—精神史の水脈を汲む』 水声社(2011 年 6 月、

pp.164-178、総ページ数 350) 

43. 山口一郎 『感覚の記憶―発生的神経現象学研究の試み』 知泉書館（2011 年 11 月、総ページ

数 324） 

44. 関  陽子 ［共著］ 「杜と向き合い森とともに生きる―科学と文化のまじわりから―」 『〈農〉と共生

の思想―〈農〉の復権の哲学的探求』 尾関周二、亀山純生、武田一博、穴見愼一［編著］、農林

統計出版（2011 年 11 月、pp.239‐251、総ページ数 298） 

 
＜学会発表＞ 

●2016 年 

 

1. 唐澤太輔 「「南方曼陀羅」と『華厳経』の接点」 龍谷大学仏教文化研究所セミナー（龍谷大学大

宮学舎、2016 年 3 月予定） 

2. 坂井多穂子 「常州の文人たち――蘇軾と楊萬里を中心に――」 東洋大学東洋学研究所・研究

発表会（東洋大学、2016 年 1 月） 

3. 河本英夫 「オートポイエーシスの展開」 森田療法研究会（住友化学参宮寮、2016 年 1 月) 

4. 武藤伸司 「「身体学」の研究課題」 東京女子体育大学・短期大学第 10 回研究フォーラム（東京

女子体育大学、2016 年 1 月）    

 

●2015 年 

 

5. 唐澤太輔 「熊楠 夢について」 藤本由起夫企画展「THE BOX OF MEMORY」reading club
第一章（アートホステル kumagusuku、2015 年 12 月） 

6. 山田一成・江利川滋 「Web 調査における SD 法と最小限化回答 (1) ―Straight-lining と回答
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時間の関係―」 日本社会心理学会第 56 回大会,（東京女子大学、2015 年 11 月) 

7. 江利川滋・山田一成 「Web 調査における SD 法と最小限化回答 (2) ―Straight-lining の規定

因―」 日本社会心理学会第 56 回大会,（東京女子大学、2015 年 11 月) 

8. 相楽  勉 「日本における「哲学」受容の独自性 ―自然観の転換を手がかりに―」 国際哲学研

究センター全体国際シンポジウム「22 世紀の世界哲学に向けて」（東洋大学、2015 年 10 月） 

9. 野村英登 「陽明学の近代化における身体の行方」 日本宗教史像の再構築 11 回ワークショップ

「身体と政治：近代日本の霊的な心身技法と国家論」（京都大学人文科学研究所、2015 年 9 月） 

10. 坂井多穂子 「唐宋士大夫与“滑稽”──以白居易、梅尭臣、周紫芝為中心」（中国 南京大学仙

林校区、2015 年 9 月） 

11. 堀毛一也 「サスティナブルな行動促進のための介入の試み」 日本心理学会第 79 回大会（名古

屋大学、2015 年 9 月） 

12. 西村  玲 「日本近世における不殺生思想の展開―『三教放生辨惑』 について―」 日本宗教学

会第 74 回学術大会（創価大学、2015 年 9 月） 

13. 唐澤太輔 「南方熊楠―実証研究を越えて―」 早稲田大学地域文化研究所研究発表会（早稲田

大学 14 号館、2015 年 9 月） 

14. 田村義也 「「燕石考」について−自筆草稿と引用文献一斑」 南方熊楠研究会第一回大会（田辺

市文化交流センター、2015 年 8 月） 

15. 田村義也（コメンテータ） 「神社合祀反対運動再考」（畔上直樹座長、パネリスト：武内善信、原田

健一、今泉宜子、南方熊楠研究会第一回大会、田辺市文化交流センター、2015 年 8 月） 

16. 田村義也 「杉村家からの初期書簡寄贈について」 南方熊楠研究会第一回大会（田辺市文化交

流センター、2015 年 8 月） 

17. 早川芳枝 「怪異と古代天皇制―『古事記』を中心に」 怪異怪談研究会（駒澤大学、2015 年 8
月） 

18. Horike K. “Revision of sustainable mind scale.” 17th European Conference of 
Personality. (Lausanne, Switzland,July,2015)  

19. Horike,K & Horike,H. ”A  positive psychological intervention for promoting 
sustainable behavior.” The4th. World congress on positive psychology (Lake Buena 
Vista, Florida, U.S.A,June,2015) 

20. 河本英夫 「システム的制作プロセス―D.リンチ」 日本病跡学会（立教大学、2015 年 6 月) 

21. 河本英夫 「システム現象学の試み」 フッセル・アーベント（東北大学、2015 年 6 月) 

22. 唐澤太輔 「南方マンダラはどう読まれてきたか―マンダラ誕生から今後の課題まで―」 南方熊

楠顕彰館・第18回特別企画展「南方熊楠と真言密教」（南方熊楠顕彰館内学習室、2015年4月） 

23. 唐澤太輔 「南方熊楠の立っていた場所―〈夢〉という「通路（パサージュ）」―」 「夢と表象―その

国際的・学際的研究展開の可能性」国際研究集会（国際日本文化研究センター、2015 年 3 月) 

24. 西村  玲 「釈迦仏からゴータマ・ブッダへ──釈迦信仰の思想史」 東洋大学国際哲学研究セン

ター第 1 ユニット研究会連続研究会「明治期における人間観と世界観」（東洋大学、2015 年 1 月） 

 

●2014 年 

25. Shin, Nagai, ”What is Oriental Philosophy?”, Global Philosophy conference、The 
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Institute of European Studies at UC Berkeley,2014,10. 

26. 西村  玲 「近世排耶論の思想史的展開」（パネル発表） 日本思想史学会 2014 年度大会パネ

ルセッション「近代日本仏教の「前夜」―幕末維新期における護法論の射程―」（愛知学院大学、

2014 年 10 月） 

27. 稲垣  諭 「哲学は経験の事故にどのようにかかわるのか」 リハビリテーションとナラティブ講演

会（京都大学、2014 年 8 月） 

28. 武藤伸司 「学習言語の習得における問題―具体と抽象の思考サイクルの経験―」（ポスター発

表） 日本リメディアル教育学会第 10 回全国大会（東京電機大学、2014 年 8 月） 

29. 唐澤太輔 「大日如来の大不思議―南方熊楠によるコスモロジー―」 南方熊楠顕彰会：2014 南

方熊楠研究会夏季例会シンポジウム「南方熊楠と真言密教」（田辺市文化交流センター、2014 年

8 月) 

30. 江利川滋・山田一成 「Web 調査の回答形式の違いが結果に及ぼす影響（３）」 日本社会心理学

会第 55 回大会（北海道大学、2014 年 7 月） 

31. 山田一成・江利川滋 「Web 調査の回答形式の違いが結果に及ぼす影響（４）」 日本社会心理学

会第 55 回大会（北海道大学、2014 年 7 月） 

32. 相楽 勉 「「美学」受容にみる明治期の人間観・歴史観」 国際哲学研究センター第 1 ユニット研

究会（東洋大学、2014 年 7 月） 

33. 早川芳枝 「古事記 42 番歌（「この蟹や」）試論」 日本文学協会第 34 回研究発表大会（いわき明

星大学、2014 年 7 月） 

34. 西村  玲 「アジアの中の江戸仏教──学僧たちの中国・インド、そして近代へ」 第９回仏教史

学入門講座「知られざる僧侶の足跡」（大谷大学、2014 年 6 月） 

35. Ryo Nishimura, Discussant,"Christianity and Religious Systems in Early Modern 
Japan: Myōtei Mondō and the Art of Refutation", Organizer/Chair: James Baskind, 
Nagoya City UniversityThe Eighteenth Asian Studies Conference Japan (ASCJ)(Sophia 
University, June 21–22, 2014)  

36. 永井  晋 ｢東洋哲学とは何か｣ 国際日本文化研究センター「日本仏教の比較思想的研究」（国

際日本文化研究センター、2014 年 4 月） 

37. 唐澤太輔 「熊楠と夢―死者の交感としての〈夢〉、そして「理不思議」という領域―」 京都大学こ

ころの未来研究センター河合俊雄教授主催「こころの古層と現代の意識」プロジェクト（京都大学こ

ころの未来研究センター講義室、2014 年 3 月) 

38. 田村義也 「南方熊楠と二つのエコロジー」 堺エコロジー大学シンポジウム「南方熊楠とエコロジ

ー」（関西大学、2014 年 2 月） 

39. 西村  玲 「近世排耶論の思想史的展開──明末から井上円了へ──」 国際哲学研究センタ

ー第 1 ユニット研究会（東洋大学、2014 年 1 月） 

 

●2013 年 

40. Ichiro Yamaguchi, "Erneute Frage nach der passiven Synthesis Husserls -- in der 
Themtaik der Zeit und des Anderen"( bei der koreanischen Gesellschaft der 
Phänomenologie, Nov. 9th, Soul University, Korea, 2013) 

41. 稲垣  諭 「プロセスとしての臨床－ナラティブという経験は何を示唆するのか」 第 30 回日本現

象学・社会科学会、記念シンポジウム（東洋大学、2013 年 11 月） 
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42. 山田一成・江利川  滋 「Web 調査の回答形式の違いが結果に及ぼす影響（１）」 日本社会心理

学会第 54 回大会（沖縄国際大学、2013 年 11 月） 

43. 江利川  滋・山田一成 「Web 調査の回答形式の違いが結果に及ぼす影響（２）」 日本社会心理

学会第 54 回大会（沖縄国際大学、2013 年 11 月） 

44. 飛田  操・水田恵三・安藤清志・渡辺浪二・佐藤史緒・堀毛一也・堀毛裕子・結城裕也 「複合災

害がもたらした「喪失」：浪江町民への面接調査から」 日本社会心理学会第 54 回大会発表論文

集, 248.（沖縄国際大学、2013 年 11 月） 

45. 堀毛一也 「サスティナブルな心性・行動尺度の再検討」 日本社会心理学会第 54 回大会（沖縄

国際大学、宜野湾、2013 年 11 月） 

46. 唐澤太輔 「南方熊楠の夢と思想」（対談×中沢新一） 明治大学野生の科学研究所主催『南方熊

楠の新次元』シリーズ第 1 回（明治大学野生の科学研究所内ホール、2013 年 11 月) 

47. 小林聡幸、稲垣  諭 「動作の反復による行動の緩慢を認めた統合失調症」 第 36 回日本精神

病理・精神療法学会（京都テレサ、2013 年 10 月） 

48. 田村義也 「南方熊楠のヨーロッパとアジア--『ネイチャー』から『ノーツ・アンド・クエリーズ』へ」南

方熊楠顕彰会及び南方熊楠記念館共催「第 9 回南方熊楠ゼミナール」（龍谷大学響都ホール、

20013 年 9 月） 

49. 大久保暢俊・下田俊介 「環境配慮行動の観察しやすさと平均以上効果」 日本心理学会第 77 回

大会（札幌コンベンションセンター、2013 年 9 月） 

50. 西村  玲 「東アジアにおける日本近世仏教─排耶論と不殺生思想─」 国際日本文化研究セン

ター「日本仏教の比較思想的研究」第３回共同研究会（国際日本文化研究センター（京都府）、

2013 年 9 月） 

51. 西村  玲 「上野大輔氏「「近世仏教堕落論」の呪縛と宗教史像の模索」報告コメント」 第 6 回仏

教と近代研究会「日本仏教史像の近代的構築」（愛知学院大学、2013 年 9 月） 

52. 西村  玲 「日本近世における不殺生思想──雲棲袾宏の受容と影響」 2013 年度日本印度学

仏教学会（島根県民会館、2013 年 9 月） 

53. INAGAKI, Satoshi “A phenomenological approach to environmental designs that can 
expand human health”, XXIII World Congress of Philosophy, (Athens, August, 2013.)*3 

54. HORIKE, Kazuya  “Some influences of the Higashi-Nihon eathquake on the 
inhabitants’ well-being” The 10th biennial conference of  Asian Association of social 
Psychology (Yogyakarta,Indnesia,August,2013)   

55. 信岡朝子 「震災の写真表象――東日本大震災のメディア報道を題材に」 エコクリティシズム研

究学会（2013 年 8 月） 

56. 西村  玲 「中村元（1912-1999）の日本思想史研究」 2013 年度比較思想学会・40 周年記念大

会（大正大学、2013 年 6 月） 

57. Okubo, N. “Social comparison and ultimatum game.” （The 14th annual meeting of the 
Society for Personality and Social Psychology., New Orleans, LA.June, 2013） 

58. HORIKE, Kazuya. “A cross-generational study on the relationships among sustainable 
mind, behavior, and well-being” The third world congress on positive psychology. 
(Westin Bonaventure, Los Angels, June, 2013) 

59. 田村義也 「柳田国男と南方熊楠」 民俗学研究所創設 40 周年記念公開講演会（成城大学、

2013 年 5 月） 
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60. 西村  玲 「近世戒律運動─浄土僧普寂をめぐって─」 浄土宗教学院（東部）研究会・講演 （大
正大学、2013 年 3 月） 

61. 竹村牧男 「親鸞の仏身・仏土論――報身・報土の問題を中心に」 武蔵野大学仏教文化研究所

研究会（武蔵野大学有明キャンパス、2013 年 3 月） 

62. OKUBO, Nobutoshi “Social comparison and ultimatum game.” The 14th annual 
meeting of the Society for Personality and Social Psychology, （New Orleans, LA. Feb. 
2013） 

63. 西村  玲 「近世・近代仏教におけるキリスト教観──禅仏教の視点から」 仏教史学会１月例会

「ミニシンポジウム：近世仏教とその彼方─他者としてのキリスト教と思想の再編成─」（龍谷大

学、2013 年 1 月） 

 

●2012 年 

64. 西村  玲 「近世仏教とキリスト教」 国際日本文化研究センターシンポジウム「近代仏教──トラ

ンスナショナルな視点から」第４部 伝統の変容（国際日本文化研究センター、2012 年 12 月） 

65. 福岡欣治・高橋尚也・松井豊・安藤清志・畑中美穂・井上果子 「東日本大震災とジャーナリストの

惨事ストレス(4)―全国紙新聞社・通信社への質問紙調査からみた取材・報道活動と心身の自覚

症状―」 日本社会心理学会第 53 回大会（筑波大学、2012 年 11 月） 

66. 堀毛一也 「サスティナブルな心性・行動と主観的well-beingの関連－東日本大震災前後の比較

－」 日本社会心理学会第 53 回大会（筑波大学、2012 年 11 月） 

67. 武藤伸司 「『ベルナウ草稿』における未来予持と触発―意識流の構成における未来予持の必然

性を問う―」 日本現象学会第 34 回研究大会（東北大学川内北キャンパス、2012 年 11 月） 

68. 竹村牧男 「人生の苦を見つめて――仏教の立場から」 第 31 回日本医学哲学・倫理学会特別

講演（金沢大学鶴間地区、2012 年 11 月） 

69. 山村（関）陽子 「鯨類捕獲調査における科学合理性の検討」 環境思想・教育研究会第１回研究

大会（弘前大学、2012 年 9 月） 

70. 福岡欣治・高橋尚也・松井豊・安藤清志・井上果子・畑中美穂 「.東日本大震災とジャーナリスト

の惨事ストレス(3)―被災地内新聞社への質問紙調査からみた取材・報道活動と心身の自覚症状

―」 日本心理学会第 76 回大会（専修大学、2012 年 9 月） 

71. 谷口尚子・大島 尚 「大学の地震防災対策と大学生の地震防災意識・行動の計量分析」 日本

行動計量学会第 40 回大会（新潟県立大学、2012 年 9 月） 

72. 野村英登 「明治大正期における“中国哲学”の構築と静坐の実践」 日本宗教学会第 71 回学術

大会（皇學館大学、2012 年 9 月） 

73. 竹村牧男 「井上円了の哲学について」 国際井上円了学会設立大会 記念公開講演（東洋大学

白山キャンパス、2012 年 9 月） 

74. 野村英登 「佐藤一斎における自然と身体」 環境／文化研究会例会（東洋大学、2012 年 8 月） 

75. 堀毛一也 「Well-beingへの心理学的アプローチ」 総合地球環境学研究所 基幹FS 「東アジア

における環境配慮型の成熟社会」第 10 回研究会 （京都、2012 年 7 月） 

76. HORIKE, Kazuya. “A preliminarily study for the individual differences in sustainable 
mind and behavior.” European Congress on Psychology.（Univ. of Trieste,Italy,2012.7）
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Book of Abstract, p. 206. *19 

77. 永井 晋 「神名の沈黙と語ること―動きの現象学」 上智大学哲学会第 77 回大会シンポジ

ウム「沈黙と語り」（上智大学、2012 年 7 月） 

78. 西村 玲 「日本における須弥山論争の展開」 日本印度学仏教学会第 63 回学術大会（鶴見大

学、2012 年 7 月） 

79. 竹村牧男 「親鸞と『大乗起信論』――報身・報土の問題を中心に」 早稲田大學東洋哲學會第二

十九回大會 招待講演（早稲田大学文学学術院、2012 年 6 月） 

80. 野村英登 「荘子と武芸－“道”へ至る身体技法－」 靈山大學校開校 30 週年紀念國際學術大會

「道と藝と世界」（韓国、靈山大學、2012 年 5 月） 

81. 西村 玲 「『妙貞問答』の研究・訳注について─その概説と現状─」 国際日本文化研究センター

シンポジウム「『妙貞問答』の訳注・英訳・研究」（国際日本文化研究センター、2012 年 4 月） 

82. 永井 晋 「フランス現象学の<神学的転回>」 宗教哲学会第四回学術大会（京都大学、

2012 年 3 月） 

 

●2011 年 

83. 竹村牧男 「自力と他力のあわい――西田の宗教哲学から」 第 107 回公共哲学京都フォーラム

「自力と他力のあわい」（大阪・中之島、2011 年 12 月） 

84. 西村  玲 「17 世紀東アジア仏教のキリスト教批判」 基盤研究（A） 中世宗教テクスト体系の綜

合的研究─寺院経蔵聖教と儀礼図像の統合─研究集会：「宗論」というテクスト（名古屋大学、

2011 年 12 月）  

85. 山口一郎 「感覚の記憶」 認知神経リハビリテーション学会アドヴァンスコース（兵庫医療大学、

2011 年 11 月） 

86. 武藤伸司 「フッサール初期時間論における実有位相論的分析の考察―ブレンターノとマイノング

の時間論批判を通して―」 日本現象学会第 33 回研究大会（立命館大学衣笠キャンパス、2011
年 11 月） 

87. 野村英登 「佐藤一斎の静坐説とその思想史的考察」 日本中国学会第 63 回大会（九州大学、

2011 年 10 月） 

88. 西村  玲 「近世の放生思想─明末仏教との関わりから─」 日本思想史学会2011年度大会（学

習院大学、2011 年 10 月）  

89. 西村  玲 「雲棲袾宏の不殺生思想」 日本宗教学会第 70 回学術大会（関西学院大学、2011 年

9 月） 

90. 今井芳昭 「対面的説得状況における情報の提示順序とミラーリングによる効果」 日本社会心理

学会第 52 回大会 （名古屋大学、2011 年 9 月） 

91. 北村英哉 ワークショップ話題提供 「マンガ心理学の展開（３）－社会心理学・社会学からのアプ

ローチ」日本心理学会第 75 回大会 （日本大学、2011 年 9 月） 

92. 北村英哉 ワークショップ指定討論 「臨床実践と心理学研究の対話（２）－反すうをめぐって－」 

日本心理学会第 75 回大会（日本大学、2011 年 9 月） 

93. 北村英哉 ワークショップ企画者 「若手研究者の心理学授業の工夫」 日本心理学会第 75 回大
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会（日本大学、2011 年 9 月） 

94. 北村英哉 「関連感情・無関連感情が差別行動に及ぼす影響について」 日本社会心理学会第

52 回大会（名古屋大学、2011 年 9 月） 

95. 清田尚行・北村英哉 「親密な関係における暴力被害後の認知プロセスの検討」 日本社会心理

学会第 52 回大会（名古屋大学、2011 年 9 月） 

96. 齋藤萌香・川口史佳・清田直行・北村英哉 「懸念的被透視感が欺瞞行動に及ぼす影響（１）－欺

瞞方略と被言語的行動の検討」 日本社会心理学会第 52 回大会（名古屋大学、2011 年 9 月） 

97. 川口史佳・齋藤萌香・清田直行・北村英哉 「懸念的被透視感が欺瞞行動に及ぼす影響（２）－欺

瞞行動の映像呈示による印象評定」 日本社会心理学会第 52 回大会（名古屋大学、2011 年 9
月） 

98. 堀毛一也 「サスティナブルな心性と行動の関連に関する予備的検討（２）－学生サンプルに関す

る分析－」 日本心理学会第 75 回大会発表論文集（日本大学、2011 年 9 月） 

99. 永井  晋 「創造的想像力の現象学」 土井道子記念京都哲学基金主催 平成 23 年度シンポジ

ウム「宗教哲学の課題」（京都大学、2011 年 9 月） 

100. 堀毛一也 「サスティナブルな心性と行動の関連に関する予備的検討（１）－社会人サンプルに関

する分析－」 日本グループ・ダイナミックス学会第 58 回大会発表論文集（昭和女子大学、2011
年 8 月） 

101. 野村英登 「近代日本における武術と養生」 韓国道教文化学会 2011 年春季国際学術大会（韓

国、霊山大学、2011 年 7 月） 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
＜既に実施しているもの＞ 
研究活動は、適宜ホームページ上（http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/）に公開している。

研究年報およびニューズレターについては、ホームページ上で閲覧可能であり、一部のイベ

ントは動画公開も行っている。 
 
【平成２３年度】 
１．シンポジウム 
1） 
日時：2011 年 10 月 8 日 
テーマ：「人間と自然の共生と持続可能な関係を求めて－風土のしらべから」*4 

場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館井上円了ホール 
講演者：亀山純生（東京農工大学）、仙道作三（作曲家・演出家・エッセイスト）、竹村牧男（東

洋大学） 
コメンテーター：中川光弘（茨城大学）、宮本久義（東洋大学） 
後援：一般社団法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム／環境思想・教育研究会 
 
2) 
日時：2011 年 11 月 12 日 
テーマ：「宗教と環境シンポジウム－新しい文明原理の生活化と宗教」*5 
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場所：東洋大学白山キャンパス１号館 1102 教室 
基調講演者：竹村牧男（東洋大学） 
パネリスト：茂木貞純（國學院大学）、武田道生（淑徳大学）、村田充八（阪南大学）、佐藤孝

則（天理大学おやさと研究所） 
司会進行：岡本享二（ＮＰＯ法人環境経営学会） 
 
２．セミナー 
1) 
日時：2011 年 11 月 18 日 
テーマ：「生物多様性という課題－東日本大震災からの復興を視野に」*23 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6210 教室 
講演者：鷲谷いづみ（東京大学）、八木信行（東京大学）、河本英夫（東洋大学） 
後援：一般社団法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム 
 
2） 
日時：2012 年 3 月 10 日 
テーマ：「環境の危機と人間の危機―自然と共生する社会とは」 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6317 教室 
第 1 フェーズ―文化と自然 
発表者：竹村牧男（東洋大学）、山村陽子（東洋大学TIEPh研究助手）、オプヒュルス鹿島ナ

イノルト（上智大学） 
第２フェーズ―社会と自然 
発表者：中川光弘（茨城大学）、岡野守也（サングラハ教育・心理研究所）、亀山純生（東京農

工大学）、小川芳樹（東洋大学） 
パネルディスカッション 
コメンテーター：上柿崇英（鹿児島大学産学官連携推進機構）、ジェフリー・クラーク（本郷高

校講師） 
共催：茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS） 
 
３．研究会 
1) 
日時：2011 年 12 月 17 日 
テーマ：第 3 回人間再生研究会*31 

場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6310 教室 
パネリスト：河本英夫（東洋大学）、池田由美（首都大学東京）、人見眞理（ソレイユ川崎） 
総合司会：稲垣 諭（東洋大学） 
討論会司会：岩崎正子（東京都立多摩医療センター） 
共催：NPO 神経現象学リハビリテーション開発機構 
 
４．調査の実施 
1) 
価値観・調査ユニット 
日時：2012 年 2 月 21 日～2 月 25 日 
調査内容：サステイナビリティに関するマレーシアの価値意識調査*14 
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【平成２４年度】 
１．シンポジウム 
1) 
日時：2012 年 2 月 24 日 
テーマ：「円了×熊楠－近代日本のエコ･フィロソフィ」*10 

場所：東洋大学白山キャンパス 2 号館スカイホール 

特別講演者：鎌田東二（京都大学こころの未来研究センター） 
報告：野村英登（東洋大学 TIEPh 研究員）、岩井昌悟（東洋大学）、中島隆博（東京大学東

洋文化研究所） 
司会：永井 晋（東洋大学） 
後援：国際井上円了学会 
 
2） 
日時：2013 年 3 月 9 日 
テーマ：「天命はなお反転する 人間再生のための環境―荒川修作＋マドリン・ギンズととも

に」*32 

場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館井上円了ホール 

パネリスト：河本英夫（東洋大学）、花村誠一（東京福祉大学）、池上高志（東京大学） 
総合討論司会：稲垣 諭（東洋大学）、本間桃世（荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所 代
表） 
共催：神経現象学リハビリテーション総合研究センター、ABRF, Inc.（荒川+ギンズ東京事務

所） 
 
3） 
日時：2013 年 3 月 16 日 
テーマ：「妖怪学と環境問題‐「お化け調査」は何を語るのか－」*16 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6302 教室 
講演者：菊池章大（東洋大学）、吉野諒三（統計数理研究所・調査科学研究センター長）、真

鍋一史（青山学院大学） 
コメンテーター：堀毛一也（東洋大学） 
総合司会：大島 尚（東洋大学） 
 
２．セミナー 
1） 
日時：2013 年 3 月 16 日 
テーマ：「いのちと自然の尊さについて考える」 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6317 教室 
基調講演：吉田敦彦（大阪府立大学） 
研究報告：岡野守也（サングラハ教育・心理研究所）、ティム・マクリーン（シープラスエフ研究

所）、中川光弘（茨城大学）、竹村牧男（東洋大学） 
コメンテーター：上柿崇英（大阪府立大学）、ジェフリー・クラーク（本郷高校講師） 
共催：茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS） 
 
３．研究会 
1） 
日時：2012 年 12 月 15 日 
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テーマ：第 4 回人間再生研究会*31 

場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6309 教室 
講演者：河本英夫（東洋大学）、花村誠一（東京福祉大学）、保前文高（首都大学東京）、

後藤晴美（秋津療育園） 

総合司会：岩崎正子（東京都⽴ 多摩総合医療センター） 

講演会司会：稲垣 諭（東洋大学） 

 
４．視察 
1） 
日時：2012 年 7 月 28 日～29 日 
目的：環境デザインのモデルケースとして、水源確保のための山林の管理、運営を視察*25 
場所：山梨県 道志村 
 
2） 
日時：2012 年 8 月 4 日～7 日 
目的：環境デザインのモデルケースとして、スマートグリッド計画の実施、およびその展開を

視察*26 
場所：韓国 済州島 
 
3） 
日時：2012 年 10 月 31 日～11 月 3 日 
目的：平成 24（2013）年度の国際シンポジウム発表予定者であるサンシャイコースト大学の

Julie Matthews 氏との折衝、環境問題に関する意見交換会*15 
場所：オーストラリア サンシャインコースト大学 
 
 
【平成２５年度】 
１．シンポジウム 
１） 
日時：2014 年 1 月 11 日 
テーマ：「いのちの尊さを考える」 
場所：東洋大学白山キャンパス 8 号館 125 周年記念ホール  
基調講演：村上和雄（筑波大学） 
講演者：寺田信幸（東洋大学）・金子律子（東洋大学）・白石弘巳（東洋大学）・河本英夫（東

洋大学） 
パネリスト：寺田信幸、金子律子、白石弘巳、河本英夫 
討論会司会：岡崎 渉（東洋大学） 
主催：学術研究推進センター  
共催：東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 
 
2) 
日時：2013 年 10 月 12 日 
テーマ：「南方熊楠：神と人と自然」*11 
場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館井上円了ホール  
基調講演：荒俣 宏（博物学者・作家） 
研究発表者：唐澤太輔（早稲田大学）・野村英登（東洋大学 TIEPh 研究員）・増尾伸一郎（東
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京成徳大学）・安田忠典（関西大学） 
パネリスト：荒俣 宏・唐澤太輔・野村英登・増尾伸一郎・安田忠典 
討論会司会：田村義也（南方熊楠顕彰会常任理事） 
共催：南方熊楠顕彰会  
協力：田辺観光協会 
協賛：紀南文化財研究会・南紀生物同好会・田辺市熊野ツーリズムビューロー 
 
２．セミナー 
1) 
日時：2014 年 2 月 22 日 
テーマ：「自然といのちの尊さを考える」 
共催：茨城大学地球変動適応科学研究機関(ICAS)  
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6317 教室  
基調報告：菅沼憲治（聖徳大学） 
個別報告：関 陽子（芝浦工業大学、東洋大学国際哲学研究センター）・秋山知宏（東京大

学）・増田敬祐（東京農工大学）・上柿祟英（大阪府立大学）・岩崎 大（東洋大学「エコ･フィロ

ソフィ」学際研究イニシアティブ） 
討論会司会：中川光弘（茨城大学） 
コメンテーター：岡野守也（サングラハ教育・心理研究所）・J・クラーク（本郷高校） 
 
2) 
日時：2014 年 3 月 15 日 
テーマ：「コンサベーション心理学の可能性―自然を思いやる心を育てるには―」*17 
場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館 5310 教室 
発表者：Susan Clayton （Wooster 大学教授） 
コメンテーター：堀毛一也（東洋大学） 
司会：大島 尚（東洋大学） 
 
３．研究会 
1) 
日時：2013 年 7 月 30 日 
内容：2013 年度に本センターに所属した研究員らによる研究交流会*6 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館文学部会議室 
発表者：唐澤太輔（早稲田大学）・信岡朝子（東洋大学）・山本亮介（東洋大学） 
司会：永井 晋（東洋大学） 
 
2) 
日時：2013 年 12 月 15 日 
テーマ：第 5 回人間再生研究会*31 
場所：自治医科大学地域医療情報研修センター第 2・3 会議室 
基調講演：加藤 敏（自治医科大学） 
教育講演：加藤宏之（国際医療福祉大学病院「） 
講演者：河本英夫（東洋大学）、池田由美（首都大学東京）、大越友博（芳賀赤十字病院）、

稲垣 諭（自治医科大学） 
後援：栃木県理学療法士会・自治医科大学精神医学教室・自治医科大学リハビリテーション

センター 
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共催：神経現象学リハビリテーション研究センター・NPO 神経現象学リハビリテーション開発

機構 
 
3) 
日時：2014 年 3 月 1 日 
テーマ；「方法論研究会：方法論としてのオートポイエーシス」 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館第 3 会議室 
発表者：河本英夫（東洋大学） 
主催：東洋大学国際哲学研究センター（IRCP） 
共催：東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 
 
４．視察 
1） 
日時：2013 年 5 月 11 日～12 日 
目的：近代日本エコロジー研究の先駆者である南方熊楠の思想風土の視察 
場所：和歌山県田辺市南方熊楠顕彰館 
 
2) 
日時：2013 年 8 月 26 日～30 日 
目的：環境デザインのモデルケースとしての、アメリカ地熱発電所および環境関連施設の視

察*27 
場所：アメリカ カリフォルニア州 Calpine 地熱発電所、サンフランシスコ、ヨセミテ国立公園

ほか 
 
 
【平成２６年度】 
１．シンポジウム 
1) 
日時：2015 年 3 月 10 日 
テーマ：「ドイツ文化とエコロジー」*24 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6404 教室 
講演者：ゲオルグ・シュテンガー（ウィーン大学）・河本英夫（東洋大学 TIEPh）・山口一郎（東

洋大学大学院） 
通訳（ドイツ語）：山口一郎 
動画 URL： https://www.youtube.com/playlist?list=PLST-oXBqgavLu7FIbEko2spCgz7ZfE0aR 
 
2） 
日時：2015 年 3 月 17 日 
テーマ：「大地の思想－風水・聖地・里山－」*6 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6209 教室 
講演者：大形 徹（大阪府立大学）・宮本久義（東洋大学）・田村義也（東洋大学）・河本英夫

（東洋大学） 
 
２.セミナー 
1) 
日時：2014 年 11 月 15 日 
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テーマ：「自然といのちの尊さについて考える」 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館文学部会議室 
発表者：中川光弘（茨城大学）・上柿崇英（鹿児島大学産学官連携推進機構）・関 陽子（芝

浦工業大学・東洋大学国際哲学研究センター）・岩崎 大（東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際

研究イニシアティブ）・秋山知宏（東京大学）・増田敬祐（東京農工大学）・立入 郁（海洋研究

開発機構） 
共催：茨城大学地球変動適応科学研究機関(ICAS) 
 
３．ワークショップ 
1） 
日時：2014 年 5 月 24 日 
テーマ：「ARAKAWA＋GINS という経験－22 世紀身体論を目指して－」 
場所：三鷹天命反転住宅 In Memory of Helen Keller 
講師：三浦尚彦・染谷昌義・稲垣 諭（自治医科大学） 
司会：安斎利洋 
主催：ABRF, Inc. （荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所） 
共催：東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 
 
2) 
日時：2015 年 1 月 17 日 
テーマ：「舞踊」、「身体と環境」 
場所：三鷹天命反転住宅–In Memory of Helen Keller- 
協力：ABRF,Inc. （荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所） 
対談：田中 泯（舞踊家）・河本英夫（東洋大学）・本間桃世（ABRF,Inc.） 
 
3) 
日時：2015 年 2 月 16 日 
テーマ：「即興ダンス」、「身体の内発性」 
場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館井上円了ホール ステージ 
講師：岩下 徹（舞踊家／即興ダンス、＜山海塾＞ダンサー） 
対談：岩下 徹・河本英夫（東洋大学） 
 
4.研究会 
1) 
日時：2014 年 7 月 30 日 
内容：自然観探求ユニット（第１ユニット）研究員による研究交流会 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館第 3 会議室 
発表者：野村英登（東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ）・早川芳枝（東洋大

学）・相楽 勉（東洋大学） 
動画 URL: https://www.youtube.com/playlist?list=PLST-oXBqgavL7-kJbUig4p9pTaDU9l7ub 
 
2) 
日時：12 月 13 日 
テーマ：第 6 回人間再生研究会*31 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6406 教室 
特別講演：野崎大地（東京大学大学院） 
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講演：河本英夫（東洋大学）・池田由美（首都大学東京） 
症例研究発表：三田久載（富士リハビリテーション専門学校）・月成亮輔（市川市リハビリテー

ション病院） 
パネリスト：野崎大地・河本英夫・池田由美・三田久載・月成亮輔 
討論会司会：稲垣 諭（自治医科大学） 

共催：神経現象学リハビリテーション研究センター・NPO 神経現象学リハビリテーション開発

機構 
動画 URL： https://www.youtube.com/playlist?list=PLST-oXBqgavKQfuf8L6CXdjCzlyEJZ1Ri 
 
５．視察 
1） 
日時：2014 年 8 月 4 日～7 日 
目的：環境デザインのモデルケースとしての、八丈島地熱発電所および自然環境の視察 
場所：東京都八丈町地熱発電所ほか 
 
2) 
日時：2014 年 8 月 20 日～25 日 
目的：荒川修作関連施設およびニューヨーク・ボストン環境デザイン関連施設の視察*33 
場所：アメリカ合衆国ニューヨーク市（荒川事務所、バイオスクリープハウスほか）・ボストン市

（MIT スタタセンターほか） 
 
3) 
日時；2014 年 9 月 19 日～21 日 
目的：近代日本エコロジー研究の先駆者である南方熊楠の思想風土の視察*12 
場所：和歌山県田辺市 南方熊楠顕彰館および熊野古道 
 
4) 
日時：2015 年 3 月 12 日～13 日 
目的：東日本大震災後の福島県の被災地環境の調査*29 
場所：福島県南相馬市「南相馬ソーラー・アグリパーク」、郡山市仮設住宅地ほか 
 
６．調査報告 
１） 
内容：「環境配慮行動の実行可能性認知」について 
報告者：大久保暢俊（東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ） 
 
 
【平成２７年度】 
１．シンポジウム 
１） 
日時：2015 年 5 月 30 日 
テーマ：「宋代の自然観」*8 
場所：東洋大学白山キャンパス 2 号館スカイホール 
司会：浅見洋二（大阪大学） 
中国語通訳：内山精也（早稲田大学） 
講演者：谷口高志（佐賀大学）・東 英寿（九州大学）・周 裕鍇（四川大学） 
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共催：日本宋代文学学会 
 
2） 
日時：2015 年 10 月 13 日 
テーマ：「after our Fukushima」*30 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館文学部会議室 
登壇者：ゲオルグ・シュテンガー（ウィーン大学）・ファビアン・ガーベルベルガー（東北大学）・

河本英夫（東洋大学） 
通訳（ドイツ語）：山口一郎（東洋大学大学院） 
 
3） 
日時：2015 年 12 月 5 日 
テーマ：TIEPh 最終シンポジウム「かおりの生態学」*9 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6203 教室 
司会：山田利明（東洋大学） 
特別講演：高林純示（京都大学生態学研究センター） 
講演：坂井多穂子（東洋大学） 
特定質問者：金子有子（東洋大学） 
TIEPh 研究成果報告：河本英夫（東洋大学） 
 
２．セミナー 
1） 
日時：2015 年 11 月 14 日 
テーマ；「洞天思想と自然環境の問題」*7 
共催：日本道教学会 
場所：東洋大学白山キャンパス 2 号館スカイホール 
講演者：土屋昌明（専修大学） 
 
３．ワークショップ 
1) 
日時：2015 年 5 月 21 日 
テーマ：「身体と環境」 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館文学部会議室 
登壇者：和栗由紀夫（舞踊家）・ゲオルグ・シュテンガー（ウィーン大学）・河本英夫（東洋大

学） 
通訳（ドイツ語）：山口一郎（東洋大学大学院） 
 
2) 
日時：2015 年 12 月 16 日 
テーマ：「即興ダンス」、「環境－人間の組織化」 
場所：東洋大学白山キャンパス 8 号館 125 記念ホール 
講師：岩下 徹（舞踊家／即興ダンス、＜山海塾＞ダンサー） 
対談：岩下 徹・河本英夫（東洋大学） 
 
４．研究会 
1) 
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日時：2015 年 7 月 29 日 
内容：本研究所所属研究員による研究交流会 
場所：東洋大学白山キャンパス 2 号館第 1 会議室 
発表者：金子有子（東洋大学）・山田利明（東洋大学）・相楽 勉（東洋大学） 
 
2) 
日時：2015 年 12 月 19 日 
テーマ：第 7 回人間再生研究会*31 
場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館 6406 教室 
特別講演：村山正宣（独立行政法人理化学研究所） 
講演：河本英夫（東洋大学）・池田由美（首都大学東京） 
症例研究発表：菊地 豊（公益財団法人脳血管研究所美原記念病院）・月成亮輔（市川市リ

ハビリテーション病院） 
総合司会：池田由美（首都大学東京） 
総合討論司会：大越友博（芳賀赤十字病院） 
共催：神経現象学リハビリテーション研究センター・NPO 神経現象学リハビリテーション開発

機構 
 
５．視察 
日時：2015 年 8 月 24 日～28 日 
目的：モンゴル国ウランバートル市周辺の都市環境および遊牧文化の自然観の調査*28 
場所：モンゴル国ウランバートル市、テレルジ国立公園、ホスタイ国立公園ほか 
 
＜これから実施する予定のもの＞ 
 
なし 
 

 
１４ その他の研究成果等 

 
【平成２３年度】 
１．刊行物 
1） 
日時：2011 年 7 月 
ニューズレターNo.12 発行 
2） 
日時：2012 年 1 月 
ニューズレターNo.13 発行 
 
3) 
日時：2012 年 3 月 
研究年報『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号発行 
 
4) 
日時：2012 年 3 月 
研究年報別冊『「エコ・フィロソフィ」研究』第 6 号別冊発行 
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２．講義 
1） 
日時：2011 年 4 月～7 月 
東洋大学全学部学生に向けて全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」*1を開講。 
 
2） 
日時：2011 年 4 月～1 月 
東洋大学大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」*2として、「身体論：身体と環境」を

開講。 
 
３．TIEPh 主催 エコキャンパス企画「エコ・ウィーク」 
日時：2011 年 10 月 24 日～29 日 
目的：エコ・フィロソフィの実践を目的としたイベントを企画、実施した。 
1） 
「エコ川柳」、「エコアイディア」の募集（10 月 24 日～29 日） 
 
2）「ウォーキング・ビューティ」（10 月 27 日）*34 
講師：澁谷有里（ウォーキング・アドバイザー） 
 
 
【平成２４年度】 
１．刊行物 
1） 
日時：2012 年 2 月 
DVD『テンダー・エマージェンス――来るべき自己へ』・『モア・ディヴェロップメント――』を作

成*35 
（DVD 原稿は、河本英夫「モア・ディヴェロップメント――認知の彼方へ」 （『「エコ・フィロソフ

ィ」研究』、査読無、第 6 号、pp109-124、2012 年 3 月に掲載） 
 
2） 
日時：2012 年 7 月 
ニューズレターNo.14 発行 
 
3） 
日時：2012 年 11 月 
ニューズレターNo.15 発行 
 
4) 
日時：2013 年 3 月 
『エコロジーをデザインする－エコ・フィロソフィの挑戦』発行*37 
 
5) 
日時：2013 年 3 月 
研究年報『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号発行 
 
6) 
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日時：2013 年 3 月 
研究年報別冊『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号別冊発行 
 
２．講義 
1） 
日時：2012 年 9 月～2013 年 1 月 
東洋大学全学部学生に向けて全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」*1を開講。 
 
2） 
日時：2012 年 4 月～1 月 
東洋大学大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」*2として、「身体論：障碍者と環境」

を開講。 
 
 
【平成２５年度】 
１．刊行物 
1） 
日時：2013 年 7 月 
ニューズレターNo.16 発行 
2) 
日時：2013 年 11 月 
ニューズレターNo.17 発行 
3) 
日時：2014 年 3 月 
研究年報『「エコ・フィロソフィ」研究』第 8 号発行 
4) 
日時：2014 年 3 月 
研究年報別冊『「エコ・フィロソフィ」研究』第 8 号別冊発行 
 
２．講義 
1） 
日時：2013 年 4 月～1 月 
東洋大学大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」*2として、「身体論：身体の再生と

環境」を開講。 
2） 
日時：2013 年 9 月～2014 年 1 月 
東洋大学全学部学生に向けて全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」*1を開講。 
 
 
【平成２６年度】 
１．刊行物 
1） 
日時：2014 年 4 月 
ニューズレターNo.18 発行 
2） 
日時：2014 年 8 月 
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ニューズレターNo.19 発行 
3） 
日時：2015 年 2 月 
ニューズレターNo.20 発行 
4) 
日時：2015 年 3 月 
研究年報『「エコ・フィロソフィ」研究』第 9 号発行 
5） 
日時：2015 年 3 月 
研究年報別冊『「エコ・フィロソフィ」研究』第 9 号別冊発行 
6) 
日時：2015 年 3 月 
『自然といのちの尊さについて考える－エコ･フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』*13発

行 
7） 
日時：2015 年 3 月 
DVD『イノセント・メモリー ――身体記憶の彼方へ』を作成*36 
（DVD 原稿は、河本英夫「イノセント・メモリー ――身体記憶の彼方へ」 （『「エコ・フィロソフ

ィ」研究』、査読無、第 7 号、pp103-113、2013 年 3 月に掲載） 
 
２．講義 
1） 
日時：2014 年 4 月～1 月 
東洋大学大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」*2として、「身体論：身体の再生と

環境」を開講。 
2） 
日時：2014 年 9 月～2015 年 1 月 
東洋大学全学部学生に向けて全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」*1を開講。 
 
 
【平成２７年度】 
１．刊行物 
１) 
日時：2015 年 5 月 
ニューズレターNo.21 発行 
2) 
日時：2015 年 9 月 
『エコ･ファンタジー－環境への感度を拡張するために』*38発行 
3) 
日時：2015 年 10 月 
ニューズレターNo.22 発行 
4) 
日時：2016 年 3 月 
ニューズレターNo.23 発行 
5) 
日時：2016 年 3 月 
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研究年報『「エコ・フィロソフィ」研究』第 10 号発行 
6） 
日時：2016 年 3 月 
研究年報別冊『「エコ・フィロソフィ」研究』第 10 号別冊発行 
 
２．講義 
1） 
日時：2015 年 4 月～1 月 
東洋大学大学院文学研究科哲学専攻「現代哲学演習Ⅱ」*2として、「身体論：身体の再生と

環境」を開講。 
2） 
日時：2015 年 9 月～2016 年 1 月 
東洋大学全学部学生に向けて全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」*1を開講。 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

海外リサーチによりどのようにエコ・フィロソフィを研究するのか明確にされたい 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

もとより環境問題は地球規模で取り組むべき問題であるが、人々の自然観やコミュニティ

意識などは地域や文化により異なっており、そのような違いを明確にした上で解決の方向性

を模索する必要がある。本研究プロジェクトでは、特に経済発展の著しいアジア諸地域を中

心に、人々の価値観を調査により明らかにすることで、東洋的共生思想に基礎を置くエコ・フ

ィロソフィの実証的な枠組みを構築することを目指している。多文化の共生するマレーシアで

調査を実施し、過去にシンガポールやベトナムなどで行った調査との比較分析を行い、イスラ

ム文化を特徴づけるような興味深い結果を得ている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

・同大学の国際哲学研究センターの形成プロジェクトとかなり重複している。そちらで所属変

更しているメンバーがこちらの組織では変更していない。 

 

・活動はやや低調である。エコ・ソフィアそのものの概念を問うプロジェクト横断型の研究会や

シンポを開催し、まとめ上げていく努力が必要である。とくに第二ユニットは、海外視察程度

で、成果に乏しい。海外に研究機関がないと嘆くのではなく、積極的な姿勢が必要。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

・国際哲学研究センターとの関係については、共通する研究員が複数在籍しているため、活

動が重複している印象をもつが、各研究員は、本プロジェクト独自のテーマを、各自の専門

領域を基に、学際研究を前提としつつ発表することで、エコ･フィロソフィの確立に従事してい

る。すなわち、哲学研究の成果としてではなく、環境問題に処する実践知として、他領域の研

究と連携するための成果を発表しているのであり、本プロジェクトの独自性は確保されてい

る。両センターの目的に沿う共通の研究については、平成 25年度に「方法論研究会：方法論

としてのオートポイエーシス」を共催するなどの対応を行った。所属変更については研究員に

再確認の上、修正を行った。 
 
・プロジェクト全体に関わる国際シンポジウムの開催については、招聘者の都合等により、選

定時に示したスケジュールから若干の遅れをとった。平成 25 年度以降は、上記の「ユニット

間の連携」の項で記載したように、国際シンポジウムやユニット横断型の研究会、ワークショ

ップ、書籍出版、国内外の視察を積極的に行った。また、これまでの研究成果を踏まえて、エ

コ・フィロソフィそのものの概念を問い直した論文として、河本英夫研究員が、平成 26 年度の

研究年報において、「エコ・フィロソフィとは何か」を、岩崎大研究助手がエコ・フィロフィの教育

成果を総括するものとして「エコロジー教育における哲学の役割－「エコ・フィロソフィ入門」の

取り組み－」を発表した。さらに、最終年度となる平成 27 年度の最終シンポジウム「「かおり

の生態学」*9では、河本英夫研究員が「エコ・フィロソフィとは何か」という演題で講演を行っ

た。ここでは、エコ・フィロソフィが、特定の課題に集中して取り組むのではなく、常に多様な選

択肢を用意することで展開可能性を拡張していく課題発見型のプロジェクトであり、展開され

た選択肢の中から同心円的に有効なネットワークが形成されることによって、結果的に特定

の課題解決につながるということが確認された。 
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Ⅲ. 平成 23 年度～27 年度

各ユニット研究報告 
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Ⅲ-1 
 

総論 
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エコ・フィロソフィとは何か 

河本 英夫（文学部）

エコ・フィロソフィは課題発見型の哲学である。あらかじめ課題の全貌が見えているわけではなく、

新たに出現する課題にも敏感に対応し、そこに選択肢を設定していくような探求領域である。たとえ

ば津波や原発の被害が出現したとき、膨大な課題が出現するが、何を哲学として問い、何を課題設定

するかはあらかじめ決まっているのではない。しかもこの探求プログラムには、中心的な教義がある

というわけではない。コアになるような基本的な学説があるわけではない。ニュートン・プログラム

には、力学三法則というコアユニットがあり、カオス力学プログラムには、初期条件の微細な差異の

決定的な関与とパイコネ変換と非整数次元のような核となるユニットがある。エコ・フィロソフィの

周辺領域には、膨大な個別の学説はすでに存在している。持続可能な環境を考えようとすれば、生態

学や環境経済学は参照しなければならない。場合によれば生態進化学まで動員することになる。付帯

的に修得しておかなければならない基礎的な知識はある。熱力学第二法則(エントロピーの法則)やシ

ステム科学の最新の知見のようなものは、個々の場面での発想を規定していくので、修得しておいた

方がよい。ただしこれらに基づいて、そこから探求が進められるわけではない。

持続可能なエネルギーネットワークを構想しようとすれば、コスト面から見たベストミックスを算

定して組み立てるだけでは足りていない。算定したベストミックスが、10 年後、20 年後もベストで

ある保証はどこにもないからである。またどのような場面でも生活感情というものは、それぞれの人

たちにとって必ず付きまとってしまう。ここには自然への感じ取りのような個々人にとって大きな差

異のある「自然感情」まで含まれてしまう。「夕焼け小焼けの赤トンボ」に郷愁を感じ取るものもい

れば、そうしたものにはまったく関心のないものまで大きな隔たりがある。

個々の場面での課題が明確になれば、ほとんどは科学技術によって対応できる課題であり、場合に

よっては精神医学やコンサルティングが要求される課題である。ホタルの生息する環境を再生させよ

うとすれば、水流を改善し、農薬を選択することが必要となる。それらは課題に応じて決まっていく

技術的な手続きである。そうした局面でも個々の場面での課題解決だけではなく、より本質的な課題

が何であり、それに対してどのようなデザインが必要とされるかを構想するような課題発見のプロセ

スが存在するに違いない。そうしたプロセスを進む探求領域があることになる。そしてそれこそエコ・

フィロソフィの課題である。

エコ・フィロソフィを「探求プログラム」だと考えたとき、中心となるコアの科学法則や概念が存

キーワード：エコ・フレームワーク、エコ・デザイン、エコ・スペクトラム、

課題発見型プログラム
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在しないのであれば、そこには依拠すべき定型化された手続きが存在しないことになる。ある手続き

を行えば、どの程度の成果がでるかをあらかじめ見通せるわけではない。にもかかわらず有効な設定

とそうでないものは区別できる。コアとなる基本的な手続きのユニットが存在しないような探求プロ

グラムは、基本法則のもとに成果を積み上げていくかたちにはならない。むしろ四方・八方に広がる

課題のネットワークとして、さらに課題発見をつうじて同心円的に広がるネットワークが形成、拡張

されていくだけである。この同心円的に広がる課題のネットワークが有効に拡張できているかどうか

で、プログラムの前進/停滞が判別される。この部分が個々のオペレーションが有効かどうかを判別す

る基準となる。そこには大別して、既存の議論からさまざまな知見を取り出し、エコ・フィロソフィ

の輪郭を形作るようなエコ・フレーム(主として第１ユニット)、未来の環境設定に向けたさまざまな

構想を立ち上げていくエコ・デザイン(主として第 3 ユニット)、さらには多様に分岐しながらさまざ

まな課題の局面を取り出していくエコ・スペクトラム(主として第 2、3 ユニット)がある。 

 

 

１、エコ・フレーム――理念的プログラム 

 文獻をつうじて過去の構想のなかに各種自然観を探るさいに、どのようなものでも探求対象となる

わけではない。そのさいの選択基準には、ある種の理念がたとえ曖昧なものであっても関与している。

たとえば「持続可能性」とか「共生」とか「調和」というような理念である。こうした理念に適合的

な対象が選ばれ、多くの場合その理念を支える細かな構想や具体的課題を読み取っていくのである。

しばしば過去の文獻にすでに「持続可能性」が語られており、そうした構造を述べていた論者を賞賛

を込めて取り上げることになる。理念適合的に対象を選び、そこに理念の具体的なかたちを見出して

いく。これは文獻解釈学で普通に起きる解釈学的循環である。こうした循環が起きることがあらかじ

め見えているために、通常の文獻選択ではしばしば「見えるものを見ているだけ」ということに留ま

ることが多い。 

 柳田國男という民俗学者がいる。通常は、持続可能性や共生の文脈ではまず取り上げられることは

ない。日本各地の民話や伝承を聞き取り、これでもかというほど記述している。柳田國男には、持続

可能性というような発想はなく、自然との調和というような発想もない。むしろ農務省最初の高等文

官として、農業生産をどのように向上させるかがつねに柳田の課題になっており、そのための講演を

日本各地で行っている。講演に出かけるたびに、その近辺を歩き、多くの聞き取りを行っている。そ

こに描かれるのは、当時の日本でもすでに失われつつあった人々の日常生活感である。ある種の生活

感のイメージが柳田にはあり、それが人間の生活の基本形に合致している。そのことが「常民」と呼

ばれ、原生活者のようなイメージを形作っている。 

農業振興政策は、生産性を上げるという目標へと向かうものである。柳田の記述には生産性の向上

と都市化にともなう農業従事者の生活の変貌が繰り返し語られている。たとえば商品作物を作り、商

業地に出荷する。その後生産者が、市場で販売される商品のかたちで高価なものを買い入れるように
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なる。そして文面から見る限り、そうした動向を一面ではやむないことだと見ながら、自分で作った

ものを活用して自分で消費するという選択肢もあるはずだという含みが語られることになる。いわゆ

る地産地消である。 

こうした柳田の含みのある記述は、生活者の持続的な生活感情と産業化による否応ない変貌を合わ

せ描く手法だと読むこともできれば、現代の地産地消につながるような選択肢の提示だと読むことも

できる。その意味で柳田の記述は、何らかの理念適合的に描かれたものではない。現実のなかで、原

生活者のイメージを持ちながらなお変貌していく現実と、そのさいのそのつど新たに出現してくる選

択肢をさりげなく組み込むような記述だともいえる。つまりどのような理念適合型の読みであれ、理

念だけの主張であれば、それは立場の主張であり、観点の提示に留まってしまう。そしてそのように

現実が動くことはないのも歴史の事実である。解釈学が有効に機能するのは、見えるものを見たり、

読めるものを読み取る場面ではない。むしろ読みとろうとしているものとは異なるものへと意識する

ことなく踏み込んでしまう経験の動きを見出したり、読みの予期にないものを新たな文脈に触れるよ

うに見出す場合である。そこから人間生活の固有性を際立たせていくようになる。知覚や解釈が理論

負荷的であり、理念負荷的であることは避けようがない。ただし読む込むことのできるものは、知覚

や解釈で想定されている行為可能性にも依存している。知覚の理論依存性ではなく、行為可能性依存

のもとで、行為の選択を広げていくように読むことができる。こうした読みが必要になってくるよう

に思われる。 

 柳田國男の最初期の民俗学記述に、熊本の熊追いの伝統的な手法についての報告がある。これを「後

狩詞記」として、自費出版で公刊している。柳田のなかにファンタジーともロマンティシズムとも呼

べるものがあり、それは狩猟民的な生活形態や児童の世界に見られるような、日常では忘れてしまっ

ているような事象についての感度に支えられている。そうしたものにどこかで柳田は敏感に反応して

しまうのである。この敏感に触れたものを直接描くのではなく、むしろそれが記述の全域に浸透して

いくように作品は描かれていく。この部分が、各人の生活感情につながる。こうした感度をそのつど

思い起こすように柳田は、延々と描き続けている。それが「原生活感」となっている。もちろんある

歴史的な時期のローカルな生活感情であるが、柳田自身はそこにイメージの基本形を見出すように描

いている。これが柳田のファンタジーの内実である。 

 『山の人』では、なんらかの理由で山にこもって暮らすようになった人たちや季節ごとに山を移動

しながら暮らしているサンカの人たちについての記述が見られる。農耕生活とは異なる生活形態であ

り、実際に狩猟・遊牧的な生活をしているものたちである。こうした記述は、直接持続可能性や自然

との共生を主張するものではないが、それらの理念につながりうる経験の回路をどこで見出していく

かにかかわるような経験の層を取り出していることになる。それが生活感と呼ぶものである。文献の

読みはこうした間接性が必要となり、持続可能性や共生の理念がそれとして取り出されるような文獻

の選択では、およそ足りていないことになる。 

 半自然、半人工の森林は、里山と呼ばれる。里山は、里の近くにある森で、灌木や薪用の枝を切り
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取って利用することで、森そのものも荒れることなく整備され、また人間の生活環境にさまざまな手

立てをあたえている。森林と人間生活の共存の典型例だとされて、SATOYAMA という語そのものも

英語になっている。日本の生活環境には、半自然、半人工で形成されている事象が実は多くある。た

とえば神社である。神社は、玉砂利や枯山水から成る寺院とは異なり、自然環境を可能な限り残しな

がら、なおそれを文化的形成物として活用するのである。寺院には仏像があり、壁は多くの絵具、道

具で彩られている。お寺をあの世との通路だとすれば、通路には多くの儀礼と道具が必要となる。こ

れに対して神社にはほとんど何もない。人為的装飾で飾り立てないことが神社の特質である。こうし

た神社のようなものを、「人工的里山」と呼ぶことにしたい。全国に約 8 万の神社がある。 

人工的里山は、里山という実在物をさらに拡張していくためのキータームであり、こうした設定を

おこなうことで、自然や環境への感度を変え、人間と自然の共存のモードをより広く多様に取り出し

ていく作業の手掛かりとなる。つまり里山という語を拡張していくことで、新たな課題設定をしてい

ることになる。神社を生活圏のなかの半自然、半人工の制作物だと見ていくと、この制作にはいくつ

もの特徴があることがわかる。それは多くの場合、神社の立地点にかかわっている。神道には明確な

教義があるわけではない。儀式も行われるが、神道式の婚姻の義など、三々九度のような手順はある

ようだが内容はよく分からない。神社の多くは、教義から作られたり、教義に照らして作られている

のではなさそうである。その場合には、現に制作されている神社についてのフィールドワークが必要

となる。 

 神社には、場所そのものの喚起力を生かした立地が選定されているものが多い。小高い山の裾野や

中腹を選定して、地形そのものを利用して設定されている。その場所に立つと、その場だけが不連続

になっているような場所がある。おそらく農作業後の集会所であったり、祭りの行われるような不連

続になるような場所がある。多くの場合、囲いを造って敷地を確定したりはしない。出入りは比較的

自由なのだが、場所そのものの特性から固有の領域が形成されている。小高い山の上にある場合には、

山の上を比較的広めに平らにして、そこに神社が設定されるので、当初より固有領域化している。神

社とは、こうしたおのずと固有化する領域にいわば象徴のように設置された建造物である。 

 諏訪一宮という崩れかかった神社がある。宮司も住み、現在でも活用されている。諏訪湖から 5 キ

ロほど隔たった小高い山の麓にある。境内を歩くと、ぞくぞくするような霊感がある。この霊感の正

体はよく分からない。そもそも空気が異なる。いくぶんか湿ってひんやりしている。地形的にそうい

う地域がある。そこに平屋の長い回廊のある建物がある。周囲は杉の木が枝を刈り取られて育ってい

る。おそらく真夏でもひんやりした空気が流れている。 

これに対して諏訪大社という諏訪湖のほとりにある神社は、立派過ぎるほどの建物で、テレビでも

よく放映されている。むしろテレビ放映用に押し出しよく作られている印象がある。神社の柱を代え

るさいには、杉の巨木を山の中腹から湖まで落とす行事が行われ、多くの観光客で賑わっている。そ

のため諏訪大社は観光地の目玉の一つであり、それはそれで神社の活用の仕方でもある。しかし一宮

と呼ばれるものは、由来も現在の機能も観光地の目玉として作られたものではない。諏訪一宮も訪問
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客は多いが、観光地ではない。集会場であったり、旅人が雨露を避けて休息を取り、お礼に賽銭箱に

いくばくかのお金を投げ入れて去って行ったような場所なのであろう。その意味では各地のランド

マークであり、歴史的には多目的型の施設であり、気持ちを切り替えたり、作業に一区切りを付けた

り、地域の人たちとの交流の場所であり、子供たちがかくれんぼをして遊ぶ場所であったと思われる。 

 私のうちの近くには、「高徳神社」というのがあり、現在では二つの大きな幹線道路の四つ角の一

つになってしまっているが、それはその神社の前面と側面に大きな道路を設置したためである。その

ためこの神社には、参道と呼べるほどのものがなくなってしまった。遠目から見るとこんもりとした

森のようにしか見えない。交通の要所に位置するが、神社にふさわしい、何にも使われていない「無

作為の広さ」が失われている。この何にも使われていない無作為の場所に、夏祭りでは夜店が並び、

時としては朝の野菜市が立つこともある。参道は通常の散歩道ではない。どこかに向かっているが、

到達した先にあるのは古びて朽ち落ちそうな祠であったりする。そこを目指して歩くというよりも、

広さや無作為さを楽しむための歩道なのである。参道を走る車もなければ、自転車もない。参道は歩

行専用の道路であり、それは神社へと通じる通路というよりも、なだらかに広がった神社そのものの

一部である。「目的へ」という事態を括弧入れして歩くことは、散歩以外ではほとんどなくなってし

まった。参道はむしろ目的への到達が副産物として成立するような歩き方であり、作為のなさがそれ

として行為として成立する経験の場所を再度確認するような歩行である。言ってみれば、文化が積み

あがるたびに見えなくなってしまう生活の層を拡大鏡にかけるようにして一時的に回復する装置だ

と言ってもよい。これは身体を含めた思い起こすことのできない記憶を再度想起させるような仕組み

でもある。

高徳神社、境内、坂戸市

こうしてみると神社の立地する場所には、なんらかの生活上の理由があり、神社を取り巻く環境の

形成にかかわっているようなフィールドワークを行うことができるはずである。神社の建物だけでは

なく、また神道上の教義との関係だけではなく、環境を領域化し、区分をあたえて位相化するような
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仕組みとしての神社を分析していくのである。こうしたことが課題発見型のテーマとなる。 

 たとえば幹線道路の一定区間の定点に、かつて小さな祠や道祖神や鳥居があった。これは旅に区切

りをあたえるもので、休息の場所になったり、情報交換の場所になったり、交易の場所になったりし

た。あるいは大きな岩の下には小さな鳥居と祠が置かれていることがある。岩は大地の恵みの一つで

ある。聳え立つ岩には独特の情感がある。その恵みに記された記号が祠でもある。特異な形態の岩の

あるところは、多くの場合霊感をあたえ霊場の一部となる。人工的に岩を造ることは容易ではない。

数十万年の時を通じて出現した岩をそのままのかたちで人工的に作ることは無理でもある。南阿蘇の

高森殿の岩はアーチ状になり、空洞を空気が通り抜けている。通り抜ける空気には香りがある。和歌

山新宮の神倉神社はおそらく火成岩の巨岩を中心にして作られたものである。頂上近くにある巨大な

岩は、それに釣り合うほどの施設を必要とする。それが神社である。熊野三山は、いくつもの古書か

ら、この岩を中心とした「神倉神社」に始まり、その後場所を隔てて、「熊野速玉神社」が出現し、そ

こから那智熊野大社、熊野本宮が作られることになったというプロセスらしい。この岩に熊野の最初

の神が出現したのである。現在でも、神倉神社の鳥居案内には、由来と称して以下の記述がある。「熊

野権現として有名な熊野速玉大社の摂社である。熊野三山(速玉・那智・本宮)の主神降臨の霊地熊野

信仰の根本とも申すべき霊所である。」 

小高い山を霊場として、そのまま参道とすることがある。伏見神社は、鮮やかな朱色の鳥居を反復

的に配置して、場所の喚起力を際立たせている。ひとつ鳥居をくぐれば、次の鳥居が待ち構えている。

その手前に留まれば、ついに門のなかに入ることはできない。この仕組みはカフカが何度か作品に活

用している「掟の門」である。反復は内奥という情感を出現させる。遠景から見ると、鳥居の曲がり

くねった朱列である。朱の鳥居列は、なだらかな登り道に一定の区間で区切りを入れていくことであ

り、この区切りの反復をつうじて場所の喚起力を高めることである。 

新宮、神倉神社 
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和辻哲郎の『古寺巡礼』は、基本的には奈良の古寺をおとずれたさいの紀行文であり、旅行記であ

る。旅行記としてはとてもうまく書けている。第二次世界大戦の末期に書かれたもので、日本文化を

由来から読み解くような作業である。ただし仏教系の寺院は、多くの意匠と工夫の積み上げであり、

どんどんと繊細になるように形成されていくことがわかる。それを文献を細かく読むように和辻は読

み解くのである。だが神社はむしろ蓄積せず、技巧化しないことで成立している。 

 こうしたフィールドワークは、まだまだ多くの領域で行うことができるに違いない。 

 

 

２、エコ・デザイン――アイディアのプログラム 

 デザインは未来の構想にかかわっている。環境のなかにどのような要素を盛り込むかを、いくつも

の同時代の構想やアイディアから取り出して、設定していくのである。駅前の階段では、機械的に同

じ高さと幅の階段が並んでいる。エスカレーターが端に付いていることもあれば、車椅子用の通路が

付いているところもある。ところで幾何学的に規格化され、均質に作られた階段は健康にとって良い

ものなのだろうか。カオス力学によれば、血流の流れであっても、非規則的、非周期的に流れの速さ

や強さは変動している。そうでなければ突然路地から飛び出してきた自転車をとっさに避けることも

難しくなる。血流の速度が一定に近づき振れ幅がなくなるのは、むしろ認知症系の患者のようである。

健康とは、一定の複雑さを維持することである。そうだとすると幾何学的に規格化された階段だけが

良い環境になるわけではない。階段の横面積の 3 割程度は、一定の複雑さをもたらすようなものにし

た方が良いと考えられる。環境デザインは、現状の環境設定に対して、新たな選択肢を提示すること

を通じて、一方では未来設計の振れ幅を拡張し、他方では人間の能力の拡張の仕方や健康維持・増進

のためのさまざまな選択肢を提示していくものである。 

 環境というとき、ただちに想起されるイメージがある。ホタルの飛び交う清流や赤とんぼの行き交

う田園のようなものである。ただしこれらはある時期のある環境下で起きていたことであり、歴史的

な時代環境という側面がある。この場合にはノスタルジーとともに、ある時代を遡行的に回復するこ

とが目指されていることになる。生物多様性で見れば、近代文明とはより均質化するプロセスのこと

だから、そのプロセスを逆回しにすれば、より非均質化した環境が回復される、という思いにも一定

の理がある。その場合でもどこまで遡行させるのかは、各人それぞれであろう。江戸時代のように江

戸の商業地、武家屋敷の糞尿を上州まで運び、循環型の生産系まで遡行するのか、明治、大正ぐらい

までの田園風景まで遡行するのかは意見が分かれる。そのときおのずと価値基準が見込まれており、

価値基準に応じて遡行するイメージが捉えられているのである。 

 構想される環境は、未来の構想であるので、精一杯多くの事柄を盛り込んだ方が良い。環境内で安

らぎを得たり、快を感じたりということはありうることであり、もちろんそれは小さなことではない。

だがより大きな価値基準のもとで、環境の設計をすることが必要である。いくつか挙げてみる。たと

えば「健康を維持する」とか「健康を増進する」とか、さらには「能力そのものを形成する」という
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ようなところまで基準を広げてしまえば、多くの工夫を込めた環境設計が必要となる。この課題に敢

然と挑戦したのが、アーティストの荒川修作＋マドリン・ギンズである。多くの哲学思想や認知科学

の成果や事実を活用して、新たな建築の設定を開始した。 

 その骨子となるのは、(１)意識がそれとして成立しているさいには、すでに焦点化が起きており、

これは意識の作動にとってすでに選択肢を少なくし過ぎている。注意が焦点化された状態の働きに

なってしまえば、いわば意識は「知ること」に特化されて作動していることになる。そのため環境内

に注意の分散を引き起こすような装置を設置して、意識の分散を作り出して、そこから再度意識の働

きの拡張をもたらすように構想する。こうしたプロセスにふさわしい環境を設定し、そこに数時間滞

在すれば、そこには経験の新たな局面を作り出すことができる。（2）そのさい意識が単独で働くこと

はほとんど稀であり、身体動作とともにある。するとこの環境は、身体動作に働きかけるような性質

を備えており、通常の身体動作でほとんど活用されなくなった動作をおのずと実行させるようなもの

となる。その場合に多用されるのは斜面であり、球形である。幾何学的な面の発明は、容易に面積を

決めることができるという要請から生じているように思える。平らな面の形成は、二つの物体を擦り

合わせることで生じる。それらがぴったりと寄り添えば、擦り合わせた二つの面は均質になっている。

ところがそれらの二つの面が曲面で同じ曲率であれば、ぴったりと寄り添う。寄り添うから平らにな

るわけではない。そこで第三の面を用意して、第三の面と二つの面を相互に擦り合わせていくのであ

る。こうして面の理念がなくても、平らを実現することができる。三面で相互に寄り添うようにすれ

ば、ほとんどの場合平面が誕生する。面の特性は、均質性であり、どの地点でも同じ物理的効果があ

ることである。つまり平らな面では、どこに足を下ろそうと、同じ効果が出現するのである。ところ

がこうした面に適応してしまえば、足の裏の触覚性感覚はもはや細かくなることはなく、触覚性の刺

激は単性になる。体性感覚は慣れに応じて、ほとんど反応しなくなる。そのため身体に働きかけるさ

まざまな環境の装置が必要となる。そのことを生活環境から作り出してみることができる。（3）その

ときいくつかの基本的能力の設定が必要となる。たとえばまなざす場面での、位置を指定する行為が

それである。荒川修作は、それを「ランディング・サイト」だと呼んだ。位置を指定する行為は、世

界と自分とのかかわりの組織化の蝶番のようなものであり、想起においても位置指定は働いている。

また身体行為による境界を区切る行為も基本的なものである。境界を区切ることをつうじて、そのつ

ど現実性を出現させる。そのことが「バイオスクリーヴ」だと呼ばれた。区切ることで、そのつど自

己を形成し、区切ることで世界に現実性を出現させる。こうした哲学的原理を副産物として取り出し

ながら、現実の環境設定を行うのである。それが「天命反転」と形容されたもろもろの施設である。 

岡山と鳥取の県境にある奈義の龍安寺では、重力と光を活用しそこにいるだけで重力や光の感じ取

りが変化していくような環境設定が行われている。円形の斜面のなかに立つ場合にも、立つことから

開始しなければならない。こんなところから感覚を再形成させるのだから、天命反転と呼ぶことにも

十分な理由がある。この巨大なシリンダーのなかには、京都の龍安寺の建物の一部が写し取られてお

り、面と円形の射影が実行されていて、アートとしてもうまく作られている。岐阜の養老天命反転地
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は、巨大な擂鉢が掘られて、その内部に多くの施設が組み込まれている。このテーマパークを上空か

ら撮影すると、茶色に塗られた施設の連なりが、日本列島のかたちとなるように設定されている。身

体とともに環境内にいることで、五感の形成から進めていくという環境設定なのである。人間の五感

は、人類史の最大の成果だと述べたのは、初期のマルクスであるが、文明史のなかでその五感さえい

まだ十分に形成されてはおらず、人間はみずからの可能性の 2、3％しか活用できていない、という基

本的な了解が荒川修作にはある。 

バイオスクリーヴ・ハウス 

 

 これはニューヨーク州イースト・ハンプトンにあるバイオスクリーブ・ハウスである。類似したも

のは、三鷹市に「天命反転住宅・ミタカロフト」として設定されている。 

 環境関連のデザインでは、エネルギー問題がもっとも緊要である。将来の水素エネルギー関連の技

術がどの程度進捗するかは、明確な見通しがあるわけではないが、にもかかわらず新たな技術が出現

するたびに最適状態が決まってくる。するとベスト・ミックスをどのように確定するかが問題なので

はなく、ベター・ミックスズの間での無理のない移り行きをどのように構想をしておくかである。地

熱は、気候条件に左右されないエネルギー源である。潜在的地熱エネルギー量としては、日本はアメ

リカ、インドネシアに続く世界第三位の埋蔵量がある。少し深く地面を掘り下げれば、全土で温泉が

湧くのだから、多くの箇所で地熱発電ができるはずである。活用していないエネルギー源が多すぎる

というのも事実である。電力会社が、アメリカのように 500 近く存在する行政手法に比べて、大手 10

社というように寡占化が進み過ぎていて、エネルギー供給については、内部に選択肢が少なすぎる。

どのような構想であれ、「プロセスの選択肢の増大が次の選択肢の増大の開始条件となり、それによっ

て接続するようなプロセスの継起的連鎖」がある。そうしたプロセスの連鎖を基本モデルとして、エ

ネルギー供給の仕組みを考えることができる。 
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３、エコ・スペクトラム――分岐するログラム

環境関連課題には、多くの側面がある。そして時代に応じて、新たな課題が見えるようになったり、

課題だと考えていたものが実は別の問題だったということがわかるような場面である。たとえば生活

環境、エコロジー、緑と水というような問題に対して、どのような心理的動向が見られるかを、社会

統計的に分析するような課題もある。いわゆる社会心理分析である。東日本大震災後に、仮設住宅に

移り住んだ人たちは、2014 年 7 月段階でいまだ 10 万人を超えている。3 年をメドに仮設住宅に移り

住んだはずなのに、それでもなお次の生活の予期さえ成立しない。3 年の年月は、誰にとっても長い。

しかも明確な将来見込みがあるのでもない。その生活がいつまで続くのかも分からない。当初の希望

は捨て、海岸沿いの自宅に帰るということもままならず、なおそれでも待つしかない。こうした微妙

な心理を統計的に採るためには、かなり工夫が必要である。福島県民の間でも、違和感が出現してい

る。通常の労働で日常生活を送っている人から見れば、午後からパチンコ屋に行き、夕方から飲み屋

に直行する避難民の一部の人たちの生活は理解しやすいものではない。避難民の人たちにとっても、

その周囲の人たちにとっても、いくぶんか気持ちのほぐれるような質問項目を設定することはできる

に違いない。そうした事柄が、社会心理的な分析の新たな課題となるはずである。

 環境関連事案で新たに出現してくる課題も多い。たとえば「環境金融」という語がある。日本には

いまだごく少数の専門家がいるだけである。たとえばある企業が風力発電施設を設置した場合、気候

次第では想定した電力量以上に発電する月もあれば、ほとんど発電量のない月もある。こうしたとき

企業としては、リスクヘッジしておかなければならない。そのための保険商品は、新たに開発してい

かなければならない。環境関連の法が新たに施行されれば、それに合わせて金融商品の開発や保険商

品の開発が行われなければならない。こうした場面に出現するのが、「環境金融」である。こうした

金融商品は、経済の新たなモデルの提示となることもあれば、環境関連の対策を無理なく進めるため

の新たな道具立てを提供することもある。またそうした作業をつうじて、環境の新たな見え方が出現

することもある。たとえば公海上でのタンカーの座礁のさいの海の汚染の除去は、どのようにリスク

ヘッジができるのだろう。こうした問題は、実はいまだに明確なプログラムが存在しない。公海上の

事故であれば、そもそも損害を受けた被害者を特定することが難しい。そのため損害賠償を明確に定

式化できないのである。

 たとえば「汚染権」という設定を行ってみる。上流の工業から排水を流すさいに、下流住民になん

らかの生活の制約が出る場合には、排水を垂れ流して紛争になるよりは、汚染権を設定し、この企業

は排水汚染度を減らすコストを取り、そのあまり部分では、河川を汚染する権利を購入して、下流住

民にその分の資金が回るようにすることができる。企業からすれば、十分にコストをかけて新たな設

備を組み込み、汚染物質を取り除くか、汚染物質をある程度残して、汚染権を購入するかが、選択肢

となっている。

「汚染権」という発想は、二酸化炭素の排出権と並ぶ新たな債権を出現させる。つまりこの債権は
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多くの債権と同様に、取引可能であり、債権量が多くなれば、それ固有に債券取引の市場を形成する

こともできる。環境関連の新たな債権市場が出来あがることになる。市場が形成されれば、取引され

る債権量は、取引が行われるという実際の行為によって金融商品は拡大しており、それをつうじて金

融は新たなオペレーションの場所を設定したことになる。これは新たな債権市場を拓くことである。 

 逆に下流住民に「環境権」があるとする。環境権じたいは、快適な生存を保証するにふさわしい良

好な環境を要求する「生存権」の一つである。上流の企業は、交渉をつうじて環境権を購入し、それ

をもとに、ある濃度の汚染物質の排水を承認してもらうのである。汚染権から組み立てても、住民の

環境権から組み立てても、実は同じ均衡点に到達する。それを「コースの定理」言い、この定理の設

定で、コースはノーベル経済学賞を受賞している。環境金融は、この程度の規則の発見がいまだ斬新

で新鮮な領域である。つまりようやく始まったばかりなのである。公海上の汚染権を設定したとき、

誰から購入し、誰に支払いを行う仕組みなのかが決まらない。ただし公海上のタンカー座礁では、付

近の多くの国の海岸に重油や漂流物が流れ着き、費用負担は間違いなく生じる。

 生物多様性というテーマを設定してみる。現状の生物界で、生物多様性が損なわれているのかある

いはほどほどに維持されているのか、あるいは歴史上最大数の種が生息しているのかは、データとし

ては決めようがない。地球環境での種の総数という問題は、現在のデータでは決めることができない。

しかし人間の生活環境周辺での種の多様性は、相対的な比較で推し量ることはできる。そして生活環

境の開発がどの程度の種を絶滅させてきているかを推し量ることはできる。そもそも農業のように生

産作物を規格化し、その収量を最大にしようとすれば、その周辺での生物学的多様性は落ちてしまう。

これは必然である。つまり知覚の形成にとってあまりにも均質化した世界があたえられることになる。

その場合には、人工的に田畑の周辺に、多くの種の植物を植えて、再バランス化を図るような企てが

実行されることになる。ドイツのある州では、すでに実行されている。そして花々の名前や実物を見

出すことを生活の幅を広げる機会として活用するような企ても行われている。これは田畑とその周辺

の間での一種のトレードオフである。生物多様性が、人間にとっての生物多様性に過ぎないのではな

いかという思いはある。しかしその範囲でも、生物多様性の維持は、欠くことのできない課題でもあ

る。どこかを均質化すれば、生活圏の移動可能な範囲で、生物多様性に配慮した施設の設定をおこな

うのである。

 おそらく日本にとっての環境維持にかかわるここ数十年の最大の課題は、農業の再編である。現在

日本全体での耕作放棄地は、茨城県と同程度の面積に及ぶ。水田でコメを造れば、赤字になるという

時代である。生産労働として成立しにくい部分である。そのため株式会社の農業参入を認めたり、地

産地消型の地域経済の形成や、現地での商品化まで進むような現地商品化のような企画はさまざまな

かたちで提案されている。

 農は、自然に働きかけ、自然の力を引き出し、そのことをつうじて人間の生存の選択性を拡張して

いく営みである。そのなかには農作物を作り、それを市場をつうじて売り、収益を得ていく農業が含

まれる。農業のシステムは、農のシステムの一部に含まれるが、経済的なネットワークに圧倒的に制
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約される以上、農のシステムのなかに含まれながらも、別のシステムにカップリングしたシステムで

ある。農と農業の分離や乖離は、農の可能性を考案し、新たな構想を企画していくためには欠くこと

のできない作業である。農と農業との間に補助線を一本引くだけで、局面が変わってしまうことがあ

る。

農のシステムは、人間と同じほど古く、人間がそれとして出現していくことと同時に出現したもの

である。人間の場合、食べ物の 8 割は、直接採って食べられるものではない。掘り起したり、栽培し

たり、火をかけたりしなければ食べられないものが多い。新たな食物を見出すたびに、人間は自分の

可能性を拡張してきているが、それが農のシステムの境界であり、食べられるもの/食べられないもの

の区分の境界をつねに変更しながら進んできたシステムである。そして翌年にも食べられるかたちに

システムの持続可能性を考案してきたのが農のシステムである。

農業は、農を母体としながら、交換経済のなかで支払い/非支払いを境界としながら作動するシステ

ムである。この場合自家消費分は、労力を消費に直接つなぐ行為であり、農の基本的な行為は農業の

財務諸表に乗らない例外となる。実際、自分で作って自分で食べることは、農の基本であり、もっと

も自分で食べたい物を作ればよいのが農の基本であるが、農業では多くの人が食べてくれるものが生

産の基本となる。

ここにはいくつかの問題がある。農と農業の間には、多くの隙間がある。この隙間はどのように活

用されるのか。あるいは活用可能なものなのか。論理的には多くの可能性が含まれているはずである

が、それがどの程度有効に活用できているのかは確認しておいた方が良い。そこに解決しにくいいく

つかの問題が含まれていることがわかる。どの程度の選択肢がそこにあるのかを考えておくことは重

要である。小さな改善はつねに必要であり、またそうした改善の蓄積しか手掛かりを見いだせないと

いうのが、現在の農である。

草地は、雑草地とは異なる。芝生に似た緑の草原は、現在ではほとんど見かけなくなってしまった。

草原の維持には、それほど多くの労力がかかるとは思えないが、それじたいで何かに役立っているわ

けではない。牛が歩けば牧草地になり、開墾すれば麦畑となる。休日には散歩の定型コースにもなる。

何かに成りうるがそれじたいでは特定の目的に対応しないような潜在性としての自然は、生活環境と

しても貴重なものである。

こうして新たに出現する課題に対しては、そのつど課題の内実を明確にし、そこからどのような問

いと課題が出現するのかを明示していくような課題発見型の探求が必要となる。そうした課題に反応

しながら、それに直接応戦するというよりも、むしろそこに新たな選択肢を開き、どのような展開見

込みがあり、解決の仕方があるかを考察するような進み方があるに違いない。それこそエコ・フィロ

ソフィの探求プログラムなのである。
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エコロジー教育における哲学の役割 

－「エコ・フィロソフィ入門」の取り組み－ 

岩崎 大（TIEPh） 

 エコロジー教育の目的は、環境問題に携わる職務に就く者を育成するのみならず、教育を受けた全

ての者が、日常の生活や業務において、エコロジーを意識した行動をとり、その行動が周囲の者や社

会へと波及していくことで、実効性のある環境問題対策となることにある。しかしながら、環境問題

の現実とそれへの既存の取り組みについての知識を与え、それを学生が正しく習得したとしても、エ

コロジー教育の目的は達成したとはいえない。環境問題は現実問題であり、問題への現実的取り組み

が求められている以上、知識の獲得は目的ではなく手段にすぎない。無論、現実認識は行為を導く基

礎であるため、知識の習得は必要条件であるが、問題は、知識の獲得と現実の行為との間の結びつき

であり、現代の学生の言動にふれていると、彼らが知識と行為を結びつけ、この隔たりを埋める能力

をもてずにいるという印象をもたざるをえない。この隔たりは同時に、学ぶことの意義を見失わせる

ものでもある。 

ただ知識を与えるのみでは、行為を導くに至らないという事実は、環境問題において顕著であると

ともに、ここに問題の核心があるとさえいえる。たとえば東洋大学白山キャンパスのエレベーターに

は、エレベーター使用を控え、階段利用を促進するためのポスターが貼られている。そこには「「2UP 

3DOWN」歩こう運動実施中」という標語とともに、階段利用による省エネ効果についての説明が付

記されている。学生にこのポスターの存在を知っているか聞いてみると、認知度は半数にも満たな

かった。さらに認知している者のなかでこの標語を遵守しているかを聞いてみると、5%にも満たな

い。つまりこのポスターを見る可能性があった約 200 名の学生のなかで、遵守している学生は 5 名

もいないのである。だがこのポスターに書かれていることが誤りでなく正しいということは、全ての

学生が納得するはずである。すなわち知識としては、エレベーターよりも階段を利用したほうが環境

問題への取り組みとしてよい選択であるということは、ポスターを見ずとも、学ぶ前から知っている

のである。知っていても行為に反映されない。正論に基づいて協力を促されても遵守されることはな

い。この例は、環境問題が知識を与えること以上に、知識と行為の隔たりを埋める教育を必要として

いることを明らかにしており、それを担うのがエコ・フィロソフィの役割のひとつである。 

知識と行為をつなぐ教育には、いくつかの方法がある。ひとつは新しい知識を与えることで、既存

の知識と現実をつなげる方法である。地球温暖化という事実は、基本的な教育を受けている者であれ

キーワード：エコ・フィロソフィ、エコロジー教育、学際研究、環境配慮行動、

環境デザイン 
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ば既に知識を有しているが、そのメカニズム（たとえば、なぜ二酸化炭素が増えると温暖化するのか）

や、予測される結果（たとえば気候変動による生態系の変化）について、全員が正しく説明できるわ

けではない。「二酸化炭素を大量に排出すると地球が温暖化し、海面が上昇する」、「エネルギーを過

剰に利用するとやがて資源が枯渇する」、このような知識は、誤りとはいえないが、個人の行動を導

くうえでは、あまりにも大規模であり漠然としている。漠然とした知識を明確なかたちで肉付けし、

さらに世界規模の現象と個人の行為のつながりを整理することで、知識と行為が結びつく。一般的な

エコロジー教育は、こうした内実のある知識を、詳細かつ広範に獲得させることを意図している。そ

して環境問題が現実問題である以上、知識の領域は自然科学におさまらず、学際性を要する。哲学や

思想も、そのなかに含まれることになるが、環境問題における人文系科目は、必要性を指摘されなが

らも、重要な領域として機能しているとは言い難いのが現状である。エコ・フィロソフィはこの現状

を打開すべく、単に既存の哲学や倫理を応用することや、環境問題という現実から哲学的思索を巡ら

せるのではなく、実践的かつ実効的な哲学を展開している。エコ・フィロソフィとは何であるかにつ

いての説明は他論に譲るとして、本論では、エコ・フィロソフィ教育における、知識と行為の隔たり

を埋める哲学的アプローチについて説明していく。 

エコ・フィロソフィによる教育が意図するものを端的にいえば、自ら考える能力を身につけること

である。前提なしに真理へと向かい、気付きと問いを繰り返す反省的思考は、哲学の基本であり、あ

らゆる探究や実践を行う諸学問の基礎となる能力である。それゆえ、この教育は、知識の先にある行

為への架け橋であると同時に、知識を得ることへの意欲や、知識獲得のあり方そのものを変容すると

いう意味で、エコロジー教育に必要な基礎形成という機能を果たすものでもある。 

東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ(TIEPh)は、2008年度より、東洋大学に

て、全学総合科目「エコ・フィロソフィ入門」を開講している。全学総合講義は、あらゆる学部に関

わる学際的学問分野を、全学生が履修可能にするために開講された科目であり、双方向のやり取りが

可能なインターネット会議設備を整えた教室で行われ、東京の白山キャンパス、埼玉の朝霞キャンパ

スと川越キャンパス、栃木の板倉キャンパスの全てで受講可能な講義である。「エコ・フィロソフィ

入門」は白山キャンパスから配信しており、2014 年度の受講者は 270 人（残念ながら白山キャンパ

スは教室規模の都合により、履修希望者 292 名のうち 115 名もの学生が抽選により履修不可となっ

てしまった）であった。講義はオムニバス形式で行われ、TIEPhで刊行した教科書『エコロジーをデ

ザインする―エコ・フィロソフィの挑戦』（2013）や、『エコ・フィロソフィ入門－サステイナブルな

知と行為の創出』（2010）の執筆者を中心に、TIEPh研究員や連携研究者によって、毎回それぞれの

専門領域に基づくエコ・フィロソフィ教育を行っている。2014 年度開講分のスケジュールを見ても

わかるように、人文系研究者に限らず、多様な領域の講師に参加していただいた。毎回の講義で、質

疑応答の後に、学生は所定のミニレポートを提出する（このミニレポートによって成績評価を行う）。

ミニレポートの記載項目は、「１．この授業で理解できたことを簡潔にまとめてください」、「２．こ

の授業で、自分が考えたこと、疑問に思ったことや、それに対する自分なりの解釈およびアイデアに 
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ついて書いてください」、「３．授業に対する感想、意見などがあれば自由に書いてください」という

３つである。初回の講義で伝えているのは、この講義が哲学である以上、知識をいかに獲得したかと

いうことは重視せず、講義から自分が何を考えたかという点こそが重要であるということである。そ

れゆえ、記載項目１は、講義内容を列挙するのではなく、獲得された知識をいかに簡潔に整理できる

かという思考訓練という位置付けとなり、より重視されるのは、記載項目２と３である。記載項目２

と３は、無論、答えのあるものではなく、環境問題を解決できるような提案が容易に考え付くわけで

もない。ここでは、獲得した知識を自らの行為に結びつけるための試行錯誤の過程をそのまま記載す

るのである。 

「エコ・フィロソフィ入門」の講義内容およびミニレポートによって意図されている、知識と行為

を結びつけるための具体的なアプローチは、大きく３つに分けることができる。すなわち「「環境」

概念の拡張と近接化」、「世界の相対性と他者理解」、「気づきによる行為の展開」である。以下、それ

ぞれ、講義の内容に基づいて解説していく1。 

１．「環境」概念の拡張と近接化 

エコ・フィロソフィが扱う環境とは、学生たちが当初イメージしているような、「地球温暖化防止

のために保護すべき自然環境」と同義ではない。無論、多くのエコロジー教育がそうであるように、

地球温暖化は主要なトピックではある。しかしこの固定化された「環境」概念のイメージは、知識と

行為の間の溝を深める狭隘なものにすぎない。地球温暖化に関わる環境として、失われていく森林や

北極の氷がイメージされるが、それらを保護することが地球温暖化を防止することの全てではない。

たとえば「保護」という言葉から視覚的に連想しがたい自然環境に、海洋がある。陸と海では生態系

のリズムや規模が全く異なり、陸海共通の数値目標を設定することは妥当な方法とはいえないが、海

洋に対する意識の低さが、国際会議レベルでさえ見受けられる。それゆえ、自然環境にも複層的な認

識とそれに伴う柔軟な対策が必要になる。こうした環境概念の変容が、環境を個人の手の届くところ

にまで拡張するとき、行為の変容の可能性が開かれる。 

日本の環境問題のはじまりである公害問題は、自然環境を介した人から人への被害であり、局所的

であるがゆえに被害の構図や被害者の顔が明確である。動物愛護や生物多様性の議論は、生命を扱う

ことで、人間と自然を感情的につなげる。サイテイナブル・ディベロップメント（持続可能な開発）

をめぐる国際情勢は、政治経済と直接結びつく。このように、環境問題に関わる現実理解は、人間と

環境のつながりを実感するための必要な知識となる。 

1 2014 年度講義の内容を便宜的に三つの区分に配置するならば、1 には、第 5 回（八木）、第 6 回（山田）、第 7

回（石崎）、第 9回（野村）、第 12回（宮本）、2には第 8回（永井）、第 10回（大島）、第 11回（大久保）、3に

は第 2回（河本）、第 4回（山口）、第 13回（稲垣）第 14回（安斎）、そして総論が第 1回、第 15回（岩崎）、

第 3回（松尾）となる。 
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しかし、こうした（通常のエコロジー教育で行う）環境問題の知識にくわえ、人間や文明と自然環

境の関係を、「自然観」というかたちでより生活に近づける教育というものが可能である。TIEPh第

一ユニット（自然観探求ユニット）は、現在の環境問題が偏重しがちな、自然科学を背景にして自然

を支配の対象とし、文明の外部に配置する西洋的伝統に対して、自然を共生の対象とし、人間の生活

の内部に配置するという東洋的伝統を融合させることで、自然環境の多様な相貌を明らかにし、環境

問題に応じる自然観の形成を探究している。教育においては、日本においても、とりわけ環境問題の

文脈においては、西洋的な、外部の自然を保護するという意識が強いなかで、個々人の生活や意識の

うちに潜在する東洋的な自然観の再認識を促していく作業が必要となる。インドにおけるガンジス川

は、人々の宗教的支柱であり、環境保護の対象などではない。生活と共にあり、生死の先にも関わる

霊性を宿した自然は、人間の生きる場所や生き方を規定し、また人間というミクロコスモスと相関す

るものともされる。とりわけ都市部在住の者には、自然が自身とどれだけ近い存在であるかを意識す

る機会が失われている。都市であっても、生活の中に自然はある。普段口にする食物もまた、自然と

の関わり、自然との戦いのなかで勝ち得たものではあるが、文明によって美しく加工された食品は、

自然を意識させるものではない。 

個人と自然環境の間隙を埋める方法として必要なのは、自然環境では拾いきれない、別の環境への

気づきである。例えば生活環境、家庭環境、教育環境といった言葉が示すように、「環境」概念は自然

環境のみではなく、極めて広範な射程を有する。そして、生活の内部にある環境であれば、自身の態

度や行為との関わりが理解できる。たとえば講義履修者が 200名の場合と、1名の場合では自ずと学

生の受講態度が変わってくる。学習環境の違いは、自由を抑圧するのとは異なるかたちで、学生の行

動を支配する。環境が無意識に人間の行動を支配しているということは、実感的に理解することがで

きるものである。 

反対に環境を空間的に極端に遠ざけようとすれば、森林や氷河、海といった自然環境の先に、宇宙

という環境が存在する。天体の運動が地球、そして個人の生活に影響していることはいうまでもない。

宇宙環境という視点は、地球規模の環境問題を相対化させるものであり、宇宙開発によって地球外か

ら地球温暖化対策を行う具体的な取り組みを知れば、行為可能性もさらに展開していくこととなる。 

教室や自宅といった極めて身近な空間にも環境があり、宇宙という最大の空間単位もまた環境であ

る。バックミンスター・フラーが「環境とは私以外のすべてのもの」というように2、環境という概念

は私ならざる全空間を意味する極めて広範な概念でありながら、それゆえに、環境ならざる私に常に

接している。環境という概念を拡張しつつ近接化することで、環境がいかに自身の意識や行動を規定

しているかが自覚される。この自覚によって、人間と環境、環境と環境、そして人間と人間という各々

の関係性を考察する生態学（エコロジー）教育の基礎が構築されるのである。 

2 参照：立花隆『宇宙からの帰還』、中央公論社、1985年、31頁。 

76



２．世界の相対性と他者理解 

人間と環境の関係を問題とするエコロジーにとって、人間と人間の関係は看過することのできない

問題である。環境問題として科学的に明証化されている危機に対してでさえ、個人や国家、文化など

によって意識や行動は様々である。TIEPh第二ユニット（価値観・行動ユニット）では、環境配慮行

動に対する意識の比較調査をもとに、地球規模の環境問題に取り組むための人間同士の関係のあり方

を探求している。環境問題の最大の難点は、問題や見込まれる結果が大規模かつ漠然としているため

に、複雑な利害関係のなかで、行為の優先度をもちえないことにある。経済発展という目的のために

は、多くの場合、環境負荷の高い生産活動を選択することが有益である。人類の生存に関わる環境保

護よりも、自国の富のための経済発展を優先する。ここには単純な善悪とは異なる、人間同士の社会

的要因が関わっている。国境のない資源は、他者に利用されるより先に可能な限り自分のものにした

ほうが有益である。誰にとっても有益なフリーアクセスの公共物は、それをつくるための支出をせず

に、タダで利用するのが最も効率が良い。囚人のジレンマ、共有地の悲劇、フリーライダーといった

行動心理には、集団の利益よりも個人の利益を優先してしまう人間の価値意識が如実に現れている。

こうした社会心理は、環境問題とのかかわりでも、ポイ捨てやゴミの分別の不徹底など、個人の生活

のなかも頻繁に見られるジレンマであり、罪悪感をもちつつも、自己の利益や怠慢を優先する心理の

根深さは、実感として理解できる。 

ユクスキュルは、主体による身体や知覚の機能によって現象する世界を「環境世界(Umwelt)」とし

て、その主体の世界そのものとした3。さらにネーゲルの「コウモリであるとはどのようなことか」に

ついての論考は、動物間の知覚や体験の通約不可能性を示している4。これらの考察は、人間による視

覚偏重型の（科学的な）世界像を、人間を離れた世界そのものの普遍的理解とすることを否定する。

地球温暖化の結果としての人類の衰退は、人類にとっての危機であるが、ある動物にとっては利益に

なる。同様に、人間の中であっても、環境問題を最優先の危機とする者もいれば、優先度の低い問題

として無視する者、さらにはこれを危機ではなく商機として利用する者もいる。すなわち環境問題と

は、ひとつの普遍的な世界における普遍的な課題ではなく、各々の主体に依存する相対的な世界にお

ける、ときには相反するような多様性のなかの現象にすぎない。この相対性のなかで、価値観の一致

不可能性を許容しながら、危機を解決させるような意識を形成させていくことが、エコロジー教育に

求められる。 

たとえば工業国による環境負荷の高い行為の代償は、およそ工業とは無縁な島国の沈没や、いまだ

存在していない未来の人類の資源枯渇というかたちで現れる。因果応報という個人で完結する利害構

造が通用しない環境問題において、他者をいかなるものとして自覚するかは重要な点であり、課題解

決のためには、個人と集団の関係を再構築することが必要となる。他国民や将来世代に対して、彼ら

3 参照：ユクスキュル、クリサート『生物から見た世界』、日高敏隆、羽田節子訳、岩波書店、2005年。 

4 参照：トマス＝ネーゲル『コウモリであるとはどのようなことか』永井均訳、勁草書房、1989年。 
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を助け合う仲間と見るか、あるいは部外者や敵とみなすかによって、利害意識は異なっていく。目に

見える利益を前にして、被害者の実体が意識されていないことは致命的である。だが、人間の行為は

必ずしも利害関係によって選択されるわけではなく、体に悪いとわかっていても暴飲暴食をすること

もあれば、危険を顧みずに溺れている子供を助けに行くこともある。こうした行為には理性的判断や

言語が介在しておらず、合理性や理性的倫理とは異なった判断基準が機能している。利害関係を超え

た非合理的な判断基準を機能させる方法で環境配慮行動を導くためには、守るべき者として配慮され

る他者、あるいはなすべき行為を導いてくれる絶対者への実感をもつことが有効である。すなわち環

境問題への取り組みにとっては、自己を守るという意識のみならず、共同存在としての他者への配慮、

自らの存在を、先祖から子孫までの連なりの一つとしてみる歴史性への配慮、あるいは自らの帰依す

る対象を有するときに、具体的な行為として展開する可能性をもつ。しかし現代社会という環境にお

いて、他者配慮はますます希薄化の方向に進んでいくという困難を抱えている。 

３．気づきによる行為の展開 

環境問題を実感として認識するということは、自己の抱える問題に気付き、問いを立てたというこ

とである。しかし問題の実感は、行為のきっかけにすぎない。この先には、問いに答え、実践すると

いう課題がある。だが行為の局面は無限にある。TIEPh 第三ユニット（環境デザインユニット）で

は、その都度の状況に応じて自らが適切な行為を導き出す哲学的態度を展開させることを目指し、そ

れを可能にするための、教育を含めた、環境構築を探求している。 

環境問題に処するための実践には様々な方法がある。ひとつは、権力によって環境負荷のかかる行

動を規制する方法である。その極端な例は、国家によってエネルギー供給を強制的に停止するという

方法であり、東日本大震災時の計画停電等がこれに当たる。このとき強制される側の個人の意識や思

考は全く問題にならない。このような方法は通常とられることはなく、多くは法令、罰則などによる

規制、あるいは強制力のない条約や勧告といった意思表明、目標設定が掲げられる。 

環境配慮行動を導くための方法には、倫理感や満足感に訴えるものも多い。すなわち規制とは違い、

選択の自由は保持されたままで、自主的に環境配慮行動を選択するよう導くのである。地球温暖化の

象徴的なシンボルとして、行き場を失ったホッキョクグマの写真などが用いられるが、これは感情を

伴った動物愛護というかたちで、倫理に訴える試みである。あるいは、エコバックの導入は、環境配

慮行動をとるかとらないか（ビニール袋を使用するか）という二者択一の選択を強いる場面を設定す

ることで、エコバック使用による倫理感と満足感を与えるものである。さらにエコバック使用による

ポイント加算（あるいはビニール袋使用による 2 円ほどの負担）、あるいは家電製品やエコカー購入

の際のエコポイント制度や減税措置などは、環境配慮行動と経済的満足感を結びつけている。 

このような既存の取り組みは、環境問題解決の方法としてある程度有効に機能している。しかしこ

うした対策は、既存の価値観に基づく利害関係や合理性によるものであり、人々に環境や環境のなか
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にある自己について考えさせる機能をもたない。効率良くエネルギーを供給するものとして許容され

ていた原子力発電は、震災による事故を通して、人々に別の価値観を気付かせた。このような局面ご

との合理性を一時的に排し、自らの生にとって本質的な行為を思考していく方法にこそ、環境問題の

本質的解決の道が開ける。 

自ら思考する哲学を展開させるための基本的な方法は、気づきを与えることにある。たとえば、発

電、生産、消費の三つの過程におけるエネルギー使用をそれぞれが 8割に抑えることができれば、全

体として約半分の低減につながるという「八分目のエコロジー」の提案は5、明確かつ実現可能な目標

を設定することで、一般の消費者に気づきを与え、「自分に何ができるか」を具体的に考えていくた

めの指針となる。あるいは様々なステークホルダー同士の会合では、利害を越えた反省的思考から、

各々の立場を言語化し、適切な問いと目的を設定することによって、相互理解という気づきを与え、

合意形成を導くことが可能となる。 

規制や倫理感、満足感に訴えることによって環境配慮行動を導く方法は、人々に環境問題に取り組

む意識を求めるものである。しかし、現実には環境問題の優先度は低いものであるから、この方法に

は限界がある。そこで求められる環境デザインとは、人々が環境問題に取り組んでいるという意識を

もたないままに、結果的に環境配慮行動を行っているという方法である。たとえば、駅構内でのエス

カレーター使用率を抑えるために、階段の塗装をピアノに模して、実際に音が鳴るようし、人々の好

奇心を駆り立てるデザインや、数段ごとに階段利用による消費カロリーや相当する食物を記載すると

いったデザインは、行動を選択する本人が、環境問題のことを考えず、ただ楽しいからとか、健康の

ために階段を選んでいるのであり、「エスカレーター使用を抑えて環境問題に貢献する」という意識

を必要としない。無論、階段利用を導くことによる効果は微細なものにすぎないが、優先度の低い環

境配慮行動とは別の価値観によって解決を導くという方法は、環境問題の限界を踏み越える可能性を

秘めている。ただしこの方法は、健康や経済的利益といった既存の価値観との結合の道を模索すると

いうことではなく、行為者自身が自ら思考し、新たな価値観を創生していくための機会を提供すると

いうことを目的としている。ここでは、多様な選択肢や体験による気付きの環境を設定することで、

自らの思想を醸成させ、結果的にあらゆる局面においてその都度最適な環境配慮行動を選択実行して

いく人間を育てるということが意図されているのである。 

哲学的思考とは、既存の価値観に対する実感的な違和感や、現状とは異なる可能性を考えることで、

よりよい現実をもたらす行為であり、トレーニングによって能力を向上させることができる。講義の

最終回には、エコ・フィロソフィ実践のためのトレーニングとして、冒頭で示した東洋大学白山キャ

ンパスエレベーターに貼られている「「2UP 3DOWN」歩こう運動実施中」（写真）に代わるポスター

5 参照：松尾友矩「エコロジカルな共生」、『エコロジーをデザインする－エコ・フィロソフィの挑戦』所収、山田

利明、河本英夫、稲垣諭編著、春秋社、2013年。 
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デザインを考えるという課題を行った。 

これまでの講義を踏まえた現状認識（現状のポスターでは認知度と実践度が低い、階段使用の方が

環境に良いことは誰でも知っているなど）に、いくつかの思考のためのヒント（上述のピアノ階段、

東洋大という特徴を利用する方法もあるなど）も提供した。僅かな時間での課題でありながらも様々

なアイデアがでたが、人員や経費が必要となるために実現不可能なものや、差別的なメッセージに受

け取られうるもの、各所に配慮しすぎて主張が弱すぎるものなど、実際に採用するには至らないもの

が大半であった。しかしこの課題の目的は、効果のあるポスターを作成することではなく、ポスター

のデザインを考える過程で、環境問題の本質や自身を含めた人間の行動心理を反省し、これまでとは

違う価値観での行為可能性に気付くことにある。すなわちこの課題自体が、取り組んだ学生を環境配

慮行動へと導くための実践であり、哲学的思索に基づく環境問題解決のためのエコ・フィロソフィ教

育の一端なのである。 

現実問題を扱うエコロジーの必要性や正当性を基礎づけるためには、個々人の実感や行為に関わる

哲学的思索がなくてはならない。そしてエコ・フィロソフィによる環境問題の解決は、抑制による自

己犠牲を求めるものではなく、体験的実感に基づいて自己の可能性を展開していく発展的な思索の営

みとして実現するものなのである。 

東洋大学白山キャンパス内エレベー
ターに貼られているポスター 
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that I employ it in a very large sense. Carnivorous animals prowling for their prey in a time of 

dearth may be truly said to be struggling for existence; so when seeds are sown so thickly that all 

cannot grow, they may be said to struggle, though not voluntarily against each other. A multitude 

of animals are directly dependent on other animals & on plants; & plants on the nature of the 

station inhabited by them; & here the idea of dependency seems quite distinct from a struggle. But 

a plant on the edge of a desert is often said to “struggle for existence”; this struggle consisting in 

the chance of a seed alighting in a somewhat damper spot, & then being just able to live

I hardly know any living being which is more dependent on others, & which seems less subject 

to a struggle in the strict sense of the word then the Misseltoe; for it depends on certain trees for 

support, on certain insects for fertilisation, & on certain birds for diffusion

In many of these cases, the term used by Sir C. Lyell of equilibrium in the number of species is 

the more correct but to my mind it expresses far too much quiescence. Hence I shall employ the 

word struggle, which has been used by Herbert & Hooker &c., including in this term several ideas

primarily distinct, but graduating into each other, as the dependency of one organic being on 

another,—the agency whether organic or inorganic of what may be called chance, as in the 

dispersal of seeds & eggs, & lastly what may be more strictly called a struggle, whether voluntary 

as in animals or involuntary as in plants.

[Darwin,1857 ‘The “struggle for existence” as bearing on natural selection’ chapter5,30A-30B.) ]
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I should premise that I use the term struggle for existence in a large and metaphorical sense,

including dependence of one being on another, and including (which is more important)not only 

the life of the individual, but success in leaving progeny. [Darwin,1859 Struggle for 

life’chapter3, p62.] 
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3

We will now discuss 

in a little more detail the struggle for existence

Nothing is easier than to admit in works the truth of the 

universal struggle for life 24

struggle for life

the principle of divergence

struggle

the principle of divergence struggle for existence struggle 

for life

22 Struggle for Life   

In June 1842 I first allowed myself the satisfaction of writing a very brief abstract of my theory 

in pencil in 35 pages But at that time I overlooked one problem of great importance This 

problem is the tendency in organic beings descended from the same stock to diverge in character 

as they become modified. The solution, as I believe, is that the modified offspring of all 

dominant and increasing forms tend to become adapted to many and highly diversified places in 

the economy of nature. [Darwin, Francis ed.1887(1),p84.]
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Before entering on the subject of this chapter, I must make a few preliminary remarks, to show 

how the struggle for existence bears on Natural Selection.

Again, it may be asked, how is that varieties, which I have called incipient species, become 

ultimately converted into good and distinct species, which in most cases obviously differ from 

each other far more than do the varieties of the same species? How do those groups genera, and 

which differ from each other more than do the varieties of the same genus, arise? All these results, 

as we shall more fully see in the next chapter, follow inevitably from the struggle for life.

[Darwin1859, p60-61.]

struggle for life

struggle for life

struggle

Nothing is easier than to admit in words the truth of the universal struggle for life, or more 

difficult at least I have found it so than constantly to bear this conclusion in mind. 

[Darwin1859,p62.] 
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3.2 Struggle for life
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Struggle for Existence (1838-) 

Focusing on Darwin’s ideas of the “struggle for existence” and the “struggle for life,” this paper 

organizes and diagrams these ideas in the context of the characteristics of the theory of evolution. 

“Struggle for life” is used as a comprehensive idea, which is clear from the title as well as the conclusion 

of the text. Regarding the years in the diagram, 1838 is when Darwin read An Essay on the Principle of 

Population by T. Malthus and is used as the year he became consciously aware of the idea of “struggle 

for existence.” In a letter to A. Gray dated September 5, 1857, he simultaneously uses “struggle for life” 

with a comprehensive description related to the “principle of divergence.” Natural selection assumes the 

existence of a large number of variations, with the favored character being preserved over time and space, 

thereby generating adaptation and divergence. Both Struggle is the mechanism through which these processes occur. 

Fig.1 Darwin’s idea of Struggle 
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1903, vol. i. p. 272,, speaks of a butler named James Carroll, who has had another psychical 

experience, not visual a feeling of extreme exhaustion and sadness, coupled with the idea 

of his twin-brother, on the first day of his distant twin-brother’s fatal illness; and again just 

before the receipt of a telegram summoning him to the death-bed. It is an interesting 

observation based by Gurney on his analysis of relationships in telepathic cases that the link 

of twinship seems markedly to facilitate this kind of communication. 
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was personally known to Edmund Gurney, and has had another psychical experience, not visual

a feeling of extreme exhaustion and sadness, coupled with the idea of his twin-brother, on the 

first day of his distant twin-brother’s fatal illness; and again just before the receipt of a telegram 

summoning him to the deathbed. It is an interesting observation based by Gurney on his 

analysis of relationship in telepathic cases, that the link of twinship seems markedly to 

facilitate this kind of communication. 
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CAPTER IX, TRANCE, POSSESSION, ECSTASY, p.193 

 The next main subject which fell under our description was sleep. And this state the 

normal state which most resembles trance has long ago suggested the question which first 

hints at the possibility of ecstasy, namely, What becomes of the soul during sleep? I think 

that our evidence has shown that sometimes during apparent ordinary sleep the spirit may 

travel away from the body, and may bring back a memory, more or less confused, of what it 

has seen in this clairvoyant excursion. This may indeed happen for brief flashes during 

waking moments also. But ordinary sleep seems to help the process; and deeper states of 

sleep spontaneous or induced seem still further to facilitate it. In the coma preceding 

death, or during that “suspended animation” which is sometimes taken for death, this 

travelling faculty has seemed to reach its highest point. 
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APPENDICES, TO CHAPTER VII, p.322 

A case similar in many respects to the one just quoted is that of the Rev. L. Bertrand, given 

in Proceedings S.P.R., vol. viii. p.194. During a dangerous ascent of the Titlis, Mr. Bertrand 

separated from his companions, sat down to rest, and became paralysed by the cold. His head, 

however, remained clear, and he experienced the sensation described by Dr. Wiltse of passing 

out of his body and remaining attached to it by “a kind of elastic string.” While in this 

condition, he had clairvoyant impressions about his absent companions, and much 

astonished them on their return by describing their doings to them.  
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CHAPTER VIII, MOTOR AUTOMATISM, p.185 

Along with these powers, which, on the hypothesis of the soul’s independent existence, are 

at least within our range of analogical conception, we have noted also a precognitive capacity 

of a type which no fact as yet known to science will help us to explain.
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Still more unwelcome is the further view that the so-called Future actually already exists; 

and that apparent time-progression is a subjective human sensation, and not inherent in the 

universe as that exists in an Infinite Mind.
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環境デザインの課題は、環境設計をアイディアとして企画し、現実の環境問題に対

して、より多くの選択肢を提示していくことである。現在の環境問題への対応は、そ

れほど多くの選択肢の中から選択がなされているわけではない。それらの多くは、現

実の行動を抑制する方向で課題設定されることが多い。一般的な方向性は明確である。 

東北の大震災を受けて、一挙に基礎的な条件が変わってしまった。そこには復旧に

かかわる短期的課題と、30年後、40年後を見据えた復興としての長期的課題がある。

この長期的課題に対して、いくつもの方向設定条件があるに違いない。これらをどの

ようにして浮かび上がらせていくかは、環境設定の統制原理となる。また実行可能な

小さな企てを、システムとして立ち上げていくことは、システムの創発にかかわる多

くの事例研究の一つとなる。こうしたシステムの立ち上げの仕組みにも、システムの

基本原理が関与するはずであり、そこにデザインの原理を見出すこともできる。 

時間の経過とともに、おそらく選択可能な条件は減っていく。時間的な余裕はあま

りない。そこにはいくつもの経済条件もからんでいる。難しい時期に来ている。貿易

収支が、数十年ぶりに赤字になり、やがて所得収支も赤字になれば、国としての経常

収支も赤字になる。つまり財産や資金が海外へと流出するかたちになる。こうなった

ときにはおそらく予想外に選択肢は減っている。その手前で、経済条件の好転を作り

だすほどの環境デザインは、どのようにして可能なのかという問いに直面してしまう。

困難な時ほど、真価が問われるのは、歴史と社会の鉄則である。 

（河本英夫） 
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Chaos, Autopoiesis and/or Leonardo da Vinci/Arakawa 

Department of Literature  Hideo Kawamoto 

In the Arakawa + Gins conception, there are several distinct theoretical footholds: the enhancement of the 

dimension with chaos theory, the double operation of action with autopoietic systems theory, and the 

introduction of da Vinci’s non-integral dimension. 

 

I 
The first foothold Arakawa is concerned with is the expansion of the possibility.  Although “not dying” seems 

to us rather improbable, the logical possibility cannot be denied.  Not only that, but, just as there are many 

types of infinities, it is indicated that there are also many types of possibilities.  Even within such a multitude 

of possibilities, expanding the possibility of “not dying” would seem to lie at the very margins.  If we view 

this expansion of possibilities as a dimensional expansion, Arakawa and Chaos Mechanics become nearly 

synonymous.  

Ordinarily, we anticipate future events and prepare our reactions to them using a preconceived notion of what is 

possible.  We do this due to our past experiences – our personal histories and daily routines; making various 

predictions, imagining various interactions, and expecting various inevitabilities.  This phenomenon may be 

termed “empirical possibility.”  If, however, we redefine the dimensions of possibility, an entirely different 

perspective should result –our habits and understandings of our lives, history, the world, etc. would all change. 

The dimensions of reality’s possibilities are undefined.  As such, we ourselves should be able to set the 

parameter that allow for the expansion of human possibility.  This can be achieved through science, art, and 

architecture.  Instead of taking at face value human reality under the conventionally thought of range of 

possibilities, we are to make expanding human possibility itself the issue.   Thus, “not dying” subsists in the 

setting of the parameters, or in other words, allowing for “the expansion of possibility.”  

We can think of the mathematical concept of infinite sets as a metaphor.  Within infinite sets, there are 

countably infinite sets and uncountably infinite sets, and within uncountably infinite sets, there are several 

types of infinite sets yet – the infinite set of real numbers, which itself contains rational and irrational infinite 

sets, and so on and so forth.  Although all these sets are infinite, the degrees of infinity are different in each. In 

the same way, the range of possibility is not one-dimensional.  We ourselves can reset the boundary conditions 

such that this range can be expanded.  This is what Arakawa + Gins, have attempted through their architecture 

in the cities of Nagi, Youro, and Mitaka.  

We can find the enhancement of the dimension in chaotic movement, that indicates generally such as detail 

differential processes, for ex, in rain dropping as non-regular and non-periodical. Because it is mathematically 

Key word: Chaos, Autopoiesis, Landing site 
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formulated, chaos theory is deterministic.  However, the next action born of chaotic behavior resists 

calculation.  Determinism draws a picture of a world in which everything is predicted and determined to the 

last.  But again, in chaos theory, prediction is futile.  These two situations seem paradoxical at a glance.  All 

chaotic movements are presented in a topological space, that is, in a dimension defined by mathematics.  

Within such movements, one movement suddenly disappears into another dimension.  Such a movement 

cannot be predicted in topological space.  Chaotic movement formulated within deterministic mathematical 

operations contains the possibility for dimension enhancement. Ultimately, chaotic movement includes 

something that happens to transcend the dimensions determined by arithmetic calculation.  Such 

transcendence is intrinsic to chaos theory.[1] What Arakawa + Gins put into practice included a declaration 

(“We have decided not to die,” etc.) that exceeds the dimensions of human languages including their 

formulated program.  It is a declaration that draws surprise, but curiously, one that somehow feels real.   

 

 

II 

The second theoretical foothold involves the “landing site.”  The “landing site” is an act of positioning, a 

basic activity that organizes the relationship between the world and the self through the identification of said 

position.  Any type of quest for environmental information utilizes the “landing site.”  The act of 

position-specifying precedes the recognition of a specified position.  The “landing site” has the special 

characteristic of simultaneously specifying something’s position while initiating the organization of the relation 

between that position and the self.  These two movements, which differ qualitatively but move as one, I have 

come to call “Double Operation.”  From this standpoint, Arakawa + Gins and autopoiesis become very similar 

conceptions. 

If we only had to know the positions of objects, then we would only need to arrange them on the coordinate 

axis.  However, the act of specifying the location of an object necessarily includes organizing the relationship 

of the object to oneself, even before placing it on its coordinates.  The intellectual aspect of relating to an 

object is an act of acknowledging its position.  The “landing site” itself is not the concept of recognizing; it is 

the concept of the action of positioning. This situation can be phrased in various ways.  The landing site itself 

is one type of action, and it fulfills the role of the hinge between the world and oneself, one that organizes the 

relation between the two.  Or: the knowledge of a position, included in the action of using the “landing site,” 

is itself a clue to the action; as seen from the action, the specified position is an anticipation of said action.  

Or: though the “landing site” may already be related to the world through action, it is also the impetus for one’s 

personal organization of the relationship between the world and self; here, action and knowledge are 

inseparable.  The “landing site” is therefore not the concept of recognition per se; at the very least, it is the 

concept of the action of organization of the relation between the self and the world.  The action in which 

recognition and action work inseparably will be called cognitive action.   

According to this principle, the following situation is inconceivable.  An observer, using the landing site as a 

recognition of an object’s position, conducts quests for information according to that recognition, and uses 
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what s/he finds to guide his/her actions.  This interpretation is impossible.  That is because only a robot 

would do such a thing.  The relationship between life forms and the world is firstly a consequence of action.  

The action is already connected to the world, and it is recognition that gives us hints and choices for the 

organization of that relationship.  Most of the arguments of cognitive science, even in ecological psychology, 

are mistaken.  In such arguments, the relation with the world is formulated first according to recognition, and 

from there, gathered information guides the next action.  Such an argument is like a person who first learns 

about his relationship to the world from a book, and using the book as guidance, cautiously plans his behaviors.  

Or it can be likened to a person who, while looking at the sea, practices swimming first above land.  Even 

though the act of swimming is induced by the information one gets from looking at the sea, one can only 

imitate swimming on the beach.  In this case, movement and environmental information are interlocked.  

However, no one would likely call such a thing “swimming.”  He lacks the action of specifying his position, 

and all action subsists in the landing site, not in affordance. [2] 

The landing site holds yet another significance.  Above being another person’s nature (or change in that nature 

thereof), the position that that person occupies is their most basic characteristic.  By putting that other person 

in front of us, the question of where that person is (as opposed to who or what that person is) signifies the 

person’s true nature.  Thus, every time that person formulates the self, s/he simultaneously occupies that 

position.  Here is a Double Operation at work.  To formulate the self is to occupy the place one is in, and to 

occupy said place is essential to the possibility of action (such as moving to another place, etc.)  If we were 

unable to occupy a place, we would also be unable even to move to another place. The situation in which a 

person becomes something is connected to the possibility of that person’s self-recognition, and occupation of a 

place is connected to the possibility of action.  To occupy this place is “the landing site of action.”  If the 

possibility of self-recognition and the possibility of one’s actions were the same thing, we would be unable to 

act in the world.  The thing that supports that possibility of action is the landing site. 

Moreover, when a person perceives the world, it is through a certain perspective – one through which many 

things can be seen – and at the same time, that person occupies a space.  In this case, the function of 

occupying “Here” is connected to the possibility of action.  Cognizance advances with the personal 

identification of “Here” in the world.  When one perceives the world, one is at the same time occupying that 

space.  This is “the landing site of cognition,” or “the landing site of perception.”  To this point, the concepts 

of “being in the world” and “existence” are born.  Sometimes it is said that “People recognize the world while 

existing in it”.  However, the occupation of a place in the world functions as [the action of using] the landing 

site, as an active relating to the world.  That occupation operates at the same time as the cognitive perspective 

that is open to the world.  In both cases of “landing sites,” occupying a place identifies the possibility of the 

action that accompanies recognition.   

An autopoietic system operates by connecting one process to the next.  The recurrent processes form the “self 

of the system,” in other words, the “self of the system” is made up of these continuous processes.  In 

chemistry, catalyst matter reacts with other matter, regulating its reaction velocity.  At the same time, through 

a crystallization process, something outside of the recurrent processes is formed.  Maturana and Varela 
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defined autopoiesis, which includes various forms of double operations, in the following way. 

 “An autopoietic machine organized (defined as a unity) as a network of processes of production 

(transformation and destruction) of components that produces the components which: (1) through their 

interactions and transformations continuously regenerate and realize the network of processes (relations) that 

produced them; and (2) constitute it (the machine) as a concrete unity in the space in which they (the 

components) exist by specifying to the topological domain of its realization as such a network.”  

[3] In this formulation, there are at least four modes of double operation: the formation of the systems 

boundaries through continual processes, definition of components through continual processes, the formation 

of the “self of the system” through continual processes, and the formation of topological space of the system 

through continual processes.[4]  

A property of autopoiesis is that Double Operations also occur. This property is included somewhere in the 

basic conceptions of both Arakawa and autopoiesis.  In this way, Arakawa’s landing site and autopoiesis share 

similar basic features.   

III 

The third foothold concerns changing the structure of architecture such that the body’s possibilities are 

expanded.  Most architecture follows a plan that does not allow for the expansion of possibilities (of life, the 

body, etc.) However, in Arakawa’s architecture, this is not the case; rather, architecture is a procedural device to 

expand possibilities.  Life forms are not formulated in integral dimensions such as the 3rd or 4th dimensions; 

thus the goal of architecture is to create a space appropriate for life and the body, a space in which one is free to 

consider expanding possibilities.  In this way, Arakawa and da Vinci are nearly the same.   

Things like act like life forms (whether it be humans, animals, plants, etc.) not only specify a place – they 

possess a physical body. Where there is a gaze, there must be a body from which that gaze originates.  The 

body itself moves, and thus also establishes its own domain or region.  Rather than recognition or occupying a 

space, a special trait of the body is that it itself moves. In that situation, the space that connects movement and 

the position-specifying landing site becomes insufficient.  The landing site occupies the position and 

movement changes that position.  But the body forms its own topological space.  It is then necessary to 

introduce a fluid-state space in which mass energy can flow freely.   

In this situation, we must set up a system that cultivates regionalization or classification of the environment. 

This is where “cleaving,” or cutting and closing, is introduced.   

Cleaving provides the basic image of this fluid formation of space, a type of model image.  Take, for example, 

putting a finger in a container of water.  In a split second, a division is created, but in the next, the water 

closes around your finger and the division is closed.  Or, a swarm of gnats on a riverbank after the rain: you 

can split the group into two by cutting your hand through it, but the division is only momentary. They quickly 

reform as one group.  This action of simultaneously creating divisions and restoring connections is 
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“cleaving.”  Cleaving supports the articulation of both the world and the distribution of landing sites. 

It is in this environment that Arakawa’s architecture makes its advent.  Architecture appears as one of the 

many methods of formation considered suitable for life’s actions, and is itself a form of life.  An ant’s nest is 

as such, as is a bee hive, a snail’s shell, etc.  Thus from the point of this natural architecture, the buildings that 

humans produce are exceptions, for they are not built to draw forth life’s possibilities.  To change this at the 

most basic level, the destiny-reversal house stands.   

In the human case, architecture is usually geometrically formulated.  However, we should view this as arising 

from special circumstances surrounding production.  Humans have unfortunately picked out things that are 

too strong for construction.  While carving a stick, we make predictions like, “If I shave it down a little more 

here, it will be even straighter” in the production process.  However, physically, it’s nearly impossible to make 

it completely straight.  Nevertheless, we grasp the concept of “straight.”  Taking the physical stick as an 

example, the concept of “the straight line” is born.  This concept can be called an idea, and taking these ideas 

and putting them into formulas and equations is “geometry.”  Thus, due to what we have learned in the 

construction process, most architecture constructs with physical materials that match this conceptual model.   

However, whether or not such construction techniques are suitable for life activities is heavily questionable.  

In geometrically assembling the straight line, the plane, and the solid body, integral dimensions such as the 1st, 

2nd and 3rd dimensions come into existence.  Yet there is no guarantee that such integral dimensions are 

compatible with life.  In the mathematically deterministic techniques of chaos mechanics, the possibility of 

non-integral dimensions such as the 3, 12 dimension or the 3, 24 dimension have been identified.[5] Therefore, 

the probability that integral dimensions are sufficient for or compatible with life is likely quite low.  We must 

create a topography appropriate to nature, one that is intrinsic to life itself.  

By creating spaces that take into consideration life’s movements, and from the point/perspective of formulating 

personally intrinsic spaces, da Vinci and Arakawa utilize the same techniques.  When space is thought of in 

non-integral dimensions, things what we perceive appear as differentiated movements.  Things which have 

been formed according to this differentiation of movement are da Vinci’s space.  This is to say, to create space 

according to life’s movements.[6]  From the perspective of space formation, da Vinci and Arakawa are 

moving in the same direction. 
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経験の記述―働きの存在論

ドゥルーズ・ガタリとオートポイエーシスの分岐（1） 

文学部 稲垣諭

1. 働きの存在論

働き/作動(working)、力(force)、操作(operation)、運動(movement)。こられの経験は、対象のように

見ることができず、ただ対象とともに感じ取られている。現実的には経験という語の限界に触れてし

まう境界事例でもある。一切の物性を欠いた運動を思い描いてみる。ゆらゆらと何らかのうごめきを

イメージするかぎり、そこにはすでに物性が関与している。物性を欠いた運動はどのように明示でき

るのか。光は運動しているが、光の運動を経験しようとすると途端に困惑する。光速度は毎秒およそ

30万 kmであることから、地球上のスケールにとどまるかぎり、気づいたときにはすでに光は到達し、

充満している。仮に光速度を毎秒 30cm ほどに遅延させる空間媒質があり、そのような媒質に満たさ

れた暗闇の中で電燈のスイッチを入れると何が起こるのか。何かが見えているかぎり、すでに光は到

達しているのだから、まったく見えない段階が持続した後に、光源を中心に同心円状に突如ものが見

え始めるのであろうか。とはいえ観察者がその円の外にいる場合、光はすぐには到達しないのだから

円状に広がる空間を見ることはできない。それに対して観察者が内部にいる場合、その位置に応じて

光の到達配置は変化し、さらに物体に吸収され、あるいは反射する光の散乱も毎秒 30 ㎝の速度で関

与するため、光が一律の円状に広がることもない。また光と同じ速度で並走した場合、光はどのよう

に見えるのか。これはアインシュタインが立てた問いの変形である。ここでの経験は、物が運動する

と同時に、視空間全体が蝋燭の炎のように揺らめく奇妙な空間体験となると予想されるが、光の条件

を変化させることでどうにか触れることができる光の働きの一端でもある。

働きも運動も、ふつうは物性とともに物性に帰着させえないものとして感じ取られている。見られ

たコップではなく、コップを見ている働きは見えず、消化の働きもそれ自体は見ることができない。

胃は蠕動し、消化液を分泌することで内容物を消化する。消化前と消化後の内容物は対照ができ、そ

の内容物の変化を通じて獲得されるエネルギー量と代謝されたエネルギー量の計測、化学成分の差異

から、消化の働きについて理解することもできる。それが一般に「機能性」の特定と呼ばれる。消化、

生殖、呼吸、代謝のそれぞれが生体の固有機能として特定されうる。この機能とは、日本語では訳語

が区別されているが、関数（function）のことに他ならず、初期値と結果との対応性が保証されるも

のの総称である。初期値と結果の間には、多様な働きのプロセスが介在する。たとえば消化において

キーワード：働き、ネットワーク化、アンリ、ドゥルーズ・ガタリ、偶然性、 

間接性、現実、境界 
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も、マクロレヴェルの食物の運動、化学反応、神経系の電位変化、分子レヴェルの運動と揺らぎ、そ

れに応じた熱の移動といった多様な働きが介在するが、それら働きそのものは初期値にも結果にも現

れない。「消化力」という語を導入しても事態が判明になる訳ではない。「力」の概念を、質量とのか

かわりで最初に定義づけたのはニュートンであるが、周知のようにそれは、力と質量の相互規定とい

う循環定義においてであり、力そのものを明示することは現代物理学においても困難を極め続けてい

る。以下では、このような見えないものとしての働きと、そのネットワークを最大限に活用する仕方

のポイントをいくつか絞り、それを念頭に置きながら、哲学的議論とともに見えてくる働きの存在論

の基礎固めを行いたいと考えている。とりわけ本稿ではドゥルーズ・ガタリの哲学的試みを参照に、

オートポイエーシスとの接点を浮き彫りにする。 

 

 

①ネットワークの維持 

「供給」という働きについて考えてみる。311 の大震災後まず問題になったのは、サプライチェー

ンの途絶であった。陸路そのものが閉ざされただけではなく、被災地の中小工場の現状把握ができず、

工場復旧の見通しを立てるということが、そもそもどうすれば現実化しうるのかが分からないほどの

凄惨さを極めた。さらには、そうした事態を見越したうえでの代替的な供給のネットワークが確保さ

れていなかったために、製造業者に商品化の遅延にもとづく多大な損益が生まれた。とりわけ車や精

密機器の部品の供給に多くの支障が出た。とはいえ陸路があり、物品が確保されていれば、供給とい

う働きが成立するわけでもない。現にガソリンを輸送するタンク車が被災地に入らないという問題も

一時期生じた。かろうじて陸路は復旧し、ガソリンという支援物質も輸送車両もあるのに、放射能に

まつわる風評のために被災地へ入ろうとする人員がいなくなり、立ち往生したのである。こうした事

例には、働きのネットワークがどのような条件を通じて立ち上がるのかを見通す困難さが示されてい

る。 

供給されるべき多くの物品や輸送ルート、輸送手段、人員が、供給という働きそのものを維持して

いるのは確かだが、それらのほとんどは代替可能でもあるのだから、それぞれは逆に「供給という働

き」に巻き込まれるこことで初めて固有の価値を発揮する。そのため、輸送費のコスト削減や、部品

の代替不可能な機能性（技術的ニッチ）を開発しようとする各種企業体の努力は、他同業者と競って

いるように見えて、実際のところ供給のネットワークにとにかく参与し、そのネットの広範で安定し

た活用を望んでいるだけである。大手宅配業者は、たとえばスキー場にスキー一式を送ったり、生も

のや要冷蔵のものまでも宅配のネットワークに乗せてしまうことで、新たな供給のネットワークを生

み出してきた。つまり、これまで誰も送ろうとはしなかったものを宅配の新たな選択肢として組み込

み、需要そのものを作り上げたのである。ということは供給という働きは、そのときそのときのニー

ズに適うものを供給し続けば済むということではなさそうである。むしろ一度確立された供給のネッ
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トワークを作動させつつも、同時にニーズそのものの更新に応じた新たな供給ネットワークの開発が

要求され、それが付帯的にネットワークの自在さと柔軟さを生み出すロバストな仕組みとなることが

分かる。精密機器の末端のたった一つの部品を製作している中小工場の中には、自社で作られる部品

が出荷後どのような製品に組み込まれ、商品化されるのかほとんど理解していないこともあると思わ

れる。さらには、現在必要とされている供給網以外に、今後どのような需要が生じて、自社の部品が

別種の供給ネットワークを構築するのかさえ分からない。その場合、既存の供給ネットワークに参与

するだけではなく、新たな供給網の形成に開かれた商品販売こそが対外的戦略となる。製品にはいつ

でも、多様な活用可能性が見込まれるような余白を残したデザインが要求される。

ミクログリアという免疫細胞の一種は、脳内で中枢神経系のシナプスのネットワークを監視してい

ることが分かってきた。シナプス結合を行っている神経細胞の周囲を徘徊し、時に接触する。そして

障害された結合を消去するだけではなく、健常なシナプスも消去し、その後回復させるようなことも

行われる。外的に見れば、ネットワークの頑健性や柔軟性を試しているとしか思えない。つまり、既

存のネットワークをあえて阻害することで何が起こるのかをシミュレートしている。ということは、

ネットワークのハブになるような回路、つまりそれが消去されることで機能実行に多大な弊害が起き

そうな部位の削除は、シミュレート上では避けられていると思われる。だとすれば、そうしたミクロ

グリアの動向から、機能性の優位なネットワークとその配置が、観察的精度が上がれば今後予測でき

る可能性が高い。

②新規ネットワークの立ち上げ

自然エネルギーの活用法のひとつとして、「浸透膜発電」という方式が確立されつつある。塩分を

通さない半透膜を用いて海水と淡水を仕切ると、濃度差を解消するための水の動きが生じ、その水圧

を用いて発電が可能となる。海水と淡水が自然に混ざりあう河口等では、エントロピー増大の運動が

そのつど起きている。おのずと生じているこのエントロピーの落差を電気エネルギーに変換してしま

うのである。大型の海水淡水化施設では、淡水化に応じて大量の濃縮海水が発生する。その海水を浸

透膜を通して淡水に再度混ぜるさい、浸透圧は最大 60 気圧に達するようである。ただし発電量が最

大になるのは、その半分の 30 気圧であり、それは 300 メートルの高低差を活用する水力発電並みの

効果をもつことが試算されている 1。発電コストも太陽光発電より 40 円ほど安く、風力発電と同程度

であるらしい。さらには風力のように天候に影響されることも少ない。仮にこうした発電システムが

整備されると、国単位でみた場合、河川の多さが国の豊かさの一つの指標となる。この事例では、水

1 たとえば、「原発 6 基分の潜在力『浸透圧発電』とは 海水と淡水を使った実証実験に成功」、『日

経ビジネス ONLINE』2011 年、9 月 13 日配信記事参照。今後の改善点としては、浸透膜に付着す

る不純物の除去を、電力コストをかけずに行うことが挙げられている。
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の混合という働きの発見と活用に応じて、資金や人が巻き込まれる働きのネットワークが順次立ち上

がることになる。もともと淡水化で生じた濃縮海水は、そのままでは生態系に害を与えることから直

接海にも排出できないゴミであった。これまでは海水を再び淡水によって薄めてから海に流していた

のである。この例でも分かるように、それ以前には活用できなかったものを、どうすれば社会的に有

効な機能性を発揮する新たな働きのネットワークとして抽出し、立ち上げることができるかが、その

後の事業展開につながる分岐ポイントとなる。目下、大量の放射性瓦礫がゴミの最たるものであるの

は確かである。現在ではどこに輸送し、貯蔵し、リスク管理するかが問題になっており、その活用法

が見出されるような段階にはない。 

 

 

③ネットワークとそこへと介在する自在さ（ケイパビリティ） 

タンザニアにあるヴィクトリア湖ではナイルパーチ漁業が盛んである 2。その魚の白身は EU や日

本といった先進各国に高値で売れるため、ヴィクトリア湖周辺はこの漁業が街の活性化に一役買って

いる。とはいえ、そこの住民はナイルパーチを食べて生活しているわけではない。彼らの大半が食す

るのは、加工後の魚の骨や皮といった残飯である。したがって豊富な資源があれば、裕福であるとい

う訳でもない。アフリカはレアメタルやレアアースの多くが眠る資源大国でもある。にもかかわらず、

南北問題として取り上げられる最貧国の多くがアフリカにある。たとえ資源があったとしても、それ

ら資源を必要とする文化的水準に達しておらず、それら資源を採掘し、精錬し、加工するための技術

がない場合、当事国にとっては資源という言葉そのものが空転し、気づくことのないまま搾取が継続

される。センのケイパビリティ（潜在能力）は、資源や資金の豊かさによって人々の生活水準をとら

えるのではなく、「健康であること(Health Promotion)」や「学校に通うこと」といった社会的機能の

ネットワークを自分で選択し、組織化するという選択肢の多様さの指標である。そのため場合によっ

ては、健康をあえて損ねることや、持っているお金を道端に捨てられるかといったことまでもが、当

人の自由度や豊かさを測る指標となりうる。最貧国と呼ばれる国における労働にまつわる働きのネッ

トワークの多くは、先進国から外挿され、固定化されたネットワークに他ならず、当事国の国民がそ

のネットワークへの参与を選択できるようにはなっていない可能性が高い。あるいは最低限の生活か、

死かという強制された選択の二極化にすぎず、自国の生活水準の発展可能性へと柔軟に拡張される働

きのネットワークとして機能しているようには思えない。 

 

 

④ネットワークの複合連動化 

2 DVD 作品『ダーウィンの悪夢』（フーベルト・ザウバー監督、2004）。 
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供給という働きのネットワークは、需要とのバランスのもとで成立しているだけではなく、様々な

外的要因も関連することで維持されている。新たなネットワークの立ち上げは、既存のネットワーク

に接続されたり、場合によっては既存のネットワークそのものを消滅させたりもする。トウモロコシ

を原料とするバイオエタノールは、一時期急に着目され、そこへと参入する農家がどっと増えた。そ

のことが既存の家畜の餌の供給ネットワークを弱めることで、餌の価格が高騰し、結果として食材の

価格の高騰にまで連動した。実際バイオエタノールはトウモロコシ以外のものでも代用でき、さらに

その需要が供給を凌駕するほど一挙に高まったわけではなかったにもかかわらずである。

人間の極端に両極化する心理として、躊躇することなく新規なものやそのネットワークの構築に参

入する方向へ動いてしまう傾向と、既存の安定的なネットワークだけをとにかく維持しようと努める

傾向とがあるのは確かである。関税撤廃の議論が持ち上がったときの、是が非でもそれを食い止めよ

うとする農業関係者の動向を見ていてもそれはよく分かる。その他方で同時に、IT 技術を用いながら

農産物に新たな情報付加価値をもたせ、特殊な加工を施すことで流通のネットワークを新たに立ち上

げてしまう農業関係者がいるのも確かである。前者は、関税撤廃とともに日本の農業は衰退すると主

張し、後者はアイデア次第でこれまで以上の生産体制を構築できると主張する。こうした場合、両者

の言い分の共通項は、農業の衰退を止めることであり、そのためのやり方に関してだけ食い違いが出

ている。前者は、そのやり方は関税をかけ続けることだけだと主張し、後者はそれ以外のやり方でも

農業は展開でき、現にそれを実行している。だとすれば問題となっているのは、政府の関税をめぐる

諸外国との関係調整とは独立に、多くの農業関係者が農業体制の新たな組織化のきっかけを見出すこ

とができる情報ネットワークの構築およびそのコンサルタントに関わるインフラ整備である。そして

そのように理解した場合、これまでの政策の多くは、関税にしろ、減反にしろ、一度構築された供給

ネットワークを堅持に維持し続ける方へとドライブを切る戦略であったことが明確になる。つまりそ

うした政策が実行されたさいには、ネットワークの閉鎖的な持続可能性だけが見込まれているのであ

って、その「展開可能性」、参入の選択的「自在さ」、他のネットワークとの「複合化」が視野に入れ

られて組み立てられてはいないのである。

2. 参照項としての働きを起点とする哲学（アンリの内的生）

これまでの論点の提起は、働きを起点に、それがどのように現実世界でネットワーク化し、その組

織化のパターンを自在に変えながら展開できるのかが焦点となっている。このような現実世界での働

きの出現とネットワークの成立を、哲学のオーソドックスな議論とリンクさせようとすると、非常に

強引な印象を与えざるをえない。確かに哲学の議論でもこれまで、モノの個体化や主体の形成、主体

間の関係性の形成、それと相即する世界とのかかわりの形成といった問題群において働きの出現が議

論されてはいた。しかしそこでは、働きの出現からネットワークが立ち上がり、それがシステム的な
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安定性を確保し、さらには変化や展開可能性を組み込むと同時に、別様な働きの出現に連結されると

いったことが、明示されることはほとんどなかった。 

たとえば、後期のハイデガーを通じて現象学が「現れないもの」の探究へと向かったことは周知の

ことである。現れは意識の現実ではあるが、意識能作によって現れが成立しているわけではない。こ

の意識からは独立の「現象化の働き」そのものが、哲学的探究の焦点となったのである。そのさい、

現れない経験位相の参照項となり、対照となり、往々にして批判すべき標的になったのが、「現れる

もの」として理解されてきた認知的、表象的志向性とその対象群である。この点は、生の現象学を主

導するアンリにおいて特に顕著になる。アンリが目指した「内的生」は、それ自体現れないまま、現

れの機構そのものを貫き、支えている生の充実であり、その働きである。『精神分析の系譜』におい

てアンリは、生の働きそれ自体が、歴史上の「現れの論理（脱立 extasis の論理）」のうちに、どのよ

うに回収され、歪曲され、見失われてしまったのかを、デカルト、カント、ショーペンハウアー、ハ

イデガー、ニーチェ、フロイトのテクストを丹念に読み込みながら描き出そうとしている 3。 

生それ自体は、どんなに厳密な思考論理を用いていようと、気を抜くと一挙に脱線し、生の脱立的

思惟となるか、あるいは生が脱立的思惟に従属させられてしまう。この著作でのアンリの主張は、こ

の一点のみである。問題となっているのは、「生それ自体」と、「生の表象、生の認識、生の外在化」

との差異であり、突き詰めれば「生」と「生の脱立」との差異である。生はみずから自身を一貫して

感じ取るだけであって、それは思考せず、想起せず、みずからを脱することもない。アンリの根元的

現象学がこの試みを通して到達する地点は、現れないもの（非現象性）における以下の二つの区別で

ある。つまり、「脱立的な表象に従属した地平の有限性としての非現象性」か、「生そのものの非現象

性」かである。アンリ本人の言葉では、「どの意識内容も直観や明証の『現在』を離れると、もはや

潜在的な表象にすぎなくなって不可避的に沈んでいくあの闇のことであるのか、それとも反対に、原

理上、脱-立の光を嫌う生そのものを指していたのか」4ということになる。 

またこの差異は、デカルトにおいては思惟（コギト）と思惟の情感性（内感）の差異として、ハイ

デガーにおいては脱立（外在化）と存在の開性の受容の差異として、カントにおいては内感（脱立）

と超越論的自我の現実存在（生）の差異として、ショーペンハウアーにおいては表象に従属する意志

（表象的身体）と力としての意志の差異として、ニーチェにおいては生の病と、超力としての生との

差異というように容易にパラフレーズ可能であり、フロイトにおいても無意識の二つのモードの差異

として解釈されている。ここまでくれば、うんざりするほどパターン化された思索の読み込みである

と素直に思える。確かに、生の働きという現象しえないものの場所をとにかく指定しようとするアン

リの努力は敬服に値する。にもかかわらず、生からの脱立こそがさまざまなモードをもって現実世界

を多様にしているのは事実であり、その脱立の運動と生そのものの運動にはどのような連関があり、

3 M.アンリ:『精神分析の系譜―失われた始源』（山形頼洋他訳、法政大学出版会、1993）。 
4 同上、458 頁以下。 
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そこにはどれほどの連結の度合いや質の変化が含まれているのかは、アンリの探究からは明示されえ

ない。

アンリは脱立的思惟を放棄することによって、「新しい広大な領野の解明」が行えると述べている 5。

しかしそのアンリの生に関わる記述とは、以下のようなものばかりである。「そこではなにひとつ脱

－存せず、すべては生の内在のうちで自己自身の内に安らっている」。「生は、自ら自身を被ることに

おける、自己の本源的感得である」。「生を生たらしめている生の本源的で無条件の永遠の自己内到達

こそが、本源的に無条件に価値を有し、このように価値あるものという資格で、およそ可能な価値評

価ならびに諸価値いっさいの原理を構成している」6。 

こうした生の記述からどのようにして、新しい広大な領野へと探究は前進するというのだろうか。

多くの場合、こうした絶対性を指標する生の自己確信は、その確信の強さに見合う経験事例を恣意的

に探し出し、それを用いて原理の正当化に力を注ぎやすい 7。また仮にそうであるとすれば、アンリ

哲学の核心は、脱立的な思惟を延々と迂回し、その外在性を次々と暴露していく最中でかすかに感じ

取られる、決して顕現化することのない内的生の感触に驚愕し、陶酔し、そこに安泰することである

ように思える。ただしそんなことだけであれば、哲学である必要はない。ともかくこうした議論が、

生の働きを解明する哲学的な経験記述のひとつであることは確かである。そしてこうした働きの解明

（生の働き）が、前述した現実の働きのネットワークの問題とつながる道筋がほとんどないことも上

述したとおりである。おそらく働きを起点とする現実の形成について、私たちは新たに学ぶ必要があ

るのである。

3. 働きを通じた現実形成のタイプ―ドゥルーズ・ガタリの経験

実のところ、現れないものへ迫ろうとするハイデガーやアンリの現象学的探究においては、感情系

の働きが現れないものの領域にそっと措定されていることが分かる 8。気分や情態性による世界の開

示も、自己触発する情感性としての生の充足も、広義の感情系の働きだからである。こうした図式を

5 同上、262 頁。「ショーペンハウアーが初めて主題化する根本的諸問題は、なぜ新しい広大な領野

の解明にではなく、袋小路に通じるような仕方で主題化されるのか。われわれは今やこれを理解する

ことができる。その主たる理由は、情感性を形相的理解の対象にする際の出発点になるべき本質が、

実は生の本質に、すなわち、情感性そのものと同一である生の本源的自己-触発に求められるのでは

なく、われわれがその存在者的概念と呼んだもの、すなわち、…欲望として縮小された生の把握に求

められることにある」。
6 同上、359 頁。 
7 哲学が陥りやすい罠については、拙書:『リハビリテーションの哲学あるいは哲学のリハビリテーシ

ョン』（春風社、2012）、191 頁以下参照。 
8 感情、情動系を通じた表象的経験の基礎づけは、哲学史上繰り返し現れ、現在においても活用され

ている。ハイデガーは特に前期から中期にかけてその傾向が強かった。ハイデガー:『存在と時間』(原
佑編訳、中央公論社、1980)、または拙論:「遭遇、パトス、神―出来事の記述と記述という出来事―」、

『現象学年報 26 号』、31-35 頁参照。 
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格子として、歴史的、社会的な働きのネットワークの基層で働く感情・欲動系の運動を指摘し、それ

を通じて現実形成が行われるという議論を組み立てることもできれば、個的主体の人格形成の最中で

働く欲動や感情を取り出し、そこから病態の解釈もできる。前者の典型はニーチェの意志概念に見ら

れ、後者の典型はフロイトの無意識概念の展開に他ならない。とはいえ、こうした感情系の働きは、

ドゥルーズ・ガタリに倣えば、パラノイア的な意味づけの過剰とひとつとなった経験の運動の回路に

陥りやすい。そこでは見えないものというどこか深遠な場所が捏造され、それに基礎づけられるよう

にして経験の安定化や病理化が図られる。場合によってこの図式は、「欠如の理論」として逆説的に

捉えることも可能である。たとえばアンリの場合、生それ自体の充足の真裏に、表象における生の不

在、生の脱落が理論枠に不可欠に組み込まれている。内的生がほとんど内実を欠き、記述の吟味の効

かないものであるとすれば、それは不在の象徴的シニフィアン（記号）にすぎない 9。 

この安定化には、論理的で意味的な整合性をまといつつも、揺るぎなさの感情が伴っている。ある

いは深遠なものに触れるという陶酔的な満足感も含まれる。そして、この安定化と充足の感情が、大

木を支える樹木の根のように世界現出の土台となれば、それはドゥルーズ・ガタリが告発する「樹木

モデル」の成立となる 10。樹木モデルは、構造的統一性、客観的基礎づけ、有意味性、統計的規則性、

家族主義、それに由来する罪責感といったものの偏重一切を包括する。この地平から見れば、同一的

客観性を指標とする実証自然科学も、それを主体的経験ないし存在的経験から批判的に発掘する現象

学も同じ穴のムジナである 11。このタイプの理論構築は、安定している経験に対する事後的な必要条

件の炙り出しが主な仕事となり、超越論的哲学では経験の可能性の条件抽出となり、フロイトの場合

は性的欲動の抑圧に基づく病態解釈となる。

ドゥルーズ・ガタリが「樹木モデル」に対して「リゾームモデル」を持ち出すのは、意味や主体、

物語（オイディプス）を媒介することで経験に過不足ない説明を与え、たとえ病的であれ経験を安定

させるのではなく、意味化や主体化、物語化といった、それ自体は同一的ではない経験を統一化させ、

固定させる働きとしてのプロセスそのものを変形し、問い詰める中から、世界の断片を拾い上げるた

めである。安定した根をもつ樹木は見晴らしの良い風景を経験に与えるのに対し、地中深くに錯綜し、

9 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:『アンチ・オイディプス 下』(宇野邦一訳、河出文庫、2006)、175 頁以

下参照。「構造が形成され出現するのは、欠如として定義される象徴的項との関連においてのみであ

る。非人間的な性としての大いなる＜他者＞は、表象において、常に欠如する項、あまりにも人間的

な性、モル的な去勢のファルスとしての大いなる＜他者＞のシニフィアンに席を譲りわたす」。
10 ドゥルーズのハイデガーに対する態度はそれほど明確ではないが、ハイデガーがドイツ語とギリ

シア語を相互に陥入させ合い、意味を動揺させ、新しい言語を創造しようとしていたことには、単な

る「言葉遊び」以上のものがあることを認めてはいる。G.ドゥルーズ:『批評と臨床』(守中高明・谷

昌親訳、河出文庫、2010)、190 頁以下参照。 
11 「フッサールは発生のことを考えてはいるが、必然的に『パラドックス的』で厳密に言えば『同

定可能ではない』（自己同一性も自己自身の起源もない）審級から出発するのではなく、反対に、任

意のすべての対象の同一性を説明する任務を負わされた常識[共通感覚]なる根源的能力と、任意の対

象の限りない道程の過程を説明する任務を負わされた良識の能力から出発するのは明らかである」。

G.ドゥルーズ:『意味の論理学』（小泉義之訳、河出文庫、2007）179 頁参照。 
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迷走するリゾームは、経験の振動に応じて風景を瞬間的に刷新しつづける。暗がりを一歩進むごとに

無数の入り口が立ち現れ、どこからそこに辿り着いたのかの道筋も分からなくなる。それがリゾーム

的経験のイメージである。

確かにドゥルーズ・ガタリも二項的な対立図式を執拗に用いてはいる。しかしその戦略の力点は、

アンリのように見えない生の働きを、形骸化した生を迂回しつつ暗示することにではなく、生そのも

のの働きに入り込み、そこからどれほど多様な二項対立が生み出されてくるのか、そして二項対立そ

のものを複数化し多様化することで生そのものがどのように変化するのか、その現場を取り押さえる

ことにある 12。しかも生の働きそのものの変化が示されて初めて、戦略の有効さが問われるような仕

組みも取り入れようとしている。そうしたリゾーム化する多様性としてドゥルーズ・ガタリが採用す

る世界の記述モデルの典型が、ミクロ物理学における「分子運動」である。分子運動は、統計的規則

に応じた挙動を示すモル的運動とは異なる。真冬に暖炉で温めた部屋の窓を開ければ、大気の運動が

生まれ、室温は外気温に近づいていく。空気の流れは、気温差を埋めるように行われる。これが統計

熱力学によって明らかにされるエントロピーの増大であり、モル的運動である。それに対して分子運

動は、ブラウンの洞察以降、統計的処理を介さないかぎりは一切の規則が見出せないランダムネスの

世界である。つまり、空気を構成する分子群は気温差を埋めるという規則に従って運動してはいない。

徹底化された細分化は、細分化の果てで規則を欠いたまま永久運動する世界の出現に立ち会うことに

なる。人間の体も、人間によって作られる機械も、分子から成立しており、そのつど観察者によって

総体として括られる分子運動の集合に他ならない。ここは「ミクロ物理学的なものと生物学的なもの

が区別されない領域であり、ここでは生物の中にもろもろの機械が存在するように、機械の中にもろ

もろの生物が存在する」13。 

ドゥルーズ・ガタリは、こうした分子運動に世界の記述の出発点を見出そうとしている。この分子

運動は、現象学的な明証性に照らした場合、決して到達できない疑似明証世界であり、構築された理

念の衣である。それは知覚することも、感覚することもできず、自然主義的態度を取ることで科学者

が初めて見出す、現象学的明証性から抜け落ちた超越対象に他ならないのである。とはいえ、超越論

的経験が一点の曇りもない純粋経験に到達できないのは、不断の分子運動が身体の物性を貫いている

からである。こうした世界の現実に迫れないのは現象学の限界であり、ひとつの哲学的態度に囚われ

た自覚なき自閉である。この点でドゥルーズ・ガタリは、現象学の無能さと手を切り、それを飛び越

えていく。そしてその選択こそが、働きを起点とする新たな世界経験の記述を可能にする手がかりの

発見につながると確信する。

①偶然性と間接性

分子運動を起点とすると、現実世界で見出される規則のほとんどは、統計的、確率的有意性をもつ

12 F.ドス:『ドゥルーズとガタリ 交差的評伝』（杉村昌昭訳、河出書房新社、2009）参照。 
13 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、135 頁。 
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ものにすぎず、その限りでその規則が原因となって結果が引き起こされることはない。事後的因果は、

現実形成そのものの条件にはなりえない。世界の運動は、あらかじめ存在する規則に適合するように

して起こる訳ではないからである。働きとしての「形成」、「生産」を見出すには、原因―結果という

カテゴリーでは足りないのである。というのもそのカテゴリーに内的にかかわる偶然性こそが問題の

焦点だからである。

キネシンというタンパク質の一種がある。ATP を加水分解しながら細胞内の微小管に沿って運動

する性質をもつことから、筋繊維を制御するミオシンと並んでモータータンパク質と呼ばれている。

それは細胞分裂や軸索輸送といった細胞内の物質運搬システムの形成にとって欠かせないタンパク

質である。分子量からいえば約 12 万の重鎖 2 本と、約 6 万の軽鎖 2 本からなる。このキネシンは微

小管上で ATP と結合することで、足状の形態を変化させる。この変化は微小管を形成するチューブ

リンからの離脱とともに行われ、それとともに足状の形態が前方に折れ曲がる。その後、ATP が ADP

に変わり、ADP そのものが放出されることで、再び折れ曲がった足がチューブリンに吸引される。

この ATP/ADP の結合と解離の繰り返しを通じてキネシンは微小管上をまるで歩行するか、滑るかの

ように移動し、様々な物質を輸送する。分子モーターと言われる所以である。

 とはいえ、高分子にすぎないこのキネシンは、輸送すべきものや輸送先、輸送方法を知っていたり

する可能性はなく、自ら動くという生物に固有な運動能力が備わっているわけでもない。ATP の結合

によってチューブリンから離れた足状分子に実際起こっていることとは、ランダムに動き回る周囲の

水分子から滅多打ちにされながら、その衝撃の総和に応じて、前後左右どこかへの傾きがおのずと強

められるということである。水分子の衝突の中で、キネシンが前方に進めるかどうかはあらかじめ決

められてはない。現実にはキネシンの中には後退したり、一歩も動くこともなく停滞し、振動し続け

るものも多数いる。つまり「輸送」という働きは、分子や遺伝子といった物質にあらかじめ刻まれて

いるものではなく、1000 のキネシン分子のうち、統計的な有意性を占める 6 割から 7 割ほどの分子

が前方に駆動できたさいに、それが「輸送」の実現と呼ばれているにすぎない 14。分子モーターとい

っても、車のエンジンのようにモーターが内蔵されているわけではないのである。

ここが、ドゥルーズ・ガタリが「偶然の領域」15と呼び、モノーが「無根拠性」16と呼んだミクロ

物理学の現実世界であり、機能は、運動するものにとって常に遅れて、そして間接的に出現する。分

子世界ではランダム性の中にさまざまな偏りが繰り返し生み出される。つまり、ランダムであるにも

かかわらず、なぜか一定の偏向が生じてしまうのである。ここにはシステムそのものの立ち上がりと

いう問題が現れており、この「偏ったランダム性」がキネシンの輸送機能を支えているのはすでに精

度の高い知見である。実際、キネシン分子を光ピンセットを用いて引っ張り負荷を与えると、この偏

14 M.ホウ:『ミドルワールド 動き続ける物質と生命の起源』(三井恵津子訳、紀伊国屋書店、2009)
参照。
15 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、140 頁。 
16 J.モノー:『偶然と必然』（渡辺格・村上光彦訳、みすず書房、1972）、89 頁。 
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りが消失し、完全にランダムな挙動しかしなくなるが、光ピンセットを外すと一方向運動が間もなく

再開される。

ドゥルーズ・ガタリは、このようなランダムな運動から出現する「偏り＝動的編成」という現象を

ミクロ物理学から借用し、それをマクロな歴史や社会、主体性といった多様な経験の運動の起こりに

重ね合わせていく。そこで出現してくるのが、統計的、統一的（有機的）、主体的、モル的な「パラ

ノイア型の現実形成」と、不規則的、非有機的、前人称的、前個体的、分子的な「分裂病型の現実形

成」の差異である 17。「人間の根底にはそれ〔エス〕がある。つまり、もろもろの分裂症細胞、分裂

分子、それらの隠語が存在する。ここにはまさに分裂症の生物学があり、分子生物学はそれ自身、分

裂症的なのである（ミクロ物理学と同じように）。ところが、逆に、分裂症、そして分裂症理論も、

生物学的であり、生物文化的なのである」18。 

先に見たように、キネシンは自ら自身や自らとは異なるものによって直接的に操作されてはいない。

機能の実現には分子運動のランダムネスが内的に介在し、この徹底的な間接性が因果そのものを貫い

ている。そして、そのようにして一切の事象世界をとらえてみるのである。私が手を動かす際に、私

の思考と身体運動の間には何段階もの間接的、分子的手続きが介在し、知人が私の発言をきっかけに

席を立つ際にも、無数の間接的手続きが介在する。「手がぶつかってコップが倒れた」という因果的

事実認定は、完全に誤っているか、簡略化されすぎているのである。というより、その簡略化そのも

のが、社会性を虚構し、歴史性を改竄してきたのであり、そこに固有の人間と人間の思考の病を見る

のである。そのさい重要なのは、致命的なほど簡略化された世界記述の裏側に、どれほどの間接的手

続きが新たに発見されうるのかである 19。 

②欲望、集合的記憶、二重作動

ドゥルーズ・ガタリが用いる「機械」という概念は、ガタリ由来のものであるが、「欲望」や「記

憶」、「無意識」といった、これまで優れて主体化されてきた概念を動揺させるために用いられている。

欲望する機械、機械の記憶、機械状無意識という学術的意味の矛盾的、無意味的使用法を駆使しなが

ら、主体化以前の固有な経験の運動を指し示そうとしている。「ひとたび、機械の構造的統一性が粉

砕され、またひとたび生物の個体的かつ特有的統一性が拒否されてしまうと、機械と欲望との間に直

接の結びつきが現れ、機械は欲望の核心に入り込み、欲望するものとなり、欲望は機械状になる。欲

望が主体の中にあるのではなく機械が欲望の中にあるのだ。―残滓としての主体が別の側に、この機

械の傍に、その周囲全体にある。それは諸機械の寄生物、機械化された脊椎動物の欲望の付属品なの

17 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、128 頁以下及び、そこの図を参照。 
18 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、141 頁。 
19 荒川修作、M.ギンズ:『死ぬのは法律違反です』（河本英夫・稲垣諭訳、春秋社、2007）における

建築における手続きとしての間接性の活用も参照。
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である」20。 

キネシンの分子マシーンは、生物の中の機械（無生物）であるが、キネシン自体はタンパク質であ

るかぎりすでに有機化された生命の一部である。それは分子の不断の運動とともにそれとして現れて

しまう偶然性に貫かれた偏りである。したがって、その偏りはいつでも変異し、別の偏りに取って代

われてしまう。だからといって、正当な偏りがある訳でもなく、それ自体としては故障することもあ

りえない。「欲望機械とはどのようなものか、次のように説明できる。まずそれは形成する機械であ

って、その故障さえも機能的であり、その機能は形成の働きと識別されない」21。 

分子の欲望やタンパク質の欲望についてどのように語ればよいのか。そもそも分子には個性がない。

それぞれは区別されず、ただ絶え間なくランダムに運動を行うため、それぞれの位置を指定すること

もできない。この局面では統計処理を介さないかぎり、規則性と呼ばれるものは一切取り出せない。

しかし分子量が万単位で化合し、ポリマーという高分子の有機化合物（炭素化合物）が出現すると、

途端にそれぞれの個体性を通じて多様な機能が発揮されるようになる。DNA や RNA の核酸も、タン

パク質もその例証である。水分子が、直径 1 ナノメートルの 10 分の 1 ほどの大きさしかないのに対

して、DNA のらせん状のヌクレオチドは引き延ばすと 1 ミリを超えるほどの大きさをもつ。その意

味でも高分子はすでに巨人級である。それが通常は、細胞核に浸された水の中で直径数十ナノメート

ルの球状に折りたたまれている。この高分子の「折りたたみ（folding）」を 1950 年代に最初に明らか

にしたのが化学者アンフィンゼンである。残基数が 100 以下の小型タンパク質は、加熱されたり、未

知の培養液等に入れられると、長く伸びきった鎖状に変化するが、もとの培養液に戻すと 1 秒以内に

正確に以前と同じ形態に折りたたまれる。電位やエネルギーの安定的な形態配置パターンは無数に存

在するはずなのに、なぜか「変性状態」から「自然状態(native state)」に一意的に戻ってしまう。残基

数が少ないものでは、「中間形態」がほとんど存在しないようである。そうした現象を発見したアン

フィンゼンは、タンパク質があたかも記憶をもち、以前の形を求めているかのようであると感想をも

らしている 22。 

折りたたまれたタンパク質の三次元的配置の形成は、そのまま機能性の発現となる 23。ドゥルー

ズ・ガタリでは、こうした事態が表現と内容を媒介して現実を多様化する「二重分節」と言われ、河

本では行為という特質そのものから「二重作動」と呼ばれる 24。つまり形態の獲得が、同時に機能性

の発露となる現実が存在し、二つの間には因果的にも、意味的にも、論理的にも対応関係を明示する

ことができない。たとえば、タンパク質の一種であるフマラーゼという酵素は、フマール酸をリンゴ

20 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、134 頁。 
21 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、下巻、2006、136 頁。 
22 M.ホウ:前掲書、2009 参照。 
23 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:『千のプラトー 上』(田中敏彦・豊崎光一他訳、河出文庫、2010)、103
頁も参照。 
24 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、上巻、2010、103 頁、及び河本英夫:『システム現象学』（新曜

社、2006）、398 頁以下参照。 

518



酸にする加水反応を触媒する 25。この反応は酸素呼吸を行う生物にとって重要なクエン酸回路の一部

をなしている。とはいえこのフマラーゼは、フマール酸の幾何異性体であるマレイン酸にはまったく

反応しない。幾何異性体とは、原子の組成式は等しくても、炭素骨格の方向性が異なるため、三次元

空間内では重なり合うことのないポリマー対のことである。高分子の空間的配置の違いだけが、化学

反応の選択性を生み出している。そこにはなぜその形態がその機能性をもつのかという理由も、根拠

も存在しないまま、現実世界の化学的変化をおのずと調整してしまう。またたとえば、DNA の遺伝

情報を翻訳するための 64 パターンの組み合わせをもつコドンが、20 種類のアミノ酸にしか対応して

おらず、その 20 種類のアミノ酸から生体タンパク質のほとんどすべてが作られることにも、理由や

意味づけがあるわけではない。ということは、こうした形態と機能の選択的パターン化が維持されつ

づける保証も根拠も本来どこにもないことになる。 

 現在わかっている触媒、生体構造形成、情報伝達、運動、栄養の貯蔵、輸送、蛍光といったタンパ

ク質の機能性には、それ固有の分子形態が対応しているが、この立体構造は、それ自体では何の意味

もなさない。つまり二重作動には、作動に対応する環境がそのつど浸透していなければならない。キ

ネシン（輸送）やフマラーゼ（触媒）が機能性を発揮できるのは、輸送のためのチューブリンや、触

媒される別のタンパク質、およびタンパク質を浸している内部環境の諸条件が巨大パズルのような複

雑な分子的配置と運動の只中にあるときだけである。その意味でも分子的記憶はそれ自体集合的であ

り、集合的にのみ獲得されてきたものであり、その巨大パズルの微視的変化に応じて、繰り返し再編

されうるような記憶である。 

こうした場面での「記憶」の働きは、意味由来のものでも、外的に挿入される物語的過去でもない。

運動の反復に応じて細かな差異が生まれ、それが起動しやすさ、速度の調整、リズム的な同期を多様

化する「手続き記憶」的なものに近い。ホメオパシーという疑似医療の一種がある。現在でも砂糖水

に様々な成分を混ぜ、それを極度に希釈することで治療薬が処方されている。レメディと呼ばれるこ

の処方薬は、成分の入った水を 100 倍に希釈するような作業を何十回と試みることで作られるが、そ

こまで希釈をくりかえすとすでにただの水に戻っている。しかしそうであってもその水には、物質が

そこを潜り抜けたという記憶が残っていると主張されてきた 26。 

ここでの水の記憶は、現代科学では信じるに値しないものではある。だからといって分子的記憶が

ありえないことにはならない。タンパク質の個体化やその化学反応の選択性、機能性の持続、変異等

による機能性の再編には、記憶と呼んでもよいほどの集合的働きとその組織化が関与している。選択

性が出現するということには、観察者にとって明確な選択が取り押さえられる前段階で、分子的運動

の変異とパターン化が起きているという仮説が含まれる。まだ未解明の部分が多い狂牛病として知ら

れる BSE は、病原菌やウイルスによってではなく、タンパク質であるプリオンの立体構造が変異し、

25 これはモノーが提示した有名な例である。J.モノー:前掲書 1972、57 頁以下参照。 
26 S.シン、E.エルンスト:『代替医療のトリック』（青木薫訳、新潮社、2010）130 頁以下参照。 
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正常なプリオンが異常プリオンに置き換えられていくことによって起こると言われている。一面真っ

白だったオセロ盤が徐々に黒に反転していくように、それまでの形態と機能群が別の形態と機能群へ

と変化するのであり、そこでは分子的記憶の新たな編成が生じている。

通常、異常形態をもつすべてのタンパク質が何らかの機能性を獲得するわけではない。その大半は、

機能性を失うか、他のタンパク質との結合ができないまま分解されるか、特殊機能性を発揮しても、

それが持続的に再生産されることなく消失してしまう。選択性から機能性へと進む前段階で、おそら

く膨大な変異形が、既存のタンパク質の集合的働きのネットワークに間接的に影響を及ぼしており、

それら多くの変異形が除去されていても、除去というプロセスそのものの履歴でさえも次の選択性の

出現に関与すると予想される。ここで問題になっている記憶は、手触りや感触、予感、余韻、引っ掛

かり、緊張、緩和、運動リズムといったものとともに出現する、どこまでも離散的な強度として現実

化する記憶である。それは、「偏り」と呼べるほどの強い方向性をもつ働きが出現する以前の経験位

相である。形態の微細で連続的な変化は、新たな機能の出現に非連続に結合し、その機能性の発現が

形態の配置それ自体に再度影響を与える。二重作動のモードの切り替えには、記憶の再編とそのタイ

ミングが同時に関係している。

それと同じように分裂性経験では、周囲のだれもが理解できず、当人すらも理解できない記憶の再

編が行われている可能性が高い。ひとつの出来事をきっかけとして、当人がかかわる世界と、世界に

ついての記憶のすべてが新たな配置に置き換えられ、当人の行為連関一切が別の現実へと接続されて

いく。こうしたきっかけの典型が「声」であることはこれまでも様々に語られてきた。分裂性妄想で

は、自分の内省的声が別人の声でもあり、それはいつでも自分への指令語として行為の誘発を内在さ

せる。主体が語るのではなく、集団が主体において語りを支配する。そのとき言表は、私が直接語る

ものではなく、私において集団が語るという間接的なものとなる。「間接話法は主語を区別すること

によっては説明されない。この言説の中に自由に現れるものとしてのアレンジメント（編成）こそ、

一つの声の中に出現するあらゆる声、シャルリュスの独白の中の若い娘たちの歓声、一つの言葉の中

の無数の指令語を説明するものだ。『サムの息子』というアメリカの殺人鬼は、祖先の声に煽動され

て殺人を犯したが、この声は一匹の犬の声を通じてやってきた」27。分子的経験と分裂性経験を、記

憶の編成および再編として直結させること、それはすなわち、行為や運動、記憶の働きの微細な変化

が、機能性ネットワークの質的な転換につながってしまう場所を指定することでもある。そのさいの

作業仮説が「無意識の中には、もろもろの個体群、集団、そして機械しか存在しない」というもので

ある 28。 

27 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、上巻、2010、173 頁。 
28 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:『アンチ・オイディプス 下』(宇野邦一訳、河出文庫、2006)、130 頁。 
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③働きと境界形成 

 ドゥルーズ・ガタリが企てた重要な論点のひとつとして、現実の出現という出来事に含まれる、現

実そのものの境界の形成を組み込んだことが挙げられる。つまり物の形態や、統一的、客観 的意味

を通じた境界（認識論的境界）ではなく、働きのさなかに出現する境界区分（領土化）および、維持

された境界の解除（脱領土化）、別の境界形成への進展（再領土化）を、観察記述とは独立の現実記

述に取り入れたのである。分子的記憶の再編は、機能性を包括する働きのネットワークの立ち上がり

を貫く現実の境界の変更とともに遂行されるが、それは観察記述からのズレを多分に含みこむもので

ある。 

ドゥルーズ・ガタリが境界設定の事例として頻用するのは、蘭と雀蜂とのかかわりである。種子植

物の生殖の働きは、受精にかかわる器官としての構造部位、花粉、大気組成、風力や湿度、温度、そ

して花粉を運ぶ昆虫とともに成立する。ひとつの働きが多くのものを巻き込む形で実現される。この

「巻き込み」という表現は、それぞれがその働きを実現することを目指しているわけではないにもか

かわらず、働きそのものを付随的、間接的に駆動させてしまうことを意味する。蘭の生殖のネットワ

ークと雀蜂の食糧確保のネットワークはそれと気づかずに交差している。雀蜂は蘭の生殖のネットワ

ークに組み込まれ、逆に蘭は雀蜂の群れの生存を維持することに貢献している。しかしここでの関係

を、「相互恩恵」といった安易な言葉で理解してはいけない。蘭が雀蜂に感謝することも、雀蜂が蘭

にお礼回りすることもありえないことであり、彼らがそもそも働きを意識的に実行しているとは思え

ない。むしろこの事例も分子的運動の派生形のひとつである。蘭は自前の生殖器官をもちながら、同

時に自らで生殖することができない。「植物のテーマ、すなわち花々の無垢は、私たちにさらに別の

メッセージと別のコードをもたらすからである。それぞれが両性であり、二つの性をもちながら、二

つの性は仕切られており、たがいにコミュニケーションを行わない」29。この意味では、雀蜂が花弁

の中を動きまわることこそが、蘭の生殖成就のための一条件となる。だからといって雀蜂は、生殖の

働きにとって必須ではなく、場合によっては風や他の昆虫、動物を通じても受粉は可能である。では

この条件とは、何を意味しているのか。それは必要条件でも、十分条件でもなく、生殖を実現するた

めの複合的働きが連鎖的に継続されるためのきっかけの一つという意味合いにすぎない。にもかかわ

らず、適切な時期と場所で、雀蜂が動き回ることでそうした働きのネットワークを駆動させてしまう。

さらには雀蜂が寄り付きやすいように、蘭自体の形態の獲得には進化の過程が隠されている。花の形

や色、器官が、現在の形をとどめていることの背後には膨大な進化史があり（共進化）、決して思い

起こすことのできない集合的記憶の再編がここでも明確な機能性の出現の背後に潜んでいる。 

蘭の形態、色彩、フェロモンは雀蜂の飛翔運動をそこへと収斂させる焦点を作り出すかぎりで、雀

蜂の食糧確保にかかわる働きのネットワークの一部に取り込まれており、そのネットワークから見れ

29 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:『アンチ・オイディプス 上』(宇野邦一訳、河出文庫、2006)、135 頁。 
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ば蘭は雀蜂の食糧確保という現実性を形作る要素である。しかしその真裏で、雀蜂は蘭の生殖の働き

の一部となっている。雀蜂と蘭の現実性は、共有されることがないまま、相互の輪郭を変動させ、交

差させる。「蘭は雀蜂のイマージュやコピーを形作ることによって自己を脱領土化する。けれども雀

蜂はこのイマージュの上に自己を再領土化する。とはいえ雀蜂はそれ自身蘭の生殖機構の一部分とな

っているのだから、自己を脱領土化してもいるのだ。しかしまた雀蜂は花粉を運ぶことによって蘭を

再領土化する。雀蜂と蘭は、非等質であるかぎりにおいてリゾームをなしているのである」30。 

子供がふと蘭の花に手で触れたり、鳥の糞が花弁に落ちたりすることも、それとともに生殖のネッ

トワークを駆動させてしまうことがある。その意味では、蘭の生殖のネットワークの延長上からは、

決して雀蜂の食糧確保のネットワークは出現しないし、何らかの別のネットワークを指定したりもし

ない。むしろ「蘭―生殖」という現実の成立には、いつでも「雀蜂―食糧確保」、「子供―遊戯」、「鳥

―排泄」といった別の機能性のネットワークが、ひとつの現実の裏側で立ち上がり、作動しうる。こ

こで問われているのは、働きを徹底的に貫く現実の観察である。巣に帰り、休息している雀蜂の集合

は、物理的距離として蘭とは遠く隔たっており、認識される雀蜂の集合にとって蘭は境界の外部であ

る。にもかかわらず、蘭の生殖の働きを駆動させる潜在的要因として雀蜂の集合はいつでもその働き

と現実の境界線上にある。物理的境界とは異なる境界の設定が問題になっているのは確かである。 

この時点で先に論じた分子的運動の「動的編成／偏り」は、働きの境界の形成へとパラフレーズさ

れていることが分かる。ドゥルーズ・ガタリが取り上げる「雀蜂と蘭」、「馬と人間と鐙」、「アマゾネ

スと弓と草原」といった事例は、固有な境界設定（領土化）の事例であり、それぞれが固有の働きの

ネットワークを駆動させることで現実の境界を浮き彫りにする。乗馬という行為そのものにとって馬

と人間と鐙は、その行為の継続に参与するかぎりで、その現実に組み込まれている。そしてその場面

で、乗馬という行為そのものの働きから、馬と人間と道具のかかわりが記述されねばならない。たと

えば鐙の装着具合の悪さが、馬の運動速度を変化させ、走行パターンをゆがませる。そのこと自体に

気づかない人間が鞭の強さを強めることで、走行パターンがさらに歪なものに進んでいく。あるいは

走行パターンの違いを咄嗟に察知することで鐙の歪みを修正する。こうした行為のさなかで、現実の

度合いの変化、そこからの現実の分岐が起こる。つまり乗馬という行為そのものが維持できずに落馬

したり、あるいは乗馬という現実が透明になることで射的という別の行為が接続可能になる。こうし

た場面で問題になるのは、意味的つながりや論理的つながりではないし、ましてやエディプスのよう

な物語的つながりでもない。本来、行為のさなかで起きていることは、乗馬している人を外から眺め

る観察者にとってほとんどよくわからない出来事である。 

こうした現実記述を焦点にしようとすると、どのような働きのネットワークに視点を入れて記述を

行っているのかという問いが前景化することは確かである。現実はその記述とは異なる。そのため記

30 G.ドゥルーズ、F.ガタリ:前掲書、上巻、2010、29 頁。 
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述をどんなに詳細にしようと現実そのものは無限に遠退いてしまう。こうした言い掛かりに近い懐疑

の設定は、哲学的認識論の習い性となっており、アンリにも典型的に見られた。生とその記述、行為

とその記述、現実とその記述には、そうした困難は不可避でもある。にもかかわらず、記述のスタイ

ルを変更させ、概念を更新することで、現実そのものとの距離感が変化することはある。それは現実

を説明するというよりは、記述を介して現実を出現させてしまうことに近い。観察を排したそれ自体

と、その記述、さらには外的な位置から認識される観察、それら相互の区別自体を観察すること。こ

うしたことで観察は高次化され、セカンドオーダーからメタ記述へと至る。これはルーマンがとった

システム記述の戦略のひとつであり、現象学的にはブレンターノが心的対象の発見にも用いていた。

これだけでも確かに現実の異なる位相を取り出すことはできる。しかしドゥルーズ・ガタリが企てよ

うとしていることは、こうした観察の高次化や序列化という知的操作に含まれる理性的作為を端的に

取っ払ってしまうことで、現実とその記述に何が起きてしまうのかという可能性の問いでもある。こ

こには、高度化や序列化という現実の発見の方法それ自体が、偏った現実の一局面にすぎないのであ

るから、それにより多大な経験が見過ごされてしまうという警鐘が含まれている。

ドゥルーズ・ガタリが概念的戦略とともに、ここで取り上げた試みを実行したことは確かである。

しかし今や問題はこの先にある。単純に考えてみても、彼らの議論には現実の境界の出現、境界の変

動、境界の消滅にかかわるシステムの機構が見出せない。動的編成の条件や作動が継続するための経

験の内側からのシステム記述の手がかりが見出せないのである。そのため、現実に起きた特異的事例

を取り上げることはできても、現実そのものの新たな立ち上げというプロセスの記述には程遠い印象

を受けるのである。ドゥルーズは、あるインタヴューにおいて「ガタリと私がリゾームと名付けたも

のは開かれたシステムの一例に他ならない」31と述べている。そのさいドゥルーズが想定しているの

は、線型的な因果性を放棄することから始まるシステム記述である。その意味でもこの「開かれたシ

ステム」が、どのように機構化されるのかが、働きのネットワークを考えるうえでの最重要課題とな

り、1970 年以降、新たなシステムの形として導入されたオートポイエーシスとの接点が生まれるこ

とにもなる。たとえばその開発者の一人であるマトゥラーナは、「生命システム一般、とりわけ神経

システムは、環境を制御するという進化を経て現在の形態へと到達したが、これらのシステムはそも

そも環境を制御するようには作られていない。そのため私たちはこれらのシステムについて語りうる

ことだけを語ることができる」（H.R.マトゥラーナ）32と述べている。環境を制御するために進化が進

んだと見るのはあくまでも進化に意味を見出そうとする外的観察者である。

31 G.ドゥルーズ:『記号と事件―1972‐1990 年の対話』（宮林寛訳、河出書房、1992）、「千のプラト

ーを語る」57 頁以下参照。 
32 H.R.マトゥラーナ、F.J.ヴァレラ:『オートポイエーシス 生命システムとはなにか』（河本英夫訳、

国文社、1991）、239 頁参照。 
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しかしそのシステムを子細に調べてみると、そこには環境制御という機構そのものが神経系の仕組

みからは見出せないことが判明したのである。生命というシステムは、それ自体環境に適応するとい

う機構を備えていないにもかかわらず、環境に適応しているようにしか見えない。この両者の隙間に、

システムと環境そのものの特質があるとして課題設定したのがオートポイエーシス構想である。働き

とともに出現する現実はシステムの成立と同時に、しかも不可分に起こる。しかし問題は、このシス

テムそのものの機構の解明なのである。
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モア・ディヴェロップメント――認知の彼方へ

文学部 河本英夫

［音イレ］寺井尚子 シャコンヌ

周期性のあるもののすべて

周期しながら、そのつど変化していくもの、差異と反復を行うもの

ラセン階段各種を基調にする、階段やラセン階段を多く集める(各所で使う) 

花時計、日時計も活用する

満開の桜と散り行く桜、満天の星と運行、月に引っ張られてもがく地球、満天の銀河、

太陽系(２億年の周期で銀河の末端を周回している) 

距離と距離の変動の周期

回遊する魚、渡り鳥、遊牧民

ステンドグラス各種、教会のステンドグラス(ガラスは 600 年に一度の周期で動いてい

る) 

機械、水車各種、時計、砂時計、日時計(フラワー時計)、振り子時計、ビッグベン、身

体という時計(腹時計)、細胞分裂、細胞の増殖、植物の鶴巻、天まで届く植物、サバン

ナを移動する動物、川をわたりきれずそのつど死んでいくムーの群れ、発達障害児、

中枢性障害、

デュシャンのレディメイド

現実は出来(しゅたい)する。 

出来する現実には、いっさいの理由が欠けている。

何故という問いには答えようがない。

どの原因も際限なく遡ることができる。

だからすべての事象には特定の原因はない。

因果とは、事実の裂けるような苦渋のフィクションである。

だがきっかけはあり、おのずと進行してしまうプロセスはある。

そのためすべてのシステムには履歴があり、記憶がある。

システムがそうなることの理由も原因もない。

だがこうなってしまったことの
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確かな事実と現実はある。

そこにシステムの否応のなさがある。

私にはいっさいの選択が欠けている。

私がこのようであるのは、

私が選んだことではない。

だが間違いなくこのようになっている。

誰しもこのようである自己以外の自己には成りようがない。

またそれ以外の自己を生きることもできない。

すべての発達は選択されたものではありえない。

健常者にとっても、障害児にとってもこの事態は同じである。

中枢性疾患が治癒しても、気が付いたらそうなってくれただけである。

それは私が選択したことではない。

形成プロセスは、認知的選択とは異なる回路である。

私がこうなったのは、私の努力とは直接関係がない。

だが私が努力したから、私はこうなったと思いこむ。

それが「意識の錯誤」である。

意識は、物事をみずからの直接性に歪曲する。

モア・ディヴェロプメント

――認知の彼方へ

[音イレ]貴婦人のタンゴ 

クレーの幼児画、キリコの境界のクッキリしたもの

重度障害児(静止画像複数) 

私には、発達はない。

それはすべての健常者と同じである。

私は何かになろうとしてもおらず、

身に付けなければならないものは何もない。
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だが観察者は、私を障害児と呼ぶ。 

法外な名称に、私は戸惑うこともできない。 

私には欠けているものは何一つない。 

だが観察者は、何もかも欠けていると言う。 

私の世界は、静寂に満ちている。 

静寂とは過剰感覚である。 

だが観察者は、それを欠落だと言う。 

いったい私に何を求めようとしているのか。 

 

別様である自己は、意識によって知ることはできる。 

だがそれはただ知っているだけである。 

知っているのは実は観察者である。 

だがみずからそう成ることはできない。 

そうなる自己をイメージで思い描いてみることはできる。 

だが思い描いたから、そうなるのではない。 

ここに認知の限界と無力がある。 

そして認知を超えた行為の力が必要となる。 

成ることは、自分自身にとっても隠された密かな行為であり、一つの奇跡である。 

奇跡に立ち会うことのできるセラピストは、幸運の使徒である。 

 

いっさいの選択を欠いて、なお可能性に賭けることはできる。 

魂のうちに目覚める未知なるものに賭けるように 

おそらく私は進んでいく。 

この目覚める未知なるものの量を計量するのが、熟練したセラピストである。  

そこにシステムのかけがえのなさと、セラピストの戦いがある。 

 

 

 

［音イレ］サマー・ロマンス 

発達障害治療例(人見さん、できれば動画) 

映像がしばらく進んだところで、以下の文章。朗読は、ドイツ語で。 
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生あるものは、外的な影響のきわめて多種多様な条件に順応しながら、しかもある種

の既得の断固たる独立性を放棄しない。こうした性質をうまれながらにあたえられて

いる。 

 

 

あらゆる生物がいかに興奮しやすいかを思いみるがよい。条件がほんの少し変わった

だけで、ほんのわずかなそよ風が起こっただけで、たちまち個体内に極性が存在する

ことが明らかとなる。それは元来、あらゆる生物の体内にまどろんでいるのである。 

 

 

緊張とは、生気に満ちたある生物が、自己を表明し、個別化し、対極化しようと万全

の準備を整えながら、一見無頓着に見える状態である。 

 

                     (ゲーテ『箴言と省察』) 

 

 

 

［音イレ］月の光 

ダヴィンチの輪郭線各種とボッティチェリ、ラファエロを対比的に 

デュシャンの階段を下りる裸婦 

渦巻き、入道雲、雨だれ、川の分岐、氷河、流氷、名残雪、 

分岐するもの 

木本さんカオス図形（静止画、動画、最新画、最新作） 

三角錐、四角錐等の逆転像 

 

運動するものは、そのつど輪郭を刻む。 

樋を伝わる雨も、同じ量だけ落ちていくのではない。 

一時に大量に落ちることもあれば、ちょろちょろとわずかずつ 

落ちることもある。 

非周期的で非規則的な運動を繰り返している。 

運動は輪郭を刻む。 

そのことをテクニカルに示しているのが、 
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カオス理論である。 

この輪郭線が、新たな変数を獲得する場合には、新たな運動が生まれる。 

それがエマージェンス(創発)である。 

北京の蝶の羽ばたきが、フロリダでハリケーンになることもある。 

輪郭は、つねに新たな運動への予感に満ちている。 

ダヴィンチのまなざしがそこに働いている。 

すべての周期的な運動は、そのつど変動しながら 

ときとして中心点を変える。 

一点で立つ三角錐のように、 

まさに運動することによって、かろうじて立つことができる。 

 

生命は、輪郭線を境界に変えていく。 

みずからを閉じることで、新たな現実が出現する。 

閉じることで、みずからを世界内の一個の特異点とする。 

それがすべての生命の特質であり、 

システムの否応のなさの由来である。 

みずからを閉じることは、生きていることの本性であり、 

個体化の別名である。 

それは自分の境界を知り、境界を操作することではない。 

知るとは異なるかたちで成立する現実がある。 

そのことは生きていることにともなう大半の現実である。 

システムの本性は、世界へ開けていくことではなく、 

どのように開こうともみずからは閉じていることである。 

それによって世界に触れることが必要となる。 

閉じる回路に接続可能な回路だけが、システムの自己を変える。 

(デュシャンの絵、階段を下りる裸婦) 

 

輪郭に代えて、世界に境界が出現する。 

ボッティチェリが開始し、ラファエロが継承したこの手法は、 

みずから自身に回付する運動の剰余と抗いがたい謎に満ちている。 

 

閉じてしまうものには、おのずと出現する内発性が生じる。 

それが感情である。 

529



感情はおのずと出現する。 

運動が思うに任せないとき、それを代償するように感情は出現する。 

感情はかたちを変える。愛はときとして憎しみとなる。 

だから愛と憎しみは、過度の関心に裏付けられる。 

愛の反対は、憎しみではなく、むしろ無関心である。 

邪気のなさは、自足する快であり、慈しみは溢れ出る快である。 

 

 

 

［音イレ］ 

 

この箇所システム基礎論、光の過剰、光の過剰の反復、逆光、後光、 

みずからを感じ取る世界的女優（ビビアン・リー、 

エリザベステーラー、マレーネ・ディートリッヒ、ライザ・ミネリ・・・・） 

発達障害児と交互に 

宇宙空間、満天の星、 

砂漠、一面の泥、農地、一面の芝生、一面のひまわり 

 

 

 

システムが閉じることをつうじておのずと成立したとき、 

奇妙なことが起きる。 

認知は、本来みずからに回付する。 

それと同時に、認知は環境と世界へとみずからを開こうとする。 

だがこの開き明けは、みずからに回付することをつうじてしか成立しない。 

 

認知は、すでに知ることのできるものだけを、知りうるだけである。 

認知しなければ分からない人は、認知しても分からない。 

説明しなければ分からない人は、説明しても分からない。 

言語で語らなければ分からない人は、言語で語ってもわからない。 

そこにタイミングがある。 

 

認知的訓練は、運動訓練以上にタイミングと結び付く。 
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知るとは、行為の可能性につきしたがうことによってのみ成立する。 

ただ知ることによっては、行為の可能性は拡張されはしない。 

知ることは、運動を導くことはない。 

つねに認知の一歩先が必要となる。 

しかも認知を括弧に入れることによってのみ到達される前進がある。 

 

閉じる運動に不可分にともなうのが触覚である。 

そのため触覚はおのずと出現する感覚であり、 

通常、それじたい潜在化している。 

このとき認知はつねにすでに遅すぎる。 

いっさいの現実に手遅れになって出現する表象がある。 

その表象を現実の代替物として解釈を行うのが、認知である。 

認知は、それじたい一つの代償行為である。 

そのため意味をあたえることは、世界を過度に安定化させてしまう。 

世界に意味をあたえる手前に、世界に触れるという広大な体験の領域がある。 

手遅れになることによって獲得されるアドヴァンテージはある。 

それが人為的に選択の場所を開くことである。 

意識とは、手遅れの別名であり、 

意識を直接的に活用することは、 

全身を持ち上げるために、自分の靴ひもを引っ張るようなものである。 

認知をつうじて接近し、まさに認知を括弧に入れることによって、 

確保される体験領域がある。 

認知の手前に潜り込むこと、それが現象学の課題である。 

 

 

(光の点滅、点滅の反復、強度性の経験を導く、反転するもの) 

システムは環境とカップリングする。環境は、認知の対象でもなければ、 

ましてや情報ではありえない。 

システムと環境とは、創発の水準を異にする。 

このズレに、感覚が成立する。 

湿度の過小は、味覚も臭覚も変容させる。 

感覚は、環境を感知するのではない。 

感覚はみずからを感知する。 
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(ヨハネス・ミュラーの類種エネルギー説) 

環境の変化率は、感覚に変化を強制する。 

この変化は、感覚の本性に従ってしか起こらない。 

感覚は変化率をきっかけとして新たな動きを獲得することができる。 

この変化率こそ、強度である。 

 

 

［音イレ］アヴェマリア  

草原遠景、森林遠景、大河遠景、地球遠景、熱帯植物、一面の裸子植物 

シダの群生、マングローブ、ラセン階段 

影、人の影、建物の影、影を多く、以下朗読 

クリムト 

臨床像各種(青木さんの重度片麻痺) 

岩崎さん重度片麻痺、できれば左麻痺 

間に、稲垣君のかつての岩登りと現在の岩登りの違いがくっきりと出るように 

 

 

シダの少女は綱の目状にひろがった水路を白い船で進む。櫂先が天から降ろされ、水

面の風景が放射線状に割れる。わずかに、ちいさい何かが壊されていく。 

 

シダの少女は背中に時計の針をくくりつけている。シダの少女はあまり重いふうもな

く、時計の針を背負ったまま、時おり空をみあげてはまた、白い船の櫂先を水面へと

向ける。水分を含んだ風が、シダの少女の首筋を舐める。 

 

水路の両岸にシダ類は増殖していく。シダ類は水の流れとともにみずからの影をひき

ずって、次第に形態を不明確にしていく。 

 

シダ類の増殖は、みずからの残像による増殖ではなく、中心をもった、宇宙拡大の図

式のように増え続ける。たくさんの胞子が霧状に散って、風景の中心をシダの少女は

進んでいく。 

               (芦田みゆき『喫状の記号』) 
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左脳とその言語中枢を失うとともに、瞬間を壊して、連続した短い時間をつないでく

れる脳内時計も失いました。・・・ 

「自分であること」は、変化しました。周囲と自分を隔てる境界をもつ個体のような

存在としては、自己を認識できません。ようするに、もっとも基本的なレベルで、自

分が流体のように感じるのです。・・・ 

左脳は自分自身を、他から分離された個体として認知するように訓練されています。

今ではそのかた苦しい回路から解放され、私の右脳は永遠の流れへの結びつきを楽し

んでいました。もう孤独ではなく、淋しくもない。魂は宇宙と同じように大きく、そ

して無限の海のなかで歓気に心を躍らせていました。 

             （ジル・ボルト・テイラー『奇跡の脳』） 

 

 

 

[音イレ]映像の音をそのまま使う。あるいは軽く 

映像を切り変えながら 

大野一雄 歩行 背中、手 

土方巽の歩行 

天児牛大の歩行 

勅使川原の歩行 

大越さん映像(歩行) 

老人歩行、 

幼児歩行 

平均的歩行 

歩行ロボット 

手段歩行 

タップダンス(タケシ) 

映像を比較的長めに 

映像を対比的、対照的に 

 

背景映像に、津波、大震災、地震交互に 

二足歩行とは天災のことである。 
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学ぶことのできないものがある。 

学ぶという仕方では習得できないものがある。 

追憶のなかでしか確認できない学習はある。 

三ヶ月後にはじめて確認できる治療はある。 

停滞する時期を潜らなければ、開始できない治癒がある。 

確認できる改善は、すべて代償行為にすぎないような治療がある。 

ただちに行き止まりになる治療がある。 

家庭に帰ると消滅してしまうような治療がある。 

何か筋違いで、どこにも接点のない治療がある。 

それをあなたのためだからと強制するセラピストがいる。 

 

病態はそれじたい一種の個性である。 

患者はこの個性を固有に生きている。 

固有に生きていることが何であるかを本人は知りようがない。 

知ることとは別の現実がある。 

内部観察がもっとも有効に機能するのは、知ること以前の現実に感触が届く場合であ

る。 

セラピーが一つの組織化を行う営みである限り、「個体」(インディヴィジュアル)の組

織化にかかわっている。 

個体は、最低限のまとまりをもつ段階から、みずからで自分を統御するような場面ま

で、多くのレベルとモードがある。 

感覚運動性の非随意的動きだけで連接する個体もある。 

感覚運動性の随意的動きで連接している個体もある。このとき首が動かせないのであ

れば、首より上は個体の外にある。 

触覚性感覚の連接で成立する個体もある。このとき触覚的に感じ取れない身体部位は、

個体の外にある。 

視覚性世界を含めた視覚運動連接の個体もある。視野の欠落は、まさにその欠落を作

ることによって、個体を維持している。 

言及性機能は一般に高次機能であり、それじたいで個体を形成することはない。それ

らは個体についての二次的な機能である。 

ところが言及性機能は、みずから自身に言及することによって、高次の個体性を形成

することができる。言語的記述は、言語的記述で一貫してそれじたい個体化する。意

識的反省は、自己意識となってそれじたい個体化する。 
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言語も意識も、それじたいにとってすでに手遅れになった事態を生み出してしまう。 

 

 

 

[音イレ] 

夕暮れの街、夜の街、砂漠、世界の夜景各種、イタリア、東京、ペキン、神戸、長崎、

日が昇る場面、朝焼け、ラセン階段各種 

 

思考は、まるで宿命のように物悲しい。 

習慣が、ただそれが習慣だと言う理由だけで反復されるように、思考はみずからを繰

り返す。そのためつねに両義性を帯びてしまう。 

しかも意識は、あまりにも自明であるために、意識そのものが何か本質的な働きをし

ていると思う以外にない。それは意識の錯誤であり、しかも意識の全体重を乗せた錯

誤である。意識経験はすでに一つの確信に満ちた錯誤である。 

 

 

人間は、自然のうちで最も弱い一本の葦にすぎない。しかしそれは考える葦である。

———宇宙が人間をおしつぶすにしても、そのとき人間は、人間を殺すこのものより

も、崇高であろう。なぜなら人間は、自分の死ぬことを、それから宇宙が自分よりず

っと立ちまさっていることを知っているからである。 

             （パスカル『パンセ』三四七） 

 

 

人間の尊厳はまったく思考のうちにある。しかし、この思考とは何であろうか。なん

とそれは愚かなものであろう。 

いったい、思考はその本性からいえば驚嘆すべきものであり、また無比のものである。

思考が軽蔑されるのであれば、並はずれた欠陥をもっていたのに違いない。じっさい、

思考は、もうこれほど笑うべきものは他にないというほどの欠陥をもっているのであ

る。 

             （パスカル『パンセ』三六五） 
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「意識」——表象された表象、表象された意志、表象された感情は、なんとまったく表

面的なものであることか、私たちの内的世界もまた「現象」である。 

              （ニーチェ『権力への意志』四七六） 

 

 

私たちは内的世界についてもその現象性を固執する。すなわち、私たちが意識するす

べてのものは、徹頭徹尾、まず調整され、単純化され、図式化され、解釈されている。 

               (ニーチェ『権力への意志』四七七) 

 

 

アナロジーによる伝達を、わたしは有用でもあれば好ましくも思う。アナロジーの場

合は、のさばり出ようとはせず、何ものをも証明しようとしない。それは他の場合と

対峙はするが、これと結びつくことはない。アナロジーの場合がいくつかあっても、

それらはまとまって隊列を組むことはなく、よい社交の集まりのように、つねに、他

に何かをあたえるよりは、むしろ他を活気づけるのである。 

 

 

アナロジーには、議論を打ち切らず、本来、最後のものを求めないという長所がある。 

                  (ゲーテ「箴言と省察」) 

 

 

 

[音イレ] 

原語で朗読 

生命、氷、地球(ガイア)、宇宙、ラセン階段 

 

 

人間は分析しようとして対象を扼殺している。 

 

科学も学問ももうたくさんだ。 

それらの不毛の書物を閉じるがよい。 

そして前に進み出るのだ、万象を見、万象に感動する 

心を抱いて、前に進み出てくるのだ 
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生命は、人間の精神と心象を浄める 

無限の富を蓄えた宝庫なのだ。 

健気な姿をとおして、知恵が迸り出て 

邪気のない姿をとおして、真理が迸りでている。 

    （ワーズワース「発想の転換を」） 

 

 

 

とどまるということは 

氷に閉ざされた流れのようなものではないか 

愚かなことだ、聖なる生命の霊がいったい 

どこかで眠ってとどまっていることがあろうか 

遅すぎないうちに自分の力で分かれの時を 

選んだものたちだけが、 

いつまでも一体になったままでいるのだ。 

       （ヘルダーリン『エンペドクレスの死』） 

 

 

 

暗闇に沐浴して寛ぐことが私にも許されるのだ。まず鍵を二重にかけることにしよう。

こんなふうに鍵を回すと、孤独が増し、現に私と外界を分断しているバリケードが堅

固になるような気がする。 

 

すべての人間に不満であり、私自身にも不満である。この夜の沈黙と孤独のなかで、

私は多少なりともわが身を購い、みずからの誇りを取り戻したいと思う。かつて私が

愛した人々の魂よ、私が詠った人々の魂よ、どうか私を強くし、私を支え、世の虚偽

と腐敗した瘴気を私から遠ざけてください。 

            （ボードレール『パリの憂鬱』） 

 

 

 

［音イレ］ナナムスクーリ、アルハンブラの思い出、エンディング 

映像[葵ちゃん] 

537



 

 

どのような治療であれ、個体の出現にかかわることによってはじめて有効となる。 

個体の出現に関与できなければ、 

すべての治療は外的強制力か、抵抗すべき刺激にすぎない。 

世界へと触れることが、同時に個体の形成になるような局面がある。 

それこそ認知神経リハビリテーションの現場である。 

世界に触れるようにしてはじめて形成される自己がある。 

 

その近傍に希望がただちに行き止まり、壁に突き当たるような治療がある。 

成功に見えて、可能性を封じる治療がある。 

治ったと喜びながら、すべてを封じてしまう代償的治療がある。 

そのためつねに、エクササイズとともに進行する事態へのまなざしが必要となる。 

それがリハビリ的病理である。 

エクササイズは、治癒の開始であるとともに、疾病の新たな開始でもある。 

そこに必要とされる病理がある。 

リハビリこそプロセスのさなかでの病理を必要とする。 

 

個体の獲得の手掛かりをえることは、それじたいが一つの希望である。 

個体の手掛かりとなる選択がある。 

みずからの新たな可能性を引き出すような選択がある。 

それは、行為することがみずからの希望であるように 

みずからの可能性を開くことでもある。 

そのことに立ち合うことのできる治療は、確かに存在する。 

そのときセラピストは、紛れもなく、希望の使徒なのである。 

 

 

 

 

出演 

 

人見眞理 
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稲垣諭 

 

岩崎正子 

 

 

制作 

 

大崎晴地 

 

畑一成 

 

池田由美 

 

嶺村圭 

 

 

映像提供 

 

木本圭子 

 

稲垣諭 

 

岩崎正子 

 

人見眞理 

 

大越友宏 

 

青木直子 

 

 

 

照明 
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三田載久

演出

人見眞理

作・プロデュース

河本英夫
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平成 24 年度刊行研究年報  

『「エコ・フィロソフィ」研究』第 7 号  

Ⅲ  ―TIEPh 第 3 ユニット 環境デザインユニット― 

発展するものは、創発し、成長し、頂点へと至り、そしてやがて衰弱していく。一

切の生命に見られるこうした動向は、トインビーが指摘するように、文明にも文化に

もみられる。こうした発展の仕組みは、持続可能性とは相当に異なるものである。持

続可能性を分析すると、容易ではない問題が含まれていることがわかる。衰退し続け

るものがただ衰退を遅らせている場合も、見かけ上「持続可能性」に彩られている。

急速に発展してしまえば、やがて急速に衰退するシステムの場合には、急速な発展を

抑制し、つねに発展の可能性を残しながら、展開の速度を遅くする場合にも、持続可

能性が見られる。地球環境の持続可能性が叫ばれるさいには、極端な変化を引き起こ

しそうな要因を、制御し除去することが課題となっている。持続可能性が、ただ引き

延ばすことではないのだとすると、持続可能性のもとで、人間の営みは何を実行すれ

ばよいのかという課題が生じる。持続可能性を設定した途端に、そのことの内実はな

んなのかが問われるのである。  

活力に満ち、創造性に満ちた持続可能性を想定してみる。これはどうすることなの

だろう。たんにエネルギー消費、物質消費を抑え、つつましやかな生活をすることで

はないはずである。経済成長がかりにほとんどゼロ成長であっても、なおより豊かな

生活はありうるのである。このさいの豊かさとは何なのだろう。人間の創造性を発揮

させ、生活に日々の彩りをあたえ、健康なものはより健康になり、どこか上達感のあ

るような工夫に満ちた生活はある。そうした場所や都市や生活圏を形成することはで

きる。このときデザインの方向を変えなければならないことがわかる。それぞれの場

所で、つねに選択に直面でき、そこでみずからの行為をつうじてそれぞれの人が自分

の回路を探し当てることができるような場所の設計が必要となる。システムは作動し

続けているが、なおそれぞれの場面で、選択肢が増大し、工夫の別の可能性が見えて

くるような設計は可能なのである。そこにシステム・デザインの構想が出現する。  
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農のシステム 

河本 英夫（文学部）

農は、自然に働きかけ、自然の力を引き出し、そのことをつうじて人間の生存の選択性を拡張して

いく営みである。そのなかには農作物を作り、それを市場をつうじて売り、収益を得ていく農業が含

まれる。農業のシステムは、農のシステムの一部に含まれるが、経済的なネットワークに圧倒的に制

約される以上、農のシステムのなかに含まれながらも、別のシステムにカップリングしたシステムで

ある。農と農業の分離や乖離は、農の可能性を考案し、新たな構想を企画していくためには欠くこと

のできない作業である。農と農業との間に補助線を一本引くだけで、局面が変わってしまうことがあ

る。

農のシステムは、人間と同じほど古く、人間がそれとして出現していくことと同時に出現したもの

である。人間の場合、食べ物の 8 割は、直接採って食べられるものではない。掘り起したり、栽培し

たり、火をかけたりしなければ食べられないものが多い。新たな食物を見出すたびに、人間は自分の

可能性を拡張してきているが、それが農のシステムの境界であり、食べられるもの/食べられないも

のの区分の境界をつねに変更しながら進んできたシステムである。そして翌年にも食べられるかたち

にシステムの持続可能性を考案してきたのが農のシステムである。

農業は、農を母体としながら、交換経済のなかで支払い/非支払いを境界としながら作動するシス

テムである。この場合自家消費分は、労力を消費に直接つなぐ行為であり、農の基本的な行為は農業

の財務諸表に乗らない例外となる。実際、自分で作って自分で食べることは、農の基本であり、もっ

とも自分で食べたい物を作ればよいのが農の基本であるが、農業では多くの人が食べてくれるものが

生産の基本となる。

ここにはいくつかの問題がある。第一に農と農業の間には、多くの隙間がある。この隙間はどのよ

うに活用されるのか。あるいは活用可能なものなのか。論理的には多くの可能性が含まれているはず

であるが、それがどの程度有効に活用できているのかは確認しておいた方が良い。そこに解決しにく

いいくつかの問題が含まれていることがわかる。どの程度の選択肢がそこにあるのかを考えておくこ

とは、重要である。第二に、農業のシステムは、経済的ネットワークの一部としても作動する以外に

はないが、そのとき農のシステムに内在化してしまう問題はどのようなものかという問いが生じる。 

キーワード：農のシステム、農業、アリストテレス、デカップリング、

国際投機資金
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１．農のシステム

 農のシステムは、感触から感じ取っておかなければならない。農作業を一度も行ったこともがなけ

れば、言葉の意味しかわからず、言葉の意味では経験に大きな欠落が生じる。農を定式化するとき、

以下のような文面に出会う。

池がある。ボートが浮いている。ボートが「農業」で、池全体が「農」である。農業は農の

一部である。これが私の抱いているイメージだ。これまでは政府も政治家も学者も国民も、ボー

トだけに目が釘付けになっていた。1 

単純作業だと思う人にはこの仕事の楽しみはわからない。それにこの仕事を経済行為だと

思っている人には、さらにわからないだろう。

在所の人間や生き物にとっては、百姓が仕事をして、暮らして、ここで生きていること自体

が大切で、意味があり、そして価値もある。その価値とは経済価値ではなく、生きていること

自体の価値である。2 

「土をつくる」にしたって、その稲作のための栄養補給や品質向上のために「つくる」ので

はなく、自然のめぐみをしっかり受け止めるための母体として、数百年も持続するために「つ

くる」のであり、工業的な「つくる」とは本来違ったものだった。3 

これらはいずれも思いの溢れた文章であり、溢れる思いが前面に出ている。農作物の形成のほとん

どは、植物の生育と自然条件の関与のものとで、おのずと起きる。農とは、そこにごくわずかの人間

による変更を加えることで、自然の生産力を引き出す試みの総称である。雑草でさえ、自然の生産力

の成果であり、産物である。そのため雑草をどのように肥料に変えていくかさえ、自然の生産力への

感度が必要となる。生い茂る雑草の状態から、その畑の地力を知るためには、名人芸のような熟練を

必要とする 4。またそこに住まうことは、給与所得、消費の生活パターンとは別の生活の感度をもつ

ことでもある 5。 

人間環境には、直接消費できない自然の生産力の帰結もある。たとえば草原である。牧畜がおこな

われれば間接的に消費につながるが、草原それじたいはただちに消費につながるものではない。里山

も同じように直接消費できる生産ネットワークではない。里山から木切れを拾い集めて薪として活用

1 宇根豊『百姓学宣言』(農文協、2011 年)213 頁 
2 同上 197-8 頁 
3 同上 204 頁 
4 木村秋則『リンゴが教えてくれたこと』(日経プレミアムシリーズ、2009 年) 
5 内山節『共同体の基礎理論』(農文協、2010 年)ことに第二章。 
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する場合でも、調理用や暖を取る薪としての機能であれば、近所の木工所で屑きれをもらってきた方

が早くかつ安い。ただちに消費にはつながらないが、人間の生活圏の柔軟さや選択肢の多さを支えて

いる自然環境がある。これらが農の一部である。農の場合、生産‐消費の間には多くのクッションが

あり、そうしたクッションは、普段気づかれることもなく自然生態系の一部となっている。この間接

的な生産‐消費のネットワークには、数十年、数百年単位のタイムスパンをもつ水利系、潅水系や、

保水効果のある水田のように数十年単位のものもあり、里山のように数年単位のものもある 6。 

かつて一里塚には、キノコや野菜が栽培されており、そこを餌場とするムクドリをはじめとする鳥

がおり、また鳥たちが運ぶ植物種の拡散があった。いずれもごく一部に人間の手が入ることで、環境

としての複雑さを維持している。長年維持されている草原には、おのずと感じられる「自然さ」があ

る。これを半自然草原と呼ぶこともある。早春のころ枯れ草に火を入れるような広く見られる営みは、

「火入れ」、「野焼き」、「山焼き」、「野火つけ」と呼ばれ、日本各地で異なる名称になるほど、広範に

行われていたと思われる。火入れの目的は、放置すれば森林へと移行する灌木や低木(イバラ、ノイ

バラ、アキグミ等)を抑制し、肥料源にもなるイネ科植物などを選択的に残しておくことである 7。休

眠芽を地表下にもつイネ科草本類は、ほとんど火の影響は受けない。ススキ草地の場合、地上 2 メー

トル付近で、400 度から 800 度の熱になり、地上に休眠芽がある木本類は十分なダメージを受けるの

である。火が燃えると動物の本性なのか、誰であれ興奮し元気が出る。そのため火入れはイベントの

ようになる。私が高校生の頃、敷地のすぐ横を流れる小鴨川の河川敷の枯れすすきに火を点けて、燃

え上がる河川敷を見ながらおいしそうに弁当を食べている同級生がいた。風景は狂気の沙汰である。

だが高校生たちは、こぞって河川敷に出て燃え上がるススキのなかでお祭り気分だったのである。

火入れの場合、放置しておけば灌木や低木に覆われて、農を開始するさいには多大な準備のための

時間と労力が必要になる。それを草地に留めておくことは、牧草地としても、一部畑としても、ある

いは散策路としても活用でき、場合によっては需要に応じてゴルフ場にも転用できる。いわば選択的

に活用可能な潜在性として維持するのである。こうした潜在性は、何かに活用することができ、現状

では特定のなにかではない環境を形成している。こうした潜在性が景観を形作り、それじたいとして

も人間の生存環境を作っている。

里山の本体は、人の立ち入ることのできる雑木林である。人手が入らなければ、森林は常緑広葉樹

林になるが、里山そのものは落葉広葉樹林である。里山の作りは、人間の手による「自然破壊」をつ

うじて二次的に生じた森林であり、恒常的に人の手が入らなければ、もはや立ち入ることも難しい鬱

蒼とした森林になってしまう。里山には、落葉広葉樹林の葉が広がる前に春植物が育つ。およそ一月

程度の間に光合成を行い、広葉樹林の葉が広がってしまえば、それで一年間の成長を止める。これも

人の立ち入りが可能で、必要に応じて変化させるためには、敷居の低い状態に留めた森林である。

生産から見れば、潜在性はいまだ何に活用したらよいか確定しない未決定の状態である。ところが

6 鷲谷いづみ『さとやま』(岩波ジュニア新書、2011 年) 
7 野田公夫、守山弘、高橋佳孝、九鬼康彰『里山・遊休農地を生かす』(農文協、2011 年)ことに第一章参照。 
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草原や雑木林は、そこに立ち入るためのコストが低く、そこで何かをしなければならない行為制約が

極端に少ない状態である。球技をして遊んでもよく、寝転がっていてもよい。そのため学習の場とし

ても活用される 8。この教育の基本は、身体性の感度を形成することである。 

体育館のような規格化された目的合理的な場所ではなく、工場のようにしなければならないことが

確定している場所でもない。アリストテレスによれば、個体には質料—形相があり、形相はその個体

が向かうべき目的を決めている。ところが草原や雑木林は、どこかに向かっていくというあらかじめ

決まった目的がない。だが草原や雑木林に個体性がないわけではなく、むしろはっきりした個体性が

ある。そのとき個体性の幅を決めているのは、目的ではなく、それじたいによって作り出された境界

である。草原や雑木林では、アリストテレスのいう可能態‐現実態という対概念も別様になる。アリ

ストテレスは、個体の生成プロセスを問い、生成プロセスの途上にある個体を特徴づけるために、物

事を二重に規定することを考案した。植物の双葉は、花になっていく途上にある。すると双葉は、花

の可能態であることになり、花は双葉の現実態であることになる。ここから可能態から現実態に移行

することが生成プロセスだとするしばしばみられる誤解が生まれた。だが実際には生成プロセスを語

るためには、二つの時間点を設定し、この二つの時間点との関係を前の時点の事態を語るものが現実

態にとっての可能態であり、後ろの時点で語るものが可能態にとっての現実態である。このとき二つ

の時点の設定が、線形で進むように想定されていること、生成プロセスの進む先は、アクシデントに

よって到達できない場合を含めて、アリストテレスの場合には確定していることが必要である。しか

しながら草地や雑木林は、行く先が決まっているわけではない。つまり草原や雑木林は、かなり特異

な個体であることになる。

この事態は、そのまま身体にもあてはまることがわかる。身体の目的は死ぬことではない。また身

体そのものは、次の世代を残すことを目的としているわけでもない。身体が次の世代の身体へと直接

つながる回路は、ヒドラのような動物で止まってしまっている。身体は一個の個体であるが、つねに

宙吊り状態であり、その身体の可能性を十分に活用できる仕組みがないというのが、目的合理的行為

のフォーマットである。

草原や雑木林は、システムの構成要素として人間の行為が含まれている。だが恒常的に人間の行為

がなされなければ維持できないシステムではない。火入れや夏の終わりの草刈りのようなタイミング

を見た一時的介入さえできれば、システムは維持される。システムの維持には、そのシステムの要と

なる基底種がある。「群集における生物間相互作用と多様性の要をなしている種であり、そのような

種を失うと、生物群集や生態系が異なるものに変質してしまうと考えられる種」であり、これがキー

ストーン種と呼ばれている。このキーストーン種の位置に、人間の身体行為が含まれている。

環境省が平成 14 年に発表した「新・生物多様性国家戦略」には、生物多様性の危機をもたらす三

つの構造要因を挙げている。そのなかの二番目には「生活・生産様式の変化、人口減少など社会経済

8 岩崎正弥、高野孝子『場の教育』(農文協、2010 年) 
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の変化に伴い、自然に対する人為の働きが縮小撤退することによる里地里山等における環境の質の変

化、種の減少ないし生息・生育状況の変化」が取り上げられている。こうした時点で労働力や人口の

減少が、里山や草原の破壊と消滅にかかわるような局面が想定されている。現在では多くの水田も休

田となり、場合によっては耕作放棄地となっている。コメ余りに対応する政策によって否応なく水田

を維持することが難しくなっている。

 農のシステムは、かなり特異なシステムである。このシステムの境界は、それを欠くとシステム

そのものが変貌してしまうような要素からなる。それは空間的な広がりの境界ではなく、むしろ位相

学的な境界である。そこに一年間に数度の人間の行為も含まれる。ところがこうした行為は、システ

ムの自然な遷移にとって抑制的に働いている。これはシステムそのものを再生産しながら維持してい

る産出的な要素ではない。産出的な要素という点では、牧草地であれば雑草であり、雑木林であれば

落葉広葉樹である。それらが維持されていても、放置すれば雑草だらけの草地に変貌したり、常緑広

葉樹に浸食されて、システムそのものの内実が変貌していくことはある。

半自然生態系は人間のときどきの手が入ることで、自己維持しているシステムである。ところが人

間の行為にとってこのシステムの内部には、多くの選択肢が含まれる。それは境界の維持に対応する

内在的な選択肢でもある。抑制的に境界が維持される以上、その抑制に応じて生まれる内在的な隙間

であると言ってもよい。このシステムは、人間が断続的に介入できるように維持されているシステム

でもある。そのため草原は、たとえばいつでもゴルフ場に転換できる潜在性をもちながら、なおゴル

フ場にはしないという行為の留保によって成立している場所である。草原は、可能な転用を留保し続

ける宙吊りのすがすがしさを備え、またつねに何かの可能性を感じさせ続ける危うさと裏合わせのシ

ステムなのである。そのため学習の場としても、観光用にも活用できる。

人間の介入がシステムの位相学的境界を決めているのであれば、そこには多くの他のシステムから

の条件を接続する介入が可能である。たとえば草地の維持に対して、補助金を助成するような仕組み

は、行政からの補助金をつうじて、人間の介入の持続性を高めることになる。自発的に参加する農業

者が政府と協定を結び、景観保全や生物多様性保護のための活動に奨励金を支払うのである。ドイツ

のバーデン州の「市場緩和と農耕景観維持の調整金プログラム」(MEKA プログラム)は、そうした方

向での人間の抑制行為に対して、公的資金援助を行うプログラムである。2004 年には州全農家の 8

割が参加しており、そうなれば長期間維持できるシステムになっている。

また維持された草地であれば、生態系の指標種やキーストーン種を脅かさない範囲で、さまざまな

植物を植えていくこともできる。極相の手前に宙吊りされている生態系であるから、内的な選択性が

高いのである。ドイツの草地では、28 種類の野の花のパンフレットを作り、そのうち４種以上の花

を確認できると野の花への支援金が申請できる仕組みがある。ここまでくればさすがにクイズである

が、そのなかにも生物多様性への関心が含まれている。年に 1、2 回草刈りをしている草地では、4

種の草花は比較的容易に見つけることができる。ところが 3 回以上草刈りをしている草地では、4 種

を見つけることは容易ではないようである。草刈りの頻度が多いと、半自然生態系は人工系に近づい
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てしまう。このことの原因は多様であろうが、刈り取られた草は早急に大きくなろうとして、生育バ

ランスを崩してしまうと考えられる。

２．農のシステムのカップリング

農のシステムは、気候による生産変動と国際金融による投機資金の導入によって、もろいほど影響

を受ける。それが農業に壊滅的な変化をあたえ、農のシステムの持続可能性を制約している。ここ四

十年間、世界は二度の大きな食糧危機に見舞われている。世界各地で食料が不足して、餓死者が出る

ほどであった。日本にいる限りは、こうした事象はなかなか現実感をもたない。世界人口の 2%にす

ぎない日本が、食糧貿易の 10%を占めている。食糧自給率 40%という他に例を見ない水準での食糧

生産高で、世界中から食材を輸入している。ある意味で、東京は世界の胃袋なのである。コメの出来

不出来が大きな振れ幅にない日本では、穀物の価格が暴騰するという事態は、どこかピンとこない現

実である。1973 年の食糧危機は、小麦の在庫率が世界レベルで低下し、それ以前の数年では 20%を

切り品薄感があった。そこに当時のソ連が秘密裏に大量に小麦を買付け、世界小麦売買の 40%もの量

を買い付けたことに端を発して、食糧危機が起きた。その時期、1 年 7 か月で小麦の国際価格が 4 倍

にまで跳ね上がった。

もう 1 度の食糧危機は、2008 年に穀物全般(米、麦、トウモロコシ)の価格が一挙に上昇したときで

ある。中国の穀物在庫率が慢性的に高止まり、古い穀物をバイオエタノール用に転用し、中国は食糧

輸出に乗り出した。ところが各種統計では、中国の食糧は 2030 年代には不足状態になり、大量の食

糧輸入国になるというデータが出ていた。将来誰が中国を養うのかという問題が、本気で論じられた

のである。そのころアメリカもトウモロコシを燃料用(バイオエタノール)に活用することに乗り出し、

近い将来食料用穀物が逼迫するという観測がながれた。ここに巨額の国際的投機資金が流れ込み、一

挙に穀物価格を釣り上げたのである。投機資金は、変化率の大きいところに反応し、変化率をさらに

大きくして利ざやを稼ぐ資金である。こうした投機的な資金は、行き場があれば自動的にそこに流れ

込み、価格変動を極端にしている。伝統的には穀物先物市場は、つねに投機的資金がうごめいている。

小豆相場で財産を失ったというような話は、よく聞くところである。こうしてみると二度の食糧危機

は、穀物の不作によって引き起こされたものではない。

農産物の取引は、市場を介する。この自明の事実は、自明とはほど遠い問題を含んでしまう。農は

計画的生産の範囲にとどまることができない。牛乳がだぶついても、恒常的に搾らなければ、牛の健

康を損なう以上搾らないわけにはいかない。すると生産調整に見合うような方法が極端に限定されて

いる。生産調整が効かないものを、定価販売することはできない。不思議なことだが、工業製品に比

べて、農作物は必要経費と利潤から割り出される定価を付けることができない。それは最終的には、

必要経費が決まらないことに由来している。自然の恵みに属する部分は、どのようにしても明示的に

必要経費に計上できない。農産物の価格は、市場(仲買)を介してしか決まらない仕組みになっている。
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必要最低限度の食糧確保は必要だが、小麦が不作だからと言って、コメや大豆に置き換えが効かない

わけではない。日本では穀物の在庫は過剰状態だが、世界の各地には食糧不足がいたるところがある。

国連の食料農業機関(FAO)の事務局長ジャック・ディウフは、世界の飢餓人口半減という目標達成は、

22 世紀の半ばまでずれ込むと予測している。飢餓人口は現状では約８億人と推定されている。これ

を半減させようとしたが、実際には飢餓人口は増えている。しかし世界の農業生産高でみれば、食糧

不足にはない。農業生産物は、市場をつうじてしか価格の決定を行うことができない。だが市場は市

場の仕組みでしか動かないのである。農産物と工業製品を同じ市場の仕組みで扱ってよいかどうかは

大問題であるが、市場そのものはこうした問いに答える仕組みがない。

そこから自国の食糧を自国で賄うことのできるようにセキリティをかけるという「食糧安全保障」

という課題が出てくる。農業生産が可能な耕地を次々と外国の資本が買っていくというのも、こうし

た動向の一環である。サウジアラビアは、ウクライナの耕地を購入し、中国はアフリカの耕地を買い

進めている。しかしこうした問題とは別に、農業従事者の仕事(もしくは雇用)は、自国に必要とされ

る農業生産とは別の仕組みから大幅に決定されてしまう。安価な外国産穀物が入れば、競争力のない

自国農業生産は、仕事がなくなってしまう。そこで関税をかけて自国農産物を守り、政策的に定額政

府買い上げが行われてきたが、こうした保護政策にも限度がある。

そこから「食物を生産する権利」が出てきた。食物を生産することは、生存権とならぶ権利だとい

うのである。これは食と農に対する自己決定権とも呼ぶべきもので、食の権利、農の権利での「生存

権」に相当する。中南米で起きた農民・農村運動で主導的な一翼を担った「ラ・ビア・カンペシーナ」

が展開した主張である 9。国際経済ネットワーク内で、世界貿易機構(WTO)は、原則自由貿易を主張

し、国連の人権部会に属するビア・カンペシーナは、食と食料生産については、人権として自己決定

権があるという主張をしている。これは人権の主張であって、経済的な利益確保の主張ではない。こ

の場合実質的には、この権利を侵害するような国際取引や補助金付きの輸出を禁止するような訴えを

起こすことになる。生存を脅かす人権侵害での訴えである。2007 年、2008 年に行われたアメリカに

よるダンピング輸出では、アメリカ政府が補助金を付けて、膨大な穀物を中南米に輸出し、中南米の

農業が壊滅的な打撃を被ったことがある。こうした補助金付きのダンピング輸出を制限する狙いであ

る。食と食料生産についての主権を認めたとして、それが農民や国民の自己決定権に留まる限り、こ

の管理の幅は微妙なものである。たとえば工業製品については、より良く、より安い製品であれば、

誰がつくるかを問わず購入するであろうし、自国の生産品を選び、他国の生産品を買わない人がいた

としても、それは消費者の自由ということになる。食と食料生産の主権には、生産できなくなること

への歯止めの意味しかない。つまり極端なダンピングを制限する程度の主張しかできない。しかもそ

れは消費者の自由に選ぶ権利とどこかで抵触する。

全般的に見ると、農業システムを内部に含む農のシステムはかなり複雑で難しいシステムであり、

9 村田武編著『食糧主権のグランドデザイン』(農文協、2011 年)ことに第四章。 
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力仕事ができ、毎日勤勉に働けば実行できるような簡単なシステムではないことがわかる。そしてそ

こにはいくつもの制約が働いている。農の持続可能性は、工業生産施設とは異なり、不要になれば減

価償却を行うような性格のものではない。工場の建物を償却するようには、農地を償却することはで

きない。逆に農地の耕作をやめれば、再度耕作を開始するまで多くのコストと時間がかかる。つまり

農のシステムの持続可能性と工業生産の持続可能性には時間的なスパンとかかるコストで隔たりが

大きい。農のシステムのベースになる耕地は、恒常的に手を入れ続けながら、数十年単位の作業が見

込まれ、そのスパンで維持される。耕作放棄を行ったり、農地を手放したりすれば、「ご先祖様に申

し分けが立たない」という心情はしばしば聞かれる。だがこの言葉の内実は、倫理的なものというよ

り、農地が維持されるために費やされた先代、先々代の労力を有効に継承し活用できていないという

ことへの思いなのであろう。他方、経済的な採算は、長くても半年単位で収益を出していかなければ

ならない。ここに農業経営にかかわる多くの試行錯誤が生まれることになる。また穀物先物市場に投

入される資金は、最低 48 時間もしくは 1 週単位程度のスパンで成果を出さなければならず、この時

間スパンの不具合がシステム間できしみを引き起こしているというのが実情である。持続可能性もし

くは再生産のための周期性のスパンが、そこに関与するシステム間であまりにも異なるのである。 

そうしたなかでの試行錯誤の企てのなかには、第一に市場適応型ユニットの形成がある。農地を集

約することは、がんじがらめとなった規制のなかでは、多くの制約がともなう。ここに政策転換が及

んだのはごく最近のことである。2009 年に改正され同年 12 月に施行された「農地法改正」によって、

一般企業や個人が通常の農地賃貸借に参入できるようになった。現状では地代を支払い借り入れをし

て耕地面積を広げ、法人化して給与支払いのかたちを取るような方式が採用されている。また作付作

物の飼料化も大幅に認められるようになった。コメについても、主食用米から、飼料用米、バイオエ

タノール米まで広く認められるようになった。飼料用米が大幅に認められるようになって、コメの作

付が増加し始めたのである 10。 

農業生産のやっかいなところは、繁忙期とそうでない時期との合間が極端に隔たっていることであ

る。秋冬の麦作、春夏の米作を想定し、年間の作業がなだらかに回るようにしても、施耕、作付は人

手が足りないほど忙しく、それ以外の時期には、それほどすることがない時期が多い。この農閑期の

選択性を活用するような仕組みを農耕生産の内部だけに求めることは容易ではない。周年的農業の仕

組みを作るためには、米、麦そして大豆二毛作が組み合わせとしては効果的で、11 月中旬からの 1

回目の大豆、1 月下旬からの 2 回目の大豆の収穫を設定すると、周年的に耕地の利用が進む。実際に

すでに行われている大規模農業法人経営では、安定的な黒字経営と後継者確保の経営成果を備えた運

営方式の可能性が出ている。農業経営は、伝統的には家族や近隣の家族のつながりを基盤としていた。

それじたいには問題はなくても、新規参入者にとっては、農業経営は本人の就労希望とは独立の壁が

あった。法人化はこれを緩和している。また飼料用の穀物を大幅に認めることで、作付面積も微弱だ

10 谷口信和、梅本雅、千田雅之、李命美『水田活用新時代』(農文協、2010 年) 
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が拡大している。

第二に、農産物生産にとどまらず、それを原材料にして加工製品まで作り上げるようなネットワー

クを、それぞれの生産地レベルで設定するということも考えられる 11。リンゴであれば、リンゴを売

るだけではなく、ジャムや果汁ジュースまで加工してしまうのである。農産物の収穫量は、基本的に

は自然条件に依存する。そのため豊作での出来が予測数値を上回ると、価格が暴落する。すると出荷

量を一定にして、他の製品形態(加工品)の量を増やすという回路を作っておくことは合理的であり、

選択肢を増やしている。市場での産物価格は、基本的に需給見込みによって決まる。市場とは、生産

物量と必要量の隔たりを過度に拡大して価格変動を作る仕組みでもある。そこでこの変動の動きに直

接左右されない回路を形成することに近い。こうした事態をシステム的には「デカップリング」と呼

んでいる。本性的にカップリング状態で連動してしまうものを、疑似独立変数とすることがデカップ

リングの内実である。市場の動きに対して、補助金を付けることは、市場内にクッションを置くこと

であり、規制とは市場の振れ幅を限定することである。これらはいまだデカップリングになっていな

い。

農のシステムは、基本的には持続可能性を基調とする。ところが持続可能性は、機動的な展開可能

性を留保し続けることである。あるいは展開可能性を限定することである。持続可能性と展開可能性

は、整合化しにくい要素である。これを「持続可能性と展開可能性のパラドクス」と呼んでおく。農

のシステムにはどの程度展開可能性があるかを考察しようとすると、持続可能性と容易には整合しな

いことがわかる。システムの本性から見て、展開可能性が乏しいシステムは、一般には持続可能性が

低い。展開可能性の最大のメルクマールは、多様化である。この多様化の幅を決めるのは、機動性で

ある。展開可能性をもつシステムは、一般には加速度化する。変動のスパンが、短縮される。ところ

が農水産物は、基本的には地球の公転周期に依存していて、この時間的スパンは動かしようがない。

通年でトマトやキュウリやインゲンはハウス栽培で生産されているが、植物の栽培時間まで短縮する

ことはできない。ハウス栽培であれば、トマトが成熟した野菜になるまでの時間を短縮することがで

きるということは考えにくいのである。持続可能性を基調とするシステムには時間的スパンで、容易

には動かない変数が入っている。それは連動する市場や金融システムとの乖離を大きくする可能性を

つねに含んでいる。するとこのシステムには、補助金や政策的支持とは別に、デカップリングのため

のシステム制御の仕組みがなければならないことがわかる。ここに新たなシステムの仕組みが必要と

されるのである。

11 原田純孝編著『地域農業の再生と農地制度』(農文協、2011 年) 
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理想の大地―福地の思想 

山田 利明（文学部）

福地とは、かつての中国で神仙（仙人）になるための修行に最も相応しい土地、あるいは神仙が住

む土地として理解された。例えば四世紀初期の『抱朴子』には、華山や泰山あるいは 霍
かく

山には正神

がおり、山には芝草が生え大難を避けることができる。しかも仙薬を作ることができるだけではなく、

有道のものがこの山に登れば山神は必ず福を授ける（金丹篇）という。つまり神が居り福運を与えて

不老不死の神仙とする地があるというのである。

唐代になると七十二の福地が選定され、疫癘を避け強い運気をもった地として信仰されるが、それ

らは全て実際に存在する地であり、架空の大地ではない。ではその地が福地に選定された基準は何か、

それを知ることで当時の人々が描いた理想の自然環境を伺うことが出来る。

１．福地ということ

すでに記したように、四世紀初期の葛洪『抱朴子』には、疫疾や災害を避け、神が人々を保護する

土地、しかも神仙となるための仙薬を調合するのに相応しい土地としての福地の記事が記される。そ

こでは、具体的な景観は記されていないが、山神が住む土地というのが前提となる。さらにいえば、

仙薬を調合するというのは、その原料となる薬草類が豊富な土地ということになる。神が住み、薬草

薬石が多く、疫癘の及ばない大地。これだけでは具体的にその景観を描けないが、それでも肥沃で清

らかな水流があり、都会の喧噪から離れた土地であることは想像できる。

この『抱朴子』から五百年ほど後の唐の道士司馬承禎『天地宮府図』に、始めて七十二福地が記さ

れるが、その序に「天元は重疊として気象は参差あり。山洞崇幽にして風煙迅遠なり」という。これ

はこの書名からも分るように、もとは七十二福地の絵を描いたもの。いまはその絵が失われて文のみ

遺された。その絵の説明に、このように万物を生み出す天の力（天元）はいく重にもかさなり合って、

大地のもつ気はとぎれることなく流れ来たり、山は高く洞窟（洞天）はほの暗く、風にたなびくかす

みは遠く流れるという。描かれた景色は、既にして佳景の境にある。よくよく注意すれば、ものを生

む地力（天元）や地気に秀れた地であることも読みとれる。

『抱朴子』のいう山神とは、こうした目に見えない力を指すわけで、それを古代人は神と考えたの

であろう。肥沃で地力があれば、当然森林が発達し、禽獣が集る。深い森があれば水害、干害を防ぐ

キーワード：洞天福地説、神仙、仙薬、山岳、七十二福地

551



ことができる。清流や池沼もある。あたかも神によって護られた大地のごとくなる。これが都市から

離れていれば、その地は孤立して生計を営むことができる。疫癘から守られるというのは、おそらく

そうした孤立性の高い土地であったことを窺わせる。これに佳景が加われば、さらに神々しい土地と

いうことになる。

一方、風水説による土地の良否の判定法も、後漢末期以後徐々にではあるが行われるようになる。

周知のように、風水説は大地の中を流れる気の阻通を判定する方法で、気の通路すなわち龍脈上より

湧出する気の力によって、富と長寿を得ようとするものである。その大概は、北方に高い山があり東

西は比較的なだらかな丘陵、いずれも深い林をもち、南方は開けて水流のある地を局と称して重視す

る。北方の高山の麓から地気が湧き、この局を覆う。その地気の生気をうける人々は豊かに繁栄する、

というのが後の解釈であるが、葛洪とほぼ同時期の郭璞が著したと伝えられる『葬経』では、死者を

埋葬する場所の選定法として記される。死者をこのような秀れた地気の湧き出る地に埋葬することで、

死者を生気に乗せて快適な死後の生活を提供し、その功徳によって幸運を得るというのである。いず

れにしても地気の力によって幸運を得ることに違いはないが、局の選定にはその地形が重視される。

北方の主山、東西の丘陵（青龍・白虎）と南の水流は局の典型として理解される。

これに対して、福地には定型的地形がない。それはあくまでも山神の加護にもとづくからで、さら

にいえば薬材が豊富な地、修行に相応しい所ということになるからであろう。仙薬の薬種については、

植物薬・鉱物薬さらには動物薬に大別される。植物・芝菌類は、森林を主とするから、森の存在を第

一に考える。さらに鉱物薬ということになると、岩石の露出した地形になる。そして動物薬としての

禽獣の存在も無視できない。『神農本草経』では、神仙になる薬を上薬、長生する薬を中薬、病気を

治す薬を下薬とし、上薬には多くの石薬が記される。

『抱朴子』地真篇には、仙薬の調合や修行のために山に入る際、虎狼蛇蝎を避ける護符が記される。

山に入るのは、そこに仙薬の材料が存在するからであり、それこそが福地の発想の原点となる。風水

上の良地と福地とは、その目的とするところが全く異なるし、その選定の基準も違う。

さて、福地というがそれは洞天と一対になって、通常は洞天福地と称される。洞天とは洞窟内にあ

る神仙の世界である。そこには山があり川が流れ、太陽も月もある別世界で、十大洞天と称される十

の大洞天と、小洞天が三十六ある。いずれもいわゆる名山と称される山岳の胎内にあるが、実際に存

在するわけではない。しかし全く存在しないかといえば必ずしもそうではなく、そのモデルとなった

であろう洞窟はいくつか存在する。それらはカルスト山地の鍾乳洞であり、洞天とはその規模も異な

る。この洞窟を神仙世界、あるいは神仙世界に通じるトンネルとしてみたのであろう。もともと、山

の胎内に別世界を想定するのは、後漢代頃に出た泰山地獄がある。泰山の山胎に死者世界があるとい

うのである。洞天はこれと全く逆の不死の世界であるが、地上の世界を現実の世とし、地中に別の世

界を想定したのは、地表を軸にして一転した世界と考えてよい。現実世界を有限の世界とすれば、も

う一つの別世界は無限の世界となる。

三十六の洞天は、道教でいう三十六天説に対応する。道教教理上の三十六天は、最高神元始天尊が
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統治する大羅天以下三十五の天上世界を想定するもので、これに対する地上世界として、七十二福地

がある。それは三十六洞天の二倍になる。なぜ二倍かといえば、『易経』に陽は一、陰は二とする。

陽は天、陰は地、したがって地は天の二倍となる。これは『易』で用いる卦の爻が陽は─、陰は--で

あるところから、陽を一画、陰を二画としたことから起こったようである。つまり、三十六洞天、七

十二福地の根拠はいわば数を合わせただけで、洞窟や福地の実態から出た数字ではない。ただし福地

に関していえば、七十二の地を選ぶのにはやはりそれらしい景観と気韻をもった土地が挙げられた。 

２．福地の景色

神仙になるための修行地ということを考えると、福地には他地とは異なる特徴的な景観、あるいは

神聖な趣が必要となる。例えば七十二福地の筆頭に挙げられる地肺山（司馬承禎『天地宮府図』によ

る。以下同じ。）は、別名茅山である。南京郊外にある南北十キロメートルに及ぶ山塊である。標高

は三百七十メートルと高くはないが、この山は四世紀中期に上清経が感得された山として名高く、道

教の聖山の一つに数えられる。その意味では、福地の筆頭に置かれるのは当然であるが、同時に神か

ら下された経典を感得した山という強い神験をもつ山として理解されたのであろう。『天地宮府図』

では、上清教の大成者「陶弘景隠棲の所」という。確かに平坦な地平に屈曲した山塊がそびえ、深い

森をもった山容は東京タワーとほぼ同じ高さをもち、山としては高くはないが、名山というに相応し

い姿をもつ。ただ宗教的には著名な道士の旧趾を重視しているようである。

佳景あるいは奇景をもって知られた福地に、第三十二福地の龍虎山、三十七の天柱山、あるいは七

十一の盧山などが著名であるが、実は七十二福地中の大半はこの類とみてよい。龍虎山は江西省にあ

るカルスト台地にあり、石灰岩が赤褐色化した岩肌を露出している。水は澄み奇岩が多いのはこの大

地の特徴の一つである。天柱山は安徽省にある名山である。山頂から巨大な岩が突出しており、まさ

しく天柱を彷彿とさせる。江西の九江にある盧山は天下の名山と称される。ここは道士だけでなく仏

僧も六朝以来親しんだ地である。その中でも慧遠は特に有名である。また文人の別荘が多く、当の白

易居もここに住んだ。

先に福地は実在の土地と記したが、実は必ずしも実際の地を特定できないものもある。それは、今

となってはその地がどこなのか不明なもの、始めから伝説上の地を指したらしいものなどがあるから

で、例えば第六の南田山、第七の玉溜山などがそれにあたる。『天地宮府図』には、それぞれ、「第六、

南田山、東海の東にあり。舟船往来して到るべし、……」といい、「第七、玉溜山、東海にあり。蓬

萊島に近し、上に真仙多くこれに居む。」とある。この場合の東海とは、山東半島から江蘇・福建あ

たりの沿岸地域を指すようである。そうなると、南田山はどこなのか。玉溜山もよく分からない。三

神山説の蓬萊山の近くと解するのか。あるいは台湾の別称である蓬萊を指すのか。ただ、台湾を蓬萊

と称するようになったのはいつ頃か定かではない。七十二の東海山も「海州の東二十五里」とある。

江蘇省の東といえば海中の島ということになる。これもまた不明といってよい。浙江の寧波沖には舟
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山列島があり、これより福建沖の澎湖島に至るまでの間には、大小無数の島があり、特定しがたい。 

盧山 茅山

天柱山 竜虎山

七十二福地のうち、上述した海島とおぼしきものを除くと、山岳を指すのは四十五。その他に峯や

渓の字のつくもの、すなわち山地を連想させるものも少なくない。つまり七十二福地というのは、山

間に孤立した土地といえる。これは恐らく古い山岳信仰に由来する聖地ということになろうが、中に

は六朝貴族などが愛好して山荘を建て、その風光を作品に残したために加えられたものもある。

『洞天福地研究』という冊子がある。これは専修大学の土屋昌明教授が文部科学省科学研究費補助

金を得て、洞天福地の実地調査をしたその実見記である。二〇一一年から二〇一三年まで毎年一冊ず

つ刊行して全三冊の報告誌となっている。いまこれによりながら、いくつかの福地の現状を見てみる。 

例えば蓋竹山福地。『天地宮府図』に台州黄山県というが、いまは浙江省臨海市になる。蓋竹山の

景観については、『真誥』巻四に茅中君の言として記録されていて、「山の東側には二つの尾根があり、

西に上っている。そこには石井橋があり、橋の北にある小道をまっすぐに行くと六本の杉の木がある。

木のところから三百歩ほどの所に小さいが深い石室がある。この前に流泉があって……」という描写

である。土屋氏はこの記述と同じ光景を現地で確認したと記している。なるほど、掲載された写真を

見ても、この山が深い森林をもった山塊であることがわかる。さすがに四世紀の杉の木は見当たらな
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かった様であるが、清水の湧出するところを認めるなど、ここが秀れた景観をもった地であると記し

ている（『洞天福地研究』一号）。

蓋竹山

麻姑山丹霞洞（『洞天福地研究』第２）

同じ『洞天福地研究』一号には、麻姑山の丹霞洞も報告されている。これは第十福地として『天地

宮府図』に記録されるが、洞窟を指しているわけではないようである。山中の比較的開けた地を示し

ているという。これも写真で見る限りは奇岩に囲まれた叢原である。奇景といえば奇景ではあるが、

それよりもむしろカール状の窪地から天空に抜けるような地形が、この場合は重要なのであろう。一

種の天との交感の地という状態である。

福地を写真で見ると、多くの場合麓は古木あるいは灌木とり混ぜて森林として形成されている。お

そらく唐代頃はもっと巨木が多く、自然が豊かに残された土地であったように思える。そうでなけれ

ば、福地の条件の一つとしての仙薬の調合に相応しい地ではなくなるからである。岩石が露出して佳

景奇景を現出している地も多い。これはすでに記したように石薬の探索や採取に有利な条件となる。

同じ石薬でも薬効を求めるのではなく、例えば天柱山頂のように天に突出した岩のもつ気力を神仙と

なって白日昇天する力にかえようとする意図もあったのではないか。
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福地というと、ある一定の面積をもった地域と考えられがちだが、調査記録を読んでみると、必ず

しも一山全てが福地と考えられていないようである。丹霞洞のように、カール状の谷の部分だけ、あ

るいは蓋竹山のように石橋を渡って行き泉水のある場所、という。一山の中でも特定の地点が想定さ

れていたようにも思われる。

いずれにしても、こうした報告書や写真を見る限り、福地の殆どはそれなりの景観をもつ。もちろ

ん、わざわざ陰気な土地や腐った葦原を福地とすることはあり得ないから、福地に想定される以上、

佳景の地として認められていた地であった。

３．長生へのデザイン

唐代に王屋山の洞天に入って仙を得た人の記録がある。もっともこれは一種の伝奇小説として伝え

られるが、当時の人々が洞天や福地をどのように理解していたのかを知る材料ともなるので要点のみ

を紹介しておく。

唐の咸通壬辰の歳、王屋の県令であった王余は道に志を立て、『黄庭経』を学習してその注釈を作

ろうとした。しかし奥義に達していないため、ただ一日に五、六千回ほど誦すだけであった。王屋山

には神仙の集る小洞天があると聞き、自ら王屋の県令になったわけである。王余は王屋山中に庵を結

び、神仙と出会うことを願っていた。役所をやめてからは穀物を断ち、服気導引などの修行を行うこ

と数ヶ月、少しづつ精神が明瞭となり体も軽くなった。そこで洞窟の中に入り三十里ほど進んだので

ある。……その結果ついに王余は長生を得ることになる（『仙伝拾遺』）。

王屋山は十大洞天の第一に挙げられる大洞天である。神仙が集まる仙都があるという。結局、王余

はこの洞天で奥義を極め神仙となる。これは洞天の話であるが、福地も同様の効果をもった。先に記

した『真誥』の記事には、修行者や神仙が福地に住むという。神仙から仙を得るための秘訣を習い、

奥義に達していくということであろう。

山とそこを流れる流水に関心が向けられるのは六朝期になってからである。いわゆる山水画あるい

は山水詩は、いずれも六朝期になってあらわれる。王羲之「蘭亭序」に見られる会稽山の光景、宗炳

の「画山水序」の山水画論、さらには謝霊運の山水詩、いずれも山のもつ神気を描くことを山水画の、

あるいは山水詩の意義とする。「画山水序」にいう、「神（精神）とはもともと捉え難きものであるが、

形あるものに宿り、同じ形をもった絵に感応して、その絵の中に真実の姿として入る。したがって、

よく実物を描きとれば、その精神を画面につくすことができる」とは、明らかに見るものの神（精神）

と山や川の精神との感応を記したもので、一種のアニミズム的世界観にもとづくといえる。六朝の文

人の中ではこうした自然観を持った人々が少なくない。謝霊運の詩の中にも、山の神気に出会った瞬

間を記したものがあるし、『抱朴子』に至っては山神の存在を前提としている。そうなると有名な天

師道徒であった王羲之父子や有力な江南の貴族たちの間にも、アニミズム的自然観はかなり浸透して

いたとみてよい。福地の思想の根底には、こうした山神との感応と加護とが窺われる。
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また宗炳の考え方からすれば、景勝の地には景勝の地を作り上げる美神がおり、醜悪な地にはその

景色を作りあげる悪神が住むことになる。したがって福地はいずれも美神によって治められた地であ

り、この美神によって作られた土地ともいえる。アニミズム的自然観からいえば、佳景、景勝の地に

こそ神の居所がある。では一体どのような地が福地に選ばれたのか。その大概についてはすでに記し

てきたが、とりあげたいくつかの地に共通するのは森林の存在である。同時に清流のあること。山地

であること。この景勝ということには、奇景・奇岩の存在も含まれる。これは人為ではなし得ない、

むしろ神のみが作り得る造形物として理解された。例えば江西省にある第三十三福地の霊山、それは

写真でも分るように麓に森林をもつ岩石の奇峯である。

霊山

すでにこの山容だけでも福地となり得るが、その岩石はすべて花崗岩である。花崗岩の組成は、石

英・正長石・雲母が主成分となるが、これらは全て仙薬の薬材となる。麓の森には芝菌類を始めとす

る植物薬がある。こう考えると確かに神仙への修行場としての条件を備えている。

福地は現実の土地として存在すると先に記したが、それはこうしたデザインをもつ土地を捜したか

らであって、神話伝説の所産ではない。そこが洞天とは異なるところであろう。実際、七十二福地の

過半は浙江・江蘇・安徽・江西・湖南の各省に所在する。いわゆる江南から江西にかけての地域であ

る。この地域の温暖湿潤な気候が森を育てた。豊かな森と清流の流れる岩山に修行の適地を見い出し

たというべきである。

４．福地とは何か

長生ということを考えると、それは単に長寿を保つだけではない。生きることは、ものを食べ活動

し考えることである。神仙のもつ不老長生の質はまさしくこれであり、老いてもなお独立して一人で

生きられる力をもつ。そのための不老であり、つねに若々しく活動的でなければならない。しかも長
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生してみれば、肉親はすでに亡く友人もいない。一人山中に独居修行したため世の中の変化も知らな

い。孤独である。それに耐える精神の強さも必要であろう。

仙骨という概念がある。生まれながらにして神仙になり得る性をいう。福地の山野をめぐって仙薬

を求め、清静恬淡として精神を錬えて修行に努める。山野を跋渉して仙薬を求めるのは足腰を鍛え体

力をつける。無為清静の修行は欲を去り何事にも動じない精神を育む。仙骨がなければ、崖から落ち

て死ぬし、修行に耐えられず山を下りる。あるいは病を得て衰弱はなはだしくついには死去する。要

するに淘汰されるわけである。残ったものは、強い体力と精神力、それに高い免疫力をもち生きる知

恵と運の良さをもった人物ということになる。運という科学的には解明できない確率論を加えるのは、

いささか抵抗があるが、一秒差で命を救われた人のいることは確かだし、五秒差で前の人が買った宝

くじが一等に当たったというのもある。運が良ければ崖から落ちることはないし、虎や毒蛇に襲われ

ることもない。こうした過酷な生活に耐え残ったものだけが神仙となるのに相応しいが、それでも仙

骨がなければ神仙にはなれない。

こう考えると福地の性格はより鮮明になる。つまり神仙淘汰の場なのである。神仙を志す修行者全

てに仙骨がない以上、脱落するものが必ずいる。神仙の階位に天仙・地仙・尸解仙という三つの種類

がある。天仙は天上世界に昇る神仙、地仙は地上にあって不死を得た神仙、尸解仙は修行未熟にして

一旦は死ぬが屍体の外形はそのままに、その本身が仙化する。仙運つたなく修行の中途で死に、屍体

のあるものは尸解仙と理解されたし、屍体のないものは先刻まで生活していた洞窟や庵もそのままに、

忽然として姿を消して仙去したと解釈される。こうした事例も存在したであろう。なぜなら六朝期の

志怪文献や唐代の伝奇文献には、道士達のこうした記事が少なくないからである。

ところでここでは福地を「理想の大地」と標題した。それは神仙信仰にもとづく理想の条件を備え

た土地であるからで、通常の人々が生活する場ではない。まして桃源郷ではない。しかし、自然とい

う側面からみれば、森林と清流という景観は一つの理想として位置づけられる。すでに記したように

自然に対する認識、特に山水についての注意は六朝頃から興る。それまでの中国文化の中心は、どち

らかといえば北方黄土地帯にあった。秦漢は長安、後漢は洛陽、いずれも黄土の大地である。秦漢の

長安附近には森林地帯も山岳もあったが、あまり重視されたようではない。三国から六朝になって、

北方の貴族・知識人の中で、南に徙ったものたちは、江南の景色に一驚する。そこは緑滴る山や野の

ある土地であったからである。こうした知識人の中から自然への関心、山水への興趣が出た。福地が

江南から江西にかけて多いのも、そうした意識が影響したようである。しかしながらその意識は、必

ずしも広くは伝わらなかった。中国の歴史を称して、治乱興亡という。治まれば後に乱れ、王朝が興

れば必ず衰亡する。そのたびに都城宮殿は焼れ、また新たな建築が始まる。近隣遠方の森は伐られて

山は荒れる。さらに宋代になると、陶磁器の生産が盛んとなって森の木は焼成のための燃料となった。 

福地が福地として機能するには、やはり清浄な山水森林が無ければならない。その福地はただ信仰

のための存在ではなく、環境としての位置づけにある。
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チェジュ記 

――石と風と光へ

河本 英夫（文学部）

 チェジュ島は、溶岩性の島であり、島のいたるところに洞窟がある。中腹には山がある。最高標高

は、1900 メートルほどである。稜線のうち海岸にもっとも近い稜線の丘の頂上付近には、旧日本軍

(58 連隊)の作ったコンクリート製の見張り台が今も残っている。路線バスでこの山(漢帑山)上る途中

でも道路工事を行っていた。道路の中央が突然陥没したような大きな穴が開いていた。いたるところ

にそうした洞窟状の地中空洞がある様子だった。島全体は、溶岩性の爆発の後、平らに盛り上がった

ドームのようになっており、海面との接点部分は断崖絶壁が多く、盛り上がった溶岩が海まで流れ出

したところが、なだらかな丘陵となり、そこは海水浴場としても活用されている。

島の東北部には、「万丈窟」(マンジャングル)と呼ばれる巨大な洞窟があり、世界自然遺産に指定さ

れている。一般人に公開されている範囲でも洞窟内１キロの歩行距離がある。海岸近くまで流れ出た

溶岩が、流速を増した雨水によって削られ、中空状に崩れ落ちてできたものであり、地表表面まで崩

れ落ちた地点の一つが、出入り口になっている。夏でも 18 度と圧倒的に気温は低い。入り口の階段

を下りると、冷気が上がってくる。異様に湿っている。洞窟内に水が入ると、真夏でも乾くことはな

い。日本の氷室に似ている。天然の冷蔵庫である。真夏にはありがたい。しかし観光以外にどの程度

の使い道があるのかは、わからない。

 またこの洞窟のさらに東北方向の海岸には、海岸と絶壁が接した巨大な隆起場所である「城山日出

峰」がある。異様なほどの巨大絶壁で、朝早く登り、頂上で日の出を見るそうである。この絶壁も世

界自然遺産になっている。定期バスが、すぐ麓まで入り込んでいる。この絶壁の実際の高さは、180

メートルほどで、スカイツリーどころか東京タワーにもはるかに及ばないが、すぐ麓で見上げるため

に、巨大な絶壁と感じられる。絶壁は溶岩性の岩で、いくつもロッククライミング用のコースが取れ

そうだが、放置すれば怪我人、死人が多く出る。

洞窟付近の森は、独特の植生がある。松でも杉でもない。韓国でも済州島にしかないようである。

「コッジャワル」と呼ばれる葉緑樹であり、一年中緑である。粘性の高い岩塊状の溶岩に形成された

森であり、地下水を涵養している。絶滅危惧野生植物も少なくない。ブナ科のイチイガシ、クロウメ

モドキ科のハマナツメ、イワウメ科のイワウメ、マメ科のミヤマトベラ等々である。また特産植物に

は、サイジョウモミ、サイシュウバライチゴ、オオベニウツギ、サイシュウシャジクソウ、サイシュ

キーワード：石文化公園、トルハルバン、スマートシティ、スマートグリット、

自然エネルギー
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ウザサ等々がある。

横たわった城山日出峰(左上は海である) 

畑を耕せば間違いなく大小の岩が出てくる。火山灰が少なく、灰でできた表土が少ない。そのため

広い農地を作ることは難しい。岩が出てくるたびに、畑の周囲に積み上げてある。個々の畑の周囲は、

多くの場合岩に囲まれている。それは見かけ上は、畑を守るかのように周囲四方に積み上がられてい

る。だが実情は、他にもって行き場がないということに近いだろうと思える。現在でも畑から岩が出

てしまうのである。柔らかい粘土質の土が必要な稲作には、適していない。

 こうした自然発生的な岩を集めていた地元の収集家が、何人もいただろうという推測は容易にでき

る。岩は自然漱流、疏形によって、さまざまなかたちを取っている。魚や鳥に似たもの、複雑な造形

物に近いものまで多数の石がある。面白い岩を集めておくというのは、博物学的な関心である。大小

の岩があり、大きなものでは 4，5 メートルあり、石や岩を集めただけでも圧倒的な多様さが出現す

る。そうした石を集めたのが、「済州石文化公園」であり、その内部に作られた博物館である。

この文化公園は観光ガイドではほとんど紹介されることはないが、世界でもごく稀な石文化博物館

である。公園を一渡り見学するだけで、3 時間程度かかり、敷地面積も異様に広い。この博物館は、
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もう一つの世界の石の文化である ギリシャ文化と比べると文化の質がよく分かる。シェジュ石文化

公園は自然状態で作られたものを見つけて集めただけなのである。彫刻といっても、地蔵のような顔

彫刻(トルハルバン)であり、身体とりわけ均整の取れた身体への関心はほとんどない。石の多くは、

地元の収集家が集めていたものを寄贈したのである。宣伝の仕方が悪いのだと思うが、加工度を下げ

て自然状態での｢自己組織化｣のよる造形を集めたのだとすると、世界でもめったにない石文化博物館

である。この回廊の一部には、休息室がいくつかあり、そこのソファーも石でできている。石のなか

でも柔らかい石である。溶岩石の特徴で、水に浮かべれば浮いてしまうような隙間だらけの石である。 

 博物公園内には、民家を集めた一角があり、いずれも石と赤土でつないだ塀でできた家である。こ

れでも雨と風はしのげる。屋根はかやぶきであり、暑さはよく吸収している。柱はない。石で塀を作

っており、間取りをしようと思えば、室内に石の塀を作る以外にはない。その場合でも作りはツーバ

イフォーと同じなので、無理があるとは思えない。

 島の産業は、もっぱら漁業と観光であり、宿泊したチェジュ・ロイヤルホテルも中国人観光客で溢

れかえっていた。朝の五時頃から隣の部屋で夫婦で怒鳴り合うように大声を出しているので、会話の
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内容は分からなくても、おそらくそれは中国人だろうと察しはつく。朝鮮料理は、辛いだけではなく、

ただひたすら粗暴である。素材を食べる粗暴さが、特徴である。野生と呼んでも、自然性と呼んでも

言葉の違いである。日本の寿司のように素材の微妙さや繊細さを引き出すのではない。鯛の刺身も、

黒豚も素材としては上級の素材である。それを生のニンニクやタマネギやニラとともに、ただひたす

ら猛烈に食べるのである。野菜はすべて生であり、極端に辛い。それも素材である。鯛の味を、生の

ニンニクが消してしまう。少なくても日本人の味覚ではそうである。現地の人たちは、それでも鯛の

味を見分けているのかもしれない。そのあたりのことは分からないが、韓国料理は容易ではない。

素材の活用の仕方、素材への感度がまったく異なるという印象である。日本にも辛さを基調とする

食材がある。たとえば山葵である。しかし山葵の葉を直接食べるようなことはない。練り物にして濃

度を調整し、場合によってはネギやヌタで和えて重要な隠し味として活用する。だが辛さを直接食べ

ることは少ない。素材は包まれるように含まれ、そのまま維持されているが、和え物となっているこ

とが多い。これに較べると韓国料理は限りなく素材そのものであり、それを料理として調整するので

はなく、各人が自分で食べる量を決めるのである。日本料理の要は、珍味の活用である。辛さではな

く「苦み」を食べているのである。サザエの壺焼きのワタとかホヤは内臓まで酸味を和えて食べる。

味の多様度が最初から異なっている。最も辛さの質を感じ分けるところまで、現地の人たちは進んで

いるのかも知れない。夕食は、観光客用のレストランではなく、地元住民がよく使う名物店を選んで

もらった。そうした店が食文化の質がもっともよく出る。

チェジュ市に海産物卸売市場のようなところがある。露天に近い店舗が並んでおり、おそらく早朝

に水揚げされた魚を売っている。周辺にはハエが飛び交っており、店番のおばあさんが団扇で追い払

っている。1960 年代には、日本の港町では多くみられた光景だと思う。商品は、冷凍やパック化は

されていない。小型の生簀には、体をぶつけ合うほどの魚がびっしりと泳いでいる。生活の地が加工

されないままそのまま出ているという感触である。生活の力強さとそれで生き抜いてきたものの年輪

の蓄積を感じさせる。何度か乗った公共交通の路線バスも、前を走る乗用車の遅さにいらだち、乗用

車を警笛で威嚇して走っていた。どのバスの運転手もそうなのである。運転手は、ぶつぶつ一人ごと

をつぶやいている。それを訳してもらったところ、「糞ったれ、死ね・・・」とかつぶやいているよ

うである。感情の制御の仕方がかなり異なる。激しい感情を動かしても、すぐにけろっとしている。

むしろ余分な制御をかけないことに近い。

離れ島特有の怨、恨み、憎のようなものはほとんど感じられない。日本の佐渡島は流罪島であり、

犯罪者の流された島である。日蓮も世阿弥も佐渡に流された。幕府が危険だと感じたものを流したの

である。そして洞窟のような金鉱山で否応なく働くのである。島根の隠岐の島には伝統的に政治犯が

流された。政争で敗れたものは犯罪者ではないが、隔離する必要はある。隠岐の島の住民には高貴な

顔が多い。こうした流罪の歴史は、どこか島全体に陰影を帯びさせる。寂寥や哀調や悲嘆や暗さを帯

びている。チェジュにはそうした陰影が感じられない。陰影の一つが、自分自身に対する複雑な言い

訳であり、そこには自己憐稟が含まれる。チェジュは、こうした複雑な言い訳には無縁である。事実、
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生のニンニクの辛さに対しては、どのような言い訳も無効である。

料理室を舞台とした「NANTA」の公演は、まな板や鍋を楽器として使うもので、コメディ・ミュ

ージカルである。多くの国々で公演を重ねているようである。包丁を打楽器として活用するので、か

なり練習を積まなければできない。笑いの質が直接的でシンプルである。作品の構成は、作りこんで

あるが、無理に詰め込んだ部分も多い。幼児から大人までただ素直に笑うのがこうした作品への作法

である。文化とは、素直に笑えないことの別名である。日本で全盛のお笑い文化は、相当に複雑で難

しい笑いを引き出している。これに較べると、この公演の笑いは、道路を歩く人がバナナの皮で滑っ

て転ぶような場面でできている。ベルクソンに笑いをまとめて分析した著作がある。そこでの一般的

な分析は、日常的に想定される予期から逸脱したものを、人は笑う、というものである。そこには多

くのモードがあるが、もっとも直接的なものがずっこけである。

 スマートシティは、島の東北部一帯にある。海岸には、巨大な風車が並び、家屋の屋根には発電用

パネルが設定されている。こうした大規模スマートシティの計画には、政府系機関、複数の大企業(サ

ムソン、ヒュンダイ等)、地方自治体の参加と協力が不可欠である。計画自体は世界のどこで行って

も似かよったものとなる。計画だけであれば、日本でもすでに実行できている。それを地方行政単位

を巻き込んで、着実に実行する局面に入っているのが、チェジュの特徴である。自然の素材をそのま

ま活用するという文化的資質にもよくあっている。チェジュ島の地理的位置は、対馬の西方であり、

恒常的に風が吹いている。しかもかなり強い風である。島の中央にある「漢帑山」中腹でも恒常的に

かなりの風速があった。資源の乏しい島だから、自然資源と言えば、風と光である。通訳をやってく

れた哲学科 3 年生の女子留学生は、チェジュの資源は、「石と風と女」だと言っていた。 

東アジアの男の影は薄い。世界の偉人 100 名というような話題では、日本でランクインしそうなの

は、卑弥呼や紫式部や清少納言で、日本の男は 1 名も入りそうもない。日本の神話のなかの天照大御

神はもちろん女である。チェジュには、いくつかの民話(土着的神話)がある。最も長編で大きな物語

が、『慈充姫 神話』(チャチュンビ)(秦聖麒著、2007 年)である。慈充姫は、シャーマンで現実世界

と死界を行き来きでき、この民話は本来神々に語り聞かせる神への捧げものである。民衆の間に語り

継がれた物語を、聞き取り活字化したかたちで成立している。その途上で、多くの語り足しがあった

と思われる。慈充姫は、死者を再生させるために「西天花園」(仏教的には西方浄土)に赴く。その途

上にさまざまな出来事がある。男の代表格であるトリックスターのエロ爺・肥満男「丁雄男」(チョ

ンスナム)を連れて、旅の途上で水が飲みたくなり、水を飲もうとすると、丁雄男がそれにはふさわ

しい作法があるという。そこで慈充姫は、全裸になり、陰毛をたばねて葛の蔓で結びつけ、引き込ま

れないようにして、腰をかがめて水を飲む。そこで丁雄男は、山の神に向かい「大穴、小穴見とくな

ーれ」と叫ぶ。慈充姫は、このエロ爺に向かって「なさけない男」だという。実に堂々とした生きる

力の漲る、力強い女性である。この力強さは確かに一つの資源である。ただこれが「いい女」かどう

かはまた別である。
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エロ爺のトルハルバン

自然エネルギーの利用は、原発のような複雑な施設は要らない。風を利用するためには、空気の流

れを回転運動に転換する巨大扇風機があればよく、日照量を活用するためには、現時点では太陽光パ

ネルを置くだけである。太陽光パネルは、仕組みじたいはすでに行き止まり技術である。もともと軍

事用に開発され、宇宙で活用されていた技術をそのまま用いている。技術のなかには、自転車のよう

に基本的な仕組みの点ですでに行き詰っているものがある。あとは効率を上げるだけになる。これに

対して、地熱発電は日本でもほとんど活用されていないが、技術革新の可能性の宝庫である。石油を

掘る技術はすでにあり、深度 4000 メートル程度は掘り進むことができる。その深度の位置で、熱を

電気に代えてしまうのである。

自然エネルギー関連の事態は素材を採集してそのまま食べる韓国文化に、とてもよく合っている。

ここでの自然エネルギーの特徴は、熱を介さないことである。水蒸気にしてタービンを回せば、副産

物として熱が出る。熱はエネルギーのゴミなので、電力を作り出すために、膨大なゴミを出している

ことになる。原発では、さらに反応後の未処理放射性物質という捨てることのできないゴミがある。

自然エネルギーを活用する感度は、日本とはだいぶ違う。チェジュは水が少なく、地熱もない。自然

エネルギーとハイテク機器がつながっているのが、環境エネルギーの特徴である。情報化機器は一面

では高度な機能性をもつ。それと自然エネルギーは容易なことではぴったりと釣り合うことはない。

ただし情報とは熱を発生しないシステムの多様度のことだから、その点では仕組みは本性上同じであ

る。

自然エネルギーには、容量の一定性と恒常性がない。それを恒常化して蓄積する技術が必要となる。

巨大なバッテリーが必要であり、電圧を一定に保つ整流器が必要である。ことに電気は流れるのが本

性であり、蓄えることは電気の本性に反する。それを技術によって貯めるのである。小規模には、電

池は小型のバッテリーである。これを大型化すればよいのだが、各家庭に設置できるバッテリーの大
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きさには限度がある。さらに社会的な供給源施設を作るためには、技術的改良が必要となる。

スマートグリット情報館

 電気自動車も、同じ問題を抱えている。現段階では、エンジンに比べてモーター自動車は走力、持

久力、エネルギー補給時間のいずれでもまだまだ大差がある。大型のモーター自動車は、まだ無理で

ある。せいぜいゴルフ場で小型自動車を活用する程度である。また一回の充電での走行距離が短い。

ひとたび放電した後の充電まで時間がかかる。十分に充電するためには、一晩かかる。そのためかな

りの期間は、エンジンとモーター併用の自動車が続くのではないかと思える。ガソリンの値段が釣り

上がってくれば、経済的な理由で電気自動車がさらに普及する。

 一般に電気自動車は、二酸化炭素を出さないと言われている。しかし原発でも二酸化炭素は排出さ

れない。だから排出される二酸化炭素量が問題の焦点ではない。二酸化炭素は、ゴミの一つだが、未

処理放射性物質もゴミであり、熱そのものもゴミである。それ以上活用できないまま残存するものは、

物質循環の定義上「ゴミ」である。そのためゴミの定義は、技術の進展に応じて変化する。ここに一

切の問題を技術の進歩によって解消できるとする「技術至上主義」と技術そのものがさらに新たなゴ
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ミを生み出すという「先験的技術限界論」の対立が生じる。こうした対立は、将来の技術見込みを含

んで争点がつくられる以上、双方にとって有利なデータを上げることができ、どちらかに圧倒的に有

利なデータも理論的理由も存在しない以上、争いは終わりそうにない。技術の進歩可能性を競うのだ

から、争点にならないことを競っているのである。ゴミそのものの総量を減らすことは、現在の技術

水準でも多くの選択肢がある。このゴミを少なくすることが、循環型社会である。循環型社会の設計

で最も困難を極めるのが、極端な人口増加への対応である。循環のサイクルに入らない積み残しの廃

棄物が生じてしまい、この廃棄物の総量が増大しつづけるのである。

 バッテリーの改良は、副産物を生んでいる。夜中の電気料金を下げ、日中の生産用の電気使用では

料金を上げて電力価格を時間制で変動させると、夜中の安い電力を蓄えそれを昼間使うことができる

ようになる。こうした価格差をもちいた電気使用を行うためには、毎日充電の効くバッテリーが必要

となる。現在のバッテリーは、数十回使用すれば寿命となる。それをさらに延ばし、家庭での電気使

用を賄えるほどにしておくのである。こうした技術はまだまだ開発余地がある。

 スマートシティの中心部には、公営の「スマートグリット情報館」が建てられている。現在の計画

は、ほとんどはここで知ることができる。1 時間弱の体験館ツアーを設定してもらっていたので、説

明を聞きながら進むことができた。電気のシステムのうち、発電、送電、配電は基本設計に組み込ま

れている。この部署は、韓国電力 KEPCO が設計している。また太陽光、風力、新再生エネルギーの

ようなエネルギー産出システムについては、POSCO コンソーシアムが担当している。この部分は、

バッテリーの性能が機能の域値を決めている。

物の輸送には、やはり移動手段が必要である。どのように社会が情報化しようと、物そのものを情

報化することはできない。情報は流通コストを極単に落とすことができるが、物流そのものを代行す

ることはできない。野菜も穀物も情報ではない。移動や輸送のためには、それなりの大きなシステム

が必要となる。ヒュンダイも参加して、電気自動車を開発していたが、まだまだ開発余地がある。現

地にこうした 20 年後までの設計モデルを置き、官民一体となって推進している点では、企画推進シ

ステムは機能している。現実の社会に少しずつ応用し、そこからさらに工夫を積み上げる以外にはな

いからである。

 自然エネルギーの活用には、まだまだ多くの課題がある。自然エネルギーは大容量電力は難しいの

で、家庭仕様電力と工場仕様電力では、同じシステムで賄うことは難しい。おそらくネットワークを

代えさらに切り替えを含んだ接続を作る仕組みになると思われる。現在は原発も含めて電力全盛だが、

電力以外の自然エネルギーの活用も必要となる。スマートシティのような企画は、あらかじめ設計を

行い、それに合わせて作って行くような仕組みにはならない。現実に適用してみると、新たな課題が

次々と出てしまう。新たな課題を見出しながら、ネットワークそのものを拡張していくのが、こうし

たプログラムである。このプログラムは直面する問題を一つ一つ解決していくようなものとはならな

い。問題の解決へと向かう途上で、新たな課題と選択肢が生まれ、そこからさらに新たなネットワー

クの展開が必要となる。
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イノセント・メモリー 

――身体記憶の彼方へ

河本 英夫（文学部）

 (DVD 全 40 分作品) 

[音イレ] 寺井尚子・ジャズワルツ 

入り組んだ海岸線、リアス式海岸、山の稜線、砂漠の山谷、砂浜、マングローブ、各種湖、浜名湖(湖

と海の境界)、山間の湖、 

塞き止めてギャップをつくっているもの

間歇泉、噴水、放流するダム

身体の輪郭、葦の一面、ひまわりの一面各種

高速道路、首都高速、平原道路、シルクロード

ナイル、インダス、黄河、ミシシッピ、アマゾン、ティグリス、ユーフラテス

道路と河

十川幸司臨床映像、講演映像

バリ島、

生命は、みずから作動することで、おのずと境界を引く。

それによって内外に創発の水準の落差を作り出す。

この落差を維持し続けることを、一般に人は生きていると呼ぶ。

内的に見れば、つねに別様になりうることを維持している状態であり、外的に見れば、どのようにそ

こに接近しようとも、ちょうどカフカの城のようにその周囲をぐるぐると回ることになる。それは無

限に接近することが、漸近線にならない事象である。

生命は、つねに幾何学や代数学の彼方にある。

幾何学や代数学では、オペレーションが進行する場所がすでに設定されている。

生命は、みずからとなり続ける場所をそのつど作り出すのである。

感覚は、おのずと感知できるものと感知できないものの境界を引く。

感知とは、現実性の出来である。

感知できないはずの環境は、つねに感知できるものに浸透している。

感覚の境界が変動すれば、一切の現実は変容する。

困惑や狼狽や一切の恐れの一歩先であり、言ってみれば、もはや困惑することも狼狽することもでき
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ない。

感覚ニューロンが破壊されれば、ニューロンは生き延びることだけに向かってさらに作動する。

新たな境界がおのずと形成される。

観察者は、それを幻覚や幻聴と呼んでいる。ニューロンの最善の自己維持が、疾病だと呼ばれている。

このギャップを恐怖に変える者がいる。

このギャップに言語的な説明をあたえる者がいる。

このギャップを固有に生きろと説教する者がいる。

このギャップを言葉で語れと執拗に促す者がいる。

意識は、それとして作動することで、おのずと自己自身の境界を引く。

まるで自己自身が何であるかを知っているかのように境界を引く。

それは一つの自己防衛である。

意識は目覚めるとともに自己防衛の仕組みを備えている。

それが意識の健常であり、意識の本来的な倒錯である。

意識には、知らないものを知っているという感触があり、

知っているものを知らないという感触がある。

意識とは、境界の倒錯の可能性に晒され続けていることの別名である。

意識は境界を引くというみずからの行為を、知ることへと転倒してしまう。

みずからの行いを、みずからそれを知ることへと転倒するのである。

行為においては、まさにそれじたいの感触を感じ取れているだけである。それとして感じ取られて行

為は作動するだけである。

知っていても知らなくても、ただ作動するものは、みずから行為し、作動する。

この同語反復が、基体(ヘッケイタス)であることの証である。 

意識は、何かを知るというかたちで作動し続ける。

だが作動そのものは知ることに解消できない。

知ることは作動の副産物であり、作動との二重作動である。

そのため意識には、まさにそれが意識であることによってすでにカテゴリー・ミステイクが入り込ん

でいる。

人間にかかわるすべての問題がここに由来する。
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イノセント・メモリー 
——身体記憶の彼方へ 
 
 

［音イレ］アメイジンググレイス 

未開部族の映像(できるだけ撮影を意図しない映像) 

未開社会の環境映像 

トーテム、部族宗教の映像、祝祭、埋葬、南アフリカ、 

チンパンジー、ゴリラ、オランウータン、コンゴ盆地のボノボの同性愛、 

サルの毛繕い、ライオンのハーレムの寝そべり、ネコ鍋 

野生を感じられるもの 

 

 

身体は蠢く。 

繰り返しやってくる波のように、それじたいで蠢いている。 

それはちょうど間歇泉のように、 

沸き上がる入道雲のように、 

ただそうすることがおのれの本性であるように繰り返し作動する。 

 

肉の深さには限りがない。 

無限接近しても届かない虚焦点とは異なり、 

何度でも出発点に戻るエッシャーの洞窟とは異なり、 

肉はみずからをそのつど形成する。 

だが肉にも金属疲労のような痕跡は残る。 

それが肉の記憶である。 

それは別名誕生時から開始される成長であり、成熟である。 

このとき成熟とは、蓄積疲労の履歴であり、 

時として自分自身を裏切る記憶である。 

疲労を遅延させる疲労を知識という。 

そのため知識とは、見せかけの狡知である。 

この狡知を支えるものを認知的記憶と呼んでいる。 

だが肉は知識の制御にはしたがうことはない。 

 

動作は、波のように繰り返す。 
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それはリズムのような外からの区切りではない。

流れるものには、リズムがある。

それは手拍子のようなリズムではなく、自分自身に区切りをあたえる動きである。

波におのずと頂点があり、底があるように、おのずと出現するリズムがある。

歩きたくなるときがある、

走り出そうとするときがある、

何度も繰り返し出現する動作の感触がある、

一日に何度も思い出される感触がある、思い出になることができない感触がある、

思い出とは異なる記憶と感触がある。

何も想起しない日々がある。

まるでそれがなかったかのように過ぎていく日々がある。

まるで映画の一コマのようによそよそしく浮かぶ自分の過去がある。

海鳴りのように起伏のある記憶がある。

想起しようとしてもまったく想起できない感触がある。

内感は呼び戻すこととは異なる仕方で、まるで染み出すように想起される。

それは表象の想起とは別のものであり、情動の想起とも別のものである。

昨夜の楽しかった晩御飯の風景を想起する。

皆、笑っている。

人間がこれほど笑えるものなのかと思えるほど笑っている。

そのとき楽しさの感触は、呼び戻されている。だがそれを思い出して、再度いま楽しくなることもあ

れば、別段いま楽しくないこともある。

楽しさの記憶は、いまもう一度楽しくなることであり、それは過去の楽しさを想起することではない。 

だが昨夜の楽しさの感触は、紛れもなく想起されている。

痛みの場面は、いつも過度にくっきりとしている。

あの治療室での歯の痛みは、治療が功を奏して、いまは消えている。

だがその痛みや治療の緊張や感触は、全身に震えがくるほど想起されてしまう。

だが再度痛いのではない。痛みが再度いまもう一度痛むといいうことはない。

だが感触は何度でも蘇る。

感触とは、第三の記憶である。

［音イレ］ロスト・ハイウエー

十川幸司さんの治療映像、マルキド・サド、マゾッホ、三島由紀夫、デヴィット・ボーイ、ベーコン、

570



ホモ絵、ニューハーフ各種、おなべ、フロイト宅、

情動にはそれじたいの単位はない。

ただ連動して反復することで、連動するものをつうじて外的に境界を引く。

欲動は、波のようなものである。

波はただ蠢き、外的理由で振幅をもつ。

荒い波もあれば、ささくれ立った波もあり、平面のように穏やかな波もある。

それは波そのものによってもたらされたものではない。

波は内部からも外からも境界を変動させることができる。

家族は、ともに食べることによっておのずと境界を引く。

親族は、共助の連鎖によって親愛とともにおのずと境界を引く。

民族は、婚姻可能性の連鎖によって未分化な贈与の境界を引く。

国民は、国境という語に魅せられて、作為的に境界を引く。

自己意識は、みずからの働きを感じ取ることで、自覚的に境界を引く。

ここにも意識の自己倒錯がおのずと含まれてしまう。

働きを感じ取ることは、気づきであり、調整能力である。

だが自己意識は、みずから知ることに合わせて自己制御できると考えている。

しかもそうできていると感じてもいる。

そのため知りたくないものを作為的に消そうとし、知らないものを知っていると自覚するのである。 

異なる境界を飛び越えて活用することを、倒錯という。

境界への誤解が倒錯を生む。

そこには意識の錯誤が含まれている。

意識の筋違いの制御を自己治癒として実行してしまうこと、

あるいは倒錯を起動し、倒錯によってさらに新たな局面へと進んでしまうことがある。

それもシステムの本性である。

撞着こそ、筋違いのシステムの本性の具体形に他ならない。

倒錯とは、筋違いの境界を維持しようとする本人の自己維持の必死の企てのことであり、非自然性へ

の自己執着であり、自己努力である。

境界の内部には、つねに剰余が生まれる。

生命の境界の内では、創発性の度合いが環境の創発性の度合いとは異なる。

性は、全身どころか世界大に広がる。生殖をはるかに超え出て、性は世界の相貌の一つである。

571



そして性は生殖とは独立の系へとつねに変貌しようとする。

性とは気が付けば境界を超え出てしまうシステムである。

[以下のフレーズは、画面に文字だけがならび、朗読はしない] 

音入れ、サイモン&ガーフィンケル(軽快なもの) 

映像は、各種ヴィーナス、各種オフィリア、

女の体の部分が性に関係していればいる程、(たとえば乳房であるとか下腹部に近い部分であるとか)

それにさわることを考えるだけでも彼は身の毛もよだつ。彼は性器に直接ふれるということを、涜神

的なおそるべき罪業感なくして考えることができない。手袋や毛皮や長靴はこれに反して、女をその

「人間的な局限された存在」や平凡な女のつまらない「具体性」や「その不快な性的なもの」を超え

て、もっと「超人格的」な、人間を超えたものと人間以下のものとを合わせてすべてを包括した神的

なものにまで高める。

私が妻の直腸に侵入し、深く進むと、一番奥のところで一つの大便の塊に突き当たります。すると私

はまるで彼女の真の中心点に達したような気がします。そこは人を溶かしてしまうほど熱い。まるで

地球の中心で溶けてしまうようです。

臀部を除き、女の身体の他の部分は全部私にとって単なる物質と同じであり、彫像のように生命があ

りません。女の皮膚や性器は、私には大した意味をもたないのです。これらのすべては余りにも完成

されすぎ、形が整いすぎ、きちんとし停滞しています。生命は皮膚の下ずっとずっと深く、腸のなか

ではじめてはじまるのです。大便のあるそのところで、生命に火が付くのです。

人がなぜ女と一緒にいたがるのか判りません、私には女に近づくことは禁じられている、もし女の前

で裸でいたり、体を触られたりしたら、私は恥ずかしさで死にそうになります。・・・女が遠くにい

るときには、私は恥ずかしさに堪え、少なくても女の視線にさらされることは出来ます。その時は楽

しくてしかも恐ろしくありません。私がペニスをその女にみせるとき、私は彼女の視線がそれをもて

あそび撫ぜるように感じます。そのときはまったくすばらしい。そのとき、女は天使のようです。

手淫を始めたころ、彼は誰にでもよいが、自分の臀部を打たれるという空想によって、性的に強く興

奮した。また純粋にサディズム的内容の空想も彼を興奮させた。たとえば彼が部屋に入ると、床の上

にたくさんの裸の女がいて、彼は彼女らを鞭打ち、女の体が痛みのために、まるで虫のようにうごめ

くというような。

572



倒錯の余韻は、人間の命の悲しさでもある。

それは宿命のように仕組まれた人間の本性であり、罠である。

[音イレ]ひまわり 

世紀末のウイーン、ボッティチェリのプリマベーラ多数

宗教画ではなく、神話モティーフ

こんな夢を見た。

腕組みをして枕元に座って居ると、仰向けに寝た女が、静かな声でもう死にますと云う。女は長い髪

を枕に敷いて、輪郭の柔らかな瓜実顔を其の中に横たえている。真っ白な頬の底に温かい血の色が程

よく差して、唇の色は無論赤い。到底死にそうには見えない。然し女は静かな声で、もう死にますと

判然云った。

しばらくして、女が又こう云った。

｢死んだら、埋めて下さい。大きな真珠貝で穴を掘って。そうして天から落ちてくる星の破片を墓標

に置いて下さい。そうして墓の傍に待っていて下さい。又逢いに来ますから｣

自分は、何時逢いにくるかねと聞いた。

女は静かな調子を一段張り上げて、

｢百年待っていて下さい｣と思い切った声で云った。

｢百年、私の墓の傍に座って待っていて下さい。きっと逢いに来ますから｣

自分は只待っていると答えた。すると、黒い瞳のかなに鮮やかに見えた自分の姿が、ぼうっと崩れて

来た。静かな水が動いて写る影を乱した様に、流れ出したらと思ったら、女の眼がぱちりと閉じた。

長い睫の間から涙が頬へ垂れた。——もう死んで居た。 

（夏目漱石「夢十夜」）

[音イレ]山海塾の音をそのまま使う 

天児牛大、山海塾ホモ映像、各種裸体画、世界のヌード写真(オードリヘップバーンその他) 

山海塾のホモ映像とヌード写真を交互に

身体には成熟はない。
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ただ老いがあるだけだ。

老いに抗うように、身体はみずからを消尽する。

身体は何かに向かうような存在ではない。

身体は死ぬことさえできない。

ただ作動の停止があるだけである。

身体は、目的をもたない。

だが身体は、まさにみずから身体であり続ける。

それはただ身体としてみずからを制作し続けるのである。

身体はつねに理由のない宙吊りである。

[音イレ]サラ・ボーン、ラヴァーズ・コンチェルト 

精神科医の映像、講演、治療室、看護婦、介護者、老人、子供、韓国トルハルバン各種(ヤマダ含む)、

花村誠一、加藤敏、新宮一成、

 エロティシズムは人間の内的生活の一面である。エロティシズムは欲望の対象をたえず外部に求め

ているために、私たちはとかく思い違いをしているのである。しかしエロティシズムの対象は欲望の

内在性に対応している。対象を選ぶのは、つねに主体の個人的な趣味に属することである。大部分の

男が選ぶであろうような女が対象であるとしても、男を動かすものはしばしば捉えがたい一面であっ

て、この女の客観的な性質などではない。もしこの女が私たちの内的存在に触れなければ、たぶん彼

女を選ばせるようなものは何一つないはずである。一言をもってすれば、大多数の選択に適うような

場合でさえ、人間の選択はなお動物のそれと異なるのだ。それはつまり、人間固有のものである、あ

の無限複雑な内的可動性に依存するからだ。

ジュルジュ・バタイユ『エロティシズム』

 恋ほど人の心を奪うものはない。ここでは怠惰ということはありえない。なぜなら、恋そのものが

怠惰であるからだ。恋は、その唯一の真の気ばらしが働くことであることを、おぼろげながら感じて

いる。それなのに、恋はそれを敵視しているのだ。だから、働くことはやりきれなかった。しかしな

がら、恋はめぐみぶかい怠惰だ、あたかも慈雨が豊穣をもたらすように。

 もしも青年時代がばからしく見えたりしたら、それは怠惰だったせいである。われわれの教育組織

の欠点は、数の多い凡庸を基にしていることだ。ところが、常に進みつつある精神には、怠惰などあ

り得ない。

レイモン・ラディゲ「肉体の悪魔」
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生きていることはもとより疑いもなく、それはいかにも愛らしいという意味のつぶやきだったのだが、

口に出してしまってから、その言葉が気味悪いひびきを残した。なにもわからなく眠らせられた娘は

いのちの時間を停止してはいないまでも喪失して、底のない底に沈められているのではないか。生き

た人形などというものはないから、生きた人形になっているのではないが、もう男でなくなった老人

に恥ずかしい思いをさせないための、生きたおもちゃにつくられている。いや、おもちゃではなく、

そういう老人たちにとっては、いのちそのものかもしれない。こんなのが安心して触れられるいのち

なのかもしれない。・・・

 老人はしばらくそのまま目をつぶっていた。娘のにおいがことにこいからでもあった。この世にに

おいほど、過ぎ去った記憶を呼びさますものはないともいわれるが、それにはあまくこ過ぎるにおい

なのだろうか、赤子の乳くささが思い出されただけだ。二つのにおいはまるでちがうのに、人間のな

にか根源のにおいなのだろうか。少女のはなつ香気を不老長生のくすりとしようとした老人がむかし

からあった。

川端康成『眠れる美女』

[音入れ]ナナムスクーリ、オンリーラヴ 

教会の映像、モスク、ステンドグラス、城、蝋燭、山焼き、大文字焼き、火事、吉原、遊郭、影、長

く伸びた影

言語は、おそらく人間の制作したもののなかでは最も不出来な発明品である。

言語は言語に回付する。

だが言語は何かについての言語である以上、言語だけが作動するのではない。

言語は何かとともに同時に作動する。

しかしこの事態について、言語には手の打ちようがない。

言語は線形である。主語があり、述語がある。

生命も感覚も行為も意識も、すべて非線形である。

そのため言語による記述は、つねに影である。

それは本体へと到達できない影である。

だが本体ともに動く限り、言語は言語以上のことをつねに実行する。

影を学ぶことを学習という。

知とは、影に回収された経験である。

経験を動かさないまま影を操作するものがいる。

影絵踏みを会話だと思い込む者がいる。

影を整えることが治療だと思い込む者がいる。
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言語とともに何かを感じ取ること、

言語的判断が、つねに何かを捨てることだと感じ取ること

言語はいつも何かとともに動く。

何かを組織化することもあれば、劇的に転換させることもある。

そこに言語との一切の対応関係はない。

この対応関係のなさに、言語の希望はある。

だが希望は言語の延長上にも、言語を支えるものにもない。

言語とはつねにすでに二重に行為することである。

この二重の行為のさなかに、まぎれもなく希望は出現する。

出演

池田由美

稲垣諭

岩崎正子

制作

大崎晴地

稲垣諭

畑一成

芦田朋子

映像提供
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十川幸司

大西成明

照明

三田久載

作・プロデュース

河本英夫
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平成 25 年度刊行研究年報  

『「エコ・フィロソフィ」研究』第 8 号  所収論文  

Ⅲ  ―TIEPh 第 3 ユニット 環境デザインユニット― 

発展するものは、創発し、成長し、頂点へと至り、そしてやがて衰弱していく。一

切の生命に見られるこうした動向は、トインビーが指摘するように、文明にも文化に

もみられる。こうした発展の仕組みは、持続可能性とは相当に異なるものである。持

続可能性を分析すると、容易ではない問題が含まれていることがわかる。衰退し続け

るものがただ衰退を遅らせている場合も、見かけ上「持続可能性」に彩られている。

急速に発展してしまえば、やがて急速に衰退するシステムの場合には、急速な発展を

抑制し、つねに発展の可能性を残しながら、展開の速度を遅くする場合にも、持続可

能性が見られる。地球環境の持続可能性が叫ばれるさいには、極端な変化を引き起こ

しそうな要因を、制御し除去することが課題となっている。持続可能性が、ただ引き

延ばすことではないのだとすると、持続可能性のもとで、人間の営みは何を実行すれ

ばよいのかという課題が生じる。持続可能性を設定した途端に、そのことの内実はな

んなのかが問われるのである。  

活力に満ち、創造性に満ちた持続可能性を想定してみる。これはどうすることなの

だろう。たんにエネルギー消費、物質消費を抑え、つつましやかな生活をすることで

はないはずである。経済成長がかりにほとんどゼロ成長であっても、なおより豊かな

生活はありうるのである。このさいの豊かさとは何なのだろう。人間の創造性を発揮

させ、生活に日々の彩りをあたえ、健康なものはより健康になり、どこか上達感のあ

るような工夫に満ちた生活はある。そうした場所や都市や生活圏を形成することはで

きる。このときデザインの方向を変えなければならないことがわかる。それぞれの場

所で、つねに選択に直面でき、そこでみずからの行為をつうじてそれぞれの人が自分

の回路を探し当てることができるような場所の設計が必要となる。システムは作動し

続けているが、なおそれぞれの場面で、選択肢が増大し、工夫の別の可能性が見えて

くるような設計は可能なのである。そこにシステム・デザインの構想が出現する。  
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ウエスト・コースティング 

河本 英夫（文学部）

サンフランシスコは、入り江を作る半島の海洋側の都市であり、半島の対岸はオークランドである。

海岸沿いの湾を成した都市と同じく、都市の地面はほとんど斜面である。二重の弧のような入り江は、

特段に入り組んでいるのではないが、湾の内に離れ小島のような孤島がある。これは「監獄島」と呼

ばれている。かつて実際に囚人を収容したようで、事実アル・カポネは、この島に収容され、囚人と

なっていた。しかし夜になれば船で島を離れ、対岸の盛り場に繰り出していたようである。法治国家

であるから、法の裁きにはしたがわなければならない。しかしその範囲内で、比較的おおらかな生活

は許されていたようである。

サンフランシスコ・コースト

 入り江状の土地は、大半は斜面で、斜面沿いにまるで大きな階段のように家屋が造られている。ガ

リバーが小人の国にやってくれば、こうした家屋やマンションを階段の踏み板のように、踏みつぶし

ながら上っていくに違いない。車中から見える斜面に階段状に並ぶ家屋は、どこか作り物めいていて、

キーワード：ヨセミテ、地熱発電、CALPINE、人為の抑制、ワイナリー 
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寓話のなかの挿絵に描かれているような印象を受ける。日本にも類似した都市はあり、長崎市や神戸

市がそうである。海からただちに坂道が始まる。平地と言えるほどのものがほとんどなく、観光スポ

ットの一つが坂道の頂点である丘の頂上から、街と海と海岸線を見下ろす高台である。斜面が多いた

めに、居住者も旅行者も、超肥満体の人は少ない。歌劇「蝶々夫人」の名場面の一つが、長崎市の「オ

ランダ坂」である。 

 サンフランシスコの人口は 80 万人超で、海洋物流のアメリカの拠点の一つである。中国系移民

とゲイとホームレスのやけに多い街である。日本人はあまり見かけない。チャイニーズとヒスパニシ

ュ系メキシコ人が多い。同行した TIEPh の研究助手は、夕刊を路上で売るお兄さんに「あなたはボ

ーイフレンド」はいるかと訪ねられていた。露骨な訪ね方であり、親愛の情の示し方かもしれない。

また彼はそちら系の人間だと、ただちに直感されたのかもしれない。少なくとも素質のある人間だと

理解されている。 

サンフランシスコ沖を流れる寒流のせいで、夏でも気温は上がらない。夏場には、海の水が冷たく、

大気が温かいために霧や靄がほぼ毎日発生する。いわゆる「霧のサンフランシスコ」である。港町に

特有の叙情はある。それはいつでも流れているという感触に近い。 

サンフランシスコ、オークランド、ロサンジェルス、アナハイム等々を含むカリフォルニア州の気

候は、亜熱帯性である。４月から 11 月はほとんど雨が降らない。雨期と乾期がはっきりと分かれて

いる。そして海岸沿いから少し内陸部分に入れば、砂漠に近い。視察で訪問した 8 月末は、乾季であ

りまったく雨が降らない。カリフォルニア州じたいは、アメリカの食糧供給地区である。トウモロコ

シ、ブドウ、アーモンドナッツ、クルミ等々が断続的に栽培されている。しかし農地として活用され

ていない土地面積は広大である。もっとも荒れ果てた森林になっているのではない。草地が延々と続

くが、この時期は雨がないために、一面枯れた牧草地のようになっている。ちょうど枯れた芝生と同

じである。 

州の面積は、日本全土の 1、1 倍であり、この州の二酸化炭素放出量は、日本全体の二酸化炭素放

出量より、少し多い程度である。二酸化炭素放出の面積比で取れば、カルフォリニア州は、ほぼ日本

と同じ優秀な数字をたたき出している。ところが人口比で見れば、カリフォルニア州の人口は、3500

万人程度であり、日本の 3 倍程度の二酸化炭素放出量があることになる。このあたり二酸化炭素の排

出総量だけではなく、面積比とか人口比とかの多くの指標の取り方を並行して導入しなければ、生活

感情、生活感覚から見た環境意識と齟齬が生じやすくなる。 

海岸沿いに延々と続く枯草地の高台には、多くの風力発電機が設置されている。環境への意識は、

全米のなかでもかなり高い地区だと思われる。だがこの広大な国土をかかえ、耕作にも居住にも活用

されていない土地が延々と広がっているところを見ると、環境への感度は相当に異なると考えるのが

実情に近いのだろう。サンフランシスコ市街地では、路面電車が走っているが、その電車の多くは、

ハイブリッド電車であり、都市部での排気ガス対策は公共交通においてもすでに実行されている。都

市部での集中的な大気汚染は、固有の課題である。ところがひとたび郊外に出れば、そうした課題そ
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のものが存在しないどころか、汚染物資の排出抑制という課題がどうにもピンと来ないのである。カ

リフォルニア州で感じられることは、都市部の環境対策意識と郊外での環境意識は、大きな落差があ

り、生活レベルにおいてもほとんど接点がないほど隔たっていることである。これは広大な国土を抱

える国には一般に言えることで、北京で PM2,5 の汚染で都市住民が苦しむことがあっても、それは

都市対策という固有の課題であり、環境対策とは異なる。 

2 日目に訪問したヨセミテ国立公園では訪問時、山火事が発生しており、連日ホテルのテレビニュ

ースで流れていた。火事の現場近くの道路は封鎖されていた。しかし早急に全力で火事を消しとめる

という様子はない。人為的に引き起こされた山火事であれば、早期に消火活動を行う。また居住区に

山火事の害が及ぶようであれば、その場合にも早急に居住区付近だけは消火活動を行う。ところが自

然発火による山火事であれば、自然鎮火を待つようなところがある。余分に手を入れない、という方

針である。 

余分なことをしないという方針と、我慢できるとことはできるだけ我慢する、ということはまった

く別のことである。余分なことをしない場合には、人間は基本的にあっけらかんとしている。余分な

ことをせず、面白いと思うものをやっていればよい。それは選択肢を増やすことでもあり、つねに別

様に行為できる選択を探すことでもある。ところが抑制は、やれることを自発的に停止し、不作為を

抱えたまま、別のところに救いを求めるようなところがある。この救いの対象の一つが、人間を無限

抱擁する自然である。この両者では、環境への感度と自然保護への取り組みに大きな違いが生じる。 

カリフォルニアの内陸部は、乾燥しており、気温も 40 度近くになる。気温だけでは、自然発火は

起こるはずもない。ここに乾いた空気の風速がかかわる。時速 20 ㎞程度の空気の移動があれば、熱

風を通り越して、巨大な摩擦熱を生む。その条件下で、枯葉がぶつかり合えば自然発火が起きる。こ

うして何度も自然発火による山火事が起きてきたのである。山火事が起きることで、高熱にさらされ

て、硬い外皮が除去され、はじめて発芽する植物の種子もあるそうである。ということは現状の植生

は、一定頻度で山火事が起きることで成立している以上、山火事の発生を見込んだ自然環境の自己維

持のサイクルが考えられていることになる。 

ヨセミテ公園のロッジ近くの広場には、たくさんのリスがいた。人間を恐れる様子もなく、あの大

き目の尻尾を振りながら、人間に近づいてくる。エサを求めているのである。そしてその仕草に、人

間はどうしてもエサをやりたくなってしまう。しかしエサをあたえると一挙に個体数が増えてしまう。

そこで野生動物にエサをあたえると 200 ドル(2 万円)の罰金が科せられる。ここでもできるだけ余分

なことをしない、という原則がある。 

ヨセミテへの乗り合いバスでは、運転手がガイドを兼ねている。高速道路を 100 キロ前後の速度で

走りながら、延々と話し続けている。3 時間程度は、運転手の際限のないトークである。しかもいろ

いろと多くのことを知っている。よくもまあこれだけのことを覚えられるものだと思えるほど詳細な

歴史的知識も備えている。高速道路を走りながら延々と話すのである。日本で起業して失敗し、アメ

リカで仕事を探して日本人観光客用の案内をしているようである。その話がどの程度事実かどうかは
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わからないが、観光案内という現在の仕事は、この運転手の適正に合っているように思える。朝８時

からいくつものホテルの日本人客を順次乗せていき、現地まで運び、午後８時前に客を元のホテルま

で届ける。仕事としては長時間であり、きつい仕事に思える。それだけのエネルギーが出るのかと思

う。あるいはアメリカは、力が出やすいのだろうと思える。ヨーロッパ北部に多く見られるメランコ

リー気質とは無縁のようである。余分な制約がない、という印象である。この精神的気質はおそらく

とても重要なもので、ともかくも次の選択を見出して、力を発揮していくというものである。 

それにしてもヨセミテの断崖絶壁は、見事なものである。4 億年ほど前に隆起した山脈が、氷河期

の氷河の移動によって柔らかい部分が削り取られて、絶壁になったようである。氷河の特性は、重さ

と硬さである。これが年間に数センチ移動しただけでも、数十万年経てば巨大な絶壁ができる。アメ

リカ西海岸沿いの山脈は、基本的に太平洋プレートが東へ移動して、海底そのものを押し上げ、アメ

リカ大陸とぶつかってそこにいくつもの山脈が出来あがっている。そのためこれらの山脈の中腹から

は、海洋性の生物の化石が見つかる。最も有名なのは、パージェスの頁岩である。ここではカンブリ

ア紀の海洋性生物の大量化石が見つかっている。 

 

 

           ヨセミテ岩壁 

 

巨大な絶壁群といえども、誰かが入り込んで発見しなければならない。ヨセミテ公園は、渓谷の川

沿いを進んださらにその先にある。それなりの理由がなければ、人が入り込むようなところではない。

渓谷の谷間には水が流れているので、この水の流れを追いかけていくことはできる。しかし農耕ので

きるような広大な平地はない。ここに人間が集まるには、それなりの理由があった。それがゴールド

ラッシュである。 
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ほそぼそと農場経営を行っていた農場主の使用人が、川で砂金を発見したのは、1848 年である。

それと前後して、アメリカ合衆国はメキシコに戦争をしかけ、メキシコシティ近くまで攻め込み、後

に和議によって西部領域がアメリカの領土に編入されていた。カリフォルニアがアメリカの 31 番目

の州に昇格するのは、それから 4 年後であり、数年の間に一挙に人口が増大したのである。この地域

での金は、ほとんど地層表面にあり、手作業で取り出すことができる。そして大量の一攫千金を夢見

る人たちが入り込めば、容易に採掘できるところは、瞬く間に採掘完了となる。事実アメリカ東海岸

からも、ヨーロッパからも中国からも大量の人がカリフォルニアに流入した。金鉱脈の発見は、また

たくまに世界的ニュースになる。容易に採掘できる場所が終われば、採算の難しい深堀をしなければ

ならなくなる。それでも大量の金の埋蔵があったらしく、当初 5 年間に掘り出された金の価値は、現

在換算で 7000 億円程度もあったらしい。 

何かのきっかけで人の移動が極端になることがある。金や石油や天然ガスが見つかるときである。

ただし多くの場合には、対応する技術がなければ資源にはならない。石油も精製技術が進まなければ、

粘度の高いただの泥水である。シェールガスも現段階では、多くの場所で深堀技術が伴っていない。

金は、不純物を取り除いて、純度をあげるだけで良い。しかも地層表面にある金は、先行投資がほと

んど必要ない。こうして人が集まると、地域形成の局面が変わり、一挙に別の動きとなる。こうして

サンフランシスコが、急速に港湾都市になっていく。 

金鉱脈でいえば、日本も早くから砂金の取れた地域である。大国主命が、旅の途中に斐伊川の上流

で、八岐大蛇と戦い、尻尾を切りつけると、鋼にぶつかり、八岐大蛇が刀剣を飲み込んでいたという

話になっている。おそらくこの神話記述の時期に、製鉄の技術がすでに進んでいたのである。この斐

伊川は、上質の砂鉄が取れた。マルコポーロが「黄金の国ジパング」と呼んだのは、比喩や誇張では

なく、かなり早い段階から日本では金が採れた。四万十層の硬い層と硬い層の間には、高純度の金を

含む柔らかな層がある。これは四国から南九州にまで続いており、この金鉱脈を掘り続けて財閥にな

ったのが、住友である。四万十層が土地の隆起によって横倒しになり、柔らかな部分が波に削られて

規則的な凸凹の地形となったのが宮崎の青島先端の「鬼の洗濯岩」である。日本が金脈の列島であっ

たことは間違いなく、佐渡島の金鉱が閉鎖されたのは、1990 年代である。 

カリフォルニアのゴールドラッシュで大量の人が入り、その後川の流れのさらに奥地に、現在のヨ

セミテ公園の絶壁が発見された。国立公園指定を行っておかなければ、木を切り倒し、際限なく勝手

に作り替えてしまう。それが人間である。そのため制限をかける。それがすなわち自然保護である。

ここでも余分なことはしない、という鉄則がある。野球のメジャーリーグでは、かつて人工芝であっ

た球場を、当初の芝と土の球場に戻したところが多い。これは怪我や故障を減らすためであるが、ゲ

ーム中の緊急の場面でも、リスが球場内の芝生を走り回ることがしばしばある。 

絶壁があれば、一部の人間はそこに登りたくなる。山があればそこに登り、沖に島が見えればとも

かくも行ってみる。絶壁があれば、よじ登る。ホモ・サピエンスに広く見られる本能的なこの性癖に

よって、ヨセミテの絶壁では、今年に入ってすでに 2 名の死者が出たそうである。未知のものへの冒
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険心と言えば恰好がつきすぎてしまうが、要するに何かを理由なくやってしまう。この性癖は、アフ

リカから出てきたホモ・サピエンスが世界中に散らばった理由としてよく挙げられるものである。ネ

アンデルタール人がヨーロッパのごく一部に留まっていることに比べ、ホモ・サピエンスはともかく

も冒険好きである。訪問当日も、3 名の虫のようにしか見えない人間が、絶壁の 3 合目あたりを登り

つつあった。黒い虫が白いシーツを少しずつ登っていくというまるで劇画のような風景なのである。

ヨーロッパの風景は絵画的である。これに対してアメリカの風景はどこか劇画タッチであり、映画の

一シーンのようである。 

 絶壁のような岩を見れば、その岩は地面から生え出ている、というのが土着的な発想である。岩

は、どこか身の丈を超えたところがあり、巨大な岩になれば土着信仰の対象となり、ほどほどの岩で

あれば身の丈を超えていく遊び場になる。日本の神社は、巨大な岩の下に雨宿りするように作られて

いるものがたくさんある。アリストテレスの四元素で考えれば、岩は土と火の混合物に相当するであ

ろう。これは一般にはありえない混合物である。つまり稀な存在なのである。 

  

 

今回の視察の最大の眼目は、ナパヴァレーを抜けて峠を超えたところで運営されている地熱発電所

である。周囲を山に囲まれた盆地であるナパでは、大量のブドウが栽培されており、ワイン製造所が

ある。渓谷を流れ出てくる硬水と比較的肥沃な土壌を活用して、広大な面積にブドウ棚が作られてい

る。日本のように背丈の上までぶどう棚を張ることはしない。胸の高さぐらいまでで、ブドウの幹を

止めてしまうのである。そして手作業でブドウを摘み取っていく。この農作業は、主としてメキシコ

人が行っているようである。ブドウじたいは、乾燥地でも育ち、コメのように多くの水がいるわけで

はない。だがワインの醸造に水が必要となる。発酵させるさいの水質が決め手となる。ナパのワイン

は、この地の金属質によって作られた上質なものである。ワイナリー地区は、一大観光地となってお

り、多くの人たちが観光用列車もしくは車でやってくる。アメリカ到着後、ここで食べたサンドイッ

チとサラダが、唯一食べられるレベルの食事だった。 

このナパの盆地を北に抜けると、湿地帯にでる。アメリカ最大の地熱発電所である CALPINE であ

る。一般名称は、アイスランドの間欠泉の名称をそのまま用いて Geysers と呼ばれている。この言葉

は、家庭用自動湯沸かし器にも転用されている。だがこの地には実際の間欠泉はない。 

この地熱発電は民間の事業者の行っているものであり、税の優遇は受けているが、補助金はないよ

うである。サンフランシスコから北に 100 ㎞ほど北上した位置にある。電力事業の開始が 1960 年 9

月であるから、すでに 50 年以上事業を続けている。採算が良くなくても、事業者が放棄しないかぎ

り、維持させる。これはエネルギー供給の多様性を獲得するための基本戦略である。 

 日本の場合、採算が良くないということになれば、ただちに小規模発電事業からは撤退してきた

前史がある。小さな河川で小規模発電を行っても、実際上は大手電力会社から買ったほうが安いとい

う場合には、数年で操業を停止してきたのである。これでは電力供給は多様化しない。しかし東日本
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大震災を機に少し風向きが変わってきた。たとえば都心でも病院施設のようなところは、自前の自家

発電施設を備えており、緊急時にはそれを作動させている。手術中に停電になれば、たんなるバック

アップの不足になる。そうだとすると緊急時の自家発電だけではなく、そもそもそれなりの大きさの

事業所は、自前の発電施設を備えていた方が良いことになる。日本各地にある小規模水力発電所は、

電力消費ピーク時だけ起動していたが、恒常的に再稼働を行うところが増えている。しかしそれでは

二軍暮らしで、ほどほどにやっていた選手が、突然一軍に呼び戻され、明日からクリーンアップを打

てと言われるようなものらしい。 

 

 

CALPINE アナウンス用冊子表紙 

 

地熱発電に関しては、日本なりの特殊な事情も絡む。1997 年に施行された「新エネルギー法」で

は、国が推進する新エネルギー開発の対象から、地熱発電は除外されてしまっている。つまりさまざ

まな優遇措置が受けられないのである。それ以降、地熱発電での研究者は激減し、残ったものもイン

ドネシア、マレーシナのような外国に仕事場を求めることになった。 

この地熱発電施設は、総面積約 60 キロ平米に及ぶ広大なもので、地熱によって吹き出ていた蒸気

を深く掘った井戸から大量に取り出して活用している。マグマが地表近くまでせりだしており、かつ

十分に水があれば起きることである。現在そこに 330 個の生産井を掘り、75 本の注入可能な還元水

用の井戸を設定し、15 基の発電施設が作られている。全米の地熱発電の 40％を占め、カリフォルニ

ア州の水力発電以外の 21％を賄っている。そしてそこで提供できる電力は、72 万 5 千家庭相当であ

る。ほぼサンフランシスコ全体の家庭電力をまかなうことができる。 

この数字は、実は驚くべきほどのものではない。東京電力管内にも、地熱発電所が一箇所ある。そ
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れが八丈島の地熱発電である。この発電機の出力は、3300 キロワットであり、蒸気を生み出す生産

井は 2 本だけで、地上設備は、小さなタービン室と冷却塔が各 1 体、井戸と地上設備をつなぐ蒸気管

があるだけである。これだけの小規模の施設で、島民 8000 人余のベースとなる電力を賄うことがで

きている。たんなる生活ベースの電力であれば、地熱発電でも十分に賄うことができる。工業用や動

力(新幹線、電車)用電力には、大型発電施設が必要になるとしても、生活ベースで考えれば地熱発電

は、十分に機能している。 

 

 
 

このカリフォルニアの間欠泉の地が発見されたのは、化石記録から見て、12000 年ほど前であり、

原住民が薬効と暖を認めて活用していたようである。はっきりと記録に出てくるのは、1847 年にウ

イリアム・ベルと彼の息子が山で熊を追い、この間欠泉にたどり着いている。轟音と湯けむりがすさ

まじいために、「この世の地獄」のようだと感じていたらしい。当初は観光地となり 1850 年代の半ば

までには、間欠泉ホテルができたようである。その後 1920 年にジョン・D・グラントが土地を買い

入れ、ホテルや温泉ホテルを開設している。世界で最初に地熱発電が実行されたのは、イタリア、ト

スカナ地方であり、1904 年のことである。実際に地熱発電が軌道に乗るまでには、多くの試行錯誤

があったと考えられる。すでに火山性の熱風が出ているのであるから、ドライスチームを利用するド

ライクリーニング状態である。それを管に通すことでシリンダーを回転させればよい。恒常的に熱風

を取り出すためには、深く掘削した井戸を多く掘らなければならない。場合によっては 3 キロほどの

深い井戸を掘ることになる。 

ここでの地熱発電の仕組みは、おそらく最も一般的な「蒸気フラッシュ発電」である。地中の熱貯

蓄層に管を打ち込み、水蒸気を取り出していく。マグマの近くに在る水が栓を塞がれるように圧縮さ

れている場所がある。そこを探し当てて、井戸を掘り蒸気を吸い上げていくのである。そのとき熱水

も一緒に地表面まで上昇してしまうが、汽水分離機で水蒸気と熱水に分離して、水蒸気だけをタービ

ンに送り込む。水は元の井戸の底に戻してしまう。この熱水を戻す井戸が還元井である。すると数年
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間水蒸気を吸い上げてしまえば、水蒸気の出が悪くなる。そこで隣接する地区にいくつかの井戸を掘

り、隣接する井戸で同じオペレーションを行う。還元井で戻した水も地中で温められて、再度使える

ようになる。 

地熱発電に適した地形は、斜面である。建設時には、調査用、生産用、還元用、バックアップ用な

どのように、多数の井戸を一時に掘らなければならない。その分だけ初期費用はかかるが、燃料費も

メインテナンス費用も施設の耐用年数も、他のグリーン・エネルギーに比べて優良である。しかもひ

とたび作動を開始してしまえば、人手はほとんどかからず、人件費は極端に安い。 

地熱発電は、火山列島である日本の場合、実はどこでも可能である。広大な面積も必要とされてい

ない。少し深く掘れば、天然の温泉がでるのだから、そこから蒸気を取り出すことができればよい。

軽い熱風は、おのずと上昇する。この上昇運動を回転運動に変える仕組みがあれば、実はそこでも発

電を行うことができる。日本の火山の場合、熱源はあるが十分な水がない場合が多い。そこで井戸を

掘り、二重の管を用いて、外側の管に地表から水を送り込み、地中で蒸発させて内側の管から水蒸気

を取り出すような「高温岩体発電」も考案されている。草津や湯の峰のような温泉観光地ではしばし

ば観光地の景観を破壊するという反対がでる。しかしそれは、プラントの景観さえ工夫すれば実行で

きることである。 

地熱発電は微弱だが恒常的に稼働できる。そのため六本木ヒルズとか御殿山ヒルズのようなビル群

には、自前の発電所としてそこに固有の発電施設をもつことは、設計上無理がないかぎりやっておい

た方がよいと思われる。熱源が高温ではなく、80 度程度の温度でも、地熱発電は可能である。水より

も沸点の低いアンモニアやセシウムを用いて、それらを温水に触れさせて蒸気にして、タービンを回

すのである。この場合には、温水は熱をアンモニアやセシウムを熱を伝えて温めるだけであり、還元

井をつうじて元に戻され、他方アンモニアやセシウムはタービン管を循環するだけになる。 

エネルギーや環境では、各課題のタイムスパンは、最低 1 世紀(100 年)程度だろうと思える。原発

の廃棄物処理だけは、異様にタイムスパンが長い。経済的採算のタイムスパンは、単年度である。あ

るいは黒字までの猶予期間である 5 年程度である。地熱発電では、施設設計のタイムスパンは最低 50

年程度である。というのもその間の技術の変化をつうじて施設の再設計が必要となるからである。こ

うしたタイムスパンの異なるシステムをどう折り合わせるかが、デザインの課題となる。隔たりのあ

るシステムは、二重効果、三重効果のあるような機能をもたせることで無理なく接続できるような設

計が求められる。いわゆる二重、三重の付加価値を持たせることである。地熱発電が有望であること

はわかっている。そしてこの有望さの理由も必要なほどのものは揃っている。だが広範に実行される

ことはない。わかっていても実行されない資源、それが地熱である。この部分に付加価値の考案が必

要とされる。そしてそれがシステム・デザインの課題となる。 

もっとも 2013 年 11 月になって局面の変化の兆しも出てきた。地熱をエネルギー源として活用し

ない理由はないからである。日本の地熱エネルギーの埋蔵量は、アメリカ、インドネシアに次ぐ世界

第三位である。天候の影響を受けず、エネルギー効率も良い。地熱エネルギー埋蔵量は、原発 23 基

587



分に相当するという試算もある。設定のための条件さえ緩和されれば、いつでも発電施設の設置が可

能な状態にある。東芝とオリックスが共同開発し、岐阜の高山に 2015 年に稼働させて売電する施設

を設定するようである。ともかくエネルギー源の多様化に向けて進んでみることが必要な局面である。 

(2013 年 8 月 26 日‐30 日) 
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エコ・スペクトラム１ 

――「環境金融論」解題―― 
 

河本 英夫（文学部） 
 
 

 
 
 

環境問題は、問題そのものの輪郭がしばしば変化し、時として局面を変えていく課題群ネットワー

クである。するとそのつど新たに出てくる動向の要点を、押さえていくことが必要となる。個々の環

境問題への対応指針に対して、賛成・反対を掲げて、対応することが求められているのではない。む

しろ課題群ネットワークに出現する新たな動向に対して、それがどの程度のインパクトをもち、どの

程度の展開可能性があるかを見定めることが必要である。そうした局面の変化は、毎年恒例のように

出てくるわけではないが、そうした局面変化の出現の場面ではひとわたり押さえておくことが必要だ

と思える。その意味で、エコ・スペクトラムとは、課題動向に変化をあたえそうな展開をかいつまん

でおさえておくための作業なのである。今回は、「環境金融」を取り上げる。 

 

１．動向の変化 

金融といえば、一般に銀行や証券会社さらには機関投資家としての生保や各種保険業者が行う業務

であり、監督官庁は金融庁や厚生労働省である。それがなぜ環境問題とかかわってくるのか。環境問

題とそれへの対応の試みは、通常は利益率が低く、もうからない領域である。金融機関にとっては、

好んでかかわるような業務領域や業態ではない。また環境施策は、しばしば政策のかたちで方向づけ

られるために、政治的な決定で動向の内実が決まり、金融機関の裁量権は大きくはない。そうだとす

れば相対的に仕事のしにくい領域でもある。また「環境金融」とは独立にすでに「環境経済学」はさ

まざまな提言を行うことができている。そうだとすると、どうしてなお「環境金融」を独立させて扱

う必要があるのかという疑問が残る。環境金融が、環境経済学とは独立の課題設定を行うことができ

ていなければ、わざわざ独自の領域を立てる必要もないはずである。こうした疑問を念頭に置きなが

ら、環境金融という新たな出現してきた金融工学の内実について、考察しておきたい。 

金融機関も環境への配慮を行わなければならなくなったという事態には、歴史的経緯がある。アメ

リカ・テキサス州でアスベスト入りの断熱材製造作業にかかわっていた作業員が、石綿肺症になり、

関連 11 社を相手取って損害賠償訴訟を開始した。いわゆる「ボレル事件」(1973 年)である。裁判所

は、雇用者が被雇用者に対して、危険を事前に説明しなかったという理由で、過失のあるなしにかか

わらず賠償責任を認める「厳格責任」を企業側に認めた。そこで企業は、保険会社に保険金支払いを

キーワード：炭素税、資金の有効活用、市場、グリーンボンド、債券市場 
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請求したが、保険会社は、企業側の過失であり、免責条項に当たると解答して、ここでも訴訟になっ

た。その訴訟で、保険会社に裁判所から支払い命令が出て、保険会社は契約にさいして、環境・健康

リスクを正確に把握し、それをヘッジした契約を結ばなければならないことが明らかになった。この

タイプの裁判は、さまざまなかたちで起きて、環境汚染をもたらした企業で、かりにその企業が倒産

していた場合でも、その企業に融資していた銀行に賠償支払い命令がでるようになったのである。つ

まり金融機関は、資金を融資しただけで、過失は事業者側にあるという論理は、まったく成り立たな

くなってしまった。資金を融資して、その事業を実行させた金融機関の側にも賠償責任があるとする

判決が次々と出たのである。いわゆる潜在的責任論である。こうなると金融機関も、環境要因でのリ

スク評価をしておかなければならなくなる。 

より大規模には、公海上でのタンカーの座礁と重油の流出による環境破壊に対して、どの程度のリ

スクを見込めばよいのかの試算が、ほとんど欠落しているという現実があった。タンカーの所有者だ

けが損害を受けるのであれば、一応保険で賄うことができる。ところが公海上に流出した重油の回収

ということになると、そこで見込まれた損害額が容易には決められない。こうしたやむをえない社会

状況での傾向で、金融機関の側に環境リスクを正確に評価する必要が生じている。これは金融機関の

内部で、各企業のバランスシートに環境関連経費を詳細に書き込むようにという要請となる。この点

が、環境金融が前景化する第一の理由である。 

また環境維持のためには、環境は公共財なのだから税のかたちで対応すべきだとする議論は広範に

存在しおり、現に実行されてもいる。二酸化炭素をより多く排出する企業から、二酸化炭素税を徴収

して、それを環境維持に役立てるという名目である。日本でも石油・石炭税に上乗せするかたちで

2012 年 10 月より、「二酸化炭素税」が導入されている。こうした税の上乗せは、ドイツではずっと

以前から行われていた。ところが税で徴収された資金は、実質的に補助金に充当されることになる。

ドイツであっても、環境対策に活用されているのではなく、社会保障費の財源の一部に組み込まれて

いるのである。 

環境対策の必要性は、どの先進国でも全般的には認められることである。しかしながらどの国もす

でに財政は手一杯のところに来ており、むしろ財政健全化が急務な状態である。ここ数年、ヨーロッ

パとアメリカは物価下落局面にも来ている。つまり経済規模の縮小局面であり、それと比例して税収

も落ちてくる。ところが物価は下落しても借金だけは減らない。こうしたなかで、特定名目税や補助

金が選択の幅を失ってくる。課税、税収増、補助金の活用という環境経済の仕組みは、実質的な効果

を発揮しにくくなっているのが実情である。行政府で実行されることは、法の管理下にある。ところ

が実質的な内容は、環境関連事案にどのようにして資金が回るかである。そうだとすると法的な制御

をかけるよりも、純粋に経済的、もしくは資金的に実行可能な回路を見出すことが課題となる。 

こうした局面で出てくるのが、金融資産を環境維持のために有効に活用できないのかという「環境

金融」の発想である。金融市場で流動している資金は、途方もなく巨大である。世界市場で流動する

資金は、2 京 1150 兆円だとも試算されている。金融機関に預けられている日本の預貯金の総額は、
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1500 兆だと言われている。これに年利 2％の利子を付けようとすると、30 兆円必要となる。日本の

年間税収入の約半額である。すると預貯金のかなりの部分は、投資先がなく、ただ眠っている資金で

ある。これを何とか有効に活用できないかというのが、環境金融が注目される理由であり、またそれ

が環境金融が前景化する第二の理由となっている。 

ちなみに各金融機関から見れば、景気の後退局面では、積みあがった預貯金を投資するさいの持っ

ていき先が不足してくる。現在の日本のように、「資金はあるが投資先がない」という状態が続く。

この事態は日銀による金融緩和後もあまり変わっていない。日銀は各銀行に大量の資金を出している

が、かなりの部分は各銀行の日銀口座に戻ってしまっている。こうして主要銀行はもっぱら国債を購

入するというようなことが起きる。とすると金融機関は、むしろ投資先を探し出さなければならない。

その一つが、環境関連投資である。ところがこれも単純には行かない。というのも環境対応要素を組

み込めば、製品価格はその分だけ上昇し、利潤は薄くなるはずである。一般には環境関連事業は、あ

まり儲からない。環境関連事業への着目は、利益率を上げるというよりは、新たな商品開発や新たな

マーケットの開発に近い作業になると思われる。 

 

 

２．何が課題となるのか 

環境問題への対処を組み込んだ経営戦略は、ほぼ間違いなくコストを上げ、利益率を下げる。それ

を望む経営者はほぼいない。すると別の付加価値の可能性を付けなければ、環境関連対処型の経済の

方向付けはできないことになる。そこで金融の側から、環境関連プロジェクトにプレミアムを付けよ

うとする構想が生まれる。そこから一般のお題目として、環境金融とは「環境改善の促進を金融面か

ら誘導する手法もしくは活動」を意味するという定式化が生まれた。そのために一般的には、(1)環境

改善の促進を目的もしくは成果とする活動に対してその資金調達コストを低減する、(2)金融の評価・

与信機能のなかに環境リスクや環境事業機会を加味し、企業価値や信用リスク度を判断する、(3)金融

市場をつうじて環境価値の格付けを試みる、(4)保険の補償機能によって環境改善活動のリスクをヘ

ッジする、等々が環境金融の課題として挙げられている。日本の主要銀行も、2012 年から協議を続

け、2013 年には「日本版環境金融行動原理」として 7 原則を発表している。この 7 原則の第 2 原則

は、「環境産業に代表される『持続可能な社会の形成に寄与する産業』の発展と競争力の向上に資す

る金融商品・サービスの開発・提供を通じ、持続可能なグローバル社会の形成に貢献する」というも

のであり、第 5 原則は、「環境関連法規の遵守にとどまらず、省資源・省エネルギー等の環境負荷の

軽減に積極的に取り組み、サプライヤーにも働きかけるように努める」となっている。こうした行動

指針のつねだが、文言から見る限り、何を行うことなのかがさっぱりわからないのである。 

たとえばリスクの計算は、やさしくない事柄ばかりである。多くの経済学者が試算を行っても、東

京電力の復旧コスト負担は、一定の数値にはならない。また二酸化炭素の排出抑制に応じて、税で対

応した場合でも、どの程度の税率が適正なのか、実は根拠を示すことができない。二酸化炭素排出に
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対して、年間どの程度の税金を支払いますか、というアンケート調査を 1000 人程度の人たちに向け

て行ったとする。このアンケートでの多数値は、現在の状況下での心情をあらわすが、それがどの程

度の妥当性をもつかはまったく判定できないのである。 

また小口の環境ファンドというのは、かなり以前から行われていた。ミニ公債を発行して、環境保

全に役立てるような企画である。我孫子市は、利根沼の維持のために、市民、市内企業、NPO から

募金を募り、用地取得のための基金としたのである。こうした企画は、「ご当地ファンド」と呼ばれ

ており、銀行もほとんど利益にならなくてもこうした社会活動への寄与を開始している。これは銀行

の社会貢献の一面である。ご当地ファンドの実施母体は地方公共団体である。また風力発電の事業者

に出資する場合でも同じである。この事業者に出資と低利融資を行い、売電利益から利子を受け取る

仕組みである。青森県は、青森銀行、みちのく銀行、青い森信用金庫、東奥信用金庫、青森県信用組

合の 5 つの地元金融機関とともに、地球温暖化対策推進にかかわる協定を結び、低酸素社会の実現を

めざして、県民、事業者の取り組みを支援していく方針を表明している。 

やや大規模には世銀が発行した「グリーンボンド」がある。2007 年にバリ島で開かれた COP17 で

途上国の環境対策事業に資金援助することが決まると、国際的な銀行が債権を発行し始めたのである。

この「グリーンボンド」購入の最大のお得意先は、日本の個人投資家である。すでに世界で 53 本の

債権が発行されているが、日本の大和証券は最も多くの主幹事を務めている。こんなほそぼそとした

企画事案でも、総数を合計すれば、小さくない数値になるのかもしれない。そして個々の事業につい

ては、小さくない社会的価値があることも事実である。しかしそれらが環境金融の主業務だとも思え

ない。では環境金融というのはいったい何を行うのか。 

たとえば「汚染権」という設定を行ってみる。上流の工業から排水を流すさいに、下流住民になん

らかの生活の制約が出る場合には、排水を垂れ流して紛争になるよりは、汚染権を設定し、この企業

は排水汚染度を減らすコストを取り、そのあまり部分では、河川を汚染する権利を購入して、下流住

民にその分の資金が回るようにすることができる。企業からすれば、十分にコストをかけて新たな設

備を組み込み、汚染物質を取り除くか、汚染物質をある程度残して、汚染権を購入するかが、選択肢

となっている。 

法的に設定されたものは、合法/不法というバイナリーコードに従う。法システムは、この二分法に

したがって過度にものごとを明確に区分する仕組みである。そのため損害賠償責任や、過失責任は、

過度に明確なかたちで設定されることになる。法システムは、物事を極端に区分するシステムである。 

これに対して、経済システムでは、コストと利益の折り合える地点を探り当てるためにいくつもの

選択肢があり、またそのつど選択の仕方を変えてもよい。それは企業会計で、必要なコストを払いな

がら、なお利益を最大にするシミュレーションで計算され、企業会計の側から、企業方針の設定がな

されることになる。こうした多くの選択肢を内在させるところが、環境金融の強みであり、環境金融

が前景化する第三の理由である。 

「汚染権」という発想は、二酸化炭素の排出権と並ぶ新たな債権を出現させる。つまりこの債権は
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多くの債権と同様に、取引可能であり、債権量が多くなれば、それ固有に債券取引の市場を形成する

こともできる。環境関連の新たな債権市場が出来あがることになる。市場が形成されれば、取引され

る債権量は、取引が行われるという実際の行為によって金融商品は拡大しており、それをつうじて金

融は新たなオペレーションの場所を設定したことになる。これは新たな債権市場を拓くことである。 

逆に下流住民に「環境権」があるとする。環境権じたいは、快適な生存を保証するにふさわしい良

好な環境を要求する「生存権」の一つである。上流の企業は、交渉をつうじて環境権を購入し、それ

をもとに、ある濃度の汚染物質の排水を承認してもらうのである。汚染権から組み立てても、住民の

環境権から組み立てても、実は同じ均衡点に到達する。それを「コースの定理」言い、この定理の設

定で、コースはノーベル経済学賞を受賞している。環境金融は、この程度の規則の発見がいまだ斬新

な領域である。 

ここで行われていることは、法的な取り決めとは異なり、可能な限り、市場や取引をつうじて環境

価値をそのつど決めていくことであり、それは限界費用と限界利益の曲線のどこかで決まるというよ

うな新たな市場メカニズムを解明したり、そうしたメカニズムを設定することでもある。こうした仕

組みはまだまだ開発余力があり、そこには経済の新たな仕組みが明らかになる可能性もある。こうし

た切り口での考察を行うことが、環境金融が前景化する第四の理由である。そして開発余力が大きい

ために、いまだどのような構想の全貌になるかがわからないというのが、環境金融の現状である。 

たとえば大気は公共財であるが、呼吸のためにも二酸化炭素の排出のためにも、あるいは酸素の吸

収のためにも活用されている。一体大気に対して使用価値を支払うものがいるのだろうか。支払うと

して、どうやって支払費用価格を決めるのだろうか。かりに善意で支払うものがいるとしても、その

場合には「ただ乗り」を防ぐ手だてはあるのだろうか。公共財については、つねにこうした問題が出

現してしまう。 

こうした問題の古典的解決法については、デールズによって設定されたシミュレーションに基本的

なモデルが示されている。水質汚染で考えると、その水を利用する全員に、一定のコスト支払いを義

務付ける。生活排水から工業廃水まで、すべてを単位化して一単位当たりのコスト負担を決めるので

ある。この部分は、利用者全員に網をかけるような作業であるため、法的に決定するしかない。これ

を排出権とし、利用するものはこの権利を購入するのである。排出者は、一定の枠を買い取り、その

排出権が余れば売ればよいし、また排出量を減らす努力を行えば、経費削減になる。水質汚染が進む

気配があれば、排出権が先行き値上がりする可能性もあり、値上がりを見込んで排出枠を多目に購入

しておき、先々の値上がりの局面で売ることもできる。この部分が正確に市場取引となる。公共財に

ついては、法的な網掛けと市場取引を組み合わせることで対応可能であり、そこに新たな債権(排出

権)が出現する以上、金融にとってのビジネスチャンスとなる。このモデルが、後に二酸化炭素の排出

権取引に活用された。 

市場取引の部分には、いくつもの取引手法があり、今後も開発されていく可能性が大きい。アメリ

カの酸性雨対策では、ある地域の二酸化イオウ(SO2)の排出総量が定められた。その場合、二酸化イ
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オウに関連する新たな工場建設ができなくなり、既存の工場も操業縮小を迫られることになった。こ

うした場合には、どこか別の工場での排出量の削減量を合算して、相殺する手法も認められるように

なった。こうした相殺手法は、オフセットと呼ばれ、多くの局面で活用されるようになった。交通の

便益性の高い地区の緑地を工業用地として活用する場合には、別の地域に同量の緑地を新たに作ると

いうオフセットが、デベロッパーによって実際に活用されている。

汚染物質排出量が規制を上回った場合には一般には操業停止に追い込まれるが、同業他社とネット

ワークを組み、総量として汚染排出量を規制以下の抑える手法もある。これは「ネッティング」と呼

ばれる。排出権は、売買できるのであり、こういう場面で起きていることは、実は「廃棄物排出権」

の商品化である。取引できるものは、すべて商品として扱うことができる。あるいは商品化すれば、

市場メカニズムを活用して、問題解決を図るとともに、同時に新たな市場開発にもなる。ここに環境

金融が関与する。

保険商品も同じように新たな商品開発局面に来ている。2012 年 7 月には、日本でも再生可能エネ

ルギー法(固定価格買い取り制度)が制定され、電力会社に再生可能エネルギーの買い取りが義務付け

られた。そこでメガソーラや風力発電が、現実の売電事業として、成立するようになった。ところが

風力発電では、風が吹いてくれれば発電できるが、風が吹かなければ電力の生産ができない。そこで

風力の量や日照時間等で生じるリスクを補償するための新たな保険(売買収入補償保険[特約])がすで

に開発されている。つまり環境関連事案では、新たな法の制定がなされ、新たな国際条約が結ばれる

たびごとに、それに対応する新たな金融商品開発のビジネスチャンスとなる。こうした見通しと見込

みがある。基本的にはそこでの業務は、新規債権の設定と新規保険商品の開発である。環境金融は、

おそらくまだこれから展開可能性が見えてくる事象だと考えおくのが妥当なところだと思える。
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死生観と自然観をつなぐ環境デザイン 

――ホスピスにおける風景の意義―― 
 

岩崎 大（TIEPh） 
 
 

 
 
 

１．死の否定と緩和医療 

回復の見込みのない病を患った終末期患者の存在は、病を治療することが目的である医療にとって、

自らの無力さを示す敗北の象徴である。それでも終末期患者は、入院から死亡に至るまでのときを、

医療の管理下で過ごす。人を生かすための医療が、死を前提として治療を行うことは、矛盾であるよ

うにも見える。それゆえ、医療従事者たちは、死にゆく過程にある終末期患者に対して、いかに処す

るべきかという問題を抱えることとなった。 

終末期患者への対処の一つは、未告知である。その主な狙いは、治療不可能な病に罹患しているこ

とを隠すことで、患者の心理的負担を回避することにある。未告知によって、治療回復の姿勢が保た

れ、医療従事者たちの抱える矛盾は表面上回避される。死という動かしがたい結末を待つ終末期患者

にとって、そして医療にとって、死を意識することによる恐怖、不安、絶望は、避けるべきものとさ

れ、回復の希望を抱いたまま死を迎えることがよしとされていた。 

1967 年のシシリー＝ソンダースによる近代ホスピスの設立と、1969 年のキューブラー＝ロスによ

る『死ぬ瞬間(On Death and Dying)』1の出版によって、終末期患者を巡る医療の問題は、転換期を

むかえる。すなわち、終末期患者の苦悩と心理に寄り添い、ただ生かすための回復治療ではなく、疼

痛緩和やケアを中心とすることによって、最期までよく生きるための医療が実践され、普及していっ

たのである 2。 

未告知という対処法は、この転換期のなかで次第に廃れていくようになる。日本においては 1990

年代頃のことである。しかしながら、未告知が廃れ、否定されるようになったのは、終末期患者の心

理を精神医学的に分析したキューブラー＝ロスの段階説や、ソンダースによるホスピスプログラムの

技術向上を直接の原因とするものではなく、「知る権利」といった、患者の人権意識の向上という社

1 cf. Elisabeth Kübler-Ross,On Death and Dying, Macmillan Publishing Company New York, 1969.（『死ぬ瞬

間』、鈴木晶訳、中央公論新社、2001 年）なお、原題においては、死(death)と死にゆくこと(dying)という明確

な区別がなされ、本文の内容にも大きく関わるところであるが、邦題においてはそれが反映されていない点に留

意すべきである。 
2 ここには安楽死の問題も関わってくる。安楽死は、生存を絶対の優先事項とする延命主義に対し、生命の質

(Quality of Life)、すなわち苦しみのない生、あるいは尊厳のある生を重視するという意識の下で主張される視

点である。 

キーワード：死生観、自然観、環境デザイン、緩和ケア、ホスピス 
 

595



会的状況によるものであった。すなわち、病名告知は、患者の心理的負担の考慮よりも、患者が自ら

の状態を知る権利が優先されたために、医療のスタンダードになったのである。それゆえ、医療従事

者は患者の負担を減ずるための一手段を奪われたという言い方をすることもできる。 

だが、未告知という対処法が、最善の選択肢ではないということは、この転換期において明らかに

なりつつある。まず、未告知であっても、刻々と病状が悪化する患者を最後まで欺き通すことはでき

ないという事実がある。患者はしだいに周囲に疑問を抱き、一様に楽観視する周囲に不信感を覚え、

いずれ自らの死を悟るようになる。死にゆく過程のなかで、家族に嘘をつかせることは、信頼関係に

基づく深淵なコミュニケーションを阻害するものである 3。患者の目の前でその死を嘆くことも、死

後の家族の身の処し方について相談することもできない。そのような行為を禁じてまで、告知による

心理的負担を回避するべきであるのか。たしかに、医療従事者ならずとも、身近な者の死について語

ることは忌避されるのが現実である。それは他者配慮によるものなのかもしれないが、はたしてそれ

ほどまでに、死を意識し、語ることは否定されるべきものなのか。未告知は廃れても、未告知の心理

は消えたわけではない。未告知の心理は、終末期医療を越えて、現代社会全体に及ぶ根源的な問題で

ある。本論では、終末期患者の臨床を手掛かりに、死を否定する現代社会の諸問題について、死生観

と自然観の関わりを基に考察し、求められる環境デザインを構想していく。 

 

 

２．ホスピスボランティアの役割 

筆者は東京都内にあるＳ病院の院内独立型ホスピス 4において、2008 年から約二年間、ボランティ

アとして活動した。ホスピスにおけるボランティアの活動や存在意義は施設によって様々であるが、

Ｓ病院においては、マッサージ、入浴補助、外出の同伴、室内の清掃、配膳、カフェラウンジでの応

対等の、患者と接触や会話をする活動のほか、庭掃除、病室内の小物の作成、各種イベントの準備や

運営補助といった、患者と直接やりとりをすることのない活動も行う。数ヶ月に及ぶ事前研修を経て、

ボランティアコーディネーターや先輩ボランティアの指導の下で、庭掃除等の間接的活動から開始す

る。Ｓ病院では、医師や看護師などの医療従事者よりもはるかに多人数のボランティアが日常業務を

支えており、ボランティアの教育や統制を比較的厳格に行っている。ボランティア活動は原則週に一

度とし、曜日ごとにチームが組まれる。毎週の活動は、一週間分の情報の共有（死亡報告も含む）か

らはじまり、その後のミーティングでは、その日の活動報告と反省を全員が語り、どのように対処す

るべきであったのか、答えのない問題について話し合っている。ボランティアは近隣に住む主婦が中

心であり、仕事に一区切りをつけた老年の男性も僅かばかりいる。患者の家族や看護師、あるいは外

部の病院から研修でやってくる医療従事者等で、若年の者がいないわけではなかったが、筆者のよう

3 cf. Barney G.Glaser, Anselm L.Strauss, Awareness of Dying, Aldine Publishing, 1965(『死のアウェアネス

理論と看護 死の認識と終末期ケア』、木下康仁訳、医学書院、1988 年). 
4 以下、本論では、在宅医療を含むケア体制としてのホスピスプログラムのうち、特定の施設およびそのうちで

行われるケアという意味と限定してホスピスという語を用いる。 
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な若年の男性ボランティアは、ホスピスにおいては異質の存在であったといえる。そのためもあって、

筆者が患者に直接対面することは僅かであり、ホスピスの実態を把握したとはいいがたい。本論では、

約二年間の活動のなかで最も時間を割いた、ホスピスの庭掃除の経験からえた気付きに基づいて論を

進めることとする。 

Ｓ病院のホスピスは二階建てであるが、患者はすべて一階の部屋におり、二階はスタッフの作業所、

家族の宿泊所、会議やイベントのための大部屋等にあてられている。そして一階の部屋からは、いく

つかある英国風の庭園のいずれかが見えるようになっている。見えるというのは、ベッドに横たわっ

ていても見えるということである。当然、庭の手入れをするボランティアは、病室にいる患者の視野

に入ることになる。 

ボランティアは研修の際に、庭掃除の具体的な作業内容を教わるのだが、その前にまず、最も重要

なことを教わる。すなわち、庭掃除の目的は庭の掃除ではないということ、庭掃除の一番の目的は、

「庭を掃除するという風景になる」こと、と教わるのである。これを理解するためには、ボランティ

アの役割を理解することが必要となる。ボランティアの活動は多岐にわたるが、当然、患者の生存や

疼痛緩和に関わる医療行為は専門家が行うものであり、ボランティアは関わらない 5。病院ボランティ

アの役割は病院業務の補助ともいえるが、医療行為における不可欠な補助ではない。端的にいえば、

ボランティアの存在意義は医療行為の外にあるため、治療を行う限りでは、病院の活動にボランティ

アは必要ないのである。病院ボランティアに求められる役割は、非専門家として患者の精神面に働き

かける活動をすることや、病院運営を補助することである。しかし、終末期患者というデリケートな

存在に、専門知識のない一般人を病院スタッフとして接触させることは、患者の心理面でも、病院の

責任問題としても危険である。それゆえに、ホスピスボランティアには、十分な教育と責任の自覚が

必要となる。そして、その際には、通常の病院ボランティアとは違い、ホスピスボランティアが有す

る独自の存在意義について自覚することが必要となるのである。 

ホスピスボランティア特有の役割とは、まさにホスピスボランティアが医療の外の一般人として患

者に関わることのうちにある。終末期患者の多くはホスピスを終の棲家とし、この先の人生を病院で

過ごす。病院とは、医療という専門技術を施す場であり、技術を提供するサービスの場である。医療

従事者は当然、医療従事者として患者に接することになる。患者を取り巻く主な人間は、医療従事者

という専門家集団と家族に限定される。これは健康であったときの日常生活とは懸け離れた人間関係

のネットワークである。患者は病によって、身体機能のみならず、社会的立場や人間関係をも喪失す

る。ホスピスとは、患者の様々な喪失とそれに伴う苦悩を、解消ないし緩和するための施設なのであ

5 ただし、例えばボランティアによるマッサージなどは専門的ではない疼痛緩和に関わる行為であり、後述する

ように、ボランティアは患者の病態に無関係ではない。 
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る 6。WHO は緩和ケアを、「痛みや、その他の肉体的、心理社会的、そしてスピリチュアルな 7問題

を迅速に発見し、的確な評価と対応をする」行為と規定している 8。すなわち緩和ケアとは、病気に

対する医学的治療以上の、患者の生そのものに応じる「全人的アプローチ」を主目的とするという特

徴をもつのである。 

ホスピスにおけるボランティアの役割は、喪失した関係性への対応である。Ｓ病院ではこれを「社

会の風になる」と表現する。病院という隔離された環境のなかで、壁の向こうにある日常の空気を送

る風になるのである。専門家でもない、人生を共に過ごした家族でもない、この社会のなかで生きて

いる他人として患者と関わることが、多様な人間関係の保持と、壁の向こうの社会とのつながりを可

能にするのである。 

 

 

３．ホスピスにおける人間と自然 

ホスピスボランティアの役割を理解したうえで、庭掃除の目的についての話に戻る。上述したよう

に、ホスピスボランティアにおける庭掃除の目的は「庭を掃除するという風景になる」ことであり、

社会の風として、患者の視線に入ることである。 

庭掃除の風景になるための技術というものもある。キューブラー＝ロスの段階説からもわかるよう

に、終末期患者といっても、その症状や心理状態は様々な変遷を辿るものであり、一様ではない。そ

のため、同じ行為をしても、感謝されることもあれば、憤慨されることもある。ただ笑っていたとい

うだけで、患者の抑鬱を招くこともある。それゆえに、患者とのコミュニケーションには鋭敏かつ柔

軟な対応が求められる。 

庭掃除の活動において、ボランティアは不特定多数の患者からの視線を受けていることを自覚しつ

つ、風景であることに徹する。哲学的な他者論に基づいて語るならば、風景であることに徹するとは、

即自存在(être-en-soi)として客体であり続けるということであり、決してまなざしによって患者を他

有化させないということである 9。他者、とりわけ健康な他者のまなざしは、患者の悲惨な現実を固

定化させる。まなざしに対する反応は、苦悩、羞恥、怒りなど、患者によって様々であるが、不意に

6 ホスピスは日本においては病棟施設を意味することが多い。ホスピスの起源はキリスト教巡礼者を慰安する宗

教施設であり、シシリー＝ソンダースによる近代ホスピスの誕生は、ロンドンの聖クリストファー＝ホスピス設

立にある。しかし、アメリカを中心としたホスピス運動は、ホスピスを施設に限定せず、在宅医療等も含めた緩

和ケアのプログラムとしてとらえており、実際にホスピスプログラムの主流は在宅医療にある。 
7 緩和ケアにおけるスピリチュアル(spiritual)という語は、日本語でこの語を用いる際の心霊現象といった意味

合いとは異なるものである。たしかに西洋においても spirit はキリスト教では「聖霊」を意味する語であり、伝

統的には宗教概念として用いられている。しかしながらスピリチュアルという語は、宗教的意味合いのみなら

ず、より広範な意味で、身体(physical)や心理(mental)とは異なる、人間の本質的な生の領域を示す、哲学的要

素をもつ。訳語としては、「霊的」というものがあるが、宗教性に限定しないために「たましい」や「実存」と

する場合もある。本来は「精神」と訳すべきものであるが、日本語においては心理的な病(mental illness)を精神

病と呼ぶため、これと区別できないという弊害があり、現状では「スピリチュアル」とカタカナ表記することが

通例となっている。 
8 cf. World Health Organization, WHO Definition of Palliative Care, 2002. 
9 cf. Jean-Paul Sartre, L’être et le néant, Gallimard, 1943(『存在と無』、松浪信三郎訳、人文書院、1956 年). 
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ジャン＝フランソワ＝ミレー『落穂拾い』 
 厳密にいえば左の二人の女性にはまなざしが予感されうるので、
右の女性のような角度での作業が望ましい。 

視界に入る人間が、外からこちらにまなざしを向けることは、的確なケアとは程遠い暴力的な態度と

なるのである。それゆえボランティアは、常に病棟に背を向けて、それもあからさまにならないよう

に、完全に背を向けるのではなく、やや斜めの姿勢をとって掃除するのである。決してまなざしを向

けないこと、またその可能性すら疑わせないこと、これが庭掃除におけるケアのかたちであり、この

とき、掃除をする人間は、同じく即自存在たる自然と一体化し、風景となる。その風景はちょうど、

ミレーの『落穂拾い』のような風景である。患者は、部屋で横たわりながらも、こうした自然と人間

が一体化した風景を、日々の体験として蓄積していくのである。 

 

 
 

 

 

庭掃除に限っても、風景となる工夫は無数存在する。まなざしを向けないことの他にも、素早い動

きは避けるとか、力任せや危険な体勢での作業は、どんなに自信があってもしないとか、複数人が集

まって話をしないとか、そうした、風景から切り離されて意識されるような人間的な行動はしてはな

らない。 

風景になるという目的ひとつで、意識のモードが変化し、様々な選択肢が生まれてくる。たとえば

竹箒で落ち葉を掃いていれば、その擦れる音に意識が向かう。音もまた風景である。この擦れる音も、

ある程度規則性のあるリズムにすれば心地良く聞こえるのではないか。一定のリズムを保ちつつ、違

和感のない所作を行うためには、落ち葉の集め方をどのようにすればよいか。このようにして、ひと

つの気付きから行為可能性が拡散してゆく。こうした気付きは、個々の能力によるところもあるが、

気付きや疑問に思ったことは、ミーティングの際に共有する。そこでまた多様性が確保され、自らの

行為の誤りに気付くこともある。行為には最終的な答えがあるわけではなく、常に模索され続け、そ
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の過程が脈々とボランティアに受け継がれていく。ボランティアは、患者の知らないところで環境を

構築しているのである。 

終末期医療において、庭園などの自然環境は重要なケアの要素とされる。患者の心理面に配慮する

とき、自然を見て、ときに自然の中に入ることは有効な方法であると考えられている 10。それは、鬱

病患者が自然豊かな施設で療養する場合にもいえることである。終末期患者と鬱病患者では病態が異

なるが、緑に囲まれたときに感じる美しい光景と空気感、動植物たちのゆっくりとした時間の流れ、

そうした体験は、精神的苦悩に対して、なんらかの癒し、気付き、反省を促進する機能をもつと考え

られている。科学技術の結実たる医療現場での生活において、自然環境がもたらす心理的効用に疑う

余地はない。自然環境もまた、非日常的空間である病院に持ち込まれた日常である。 

健康な人間である筆者も、庭掃除という作業を行うことで、四季の移り変わりや、動植物たちの機

微にふれるという新鮮な体験をえた。この体験は、通勤で駅に向かうまでに肌で感じる空気や、目に

映る街路樹でも感じることができたはずのものである。しかしながら多忙な日常生活のなかでは、そ

こにあるはずの自然に気付き、立ち止まって意識するという可能性が欠如している。意識のモードが

変化したとき、環境は意味を変え、その環境がまた新たな意識のモードをつくりだす。こうした作用

が、ホスピスにおける庭園で生じているのである。 

 

 

４．緩和ケアの特徴 

では、終末期患者にとっての自然環境とは、健康な人間が日々の生活から少しでも抜け出すことで

得られる心理的効用と同様の役割を担うにすぎないのだろうか。また、ホスピスにおける庭園は、代

替可能な心理療法の一手段にすぎないのであろうか。 

終末期患者に特有の状況とは、自らの死が差し迫っているということにある。そして、この最終局

面としての死に向かって、徐々に喪失を経験していくのである。キューブラー＝ロスは、終末期患者

の抑鬱を二つに区別する 11。一つは、肉体的苦痛や人間関係の狭小化のような喪失過程に対する反応

的抑鬱(reactive depression)であり、これまでの自分や、人間らしさすらも失われていく現在の状況

に対する抑鬱である。もう一つは、死そのものに対する恐怖や不安としての準備的抑鬱(preparatory 

depression)であり、自らの非存在や家族との別離という未来に対する抑鬱である。そして、反応的抑

鬱は準備的抑鬱を背景とする。すなわち、交通事故で歩けなくなるのとは違い、終末期患者が歩けな

くなるということは、差し迫った死へ着々と近づいているという実感を伴った苦悩として経験される

ものである。 

死そのものに対する苦悩と、それを背景にした死にゆくことにおける苦悩は、終末期患者に特有の

10 患者は自立歩行や車いすのみならず、ベッドのまま外に出ることもある。 
11 cf. Kübler-Ross, op.cit., On Death and Dying, p.78. 
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ものである。たしかに、やがて死が訪れるということ、そして死に向かって徐々に老いていくことは、

誰しもにあてはまる状況ではある。しかし問題は、死が差し迫っているという意識にあり、ハイデガー

の言葉を使えば、死を我がものとして本来的に(eigentlich)意識しているか、ということである 12。癌

との長年に渡る戦いを経験した岸本は、差し迫った死を意識した人間は「生命飢餓状態」にあると表

現しているが、差し迫りの有無は、空腹な人間が激しく食物を欲することと、満腹な人間が食物につ

いて論じることほどに決定的な差異があると述べる 13。問題は、この生命飢餓状態にある終末期患者

にとって、自然環境というものが特別な意味をもつのか、ということである。 

終末期患者の日々移り変わる症状、感情、意識のなかで、窓の外には常に自然の風景がある。しか

し、患者は、筆舌に尽くしがたい苦悩のなかで、視界に入るものに全く意識が向かないこともある。

圧倒的な死の存在感に囚われれば、それ以外のことを考えることはできない。また、肉体的苦痛が強

ければ、何かを考えることさえできない。やり残した仕事や、引き継ぐべき仕事があれば、その後悔

や処理に追われる。遺される者達の未来が心配であれば、そのための対応や罪悪感に心を奪われる。

こうした苦悩に対して、緩和医療のチームは、それぞれの仕方でケアにあたる。医師や看護師の他に

も、ソーシャルワーカー(MSW)や法律家、あるいは葬儀屋もチームとなる。当然、患者の家族や友人

も緩和ケアチームの一員となる 14。意識を支配するような問題を可能な限り解消することは、緩和ケ

アの基礎となる。この基礎があってはじめて、患者は自らの死と生について、ゆっくりと向き合うこ

とが可能となる。 

「怒り」の段階にある患者は、自らの不遇な状態を嘆き、また自らの存在を確保するために、目に

映るものすべてを否定しようとする 15。自分のためだと理解しているにもかかわらず、自分に対する

あらゆる行為を嫌悪したくなる。そして、病や死に対する激しい感情と衰弱していく身体のうちで、

目に映る自然の美しさや力強さ、普遍性、ゆっくりとした時の流れは、ときに暴力的ですらある。そ

れゆえ、風景として目に映る自然を憎悪することもあれば、自らの無力さを自覚して抑鬱状態に陥る

こともある。自然環境は患者にとってネガティブなものにもなりうるという点は留意せねばならない。 

Ｓ病院では、患者の自己否定的態度や攻撃的態度、そして抑鬱状態は、緩和医療における適切なケ

アよって、次第に変容し、やがて自らの死を受け入れ、他者に感謝して最期を迎えることができる、

という信念の下に活動している 16。そのための適切なケアとは、上述の基礎的なケアに加えて、より

根源的な苦悩、すなわち生と死を意識して苦悩するという、死生観に関わる問題に応じるケアをも含

12 「eigentlich」とは真偽の意味での本来性ではなく、独自、固有(eigen)という意味での本来性を意味するもの

であり、その否定形である「uneigentlich」とは、偽り、あるいは誤った生としての非本来性を意味するわけで

はない(vgl. Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer verlag Tübingen, 2001(『存在と時間』、原佑、渡

辺二郎訳、中央公論社、1971 年).)。 
13 参照：岸本英夫、『死を見つめる心 ガンとたたかった十年間』、講談社、1973 年、11-12 頁。 
14 家族や友人は、患者をケアするチームであると同時に、彼ら自身も予期悲嘆や死別悲嘆を含めた長期的なグ

リーフケアの対象として扱う必要がある。 
15 cf. Kübler-Ross, op.cit., On Death and Dying, pp.47-71. 
16 現状では緩和医療、緩和ケアと名の付く医療施設、医療行為が全てこの信念を有しているとはいいがたく、ま

た、終末期患者が必ずしも死を受容して死ぬことがないということは、段階説を発表したキューブラー＝ロス自

身が、怒りに満ちたまま最期を迎えたことからも明らかである。 
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む。 

新人ボランティアであった私は、庭や病棟にある蜘蛛の巣をどう扱うべきか、ミーティングで問う

た。その答えは様々であり、実際にボランティアそれぞれが異なる対応をしていた。ある者は、自分

が日常そうするように、蜘蛛の巣は清潔を保つためや、蜘蛛を追い払うために除去すると語り、ある

者は、生命の営みを妨げることで患者が自らの生と重ねてしまうかもしれないので、そのままにする

と語り、またある者は蜘蛛の巣は美しいものであると語る。この問いに答えはない。患者の性格やそ

のときの状態によってより良い結果というものは変わってくる。ボランティアは、蜘蛛の巣を見るで

あろう患者の情報を頭に入れつつ、各々の異なる意見を踏まえたうえで、その都度自分で判断するし

かない。このときの患者への気遣いには、「自分だったら」ではなく、また「普通だったら」でもな

く、「死を間近に感じている○○さんだったら」という意識のモードが働いている。たしかに、生命飢

餓状態にいないボランティアが患者を理解するということは基本的にはありえない 17。しかしなが

ら、理解しようとして意識のモードを変更し、患者の意識に近づくことは可能である。 

 

 

５．死生観の空洞化 

死が差し迫ったものとして意識されるという状況は、現代においては非日常である。かつて死につ

ながる病や怪我であったものは、医療の発達により治療可能となる。乳幼児死亡率も減少し、平均寿

命は延び続けている。天候に左右されない安定した食料供給や、頑健な建築物、気候を感じさせない

空調施設、こうした諸々の技術が、現代人を死から遠ざけている。現代の先進国において、自身の死

や、他者の死を意識させるような経験は日常には存在し難い。安全で豊かな生活とは、死の危険のな

い生活であり、死を意識する必要もない。そして死は、病院という非日常の空間によって管理統制さ

れることとなる。「死の医療化(medicalization)」についてここで詳しく述べることはしないが、現代

において、医療現場とは、終末期患者にとっても、彼らを気遣うボランティアや医療従事者、家族、

友人にとっても、死という非日常の出来事に相対し、死を意識せざるをえない稀有な場なのである。 

上述のような社会的状況にある現代について、「死生観の空洞化」が叫ばれて久しい。空洞化とは、

死生観が存在しないということではない。死んだらどうなるか、そのうえで現世をどうとらえるか、

問われれば何らかの答えはでてくる。しかしそこには、実感がなく、日々の行為や目的に直結するよ

うな力はない。死んだら何もなくなると語るにもかかわらず、墓参りや神頼みをし、幽霊を怖がると

いう矛盾した態度がその典型である。貧困や伝染病、戦争などで、死が日常のなかに溢れていた時代

では、生き残るためにどうするか、あるいは死後の救済はえられるのかということが、気分や感情に

直結し、生の態度を規定する切迫した問題として意識されていた。一方で、現代人の死生観は、実感

も切迫感もなく、生きることに関わりのない問題となりつつある。少なくとも、確たる死生観をもた

17 ホスピスボランティアには、自らが癌を罹患した経験がある者、家族をホスピスで看取った者など、本人の意

志や態度に影響を与えるような死に関わる体験をした者が少なからず存在する。 
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なければ生きていけないということはない。そして、終末期医療という現代の切迫した死の現場で、

空洞化していた死生観では自らの生を支えきれず、ただ絶望と後悔に陥るという事態が生じる。そこ

には、具体的な喪失以上の、これまで漠然と有していた価値観の崩壊という喪失体験が存するのであ

る。 

価値観の崩壊による絶望と後悔の過程のなかで、患者は、自身にとって本来的に大事なものが何か、

ということを問うことになる。これは、残されたもののなかで妥協するというような、喪失のうちで

の選び直しではなく、根源的な価値転換である。ヤスパースは、死という限界状況の自覚のうちで、

「行為が実存の現象として本質的であるとき、客観的には最もたわいのないものが重要性をもちうる」

と述べる 18。すなわち、自らの生と死を意識した実存としての人間は、全てを本来性の内にとらえ直

して価値づけるのである。それゆえ、「死は実存の鏡となる」のである 19。 

切迫した死を前にして、空洞化した死生観が変容を遂げ、自らの本来的な生たる実存の自覚と行為

を導く。ここにこそ真の幸福があると考えるのが、ヤスパースならびにいくつかの実存思想の哲学者

の述べるところである。だが、死を意識しない幸福は偽りであり、死を意識し、絶望や苦悩を経た生

にこそ真の幸福がある、という見解には、確たる実証性はない。なぜなら、それらを判断する普遍的

基準が存在しえないからである。さらにいえば、死を意識する必要のない人間には、これらの二者択

一は問いとして意識されることもない。 

本論で死を意識した生の普遍的価値を考察することはしない。ただ、終末期医療の現場では、患者

が病を通して、死を意識した生の態度をとるという死生観の変容が問題になることは事実であり、緩

和ケアとは、その変容を幸福ないし自己肯定というかたちに導くためのものである。以下で述べるよ

うに、自然環境もまた、緩和ケアのひとつの可能性として、死生観の変容に対して特有の意味をもつ

こととなる。 

 

 

６．死生観＝自然観＝世界観 

終末期患者の変容する死生観に、自然環境がいかに関わるのか。無機質で親しみのない病室であれ

ば、おのずと視線が外の風景に向かうようになる。それゆえ、病室という環境は、健康な人間の日常

生活よりも、立ち止まって自然に目を向けるという機会が多くなる。ただしこれは、普段から自宅の

庭や散歩などで自然に目を向ける機会の多い者と大差はない。違いを挙げるとすれば、入院患者の方

は、閉塞空間における限定された選択肢のなかでの、必然的かつ受動的な行為機会であるという点で

ある。 

窓の外の風景に終末期患者が何を感じるのか。生と死という意識のモードでみえる自然環境とはい

18 Karl Jaspers, Philosophie II Existenzerhellung, 3 Auflage, Springer Verlag Berlin-Göttingen-Heidelberg, 
1956,S223( 『実存開明（哲学 II）』（本稿では『哲学』と略記する）、草薙正夫、信太正三訳、創文社、1964
年、255 頁). 
19 ibid. 
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かなるものなのか。ここには、自然を「いのち」として捉える可能性が潜在している。いのちの文脈

で知覚する風景には、木々や草花、虫や蜘蛛の巣や鳥のさえずりに至るまで、そこにある生命と、失

われると同時に新たに生まれる生命の連鎖が映る。ある者はその風景に、自らの還っていく場として

の自然を見出す。これまでとは異なる意識のモードにある終末期患者が見る自然を理解し、的確に表

現することは困難であるが、患者のなかには、それを美と表現する者がある。芥川龍之介は自殺前に

友人に宛てた手紙のなかで、「唯自然はかう云ふ僕にはいつもよりも一層美しい。君は自然の美しい

のを愛し、しかも自殺しようとする僕の矛盾を笑ふであらう」と、死を前にした人間が見る自然の美

しさを語る 20。この美は、生と死という意識のモードにおける、自然の新たな相貌の発見であるがゆ

えに、誰もが見ることのできる風景ではない。芥川が、「けれども自然の美しいのは僕の末期の目に

映るからである」と述べるように 21、この自然の相貌は、死に切迫した人間にのみ見える限定された

美であるともいえる。ここでは、死にゆく者達が見る自然こそが、自然の真の姿であるという議論を

するわけではない。問題は、このときの自然が、自らの生に関わるものとして意識されているという

点にある。すなわち、生と死という意識のモードで知覚される自然環境の様々な生命活動が、自らの

生き方および死に方に関わるものとして切迫しているのである。ここに、患者が自然をどう認識する

かという自然観と、患者が死と生をどう認識するかという死生観のあいだのつながりが生じるのであ

る。 

ホスピスボランティアは、患者にまなざしを向けることなく、患者の風景になる。風景の中に人間

がいるということもまた、自然観と死生観をつなぐための潤滑油になりうる。その風景のなかには、

環境問題を語るときのような、人間と自然の主客分離は存在せず、客体のうちに人間と自然が溶け込

んでいる。たしかに、庭園とは人間によって統制された自然である。しかしながら、いのちの文脈で

知覚される自然は、人間と自然の共生という言葉ですらも足りないほどに、両者の隔たりをもたない

ものである。患者は、ボランティアという日常の風景を介して、次第に自らをも自然の内に客体化し、

自然の活動という、より大きなもののうちに、自らの生と死を溶解させていくことができるのである。 

個々の生と死が、自らもそのうちに生き、そして死んでいく生命の営みとしての自然のなかで解釈

される。このとき、死生観と自然観は同じものとなる。さらにいえば、死生観と自然観の理解は、人

間の生死に関わるような彼岸の世界や、天地創造、人間存在や万物の活動に関する目的論的理解など

といった、この世界全体をどのように意味づけるかという、世界観に包含される。世界をいかように

して理解するかによって、自然観や死生観は基礎づけられるのであり、むしろこれらはひとつの認識

を異なる視点でとらえたものといえる。キリスト教の世界観であれば、人間は神の似姿として、被造

物のうちで特別な存在であり、地を支配し、信仰に生き、肉体の死後、復活して天国にゆく、という

一貫した物語ができている。アニミズムであれ、輪廻思想であれ、人間は確たる世界観のうちで、人

20 芥川龍之介「或旧友へ送る手記」、『現代日本文學大系 43 芥川龍之介集』所収、筑摩書房、1968 年、304
頁。  
21 同上 
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間と自然を理解し、自らの生の意味と目的を獲得できるのである。しかし、こうした世界観がかたち

づくる「大きな物語」が失われれば、おのずと世界観、自然観、死生観の同一性が崩れ、異なるもの

として断絶し、なおかつ、これらが生の態度に関わるということもなくなっていく。宗教性の希薄化

は、死生観、自然観、世界観の乖離と空洞化に直結することとなった。 

しかし、死を請け負う終末期医療の現場で、患者は死に切迫し、自らの生を問い直す。そのときに

知覚される自然の景色が、人間と自然の主客分離を脱することを通して、環境のうちの自己としての

気付きを与える。さらにそれが、死後の世界（自分が向かう彼岸の世界および自分がいなくなる現実

世界）の認識の変容をもたらし、患者の態度や行為の変容となって現れる。その例といえるものに、

終末期患者の「お迎え体験」とよばれるものがある。諸岡らは、2003年から 2007年にかけて患者を

看取った遺族に対する調査を行い、366 件のうち 42.3%の 155 件で、患者が「他人にはみえない人の

存在や風景」について語ったという結果を報告している 22。その体験で見たものの 52.9%が、「すでに

亡くなった家族や知り合い」であり、それに次ぐ「その他の人物」の 34.2%に加え、「お花畑」、「仏」、

「光」、「川」や、動物なども数%ずつである。これらの体験は、死を前にしたときの死生観＝自然観＝

世界観に関わるものであり、「あの世で親父に会えると思うと楽しみだ。今までは死ぬのが、怖いと

思っていたけど･･･」という事例のように、死の恐怖を解消する方向へ変容することもある 23。 

無論「お迎え体験」は、死後の世界を証明するものではないし、幻覚、せん妄という医学的診断の

うちに片づけてしまうことや、死と死にゆくことにおける苦悩を解消するための、逃避的な防衛反応

だととらえることも可能である。これらの体験に個人差があるのはもとより、文化や環境による地域

差、世代差があるのは疑いえない。それゆえ、お迎え体験による死生観＝自然観＝世界観の変容は、

正しい認識を獲得したということではない。認識の正誤や正当性、優劣は問題ではない。問題は、客

観的真理ではなく、キルケゴールが述べるところの、「私がそれのために生き、そして死にたいと思

うようなイデー」たる主体的真理である 24。諸岡は、「お迎え体験」の語りの多くは、既存宗教への帰

依を示しているのではなく、「「宗教」と「無宗教」とのはざまに位置している」という現代日本の特

徴的な事態を示していると述べる 25。認識の変容は患者それぞれに独自であり、それゆえに本来的で

ある。切迫した自らの死を契機として、世界についての本来的な認識を獲得し、そのうえで自らがい

かに生き、いかに死んでいくかという態度を導く。そしてこの態度変容は、患者のみならず、家族や

周囲の人間の苦悩を緩和しうるものとして機能しているのである。 

22 調査対象は在宅ホスピスを行う宮城県の診療所の利用者である。また、調査は遺族を対象にしているため、患

者が遺族に体験を伝えないことによる、実際の体験者の数との相違も予想される（参照：諸岡了介、相沢出、田

代志門、岡部健「現代の看取りにおける＜お迎え＞体験の語り－在宅ホスピス遺族アンケートから－」、『死生学

研究 第九号』所収、東京大学大学院人文社会系研究科、2008 年、223(124)-205(142)頁）。 
23 同上、214(133)頁。 
24 Søren Kierkegaard, Søren Kierkegaard's journals and papers ,volume 5 Autobiographical Part One 1829-
1848, Howard V.Hong and Edna H.Hong, ed, Indiana University Press, 1978(キルケゴール「ギーレライエの

手記」、『世界の名著 40 キルケゴール』所収、桝田啓三郎訳、20 頁). 
25 諸岡了介、桐原健真「“あの世”はどこへ行ったか」、『どう生き どう死ぬか 現場から考える死生学』所収、

弓箭書院、2009 年、170 頁。 
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７．結語

終末期患者の苦悩に対する全人的ケアは、患者の認識や行為が、生と死という意識のモードのうち

で行われているということを前提にしなければならない。しかしそれは、死生観が空洞化する現代に

おいては、非日常的態度であり、死を意識しない人間には実感しがたいものでもある。空洞化した死

生観では、患者の苦悩に処することは困難である。それゆえ、患者の切迫した死生観に対して、ケア

する者は、患者の死という現実を通して、自らも生と死に向きあう経験を積み重ね、患者に近づいて

いくことが求められる。死にゆく者の孤独に対し、いかにして寄り添い、いかにして最期まで生きが

いをもたせるかを、共に模索していくのである。

一人の人間がいかに生き、いかなる死生観＝自然観＝世界観をもって死んでいったかを傍らで体験

することは、看取る者の死生観＝自然観＝世界観の変容を促すものである。筆舌に尽くしがたい死の

苦悩を生きる他者の死（二人称の死）を見届けることは、自らの死（一人称の死）を、そして自らの

生をいかに生きるかの決断を導く契機となる。この体験は、かつては必然的なものであった。人は自

らの家で、慣れ親しんだ風景のなか、家族や友人たちに囲まれながら死にゆく過程を生き、死を語り、

そして死んでいった。しかし、このような、アリエスが「飼いならされた死」と表現した時代は、死

が医療化し、死を語ることがタブー視される現代とは異なる 26。 

現代における死生観＝自然観＝世界観の本来的変容は、意識的な環境デザインによって補われなけ

ればならない。ホスピスにおける自然環境は、患者の死生観と自然観、そして世界観を結びつけ、本

来的なものへと変容させるための環境デザインである。

現代という時代が、死を否定し、死を忘れ、死生観＝自然観＝世界観の本来的結合を欠いた時代で

あるとするなら、この事実が、生きがいを喪失することによる自殺者や精神病患者の増大や、自然と

の乖離に起因する環境問題を招く一因であると考えることも可能である。そして仮に、死の切迫に

よってはじめて、生と死という意識のモードで死生観＝自然観＝世界観をつなぐことができるのだと

したら、この稀有な現場で生じている変容を継承し、かつ応用することで、現代の諸問題への解決に

取り組むことが必要となる。現代において、死を伝え、死を意識させることは、困難な課題である。

ここには戦略が必要となる。風景を人工的に制作し、意識を向けさせることで、死生観＝自然観＝世

界観の変容を促す、というホスピスの環境デザインは、ひとつの戦略的方法としての価値をもつ。

26 cf. Philippe Ariès, L’homme devant la mort -1. Le temps des gisants-, Éditions du Seuil,1977 (『死を前に

した人間』、成瀬駒男訳、みすず書房、1990 年). 
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プロセスとしての臨床（１） 

―― ナラティブという経験は何を示唆するのか ―― 
 

稲垣 諭（自治医科大学） 
 
 

 
 
 

１．EBM と調整課題としての医療 

現在、日本の医療分野では、カナダやアメリカ、イギリス医学界を席巻している「根拠に基づく医

療（Evidence Based Medicine）」1の導入および進展が盛んである。2000 年には日本でも『EBM ジ

ャーナル』という専門誌が刊行され、さまざまな誤解を伴う EBM の内実を克明にし、臨床の現実に

届く行動指針となるよう、最新の知見の紹介が行われてきた 2。ここでいう「エビデンス（根拠）」と

は、臨床試験的な根拠であり、より精確には統計的手法を介した疫学的データに裏打ちされている根

拠ということである。したがって必ずしも生理学的、生物学的病態メカニズムの解明と軌を一にして

いるわけではない。つまり、なぜそうなるのかの機序は分からなくても、疫学的に有意なパーセンテ

ージで患者の疾病からの回復や悪化、あるいはそのリスクが数量的に判定できる、そのための根拠と

いうことである。ただし疫学調査が示すのは、強弱のある相関性であり、そこに近代的意味での因果

は直接見出されない。その意味では、EBM の進展は図らずも病気や疾病といった事象には必ず原因

と、その機序があるという「病因論（etiology/Ätiologie）」を維持することの限界ないし極致を露わに

したともいえる 3。あるいは、要素還元主義による近代的病因論の乗り越えである 4。 

現在の医療行為の組み立ての力点は、患者は原因が明確な病気にかかり、それを除去（治療）する

という「原因療法」ないし「特定病因論」という発想から、何が疾病を引き起こすかは決定不能であ

り、その機序も不明であるが、統計的にリスク要因を特定し、それらを管理することで健康維持がで

きるという「予防医療」ないし「多因子病因論(multifactorial etiology)」へと移行している 5。 

1 EBM の医学的意味合いの哲学的検討は、下記を参照。 J. Howick: The Philosophy of Evidence Based 
Medicine, Wiley Blackwell, BMJ Books, 2011. 
2 ただし、すでに一定の役割を終えたとの理由でこの雑誌は 2008 年をもって休刊になっている。 
3 とはいえ、疫学に裏打ちされた医学における「多数のリスク要因の特定という発想」自体が、統計的な相関性

を超えて、「それら要因を除去すれば発病を抑えられる」という因果性を暗に前提していることも確かである。

現在においても因果による説明は抜群の説得力をもつため、医学の権威化にとっても不可欠なのである。佐藤純

一、池田光穂、野村一夫、寺岡伸悟、佐藤哲彦:『健康論の誘惑』（文化書房博文社、2000）所収、佐藤純一:
「『生活習慣病』の作られ方－健康言説の構築過程」参照。 
4 津田敏秀:『医学と仮説 原因と結果の科学を考える』（岩波書店、2011）。 
5 ただし、西洋医学でも体液説のように身体内の全体的調和を目指す医学理論や、宗教的背景が濃厚であった 17
世紀以前は多因子病因論がむしろ主流であり、質の異なる多様な因果のネットワークを勘案したうえで治療が組

み立てられていた。佐藤純一他：前掲書、2000、もしくは L.S.King: Medical Thinking: A Historical Preface, 
Princeton University Press, 1982, 第 9 章、10 章参照。 

キーワード：臨床、ナラティブ、意味、心的システム、社会システム、 
プラセボ効果 
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こうした流れから、たとえばリハビリテーション医療における EBM の確立がなぜ極端に遅れてい

るのかの理由も浮かび上がってくる。RCT の設定が難しいというだけではない。神経系を巻き込ん

だ人間の複雑な動作や認知機能の再形成には、解剖的、生理的、神経的素因だけではなく、年齢、性

別、性格、職業、社会環境、家族構成といった多くの変数のネットワークが介在してしまう。そのた

め、リハビリの臨床における治療の取り組みはおのずと、多数の仮説因子を考慮した上での「調整課

題」もしくは「調整プロセス」とならざるをえないのである。調整課題とは、線形関数のような一意

的対応で解が出るような問いではなく、多因子、あるいは多システムとの連動関係を見極め、効果的

なポイントに介入し、調整することで、そのつどの最適解を見出すような実践的、継続的アプローチ

である。そのため最終的には、何をしたら、あるいはどのような段階で治癒が成立するのかが決定で

きないジレンマも生じる。精神科治療における薬剤の調薬はすでに以前からこの局面で格闘している。 

また EBM の展開は、化学物質や生体構造の変化の機序を明らかにする基礎研究と、その臨床応用

の間の溝の拡大も引き起こしている。たとえば、すでに認可されている抗がん剤の多くが、臨床的に

は患者の生存率にほとんど寄与しないというデータや主張が出ている 6。基礎研究におけるタンパク

質あるいは分子構造レヴェルで実証される薬剤の治療効果が、細胞の集合体としての人間という臨床

レヴェルでは通用しないか、副作用の増大を引き起こし、生存率の向上に寄与しないというのである。

かりに生存率に差がないとすれば、患者の今後の生き方（QOL）に配慮した上で、抗がん剤を用いる

か、用いないかの選択肢を臨床データの提示とともに患者に提供する仕組みが必要になる。この局面

でもすでに医療行為は調整課題である。 

 

 

２．ナラティブという経験 

臨床医療にかかわる問題を扱うさいに「その臨床にエビデンスがあるのか」と問うことは、正しい

問いかけなのか。あるいは、そうした問い自体にエビデンスはあるのか。こうした問いの設定はすで

に、エビデンスとは独立に、一種の権威や脅し、ないしは単なるジョークのしるしを帯びた問いに変

質している。このようなトリッキーな問いをあえて立てるのは、90 年代以降の先進国的な医療の展

開に、グローバル化し、既成事実化する「EBM 物語」への盲信が隠されているのではないかという

素朴な疑問があるからである。 

疫学的データは患者の個体差を平均化する中で獲得される。そこにおける患者は確率的存在である

が、実際に病気として診断される患者は、それをきっかけとして「生」そのものが分岐してしまう現

実的存在である。アリストテレスが、医術の普遍性を否定したのは、医者は健康一般を作り出すので

6 近藤誠:『抗がん剤は効かない』（文芸春秋、2011）、同:『ガン放置療法のすすめ 患者 150 人のすすめ』（文春

新書、2012）。慶応大学医学部の放射線科の医師である近藤は、がんは検査もせず、見つかっても放置するのが

よいとして放置療法を薦めている。そのような見解は、国際的なガン治療の研究論文の EBM の精査と、彼が臨

床でかかわってきた患者の生きたデータとを照合し、納得のいく場所を押さえた上で結論づけられている。医学

不要論は、いつの時代にも跋扈し、世間を賑わすが、近藤の立論の仕方はそのなかでも群を抜いている。 
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はなく、個体としての人間の固有で具体的なそのつどの健康に配慮せねばならないからである 7。ど

んな医療も個体としての人間の健康にかかわらざるをえない。しかしそのための指針は疫学的データ

からは直接出てこない。さらに、現状においてエビデンスが確保されていない医療分野ではどのよう

な臨床の組み立てを行えばよいのか、最適な治療はどのようにして選択されるのかも、エビデンスか

らは出てこない 8。それゆえ上記の問いは、今後の医学や医療そのものの可能性と限界にかかわる問

いでもあるのだ。 

医療サービスは、エビデンスが確立されていないからといって止めることはできない。現在の医学

研究で EBM が確立されている領域は 2 割から 3 割との報告も出ている。また、米国の内科学会に掲

載された論文のメタアナリシスの結果からは、実証されたエビデンスの耐用年数は 5 年前後であると

の見積もりも出ている 9 。そうだとすれば、EBM 以前、あるいは EBM の枠内に入ってこない医療

は、EBM とは異なる現実をもっており、それ固有の科学的プログラムとして設定可能でなければな

らない。エビデンスは科学性の保証の裏返しとして、その一時性、反証可能性、訂正可能性にさらさ

れている。そしてこのこと自体は、科学が健全であることの指標であり、そこに問題はない。むしろ

その忘却が医療への盲信や権威化に展開しがちであることが問題となる。 

EBM の確立という至上命題が、現代医療がグローバルに共有し、それに便乗するひとつの物語で

あるとしても、その効用が絶大であることに疑いはない。多くの資金や人、資源が、それに応じた社

会的再編に巻き込まれている。ここでいう「物語」とは、「何らかの出来事の発端が遡及的に見出さ

れ、そこから意味の系列が再編、展開されることで最終的に現在の出来事に到達する、一連の有意味

な経験の説明枠のこと」と定義しておく 10。ある人が病気にかかることは、病の深刻さに応じて人生

の分岐を引き起こす。病は、病人とは独立の生物学的実在ではなく、当人と医療関係者、周囲の人々、

社会環境を巻き込み、彼らによって語られる「物語」の発端となり、一部となる。あるいは、共有さ

れた「病」はすでに物語の構造によって浸透されている。 

このような医療従事者-患者関係における「意味のある物語」の共有および構築は、EBM 至上主義

と並行的に、NBM（Narrative Based Medicine）もしくは単に NM（Narrative Medicine）という

医療的立場として注目され始めている 11。ナラティブ・アプローチは、医学が特定する疾病が、これ

7 アリストテレス:『形而上学（上）』（出隆訳、岩波文庫、1959）、22 頁以下、あるいは『ニコマコス倫理学』

（林一功訳、京都大学出版会 2002）、24 頁参照。 
8 統計学に基づくエビデンスや証拠、根拠をどのように扱うのかに関しては、下記を参照。ベイズ主義と頻度主

義という証拠の意味づけについての正反対の立場の論争がまとめられている。E.ソーバー:『科学と証拠―統計の

哲学入門』（松王政浩訳、名古屋大学出版会、2012）。 
9 K.G. Shojania, M. Sampson, M.T. et al. “How quickly do systematic reviews go out of date? A survival 
analysis”, Annals of Internal Medicine,vol.147, 2007, p.224-33. 
10 R.シャロンは、物語（ナラティブ）を「語り手、聴き手、時間経過、筋書き、そして目的を備えたストーリ

ー」として定義づけており、その特徴として 1）時間性、2）個別性、3）因果性、4）間主観性、5）倫理性を挙

げている。R.シャロン:『ナラティブ・メディスン 物語能力が医療を変える』（斎藤清二・岸本寛史・宮田靖

志・山本和利訳、医学書院、2011）。 
11 R.シャロン: 前掲書 2011、J.P.メザ・D.S.パサーマン:『ナラティブとエビデンスの間』（岩田健太郎訳、メデ

ィカル・サイエンス・インターナショナル、2013）参照。精神科臨床におけるナラティブの役割に関しては、加

藤敏:『統合失調症の語りと傾聴 EBM から NBM へ』（金剛出版、2005）に詳しい。 
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まで生物学的な領域に限定され、その枠内だけで済むと過信されていたことを告発する。それはまた、

「病」や「障害」という経験が「言説的」、「社会的」に構成されていることを強調する立場（社会構

築主義）から派生する臨床応用事例のひとつでもある 12。 

哲学分野でいえば、患者や医療従事者という当事者の「語り」、もしくは「インタヴュー」から臨床

の現実を物語化し、「隠された意味」や「主体の形成」を論じるナラティブや看護の「現象学」が現れ

てもいる 13。ただし、当事者の語りを重視し、そこから言表を組み上げ直すことで当人の現実を再構

成する手法は、図らずも精神分析が培ってきた臨床経験へと近づいていく 14。そこで構成される物語

は、当事者（精神分析では被分析者）や、その経験を共有するものにとって、自らが語らずに行って

きたことの意味的再編ないし、そこからの距離化のためのきっかけになり、経験を持たないものにと

っては病者や医療従事者の現実の一面を垣間見るためのきっかけとなる。そして、そこまではよいの

である。問題は、そうした試みの多くが、次の臨床の経験へとどのように「接続」されていくのか、

そして患者や医療従事者の経験の「変化」にどのように開かれるのかの検討がなされずにとどまるこ

とである。仮にこの局面に分析的まなざしが届かなければ、事後的説明の文学的読み物になってしま

う危険が多分にある。あるいは、記述的吟味を拒む神秘化に一気に傾いてしまう。そうした批判を避

けるためにも、ナラティブ・アプローチないし物語の経験は、1）臨床経験での種々のシステム的連

動関係に働きかける効用として、どのようなモードをもつのか、そして 2）当事者の体験世界の変容

や拡張という経験の変化可能性とどのように接続しうるのかという追加の問いを設定する必要があ

12 美馬達哉:『リスク化される身体』（青土社、2012）、K.J.ガーゲン:『あなたへの社会構成主義』（東村知子

訳、ナカニシヤ出版、2004）参照。 
13 村上靖彦:『摘便とお花見』（医学書院、2013）、西村ユミ:『語りかける身体』（ゆみる出版、2001）参照。ま

た、福島真人:『学習の生態学 リスク・実験・高信頼性』（東京大学出版会、2010）における第 1 章「野生の知

識工学 『暗黙知』の民族誌のための序論」では、文化人類学や民俗学におけるインタヴュー研究の限界と陥穽

について、また、語られない知識に含まれる社会科学的、心理学的、現象学的問題の検討が行われている。 
14 村上の近著（村上靖彦:前掲書 2013）では、全ての解釈が看護師の語りに基づいて行われている。語りのなか

から、語られないことや矛盾、意味や定義の動揺、感情の動き、自己評価の変動が推測され、そこから看護行為

の主体の形成や行為連関の再組織化が起こった場所を見定めるように論じられている。そもそも語られたことと

実際に行っていることが「ズレる」のはごく当たり前のことである。問題は、この経験のズレをどのように取り

扱うかで、その後の探究の展開に分岐が生じることである。たとえば、語りの中で形成されたと推測される主体

と、現実の看護行為のさなかで行われたであろう新たな行為の組織化にはどのような関係があるのか。仮に語り

の主体形成が行われたとする場面を、観察者が、語りからの推測ではなく、実際に観察していた場合、語りの主

体は自らにどのような変化が起きているのかには気づかず、行為の連関だけがおのずと組織化されるといったこ

とが観察されうる。それは語りや、語る主体の「無意識」とは異なる現実の行為の組織化の局面である。現実の

行為の組織化は、語りから推測される主体化や組織化に先立つ、もしくは独立である可能性が高い。その場合、

語られた事柄とは何の有意味な連関もない組織化のきっかけが観察を通して見出されうる。それは現象学的に

は、当人さえ気づいていない体験世界の特徴の取り出しになる。こうした探究手法は、当人や解釈者の意味理解

では届かない経験の動きに、語りやインタヴューから接近する以外の可能性を示唆している。現実の行為として

実行される組織化と、語りの中で推測される組織化は、同じものになるとは思えない。その場合、この推測的記

述と観察的記述のズレは何を意味するのかが、現象学的にも考慮されるべき課題となる。かりに当事者の言表だ

けに基づいて主体の形成を見届けるのだとすれば、それはやはり精神分析の臨床にかなり近いところにある。そ

うはいっても、たとえばフロイトは、患者の言表を信じることはせず、その背景で作動している経験を、臨床場

面で実際に観察しながら、つまり語りと観察という両軸を用いて個人の特異的世界に迫る解釈を組み立てていた

はずである。またラカン派では、この点がさらにラディカルになる。つまり「語り主の語りをそもそも理解して

はいけない」というのが、臨床原則のひとつであり、それは被分析者が仕掛ける有意味性の罠を避けるための戦

略である。B.フィンク:『精神分析技法の基礎 ラカン派臨床の実際』（椿田貴史・中西信之・信友建志・上尾真

道訳、精神書房、2012）参照。 
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る。それはまた、物語の経験を、物語ると同時に異なる経験の運動に連接していく「遂行的物語」と

して理解することをも意味している。 

 

 

３．物語／意味の効用 

EBM の確立に欠かせない RCT および二重盲検法による統計データは、薬剤や施術法の有意性を

保証すると同時に、排除されるべき「プラセボ効果」をも実証している。つまり、制御困難さが付き

まとうとはいえ、被験者によっては偽薬であっても一定程度効いてしまうという現実がある。その効

果が単なる思い込みであったとしても、思い込みで痛みが緩和したのであれば、そこには必ず生物学

的、神経学的、生理的変化が相関している 15。プラセボ効果の心理・生理的メカニズムについては、

「エンドルフィン経路」や「生化学的ストレス経路」というように、いくつかの仮説が出ているが、

いまだ解明に至ってはいない 16。というより、60 兆もの細胞の集合である人間は、何が直接原因と

なって治癒効果が出たのかという問いそのものが無効になる複雑さを備えている。にもかかわらず、

痛みの軽減、高血圧患者の血圧低下、糖尿病患者の血糖値低下、悪性腫瘍の退縮、炎症の緩和、踵骨

棘やバニオンの消失が起こることが報告されており、その逆であるノシーボ効果も容易に生じる。 

物語の効用のひとつは、この生化学反応への間接影響である 17。たとえば腹部の外科手術を受ける

患者を二グループに分ける。一方の統制群は、手術前に通常の麻酔医の訪問を受け、病歴の調査と医

学的検査を行う。それに対して実験群には、同じ検査とともに、麻酔医から「術後は誰でも痛みが残

りますが、その痛みはむしろ正常であり、当然予想されることです。痛みを軽減するには、楽な姿勢

をとったり、腹部を抑えながら咳をするというように、いくつかのやり方があります。耐えられない

場合は、医師の方で強い鎮痛剤の処方もできます。こちらは看護師も含めて全面的にバックアップし

ますので、いつでも遠慮なく言ってください」というメッセージが伝えられる。こうした対応の違い

だけで、術後に処方される鎮痛剤の量が、実験群では統制群の半分に減り、実験群のほうが統制群よ

りも平均二日早く退院するという変化が生まれる 18。プラセボ効果は、偽薬の有無とは関係なく成立

し、患者が、意識的にであれ、無意識的にであれ、病と外科手術をみずからが生きる物語としてどの

15 精神療法とプラセボ効果にかかわる現代的意義に関する検討は下記に詳しい。加藤敏:「プラセボ効果の吟味

と精神療法の再評価―うつ病に力点をおいて―」、『精神神経学雑誌』（115 巻 8 号、2013）、887-900 頁。 
16 H.ブローディ:『プラシーボの治癒力』(伊藤はるみ訳、日本教文社、2004)参照。またプラセボの歴史的経緯

および現代的意味の検討については、A.シャピロ、E.シャピロ:『パワフル・プラセボ‐古代の祈祷師から現代の

医師まで』（赤居正美・滝川一興・藤谷順子訳、共同医書出版社、2003）、S.シン、E.エツァート:『代替医療の

トリック』（青木薫訳、新潮社、2010）、P.ルモワンヌ:『偽薬のミステリー』（小野克彦、山田浩之訳、紀伊國屋

書店、2005）、広瀬弘忠:『心の潜在力 プラシーボ効果』（朝日新聞社、2001）、B.ゴールドエイカー:『デタラ

メ健康科学』（梶山あゆみ訳、河出書房新社、2011）が参考になる。 
17 最近のプラセボ効果の実証に関しては、以下を参照。機序には不明な点が多いが、痛み、パーキンソン病、鬱

病に関する効果が実証されたとしている。D.Murray; A.J.Stoessl, “Mechanisms and therapeutic implications 
of the placebo effect in neurological and psychiatric conditions”, Pharmacology & Therapeutics 2013 Dec; 
Vol. 140 (3), pp. 306-18. 
18 L. D. Egbert, G. E. Battit, C. E. Welch, M.K. Bartlett, “Reduction of Post-Operative Pain by 
Encouragement and Instruction of Patients”, New England Journal of Medicine 270, p.825-827, 1964.  
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ように意味づけるかに応じて変化する。 

この例では、術後の患者の変化を誘導するために「正常性への偏向」と「状況の自己コントロール」

という二つの戦略が用いられている。前者は、痛みが誰にとっても起こりうる出来事であり、順調に

回復に向かっている兆候であるという認識を与え、後者は、当人が取りうる選択肢によって事態をい

つでも調整、改善できるという自己認識を与える。これらが事前の予測枠となって患者の経験のうち

に、術後の緊張を緩和し、不用意なパニックを避け、不安や恐怖といった感情の動きを抑制するため

の制御変数を作り出している。そしてそのことが同時に、生理的、生物学的身体との連動関係を間接

的に変化させると予想される。ここでの物語はその意味でも、単に教訓や寓話として読み聞かされる

ようなものではなく、経験と行為を再組織化するきっかけとしての「遂行的物語」とでも呼ぶべきも

のとなる 19。 

医療従事者として「患者の経験に寄り添うこと」、「患者の経験を動かすこと」、「患者の経験に巻き

込まれること」といったすべてが、物語を媒介しつつ、治癒プロセスに非線形的に関与する。そこに

は、表出される言動の背後で作動している、「まなざし」や「声」、「語気」、「呼吸」、「身振り」、「立ち

振る舞い」といった多くの非意識的な変数が関連している 20。上述のメッセージを、患者の目を見ず

にぶっきらぼうに伝えれば、それ相応の反応が生まれないことも確かであろう 21。つまりそれらは、

言語使用や意味内容を超えて、経験の非意識的裾野にまで浸透する対人プロセスの駆動要因であり、

発汗や血圧変化、血糖値の変動をコントロールする自律神経系や内分泌系と密接かつ間接的に連動す

る。 

なぜ単なる「意味」や「物語」がそうした効用をもつのか。この問い自体はとても厄介で、解明を

当初から拒むような性質をもつ。たとえば、この薬は絶対に効くと自分に言い聞かせて飲んだとして

も、それで効き目が出るわけではない。それは怪我をして痛んでいる部位を見ながら、痛くない痛く

ないと念じても痛みが緩和されないことと同じである。にもかかわらず、信頼のおける他者にこの薬

は効くと勧められたり、種々の外因的きっかけが複合化することで、意図せぬ効用が発動する。 

おそらく物語は、心的システムに閉じているだけでは効果が限定される 22。また薬効等については

19 遂行的物語という語が意味するのは、行為としての「語ること」に限定されてはいない。むしろ語り（物語行

為）と語られたこと（物語）の双方が、産出プロセスと産出物の循環を起こすように、経験の固有なまとまりを

形成していくことを基本としている。語る行為は、傾聴者と語られた内実に制約されながら、語りそのもののモ

ードを変える。こうした規定は、語られた物事における「語ることの不在」や「その回収不能性」といった哲学

研究者には周知の思考の枠組みを回避する戦略でもある。 
20 この問題は、精神医学における「暗示」の経験の近傍にある。P.ジャネは暗示について「ひとりの人間が今ひ

とり別な人間に影響をおよぼし、その人が意思的な合意という媒介なしに行動する、そのような影響力」である

と述べており、明確な対人的同意なしに働いてしまう経験と行為の組織化力を意味している。P.ジャネ:『心理学

的自動症』（松本雅彦訳、みすず書房、2013）、135 頁以下参照。ジャネの暗示についての詳細な検討および臨床

経験からの固有な洞察については、岡一太郎:「暗示とその周辺問題」、『精神神経学雑誌』（115 巻、9 号、

2013）933-952 頁が詳しい。 
21 プラセボ効果を最大限に活用する工夫のひとつは、患者と医者が「共に」臨床にかかわっているという経験を

積み重ねることである。それはたとえば、血圧の値を機材を介して共に覗き込んだり、問題のある身体部位に一

緒に触れたり、胃カメラの様子を実況を踏まえて共に見るような共同行為である。神田橋條治:『神田橋條治 医

学部講義』（黒木俊秀・かしまえりこ編、創元社、2013）151 頁以下参照。 
22 以下、システムの設定に関しては、ルーマンのオートポイエティックなシステム論を下敷きにしている。心的
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経験の実感をともなう過去の履歴ネットワークが関与している。しかもその場合は、他者にすでにそ

の薬効を口外し、物語の共有ないし強化を試みている可能性もある。あるいは、普段より高価な薬を

買ったという経済システムへの参与履歴も考えられうる。その意味でも物語は、社会システムのコミ

ュニケーションとして産出され、断続的にであっても産出されつづけることで、心的システムの意味

の実感と連動している必要があると予想される。遂行的物語では、当初より複数のシステムの連動関

係が成立している。周囲から顔色が悪いと言われたことで、本当に体調が優れなくなることはよくあ

る。また、同僚の一人にそっけない反応をされただけで、社内全体が自分を排除するよう画策してい

るという筋書きが読み込まれることもある。こうした事例では、社会システム（コミュニケーション）、

心的システム（心的意味とその実感）、生体システム（生化学経路、神経システムを含む）という三つ

のシステムの複合連動が想定され、その中で固有な物語が遂行されている 23。それらシステムは単純

因果で結ばれることはありえないが、やむを得ない簡便化として考慮してみても、次の６つの線型連

動パターンが挙げられる。 

 

 

①生物医学的物語とその変化              病のかたち 

①-1 生体システム→心的システム→社会システム  （各種疾病、病覚あり） 

①-2 生体システム→社会システム→心的システム  （各種疾病、病覚なし） 

②個人的病の履歴とその変化 

②-1 心的システム→生体システム→社会システム  （身体表現性障害） 

②-2 心的システム→社会システム→生体システム  （適応障害、強迫性障害） 

③社会的病理とその変化 

③-1 社会システム→心的システム→生体システム  （環境ストレス、病覚あり） 

③-2 社会システム→生体システム→心的システム  （環境ストレス、病覚なし） 

 

どのシステムを起点とするかで構成される物語は変化する。①の生体システムを起点とするものは、

生物学的医学が提示する「病」の出現という物語である。②の心的システムを起点とするものは、個

人が感じ取る病の出現であり、③の社会システムを起点とするものは、社会環境に由来するか、社会

が構成する病の出現となる。 

システムについては、N.Luhmann: “Die Autopoiesis des Bewußtseins“, Soziale Welt 36, 1985, S.402-446 を参

照。ルーマンによるシステムの一般的理解に関しては、N.ルーマン:『社会システム理論 上』（佐藤勉監訳、恒

星社厚生閣、1993）および、G.クニール・A.ナセヒ:『ルーマン 社会システム理論』（舘野受男、野崎和義、池

田貞夫訳、新泉社、1995）が参考になる。 
23 さらに本来は、行為や動作の系列としての身体システムも設定する必要がある。しかしここでは、身体行為の

変化はコミュニケーションとして社会システム内に産出されるものとして把握しておく。後に詳細を論じるが、

リハビリテーションや精神療法の臨床において問題になっているのは、コミュニケーションされた身体だけでは

ないし、物語られる身体だけでもない。身体そのものや、その運動、動作、行為にかかわる現実は、意味的、物

語的現実と重複しつつも、それに限定される経験ではない。 
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ナラティブを活用するセラピーがその効用として用いている連動関係は、②-2 の「心的システム→

社会システム→生体システム」および③-1 の「社会システム→心的システム→生体システム」である。

より精確には、②-2 という個人的思考の習い性を、③-１の社会的コミュニケーションの場で共有し、

コミュニケーションのかたちを変化させることで、心的システムの意味の実感を書き換え、心的シス

テムの動きのパターンを別様に組織化することであろう。ナラティブ・アプローチでは明確に語られ

ないが、そのことが結果として生体システムへの間接的変化も引き起こしている可能性が高い。物語

経験についての現象学的分析はこうした局面において、心的システムと社会システムの連動のモード

を発見し、連動関係そのものに変化を与える手がかりとしての体験世界の記述へと入り込むことにな

る 24。 

 

 

４．遂行的物語 

システム間の連動を貫くようにして体験される物語が、遂行的物語である。それは、当人が意識的、

意図的であることとは関係なく、併存する複数のシステムへと新しい変数を提供し、間接影響を与え

ることが条件となる。それは同時に、その意味的文脈とは独立に当人の体験世界の変化につながるも

のである必要がある 25。 

病の経験を、遂行的物語として実行することは、それを体験するものが、みずからを別様な経験へ

と開いていくきっかけを手にすることを意味する。ナラティブ・アプローチにおける語りとその物語

は、患者が語ることを他者が傾聴し、新たな物語として語り直すというプロセスを何度も潜り抜けさ

せる中で、当人の経験に新しい変数を出現させ、体験世界の再組織化へと届かせようとするものであ

る。遂行的物語がどのような機能モードをもつのか、以下で検討する。 

 

①問題の外在化 26 

ニーチェが自分の痛みを「犬」と呼んだように、病の辛さや問題現象に名辞を与え、他人に共有し

てもらうことは、それら病的経験から一歩距離を取ることを可能にする 27。何が当人にとっての問題

であるのか、問題そのものの構造を社会システム内で浮き彫りにすることが、ナラティブ・セラピー

24 体験世界については、拙書:『リハビリテーションの哲学あるいは哲学のリハビリテーション』（春風社、

2012）参照。 
25 映画や小説といった日常の経験とは異なる物語が、有意味性の経験として、多くの機能性をもっていることは

明らかである。なぜ私たちがそうしたものを好むのかには、おそらく多様な理由と、効用がある。一見するだけ

でも、1）経験の切り替え、区切りをつけること、2）感情の疑似体験、3）共感モードの発見、4）安心感の再確

認、5）心的緊張の緩和、6）共に観賞するものとの信頼関係の形成、といった様々なことが意味的物語の経験に

は含まれている。そしてそれらの背後では、恐怖や不安、辛さの疑似体験のさなかであっても、独特の「快」の

情動が作動している。すでにデカルトは、『情念論』の中で不快感や悲しみのさなかで同時に作動する「快」の

経験について指摘しており、その快を、人間に固有な情念である「内的情動」、「知的喜び」と定義づけている。

R.デカルト:『省察・情念論』（井上庄七・森啓・野田又夫訳、中公クラシックス、2002）、91 節、147 節参照。 
26 M.ホワイト・D.エプストン:『物語としての家族』（小森康永訳、金剛出版、1992）参照。 
27 F.ニーチェ:『悦ばしき知識』（信太正三訳、ちくま学芸文庫 1993）329 頁。 
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での焦点となる 28。それは、隙間のない感情の動きに対して、別種の感情の動きが起こりうる余地を

開き、増幅した感情が注意を変質させていたことにも気づくきっかけとなる。この場合、問題そのも

のを外在化することに力点があるのであって、その原因を追究することが求められてはいない。原因

の追及は、それが当人の内面に及ぼうと（原因の内在化）、当人とは異なる外的なものに及ぼうと（原

因の外在化）、どちらであっても、自分や他人を責め立てるように感情を動かすことで、むしろ問題

を強化する。原因を理解すれば、疾病や症状が改善されるという保証はなく、むしろ安易な原因の除

去は、別の新たな原因を出現させ、問題をより強固で厄介なものにする 29。ここでも病因論的アプロ

ーチはほとんど役に立たない。重要なのは、原因を追究することで問題を解決するのではなく、事後

的因果の思考構造そのもののかたちや、問題に固着する感情の動きを変えることで、問題そのものを

矮小化し、解消してしまうことである。 

 

②語りの二重作動 

信頼のおける相手に、語り手がただ語りつづけるだけで、そのときの困難な局面を通過してしまう

ことがある。語り手は、話の内容を正確に伝えたいのでも、何か適切な助言を受けたいのでもない。

問題を共有して解決するのではなく、ただただ言いたいのである。したがって場合によって聴き手は、

話を聞かずに、適度な相槌を打っているだけでもよい。「ただただ語りたい」という経験の実行では、

他者にその場に居合わせてもらうことで、語り手は語りながら、語りの内容とは独立の経験の組織化

を行っている 30。キリスト教的な告解も、精神療法も、この語りの二重作動を部分的に活用してきた

はずである。 

何かを思い出して語るというより、とにかく言葉を絶やさないようにして語るなかで、むしろ記憶

が誘発される。というより、誘発された記憶はすでに言語的に分節化された異なる記憶になっている。

こうした語りを行うことで、1）記憶に言語的なまとまりとしての区切りと再配置を与え、2）感情を

再度呼び起こしながら、語られる物語に釣り合う感情の作動へと誘導し、3）それに応じた緊張の解

除とその感触をつかみ、4）傾聴してくれる相手への信頼の確認を行う、といった多くの経験が同時

に実行されていると予想される。語ることには、事柄の深刻さに応じた、速度や強度、あるいはそれ

らの適切な分配がある。内面にうごめく過剰な経験の運動を、それに見合う音と記号の連続的排出と

いう強度的、速度的経験に変換することは、発話以前の小児の経験にも含まれているはずである。 

 

28 ケアにまつわる問題点とナラティブ・アプローチの格子を、システマティックに理解する入門書として下記の

ものが参考になる。野口裕二:『物語としてのケア ナラティヴ・アプローチの世界へ』（医学書院、2002）。 
29 ビンスワンガーはうつ病に典型的なこの無限遡及的な構造を、「主題の交代可能性」と呼んでいる。L.ビンス

ワンガー:『うつ病と躁病』（山本巌夫他訳、みすず書房、1972）、27 頁。 
30 この語りの二重作動は、言語行為論の「発話行為」や「発話内行為」、「発話媒介行為」とは異なる水準の経験

として設定してある。語りの間には、発話内行為も、発話媒介行為も行われており、他者や社会とのかかわりの

中で「有意味な行為」を要求し、依頼し、宣誓することはごく普通のことである。そしてここでは、それらすべ

てが行われている最中であっても、それらとは独立に起こる当人の経験の再組織化のレヴェルへと届かせようと

している。言語行為論に関しては J.L.オースティン:『言語と行為』(坂本百大訳、大修館書店、1978)参照。 
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③遂行的筋書き 

物語には、結末へと向かう筋書きがあり、その筋書きには特定のタイプがある。どのような筋書き

が選択されているかで、システム間の連動の仕方が変化する。股関節骨折をして、リハビリ訓練を行

う高齢者へのインタヴュー調査と、その後の回復度合いの相関を分析したデータがある 31。インタヴ

ューを行ってみると、病を意味づける患者に異なるグループがあることが判明した。一方のグループ

は、骨折という問題を特に気にもせず、自分ではどうにもならない災難だったと屈託なく話せる群で

あり、もう一方のグループは、骨折の問題を自分の内面に関係づけ、それが元来の器質性のものだと

深刻視している群である。これら二群の 6 か月後の歩行機能の改善状況を追跡調査したところ、病の

意味づけを、自分の内面とは独立の災難として受け入れている群が、圧倒的な良好さを示したのであ

る。一方のグループは、病を、自己の制御を外れたところからやってきた事故のように事実記述する

傾向があり、他のグループは、病をきっかけに過去の生活を含めた人生の履歴を反省し、消極的に記

述する傾向がある 32。このような物語の筋書きの違いが、どのような機序で回復プロセスに関与して

いるのかは、依然不明であるが、病の経験を経たのちの「レジリエンス（回復力）」に関連することは

確かである 33。 

みずから心臓発作とガンから生還した社会学者 A.フランクが述べているように、選択される物語

には、「混沌(chaos)」、「回復(restitution)」、「冒険的探求（quest）」といったタイプを指定できそうで

ある 34。「混沌」の物語では進むべく指針の一切がないまま、病的事態が進展し、主体はそれに振り

回される。「回復」の物語では、「理想的な健康」が医者等によって外挿され、病因の除去とともに、

そこへ収束するように回復が達成される。多くの病はこの物語として実行され、それによって見通し

と安心感が提供される。そうはいっても、慢性疾患や完治の見込みがない重篤な病も存在する。その

場合、回復や完治は選択されるべき結末ではなく、収束ポイントがそもそも存在しない。それでもな

お自らが変化し、経験を拡張するように多くの因子を調整しながら前進する経験プロセスがあるとす

れば、それが「探求」の物語となる。それは、何が起きるか分からない偶発的な現実を悲嘆すること

も、過信することも、臆することもなく、生きることの中に細かなまなざしを向け、経験が一歩でも

前進することだけを日々の希望として行為する、そのような生き方である 35。様々な苦痛に苛まれた

31 J.M. Borkan, M.Quirk, M.Sullivan: “Finding meaning after the fall: Injury from elderly hip fracture 
patients”, Social Science and Medicine, vol.33, 1991, p.947-957. 
32 デカルトの道徳論に「自己の能力の及ばぬものへの無関心」というものがある。これは、後悔や未練の感情を

作動させないためのデカルト道徳規則のひとつである。それ以外に「理性の有効使用」と「理性が勧告した事柄

を実行するという堅固たる決意」が道徳規則を構成しており、それらを通じて魂の平安が獲得されるという。こ

うした古典的な規定の有効性が、ナラティブという経験上で再び吟味されることになる。R.デカルト:「エリザベ

ト宛書簡」、『デカルト著作集 3』（竹田篤司訳、白水社 2001）、319 頁。 
33 A.ゾッリ・A.M.ヒーリー:『レジリエンス あらゆるシステムの破綻と回復を分けるものは何か』（須川綾子

訳、ダイヤモンド社、2013）、第 4 章参照。 
34 A.W.フランク:『傷ついた物語の語り手 身体・病・倫理』（鈴木智之訳、ゆみる出版 2002）および、ブロー

ディ:前掲書 2002 も参照。 
35 A.W.フランクは前掲書 2002、180 頁で、「探求」の語りの事例として、オリヴァー・サックス:『左足をとり

もどすまで』(金沢泰子訳、晶文社、1994)等を取り上げているが、それら事例に共通する特性は、「こんな目に

あうなんてことを決して好きで選んだわけじゃないわ。でも、私の中で変わっていくものがあるというのはいい
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ニーチェは、生きることがすなわち航海を伴う冒険であるような生を選択することで、「大いなる健

康」に達すると述べている 36。 

どのような物語が遂行的に実行されるのかには、当人が選択してきた生き方の「履歴」が関連して

おり、遂行的な筋書きに応じて、経験と行為の選択の幅に拡張ないし縮小が起きる。テロ攻撃等の人

災や自然災害、あるいは病死によって親愛な人を喪失した人々が PTSD を発症する割合は、最大でも

集団の 3 割ほどに抑えられるという報告がある 37。その場合、7 割近くの人にとって悲劇の意味づけ

は、混沌でも、回復でもなく、探求の物語として実行されている可能性がある。あるいは、いつでも

多様なタイプの物語に接続可能な経験の自在さがおのずと習得されていると思われる 38。 

 

※※ 

先に物語の効用として「正常性への偏向」および「状況の自己コントロール」について指摘した。

これらも物語の筋を決め、心的システムの実感に働きかける固有の変数である。とりわけ「状況の自

己コントロール」は、「生体システム」と密接に連動することが実験的にも実証されている。精神科

医のルモワンヌが、このことを示す実験を報告している。まず、全体の半数のラットに定着するよう

に悪性腫瘍細胞（ウォーカー256 肉腫）を皮下注射で移植した後に、それらを三群に分ける。第一群

は統制群であり、平穏な状況のゲージに放置する。第二群は回避行動がとれないようにしたまま電気

ショックを与える。第三群には、電気ショックは与えるがペダルを踏むことでショックを回避できる

仕掛けをしておく。第三群の電気ショックの解除は、第二群のショックも中断するようになっている。

つまり、二群と三群は完全に等量のショックを受けている。一月後、すべてのラットの組織検査を行

った結果、腫瘍の定着率は、統制群 54％、二群 63%、三群 27%であったという 39。この結果は、環

境状況およびストレスに対する自己制御能力の行使およびその効果の実感が、腫瘍の定着に対して何

らかの働きを誘発するらしいことを示している。この場合、マウスが「意味のある物語」を、つまり

自分に降りかかる困難を克服するという物語を経験していたかどうかはどうでもよい。むしろ重要な

のは、環境の変化ないしそれに基づくストレスの制御を、予期を含んだ行為の再組織化の結果として

おのずと実行できるということが、生体システムの健全さに大きな役割を担っているということであ

る。ここでは、「意味」や「物語」の一歩先にある経験と行為の組織化の問題が暗示されている。 

わね。そこにいたるには、ぎりぎり限界までいかなければならなかったのでしょうけれど」という言い回しに含

まれている。芥川龍之介の『一塊の土』のお民の生き方も「探究」の物語の参考になると筆者は考えている。 
36F.ニーチェ:前掲書、1993、456 頁参照。 
37 A.ゾッリ・A.M.ヒーリー:前掲書 2013、166 頁参照。ただし自然災害では、人災よりも PTSD 発症率が低か

ったり、男性のほうが女性よりも発症率が低いといった、発症要因に関する多様な差異があることも確かであ

る。Kessler, R.C., Sonnega, E.J., Bromet, M., et al.:“Posttraumatic stress disorder in the national 
comorbidity survey”, Archives of General Psychiatry, 52, 1995, 1048-1060. 
38 物語に縛られること自体が、経験の自由度を狭め、レジリエンスを低下させる脆弱性につながることを指摘す

るものはそれほど多くないが、下記はそのひとつである。「意味のダンス」や収束点のない「無限のゲーム」と

いったアナロジーに訴えざるをえない経験に届かせようとしている。K.J.ガーゲン・J.ケイ:「ナラティブモデル

を超えて」、『ナラティヴ・セラピー』（S.マクナミー、K.J.ガーゲン編、野口裕二、野村直樹訳、金剛出版、

1997）、183-218 頁参照。 
39 P.ルモワンヌ:前掲書 2005、102 頁以下参照。 
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５．物語を超えて：臨床という現実 

社会構築主義は、病や障害を社会的、文化的、歴史的な産物と捉える。それには相応の理由があり、

フーコーが発見したように、言説ネットワークの履歴を縫うようにして現実が出現する、そうした場

所は確かにある 40。事実と呼ばれるものは、根の深い共同主観的な社会ネットワークの中で構成され、

それとしてすでにナラティブに浸食されている。そこでは、私たちの「身体」さえも社会的産物に還

元されている。病にかかるのも、障害をかかえるのも、社会的産物としての身体であり、社会の意味

づけや物語が変化すれば、病的な身体それ自体も変化する。 

しかし他方で、本当にそれで「生きた身体」の問題が汲み尽くされるのかという素朴な疑問は残る。

むしろ、そこにも現実の喪失の一種があるように思われる。純粋に解剖学的で、生理学的な身体が存

在しないのは、医療制度と医療技術の進歩という社会的履歴の恣意性と操作性がそこに浸食している

からである。また、病や障害の意味を変え、行為連関の再編を行い、社会への参与ネットワークを拡

充する、そうした遂行的物語も確かに存在する。ここまではすべて認めうることである。 

しかし、そこでの現実は、たとえば片麻痺患者の動かない手を動かすことにどれほど貢献しうるの

か。あるいは、麻痺した身体の廃用といった二次障害を避けることにどれほど寄与するのであろうか。

動かない手に様々な意味を重ねることはでき、その四肢では参与できない社会的枠組みの偏狭さを批

判することもできる。そしてそこから、社会制度や世間一般の意味理解そのものの変革を促すことも

当然可能である。とはいえ、病の経験とは本当にそうしたことだけで解消可能なのか。あるいは、大

腿部を骨折したアスリートが、解剖学的、神経学的処置が首尾よく行われた後でも、以前のパフォー

マンスが戻らず、自らの身体感覚の違和を感じつづけているとき、その変容した体感は、意味や物語

を通じて再度変化するのであろうか。ナラティブが運動機能の変化に何をなしうるのかはほとんど謎

であり、それは、統合失調症圏や自閉症圏の経験にとっても同様である 41。 

手のリーチング動作の改善や、廃用の回避、自己体感の再形成は、リハビリテーション医療の課題

である。おそらく身体の課題をこのように設定すると、それはパーソンズ流の「機能主義」やパース

流の「実用主義」であるという批判が構築主義からは持ち上がると思われる。つまり「病」や「障害」

は、社会的、制度的枠組みが要請する「正常からの逸脱」という基準で振り分けられた言説的産物で

あり、それに気づけないことへの無知さが指摘されるのである。とはいえ、本当に深刻な問題とは、

40 M.フーコー:『知の考古学』（慎改康之訳、河出文庫、2012）。 
41 日野原は、統合失調者の発話を詳細に記録することで、そこに含まれる固有な強度的経験の周期を見出し、そ

れを言語使用の時制モードの変化と対応づける試みを行っている。日野原圭:「言語化された自然」、『新世紀の精

神科治療（8）病の自然経過と精神療法』（中山書店、2003）所収、192-219 頁参照。また、浦野の発達障害児へ

のアプローチは、児童に対して補助者が背後からささやくことで、児童そのものの注意を背後の人物へと焦点化

させることなく、児童の自発的な発話や行為の「予期」を児童の中に変数化する試みである。この行為の共同産

出の履歴が、当人の制御変数となり、そしてそこから使うことも、使わないこともできるといった「自己制御変

数」に展開できるかが焦点となる。浦野茂・水川善文・中村和生:「社会生活技能訓練における発話の共同産出―

広汎性発達障害児への療育場面でのエスノメソドロジー―」、『三重県立大学紀要 16』（2012、1-10 頁）参照。 
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社会ネットワークへの参与の要求基準や、正常発達という統計的かつ外的な基準に適うかどうかで、

身体の「機能」や「実用性」が設定され、判定されていることではないのか。

そもそも呼吸や嚥下、歩行、走行といった基礎的な身体動作は、社会的に要請されて発達するので

も、基準を外部から当てがわれて発達するのでもない。むしろそうした行為は、子どもがみずからの

経験を展開するさいにおのずと習得してしまう副産物のようなものである。その副産物を、結果とし

て「機能性」や「実用性」と呼んでいるのが現状である。とすれば、副産物としての機能に到達する

以前であっても、そこには豊かな身体経験が隠されており、そうした経験は、いまだ機能ではなく、

機能障害でもない。社会制度や言説とは独立に作動する身体性のレヴェルがある 42。そもそも言説の

水準には出現してこないまま、世代を超えて受け継がれるような身体性である。システム的には、社

会システムや心的システムと連動しつつも、独立しても作動可能な「身体（動作）システム」の形成

と発達である。そうした身体だけが出会う「環境」も当然存在する。光や重力、大気、湿度、大地と

いうのが、その形成要因であり、それらの「経験」は、現行の自然科学的手法では届かない、身体と

浸透し、相即する体験世界を記述する現象学のフィールドとなる（発達-神経現象学 developmental-

neuro-phenomenology の課題）。 

身体のリハビリテーションは、こうした経験の場から、新しい自己になるための手がかりを見つけ

出し、制御変数を増やすことで、経験を複雑化し、拡張させる試みである。遂行的物語は、こうした

経験の前進を促進する変数の一つにすぎない。外側から押し付けられる基準や枠とは独立に、当人に

とってのより生き生きとした呼吸の仕方、より生き生きとした歩行の仕方はある。当人とその生が、

たとえ一歩であっても、前進し、経験を豊かにすることで、自らを常に新しく世界に開いていくこと、

そして自己と身体の変化が、世界や環境の変化と相即する場所を見出すこと、それが現象学における

「超越論」という課題の設定であり、同時に臨床の現実に即した課題の設定となる 43。 

42 社会構築主義が、言語還元主義ではないことは強調されており、構築の意味と役割の反復的吟味が重要である

ことも指摘されている。しかしそれでもなお、言語的、社会的親和性の高い身体の特性へと分析が制限される傾

向にあるように思える。加藤秀一:「構築主義と身体の臨界」、『構築主義とは何か』（上野千鶴子編、勁草書房、

2001）、159-188 頁参照。 
43 この局面での現象学と超越論性の内実に関しては、前掲拙書:2012、100 頁以下参照。 
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プロセスとしての臨床（２） 

―― 臨床-内-存在の現象学 ―― 
 

稲垣 諭（自治医科大学） 
 
 

 
 
 

１．臨床という経験 

どのような経験であれ、そこに入り込むための最良の仕方は、明確になっているかぎりでの経験の

境界と位相を、システムとしてあらかじめ輪郭化しておくことである 1。たとえばナラティブという

経験は、言語による表出を基本とすることから、コミュニケーションを要素とする「社会システム」

の作動として特徴づけられ、その物語の意味や表象をどのような実感として受け取っているのかが

「心的システム」の作動となる。相互は密接に連動し、浸透しているが、どのように連動するのかに

応じて、浸透のモードに変化と差異が生まれる 2。その場合、この変化ないし差異が、他の相即する

システムに対して間接影響を与えると仮定することができる。たとえば、ある物語を心的システム内

でどんなにくりかえし産出しても、そのことが直ちに「生体システム」としての自律神経系や内分泌

系の質的変化にはつながらない。しかし、社会システムとの浸透の度合いが変化することで、生体シ

ステムの作動に変化が生まれることがある。ナラティブという経験の活用は、この連動関係の変化と

調整を基本としている 3。 

ナラティブ・セラピーや認知行動療法、各種精神療法も含めて、それら臨床上のターゲットは、従

来の神経症圏の病理、あるいは感情・情動・気分性の障害である場合が多く、言語コミュニケーショ

ン能力も一定水準に達している必要がある。同様に、臨床医療全般がナラティブ・アプローチですく

い上げようとしているのも、患者の苦しみや不安、痛みといった感情要因と、それにまつわる社会・

倫理要因である。言語を介した患者の「心的システム」への対応が優先されているからこそ、各種心

理療法、精神療法であり、ケアである。 

それに対して重度心身障害者へのナラティブ・セラピーがどのような可能性をもつのかを検討した

1 ルーマンも述べるように、システムの条件や境界が変動し、新しいシステムとして分化することは、システム

の自然である。したがって当初確定されたシステムは、探究の進展とともにくりかえし吟味され、修正されうる

ものとして考えておいた方がよい。精神分析の臨床におけるシステム的アプローチは、十川が先鞭をつけて行っ

ている。十川幸司:『来るべき精神分析のプログラム』（講談社、2008）参照。 
2 河本英夫・L.チオンピ・花村誠一・W.ブランケンブルク:『精神医学』（青土社、1998）所収の花村論文を参

照。 
3 稲垣諭:「プロセスとしての臨床（1）ナラティブという経験は何を示唆するのか」、『エコ・フィロソフィ研

究』（エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ編、2014）参照。 

キーワード：現象学、臨床セッション、臨床-内-存在、直観、K.ゴルトシュタン、

代償 
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試みはほとんどない。精神科医の十川も述べているが、精神分析では、器質性疾患や一部の内因性疾

患という生物学的素因にかかわる疾患は治療対象外である 4。つまり、運動障害や外科手術が必要な

器質性疾患は、ナラティブとは異なる現実に属しており、それら病や障害について患者が感じ取る感

情や情動の作動に関して、ナラティブは一定の有効性をもつ。あるいは、運動障害にさえ働きかける

ナラティブがあるとすれば（必ずあると予想される）、それそのものが探究され、開発されていかね

ばならない。そこには、声のトーンや強度、リズム、運動イメージ、触覚イメージ、オノマトペの活

用といった経験の襞に踏み入る膨大な問題が含まれており、その射程がどれほどの広がりをもつのか

さえ定かではない 5。 

基本的に、感情の問題は感情を動かすことでしか対処しえないし、運動の問題は運動を通じてしか

対処できない。これは実践能力の大原則である。ただしそうであっても、あるいはそうであるからこ

そ「言語」や「認知」、「思考」、「記憶」、「気づき」、「注意」、「内感」といった異なる経験を間接的に

活用することが不可欠となる。 

運動療法が介入する身体は、言語化され、言説化される身体ではない。そうした部分があるにして

も、運動機能からは測定誤差に入ってしまうほどの影響力しかもたない。そもそも運動機能の変異は、

コミュニケーションを通して起きている現実ではないからである。かりにそうであるとすれば、それ

は社会システムや心的システムといった異なるシステムの機能不全から身体の動作不全が間接的に

引き起こされているだけである。そのような病理も確かに存在する。それはたとえば、中枢神経系障

害による「麻痺」と「無視」の違いに対応する。動作不全が、「感覚麻痺」で起きている場面と、注意

や記憶という高次認知の変質である「無視」ないし「否認」によって起きている場面は、全く異なり、

臨床上の介入ポイントも別様となる。 

こうした細かな経験の差異に入り込むには、たとえば「動作システム（動作単位の連鎖系列）」や

「内感システム（固有感覚・深部感覚）」を、「生体システム」とは異なる「身体の固有システム」と

して新たに設定した方がよい。固有システムの設定は、事象的正しさの追求よりも、臨床的な介入ポ

イントの複数化を可能にする戦略である。事象的な吟味は、臨床的かかわりの成否に応じておのずと

行われる。 

患者の心的表出に一切変化がなくても、動作の系列が変化してしまう場合があり、その逆も起こり

うる。つまり、動作やその他の行為連関に一切変化がないのに、当人だけが変わった、変わったと自

嘲気味に主張を繰り返すのである。リハビリテーションや精神医学に長く携わるものであれば、動作

や行為の再組織化が当人の意識や認知とは独立に起きてしまう事例に遭遇することは多々あるはず

である。 

4 十川幸司:前掲書、2008、134 頁以下。 
5 こうした試みの一つとして、河本英夫:「言語は身体に何を語るか 1」、『白山哲学』（東洋大学哲学科編、

2011）、125-145 参照。ダンサーにおける指導、あるいはスポーツトレーナーやコーチ、監督といったアスリー

トに語る言葉に含まれる経験の分析が主題となる。身体と言語との距離を詰めたり、疎遠にさせたりするメタフ

ァーやイメージが活用されていると予想される。 
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臨床という経験は一人では行えない。そもそもの初めから臨床空間には、他者関係、権威関係とい

う社会的素因が織り込まれている。人はその空間に入り込むだけで、この関係のネットワークに身を

置くのであり、そのため一挙手一投足が固有システムへの間接影響因となる。その結果、臨床空間で

は、コントロールされた知の網目をどのように配備しても、それをすり抜ける経験の運動が出現して

しまう。そして、それこそが臨床の自然である。以下ではそうした複雑さを消去することも、圧縮す

ることもなく、「臨床-内-存在」の現象学を展開したい。そのさい主な手がかりとするのは、リハビリ

テーション医療と精神医学の臨床経験である。 

 

 

２．プロセスという経験 

臨床経験は「プロセス（過程）」の連続である。それは経験の運動と推移からなり、変化を伴ってい

る。だからといってプロセスは変化ではない。むしろプロセスは、変化のさなかにありながら、経験

のまとまりを作り出している当のものである。ただしそれは外部からあてがわれる全体でもなければ、

内的な規則に応じて組織化されるのでもない。たとえば、知覚プロセスには一連の変化が伴っている

が、対象が変化しても知覚というプロセスの同型性は維持される。しかし知覚が唐突に想起のプロセ

スに移行した場合、プロセスそのものの局面が変化する。その意味で、「プロセス内の変化」と「プロ

セス自体の変化」は経験の次元が異なる 6。 

また、経験の許容度あるいはシステムの数多性に応じて、異なるプロセスが併存可能であり、いく

つもの「訴訟（Prozess）」をかかえる人がいるように、同時進行することもある。プロセスとプロセ

スの連結部では、同質の変化に変化を重ね合わせるだけでは到達できない「質的不連続」が伴う。た

だしこの不連続性は、「知覚」と「幻覚」の同時進行が起きるように、当の経験を生きるものにとって

はなだらかに接合される場合が多々ある。村上春樹の『1Q84』では、警官の制服の軽微な変更と新聞

記事のささいな見落としへの気づきが指標となって、ある世界から別の世界へと主人公の経験が接木

されている 7。 

何もかもが変わってしまっているのに、プロセスとしての世界を生きるものには、そうした指標以

外の変化が感じ取れない。プロセス自体の変化が、プロセス内の変化として縮約されることは、妄想

性経験ではごく普通のことである（臨床原理①：プロセスの変化はプロセス内の変化に縮約される）。

こうした局面は、コンラートの初期分裂病の区分では「トレマ期」に該当し、そこでは世界そのもの

の変化ではなく、世界内の作為的な変化への気づきが亢進する 8。また、重度片麻痺患者の上肢の治

療訓練をつづけていると、ある時から「腕が重くてしんどい」という発言が聞かれることがある。以

前はそもそも腕があるという実感すらもてなかった段階から、腕の内感が創発した段階へと身体経験

6 河本英夫:『メタモルフォーゼ―オートポイエーシスの核心』（青土社、2002）、82 頁参照。 
7 村上春樹:『1Q84 Book1』（新潮社、2009）。 
8 K.コンラート:『分裂病のはじまり』（山口直彦・安克昌・中井久夫訳、岩崎学術出版社、1994）65 頁以下参

照。 
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のプロセスが推移している。にもかかわらず、当人は腕を感じ取れることそのことにではなく、重い

手の不自由さや辛さにだけ注意を向けている 9。 

哲学研究に没頭する以前のヤスパースが、こうしたプロセスの特性を病の出現として以下のように

指摘していた。 

 

「これまでの生活の発展に対して、全く新たなもの
、、、、、

が精神的生の変化によって出現するのは、発

病期(Phase)の場合かもしれない。しかし問題になっているのが精神生活の持続的な
、、、、

変化である

とすれば、その出来事を私たちは（病的）プロセスと呼ぶ」10。 

 

 ここでヤスパースは、一時的変化を意味する「ファーゼ（発病）」から、持続的、永続的変化を意味

する「プロセス（過程）」を区別している。プロセスが持続的であり、永続的(für immer)であるとい

うのは、たとえば分裂性経験に移行すると、治癒する見込みが全くないと考えられていたからであ

る 11。この場面でのプロセスは、病的変化を生きる主体の内側からではなく、その外部から観望する

地点で捉えられている。むしろここで重要なのは、プロセス自体が水準の異なるプロセスへと不連続、

かつ質的に飛躍するということであり、それはヤスパースが述べるように「人格の発展」とは異なる

経験の推移と変化を指し示しているということである 12。 

 またヤスパースは、この病的プロセスが見かけ上、静的な安定性を伴っていることも指摘している。

つまり、急性の激しい変化やシュープとは異なり、そうした局面変化に至る以前の、あるいは、その

事後に現れる中間的な凪状の経験のまとまりとしての「プロセス」も捉えている。どのような検査や

問診をしても、その人間には変化した様子を見出すことはできず、病状も落ち着いている。にもかか

わらず、その人間の何もかもが変わってしまったという確信に裏打ちされる臨床がある。プロセスは

経験の運動であるかぎり、どんなに静的に見えても微細な運動に満ちている。それは一個の細胞が同

型的に安定していようとも、その深奥ではみずから細胞内要素を解体し、熱量を変化させ、身体を丸

ごと作り変えているのと類比的である。 

ヤスパースが指摘した病的プロセスとは、変転後の「不可逆な」プロセスであり、その局面に移行

してしまうと、合理的で論理的な了解も、感情移入による心理的了解も跳ね返され、了解可能性が途

9 ここで留意すべきは、気づいていないことを理由に、そこに対して注意を向けさせ、気づかせる必要が常にあ

るわけではないことである。気づかずに変化していくことはごく普通のことであり、その場面を記憶にしっかり

残しておくことが次の変化にとって必要かどうかに応じて、気づきの必要性が判定される。むしろ安易に気づか

せることが、安定化を強化することがしばしば起こる。 
10 K. Jaspers, Allgemeine Psychologie Neunte unveränderte Auflage Mit 3 Abbildungen, Springer Verlag, 
1973, S.581.  
11 ヤスパースは、『精神病理学原論』(1913)以前に書かれた論文では、病的プロセスを「一度に孤立して起こる

か、繰り返し全般的に起こるかして、精神生活に干渉するあらゆる移行のある、今までの人格に異質な不治の精

神生活の変化である」と述べている。K.ヤスパース:『精神病理学研究 I 』（藤森英之訳、みすず書房、1969）、
193 頁。 
12 ヤスパースは人格に関連する変化を、1）人格の成長、2）人格の発展、3）人格の現出形式の動揺、4）プロ

セスを通じた永続的(für immer)変化の四つに区分しているが、病的プロセスは 4）の変化にかかわる。Vgl. K. 
Jaspers: 1973, S.536. 
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絶する。人格の発展や成長との厳密な区分はできないとしつつも、ヤスパースは、このプロセスを結

果として了解可能でも、神経症圏の病理でも、実存契機でもない、（真性妄想を含む）統合失調症性

の病変として押さえようとしている 13。本稿では、このプロセスの規定を手がかりに「微細な変化の

連続」と「質的変化を伴う不連続」との織り合わせとしての臨床経験に迫ることになる。 

 

 

３．プロセスとしての臨床 

「病的プロセス」では、それを生きるものと観望するものとが分岐し、観望するものがそれを静的

に把握している。しかし現実の臨床場面では、この分岐そのものが病者と治療者の織り成すプロセス

に取り込まれている。その場合、病的プロセスを規定していたものが、対人的な臨床という経験にお

いて再度吟味され、大幅に拡張されなければならない 14。 

 

①セッションの可逆性と不可逆性 

 何度くりかえしても、以前のセッションが帳消しにされ、何も進展していないように感じ取られる

臨床がある 15。本来であれば、順を追うようにセッションは展開し、それとともに患者の経験も変化

することが望ましい。にもかかわらず、あるセッションで患者の経験が変化しても、次の機会には、

波にさらわれる砂模様のように、一切がリセットされてしまうことが頻繁に起こる。単なる日和見話

やマッサージを行っているのではないかぎり、介入ポイントは次の変化や展開可能性を見越したうえ

で設定されているはずである。それは会話の糸口を探ることであったり、以前は聞けなかった病状の

問診であったり、あるいは先回首尾よくいった訓練の反復的復習であったりする。にもかかわらず、

それら試み一切に展開がなければ、また最初から開始せざるをえない。その意味では、どのように行

われても、どのような順序であっても大差のない問診や訓練という臨床がある。 

脳神経システムの挙動からいえば、本来同じことの反復はありえない。同じ対象をくりかえし知覚

するという局所的な神経系の作動であっても、細胞集合体の脳波パターンはどれひとつとして同じに

はならないからである 16。「同じ臨床の反復」というのは、意識レヴェルの虚構された真実にすぎず、

同じことしか見ない意識の惰性である。その意味では、臨床にかかわるものの経験が、すでに同じも

のしか見ないように組織化され、安定している。仮にそうであるとすれば、どのような理論的、仮説

13 K. Jaspers: 1973, S.591ff.. ただしヤスパースは、この病的プロセスの中にさらに異なるモードを見出し、

「器質的病的プロセス」を「精神的病的プロセス」から区分する。 
14 精神病理学における「プロセス」概念の批判的検討と、そのモードの拡張にかかわる分析は、H.ヘーフナーに

よる以下の論考に詳しい。H.ヘーフナー:「精神病理学の基本概念としての過程と発展（Prozeß und 
Entwicklung als Grundbegriffe der Psychopathologie 1963）」、『分裂病の人間学―ドイツ精神病理学アンソロ

ジー』（木村敏監訳、医学書院、1981）、1-81 頁参照。 
15 ただひたすら耐えるセッションについては、十川幸司:『来るべき精神分析のプログラム』（講談社、2008）
171 頁以下参照。こうした場面で試されるのが臨床家の分析能力であり、吟味能力を維持し続けていることであ

る。 
16 稲垣諭:「組織化としての体験」、『神経現象学リハビリテーション研究 vol.1 』（神経現象学リハビリテーショ

ン研究センター編、2012）、45-57 頁参照。 
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的、個人的枠組みで患者を診ているのかをくりかえしカッコに入れ、経験そのものをリスタートさせ

る必要が出てくる。こうした操作を「臨床的還元(clinical reduction)」と名付けておく（臨床原理②：

臨床的還元）。精神病理学者のミュラー・ズーアは、統合失調症の患者の微細な病態に迫るには、症

状論として細分化され、類型化された疾病論的特性を廃棄することなく、「カッコに入れつつ（エポ

ケーしつつ）」、患者の生そのものに肉薄する必要があると述べている 17。彼が「統合失調的なもの」

を「出来事」として取り出せたのも、この臨床的還元を通じてである 18。 

ただしこの操作は、シェーラーがフッサールの還元理論を批判したように、単なる思考実験ではな

いし、行おうとして直ちに実行できるものでもない 19。患者をよく診ようとすればするほど、まなざ

しは見たいものしか示してはくれないからである。さらにこれに、停滞局面が連続すると、退屈さや

苛立ちという逆転移も強化され、臨床プロセス内の細かな変化が一層分からなくなるという悪循環を

産み出す。これは、「臨床のパラドクス」とでもいうべき事態である。 

同じ臨床は本来ありえない。その意味で臨床経験はいつでも不可逆なプロセスである。にもかかわ

らず、セッション相互が、その流れから取り外し可能で、順序替えできるような可逆的プロセスに見

えてしまうのは、セッションの積み重ねを貫く「通底する経験」へとまなざしが届いていないからで

ある。片麻痺の治療訓練において、あるセッションで成功した上肢の動作パターンの再獲得が、次回

へと継続しない場面を考えてみる。そこにはたとえば、 

 

1）動作を行った以前の「場面」の想起はできても（エピソード記憶）、そのときの動作や内感の「感

触」が戻ってこないという、動作や行為にかかわる記憶の働きやそのモードを捉え損ねている場

合（記憶モードの誤解）、 

2）以前の視覚イメージ等の想起で逆に固有な緊張が入り、動作が遂行されない場合（記憶の機能

解離と意識緊張）、 

3）想起もでき、以前の動作の感触もあるが、他の身体部位も動員されることで、ターゲットの運

17 H.ミュラー・ズーア:「分裂病性症状と分裂病性の印象」、『分裂病の人間学―ドイツ精神病理学アンソロジ

ー』（木村敏監訳、医学書院、1981）、83-101 頁参照。ミュラー・ズーアの現象学の捉え方は、以下の文章に端

的に示されおり、それは後述する「臨床内病理」の問題とも関係する。特定の不可解さの印象をもつ「分裂病性

の現象は、その他のもろもろの分裂病症状とならぶもう一つの症状にすぎないようなものではなくて、分裂病症

状を通して現れ出る、固有かつ独特の現実性を帯びた人間存在の様態変化なのである。そしてこの様態変化は、

その差異づけされた現象的構造のために、臨床的・症状論的次元では把握不可能である。したがって、この分裂

病性なるものは、そこから場合によっては後にいろいろな分裂病症状が際立ってくることはあっても、程度の差

はあれ不特定で複合質的－全体的な『最初の』印象といったものにはとどまらない。真の分裂病性なるものに示

される独特の現実性は一つの現象であり、全く特定の『態度のとり方』を前提としたある種の現象学的『本質直

観』にとってのみ接近可能なものである」。 
18 H.Müller-Suur: „Das Schizophrene als Ereignis“, H. Kranz, H. (Hrsg.), Psychopathologie heute, Stuttgart, 
1962, S.82-93. 出来事としての統合失調性は、患者によって、ただ間接的に、過去のものとして語られる。それは

「述定に先立つ何ものか、物事とは関係のない何ものかとして、にもかかわらず、個体的で、本質的なリアルな何

ものかとして把握されねばならない。それは、それを体験する人間に襲いかかるが、それ自体は把握されえない

何ものかとして、無関係にとどまるものとしてだけ生起し、したがって比較不可能なものにとどまらざるをえな

い」。 
19 シェーラーとフッサールの「還元」理解の違いについては、拙論:「行為と現実の現象学―フッサール、シェ

ーラーの現象学的探求をてがかりに」、『実存思想論集 XXIV』（実存思想協会編、2009）、99-115 頁参照。 
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動実行につながっていかない場合（動員部位の混乱と過剰動員）、 

4）感触もあり、実行もできるが、運動単位の連結、順序が適切に調整されない場合 

（単位連結の実行計画と調整の不備）、 

5）前回の訓練後に生活シーンで用いた動作経験がマイナス要因となり、当の動作が抑制されてし

まっている場合（臨床外素因の見落とし）、 

 

というように、多様な要因を見出すことができ、それぞれは複合化する。そしてどのシナリオを選択

しているのかに応じて、ターゲットとなる経験も変化してしまう。それゆえ、セッション間を貫く「通

底する経験」の特定が、患者にとっての変化の兆しにつながる臨床家の中期的予測を支えると同時に、

くりかえし自らの病態の見立てを吟味する近接的指標にもなることが分かる。 

 

②臨床の誘導 

一般的には、上記のような病理の吟味を行う手前で、自分の臨床行為が患者の経験をどのように「誘

導」20しているのかを特定する必要がある。一見するだけでも、 

 

1）医療行為の効率化および医療者の私的事情による外的誘導、 

2）患者の発言の安易な受け入れによる誘導、 

3）転移性感情の固着による誘導、 

4）みずからの病態仮説による誘導、 

5）過去の成功例ないし反復例に基づく誘導、 

 

といったものが考えられる。1）は、臨床という患者の経験を巻き込んだプロセスを共有するのでは

なく、制度上、職務上のシステムに載るように、あるいは医療者の感情的満足に見合うように患者を

誘導しているだけである 21。2）は、患者の発言の真意、もしくは患者が発言を通してどのような経

験をしているのかを顧みることも、問うこともなく、患者のニーズに場当たり的に応えようとしてい

る誘導である。3）は、臨床の経験をくりかえし共有することで、逆説的に情動的、感情的な関係性

の強化が行われ、それによって介入すべきポイントとは異なる場面へと注意を動員してしまうような

誘導である。リュムケが指摘したように、典型的には患者の感情運動のパターンや強度に同調した対

応を繰り返してしまう 22。4）は、自らの病態の見立てとそれに基づく治療や訓練の実行というプロ

20 ここでの「誘導」という語には強い主体的ニュアンスがあるが、臨床経験の大まかな「方向づけ」といったこ

とから、無意識的誘導といったことまでを含んだ広い意味合いで用いている。それは全体的な臨床の流れを決定

づけている方向性や傾向性のようなものであり、そこには「患者による誘導」も含まれている。 
21 J.グループマン:『医者は現場でどう考えるか』（見沢惠子訳、石風社、2011）、43 頁参照。グループマンは、

臨床経験において医師が内的感情の調整を身に着けることの重要性を説いている。ほとんどの誤診や医療ミス

は、認識にかかわる様々なバイアスに帰因し、その一因に自身の内面感情があるからである。 
22 精神科臨床においてこれは特に起きやすい。後述の「プレコックス感」で周知の精神科医のリュムケが「大抵
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グラム化された誘導である 23。ただし確証バイアスを生む源泉でもあることから、臨床を通じて仮説

や訓練の吟味を行うことを主眼とする統制された誘導であるべきである。本来は、この 4）を基調と

して、2）、3）が効果的に配置され、1）を満たすように臨床が組み立てられるのが望ましい。そのさ

い、5）の以前うまくいった臨床の経験をこっそりと 4）として用いることもたびたび起こる。その場

合には、以前の成功体験に基づくパターン認識が、逆に病態の見立てを妨害することにもなる。これ

も、数式を解くこととは異なる、臨床のパラドクスのひとつである。 

こうした誘導モードの確認も含めた、セッション後の反省は、臨床プロセスを共有しているものに

しか見えない経験と、共有しているからこそ見落としてしまう経験とのギャップを調整するために行

われる。たとえば、感情を不用意に動かしてしまった場面や、躊躇や迷いの印象を与えてしまった場

面、あるいは意味のない反復を行ってしまった場面等が、臨床の継続に決定的で持続的な変化を及ぼ

すことがある。しかしそうした変化は、その場ではほとんど見えてこない。あるいは、展開に差し掛

かった場面での「一時的停滞」なのか、展開の萌芽が皆無で進むべき方向が見えてこない「持続的停

滞」なのかの区別も、臨床のさなかでは見えてこない。 

また患者が発達途上の場合、経験そのものが臨床経験とは独立におのずと組織化を起こしてしまう。

体重が変化し、身長が変化すれば、それに見合った身体経験がそのつど獲得される。さらにそこに知

能の発達や自己理解の向上も加わる。そうしたことは社会環境の変化と相即している。身体的成熟と

社会における成長という二つの変数は、患者の病理と臨床プロセスにおいて極めて重要な影響力をも

つ。そのためにも家庭ないし社会における患者の発話や行動がどのように変化しているのか、あるい

はしていないのかを関係者等に問診することが必要となる。それは、臨床場面における意識レヴェル

での拒否にあうような経験が、非意識的に受け入れられているか、あるいはその逆がないかどうかを

吟味するさいにも役に立つ。リハビリでよく起こる問題は、訓練室でできる動作や行為が、自宅に戻

ると全く活用されないことである。また精神科臨床では、本人の同意があるのに薬の服用が守られな

いことがしばしば起こる。こうした問題は、表面上の意識レヴェルでの許容の非意識レヴェルでの拒

否としても理解でき、システム的な関連を明確にし、患者の経験を詳細に詰めてみなければならない。 

 

③臨床-内-存在とその病理 

 疾病分類や検査項目等による病理学的分類からではなく、臨床的なかかわりの中でしか見えてこな

い病理がある。一度の臨床や患者自身の報告からでは、何も分からない病理がある。そうした病理は、

セッションの継続に応じて形を変え、あるいはセッションを通じて産み出され、くりかえし変遷する

「プロセスとしての病理」である。それは、臨床における感度と経験の中で初めて捉えられるのであ

の医師は躁病者に対して躁的に反応し、精神病質者には精神病質的に、神経症者には神経症的に反応してしま

う」と述べている。そうした反応が患者の治癒的変化につながるかどうかの吟味を経た後になされた選択である

のかどうかが焦点となる。H.C.リュムケ:「分裂病の核症状と『プレコックス感』」（1941）、中井久夫:『中井久

夫著作集 1 巻 精神医学の経験 分裂病』（岩崎学術出版社、1984）所収論文、336 頁参照。 
23 リハビリテーションのプログラム化については拙書:『リハビリテーションの哲学あるいは哲学のリハビリテ

ーション』（春風社、2013）参照。 
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って、臨床とは独立に規定可能な経過類型のようなものではない（臨床原理③：臨床内病理の洞察）24。 

中枢神経系障害により生じる右片麻痺と左片麻痺には、リハビリテーション臨床において感じ取ら

れる明らかな差異がある。それが何に由来しているのかは明確ではなくても、長年臨床にかかわるセ

ラピストであれば、その多くが共有できる経験である。たとえば患者は、左麻痺では楽天的で強引さ

が目立ち、ことの深刻さを感じ取ることや問題に直面することが困難になる傾向が強い。それに対し

て右麻痺では失語があってもどこか通じ合える実感を共有できるが、他方で知識や言語的意味に回収

してものごとを理解したがる傾向がある。失行・失認の症状も左麻痺と右麻痺とでは明らかにモード

が異なるようである 25。 

これに似たものとして精神科臨床では、リュムケが導入した「プレコックス感(Präcoxgefühl)」と

いう統合失調症者を嗅ぎ分ける固有感覚があるといわれつづけてきた 26。神田橋の臨床によれば、統

合失調症と中毒性精神病の違いの判断は、この感覚の有無からスタートする 27。また花村誠一による

「強度にしたがう観察」28もある。さらに現在の心理療法に多大な影響を与えたロジャーズは、患者

のありのままを受け入れ、喜びに満たされる「受容(acceptance)」という瞬間を治療者が潜り抜ける

ことで患者に変化が生まれると述べており 29、フォーカシングを発明したジェンドリンは、患者が

「フェルトセンス(feltsense)」という単なる情動でも、感覚でもない、社会的問題そのものの身体的

実感に形を与え、変化させる技法を生み出している 30。 

おそらく、こうしたものの具体的定義を取り出そうとすれば、それこそ臨床家の数だけ内容が異な

り、またその精度を科学的に定量化しようとすれば、ほとんど信用に値しない結果になると予想され

24 「プロセス」と「経過類型」とのかかわりおよび区別について、H.ヘーフナーによる以下の論考に詳しい。

H.ヘーフナー:前掲論文、1981、4 頁以下参照。ヘーフナーは、当初の身体的、器質的な医学上の「経過」概念

が、精神的、心的経験に対しても適用されるさいに、身体的疾患の経過との対応関係が見出される精神疾患のよ

うに、うまく説明可能なものと、そうした対応関係が見られないものとが分岐し、概念上の混乱にまで発展した

と考えている。ヘーフナーは同論文で、その混乱の源であるヤスパースを乗り越えるために、ヤスパースが導入

した「精神的プロセス(psyshischer Prozess)」を、身体因による仮説に基づくことのない人間学的な規定として

以下のように再定義する「精神的過程（プロセス）とは、生命的事態や人格発展の基礎にある諸秩序から逸脱し

てはいないが、それの正常な経過からは逸脱している、ある程度不可避的な進行をとる経過連関なのであって、

この経過連関は見せかけの自己実現と世界の代用物を通じて自己および世界をある程度不可逆的な部分的隠蔽へ

と導くものである。精神的過程は、能作欠損の増大として、あるいは自己実現の可能性および現実的な世界との

関連の縮減として現れる」（24 頁以下）。最終的にヘーフナーは、精神疾患にかかわるプロセスを、「解体プロセ

ス」と「精神的プロセス」に区分し、後者をさらに「変転プロセス」と「制限プロセス」に区分している。 
25 リハビリテーション臨床における固有病理の指摘については、三好春樹:『身体障害学』（雲母書房、1998）を

参照。また、人見眞理は重度脳性麻痺児の臨床像から、右麻痺傾向と左麻痺傾向という「見かけの半球優位性」

があることを剔抉し、類型化している。こうした類型化にはいまだ科学的エビデンスはないが、臨床上外せない

統制的指針となる。人見眞理:『発達とは何か』（青土社、2012）、第 8 章以下参照。 
26 H.C.リュムケ:前掲書、および中井久夫によるその解説（前掲書、329 頁以下）も参照。 
27 神田橋條治:『神田橋條治 医学部講義』（黒木俊秀・かしまえりこ編、創元社、2013）参照。 
28 河本英夫、L・チオンピ、花村誠一、W・ブランケンブルク:『精神医学』（青土社、1998）、202 頁。 
29 M.ブーバー、C.R.ロジャーズ:『対話』（山田邦男監訳、春秋社、2007）61 頁以下参照。本書は、1954 年に行

われた公開討論のテープ起こしに基づいている。その討論でロジャーズは臨床経験を、ブーバーの我－汝関係と

重ね合わせようとしており、そのさいの感覚的確信として「受容」という経験を持ち出している。それに対して

ブーバーは、臨床経験には権威関係や、能力関係の差が入り込み、純粋な人間との出会いは見いだせないとロジ

ャーズの主張に反論している。しかし最終的には、ロジャーズの「受容」とブーバーの「確認」という概念の違

いがあるだけで、両者は歩み寄れる対人経験の場所を指定しているように思える。 
30 E,T.ジェンドリン:『フォーカシング』（村山正治・都留春夫・村瀬孝雄訳、福村出版、1982）参照。 
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る。にもかかわらず、それらはプロセスとしての臨床を統制する重要な手がかりでありつづけている。

その意味でもそれは、科学的事実とはいえないが、「臨床内真実」とでも呼ぶべきものとなる。治療

者と患者が相互に臨床というプロセスを共有し、経験することで成立するのが「臨床-内-存在(Im-

Klinischen-Sein)」である。臨床-内-存在には、それ固有の真実が成立し、治療者にとってはその中で

しか見えてこない病理が出現する。それはまた後述するように、治療者と患者とがくりかえしカップ

リングの関係に入るための重要な手がかりでもある。 

この臨床内病理は、治療行為を組織し、方向修正するための統制的な役割をもち、その臨床を外れ

てしまうと似非科学に位置づけられるような疑似的真実である。カントに倣えば、そうした原理は、

自然現象を基礎づける原理（構成的原理）にはなりえない。しかしそのことを肝に銘じるかぎり、そ

れを積極的に活用することはできる（臨床原理④：臨床内真実の発見と活用）。臨床内真実は、その

つどの科学の進歩に応じて、科学的事実へと転換されるか、廃棄されていく。にもかかわらず、いつ

の時代にも臨床内真実は残りつづける。それは、人間が生存をかけて活用し続けてきた「直観」能力

に関係しているからである 31。 

直観とは、媒介なしに物事の本性を捉える働きである。哲学に由来するこの直観概念は、長大な歴

史的背景の中で変遷し、様々な仕方で開発されつづけてきた。有名どころを挙げてみても、感性的直

観（カント）、知的直観（ドイツ観念論）、原型的直観（ゲーテ）、本質直観（フッサール）、行為的直

観（西田）というように切りがない。それぞれの内実を問いつめるには膨大なテクスト的精査が必要

となり、それら精査を通じても規定不可能な部分が残り続けるもの、それが直観である。 

日本語の「直感」概念との混乱もあるが、この直観は、予測の精度に関して非常に誤りやすいもの

であることがすでに様々なフィールドで証明されている 32。にもかかわらず、臨床内存在の関係性に

おいて、この直観の役割は侮れない。たとえエビデンスに基づいてマニュアル化された対応であった

としても、人が人にそうした対応を行うかぎりで、そこには声かけの強弱、言い回し、ニュアンス、

まなざしの向け方、触れ方、四肢の動かし方、呼吸のリズム、それらが、複合的、間接的に臨床空間

内で反響し、影響を与え合う。そしてその中で、「いつもと同じ対応をしている／されている」のに

何かが違うという気づきが起こる。この違和感の背後では、いつでも直観が働いている。 

たとえばリハビリの臨床では、患者がセラピストの問いかけに応えようとしているときに、そのセ

ラピストの視線が別のところに向いていただけで、四肢の緊張や心理的緊張の度合いが変化すること

がある。そのように緊張が入った身体に運動訓練を行うことと、緊張の度合いが低いまま訓練を行う

こととでは、その後の臨床経験の変化に違いが生じる。にもかかわらず、そうした変化を感じ取れる

31 精神科医の加藤は、EBM が提示するエビデンスは「外的エビデンス」にとどまるため、実際の臨床において

は、この外的エビデンスを個々の患者に位置づけ、そこからどのような治療行為を組織するのかを決定するため

の「内的エビデンス」が重要になると述べている。その内実の規定に関しては議論が必要であるにしても、この

段階で現象学的な「直観的・内的明証性（エビデンス）」（フッサール）との親近性も出てくる。加藤敏:『統合失

調症の語りと傾聴 EBM から NBM へ』（金剛出版、2005）、20 頁以下参照。 
32 D.G.マイヤーズ:『直観を科学する』（岡本浩一訳、麗澤大学出版会、2012）、および J.グループマン: 前掲書

2011、第 8 章参照。 
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人と取れない人とが間違いなく分岐する。 

実際、名セラピストの多くは、患者に声をかけ、四肢に触れただけで、次回以降も患者からの指名

を受け、他のセラピストを拒絶するように患者を誘導してしまうことがある（そしてそれが職場での

問題になる）。なぜなら、セラピストの性格や人柄の良さが単に問題になっているのではなく、その

セラピストのまなざしが、どこまで患者の経験に届いており、何を見ようとしてくれているのかが、

患者に一挙に伝わってしまうからである。 

熟達したセラピストでは、問診や視診によって患者に対するおおよその介入ポイントが際立ち、そ

のための治療方針や訓練設定のパターンがチャート状にイメージされる。介入ポイントが際立つとい

うことは、その裏で同時に、何が病理であるかが読み取られているということでもある。ここまでは、

経験に裏付けられた直観の働き、そこからの発見的問題解決法である 33。そして重要なのはこの先で

ある。おそくら熟達した臨床家では、こうした病理の見立ての周囲に、知識と介入の修正を可能にす

る「行為的ブランク（余白）」のようなものが同時に配備されている。つまり、その直観には一定程度

の経験の幅が付随し、それが治療者当人も気づかない仕方で直観の可謬性を隈なくフォローしている

と思われる。その意味では、直観に従っていただけでは失敗してしまうような臨床の試みが、それと

して顕在化する以前に消去され、訂正されている。それはいまだ修正とすらいえない介入行為であり、

問題が起きる可能性を先回りして抑制し、病理の本性を追い詰めていくことを可能にする（臨床原理

⑤：前修正と後修正の差異）。 

この行為的ブランクを通じた対応可能性の幅は、それを観察するものには直接見えてこない。だか

らこそ逆説的に、直観的かかわりの特殊性だけが際立ってしまうことになる。そのことは、私たちが

単に立位をしているだけ、あるいは何かを指先で指示するポーズをするさいに、気づかないほどの低

振幅の揺れの制御を高頻度に行っていることと類比的である。実際に知覚されるのは、立位と指差し

のポーズだけである。 

おそらく直観という名人芸的な能力は、微分状の大量な修正行為の蓄積の果てに構築され、観察さ

れる粗雑な経験なのである。たとえば金属加工を行う職人は、視覚では決して捉えられないマイクロ

メートル単位の表面の粗さを、指先を擦らせて感知し、即座に研磨の強さ、位置、角度を修正する。

観察していると、何気なく一律に研磨しているようにしか見えないその動きに、大量の修正行為が介

在している。このような触覚性の経験と触覚的な対応可能性の獲得が、臨床における経験モデルのひ

とつになる。 

33 J.グループマン: 前掲書 2011、参照。「現場の医師は、膨大な量のデータを集めてから、ありうる診断につい

て悠長に仮説を立てるようなことはしない。医師は逆に、患者にあった瞬間から診断のことを考え始める。『こ

んにちは』と言いながら相手を観察し、顔が青白いか赤いか、首の傾き、目や口の動き、座り方や立ち方、声の

響き、呼吸の深さなどを頭に入れていく。次に、患者の目の中を覗き込み、心音を聞き、肝臓を押し、最初の X
線写真を調べるうちに、患者のどこが悪いという最初の印象をさらに発展させる。研究によると、ほとんどの医

師は、患者と会った時点で、即座に二、三の診断の可能性を思いつき、中には四つや五つの診断を頭の中で巧み

に操る器用な者もいる。それらすべての極めて不完全な情報に基づいて仮説を展開させるのだ。そのためには近

道をせざるを得ない。ヒューリスティックス（発見法的問題解決法）と呼ばれる手法だ」（42 頁）。 
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また他方で、臨床内病理が変転することは、治療や訓練の見立ての単なる失敗ともいえない。むし

ろ患者の抱える問題が単純病理ではなく、複合病理であることを暗示しているだけである。急性の病

ではない、慢性疾患の多くや重度心身障害児の身体経験は、複合的な病理のネットワークを形成して

いる。その場合、介入することでネットワークのバランスや局所への負荷のかかり具合が変わり、そ

れによって以前は目立ってこなかった潜在的病理が浮かび上がる。場合によっては、以前の病理も背

景化しているだけで、依然維持されつづけている。そうだとすれば、むしろ慢性疾患で病理が変わら

ないということこそ、患者の経験に動きがない、つまり経験の可動範囲を強化するように臨床が行わ

れている証左となる。 

慢性疾患は、たとえ患者当人にとって不都合なことが多くても、安定している。そして慢性期にお

ける医療はこの安定性維持に一役買っている。とはいえこの安定性は、病理を含みこんだ安定性であ

り、病理とともにある安定性である。システム的に見ると、動きを欠いたまま展開することのない疑

似-安定系の獲得である。その意味では、精神病理的用法を超えて、ヤスパースの不可逆で持続的なプ

ロセス概念が、慢性疾患においても該当してしまうことになる。そしてこれは、病理や障害を通じた

「代償」という問題に直結する。 

 

 

４．ゴルトシュタインの意匠―代償と病的安定性 

臨床内病理は、名辞できない場合でも、それ自体まとまりのある経験として感じ取られる。粗雑な

言い方だが、このまとまりをヤスパースは「病的プロセス」と呼んでいた。統合失調症の病状は多彩

な軌跡を描きながらも、ある一定の範囲に収束していく。それが病理であるかぎり、そこには何らか

の経験の動的安定性が成立している。あるいは、そうした経験のまとまりが臨床内で感じ取れないか

ぎり、介入する足掛かりさえ見いだせない。 

しかも、そうしたことが起こるのは心的システムだけではない。社会システムにも、身体動作シス

テムにも同様なことが起き、さらにそれらが固有にカップリングを形成し、安定する。そのためプロ

セスとしての臨床で問題になるのは、ヤスパースに抗って、システムの変化可能性とそこから別様の

安定系への移行可能性を患者の経験のうちに作り出すことができるのかどうかである 34。すでにこの

場面では、了解可能か、不可能かは副次的問題にすぎない。 

C.ウェルニッケのもとで医学を学んだクルト・ゴルトシュタイン(1878-1965)は、人間の病理を、

有機体としての生命が様々に獲得する経験の疑似-安定系として理解しようとしていた。彼は、ドイ

ツの脳病理学者であり、1935 年にアメリカに亡命し、後の神経心理学や異常心理学の展開を促した

パイオニアでもある。大戦中に多くの脳外傷者の臨床を行い、彼らの精神構造を、有機体が世界にか

34 H.ヘーフナー:前掲論文、1981、25 頁以下参照。および脚注 23 におけるヘーフナーによるプロセス概念の刷

新についても参照。彼の定義では、プロセスの必然的不可逆性は放棄され、「ある程度の不可避性」、「ある程度

の不可逆性」という譲歩が行われることで、患者の変化可能性、展開可能性を積極的に取り入れようとしてい

る。 
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かわる態度の障害として記述することで、現象学者のメルロ＝ポンティや、患者中心療法のロジャー

ズにも多大な影響を与えた。 

 そのゴルトシュタインは主著『有機体の構成―病的人間の経験への特殊な配慮に基づく生物学入門』

において、当時の主流である局在論的な病理観察に異を唱え、生命の全体論的観察の重要性を説いて

いる。精神や身体、そのどちらを起点にしてもいけない。いつでも生体全体から出発しなければなら

ない、それがゴルトシュタインの探究指針である。局在論批判の論拠として彼は、①大脳における機

能中枢の不在、②局所的疾患の生体全体への影響関係、③ミクロ病理とマクロ病態との対応関係のな

さ（1 対多、多対 1）、④生体の利害調整（意味）による経験の組織化力といったものを挙げている 35。

そして、生体として中枢神経系疾患を観察すると下記のような一般的病像が見えてくるという 36。 

 

1） いかなる場合も、ただ一つの作能や作能領域のみが廃絶されることなく、いつでも多かれ少

なかれ全作能領域が侵される（ただし強度は領域ごとに異なる） 

2） いかなる場合も、一作能領域が完全に廃絶することはない。多少の作能は保存される。 

3） さまざまな領域に見られる障害は、種類から見れば同一である。それら症状はひとつの根本

的病変の表現である。 

4） 根本的変化の特質とは、一定の態度の障害か、機能の障害である。 

 

 1）の原則からは、局所の障害であっても生体システム全体に何らかの変化が起こること、さらに

局所の障害を仮に回復できたとしても全体システムが元に戻る保証はないことが示唆される。2）の

原則は、個別作能にも度合いがあり、その障害の度合いに応じて、全体に与える影響が変わってしま

うことが考慮されている。片麻痺の場合でも、完全麻痺というのはほぼありえないし、認知機能の一

切が途絶することもない。残存作能のありようによって代償パターンは多彩化する。3）の原則は、

どのような障害であれ、健常という経験の安定性から、病理を含んだ疑似‐安定性への移行として捉

えるゴルトシュタインの探究指針である。4）の原則は、たとえ局所的な機能の障害であっても、そ

れはその生体全体、さらには環境世界とのかかわり方全体（態度）の変化および障害のプロセスであ

ることを意味する。ゴルトシュタインにとって「機能(Funktion)」は、「作能(Leistung)」からは明確

に区別され、実験的条件を整備し、孤立化や、局在化という操作の果てに観察される抽象概念である 37。 

35 K.ゴールドシュタイン:『生体の機能』（村上仁・黒丸正四郎訳、みすず書房、1970）、48 頁以下、124 頁以下

参照。 
36 K.ゴールドシュタイン: 1970、9 頁以下参照。またゴルトシュタインによる臨床における症状の確定原則は以

下のようなものである。1）あらゆる現象を観察し、それら現象に優劣をつけないこと、2）現れている結果その

ものが重要ではなく、結果に至るプロセスの種類を見極めること、課題の解決そのものが重要ではなく、どのよ

うに解決に至ったのかを見極めることが重要である、3）観察される現象がどのような状況において行われてい

たのかを配慮すること（環境状況、対人状況）。 
37 ゴルトシュタインは、「機能(Funktion)」と「作能（Leistung）」とを区別して用いている。なぜなら「機能と

いう語は行動の形式的構造を示すものであり、作能という語は、生体が自己を具現していく具体的行為そのもの

を意味しているからである。ゲーテはこのようなとき、『行為しつつある存在（Dasein in Tätigkeit）』という語

を用いた」。K.ゴールドシュタイン: 1970、198 頁参照。 
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 メルロ＝ポンティに影響を与えた考えは、3）と 4）の原則にかかわる。ゴルトシュタインは、病理

を世界とかかわる生体の「態度様式の障害」と考えている。言い換えると、病理とは、脳内や身体の

器質的変化とは独立に、生体と世界との現象学的な関係性の変容ないし障害である。このことは、「症

状とは病者に与えられた一定の課題に対する彼の解答である。したがって、少なくとも課題によって

限定を受ける」38という彼の症状論からも読み取れる。このような見解を彼が導き出せたのは、「失

認」、「否認」、「半側空間無視」、「一側性小脳損傷による運動失調」の患者との臨床経験を通じてであ

る。これらの疾病に共通しているのは、第三者的には明らかに奇妙な知覚経験、行動をしているのに、

当人はそのおかしさを感じ取れないことであり、「世界とのかかわり」そのものが何か奇妙に変容し

ていることである。それゆえ、ゴルトシュタインにとっての「代償経験」ないし「疑似安定性の獲得」

とは、個体の変容が、それが生きる世界の変容と相関してしまう地点において成立する。そして以下

が、この代償という現象に含まれる一般原則である 39。 

 

1）ある領域の作能が障害を受けた場合、生体全体の作能からみて最重要と思われる作能が保護さ

れる。 

2）生体全体の要求から考えて、従来のやり方で、その器官の解決すべき課題が充分に完遂されて

いれば、従来のやり方が保存される。しかしその作能では完遂できなくなると、「態度の転換」

が起こる。この転換は、第一の原則に従う。 

3）価値の高い作能が一領域に発生する場合、必然的に生じてくる他の種類の障害は無視される。

その場合、原則としてそうした障害が生じても、生体全体は該当領域の障害よりも影響が少ない

ことが前提となる。 

4）態度の転換は練習の結果ではなく、患者の知らないうちに突如として起こる。 

 

この態度の転換とは、残存機能によって自己防御しながら世界とかかわる態度を、あるいは世界か

ら撤退する態度を、その当人の意識や意図とは独立に患者の生体が新たに身に着けることである。そ

のかぎりで、それが障害に見えるのは、当人にとってではなく、それを観察するものにとってでしか

ない。ここには、患者にとっての「世界の変容」、および「世界にかかわることそのものの変容」、さ

らに「その変容の無視」が伴っている。この態度の転換、すなわち「代償」の獲得は、生体の危機回

避の結果おのずと生じる。それは、患者の生にとっての「最適な選択」であり、そのかぎりで安定的

になるとゴルトシュタインは述べている 40。 

 

「代償作能の意義はその内容の如何にあるのではなく、むしろそれが行われているかぎり他の

38 K.ゴールドシュタイン: 1970、3 頁。 
39 K.ゴールドシュタイン: 1970、24 頁以下。 
40 K.ゴールドシュタイン: 1970、195 頁。「身体の一部において最適なる動作は生体全体にとっても最適なる動

作であり、身体の他の部分が最適の状態にあって初めて可能になる」という発言も参照。 
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危機反応が起こらないという点で意味がある。また生体解体の段階構造からいうと最後の救い

であり、生存を維持する唯一の手段であり、その点では、外界の意義深い処理法である」41。 

 

左半側無視では、通常の中心窩とは異なる部位に焦点を合わせるように頭と体幹を右前方に傾け、

中心部をずらした地点で視野が組織化される。そしてその体勢と視野内で経験が生じている限りで知

覚的にも、情動的にも患者は安定する。そしてそのような体勢と視野でしか世界にかかわれないこと

自体が、患者の経験可能性から締め出される。それに対して、一次視覚野の軽度障害による半側性弱

視では、半側無視のような態度の変換は起こらない 42。対象物が見えづらいとはいえ、従来の世界と

のかかわりが維持できるからである。 

 

「患者にとってある刺激が有害になり始めるとただちに危機反応が起こり、それからは適切な

刺激評価も行われなくなり、患者は外界から全く隔離されてしまう。彼は危険な状況を積極的に

避けるというよりも、むしろ受動的に避けている。…患者をその危険性を熟知している状況に無

理に置こうとすると、彼は何か他の作能―すなわち代償作能を行うことによって、この強迫から

逃げようとする。この点で患者は非常に聡明である」43。 

 

代償動作は、明らかに無意味で、社会的に有害な行動であっても、それ以上の危機に対する防衛反

応が抑制されるかぎりで選択され、それが意識の自然となる。「欠陥を有する生体は、その欠陥相応

に彼の環境を制限しなければ、秩序ある行動をとることはできない」44からである。その意味では代

償行動の発現は同時に、患者が経験できる「環境の制限」と、その「制限の非意識的許容」を含んで

いる。 

地面やベッド、風呂、タンスといった環境内の存在は、代償によって対応可能であり、利用可能な

範囲にあるかぎりで知覚され、経験される。逆からいえば、生体が対応すべき有意味な環境の特性が

代償パターンの生成に影響を与えている。ゴルトシュタインは、例えばカブトムシであっても、環境

に応じて代償行動のモードを切り替えると述べている。中肢の末端を切断されたカブトムシは、肌理

が粗い平面上ではほとんど変わらない正常歩行を行うが、つるつるの平面に置かれると、即座に切断

された肢だけを使わない交代歩行に切り替える 45。カニでも同様の転換が起こるらしい。こうした場

面で、昆虫やカニが無い肢を嘆きながら、意識を通じて目の粗い場所と滑らかな場所の特性を区別し

41 K.ゴールドシュタイン: 1970、18 頁。 
42 K.ゴールドシュタイン: 1970、23 頁。 
43 K.ゴールドシュタイン: 1970、18 頁。または、小脳損傷の患者についての以下の記述も参照。「患者は身体、

ことに頭部の患部の患側への傾斜を示す。病者はこの異常な姿勢を保っているかぎり、比較的気分がよく、眩暈

等の主観的症状もより軽度である。また歩行、指示等の客観的作能も正常に近い。しかし病者が以前の正常な姿

勢に返るや否や、種々の症状は再び著明になる。すなわち姿勢異常はより正常に近い作能の前提条件であり、病

者にとって『最も適当な状況』である」（222 頁）。 
44 K.ゴールドシュタイン: 1970、22 頁。 
45 K.ゴールドシュタイン: 1970、119 頁。 
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ているはずはない。ほぼ自動的に対応している。昆虫では、運動パターンの生成は胸部神経節で行わ

れるが、パターンの切り替えや、開始、終了、方向調整等には、頭部神経節の働きが必須である。そ

の意味でも、ここでは中枢神経系を介した自動的で、非意識的な生体と環境とのかかわりの形成（代

償）および調整が問題になっている。 

代償の出現が、その生体が生きるのに選択する環境特性と切り離すことができないというのは、こ

の局面においてである。つまりゴルトシュタインが見出したのは、志向性や気づきを伴った高次認知

とは異なる場所で、体験世界とのかかわり形成を行う生体の現実である。またさらに、このように代

償を通じた病理の安定化を把握することは、精神疾患における幻覚・妄想の役割と類比的でもある。

現象学にも精通していた精神科医のヘーフナーは、妄想や幻覚を、縮減し、隠蔽された世界とのかか

わりを補完する「世界の代用物」として、つまり世界を代償することとして理解している。 

 

「妄想は『現実的な〔世界との〕関連から退いて自己中心的となった特殊な関連の中に閉じこも

る』ことを可能にするカプセルとして現れる。言い換えれば、世界との関連を縮減された形で可

能にするものの、危険性のある経験領域は覆い隠してしまう〔妄想という〕『まゆのような中間

世界像』を通じて一過性の相対的安定化がもたらされる」46。 

 

ヘーフナーの病理理解にゴルトシュタインを援用すれば、妄想・幻覚は生体とその経験の安定化に

とって必須の補完物であり、生体そのものの最適な生存戦略となる。このことを患者の現実からいえ

ば、妄想や幻覚といった各種症状の抑制的、消去的な治療介入は、この安定性に対する直接的攻撃と

なる。それに対してたとえば、患者に二重見当識を獲得させるような介入は、現実世界と妄想世界と

の境界線をくりかえし引き直す調整作業となる 47。この境界の揺り動かしは、病理の代償的安定系に

変化を与え、患者の経験に選択肢を組み込み、自由度を高めることを焦点としている。生体そのもの

による代償の自動的選択から、患者の意識や気づきを介した任意的選択へと病理が変化することは、

それ以外の経験の安定系へと移行するさいのステップのひとつとなる。問題になっているのは、安定

系そのものの複合化であり、それに関連する臨床的な介入の試みである。 

 

 

５．代償と最近接領域 

プロセスとしての臨床の内実を展開してみると、経験の安定化としての代償の問題が現れてくる。

精神科医であり、心理学者でもあったアドラーによれば、「代償（Kompensation）」という概念は、

欠陥をかかえた器官をもつ有機体が、その欠陥を補うように行動を変化させること、場合によってさ

46 H.ヘーフナー:前掲論文、1981、58 頁以下参照。注 24 でも述べたが、ヘーフナーは最終的にプロセス概念

を、「解体プロセス」と、「精神的プロセス」に区分し、後者をさらに「変転プロセス」と「制限プロセス」に分

ける。引用箇所は、変転プロセスにおける妄想・幻覚の役割についてである。 
47加藤敏:前掲書、2005、60 頁以下参照。 
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らに悪化させるところにまで進んでしまうこと（過剰代償）を指摘した生物学由来のものである 48。

内科学でも、代償性肝硬変のように、機能の欠損を残存能力で補うことで症状が出ない潜在期に代償

という語が用いられている。あるいは、多汗症手術後に起こる、以前にはなかった身体部位での発汗

が代償性発汗と呼ばれる。これらに共通しているのは、代償が、システムの運動に何らかの変異、障

害が起きたさいに、システム自体が対応する結果生じるものであり、それが成立することで、一時的

であってもシステムの再安定化もしくは疑似-安定化が図られるということである。 

このような経験の安定化に対して、どのような臨床上のアプローチが考えられるであろうか。ある

いは、維持すべき安定化とそうではない安定化の区分はどのようになされるべきか。これらの問いは、

リハビリテーションないし精神医学の臨床において避けることのできない難問である。 

経験のドイツ語は Erfahrung である。その原義は、不断の前進を獲得することである。システム

論的に不断に前進するということは、自らの境界を変えて新たなシステムに成り行くことである。シ

ステムが自己組織的に展開すること、あるいは展開する余力を十分に備えたシステムであることが、

経験の原義に忠実である。この場面で、システムの「健全さ(healthiness)」という問題が浮上する。

システムが自己の境界を生み出し、内外を区分しながら安定化することは、システム合理性である。

そこにはエネルギー効率化や、システムの行為履歴が関与している。この点までは、健全なシステム

であれ、病的なシステムであれ、違いはない。では何が、システムの健全さを積極的に決定するのか。

これは、ゴルトシュタインでさえも踏み込めてはいない課題設定である。 

システムをそのプロセスから見た場合、その不健全さの指標として以下のことが考えられる。すな

わち、システムの安定化が、1）当のシステムの運動可能性の制約となり、システムの自由度を減少

させ、短期的に、全面停止へと至る可能性を含んでいること、2）他の安定状態への展開や、その移

行可能性を廃棄していること（これは、展開の選択肢を潜在的に抑制していることとは異なる）、3）

外因ないし内因を通じたシステム内に生じる攪乱に対して脆弱であること、4）局在的であれ機能不

全が生じたさいに再度安定したシステムへと復帰できないこと、等が挙げられる。 

1）と 2）は、システムの自己組織化を拒む指標であり、3）と 4）はシステムのレジリエンスを減

少させる指標である。システムの安定化にとって「自己組織化(selforganization)」と「レジリエンス

(resilience)」は相補関係にある。というのも、健全なシステムにおけるレジリエンスの減少は、シス

テムを不安定状態に置くことで自己組織化を誘発し、そこからシステムを再度レジリエントなシステ

ムへと回帰させるからである。その意味では、システムの健全さは、システムがこの再帰的かつ自己

展開的な循環運動を継続可能かどうか、複数の安定系のネットワーク間を遊走する「ハイパーサイク

ル」になりうるかどうかによって決定される 49。とはいえ厄介なのは、この健全さが当のシステムが

48 A. Adler: Studie über Minderwertigkeit von Organen, Urban & Schwarzenberg, Berlin/Wien, 1907. あるい

は A.アドラー:『人間知の心理学』（岸見一郎訳、アルテ、2008）、79 頁以下参照。ただし日本語訳では、代償で

はなく、補償となっている。 
49 ハイパーサイクルに関しては、拙論「健康のデザイン…建築と覚醒する身体」、山田利明・河本英夫・稲垣諭

編著:『エコロジーをデザインする―エコ・フィロソフィの挑戦』（春秋社、2013）所収論文、278 頁以下参照。 
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安定状態から逸脱したさいにしか評価できないことである（健全さのパラドクス）。そもそも上記の

指標は、直接、安定化したシステムの内実からは見出せず、システムが新たなプロセスを進むさいに、

どのような運動を実現するのかに応じてしか吟味できない。 

このことをより臨床に近い場面で捉えると、発達心理学者のヴィゴツキーが、定常的な発達水準と

は区別して導入した「最近接領域（zone of proximal development）」50の発見と極めて類似の問題設

定であることが分かる。二人の子どもがいて、彼らに知能テストを行った結果、どちらも知能年齢が

七歳だったとする。その二人の子どもに彼らの知能年齢よりも高い課題を提示し、さらに他者がその

課題についての誘導と教示を行ったさい、一人の子どもは発達水準を二年も追い越す課題をクリアで

きたのに対し、もう一人の子どもは半年先の課題しかこなせないといった「差」が見出されることが

ある。この「経験の伸び代」、「潜在的対応力の幅」の差が、個々のシステムの発達上の最近接領域を

特徴づけている。知能水準や外的行動が等しくても、その個体が対応できる経験ないし課題は異なる

のだから、教育者はこの差を見極めて教育的課題を設定しなければならない。 

この最近接領域の特定には、一度既存のシステムの安定に揺さぶりをかける必要がある。教育場面

でいえば、自力では決して解決できない問いに直面させることである。しかもその揺さぶりは、心的

システムによる完全な拒絶、思考停止、感情の過剰運動を引き起こすものであってはならない。そう

した揺さぶりでは、結果として、既存のシステムの防衛的強化にしかならないからである。そうでは

なく、拒絶や防衛が強く出ない個々のシステムの経験の位相を特定し、その経験の近傍に、既存のシ

ステムの選択肢では対応できない課題を順次設定していくのである。 

ヴィゴツキーは最近接領域の発見にさいして、子どもの「自発性」ではなく、「模倣能力」を重視し

ている。そもそも既存のシステムにはない選択肢を実行させるのであるから、その選択の場所まで当

人の経験を引っ張るよりない。模倣能力の活用は、経験を拡張するための最初のとっかかりを作る。

単に模倣といっても、それが成立するには「呼応行動」、「共同注意の共有」、「言語をつうじた経験理

解」といった背景的な経験の作動が前提になり、そのうえで思考パターンや感情運動、動作遂行にか

かわる模倣の実行が可能になる。 

臨床場面において個々の患者の能力を吟味し、最近接領域に触れるためには、患者とセラピストと

の間に「カップリング」が成立しなければならない 51。カップリングは質の異なるシステム相互の連

動関係である。この連動が、模倣を通じて患者の疑似安定系の境界を拡張するように働きかけること

を可能にする。カップリングは、システム間の連動とはいえ、因果的な線形の関係ではない。その意

味では、セラピストが患者を治療するのでも、患者がセラピストに治療されるのでもない局面でのみ、

カップリングは成立する。両者は独自のシステムとして固有に閉じており、固有に閉じたシステムが、

互いの距離間、速度、リズム、強度を変化させているうちに、おのずと連動関係が成立してしまうこ

とがある。等しい友人間で、口癖や動作が似てしまったり、できなかった運動動作のお手本を一度見

50 ヴィゴツキー:『「発達の最近接領域」の理論』（土井捷三・神谷栄司訳、三学出版、2003）参照。 
51 人見眞理:前掲書 2012、302 頁以下参照。 
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るだけで、動作の水準が変化してしまうことがある。こうした場面での模倣が、カップリングを通じ

ておのずと起こる。そしてこのカップリングは、臨床というプロセスを共有する中でしか行われえな

い。それはまた、断ち切られることもあれば、断ち切ることで初めて接続されることもある。

カップリングを通じた臨床では、セラピストは固有に何かを継続的に行っている、にもかかわらず

その傍らにいた患者は、セラピストが行ったこととは独立になぜか勝手に治癒してしまうというのが

実感として正しい関係となる。確かにセラピストはさまざまな試行を行うし、注意や気づき、認知を

総動員して訓練を組み立てている。しかし最終的に患者は、自分で自分を変えていくのである。その

関係に入らなければ、それ自体また展開を欠いた頭打ちの代償となり、別種の病的安定系となる。お

そらく、こうした臨床を首尾よく実行している臨床家は、患者が変化していること以上に、自分自身

の経験を変化させている。自ら変われないものが、他者の変化にかかわれるはずはないからである。 
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セルフ・セットアップ 

――記憶への旅立ちの日々に―― 
 

河本 英夫（文学部） 
（DVD 作品台本） 

[音入れ]寺井直子・アダージョ 

海岸沿い、内陸放射能、都市部、世界的都市、東京、横浜、ニューヨーク、パリ、ロサンゼルス、上

海 

道路の遠近、環状道路、首都高速、上下交差する道路、海に消える道路(道路の映像を基調にする)、

点と線のイメージを多用、 

 

どのように思慮し、比類なく配慮して選択的に振る舞っても、それに対して選択になっていない事

象がある。 

あらゆる思考が、どのように考え抜かれたものであろうと、すべて測定誤差に入ってしまうような

事態がある。 

必要な行動はいくらでもあるのに、その行動の圧倒的なささやかさに、自分でも愕然とするような

局面はある。 

やらなければならないことは無数にあるのに、行動に釣り合うだけの成果がほとんど感じられない

場面はある。 

どのような感情であれ、浮かぶさなかから、引っ込めなければならないような時がある。 

そして結局何もなさないまま、時間だけが過ぎているにもかかわらず、現実の傍らにただいること

しかできない日々がある。 

 

忘れたのではない。戦略的健忘でもない。ただ事象への接点の採り方がわからないのである。膨大

な情報は日々流れており、ほとんど進まない復興という事実を前にしても、なお有効な接点の採り方

の分からないという局面がある。 

 

次に進むために、ただ捨てる作業をやらなければならないことがある。瓦礫の山を見ながら、ただ

捨てることが、「今」の仕事なのだと言い聞かせなければならないことがある。次に進むために、た

だ捨てること。これは容易な仕事ではない。思想でも、科学的な知見でも、あるいはどのような種類

の技法であっても、ただ捨てることは容易ではない。新たな見通し、次の選択、なんらかの可能性の

予感のなかであれば、すでに捨てる準備は整っている。あるいはおのずと捨てる回路に入っている。 

 

もはや何もないところから、さらに捨てていくことは、ほとんど絶望の一歩先である。 
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捨てていくように見えながら、捨てることのできないものを捨てようとしている。 

汚染土壌。 

捨てることが、ひと時の場所移動にしかなっていないことがある。 

場所移動の終着点、それは「最終処分地」というネヴァーランドである。 

 

 

 [音入れ]ピアノ曲、バッハ 

瓦礫、放散した土壌、点在、瓦礫の中の住居、点在するもの、クレーの絵、随所に津波直後の映像、 

福島の現状、移動しながら各地の映像 

 

ヒロビロトシタ パノラマノヨウニ 

アカクヤケタダレタ ニンゲンノ死体ﾉキミョウナリズム 

スベテアッタコトカ アリエタコトナノカ 

パット剥ギトッテシマッタ アトノセカイ 

 

    (原民喜「夏の花」) 

 

忘れてはならないと思いながらも、気が付けば忘れようとしている事象がある。 

そうしようと思わないのに、気が付けばそうしている自分がいる。 

生きているだけでも幸運だと、自分自身に無理に言い聞かせる以外にないことがある。 

 

数メートの居場所の違いが、生死を分けた過酷な偶然がある。 

しがみつく以外にはない流木によって、ひび割れた二本の肋骨がある。 

何度ももうだめだと思った瞬間に助かっている今の自分がいる。 

水に流されながら、足を延ばすとそこに地面があったという奇跡的な偶然がある。 

もう大丈夫だと大声で言いながら、そのまま行方不明になったものがいる。 

三階と四階の違いが、空間の落差ではない厳然とした事実がある。 

見知らぬ人から、多くの異なる名前で呼びとめられた夜がある。 

流れた家屋の柱の生木を燃やして、生き延びた一夜がある。 

お社の土塀の暖かさを感じた一夜がある。 

 

どうかすると自分の耳が、他人の声に脅かされている日々がある。 

一挙に迫ってくる水の勢いが、何度も思い浮かぶ午後がある。 

一日一食の食事が、それでも喉を通らないことがある。 
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ペットボトルの水を飲みながら、地下水は大丈夫かと余分な心配だけが浮かぶ日々がある。 

もはやない家に、いつ帰れるのかと思い描く夕暮れがある。 

 

そして日々衰弱していく、隣人がいる。 

 

放射線は、カオス状に分散する。 

風合瀬ように放射線が集う地域がある。 

混じることのできない存在があり、解消することのできない存在がある。 

消滅を願い以外にはない存在がある。 

それが放射線の細道である。 

 

心許なき日かず重なるままに、白川の関にかかりて旅心定まりぬ。「いかで都へ」と便求めしも断

也。中にも此関は三関の一にして、風繰の人心をとどむ。秋風を耳に残し、紅葉を俤にして、青葉の

梢猶あわれ也。卯の花の白妙に、茨の花の咲きそいて、雪にもこゆる心地ぞする。古人冠を正し衣装

を改し事など、清輔の筆にもとどめ置かれしとぞ。 

 

卯の花をかざしに関の晴れ着かな   曾良 

 

とかくして超行くままに、あぶくま川を渡る。左に会津根高く、右に岩城・相馬・三春の庄、下野

の地をさかひて山つらなる。かげ沼云所を行に、今日は空曇りて物影うつらず。すか川の駅に等窮と

いうものを尋て、四、五日とどめらる。先「白河の関いかにこえつるや」と問。「長途のくるしみ、身

心つかれ、且は風景に魂うばわれ、懐旧に腸を断て、はかばかしう思ひめぐらさず。」 

                 （松尾芭蕉『おくのほそ道』） 

 

 

[音入れ]ゴッドファーザー愛のテーマ 

オフィリア各種、日本各地の神社、戸隠、諏訪神社、伏見神社、橿原神社、稲荷・・・・神社の風

景、岩棚、岸壁、鳥居、各種門、 

海岸沿いの更地 

 

 

彼の人の眠りは、徐かに覚めて行った、まつ黒い夜の中に、更に冷え圧するものの澱んでいるなか

に、目の開いてくるのを、覚えたのである。 

した した した。耳に伝うように来るのは、水の垂れる音か。ただ凍りつくような暗闇の中で、
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おのずと睫と睫とが離れて来る。 

・・・・・・ 

 

さうして、なお深い闇。ぽっちりと目をあいて見廻す瞳に、まづ圧しかかる黒い巌の天井を意識し

た。次いで、氷になった岩床。両脇に垂れ下がる荒石の壁。したしたと、岩伝う雫の音。 

時がたった――。眠りの深さが、はじめて頭に浮かんで来る。長い眠りであった。けれども亦、浅

い夢ばかり見続けていた気がする。うつらうつら思っていた考えが、現実に繋がって、ありありと、

目に沁みついているようである。 

・・・・・・・・・・・ 

 

おれは、このおれは、何処にいるのだ。・・・・それから、ここは何処なのだ。其れよりも第一、此

のおれは誰なのだ。其れをすっかり、おれは忘れた。 

だが待てよ。おれは覚えている。あの時だ。鴨が聲を聞いたのだっけ。そうだ。譯語田の家を引き

出されて、巌余の池に行った。堤の上には、遠巻きに人が一ぱい。あしこの萱原、そこの倭叢から、

首がつき出ていた。皆が、大きな喚び声を、挙げていたっけな。あの声は残らず、おれをいとうしが

っている、半泣きの喚き声だったのだ。 

・・・・・・・・・・・・・ 

 

おれの名は、誰も伝えるものがない。おれすら忘れていた。長く久しく、おれ自身にすら忘れられ

て居たのだ。可愛しいおれの名は、そうだ。語り伝える子があった筈だ。語り伝えさせる筈の語部も、

出来て居ただろうに――なぜか、なぜか、おれの心は寂しい。 

・・・・・・・・・・・・・・ 

 

外の世界が知りたい。世の中の様子が見たい。 

だが、おれの耳は聞こえる。其れなのに、目が見えぬ。この耳すら、世間の語を聞き分けなって居

る。 

 

                 (折口信夫「死者の書」現代語表記改め) 

 

 この土の下に、この海の底に、なお行方不明者がいる。 

 どこか遠くの地に迷い込み、連絡が取れないまま、まだ生きていると感じられる日々がある。 

 死の現実感は、ゆっくりとピントを合わせるようにやってくる。 

 

[音入れ] ロック 
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落差を基調に、鳥取砂丘(砂の山)、大洗海岸、海岸サハラ砂漠、ゴビ砂漠、絶壁(ヨセミテ、アルプ

ス、ヒマラヤ)、大きな水車、風力発電、津波、噴火、孤島各種、都市と農村 

復興と放置されているものの落差(再建と放置、集まっているものと分散したもの、対比的な映像

を繰り返す)、孤島 

原発の場面では、ゴジラとアトムを随時数枚入れる。 

復興と放置の落差、海岸沿いと内陸の落差、 

 

落差は、運動の源であり、生命の源である。 

落差のある場所で、人間は落下し、内外の圧の違いの場所に、選択的透過性が生じる。 

落差は、世界に非対称性を生み出す境界のことである。 

落差の蓄積は、予想をはるかに超えた激変を生み出す。 

孤島とは、落差そのもののことである。 

津波とは、突如出現した巨大な落差への反復的な揺れ戻しである。 

 

落差から開始される動きは、一つの自己組織化となる。 

自己組織化は、途上でつねに新たな落差を生み出すプロセスである。 

新たな落差の回路に入ることで、それ自体は消えていくプロセスがある。 

結晶は、まさに溶液から外に出ることで、新たな落差を生み出す。 

急激な落差は、真空を作り出す。真空の周りには回転運動が生じる。 

回転運動の中心の真空に向かって、空気は一挙に上昇する。 

それを人は竜巻と呼ぶ。 

 

どのようにしても落差を生まないもの。そしてそれ自体では、消えてなくならないもの、それを人

間は「ゴミ」と呼んでいる。 

ゴミを移動させることを、人間の言葉では「処理」と呼ぶ。 

移動はできるが、捨てることのできないゴミがある。 

 

現状以上に変形も変換もできないものもゴミである。 

冬の石油ストーブの周辺には、熱というゴミが発散されている。 

ゴミのただなかにいるものは、ゴミに取り囲まれて暖かい。 

大気中から二酸化炭素だけを取りだして液化し、海洋や地中に埋めている。 

ゴミの中には、次の出番をまっているものもいる。 

シェール・オイルを撹拌するために使うという。 
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北京を澱ませ闇にする小粒子がある。 

それは PM2.5 の 5 倍以上ある大きな粒子である。 

PM2.5 は人間の眼にはみえない。 

見えない小粒子こそ、肺や気管を蝕んでいる。 

 

放射性元素は、減っても消滅することはない。 

長崎市の被爆地周辺の平均寿命は、いまでも低い。 

このゴミには、空間がない。 

あらかじめ飛び交う空間を指定できない。 

非空間的核都市。 

閉じ込めることのできないゴミがある。 

圧縮できないゴミがある。 

 

火の制御は、文明の歴史そのものである。 

それはなんどもプロメテウスを蘇らせてきた歴史である。 

原子力は、人為的な火であり、プロメテウスがいまだかたちを取ることのできない火である。 

原子力は、作品世界で、二人のスーパースターを生んだ。 

アトムとゴジラである。 

アトムの動力は、原子力が想定されており、ゴジラは放射能変形動物である。 

 

人間も異なる理由で落差を作ることができない。 

だが人間だけは、ゴミになれなれず、ゴミになってはならないのである。 

ここに自然界の例外条項がある。 

そこに倫理があり、文明の制約がある。 

 

 

[音入れ]寺井直子・ファーストラヴ 

蝋燭各種、教会、ステンドグラス、当時の津波の映像各種、津波の映像と噴火の映像と原発の映像

を交互に入れる。 

新たに出現する島、流れてしまった集落の更地、長崎、広島のドーム、チェルノブイリの現在、ス

リーマイル島の現在、ギリシャのエトナ山 

 

およそどんなものも人間ほど高く育つことはない、人間ほど深く滅びることはない。ときには自分

の苦悩を深淵の闇とくらべ、幸福をエーテルとくらべる。しかも、それでもまだ言いつくされはしな
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いのだ。   ヘルダーリン『エンペドクレスの死』 

 

人間の可能性をかけた実験がある。前例がなく想定外だから、なお遂行しなければならない実験が

ある。頭も身体も、思うようには動いてくれない。だがそれでもさらに捨て、再度開始しなければな

らないことがある。 

 

まるで開始することが一つの希望であるかのように開始しなければならないのである。終わること

のない開始がある。 

 

世界には、調停しにくい根本的な断絶がある。主観と自然との間に、有機的なものと非有機的なも

のの間に、精神と言語の間に、普遍と個の間に、愛と憎の間に・・・。これらをヘルダーリンは調和

させようとはしない。だが対立したまま和解することができるだけではなく、対立するからこそ、和

解することができるという経験の層を探り当てようとしている。 

 

対立を論理や技巧で克服するのではなく、どこか経験を越えたところに救済を求める(形而上学)の

でもなく、対立を統一してくれる第三項(生命)へと向かうのでもない。 

 

和解は、芸術的な美の出現のように「今」においてしか成立せず、それは争いの最高の産物でもあ

る。その瞬間、本来組織化されようのないものが一つの「個体」となる。だが個体化が出現するとた

だちに普遍化、一般化が生じて、個体そのものが解体する。こうして個体は、際限のない生成プロセ

スに入ることになる。個体は感情において感じ取られているだけであり、意識はそのことを知ること

ができない。 

 

非組織的なもの、すなわち組織化以前のものが繰り返し組織化され、個体が出現するが、それは普

遍化されてただちに一つのモデルや規範となり形骸化する。そのときすでに次の組織化が開始されて

いるはずだが、多くの場合それは見落とされてしまう。調和なき断続的な和解、これは確かに一つの

実験たりうるのである。 

 

和解できないものがどこかで一致するのでなければ、一まとまりの現実性が出現することは不可能

になる。だが和解することのない基本的な事態がなければ、そもそも感覚の現実性が成立しない。ま

ったく和解した世界では、もはや何も感じられず、何一つ認識する必要もない。ただ世界はそのよう

にあるだけである。 

 

エンペドクレスは、自然哲学を、詩で描いている。そこに使われている道具立てが、「愛」と「争
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い」(憎)である。 

愛は四元素の結合原理であり、争いは分離の原理であるが、同時に愛は同質性を超え出て、同質的

なものを分離していく原理であり、争いは異質なものの結合から同質的なものが分離し、同質的なも

のが集まる結合原理でもある。

それこそ語られなければならないのに、論理化したとたんに失われてしまうのである。ここにシス

テムの新たな論理が必要となる。

エンペドクレスは、誰にも通じない言葉を語り続けて、みずから去る以外に現状を変えることがで

きないと覚悟する。去って行っても何も変わらないことはわかっている。だがそうするよりないので

ある。

去ることによってはじめて現実を形成する言葉がある。

去ることによって、その一歩先で何かが通じることがある。

去ることによって、はじめて現実の落差が形成されることがある。

[音入れ]愛と青春の旅立ち 

フォアロマーナ、ドレスデンのバスタイ、モネの庭、一面のコスモス、睡蓮、モンゴルの草原、

良い記憶の数だけ、良い人生である。

これは生活に投錨された記憶の基本規則である。

だが過酷な記憶は、良い記憶と相殺されることはなく、また量として計量することもできない。

薄れゆく記憶は、記録のかたちをつうじて繰り返し思い起こすことができる。

写真も使い慣れた道具も家屋ももはやどこにも存在しない。

忘れることと想起することは、いずれも一つの組織化である。

想起するたびに、記憶は再編される。

そこに感触が付きまとう。

この感触は、どこか感傷に似ている。

だがこの感触を調整能力として活用することはできる。

再度立ち上がること以外には選択はない。

だがそれは選択でさえない。

立ち上がることが、一つの希望であるように立ち上がることはできる。

そして、それは新たな希望の語りを創出することでもある。
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平成 26 年度刊行研究年報  

『「エコ・フィロソフィ」研究』第 9 号  所収論文  

Ⅲ  ―TIEPh 第 3 ユニット 環境デザインユニット― 

 環境とは身体の環境である。意識もしくは主観性は、その事態をまるで上から見下

ろすように、環境のなかに身体を置きいれ、環境のなかに身体があるかのように思い

描いている。環境の概念史をたどると、環境は客観性の総体という認識論のなかで登

場する。これがユクスキュルやハイデガーの環境世界となると、存在そのものを取り

巻いているような周囲世界となる。この周囲世界は、認識をつうじて捉えられたもの

ではない。意識もしくは主観性にとっての環境ではないとしたら、いったい何にとっ

ての環境なのか。周囲世界が身体にとっての環境であるとき、身体と環境のかかわり

は、およそ認識で捉えられるようなものではない。あるいは認識にとっては、このか

かわりは、際限のない奥行きと底深さをもつ自明の事象である。  

 身体はみずから存在する。物もみずから存在する。それが「自体」An sich である。

自体は認識で知られるが、認識によってはじめて自体になるわけではない。自体のカ

テゴリーはどの程度のものが必要とされるのか。いまのところなお見渡しができるも

のではない。このカテゴリーを取りそろえるために、身体表現、身体再生、身体技法

等々の領域で、考察が必要とされている。そこに向かって、さまざまな企てを行う作

業が必要とされる。  

 身体表現は、みずからを表現するものである。しかし身体の動きのかたちを見ても

らうようなものではないはずである。いったい何を表現しているのだろうか。最終的

には、みずからが身体であることの表現であるはずである。しかしそれはみずからが

そうあることと、同時にそれがひとつの表現であることが一体となったような事象で

ある。ここに向かって、何度も何度も繰り返し試行錯誤を行っていくよりない。  
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イーストコースト・エクスプレス 

 
河本 英夫（文学部） 

 
 

 
 
 

 ニューヨークには巨大な再生力がある。再生に向けた無数の企てがある。果敢な企てを実行し、さ

らに自分で調整する。これは内部から調整力を生み出す仕組みでもある。たとえば多くの死と隣り

合ったままでは、再生には余分な抑止がかかる。だが多くの死を忘れることもできない。ここに記憶

の工夫が必要となる。リセットと忘却は、実は同じことの両面である。だがこれらは簡単には両立は

しない。ただたんに忘れることとは異なる忘却が必要となる。事実市の中心部で、あれほど多くの死

者を出したはずである。それは気の重くなるような事実であり、深刻な思いに浸されるほどの出来事

であったはずである。にもかかわらずそれでもなお次の選択肢を見出していくのである。 

 内面化されてしまった物事は、もはや思い起こす必要もない。誰にとっても自分の歩行を思い起こ

すことはできず、日本語の発話を思い起こすこともできない。思い起こせるのは、ある時点のある場

所での歩行の像であり、日本語を話している像である。像の記憶とは異なる回路で記憶され、作動し

ている多くの記憶がある。これらはラリー・スクワイアーによって「非宣言記憶」と命名されたが、

そこには多くのモードがある。これらは認知科学の実験には容易には引っかからない。歩行している

とき、どの程度それが記憶に依存しているのかは判別できないからである。そのため逆に非宣言記憶

のような補集合の総称になってしまっている。この総称のもとにいったいどの程度の種類の働きがあ

るのか。行為のさなかにある事象やプロセスのさなかにある事象は、想起するさいに静止画像を思い

出すような仕組みにはならない。それはいったいどのように作動しているのか。これらはいまだ人間

が踏み込めないでいる課題の一つである。ニューヨークには記憶にかかわる多くの工夫と事例がある。 

 

 

１、追憶と再生 

 たとえば死を悼む。それはほとんどの場合、死をひきずることでもある。誰の死も、他によって置

き換えが効かない。置き換えが効かないということだけが、最後に残されたかけがえのなさでもある。

私の親族は、2013 年 10 月と 2014 年 5 月に相次いで亡くなった。それらの親族の一人は、抑鬱と統

合失調性の行動異常を繰り返し、いまなお立ち直れないでいる。そうした反復のなかでも、その親族

は病とは異なる回路を探り当てようとしている。精確には、ただひたすら必死である。だが一歩踏み

出すことができないでいる。そして知力の低下と増大する病弱さを「自分であること」の最後の拠り

キーワード：グラウンド・ゼロ、ハイライン・パーク、 
バイオスクリーヴ・ハウス 
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所にしようとさえしている。それはおそらく緩慢な死という人間的な誠実さの別名でもある。死に遭

遇するというような場面で、リセットという選択肢をもつことは容易ではない。 

死は、実は誰にとっても自分に起きることではない。生の延長上に死があるというのは、観察者の

言い分である。そこに倫理を含めた物語が出現する。生の先には死が待ち構えている。これがアリス

トテレスからハイデガーまで繰り返された「生の目的論」である。安らかな死のための禁欲と、所詮

死ぬのだから精一杯の欲望の充足を訴えることが、同じ一つの事柄の両面になる。欲望を極力抑える

という抑制と、どうせ死ぬのだから精一杯欲望のままに生きるという居直は、実は同じ勘違いの上に

成り立っている。こうしたヘレニズム思想の両極は、同じ地点にいきつく。安らかな死を願う、とい

うものである。終着点から割り当てられたやすらかさ。何か筋が違うのではないか。 

その手前に無数の断念がある。「見るべきほどのものは見つ」(平家物語)、「生きるも死ぬも一度限

り、すでに十分に生きたわ」（織田信長・本能寺）、「一期は夢よ、ただ狂え」（時宗）。これらはいずれ

も気持ちはわかるのだが、どこか気負い過ぎている。気負わなければ対面できないのが、死という現

実である。終わりという拠点から、生を、自己を、そして人間を意義付けようとしている。そしてこ

れこそが、人間の可能性の桎梏となる。 

 20 世紀の後半に、こうした人間の死にまつわる気負いを組み替えようという議論が、いくつも展

開された。ドゥルーズ、ガタリは、死に対して「器官なき身体」を提示している。身体はなにかに役

立とうとして存在するのではない。役立つものは、やがて役割を負える。機能的なものは、やがて機

能の低下を招く。そして身体の停止がやってくる。これは個々のプロセスを終わりから再編する伝統

的な議論である。これに対して器官なき身体は、何かに役立とうとはしていない。ただみずからを消

尽するだけである。終わりという目的に向かうのでもなく、終わりから割り当てられた現在の位置価

を全うしようとするのでもない。だが誰しも消尽した先が死である、と言いたい誘惑に駆られる。そ

れが観察者の気負いなのである。死はどのような意味でも自分にやってくるのではない。ドゥルーズ、

ガタリは、アリストテレスの目的論に、別建ての回路を設定しようとした。これによって少なくとも、

どのようにリセットを続けるかに、議論の力点を移動させることができる。自己組織化やオートポイ

エーシスが向かったのが、こうした議論である。 

 死に抗するもう一つの戦いは、アラカワ＋ギンズによって開始された。人間の思想を制約し、ヨー

ロッパ思想にことごとく色合いをあたえた「死」に対して、「私は死なない」と端的に宣言したので

ある。死を起点とする一切の議論を別様に転倒するための施政方針綱領が、「死なないために」であ

る。そして 2010 年 5 月にアラカワは死に、2014 年 1 月にマドリン・ギンズが亡くなった。人間の

可能性の一歩先を言い当て、可能性の拡張へと向かうためには、彼らには「死」という固有観念を断

ち切る必要があった。そこから数々の名言も生まれた。その一つが、「不可能故に、我信ず」である。 

この現代の「黙示録」は、深刻さや気負いとは無縁で、どこかコミカルで冗談めいている。アラカワ

は自殺は絶対に許容できないと語る。自殺しようとするものは、処刑にあたいするという。これはそ

れじたい手の込んだ冗談である。アラカワとギンズは、「深刻さとは軽薄なことだ」というゲーテに
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もニーチェにも見られる感性の贅肉のなさを共有していた。アラカワはいつも、「河本さんの文章は

軽い」と言っていた。この場合、人間が死ぬというのは、言ってみれば「気のせい」なのである。こ

うした軽さと笑いは、一方では免疫力を高めることに寄与し、他方では遊びが創造性につながる回路

となる。 

 3000 余名の死者の鎮魂と祈念のためには、力強くしかもソフィストケイトされた施設が望ましい。

深刻に過度に意味を帯びさせるのでもいなく、壮大な儀式でもなく、簡素でかつ際限なく奥行きのあ

る記念碑が望ましい。それが「グラウンド・ゼロ」である。どこまでも再生に向け、しかも方向を限

定しない自在さがある。それは人間の身の丈を超えた大地と水と深さから成る。そして可能な限りの

装飾を排する。嘆くのでもなく、忘れるのでもない。主張するのでもなく、黙して語らないのでもな

い。感情を抑止するのでもなく、大袈裟に叫びだすのでもない。叫ぶこと以外の何かを実行しなけれ

ば、その場に居続けることも難しい。 

何かを実行するように促す場所があり、その場に居合わせて想起することが、別の回路を見出すこ

とにつながるように場所を設定することができる。こうした想起こそリセットである。ここには想起

するさいに別様の現実に踏み出すことにつながるような工夫がある。特定の方向に誘導するのではな

い。皆に同じ感動をあたえるのでもない。ただ個々人がさらにそこで何か一歩踏み出すように促すの

である。それが簡素さのもつ奥行きとなる。どのような言葉も、次の言葉を引き出すためのステップ

であり、どのような行為も次の行為を生み出すためのステップである。何かが始まるためのステップ

として、場所を設定し、それ以上に何も制約しないこと、それこそ「ゼロ」であり、無限の奥行きで

ある。 

これは感情の活用の問題ではなく、自分自身への覚悟の決め方の問題でもない。ある場所で選択肢

を開く。より多くの選択肢が開けるように場所を設定すると、各人はそこで想起をつうじてみずから

であることと、次の一歩へと向けた選択におのずと直面することになる。 
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ハイライン・パーク（ウエストサイド 10 番通り）は、かつて 2 階を走っていた貨物鉄道網を、そ

のまま公園として作り変えたものである。すでに不要となった異物・廃物を作り変えて公園としたの

である。不思議な情感と爽快感がある。歴史的経緯は、マンハッタンのロウアー・ウエストサイドに

ある多数の会社と倉庫の間を貨物運搬するために 1929 年に高架線路として設定されたものである。

やがて物流の形態はトラック輸送が主力となり、1960 年には一部が壊され、1980 年までには貨物列

車輸送は、廃止されている。こうして鉄道線路網だけが、異物となり、多くの場合景観を損なうだけ

のゴミになりかかっていた。それを 2002 年から NPO フレンズ・ハイラインが都市設計に組み込む

ような活動を行い、2006 年に着工されて、長距離の高架公園となった。 

2 階を歩道として活用するだけで、都市や建築物の景観は一変する。たとえば大学の校舎間の移動

は、すべて建物の間の 2 階の歩道になっていれば、キャンパス風景は変わってしまう。筑波大学と仙

台の東北福祉大で一部実現されているが、景観が 2 階とそこでの歩行という位置から構成されてく

る。地面は一般に静止のための場所である。建物は静止という位置から配置をあたえられている。と

ころが 2 階は、もともと移動のための場所である。もちろん移動の途中に休む場所も設定されている

が、基本的には移動という動作によって、また移動という動作をつうじて成立するように作られてい

る。この作り変えの構想力は、都市建設に別の選択肢を提示している。静止とは異なる機能性で成立

する建築物である。 

 

 また 2 階という高さを移動することには、独特の情感がともなっている。2 階という高さは、3 階

以上や屋上からの景観とは異なる。2 階は、鳥瞰的な図柄をあたえる高さではない。全貌を見渡すよ

うな見晴らしをあたえるものではないのである。つまり 2 階は、上でもなく下でもなく、それじたい

が一つの宙吊りである。宙吊りの空間は、基礎にも頂点にも回収されることはなく、固有の視野と速

度感をもつ。それらは歩行速度とともに過ぎ行くものであり、ゆったりとした時間のなかで歩行速度

に応じて、過ぎ行く速度を変える景観である。この速度感に釣り合うように、木、低木、植物を配置

している。この公園での自転車、バイク、スケートボードは禁止されている。 
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 過去の経済的インフラを、時に応じ、老朽化に応じて、散歩のための公共の施設に代えていく。別

様の働きとして再生していくのである。以前の貨物線路の痕跡を残しながら、それを公園の構造部材

の一部として活用する。ここにもリセットの仕組みがあり、それはニューヨークシティの雰囲気とも

なっている。ゴミゴミとした、どちらかと言えば美しくはない市である。少なくともオシャレな街並

みではない。ただしプロセスとしてのリセットの仕組みを到る所に組み込み、あらゆる場所でそれら

を作動させ続けている。 

 

 

２、アラカワという出来事―――思い出の一歩先 

 アラカワは、20 世紀後半で見れば、世界で 10 本の指に入るほどのアーティストである。建築家と

して見ても、10 本の指に入るほどの革命的な建築家である。彼自身が一つの出来事であり、事件であ

る。それでもアメリカでやっていくことはほんとうに大変である。よほど実力と才能がない限り、一

発屋で終わってしまう。アラカワとギンズがある州で文化講演会を行ったとき、聴衆の一人が勝手に

壇上に上がり、パワポで映像を示して、人間の身体が穴だらけであることを示すようなものを提示し

たことがある。人間の身体を二万倍程度に拡大すれば、穴だらけに見える。裸眼ではそれが見えない

だけである。 

透明なコップに入れた水は穴だらけである。そのため水をとおして、水の向こうが見える。ところ

が水の穴は裸眼では見えはしない。これと同じで、身体も見えなくても穴だらけだというような映像

を、他人の講演会の最中に壇上に上がり提示した人物がいたらしい。このときの映像が会場全体に大

騒ぎを引き起こし、アラカワ・ギンズの講演会は、ほとんど中止に近くなったという。こんなことが

起こる国である。アメリカの講演会では、毎回エキサンティングで挑発的なことを語り続けなければ

ならない。しかもどこかで根本的なことに触れていなければならない。そのためには毎日の日常生活

で、事件のような出来事に遭遇し続けなければならない。アラカワやギンズにとって、それは制作の

一コマに組み込まれた小さな刺激であったのかもしれない。 

エンパイヤステートビル近くのマンションの 20 階以上の階で、窓から飛び降り自殺を図った老婆

がいる。決意と覚悟のダイビングである。ところが強いビル風のためか、数階下の窓の開いた部屋に、

偶然吹き込まれてしまい、一命を取り留めたと言うべきか、死ぬことに失敗したと言うべきか、とも

かくもほとんど怪我もなく、数階下の他人の部屋に降りただけという事件が起きたことがあった。ア

ラカワはそのニュースを聞くと、ただちにその老婆に会いに行っている。このときには何を聞いても、

老婆はほとんど何も語らず、ただ黙っているだけだったという。 

ロサンゼルスのカルロス・カスタネダにも会いに行っている。例のシャーマニズムと哲学を合体さ

せたような教義を展開したチリ出身の宗教家である。1 週間ほどカスタネダの住所に訪ねつづけたと

いう。カスタネダは、ぼろぼろと泣くばかりで、ほとんど何も話さなかったという。 

アラカワがキリコに手紙を出して会いに行ったとき、キリコは世界中から植物性、動物性の油を集
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めてさまざまに混合し、「永遠に乾かない油」を作ろうとしていたという。どんな油でも数百年経て

ば乾く。そうなれば色合いが変わる。それを防ぐためには、乾かない油が必要となる。それをキリコ

は自分で作ろうとしていたようである。当時アラカワはキリコからまだ学べるものがあると考えてい

た。ほどなくキリコは亡くなるが、そのとき大型のトラックが数台やってきて、家のなかにあったも

のをすべて運び出したようである。バチカンからトラックが差し向けられたとのことである。人類の

財産として、バチカンが引き受けるのである。これがヨーロッパである。 

アラカワが帰国し日本に滞在している間に、私は何度もアラカワに会い、本当に多くのことを話した。

ほとんどが半蔵門にあるアークサイドホテルのラウンジで会ったのである。会えば 1 回平均 6，7 時

間話し続けていたと思う。東京荒川事務所の本間桃世社長に次ぐほど、私は多くの時間アラカワと過

ごし議論した。 

あるとき通路という仕組みがおかしいという話をしたことがある。歩行にともなう足音が後ろに流

れていく、という話をしたと思う。誰であれ、歩けば自分の足音は背後に遠ざかっていく。このこと

が過去と未来の間に動かしがたい区別を作り出してしまう。過去は背後に流れ去り、未来は前方から

やってくる、というのである。そうだとすれば、足音が、前方からやってくるような通路を作ること

ができるはずである。その通路では足音は前方からやってくる。こんな話をすると、アラカワは、い

つものように負けてたまるかという調子で、足音は歩行者の右から左に流れていくというような通路

にしようという話を持ち出してくる。歩行は前後という線型性を作り出す。この線型性こそ、世界を

狭くしてしまう。行為の結果がつねに因果関係として働き、そこに現実性を作り出してしまう。地球

の物理的現実では、多くの場合そうなるが、必ずしもそれがいつも起きるわけでもない。そこに別様

な現実性の選択肢を設定しようとしたのである。 

 長い付き合いのなかで、一度だけアラカワは、私と口をきかなくなったことがある。私が、「どの

ように細かく制御しても、制作者にとっても予想外のことが起きる場所がある」、ということを言い

始めた頃である。奈義の龍安寺では、行為に対して、神経系の形成速度が速いために、誰にとっても

本人にも分からない事態が起きるという主張をしたときである。アラカワには、このことは認めるこ

とはできない事であったようである。アラカワの作品は、徹底的に工夫し細かく計算して出来上がっ

ている。すべては計算のなかで示されたような効果をもつはずである。ところが奈義の龍安寺のよう

な場所では、神経系に関与する光や重力の効果で、神経系の可動域がどんどんと広がり、そこに半時

間、1 時間と佇むうちに身体の感覚さえ変わってしまう。子供たちは、そこで邪気なく遊びながら、

そうした可動域の拡張を行うことができる。つまり計算し想定された効果を超えて、そうした建築は

働き続け、何度もリセットを繰り返す。 

自己組織化では、こうした事態は当然のことに思える。しかし何故かアラカワはしばらくはそのこ

とを認めず、会っても眼も合わせず、会話もしなかった。ところが 3 か月ほど経ってから、ニュー

ヨークのアラカワから電話があり、私の言う通りのことが起きると認めたのである。何か筋の違うと

ころに引っかかって、アラカワは素直に認めることができない理由があったのである。 
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 アラカワは英語はうまいが、自分で英語の文章は書かなかった。マドリン・ギンズに話しかけ、議

論して話がまとまっていく。さらにそれを詩人のマドリン・ギンズがとても凝った文章に仕上げた。

つまり一読しても解読できないような文章を書いたのである。訳者がほとほと困り果てるような文章

になって、それが公開された。アラカワは、そのことの意義を説明しなかったが、言語を複数個組み

合わせるような文章が出来あがっていった。ギンズはフランス語の慣用句にそのまま英語の単語を置

き換えて描くような癖があった。 

そんな文章を日本語に訳すことは容易ではない。意味を理解して、意訳したのでは、元の文章の異

様なほどの雰囲気は消えてしまう。つまり謎解きをして意味を理解することは最初の第一歩である。

分かる形までは、ともかくも解読する。それをわかる日本語にしたのでは、元の文章の感触がほとん

ど伝わらない。そこで再度文章の中の個々の単語が日本語のどこかに痕跡が残るように、日本語に無

理をかけるのである。少々不自然であっても、その無理が原文の異様さを感触として伝えるように、

日本語を選んで訳文を作り出していく。そうやって翻訳したのが、『建築する身体』である。1 冊の本

だから、どのようにしても意味不明の箇所が残る。そこでマドリン・ギンズにメールで手紙を書き、

易しくリライトしてくれと頼みこんだ。おそらく 30 箇所程度は、リライトしてもらって、それをも

とに訳文を組み立てたのである。 

 アラカワとギンズでは、向かおうとしている企ては、ほとんど同じ方向に向いており、人間の能力

の拡張に向かっていることは間違いないところである。ただし基礎的な基盤として何を元にしながら

構想を進めていくかはかなり異なっていた。たとえばカオス理論に対しては、二人とも大賛成であっ

た。アラカワは生態心理学には比較的に寛大だった。ところがギンズは、オートポイエーシスを基礎

においていた。このことは 1996 年にアラカワとギンズが来日し、そのさいのリセプションでのギン

ズの講演からもわかる。この時期のギンズは、オートポイエーシスを連発していた。 

 アラカワは、よく細かな科学の動向について私に聞いた。人工生命は、どうして前に進まないのか

ということが話題になったことがある。人工生命は、コンピュータのディスプレイ上に示された物体

の運動であり、その物の仕草がどこか生命に似ているというものである。ただし空間がディスプレイ

という人工空間に限定されている。物は運動をつうじてみずからの空間を形成する。空間をどうする

かで、建築には膨大な可能性があった。 

 アラカワの周辺には、生態心理学に傾注している人たちが多くいて、アラカワにも議論を仕向けて

いたらしい。ギブソンの高弟たちが、生態心理学の陣営から次々と去っていくことをアラカワは不思

議な思いで見ていた時期があった。どうしてそうしたことが起きるのかと私に聞いた。生態心理学は、

知覚と環境情報との関連を問い、その知覚と運動との関連を問う心理学である。たとえば眼前に迫っ

てくる物体を知覚するとき、何を知覚するのかを実験的に問うのである。すると物体が自分に到達す

るまでの時間を知覚しているというのが、実験での解答となる。ギブソンの高弟の一人であるデー

ヴィット・リーが明らかにした仕事である。ところが迫ってくる物体に対して、それを避けることも、

手で受け止めることも、場合によっては顔面で受け止めることもできる。こうしたことができるため
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には、身体のもつ選択肢に見合うような時間と空間との変換関係が成立していなければならない。そ

うでなければ避けることさえ難しくなる。 

実験的な研究は、指標の取り出しを前提としている。指標の取出しは、知覚の本性でもある。そこ

に生態心理学研究の基本があった。知覚とは、そのなかに直観的な指標の取出しを含むプロセスであ

る。ところがその指標のなかでの情報に基づいて、行動が行われると生態心理学者は考えて行った。

それによって指標があらかじめ前提のように扱われることになった。実験科学ではしばしば起こるこ

とである。 

 ニューヨークシティ北部のイーストハンプトンという避暑地に、「バイオスクリーヴハウス」があ

る。今回はそれを視察した。片道約 3 時間の道程である。バイオスクリーヴハウスの作りは大きいが、

基本的な構想は三鷹の天命反転住宅と同じであり、実際の建築の手続きは、マドリン・ギンズが陣頭

指揮を執った。その時期、アラカワは三鷹ロフトの建築にかかりっきりだった。このバイオスクリー

ズハウスには、三鷹ロフトで経験できるような細かさがない。建築途上の資金の流入の変更もあった。

建築ではしばしば起きることであり、思うようにできなかった建築である。途中で施工主も変わって

いる。それでも天命反転系の建築である。それ以上に実際に建築を行う業者の問題もあった。避暑地

のイーストハンプトンの数名の地元の業者が行ったようである。おそらくその業者にとっては、無理

な注文が課されている、と受け取るタイプのものである。つまりやっとやっと注文に応えたという建

築物である。 

 天命反転系の住宅は、そこにいるだけで何かの行為を誘発するように作られている。鉄柱があれば、

おのずとそれに登ってみたくなる。同行した稲垣諭さんは、すぐに登りはじめ、天井にタッチすると

降りてきた。何度か登っている間に、どんどんとうまくなって行き、力を籠めるところと抜くところ

のはっきりとした区分が動作のなかに出現し始めた。こんなときにも立て続けに実行しようとしない

で、次の機会まで間をおくのである。これが記憶による形成力であり、次の機会には身体はおのずと

リセットされている。このリセットと再組織化の働きを活性化する仕組みが、天命反転住宅の要であ

り、それが何によってもたらされているかは、経験科学的にははっきりしない。 
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 歴代の革命的な建築家には、設計図が残るだけの人が多い。実際に作るところまでは行かないので

ある。資金の出し手が見つからない場合もある。それ以上にそれを作るだけの建築の技術水準に到っ

ていない場合も多い。イーストハンプトンのバイオスクリーヴハウスと三鷹ロフトとの最大の違いは、

三鷹ロフトには球形の部屋があることである。球形の部屋は、多くの建築技術がなければ、作り出す

ことさえ難しい。竹中工務店のような世界最高水準の技術をもつ建設会社でなければ、できない部分

が多い。養老天命反転地でも奈義の龍安寺でも三鷹ロフトでも、球の活用が天命反転系の建築の最大

の特徴であるが、実際には簡単に作れないのである。球の小部屋を作ると壁が一定の厚さになるため

に、たとえば入り口の切り込みにおのずと傾斜ができる。この傾斜は球面の一部であるのだから湾曲

していなければならず、しかも正面から見て直線でなければならない。この球と直線の変換関係を含

むのが、球形の部屋である。これが現在自閉症の治療に活用されている。 

 設計から建築物の実現に到る間に、別のプログラムが作動

しなければならない。たとえどのような構想で設計図や見取

り図を描こうとも、物理的な建築として作り上げていくため

には、そこに職人の集団が関与する。アラカワは、職人は自

分のやりたいことしかせず、アラカワ自身が実際にやってみ

せても、「はい分かりました」と言って、いっさい従わず、

それまでと同様に自分のやりたいことしか行わないらしい。 

職人は、不思議な人種だとアラカワは面白がった。その職

人が、自分たちで面白がり、設計図以上の設計を実現したの

が、三鷹ロフトである。設計図が直接実現することはない。

そこには翻訳規則のようなものはない。現実の物理的形態は、

身体とともに職人たちが作り出すのである。その間をつなぐ

人物がいる。現場監督である。現場監督の指示に従って職人が動くこともない。現場監督の仕事は、

プロデューサーに似ている。プロデューサーの仕事は、職人たちの動きを作り出し、最大限に能力を

発揮させることであり、大枠での制限と各部分作業の自由度を作り出すことである。 

 教員や治療者の作業にも、プロデューサーの部分がある。相手の経験の動きを作り出し、相手の経

験がもっとも動きやすい所に誘導し、そのことをつうじて経験の自由度を獲得したり、経験の境界を

変えたり、経験の制御の仕方を本人が修得するように促すのである。シラバスに合わせて、知識を習

得させることは、実は教育でもなんでもない。たとえば「瞬間」という事態は、どのように経験すれ

ばよいのか。瞬間には幅がある。瞬間は、それを指定したときすでに過ぎ去っている。こんなふうに

言葉で押さえて行ったのでは、言葉の意味解釈になってしまう。むしろたとえば戯曲のなかの変化の

場面を経験させた方が良い。たとえばあまりその日うまくいかずがっくりとした気持ちで新宿の裏通

りを歩いていると、小雨の中をその日満足にエサを得ることのできなかった痩せた犬が前方から歩い

てくる。こんなときにあんな犬に会うのかと少し距離を取ると、犬も道路の端に身を寄せようとして
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いる。そのときである。偶然、この犬と眼が合ってしまい、双方ともになにか気まずい思いを抱えて、

少し足早に歩きはじめる。こうした変化の出現する場面を瞬間の経験として取り出すことができれば、

「瞬間」の経験は動き始める。経験を動かさなければ、意味理解になってしまう。意味の理解ではな

く、経験の動きをつうじてそのプロセスを感じ取るのである。 

対人関係は基本的に相互理解から成り立つと思われている。ところが理解ではなく、相互の経験が

もっとも自在に動くように、互いが他の媒体になるような関係を形成することができる。こうした関

係が「カップリング」である。何故だかわからないが、ずっとうまく行為できるようになった、とい

うのがここでの成果である。こうした経験の動きを作り出す部分が、プロデューサーの仕事である。

そしてそれは教育にとっても治療にとってももっとも必要とされる部分である。 

 ニューヨーク市街地の衣料品店の階段に、ギンズが作っ

た建築物がある。実はこれは外見だけ天命反転系の住宅に

似せた見世物である。見世物でも悪いわけではないが、「行

為とともに変化する部分を含む」という必要条件が欠けて

いる。これでは知識としてだけ記憶されても、体験に通じ

る回路がない。そこを通過するたびに想起と踏み出しをつ

うじて経験がリセットされるのでなければ、ただの見世物

になってしまう。「そこでの行為がそのつどリセットされる

場所」が、「天命反転」の内実であり、必要条件である。も

ちろんバイオスクリーヴハウスに誘導するための市内イン

センティヴの提供でもよいのだが、少なくとも階段にはエ

スカレータに乗るよりもさらに面白く感じられる工夫が必

要である。階段は、建築の構造部材の一部であり、建築全体の強さを支えている。そこに工夫を導入

する。たとえば階段の三分の一は、凸凹でもよいのである。それにしてもアメリカの職人は不器用だ

と感じられる。 

アラカワの居住兼事務所は、5 階建てのビルである。そこには多くの作品が残されている。遺稿も

多い。管財人が押さえているために、現在まだ自由に使うことができない。壁に立てかけられている

作品では、クレーやキリコが晩年に取り組んだポリフォニー（多重性）のさらに一歩先を行く作品群

が構想されているようである。おそらく空間そのものを多重化させる試みである。世界はつねに多重

に重なっている。その多重性のなかで、さらには多重性の隙間で、あるいは多重性の交叉で、いった

いどのような経験が成り立つのか。こうした課題にいつか取り組みたいと思う。 

 

 

３、動く島 

サイエンス・バージェ（平底船）は、多くの教訓をあたえるものとなった。ある意味で、エコと称
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する企てが、何故貧相になり、多くの者たちを感動させるところまで行かないのかの理由を示す教材

でもある。かりに海上での生活が可能になれば、人工の島でのタイム・スパンの異なる生活圏を形成

することができる。しかしそれは、もっと大きな構想力で作り出されなければならないものである。 

 エコを標榜する施設には、共通の特徴がある。自然性に回帰することを訴えながら、不自然なほど

作為的なのである。ビルの屋上にイネやムギを植えたり、植物を育てることは、どこか取ってつけた

ような無理がある。アメリカのような広大な土地が余っているところも、日本のように茨城県全域ほ

どの耕作放棄地があるところも、土地が不足するからビルで穀物を植えるのではない。屋上の植物栽

培は、屋上の面積と光を活用しているだけである。 

エコの基本は、現にある自然条件や文化環境条件を最大限に活用する工夫のことである。エコはギ

リシャ語のオイコス（家）から由来し、エコ=ノモス（家の規則）が経済学となり、エコ=ロゴス（家

の論理）が 19 世紀の後半にヘッケルによって造語された。経済学も生態学も同じ意味だが、もっと

も無駄の少ない経済性に向かうようにするのでなければ、作為性が前に出てしまう。ヘッケル自身は、

結構な生物学者で、最も原初的な生命体を、ライプニッツのモナドから名前を取り「モネラ」と呼ん

だ。モネラからすべての生物の由来を導くような壮大な系統樹を組み立てた。ラマルク・タイプの進

化論を構想していたのである。そこから出された有名な定式化が、「個体発生は系統発生を繰り返す」

という提言である。このタイプの進化論は、生命の起源や発生の場面では、なお有用な面がある。 

 人工の島は魅力がある。その島が動くのであれば、「ひょっこりひょうたん島」である。滞在しよ

うと望めば、一生をそこで終わることもでき、場合によっては数か月、数週間滞在することもできる。

現在は、巨大クルーザーに乗り、数週間の船旅となる。これが信じられないほどの費用がかかる。現

状では、贅沢な試みである。中国富裕層でも簡単に実行できることではない。それをかりにごく低価

格で提供できるのであれば、現状の生活の選択肢を増やしていることになる。 

人や情報から離れる場所がなくなってしまったのが、現在の情報社会である。すべては情報でつな

がっている。ある意味で巨大な情報ネットワークで、むしろ選択肢が減ってしまってもいる。山に登っ

ても山間の温泉に行っても、携帯やスマホで連絡を取っている。情報を断ち切らなければ、固有の経

験に入っていくことは難しい。壁を作って引きこもれば、ただの「引きこもり」である。これでは何

も変わらない。引きこもっても、匿名のツイッターで、次々と現状が発信され報告される。島に移動

ししばし海洋上にでてしまう。5 キロも沖合に出れば、「進撃の巨人」もさすがに追いかけては来ない

だろう。 

ところでどうやって島で暮らすのだろう。クルージングであれば、必要なものを陸から運び込み、

大量の物資を備えて洋上に出る。これでは島の生活にはならない。自給自足の生活条件を整えるため

には相当の工夫が必要である。 

 陸上生命体の持続可能性を維持するためには、水と光と土（植物のための滋養）は欠くことができ

ない。水は雨から備給するだけでは足りていない。ところが海水は周囲に無数にある。海水からの水

蒸気を受け止める自然の装置が「陸」である。海水からの水蒸気が大量の熱を含み、大気上層で真水
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として液化するさいに、大気圏外に熱を放出する。これが地表の熱を大気圏外に運び、地表付近の温

度を一定にする仕組みである。島では真水の確保が第一の課題となる。海水から直接塩分を分離する

ことは容易ではない。すると 24 時間雨水が作られる装置が必要となる。太陽光を使って、恒常的に

結露する蒸留水ができるようにするのだろうか。 

 土は、植物の本体を支える基礎的部材でもあるが、それじたいはスポンジで置き換えても良い。す

ると問題は土に由来する植物にとっての栄養である。植物にとっての必要な肥料は、窒素、リン、カ

リウムである。これらを地上から運び込むのではなく、海水と海産物から取り入れなければならない。

海洋性の昆布から取り出すことができれば、陸生の植物を栽培できるが、相当に大きな規模の装置が

必要である。海洋は濃度を薄める装置であり、そのため自然浄化力の母体となってきた。これに対し

て、土は濃縮の装置である。植物性の炭水化物があれば、1 週間ほどで動物性のタンパク質は作るこ

とができる。 

 この平底船にもいくつか工夫はあった。水が上から落ちて、植物に注ぎ、植物のために活用された

水が下の水槽に落ち、そこでは下に溜められた水で金魚が飼ってあり、その水が循環的に再度上から

注ぐ仕組みになっている。しかしこれでは金魚に別建てで餌をやらなければならない。金魚が餌とし

て最も必要とするのは、植物の死骸に由来する炭水化物であり、いくつかのアミノ酸である。また植

物にまとわりつく微生物由来の窒素化合物である。金魚の糞を再度植物に循環させるところは、物質

循環の基本形が実現されている。 

 一人の人間が、洋上で暮らすためにはどの程度の面積が必要なのかと思う。それによって最小限の

島の範囲（面積）が決まる。平底船を運営管理して説明してくれた人たちも、この船で暮らしてはお

らず、どこか近くの陸の上で暮らしているようである。現状では海岸付近の環境整備の一環として、

観光・教育付帯物の一つなのであろう。 

 海水と真水の分離は、生命体の進化にとって何を意味していたのだろう。細胞にとっての浸透圧が

大きく異なるために、両方で暮らせる動植物はごくわずかである。すると生態系の最初の境界は、海

659



水と真水の分離であろう。内陸でもカスピ海のように海水ほどの濃度をもつ湖もある。陸上の条件は、

強い紫外線と体重の重さと気温の大きな変動と有り余るほどの酸素である。光の量が圧倒的であるた

めに、聴覚に代わり視覚が認知機能では優位を占めるようになった。浮力がないことによる体重の増

加は、個々の動作の多様性をもたらしたはずである。気温の変動は、多くの生活パターンを生み出す

ことになった。冬場はただ眠るだけという贅沢ともいえる生活のパターンも生じた。一般には変化の

規模も速度も激しい。多様化の条件が厳しいために、一挙に夥しいほどの激しい増殖と激滅を繰り返

すような環境条件である。発生で見れば、短期間に資源を一挙に使い尽くすような急速な個体増殖が

起き、またたくまにその地域を覆っては、その後ほぼ絶滅するというイメージである。陸上では生け

る化石は難しい。かつて名古屋万博で、マンモスの冷凍保存された一部が展示されたことがある。シ

ベリアはかつて草原であり、そこに多くのマンモスが生育していた。1 万 8 千年ほど前に、地表付近

の温度が約 10 度ほど上昇し、そのためシベリアあたりにも大量の雨が降り、冬場にそれが凍り分厚

い氷ができて、真夏でも融けなくなった。永久凍土とはごく最近の出来事である。そこに閉じ込めら

れたマンモスが化石化しないまま冷凍保存されていたというのが実情である。 

 海水と真水の接点(界面)は、複雑さの大きな環境であるため、通常では進化の宝庫のはずである。

複雑な環境ではより多くの適応の回路があり、そこにさまざまな適応の仕方が出現するはずである。

ところが海水と真水の落差はあまりにも大きく、ひとたびそこで出現したものでも、生命の維持のた

めにはおそらくそこから遠ざからなければならないほどである。この落差を埋めて海洋上で活用する

ことは容易ではない。 

 

 

４、ボストン 

ボストンは、アメリカで最も古いと言われるほど古い町並みであり、教会と大学を中心に形成され

た文化都市である。どこかヨーロッパの都市に似ている。街の規模からすればフランクフルトと同規

模である。ここに MIT という世界有数の大学がある。ノーヴェル賞級科学者が多くいる。その水準

の科学者が自由に議論できる環境が形成されていれば、一般にアイディアも出やすくなる。建物にも

工夫がなされている。 

どこで人間はアイディアや霊感を得るのかはよくわからない。直観力の優れているものとそうでな

いもの、言葉で説明しなくてもわかるものと説明しなければわからないものの区別はすぐにできる。

言葉で説明しなければ分からないものは、言葉で説明しても分からない。実際には言葉で理解したこ

としか分からない。ここには言葉と理解の限界がある。 

 経験の限界辺りにある事象は、直感で捉えても外れることも多い。精神疾患や脳神経系の疾患につ

いては、繰り返しそうした外れ方をする。そのときそれをさっさと宙吊りにしておくほどの経験の軽

さ(自在さ)が必要となる。外れたアイディアを間違ったものだと考えないのである。とりあえず今す

ぐには役立たないアイディアだと、ペンディングにする。やがて思い起こせなくなるものは、もとも
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と接点のなかったアイディアである。それがひと時頭をよぎったのである。アイディアについては、

真/偽ではなく、想起を活用する。ペンディングにしたものも、何度も機会に応じて想起されるならば、

経験のどこかに接点がある。それがなければいずれ想起されなくなる。 

 写真は、MIT 集会場の 2 階外通路に置かれたオブ

ジェである。このオブジェを前にして、どのような

問いをもてばよいのか。「これは何であるか」という

問いは、このオブジェを知るという課題である。こ

の問いはこのオブジェに対して、豊かなかかわり方

なのだろうか。知るというかかわりは、実は最後の

末端の問いである。「これは何の役に立つのか」とい

う問いは、すぐに役立てようとする実用的な問いで

ある。有用に使えなければすぐに放棄するのでは、

現在の一時的実用性に制約されすぎている。つまり

時間的な辺境主義である。「これとどのように遊べ

ばよいか」という問いは、このオブジェとの遊びを

見つけなさいという問いなので、当面当惑しても開

かれたままであるような問いである。これらの問い

は、伝統的には、真、善、美と呼ばれたものである。

ここまでの問いでアリストテレスからカントまでを覆っている。 

 これ以外にもまだまだ問いは立てうるのである。たとえばこのオブジェの裏は何かと考えてみる。

「裏」とは他の物との関係で、相対的な位置価は同じで、その二つだけで比べれば正反対のような関

係である。アラカワが頻用した「対」の関係への問いである。あるいはこのオブジェそのものの「愛」

は何であるかを考えてみる。オブジェ(物体)と愛は、直接関係がない。またこのオブジェは愛をテー

マにして作られたものではない。だからむしろこのオブジェを前にして、このオブジェの「愛」を問

うのである。どこか笑えるような問いである。このオブジェの隠喩を取り出しなさいという問いであ

り、これはイメージの拡張にかかわっている。愛以外にも、この「オブジェの希望」「オブジェの夢」

「オブジェの戦い」「オブジェの陶酔」等々が考えられる。こうした問いの立て方は、二十世紀の構

造主義が編み出したものであり、レヴィ=ストロースやラカンでは頻繁に活用されている。 

これに対して、このオブジェはそれじたいで何になりうるかという問いを発することもできる。こ

れは自己組織化の問いであり、このオブジェをつねに途上に置く問いである。現にあるオブジェを前

にして、このオブジェがより豊かな現実になるプロセスへの問いなのである。つまりこれを足場にし

て、さらに次のオブジェをイメージしなさいという課題である。さらにこのオブジェを内面化するに

はどうするかという問いが成立する。進撃の巨人のようにこれを食べればよいのか。内面化とはそも

そもどうすることなのか。この問いにまで至れば、オートポイエーシスの段階に突入している。 
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こうした問いが次々と湧き上がるような施設や設備がこの建物の周辺や内部に配置されていた。世界

中から短期でも客員研究員になりたいという多くの希望が来ていて、その人たちを向い入れてさらに

リサーチ・ネットワークを拡張している。

大学の付属の施設として、MIT ミュージアムがある。過去に活用した道具、器具、産物、製品の一

部を放棄するのではなく、歴史的経緯を示すものとして記憶にとどめ、多くの人に提供するのである。

これらは大学そのものの履歴でもある。個人に履歴書があるように大学にも履歴書があってよい。要

するにそれだけの実力があるということなのだろう。東京大学には、それに匹敵するようなミュージ

アムはない。ながらく全国すべての大学の予備費の 1 割の割り当てを使いながら、そうした大学の履

歴の公開に相当する設備が見当たらない。

このミュージアムには、多くの教育効果をもつように作られ、観光用に展示されているものもある。

そのなかには回転運動をさまざまなモードの運動に転換するマシーン群があった。前後運動やしなり

の運動に転嫁する機械も作られていた。これらは現在ロボットの多くの関節をささえ、移動を支えて

いる。ロボットの場合、関節はモーターで動かすために、前後運動、上下運動のためにはいくつもの

運動のモードの変換が必要である。
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ファンタスティックロード――熊野 

 
河本 英夫（文学部） 

 
 

 
 
 

 熊野は、標高の低い山が幾重にも入り組み、それが海岸近くまで続いている。この山の総数は、3

千とも 3 千 5 百ともいわれる。小さな山の底を一つ抜けると、次の山並みが半開きの扇のように出現

する。それが何度も繰り返される。地図がなければ、自然の迷路である。迷路を抜けることは、それ

じたいでプロセスである。一つの迷路を抜け、次の迷路に入りまた抜ける。この感触は独特のもので

ある。巨大な山に登り頂上に到達し、まるで目標に到達したかのように達成される登山がある。苦難

を乗り越え、一つ一つの手順を目標への到達に組み込み、そこに到達すれば大半の課題が達成される。

また尾根の縦走のような眺望的な視界の移りゆきを満喫する移動もある。鳥瞰的な見晴らしが次々と

移り変わることを楽しむのである。これらに比べれば、迷路を繰り返し抜けていく移動は、最終的に

どこかに到達することを目標としてはいない。またパノラマ的な眺望を獲得しているのではない。迷

路はやがて終わることもあれば、場合によっては終わらないこともある。また迷路の途上に、さまざ

まなものに遭遇することもある。それが滝であったり、巨大な岩であったりする。熊野の基本は、ファ

ンタジーである。 

 

 

１、何が起きるのか 

 迷路のさなかの風景には、いくつもの特異的な特徴がある。迷路を抜ければ繰り返し視界が開ける

が、開け行く視界は、どこか映像のようで、まるで日常の現実性とは異なったものである。映画の一

コマのように現実性が成立している。だがこれが現実なのである。こうした現実性に自分自身の経験

を釣り合わせるためには、いくつもの文化的な装置が必要となる。それが文化の蓄積となる。 

迷路のさなかで出現する風景は予測が効かない。富士山の頂上のように到達点に到れば、どのよう

な眺望なのかは予期のなかにある。そしてその予期にふさわしい風景に感動するのである。感動の予

兆が満たされる。それが確かな現実感となる。湯の峰から熊野本宮に到る古道で、下りの山道を降り

ていくと、木々の隙間から眼下に水の流れが感じられる。それがどのようなものであるかはわからな

い。大きな池のようなものか、ダム状のものか、それとも流れの緩やかな幅広の川面なのか、その時

点ではわからない。しかもそのわからなさは、平地に出るまで続く。そしてそれが川幅 100 メートル

近くもある熊野川の蛇行点であることが突如わかる。 

キーワード：熊野大社、熊野古道、南方熊楠、場所の喚起力 
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 古道は気が付いたときにはすでに始まっている。バスで古道の近くまで行き、歩行を開始する。民

家の生活圏の範囲を進んでいく。南方熊楠の下宿した民家跡も看板付で残っている。そして気が付い

たときにはすでに古道に入っている。明確な区切りがないことは、実はどこで始まったのかもはっき

りしない。本当はバスに乗っている間にもすでに始まっていたのかもしれない。観光用に作られた石

段は、人工的に保存されたもので、この保存はごく最近になされたことである。一般に迷路の中の通

路は、始まりも終わりもない。迷路に彷徨こむとき、開始はつねに追憶のなかにしかない。それは厳

しい上り坂であったり、道路脇の巨大な杉の木であったりする。それらは実は迷路のランドマークで

しかない。というのもすでにそれ以前に迷路は開始していたのである。変化率や突発的な事象は、つ

ねに記憶のなかで区切りを形作る。 

 このあたりは修験道のような厳しい修行を行う者たちがいたことが知られている。だが自然条件か

ら見て、ここでは厳しい修行を行うようなことはできない。靴と服装にもよるが、それほどの厳しさ

がないために参詣者が数珠のように並ぶ「蟻の熊野詣」が成立している。どちらかと言えばハイキン

グコースなのである。いったいこの山並みに人は何を求めて、入り込んだのかとも思う。いくつもの

尾根を移り行き、別の尾根に入り込み、ときとして目標地点から隔たり、また気が付けば目標地点の

すぐ手前まで来ていた、というようなことが起こる地形である。本宮に到るためにもいくつもの筋道

がある。 

 迷うこと、通過することは、経験の基本である。知であれば、迷うことを試行錯誤だと呼び、通過

することを経験だと呼んでいる。迷うことも通過することも、何かを獲得することではない。最終的

な位置から見てそこへと向かうことが、知の習い性となってしまっており、それ以外のあり方を満喫

することができない。多くの場合、ともかくわかりたいのである。わかったときにはすでに終わって

いるはずなのだが、それを感じ取る余裕さえない。どこまでも通過点であるような知は、「無限性」

に対しても生じる。ある場所まで行ってもなお先があるという事態である。これは無際限性であって、

ここに生じる迷いは、一時的な気迷いである。熊野で生じる迷いは、まとまりもなく取り留めもない。

だが気迷いではなく何かは確実にある。 

 熊野古道と呼ばれるもののもともとの道筋は、実はよく分かっていない。山の中の道は、二、三年

人が通らなければ山に戻ってしまい道が失われる。幹線道路が整備されて以降、多くの古道は失われ

たはずである。千年にわたって利用されてきた熊野古道の実際の道筋はいまでもよく分からない。痕

跡の残る一部の道筋を現在のハイキングコースとして活用しているというのが、事実に近いのだろう

と思える。 

湯の峰から本宮にいたる古道の登り道で、70 歳半ばと思える老夫婦を追い抜いた。長男と思える

若い男と三人連れで歩いている。足の達者な老婆が、一人前を歩いている、長男は老人の足元を気遣

い、「そこは危ない」「そこは端を歩いて」と細かな配慮を向けている。老人はあらん限りの集中力で、

もう少しで終わる登り坂を乗り切ろうとしている。20 メートルほど先を歩いている老婆は、ときど

き振り向いて、老人のよたよたした歩みを見て微笑んでいる。老人が老婆に向かって「馬鹿にしただ
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ろう」とにこやかに言う。老婆は、「馬鹿にはしていませんよ。ただおかしいだけ」と微笑み返す。お

そらくこうした場面が、古道の風景なのである。気負い立って登るのでもなく、また苦行を自分に課

すのでもない。ほどほどの苦しさの負荷のもとで、はじめて感じられる快があり、はじめて見えてく

る局面がある。それが古道である。 

これらの道が、伝統的に「辺路」と呼ばれるのも、どこか似つかわしい。これらの多くは、2000 年

に「熊野参詣道」として史跡として国家登録され、2004 年に「紀伊山地の霊場と参詣道」としてユネ

スコに世界遺産登録された。道とは境界のことであり、切り別れる分岐線である。それによって視界

が決まる視界線である。道には石畳のある個所もあるが、それによって立派な道路になっているとい

うわけでもない。道の多くは、実は水の通り道でもある。おのずと水の流れる窪地を、道として活用

している。紀伊半島のように降雨量の多いところでは、自然条件から石畳が必要にもなる。 

 この地帯の地層は、火成岩と火山灰からなる。山並みのいたるとことに小さな絶壁があり、巨岩が

ある。一面小さな植林による杉の木がある。そのなかに巨大な杉がいくつもあり、列をなしている。

那智大社の石段は、こうした火成岩から切り出されたものである。また巨大な滝が成立するためには、

滝の落ち口あたりには硬い岩盤がなければならない。そうでなければ滝が崩れてしまう。 

岩には独特の感度がある。新宮の本家とでも呼ぶべき神倉神社は、山頂の巨大な岩をベースにして

成立している。見てくれがヒキガエルに似ているので、「ゴトビキ岩」と呼ばれており、かなり遠く

から見ることができる。この山を中心に「神倉神社」ができそこから社屋を移すように速玉神社が作

られたために、そこを「新宮」と称している。新宮は本宮との対名称ではない。 

ゴトビキ岩 

 

山頂の岩は、数万年単位の時の流れにもびくともしていない。造山運動の奇跡的な偶然によって、

出現した山頂の岩である。人間の造ったものは、スカイツリーのように例え身の丈をはるかに超え出

て、圧倒的な高さを誇るものであっても、どもまでも人事の延長上にある。スカイツリーは迫力はあ

るが、奇跡はない。精密な計算はあるが、偶然の意匠はない。手続きの気の遠くなるほどの繰り返し

はあるが、由来の不連続な不明さはない。岩は大地から植物のように生え出ている。ただし成長や崩
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壊のサイクルのオーダが植物とはまったく異なっている。岩の変化のオーダは、数万年から数十万年

だろうか。そして人間にはこのオーダの時間の流れをそれとして感じ取ることは、ほとんど困難であ

る。岩を感じ取ることのなかに、この地の自然環境の霊感の一つがある。これは崇高さを求める自然

崇拝とは異質なものである。 

 この地で育ちいくぶんかこの地を生活圏としてきたものと、ただ訪問してしばらく滞在したものと

では、受け取りに大きな違いがでることも、この地の特徴だと思われる。観光地化している場所では、

こうしたギャップは一般に小さいのだろう。熊野は多くの人が入りこむが、観光地という印象がない。

那智熊野大社の古道で、台湾人のツアー客とすれ違った。海外からの日本へのツアーとしては、かな

りこだわりのあるツアーである。那智の滝は、日本最大の落差を誇っているが、この世のものとはか

けはなれた圧倒的な迫力があるのでもない。観光でないとすれば、何を求めて多くの人がこの地に

やってくるのか。日本古来の文化に触れる、ということでもない。文化的遺産に触れるのであれば、

奈良や京都がふさわしい。熊野がある時代に文化全般の中心地であったことは一度もない。精確には

「何かの中心」という位置を占めることは一度もなかった。文化的遺産としては、つねに訪れるとこ

ろであり、そして通過し、去っていくところである。熊野は基本的に「通過地」であり、通過するこ

とで最も多くの側面を晒してくれる場所でもある。そのためここで育つものとは、受け取りにかなり

の違いが出る。新宮で育ち、しばらくここで暮らしていた小説家中上健次の『紀州 木の国・根の国』

には以下のような記述がある。 

 

  紀伊半島の紀州を旅しながら、半島の意味を考えた。朝鮮、アジア、スペイン、何やら共通する

ものがある。アフリカ、ラテンアメリカしかり。それを半島的状況と言ってみる。大陸の下股、陸

地や平地の恥部のようにある。半島を恥部、いや征服する事の出来ぬ自然、性のメタファーとして

とらえてみた。いや、紀伊半島を旅しながら、半島が性のメタファーではなく性という現実、事実

である、と思った。たとえば一等最初に降りたった土地、新宮。その土地で半島を旅する男、私が

生まれ、十八歳まで育ったので、これまでも新宮と覚しき土地を舞台に小説を書いたが、そこを征

服する事の出来ぬ自然、性の土地だと思った事はなかった。熊野川は女の性器、膣のようにある。・・・ 

  紀伊半島、紀州とは、いまひとつの国である気がする。 

  まさに神武以来の敗れ続けてきた闇に沈んだ国である。熊野・隠国(こもりく)とはこの闇に沈ん

だ国とも重なってみえる。この隠国の町々、土地土地を巡り、たとえば新宮という地名を記し、地

霊を呼び起こすように話を書くことは、つまり記紀の方法である。(七-八頁) 

 

 中上健次の小説作品になぞらえて、紀行文をこうしたメタファーで語り続けることはできる。紀行

文も地続きの中上健次の小説世界だと感じられる。ただ通過するものにとっては、それもいくぶんか

無理な比喩のように感じられる。岩や入り組んだ山々の生成は、生物学的な生殖の生成とも、人間的

な生殖とも、さらに違っている。古事記には、たしかに国作りを生殖になぞらえて記述していく箇所
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がある。その記述は、露骨なほど明白で、男神イザナギと女神イザナミが、生殖をつうじて国作りを

しようとするのである。「わしの身はできあがり、できあがって、ついできすぎの、あまったところ

が一つある。このわしの身のあまったところを、そなたの身のたらぬところに刺しふさいで、国土を

うみ出そうとおもうがどうじゃ。」このイザナギの言葉に、イザナミは応えて天の御柱の回りを回る

のである。だが出現の奇跡は、性以外にも無数にある。 

 ただし何か暴力性の出現しそうな雰囲気は、この地にはある。鮮やかすぎるほどの光の量がまたた

くまに途絶えて、急に雨が降りだしたり、いつもは水量の少ない熊野川が、小さなきっかけで氾濫し

たり、上流の十津川周辺で山崩れが起きて、突如人災的なダムや湖ができたりするところである。実

際に数年前、この地を通過した台風のおかげで、にわか作りのダムができたことがある。ダムとは一

般に水を堰き止め、放置しておけば流れてしまう水を保存し、飲み水や灌漑用の資源として活用する

仕組みである。ところが偶然に出来上がったダムは、決壊すれば濁流となる。自然にできたダムは、

水流の変化率を大きくする装置として作動する。一時的にとどめて一挙に流れる水は、それだけで人

間の制御能力を超え出てしまう。川の中州にあったかつての本宮社殿が鉄砲水に流されたのも、上流

の苔と呼ばれるあたりの土地が崩れ、それがダムとなり一気に決壊したために起きている。 

海に反射する光の量も圧倒的で、それがひとたび陰れば重くのしかかるほどの澱んだ海面となる。

だが雲が消えれば、台風一過のような洗われた光の量となる。湾の面積も狭く、山も低い。だが落差

が大きく、変化率が大きい。この変化率の大きさが、繰り返し胸騒ぎを引き起こす。新宮は、材木の

集積場でもある。山間から切り出した材木を、熊野川を筏を組んで下り、河口付近に集積した。その

時期新宮は交易の拠点であった。そしてほとんどの場合、そうした場所では、利権の争いが生じる。

そうした潜在的な暴力性の似つかわしい場所でもある。 

この暴力性の感情面での物語化は、恨みの理解を超えた凝縮であろう。安珍、清姫伝説の初期形態

は、熊野を舞台にしている。二人の僧侶が熊野詣でにやってきて、一人は年若くイケメン僧侶である。

その夜、宿の主である寡婦が若い僧の寝所に潜り込み、契りを結びたいと迫る。若い僧侶は、日頃精

進を重ね、はるばる熊野権現に参るためにやってきた、今は意に添えないが、参拝が終われば帰りに

立ち寄るからと言い残して出立した。女は僧の帰りを待ちわびていたが、いつまで経っても戻ってこ

ない。そこで熊野帰りの人に尋ねるとすでに参拝を終えて帰ったという。裏切られたことを知った女

は、たちまち毒蛇となって二人の僧侶を追いかけ、お寺の鐘のなかに隠れた僧侶を焼き殺してしまう。

このお寺が「道成寺」である。これだけ激しい恨みも、どこか熊野に似つかわしいのである。 

 新宮には、過去の政治的遺産とでも呼ぶべきものがある。戦前の「大逆事件」は、天皇の暗殺を共

謀したという廉で、一斉に多くの人が摘発され、速やかに判決の言い渡された事件である。首魁とし

て、幸徳秋水の名前が教科書にも載っている。そのとき検挙された 24 名のうち 12 名は死刑であり、

12 名は無期懲役である。この 24 名のうち、6 名が新宮出身者か新宮在住者である。大石誠之助(1867-

1911、医師)、成石平四郎(筏師)は死刑で、高木顕明(僧侶)、峯尾節堂(僧侶)、成石勘三郎(雑貨商)、崎

久保誓一(新聞記者)は無期懲役である。熊野川の河川敷には、無宿、アウトロー、下賤が多く集って
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いたようである。大石誠之助は、彼らの治療や健康維持にあたっていたらしく、社会主義よりの文章

を地元の新聞や中央の新聞に書いている。新平民部落についての議論も残っている。かなり厳しい論

調の文章を書く人であった。 

1960 年代辺りから、大逆事件の再評価とともに、新宮を中心に大石誠之助の名誉回復の運動も起

きた。ここ数年の間に、大逆事件に関する数冊の本も出た。高知の四万十市出身の幸徳秋水が、何度

か熊野に立ち寄り、さまざまな相談をしていたことも事実である。それが共謀に問われた。1910 年

12 月 10 日に公判が始まり、1911 年 1 月 18 日に判決が出て、1 月 23 日には刑の執行が行われてい

る。歴史的に見れば、日露戦争に負けたロシアで、皇帝ニコライ 2 世の叔父が暗殺されるという事件

が 1906 年に起きており、国家間の覇権を競う時代にあって、国家転覆の危機は国内外で現実のもの

となっていた。それに応じて、国家転覆に対しては、より厳格な法整備が進められていた時期である。

犯罪のフレームアップと呼ばれる仕組みは、法の設定によってより広範な犯罪を立件できるようにす

る枠組みのことである。 

こうした暴力性に隣接して、熊野周辺には、不気味さ、不吉さというものもある。この地域のシン

ボルマークは、真っ黒な「八咫烏」であり、参詣道両脇の子店では、大小さまざまな八咫烏の木彫り

が売られていた。科研エコ・フィロソフィーの研究助手である岩崎大君は、カラスは良く見ると「カッ

コイイ」のだそうである。その話を聞いたとき、私は彼を「変態」だと思った。どうも感性が違うよ

うなのである。カラスは知能も高く、場合によっては獰猛であり、腐臭を嗅ぎ付ける臭覚を備えてい

る。だがどうみても守り神のようにはみえない。あの真っ黒さでは、見てくれも悪い。ゴルフ場の芝

を剥ぎ、地中の芋虫をほじりだして食べるだけの知能はあるようだが、人間に役立っているようにも

見えない。ただ 1 日に何度か、雲の流れによっては、突如降雨が始まり、短時間で晴れ渡っていくよ

うな地形では、こうした八咫烏が、なんらかの気候変化のメルクマールになるのかもしれない。そう

だとしてもそれは、カラスがカッコイイということではないのであろう。岩崎大君はそれがカッコ良

く見え、カラス料理さえ長野県の片田舎には存在すると、一歩も引かない言動を続けている。ドイツ

の古いことわざに、「色と趣味については争ってはならない」というのがあるが、その通りなのだと

思う。 

 

 

２、開け行く場所 

 熊野本宮は、平地の神社である。これだけの低い山並みが続くところにも、偶然のように視界の開

ける平らな場所がある。川幅も広い。もともと熊野川、音無川、岩田川の合流する地点であった。奈

良から十津川沿いを下る道路と、高野山から下る道路(小辺路)が交差する地点であり、交易の中継地

であったのだろう。当初は川幅の広くなった熊野川の中州に、本宮はあった。これが明治 22 年の大

水害のあと、現在の高台の位置に移されている。この開けた地は、迷路が解かれ、謎の止む場所であ

る。移動するものにとっては、しばしの休養地であり、保養地である。かつて本宮のあった敷地は、
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そのまま囲いとなって維持されており、それが山間の地としては異様なほど広大な土地であることも

わかる。 

旧本宮跡 

 

こういう場所は、何がありがたいのかわからなくても、どこか「ありがたい」のである。私には、

どこを探しても自分のなかには信仰心のようなものはない。それでもこの「ありがたさ」の感触のよ

うなものは感じ取れる。この感じをうまく伝えることは容易ではない。一切の宗教性を交えず、この

「ありがたさ」を語ることは容易ではない。宗教性から語ったのでは、物事が焦点化し、話がまとま

りすぎてしまう。しかし宗教性と無縁なのでもない。西行に「何事のをはしますとは知らねども/かた

じけなさの涙ながるる」という歌があるが、こういう感じなのである。 

明確な宗教性とたんなる休息場のはっきりとした境目のないひろがりのなかに、熊野本宮がある。

近くには、川湯温泉と湯の峰温泉という保養地もある。この開け行く土地に、どの程度の大きさの社

殿が釣り合うのかは、よく分からない。ただしこの場所が、多くのものを語らせ、多くのことを実行

させてしまうことだけは感じ取れる。平安朝の才女和泉式部に「熊野にまうでけるに、さわり/にて奉

幣かなわざりけるに/晴れやらぬ身の浮雲の棚ひきて/月のさわりとなるぞ悲しき」という歌があり、

伏拝王子の跡を示す石碑のとなりに、供養塔もある。だがこれは後世の作り物なのであろう。作り物

には伝承がともない、それによって作り物の現実性が形成されるが、作り物でもどこか「ありがたい」

のである。 

 はっきりとした宗教性のなかでの伝説は、「捨て聖」と呼ばれた一遍上人であろう。鎌倉幕府の倒

幕計画が発覚して、後鳥羽上皇たちはまたたくまに捕えられてしまう。承久の乱(1221 年)である。後

鳥羽上皇は隠岐に流され、朝廷側についた地方豪族も成敗された。四国の豪族河野氏も朝廷側につい

たために、一遍の大叔父、叔父も処罰され、幽閉や斬首となった。一遍の父は処罰を免れている。一

遍は天台密教、浄土教の修行を行い、また神祇にもつうじており、日々修行に励んでいた。修行には、
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どこかで転機が来る。一遍の場合、それが熊野との出会いである。 

もともと河野氏は、愛媛に拠点を置き瀬戸内海の海上交通を仕切っていた地方豪族であり、有事の

際には水軍を組織し、いわゆる海賊であった。平時には、物資の輸送、漁業を行っていた。承久の乱

にさいしては、河野氏と熊野別当(熊野水軍)は、ともに朝廷側に付いたのである。それを機に、父河

野通広の命により一遍は出家し、智真の僧名を受け、大宰府や肥前清水で修業を積んだが、父の死後

しばらく還俗している。 

 その後智真は信州の善光寺に詣でて参籠し、二河白道図を模写し、それを故郷の庵室にかけて念仏

三昧を続けた。そしてやがて家事一切を整理し、所有物をすべて周囲の者に分け与え、故郷をあとに

する。そのとき高野山から熊野に入るのである。 

 一遍は中辺路で一人の僧に出会う。一遍はその層に念仏札を渡そうとする。ところが「一念の信心

おこり侍らず、うけば、妄語なるべし」と断られてしまう。このあたりが分岐点となる。一切の経典

を信じてなお、信心の起こらない状態に対して、さらに教えを届かせなければならない。信、不信を

選ばす、浄、不浄を嫌わず、さらに心を心として届かせなければならないのである。そして本宮証誠

殿に百日参籠し、その様が残されたのが、「聖絵」である。こうして時宗が誕生する。 

 こうした霊感や局面の変化が起こりうる場所として、熊野本宮が機能したというのはそのとおりな

のであろう。なにかが起こりそうな雰囲気にあふれているのである。もっともこの感触は、立ち寄り、

過ぎ去るものにとっては、随分と異なるものとなる。新宮で育った中上健次も、本宮はただ通り過ぎ

ていくところであった。 

 

  本宮の神社が明治 22 年の水害によって流され、熊野川のやや上流の現在の場所に移った、とそ

の本宮に入って初めて知った。その元の神社跡に行ってみる。「明暦丙申立」と裏にある石碑に、

「禁殺生穢悪」とあった。神社の中で、殺生や、穢れや、悪を禁ずるとの意味であろうが、紀伊半

島の土地土地を経巡る途中の私には、それはことさら眼についた。つまり、楷書でしっかりと書き

彫り上げた石碑の筆づかいから、その筆を持って文字を書く人間の、自信とおごりに対する驚きと、

反感だった。自然は、八百万の神々はそんなになま易しくはない。自然はもっと生き生きとある。

そう思った。神々は一度や二度、打倒されてもなおもぞろぞろと生きながらえてある。自信とおご

りとは、つまり堕落のことだろう。本宮という神の場所ではなく、碑に文字を書いた人間、それを

建立した者の人為が、この本宮という場所を、閉塞させている、と思った。神の場所とは、貴と賤、

浄化と穢れが環流し合って、初めて神の場所として息づく。(126 頁) 

 

 文化はいずれにしろ新たな境界を引く装置である。そこには悪や穢れを外に区分し、その内を聖地

として区分する仕方は、ごく初歩的なものであり、また単純なものである。その区分がまさに新たな

内外の還流を作り出す。聖なるもののなかに魑魅魍魎が出現し、聖なるものが悪として出現し、また

聖なるものに帰りゆく。貴と賤の区分が起こり、浄化と穢れが区分され、それが新たな境界と還流を
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作り出していく。新たに設定された内外区分の落差が大きければ、そこに違和感も生まれ、繰り返し

語りの言葉が紡がれる。 

 本宮は、生活が豊かで、文化にも富んでいた。宮仕えのものたちが多く流れ着いていた。周囲に比

べて暮らしやすい所だという印象を受ける。基本的には、山間のなかの不連続点なのである。疲れれ

ば、峠を登り湯の峰に行くことができる。湯の峰は、硫黄泉の温泉であり、この硫黄泉は草津温泉の

濃度に匹敵する。神経が底の底まで眠ってくれる。眠りが深くなり、通常眠っていない神経まで眠っ

てくれる。年齢的にうまく眠れなくなっている私にとっては、ありがたい温泉である。視察の 2 日目

の夜は、「てるてや」という民宿に泊まった。「照て姫」の伝説から採った名前だと民宿の女将さんは

言っていた。この民宿はもともと湯の峰に一軒しかない理髪店であり、店主が亡くなって以降、家屋

を改造して民宿を始めたという。そこにチェコ人とおぼしき二人連れが、同宿していた。大きなリュッ

クサックをもっているので古道での山越えは難しい。バスで移動するには、外国人には難しい場所で

ある。 

一大観光地である草津とは異なり、ゲームセンターのようなものも、ピンク系の飲み屋も、カラオ

ケスナックもない。夏の終わりの時期であったが、朝の空気が透明である。純粋な湯治場に近い。旅

館の下駄の感触が、温泉に浸かると変わってくる。硬い木に足の裏を乗せ、下駄の木の反発を感じ取

ることができる。浴衣の感触も変わる。顔を触ると、皮膚がつるつるになっていることがわかる。皮

膚表面の老廃物が、一挙に押し出されて、流れてしまっている印象なのである。温泉好きには、しば

らく逗留したい場所である。三世代ほど前には、温泉好きの田山花袋も泊まっており、それが文章に

なって残っている。 

 田山花袋は瀞八町から本宮を目指して進んでいるが、途中道に迷い、十津川の岸辺に出て、川沿い

に本宮に向かっている。雨にも降られ、相当に難儀しているようである。 

 

  本宮に来た時には、そのいやな雨がまた降り出した。 

  それに足が非常に疲れていて、もう歩くに歩けないくらいであった。よほど、本宮に泊まろうか

と思った。しかし、三十町行けば、湯の峰温泉があると言うので、せめて温泉にでも暖まって、一

夜ゆっくり寝れば、それで疲労も休まるだろうと思って雨にしょぼしょぼ濡れながら歩いて行った。

ところが、この三十町が行っても行っても容易にやって来ない。小さな峠を上って下りるとまた一

つ峠がある。それをやっとの思いで越して、下にさびしいしかし温泉場らしい湯の峰温泉を発見し

た時には、私は故郷にでも帰って来たようななつかしさを覚えた。(『温泉めぐり』178-9 頁) 

 

 当時は靴も服装も山越えにふさわしいものではなかった。それに雨にも降られている。そんな状態

でとぼとぼと歩いたのだろう。それはそれで厳しい道のりである。昨今は、温泉と言っても掘削技術

が発達して、どこにでも温泉を掘りだすことができる。私のうちの近所にも、三か所温泉がある。ど

れも秩父山系の鉱泉性のもので、のんびり浸かりたい時にはこの温泉、ぐっすり眠りたい時にはこの
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温泉というように使い分けしている。私の場合、通常眠っていない神経を眠らせるのが目的なので、

毎週温泉を活用している。湯の峰や草津の硫黄泉が、神経を休めるにはよいことは、長い間の経験か

らわかっている。本宮は、湯の峰とセットであり、十分に睡眠が取れた後の新宮は、あふれるほどの

光のなかで泰然としている。 

 

 

３、迷路の博物学者 

 熊野の名物の一つが、田辺在住の南方熊楠(1867-1941)である。履歴を見る限り、一度も正規の職

に就いたことがなさそうである。書くものも大半が書簡であり、個々の問題に対してともかくも尋常

ではない執念で調べ上げ、書き残した博物学者である。資料の大半は、熊楠記念館ならびに別棟に残

されている。小さな問題にもいちいち主張のある人で、だからといって大きな構想で、自分の世界観

を提示するような人ではない。そうした世界観で議論を組み立てないことが熊楠のスタイルである。 

そのつどぶつかっている事象に対して、ともかくもその場面で語れることをできるだけ突込みがある

ように語ってみる。これの繰り返しであり、事実の細部へのこだわりと、不必要なほどの細かさへと

進む勢いが圧倒的特徴となっている。書きながら勢いのついてしまう文章であり、勢いに任せて進ん

でしまう文章である。そのため残された資料は、むしろ迷路のようになってしまう。あるいはクモの

巣状に広がった無作為の線に似ており、遠くの枝まで行ったかと思うと、ごく手前の葉っぱのなかに

潜り込んだり、高い枝から垂れ下がったりしている。 

南方熊楠顕彰館 

 

 どの著作でもよいのだが、ここでは熊楠の主張内容にはかかわらず、事象にぶつかるさいの熊楠の

言語的経験の動きのモードについてだけ考察する。『原本翻刻 南方二書』は当初柳田國男によって

自費出版されていたが、柳田による加筆訂正もあることから、元の草稿が復刻されたものである。日

露戦争後の 1906 年(明治 39 年)6 月に出された勅令第 220 号「神社寺院仏堂合併跡地ノ譲渡ニ関スル

件」によって、各地で一村一社に神社を統廃合する動きが起きて、さまざまな波紋が生じた。行政的
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には、日露戦争後の地方行政の統合整理施策だが、それに便乗して、神社の木を伐採して売り払い、

また利権を巧みに利用して、利益を出そうとするものが出るのはやむないことである。これに熊楠が

公然と反対し始めるのは、明治 42 年頃であり、地元紙に「神社合祀」反対の意見を発表し、翌 43 年

9 月には県吏田村某に面会しようとして乱暴狼藉を働いた廉で、18 日間警察に拘留されている。明治

44 年に植物学者松村任三宛に書簡を送り、現状の告発を訴えたのがこの書簡である。熊楠の意向は、

神社統合にともなう無作為な森林伐採によって、多くの動植物が死滅していることを危惧したものだ

が、三年におよぶ熊楠の反対運動は功を奏したようには見えない。ただし書き残されたものは別であ

り、熊楠の資質が良く出てもいる。全体として圧倒的な饒舌なのである。書簡ではあるが、他人に何

かを言い伝えるという文章ではない。この書簡を送られた側も、何かを伝えようとしていることはわ

かるが、総体として何を訴えているのかがよくわからない。文章全体に漢文調の名調子が残っており、

調子が上がると言語のリズムだけで書き進めてしまうようなところが多々ある。 

  

  然るにこれも俗吏等むちゃくちゃに、神社の威厳を持つには神林を掃除すべしと厳命し、さらで

なに落枝、枯葉を盗み焚料としたき愚夫共、得たりかしこし官の御言定なりとて、神林といふ神林

へは悉く押しかけ、落葉をかき取り、土を減らし、又小き鋸を持行き少々づつ樹木を挽き傷け、扨

枯木となれかかると忽ち枯損の候ありとて之を伐り去るなり。(11 頁) 

 

 この文章を何度か音にして読んでみればわかるのだが、どうみても現代で言う講談調であり、耳で

聞いたときの勢いの心地よさで読ませてしまうような文章である。少なくとも森林の伐採の現状を精

確に伝えるのに、ふさわしい文章ではない。そして全編こうした文章で書ききってしまうのである。 

 描かれた事柄に、重要性のレベル分けがほとんどなく、小さな問題も大きな問題も、ひとしなみに

並置されている。それどころが現代的に言えば、たんなる週刊誌ネタのような話から、それなりに重

要な事柄まで、ほとんど区別なく並んでいる。これが博物学だと言えばそうなのだが、その場合でも

リンネ以前の無作為に何でも集めてくる博物学の時代の特徴を帯びている。しかもこの週刊誌ネタの

ような話が、事実かどうか確かめようがないが、どうにも面白おかしく書いてある。つまり実名入り

のガセネタのような書き方なのである。熊楠の描いた地方誌(新聞)の記事を見ても、過度に面白おか

しく書いてしまう傾向がはっきりと出ている。 

 

  此等の大社七つ斗りを、例の一村一社の制に基き、松本神社とて大字磐田の村役場のじき向ひな

る小社、もとは炭焼き男の庭中の鎮守祠たりしものを男の姓を採りて松本神社と名け、それを合祀

し、跡のシビの木林を濫伐して村長、村吏等が私利をとらんと計り、岡大字七十八戸斗りの内村長

の縁者二戸の外悉く不同意なるにも関せず、基本金五百円より追い追い値上げして二千五百円迄積

上げたるを、態と役場で障へ止めて其筋へ告げず、五千円迄上がりし際村民に迫り絶対(体)絶命に

合祀せしめんとするに、其村に盲人あり、此事をかなしみ、小生方へ二、三度云ひ訴へ来る。(22-
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23 頁) 

 

 どうにも劇画タッチで書き過ぎており、こうした行分が植物種の維持を訴える当時の東大教授への

私信のなかにかなりの頻度で含まれてしまっている。正直に言えば、受け取った側も困る内容である。 

政策レベルの議論と現地で実際に起きてしまうことには、大きな隔たりがある。現地で起きることに

は、それなりに経済的動向がはっきりと出る。そこには利に敏いものもあれば、それに対応するもの

もある。またそれに反対するものもある。その狭間で、多くの植物が失われるのであれば、植物学者

であれば、別の場所への植え替え保存がただちに浮かぶ手段である。ところが熊楠は、そうした対応

ではなく、木を切る現場に行き、実力行使で伐採を止めようとする行動をとっている。多くの場合、

筋違いの行動である。ある意味で狂気じみたスタンドプレーである。そして熊楠がそれを行うと、ど

うやらぴったりとイメージが合うのである。 

森林を伐採してしまえば、そこに生息する多くの生物が失われるのは事実である。だからと言って、

植え替え保存の手段がないわけではない。熊野のような亜熱帯性の気候では、変種が生まれやすいの

も事実であり、森林のわずかの条件を換えれば、そうした変種がことごとく失われてしまう可能性は

ある。そしてひとたび失われれば、簡単に回復できないことも事実である。そういうときには、保存

林を確保するのが通常の手段であり、実際にそれなりに確保も出来ている。 

 書簡の文面を見る限り、植物や生態系の保存を一切考慮せず、ただひたすら木を伐り出すものたち

への思いの伝わらなさの思い余った部分が文章に溢れている。しかしこの文章で他人に明確な事実と

意向を伝えることは難しい。伝えることよりも、何か思いの丈を書き出した文章である。もちろんそ

こには熊楠の該博な知識が盛り込まれてはいる。しかし事柄の整理や論理と言えるほどのものが見え

ない。文書を書きながら思い浮かんだことを次々と書き出していくスタイルに近い。機能的に有効に

なるように書き綴った文章ではなく、むしろ機能化する以前に留まり続けるスタイルである。そのた

め迷路のような記述にならざるをえない。そして熊楠はそうした記述を、莫大な書簡で繰り返したの

である。 
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大地の熱――八丈島 

 
河本 英夫（文学部） 

 
 

 
 
 

 八丈島は溶岩性の島であり、海底の溶岩が噴火とともに盛り上がり、冷えても浪に消されることが

なく、山の手の内側ほどの大きさを維持している。この島ができるさいには、数千メートルに及ぶ大

噴火があったと思える。島には、二つの大噴火のあとが残っている。南側の三原山は、およそ 10 万

年ほどまえの噴火のあとであり、現存する山は 700 メートルほどの高さである。北の八丈富士は約 1

万年前から数千年前の噴火であり、新たに噴火した溶岩が三原山と地続きになっている。その二つの

山の間に狭い平地があり、空港や滑走路、その他の商業施設を含めてほとんどこの平地に位置してい

る。島の東北に八丈小島という切り立った無人の島がある。切り落としたような小島で、海からその

まま山である。またさらに南方 50 キロほどのところに青ヶ島があり、いずれも八丈島町の管轄であ

る。かつて島流しになり、さらに八丈島で犯罪を犯した者は、八丈小島や青ヶ島に再度流されたよう

である。 

八丈島には 8000 人弱島民が暮らしている。島に固有の大規模産業は見当たらない。漁業と観光で

成り立っているようにも思えるが、大量の観光客がさっとうしているわけではない。都内から 300 キ

ロほど隔たっており、簡単には入ることができない。観光に特有の隣接観光地がない。隣り合う観光

地がいくつかあり、それらを結びつけるような選択肢があれば観光地化するかもしれないが、島は一

種の天然不連続点である。 

気候は、亜熱帯性である。どんよりとした湿気に満ちた空気であるが、海水の湿気が多く含まれて

空気が重い。何故だかわからないが、潮の香りがない。大きな港湾や砂浜があれば、そこに海水と空

気の澱みが生まれ、海藻や汚物や貝殻の入り交じったような独特の潮の香りがある。だが八丈島の潮

には、ほとんど香りが感じられない。強風に晒されて、いつも空気が入れ替わっている。香りとは「澱

み」のことかとも思える。 

海岸沿には、溶岩がそのままの形で残り、断崖絶壁となった箇所がある。「南原千畳敷」と名前の

付いた場所である。溶岩性の大きな石がごろごろと残り、波風に現れた溶岩は、複雑な起伏になって

いる。一つ一つの岩も穴だらけだが、それ以上もはや風化が起こらないほどすでに穴だらけである。

そうした地形が海岸沿に１キロほど続いている。浅間山の中腹に残った「鬼押出し」にも似たような

景観がある。南原千畳敷は海岸沿いであるため、絶壁を作り出している。宮崎沖の青島の「鬼の洗濯

岩」も見た目には似通っているが、これは四万十層が、隆起によって横倒しになり、柔らかい層が削

キーワード：地熱発電、孤島、黄八丈、エネルギー多様性 
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られて、凹凸の起伏が出来あがっている。通常溶岩の上には、火山灰が蓄積し、それがアンツーカ様

の表土となり、この表土でイモを作り、粟や稗を作る。海岸沿いでは、その表土が波に洗われて溶岩

が直接現れているのである。 

南原千畳敷 

 

岩の本質は圧力である。強い圧力がかかり、固さとなる。そして数万年程度では壊れないほどにな

る。そのため岩は、大地という圧力の恵みである。それを切り出してときとして建築や彫刻に使って

いる。岩には偶然の産物である形と固さがある。見た目には形の多様さが際立つが、本来の質は固さ

の多様さである。岩の質に触れることは簡単ではない。昆虫少年は夥しくいるが、岩石少年はめった

に見たことがない。実際には同じほど多様で面白いはずなのだが、固さやもろさにかかわる感覚の細

かさを、人間は形成しそこなっている。たとえば 3 気圧、5 気圧、10 気圧のような気圧の違いを体感

している者はほとんどなく、圧力への知覚は形成されないままである。岩は、そこに閉じ込められた

熱と閉じ込める圧力と、さらに冷えていく時間によって、さまざまな質をもつ。溶岩も空気から隔て

られ強い圧力がかかり高温で圧縮されて変質すると、花崗岩や変成岩となる。住宅の垣根の下の石垣

は、こうした硬質の岩を集めたものである。鉄を鋼鉄にする場合と似通ったものである。密度を再編

することが、硬さの特質である。 

 

 

１、島の生態文化学 

 島は亜熱帯性の気候であり、夏の最高気温も 28、29 度程度で、朝夕には十分に気温が下がる。一

日のうち朝夕に雲がかかり、短時間雨が降ることが多い。そのため湿度が高止まりしていて、空気が

皮膚にまといつく。高温多湿の気候には、シダ類がよく似合う。本来島全体が一面のシダ類の緑であっ

てもよいのだが、戦後の国策によって、この島にも夥しいほどの杉が植えられている。一年ごとの年

輪の幅が大きい杉であるため、幹が柔らかく建築には適さない。それどころか調理用の炭を作ること
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も難しい。炭は硬い木を燃やし、一定温度で出るべきほどの煙が出てしまったところで酸素を断ち、

火を消して出来上がる。硬い木であれば、煙は出ても本体はほとんど燃えていない。この段階で火を

止めれば炭になる。ところが八丈島の木では、煙を出している間にかなりの部分は燃えてしまう。こ

れでは炭が細ってしまう。 

 亜熱帯性の植物の緑は軽く、赤はほとばしるほどの激しさである。激しい赤は、南方の特質でもあ

る。朱が厚く、飛び跳ねるように激しい。一般的にはどぎつく、それが気候によく似合っている。緑

の薄さは、葉緑体の密度が薄いことから来ていると思われる。棕櫚も蘇鉄も、緑が浅い。光を集める

こと以上に重要なことがあるに違いない。植物のなかには、枝が地面に向かって垂れ下がるものがあ

る。太陽に向かうのではなく、幹を取り巻くように垂れ下がるのである。スカートや腰巻に似ている。 

シダ類の宝庫である「ヘゴの森」というのがある。有料の解説者の同行でしか、この森には入ること

ができない。同行者は、70 歳過ぎと思えるような老人であり、名刺によれば「NPO 八丈島観光レク

リエーション研究会」のメンバーになっている。この NPO がヘゴの森を管理維持しているようであ

る。ヘゴの森は個人所有地であり、管理運営だけを NPO が行っている。ここに自然発生的に生育し

たシダ類以外に、多くのシダを植生し、どんどんと増やしているらしい。森全体は、湿度に満たされ

ており、潅水用の森となっている。 

シダは、いつも密生している。閑散としたシダの群れは見たことがない。密度の高さが、生育の条

件を決めているようである。周囲に一定の湿度を維持するためには、密生したほうがよい。あるシダ

を見ながら、ここにしかない種だと説明されても、容易には見分けがつかない。春には「ゼンマイ」

や「ワラビ」が生い茂りそうな適地はたくさんある。ところが島民は、ゼンマイやワラビは食べない

らしい。食べないものは、当然のことだが見えはしない。都内の事業所から転勤になった人は、ただ

ちにそれらを摘んで、和風料理を作る。そうした人たちがいても風習として根付かないようである。 

ヘゴの森 

 

「あしたば」というどの料理にも必ず添えてある葉っぱがある。摘み取っても、翌日にはさらに新
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しい葉が出ているので、「あしたば」というらしい。春先には葉も柔らかく、刻んでも食べられるら

しい。ところが夏のあしたばは、葉も硬く筋も強くて、とてもそのままでは食べられそうにない。そ

こで葉を天ぷらにして、各種料理に添えるのである。それ以外には、饅頭にも混ぜ、ソーメンや蕎麦

にも混ぜ、さらに京都名物生八つ橋にも混ぜて製品化しているが、それも大した風味はない。シソの

ような風味はなく、クレソンのような瑞々しい新鮮さもない。それでも島の代表的食材のようになっ

ている。郷土料理と言えばこれ以外には、魚のクサヤだが、あの匂いが暑さや湿度に対処する手立て

なのかどうかはわからなかった。 

水田はごく狭い範囲でしか成り立たない。稲を育てるほどの豊富な水がないのである。そのためイ

モ類を植えており、サツマイモが入って後、飢饉も緩和されている。しかし野生でも育つようなイモ

類としては、里芋であろう。ヤゴの森のなかにもかつて里芋を作っていたような小さな畑のあとが

残っている。 

 夏休みの視察のせいか、今回はホテルと呼べるような宿舎は取れなかった。泊まったのは、民宿風

のロッジ「満天望」である。「満天望」は海岸から百メ—トルほどのところにある。この距離だと夜通

し浪の音が聞こえる。波打ち際の寄せ手は返す浪の音ではない。岩にぶつかるような衝突音である。

島全体に浪がぶつかり、轟音のようである。夜明け前の鳥の声も騒々しいほどである。ここまでこな

ければこうした自然音が聞こえてこないのかとも思える。おそらくここで育った人たちには、波の音

も風向きによって、波の音が大きかったり小さかったりするのであろう。あるいは多くの鳥の声の中

で、その日珍しく聞こえてくる鳥を聞き分けることもできるのであろう。耳をすましただけでも、5、

6 種類の鳥の声が聞こえるが、この鳥の声と鳥の姿が結びつくことはない。ホトトギスのような声も

聞こえる。しかしこの猛暑のなかでホトトギスが天に向かって叫び続けるのだろうか。 

 セミはツクツクホウシばかりで、アブラゼミの声はまったく聞こえない。アブラゼミは、音量が高

くせわしない声で、いかにも暑苦しい。セミは島に運び込まれた植物にくっついていた卵が孵化し、

またたくまに増えたのであろう。アブラゼミが、何故入ってこなかったのかについてはよくわからな

い。 

 シマには独特の憂いと明るさがある。シマは、ある固有化した領域のことであり、反社会的勢力で

も、自分の勢力圏をシマと呼んでいる。また部落や集落も、地方によってはシマと呼ばれている。シ

マはある種の閉域であり、地理的概念ではなく位相学的概念である。天燃のシマが、離島である。 

伊豆には、大島、利島、新島、神津島、三宅島、御蔵島、八丈島の七つの島があり、漁船や交易船が

漂流し、乗組員たちが島に上陸し、そのまま住み着くようになったというのが実情であろう。八丈島

でさえ、縄文式土器が出てくる以上、かなり以前から漂着が起きていたと考えられる。乗組員からす

れば、船の舵が効かなくなり、漂流を続けていくうちに、島を取り巻く周回流に入り込み、どこかに

行きつくのである。水流のなかで小さなゴミが大きな停止しているゴミに引っかかるようなものであ

る。台湾の漁船が漂着した記録も残っている。流人の和田藤左衛門(享保 13 年流入)は、台湾人たちと

筆談で交渉できたようである。この和田藤左衛門が、切り干しのサツマイモ(干イモ)を工夫考案し、
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備蓄食料が一挙に増大している。島の大きさから見て、船は小さなゴミよりももっと小さなホコリ程

度のものである。 

島は容易には抜け出すことができない。一度入ってしまえば、周到な計画を練らなければ簡単には

抜け出せない。そのことによってある種の覚悟と気持ちの区切りが必要となる。それが独特の憂いと

明るさをもたらしているように見える。 

 こうした覚悟が、強制的に外からもたらされたものが、流人である。このとき覚悟はときとして悲

嘆ともなり、憤慨ともなり、さらには絶望ともなる。島の特徴は持って行き場のないことである。餓

えても凍えても、それに対応する選択肢は少ない。そのため島送りになって再度犯罪を犯す者もいる。

そこでさらに八丈小島や青ヶ島に流されるのである。島送りとは、選択肢のない場所に閉じ込めるこ

とであり、あるのは何をするのも自由という「意識の自由」だけである。要するに放置されて、野垂

れ死にすることがほぼ確定している状態である。また島は、幸運に恵まれれば、やがて出ていく場所

でもある。そしていつでも出ていくことを夢見ている場所でもある。多くの場合果たされないままに

なるが、機会に応じて出て行こうとする場所である。 

もとより女郎流人もいた。売春は当時は合法化されており、それじたいは罪ではないが、深川あた

りで火付けをして島送になったのである。彼女たちは、天来の職をもち、場所を代えて島で開業して

いる。現金はそれほどあるはずもなく、芋との交換であったらしい。そうなれば客引き男も周囲に出

現するようになる。 

また冤罪もしくは不当なほどの量刑によって島送りになったものもいるはずである。大草太郎左衛

門(寛政 2 年流入)は、代官をしていたときに何か上役に気に入らないことを言ったという廉で、島送

りになっている。この人物は 10 年間、自分で水を汲み、塩水を汲むことも、煮炊きをすることもす

べて自分で行っている。10 年経って本土に戻ると再度官途に就いている。もともと無罪であり、手違

いのような島送なのだから、事故に遇ったような島流しである。また滋運(延亨 4 年流入)は、冤罪を

憤り、何度も抗議を行い、それでも通じないので断食までしているが、そのまま死んでしまった。彼

の墓(大賀郷崇福寺境内)の前には二本の蘇鉄が植えられており、この蘇鉄が花を付けると、ご赦免が

あると言い伝えられるようになった。それが「蘇鉄花」である。 

 こうした流人の詳細が現在でも分かるのは、近藤富蔵(文政 10 年流入)が、『八丈実記』36 巻を延々

と書き残したおかげである。この文書は、もともと 69 巻もあり、そのうちの 29 巻を東京都が買い上

げ、それが 36 巻に編集しなおされ、都公文書館に所蔵されている。残りの巻は八丈島に返還された

が、現在でも行方不明である。富蔵は、親の家が隣家と敷地境界でもめており、それを解決しようと

交渉にあたるが、隣家の塚越半之助が博徒で交渉が進まないため、一家七人を皆殺しにしてしまう。

その廉で島送りになったが、八丈島では、仏像や位牌入れを作り、石垣を築き、畳替えの仕事もして、

多くの文書を残した。いまでも残る旧服部屋敷の石垣は、近藤富蔵が作ったものである。 
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宇喜多秀家墓地 

 

 八丈島で最も有名な流人は、宇喜多秀家である。豊臣方(石田光成・西軍)につき、関が原で敗れて、

流人となるが、八丈島でも宇喜多家は続いている。立派な墓も残っている。係累は、浮田と苗字が変

わっているが、加賀の前田藩から米と金銀の仕送りがあったために、八丈島でも歓待されていたよう

である。島流と言っても、政治犯、思想的な騒乱罪、軽犯罪、重罪までいろいろな理由で流人扱いと

なっている。思想犯では、梅辻飛騨の守規清(弘化 4 年)が著名で、神道を説き、儒教を攻撃し、勤王

開国の志士であった。要するに危険分子ということで島流しになったのである。 

 地元島民には、こうした流人はどのように見えていたのか。武士、僧侶、神官からは多くの外来知

識がもたらされ、また新たな技術の導入も起きている。元来男女比で見ると、いくぶん女性の多い島

である。その分だけ、都会のイケメンの男たちが追放されてやってくるのだから、「男」の提供にも

なっている。八丈民話には、親に禁じられても、なお流人イケメンのところに家出していく美女の話

も残っている。流人の非正規の妻になる場合には、「水汲み女」「機織り女」等の呼ばれ方をした。地

元島民にとってやっかいなのは、それらの有用な流民たちもいずれは、本土に帰るべき人たちである。

突然やってくるご赦免は、生活のパターンを否応なく変えてしまう。いつかは終わり、それもいつ終

わるのかわからないまま、流人と島民との生活は続く。本土に帰るさいに家族を連れて移動するもの、

本人だけ帰ってしまう者、男児だけを連れて変える者等さまざまであったらしい。 

 

 

２、黄八丈 

 長期間自己維持するものは、大きく変わらないことを必要条件とする。そのためには余分なものを

できるだけ生産しないこと、気候条件に依存する急変(飢饉、激変)に対しての備えがあること、日常

生活に欠くことのできない物を購入できるだけの特産品をもつこと等が、必要条件の細目となる。八

丈島は、ひととき 2 万人程度の人口をかかえ、現在は人口減少が続いている。NTT も自動車販売も、
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営業所の人員を減らし島から去っている。東京都に属しているためか、道路は隅々まで整備されてい

る。それも立派な国道である。ガス(プロパン)、水道、電気のインフラは整っている。 

持続可能性とは、ある意味で生産の速度を遅くすることであり、生産速度の遅さを製品の価値に転嫁

できれば、経済合理性に適っている。それが伝統工芸品である。これは言葉だけの問題ではない。実

際にスイスの時計では、一つ一つ手作りで作られる製品は、製品番号まで付いているものがある。時

間を計る機能性だけで見れば、いくらでも安価で必要な機能性を備えた時計を作ることはできる。そ

れとは別系列で、良い時計をもつことはできる。それは職人の技術と技巧の蓄積を購入するような製

品である。寸法を測り仕立ててもらうスーツも同じである。これらは装飾品に限られたことではない。

日本製あるいはドイツ製の自動車は、余程のことがあっても壊れず、かつ長時間乗っても疲れないよ

うな工夫が凝らしてある。エンジンもしっかりしている。このタイプの持続可能性が、一つの典型的

なタイプである。一品を一つ一つ丁寧に作るのである。 

もう一つの典型例はこれと対極にある。携帯電話やスマホのように次々と新たな機能を付加させ、

新製品を短期間で投入し、機能水準を切り替えるようにして、製品の需要を作り出しながら展開して

行く製品系列である。マイクロソフトのウインドウズのヴァージョンはどんどんと切り替わっていく

ために、それに合わせて買い換えていくことになる。製品そのものが担う機能性の範囲が異なるため

に、需要の範囲が異なってくる。つまり需要を拡大し、マーケットの規模を更新しながら、製品が投

入されていく。コンピューター製品がここ 30 年行ってきたのが、こうしたマーケット拡大タイプの

生産だった。 

この二つのタイプは、持続可能性の典型例である。前者は、古典作品に似ており、後者は次々と装

いを変え、読者層を更新していく新刊雑誌に似ている。あるいは前者は、一挙に進んでしまうプロセ

スを何重にも調整機能を付加して、速度を遅らせる生命一般の仕組みに似ており、後者は次々と突然

変異していくウイルスに似ている。生命とは、化学反応として S 字型で一挙に進んでしまうプロセス

を、触媒を用いて速度調整する仕組みのことである。またウイルスは、ニワトリから人間に取りつく

ように、「マーケット」を広げながら急速に拡大していき、どんどんと新種のウイルスとなる。 

前者では生産量が飛躍的に増えるわけではないので、労働人口の減少期でも十分に対応できる。た

だし個々の職人の技術が身に付くまでに、一定の年数がかかる。また後者は製品の普及期には、一挙

に大量の労働力が必要となるが、製品の普及が一巡すると、またたくまに余剰労働力が発生する。新

規の参入者も多いため市場を拡大し続けても、シェアが減るということが繰り返し起こる。現在スマ

ホの世界シェアは、アップルとサムスンが分け合っているが、中国製のスマホが大量投入され、価格

が三分の一程度の中国製は、またたくまに普及している。 

八丈島には、黄八丈という有名な染め物の工芸品がある。江戸時代以前から貢納品として扱われ、

年貢として米の代わりに収めていたらしい。現在でも伝統的な機織り機で、手作業で布地を織ってい

る。左右に糸を通した駒車(杼)を動かし、カシャ、カシャ、カシャと手織りで織り込んでいくあの手

法である。幼少期、私の実家にも機織り機があり、祖母が時々布地を編んでいた。真似をして自分で
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もやってみるのだが、子供ことだから集中が続かない。 

黄八丈の機織り機 

 

材料は、繭からとる絹である。桑を植え、カイコを飼って、やがて繭になる。カイコは夜通し桑の

葉を食べ、養蚕場のなかはカイコが葉を噛む音で不気味なほどの音量となる。繭は蛹の段階で、その

まま放置しておくと、やがてカイコの成虫が生まれて、蛾のような姿の虫が繭から抜け出してくる。

その前の繭の段階で、繭には表面に何重にも強い繊維が取り巻いている。それを薬品処理することで

分離して絹繊維を作る。合成繊維と異なり光沢と柔らかさがある。これを草木染で染色するのである。 

 染色は、試行錯誤の世界である。たとえば桜色の染料は、桜の花びらを見れば、誰であっても作っ

てみたいものの一つである。ところが花びらを集めて煮だしたのでは、桜色の染料は作れず、色素そ

のものが壊れてしまう。桜色の花びらの色素は、樹皮からもたらされているはずであるから、花びら

の出るずっと以前に桜の木は全身で桜色に染まっている時期があるはずである。そこで花びらの出る

ずっと前に、たとえば雪国であれば桜の幹が雪に埋もれているような時期に、樹皮を削り、煮出して

桜色の染料を採るのである。また緑色の天然の染料はかなり難しい。緑色のセータをときどき見かけ

るが、あれは人工着色剤で作られたもので、草木染ではない。緑の染料を煮出すと透明に近い緑色が

出てくるが、それが空気に触れると、またたくまに灰色に変わってしまう。こうした草木染の染料を

取り出す作業には、ある種の感性と粘り強い試行錯誤が必要となる。染色家の志村ふくみさんは、天

性の感度を備えていた。伝統工芸品には、名前の残らないまま膨大な工夫の蓄積をもたらした人々の

前史があるに違いない。 

 染料が繊維に沁み込むと、水洗いしても脱色することはない。その場合には、繊維とイオン性の結

合をしている可能性が高い。独特の色合いが出て、かつ容易に脱色しないものが試行錯誤で選ばれて

きたのだろう。八丈島の特産が、黄八丈であり、眼がチカチカするほどの輝く黄色である。これはコ

ブナグサというイネ科の雑草から採られた染料で染めたもので、黄金に輝く。ただし染料を定着させ

るためのいくつかの手順がありそうである。その一つが椿を燃やした灰汁に漬けて染める「媒染」で
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ある。細かな仕組みはわからないが、アルミニウム化合物を反応させ、染料を定着させるようである。

またタブノキの樹皮を使って染めると、鳶色になる。何度も染液に漬けては乾燥させ、赤みがかった

深い茶色を出している。またスタジイの樹皮で染めた繊維を沼に漬けるのが「泥染め」で、泥の中の

鉄分とタンニンを結合させて、色素を定着させるようである。泥の中の鉄分を一様に吸着させるため

には、十数回泥に漬けなければならない。 

 こうして黄色、鳶色、黒の三色の繊維ができあがると、機織り機で布地にしていく。布地の長さの

単位が、丈であり、八丈という布地の単位が広く用いられている。黄八丈の布地で着物を作ると、お

よそ 35 万円程度の単価になるようである。こうした工芸産品は、名前とともに広まり、綿糸でも製

品化が試みられ、「丹前八丈」「蒲団八丈」「袴地八丈」「裏地八丈」のような製品が全国各地で次々と

作られていった。綿糸で全国的に一般化するとともに、絹糸の黄八丈はブランド化したのである。 

 

 

３、エネルギー 

 八丈島には、東京電力管内唯一の地熱発電所がある。生産井 2 本で、8 千人弱の島民の生活用の電

力を賄うことはできる。地熱は、季節、昼夜の別なく恒常的に一定の電力を提供することができる。 

 日本の地熱発電は、全国に 17 箇所ある。北海道電力管内に１基、東北電力管内に 6 基、九州電力

管内に 5 基、さらに民間(三菱マテリアル、杉乃井ホテル、九重観光ホテル、大和紡観光)が 4 基所有

しており、東京電力管内では、八丈島の 1 基だけである。出力規模も小さい。東北電力や九州電力の

地熱発電に比べて、1 基当たりの出力規模が、一桁小さいのである。ここにはなにか事情があるに違

いない。 

地熱の潜在エネルギー量では、日本はアメリカ、インドネシアに次ぎ、第三位の埋蔵量がある。つ

まり地熱はいまだほとんど活用できていないエネルギー源である。立地や地形に合わせて、居住区や

観光地に適合するデザインが必要であり、その部分がいまだごっそりと抜け落ちている。 

インドネシアは、必要な電力のすべてを地熱発電で賄うことができるほどの潜在量をもっている。

もちろん石油も産出できるので、石油も掘り続けているが、石油だけで見れば、インドネシアは純輸

入国である。現状では、地熱発電は、総電気エネルギー4％を賄っているに過ぎない。インドネシア

の地熱発電所の建設には、多くの日本企業が参入している。日本にはすでに地熱発電の技術はあるが、

さまざまな規制がかかっているために活用できていないのが実情である。温泉で有名な最北のアイス

ランドは、自然エネルギーでほぼ必要エネルギーをまかなうことができている。美肌効果があるとい

われるブルーラグーン温泉は、実は人工の温泉である。地熱発電で汲みだした温水を、温泉場に流し

て出来ている。またこの温水は、パイプラインで都市部に流され、暖房用のエネルギー源として活用

されている。多目的型の活用が可能なのが、地熱発電である。当初冬場の暖房用として活用されてい

た温水が、発電にも活用されるようになったというのが歴史的経緯である。 

684



 八丈島の地熱発電は、地中 1500 メートルほど掘削し、そこに熱水を汲み上げる鉄製パイプを降ろ

し、地表面近くで水蒸気となる湯気を細い配管に通し、タービンを回して発電する装置である。立地

には、いくつか条件がある。熱源が地中の比較的浅いところまで上昇していること、そこにかなり豊

富な水があることは絶対条件である。地中の水は、簡単には沸騰させてはならず、水蒸気にしてはい

けない。気化にエネルギー使ってしまえば、熱は水蒸気に含まれてしまい、運動エネルギーに転嫁で

きるエネルギーが減ってしまう。深さ 1500 メートルでは、圧力が水蒸気分を含めると 20 気圧程度

かかっているために、水は簡単には気化しない。この深さによる圧力が、エネルギーを閉じ込めるた

めに重要である。その場合、水は沸騰しないまま 300 度程度の液体になる。この高熱の水をできるだ

け地表近くまで、汲みだすのである。熱水を配管で汲みだすためには、広い範囲に水蒸気が噴き出し

ているような地形では適性が低い。むしろ地表あたりの地層が粘性で詰まっており、自然状態で湧き

上がってきた水蒸気が地表の出てこず、冷やされてまた地中に戻るようなところを活用したほうが良

い。出口がなく熱水が閉じ込められた状態だと、水の水温が上がり、そこに配管を降ろせば熱水を集

約的に活用することができる。水温が上昇するための最適の地形、地層がありそうである。できるだ

けそうした場所を探して、地熱発電の施設を設置するのである。 

八丈島地熱発電所 

 

 ちなみに最初の原初的な生命体は、海底噴火口近辺で出現したらしく、水深 2000 メートル程度の

噴火口が生誕地になっているようである。こうした場所では、気圧が 21 気圧あり、熱源もあるので、

比較的分子鎖の長いオリゴペプチドがごく自然に出来上がる。しかしこの場合には、熱源の近くに留

まっていれば、高温の水にさらされて、オリゴペプチドは簡単に分解してしまう。つまり最初の高分

子ができたとき、ただちに流されて冷水に触れる必要がある。海底噴火口近辺の温度は、高温水から

冷水まで、傾斜がついており、この温度の傾斜のなかで、オリゴペプチドは安定し、複数のオリゴペ

プチドが結合するとポリペプチドとなる。これがタンパク質の素である。オリゴペプチドの生成まで

は、実験室で確認されている。 
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 地熱発電では、地表付近で高温の熱水が気化して水蒸気になれば、水蒸気の濃度の低い方に一方向

の運動が起きる。ここにタービンを置いて電気にするのである。そのための装置が生産井であり、八

丈島の地熱発電所には 2 本の生産井がある。その場合水蒸気をできるだけ逃がさず、閉じ込めたまま

地中に戻し再利用する。それが還元井である。熱源近くの水は、長期間にわたって蓄えられた水であ

り、水こそが熱源のエネルギーを地表まで運ぶエネルギーの媒体なのだから、それが不足する事態は、

地熱発電の停止でもある。水の代わりにアルコールを媒体とすれば、沸点が 80 度程度であるため、

より小さなエネルギーで運動エネルギーに転換することができる。

八丈島で必要とされる電力のうち、地熱発電で賄っているのは、現状では 25％程度であるらしい。

それ以外は火力発電である。地熱発電で、事業所の電力をまかなうことは容易ではないが、家庭用電

力には十分に役立つ。ガソリンも都内と比べるとかなり高い。電気自動車もかなり広まっている。離

島のエネルギー源は、多並行分散型になる。まだまだ工夫の余地がありそうである。
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レジリエンス再考 

―心的システムの安定モデルを構想する 

 
稲垣 諭（自治医科大学） 

 
 

 
 
 

1. なぜレジリエンスか？ 

生命の定義には、みずからを再生し、維持する（動的平衡）にとどまらず、みずからを新たに拡張

的に作り出す（自己組織化）能力が含まれている。これはいまだ科学技術が実現しえない未知の能力

であり続けている。植物では当たり前の幹細胞の万能性は、科学技術がもたらしたものではない。ips

細胞の初期化手続きは、すでに万能性を秘めた細胞に施されているにすぎない。科学はいまだ、細胞

生命の定義にかなう制御技術を持ち合わせてはいないのが現状である。 

とはいえ生命のこの自己産出性は、どんな場合でも発揮されるものではない。軽度の損傷なら、細

胞であれ、植物であれ、動物であれ、放っておけば治癒してしまうが、この「軽度の損傷」からの回

復範囲がどこまで及ぶのかには、さまざまな条件が関与する。たとえば、ちょっとしたかすり傷であっ

たものが、いつまでも皮膚の変色を伴った傷痕として残ることがある。傷痕は、以前の状態の復元と

は異なる回復である。 

またたとえば、捻挫とは異なり、大腿骨の複雑骨折をそのまま放置しておいても、以前の状態に戻

ることはない。外科的介入が必要なのはそのためである。さらに血管や神経、筋の損傷が治癒し、骨

もつながり、感染症のリスクを低減させる回復にまで至ったとしても、以前のように歩くことや走る

ことができるようになるわけではない。日常生活に問題はなくても、以前の運動パフォーマンスが

戻ってこないことはごく普通に起こる。ここに現れるのが各種後遺症としての障害である。この場合、

回復とは、何の回復なのかが問われることになる。 

外科的に治療は完了し、日常生活にも問題はないのだから、それで良しとすべきだという意見があ

り、他方でシステムの余力を引き出し、パフォーマンスを向上させることができる限り、いまだ回復

ではないという意見もある。これら意見の対立は、双方がどこかで折り合いをつけなければ、解決で

きるようなものではない。 

こうした回復に向かう局面では、身体であれ、心であれ、それらシステムが損傷した後にどのよう

なプロセスをたどるべきなのかが問題になってしまう。そして、そのプロセスにどれほどの選択可能

性があるのか、それとは逆に、頭打ちになってしまうプロセスの特性とはどのようなものなのかが問

題になる。こうした問いとともに考慮すべき概念が「レジリエンス(resilience)」である。 

キーワード：レジリエンス、神経系、心の安定モデル、発達、抑制、行為可能性

の拡張 
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レジリエンスとは、複雑化するシステムに突発的な変異が生じ、機能不全に陥ったさい、そこから

再度安定的なシステムの作動へと「復帰する力」、「回復する力」を意味している。そのため生態学で

は草原や森林といった多様なニッチの回復力を、土木工学では建造物の損傷からの回復性能を意味

し 1、精神医学では PTSD などからの心の回復力を表している 2。システムは、単に安定しているだ

けではなく、レジリエントでもなければならない。 

このことは、中枢神経系疾患を例にとると分かりやすい。脳梗塞等が二度、三度起こったとしても、

脳障害そのものへの耐性がつくことはない。むしろあと一度、梗塞が起これば生命の保証ができない

局面となる。その場合、病後、神経システムの安定が取り戻されてはいても、システムのレジリエン

スは極端に減退している。つまり、システムは安定だが脆弱（fragile/vulnerable）となる。 

これと同様に、たとえ精神的安定が取り戻されたとしても、何らかのきっかけで容易に動揺する心

的システムであるかぎり、本来の回復、治癒とはいいがたい。精神科臨床でたびたび起こることとは、

一時的に寛解したものの、すぐに再発する患者が多数いることである。そのため「寛解」は本来、レ

ジリエントな寛解でなければならない。にもかかわらず、薬物療法が主流の医療的現実においては、

そこまで患者の経験の余白部分をカヴァーする取り組みが行われているとは言いがたい 3。さらにい

えば、この余白部分が何に由来するのかも解明も明確には行われていないのが現状である。 

 

 

2. レジリエントなシステム特性 

 上述したようにレジリエンスは、生態学や精神医学、心理学、経済金融学、都市工学とった多様な

分野で用いられ始めているキータームのひとつである。 

2008 年、リーマン・ショックによって世界規模での信用不安が増幅し、金融危機が起きた。それ

まで自由度が高く「頑強(robust)」だと思われていた金融システムが、実は非常に「脆弱」であるこ

とが判明した。そのため 2010 年に、各国の金融監督当局が参加するバーゼル銀行監督委員会によっ

て金融リスク低減のための規制強化策（バーゼル III）が公表されたが、その内実とは、グローバル

金融機関の自己資本比率を高め、株価や通貨のボラティリティ（変動率）を一定の値に抑え込むこと

にある。 

 レジリエンスとのかかわりでいえば、システムに突発的な異変が生じたとしても、速やかに安定的

なシステム作動に復帰できるための要件を探り当て、それを充足させておくことが目指されている。

すでにこの局面では、システム変動を一意的に引き起こす原因探しは断念されており、マルチファク

1 A.Zolli, A.Healy: Resilience Why Things Bounce Back, Simon & Schuster, 2012. 
2 加藤敏・八木剛平編『レジリアンス現代医学の新しいパラダイム』（金原出版、2009）参照。また幼児の逆境に

おける適応についてレジリエンスの観点から包括的にまとめたものとして下記を参照。S.S.Luthar(ed.): 
Resilience and Vulnerability, Cambridge University Press, 2003. 
3 この問題を補うための神田橋條治が語る臨床の在りようは非常に示唆的で印象深い。下記のインタビューを参

照。八木剛平・渡邊衡一郎編:『レジリアンス 症候学・脳科学・治療学』（金原出版、2014）、292-310 頁。 
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トリアルなネットワーク調整だけが問題になっている。 

それと同様に、医療がかかわる心身の健康におけるレジリエンスも、今後考慮されるべき重要な課

題となる。たとえば、つまずいて四肢を骨折した高齢者のなかには、リハビリに精を出し、目覚まし

い回復力をもつ人と、骨折による筋の拘縮、動作パターンの変形から、運動量の減少、免疫系の低下

による肺炎といった合併症の併発へと容易に進んでしまう人がいる。両者のどこに違いがあり、どこ

に分岐があるのか。これは、自然災害のような凄惨な経験をしても、強くしなやかに日常に復帰する

人と、PTSD のような心疾患を慢性的に抱えてしまう人との分岐にも関連している。 

多くのシステムの作動は、定型的なパターンをひとたび獲得すると、それを反復することで均衡し、

安定する。それがエネルギー効率の追求を本性とするシステム的合理性だからである。しかし一見安

定したシステムの裏面では、多様な選択肢を廃棄することで、ほんの些細なきっかけで決壊する「シ

ステミック・リスク（systemic risk）」が生じている。河川や牧草地の系のあり方が、一挙に壊滅的

な局面に移行してしまうことを、生態学では「カタストロフィック・シフト（catastrophic shift）」

というが、これを避ける工夫が、健康の維持と向上にとっても必須になる。 

人間の健康や逞しさは、筋肉量や生理的な検査項目によってだけ計測されるのではない。むしろ不

測の事態において発揮される精神的かつ肉体的な対応能力、つまり、世界内での問題解消のための選

択肢をどれだけ手にしているかという「潜在能力(capability)の豊かさ」を骨格としている。となると

問題は、この潜在能力の豊かさをどのような指標から押さえていくかの見通しの確保である。 

多くの分野で扱われるレジリエントなシステムには、いくつかの共通特徴があることが分かってい

る。以下ではそれを取り出しておきたい。 

まず健全な生態系には、多くの生物種が活用できる固有なニッチが数多く含まれている。種の独占

が起きないのは、システムとその環境に「複雑さ」が維持されているからである（多様性の確保と複

雑さの維持）。さらには台風や溢水、山火事、野焼き、放牧といった中規模の攪乱要因の出現により、

生態系の複雑さの度合いが一定頻度で変動し、耐性を強化する仕組みが備わっている（中程度攪乱の

寛容性と耐性の強化）4。大規模な攪乱は、系そのものを消失させる恐れがあるが、中規模から小規模

までの攪乱要因は、むしろ生態系を複雑にし、その耐性を強める。人の手が入る里山は単純安定化に

陥らないためのよいモデルである。 

また大脳の中枢神経システムは、一部のネットワーク障害によってシステム全体が崩壊に至ること

がないよう複合分散型の機能システムとして作動している（並行分散型ネットワークの確保）。東京

都内の電車の交通網もこれに似たところがあり、人身事故によってある路線が不通になっても振替、

代替輸送が可能になる仕組みを備えている（代替ネットワークの確保）。 

JR や私鉄、都バスといった各社が競合しながら交通網をネットワーク化するように、神経系でも

膨大なサブユニットの集合体が間接的に連動しているだけであり、そこには中枢と呼ぶべきものがな

4 S.H. Roxburgh et al.: “The Intermediate Disturbance Hypothesis: Patch Dynamics and Mechanisms of 
Species Coexistence”, Ecology, 85(2), 2004, pp.359-371. 
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い（中枢制御系の不在）。 

さらに最近では、免疫細胞のミクログリアが、脳内のシナプスの周囲を徘徊し、問題のあるネット

ワークを触診したのちにそれを消去し、場合によっては一度消去したシナプスをその後改めて回復さ

せることが分かっている。まるでミクログリアが、機能ネットワークの依存度や影響度をくりかえし

検査しているかのようである 5。つまり、そのネットワークに障害が起きた場合、他の機能ネットワー

クにどのような影響が出るのか、もしくは単離可能な局所ネットワークにすぎないのかをシミュレー

トしているようだ（単離可能性の吟味）。ニューロン集合のサブユニットが、単離可能で他への依存

度が低いものなのか、あるいは他のサブユニットの中継点となるハブ機能をもっているのかを吟味す

る仕組みを神経系は備えていると予想される。 

そもそもニューロン間のシナプス結合の数は、多いものでは 1 万を超えるといわれている。だとす

ればその中には無駄としか思えない結合も多数含まれているはずだ。この「無駄に多様であること」

も、実はレジリエンスの重要な特徴である（冗長性の活用）。20 種類のアミノ酸をコードする塩基配

列のコドンが 64 パターンあり重複していることや、巣の営みを支える働きアリの 2 割ほどが働かず

に何もしていないのも、これに関連する。冗長で無駄なものを維持するには、それなりのコストがか

かるが、それを見込んでもなおレジリエントなシステムを形成することを、自然は戦略として選択し

てきた。こうした視点は、職場で何もしていない人に温かいまなざしを向けるための寛容の精神とは

異なる水準で、健全なシステムを把握するための実践的指標にもなる。 

上記が、レジリエントと認定できるシステム特性であるが、それに対してシステム一般の「不健全

さの指標」を特徴づけることもできる。下記は、以前拙論で指摘したことの再録である 6。 

システムの安定化が、 

1）当のシステムの運動可能性の制約となり、システムの自由度を減少させ、短期的に、全面停止

へと至る可能性を含んでいること、 

2）他の安定状態への展開や、その移行可能性を廃棄していること（これは、展開の選択肢を潜在

的に抑制していることとは異なる）、 

3）外因ないし内因を通じたシステム内に生じる攪乱に対して脆弱であること、 

4）局在的であれ、機能不全が生じたさいに再度安定したシステムへと復帰できないこと、が挙げ

られる。 

1）と 2）は、システムの「自己組織化(self-organization)」を拒む指標であり、3）と 4）はシステ

ムの「レジリエンス」を減少させる指標である。システムの安定化にとって「自己組織化」と「レジ

リエンス」は相補関係にある。というのも、健全なシステムにおけるレジリエンスの減少は、システ

5 H. Wake, A.J. Moorhouse, S. Jinno, S. Kohsaka, J. Nabekura,:“Resting Microglia Directly Monitor The 
Functional State of Synapses in vivo and Determine” The Journal of Neuroscience, 29 (13), 2009, pp.3974-
3980. 
6 稲垣諭:「プロセスとしての臨床－臨床-内-存在の現象学」、『エコ・フィロソフィ研究 8』(「エコ・フィロソフィ」

学際研究イニシアティブ編、2014)、169-170 頁。 
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ムを不安定状態に置くことで自己組織化を誘発し、そこからシステムを再度レジリエントなシステム

へと回帰させるが、この自己組織化の誘発が起こらないシステムこそがレジリエントではないシステ

ムとなるからである 7。 

ただし厄介なのは、このシステムの健全さは、当のシステムが安定状態から逸脱したさいにしか評

価できないことである。これを健全さのパラドクスと呼んでおく。そもそも上記の指標は、直接、安

定化したシステムの内実からは見出せず、システムが新たなプロセスを進むさいに、どのような運動

を実現するのかに応じてしか吟味できない。卑近な例でいえば、風邪をひける（風邪くらいで済む）

ということが健康であることのひとつの証となる。 

 

 

3.レジリエントな心―心の関節 

 2012 年には、科学雑誌のサイエンスで、うつ病治療とレジリエンスに関する論文が発表されてい

る 8。人は、制御不能な強いストレス状況にさらされ、圧倒されることで、燃え尽き症候群や PTSD、

うつ病、心疾患等といった多様な疾病を発症する。しかし同じストレス状況下でも、そうした疾病が

生じず、速やかに日常に戻れる人、あるいはそれほど重症化しないまま回復する人がいる。こうした

分岐がなぜ起こるのかがようやく分析され始め、脳科学的データも取られ始めつつある 9。 

 現時点で検討されているレジリエントな心的システムのカギとなる要素は、 

 

1）ポジティブな感情（楽観、ユーモア）をもつこと、 

2）ネガティブな感情の制御、 

3）能動的なコーピング、 

4）社会サポートの拡充、 

5）認知的柔軟性、 

 

といったものである。確かにその通りなのだろうとは思う。しかしどこか物足りない印象も受ける。

というのも、それぞれの要素をもてない心的システムが現実に多数成立しているからこそ問題なので

あって、そうした要素を最初から満たすシステムはそもそも問題にはならないからである。ただしこ

うした物足りなさは、実証データを集積するという自然科学的手法のやむを得なさでもある。した

がって、そうした要素をあらかじめ備えた心的システムがどのようにして発達するのか、またすでに

レジリエントではないシステムを、レジリエントに変化させるためにはどのような再発達の選択肢が

7 自己組織化とのかかわりは、河本英夫:『損傷したシステムはいかに創発・再生するか』（新曜社、2014）を参照。 
8 S.M. Southwick, D.S. Charney: “The Science of Resilience: Implications for the Prevention and Treatment 
of Depression”, Science, 2012: Vol. 338, no.6103,pp.79-82. 
9 前掲書、八木・渡邊（2014）では、多分野における最新のレジリエンス研究の成果が網羅されている。 
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あるのか、そうした考察にはいまだ届いていないのが現状である。 

 哲学的な議論の水準から考えてみても、デカルトの我思う「我」やカントの「自己意識」概念、フッ

サールの「意識」概念のどれもが、すでに安定した意識経験をもとに組み立てられている。彼らが考

察した自我や意識が、崩壊する場面、損傷を被り、そこから再度立ち上がってくる場面についての考

察はほとんど行われてはいない。というのも、心を考察する心自体が安定していなければ、そもそも

合理的で、明証的な考察ができないからだ。有名なのは、デカルトが自己省察を行ったさいの喧噪も

なく、誰にも邪魔されない暖炉部屋である 10。そこで、ゆったりとリラックスしながら、私の存在に

ついての発見を行うというのがデカルトの省察の流れである。フッサールも怒りのさなかで反省をす

ると、反省をかけるはずの当のものが別様に変容してしまうことを恐れ、終始安定した心とその対象

を分析にかけている 11。これらのことは、一種の時代的な「正常性バイアス」として不可避のものだっ

たとも思われる。 

 そこで以下では、上記の流れを勘案しつつ、心の安定化が実現される仮説モデルについて構想する。

そのさい心の安定そのものは、単なる状態ではなく、多くの機能性の複合作動の結果、実現されてい

るというのが大前提となる。これは細胞であれ、アリやハチのコロニーであれ、身体の恒常性維持（ホ

メオスタシス）であれ、動的平衡システムが実現されるうえでの必須要項である。これに加えて、次

にモデルの選択を行う。 

ひとつ有力な候補として考えられるのが、身体動作や行為の集合として考察される身体システムか

らの類推である。心が揺れる、心が動く、心が跳ねる、心が走る、心が転ぶ、こうした表現には、身

体からのアナロジーとしてどこかで理解できてしまうという現実がある。一昔前のポストモダンでは、

心や意識、思考が脱臼するといった表現も流行った。心や思考という見えないものを、見えるモデル

や指標を用いて展開してみるのだ。それが単なる比喩にとどまるのか、あるいは自然科学的な展開可

能性につながるのかを見極めることが重要になる。 

私たちの身体の関節には、運動を可能にする軸がある。そしてこの軸のことを運動自由度と呼ぶ。

指の節の関節は、蝶番のように曲げ伸ばししかできないが、指の付け根の関節になると、上下左右、

さらに回転もできる。手首も同様である。この場合、自由度は指よりも後者の方が高い。つまり運動

自由度の高さは、動きの選択肢のバラエティの豊富さを意味している。人間の身体動作は、大量の関

節自由度と、天文学的な無数の組み合わせパターンからなる。 

 これと同様に、心にも関節があると想定してみる。自分の心の関節はどれほどの自由度をもってい

るのか。心の動きの方向や回転にどれほどのバラエティがあるのか。そして心の関節の自由度は、ど

れほど高ければ、健全で、安定的なのか。各人にはそれぞれ、これまで行ってきた無数の思考と行為

の履歴がある。それによって、自分がある場面で選択しがちな思考や行為パターンの集合がおのずと

形づくられている。 

10 R.デカルト:『デカルト著作集 1 方法序説 』（三宅徳嘉・小池健男訳、白水社、2007）、20 頁参照。 
11 稲垣諭:『衝動の現象学』（知泉書館、2007）、79 頁以下参照。 
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しかしひとたびストレス状況が発生すると、人はこれまでの思考や行為パターンでは対処できない

状況に投げ込まれる。心の関節の自由度は、こうした場面で試されることになる。たとえば、元気な

ふりをしたり、ある役割を演じ切ることが難しくなる。この「ふりをする」ことは、いまだ心の自由

度の高さを証している。心のレジリエンスは、自由度が制約される場面での安定の維持と、そこから

さらに自由度を高めていく選択肢の発見能力に関連する。 

足のかかとに痛みが出たり、指が一本使えなくなったりしても、私たちは、不格好かもしれないが、

歩行もできるし、物をつかむこともできる。身体のレジリエンスは、無数の関節自由度が補い合うこ

とによって保たれている。心もこれと同様ではないのか。たとえ不格好だとしても、もう一度、新し

いスタートラインに立てること、これが心のレジリエンスに必要なことである。 

 

 

4.レジリエントな心―心の可動域 

 身体の関節にはまた、「可動域」という運動の幅を決定づける限界値がある。たとえば立ったまま

ぶらっと垂らしている腕を、曲げることなく少しずつ前方から上方に上げてみる。胸のあたりで水平

になり、その後、目の高さを超えて頭の少し後ろ側まで上げることができる。肩関節は、180 度以上

の回転可動域をもっている。にもかかわらず私たちは、日常生活で、この限界値近くの可動域を活用

することはそうない。おそらく、スポーツや無理な体勢を取らざるをえない環境や状況がないかぎり、

可動域のごく一部の範囲だけで日常生活を送っている。逆に、限界域の振れ幅を目一杯使うような運

動だけをしていると、かなりの消耗を引き起こす。 

ということは、可動域には限界域があり、その内部において一定幅で振幅する定常域をもつことが、

全体的なシステムの安定につながっていると考えることができる。というのも、たとえ定常域をはみ

出す運動が起こっても、そこにはまだ余裕があり、この余白がシステムのレジリエンスとなっている

からだ。心拍数や血圧、体温といった身体内の固有値の多くが、こうした動的構造を備えている。 

 生活習慣の中にスポーツやストレッチを取り入れることが推奨される理由のひとつは、普段活用し

ている定常域だけではなく、限界域にまで身体を稼働させることで、限界域そのものを拡張したり、

限界域が知らずに狭くなり、あったはずの可動域が消失していたりはしないかを検証できることにあ

る。 

 上記のことから、心の安定に関しても、発達論的に、二重の閾値からなる振幅運動としてモデル化

できると想定される。そのさいに心の安定を計るパラメータを何にするのかはとても難しい問題であ

る。「感覚」や「高次認知（判断）」、「注意」、「緊張度」といった心の機能性を複数のパラメータにす

ることももちろん可能だろうが、ここでは単純化して、正と負の「感情」の振幅として設定してみる。

というのも、激しい怒りや深い苦しみは、心の安定をゆさぶり、収拾のつかなさを引き起こし、その

逆の幸福の絶頂のような強い多幸感も、それが継続されれば、判断能力や注意能力を鈍らせることに

なるからである。チクセントミハイのフロー体験は、一時的な集中度や意識明晰度の高まりであって、
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それが終始続いているようでは、いくつ身体があってももたない 12。 

2 歳から 6 歳ごろの幼児は、言葉をあやつり、会話が流暢に行えるようなると、多彩で、かつ急激

な感情運動を発露する。典型的には、うまくできないことや、思い通りにならないこと、自分の意図

を汲んでくれない他者に直面すると、悲しみにふさぎ込み、怒り、泣き叫び、罵り、物を投げる。し

かしその後、数分もすると満面の笑みを浮かべ、きゃっきゃっといって、何事もなかったかのように

アイスクリームを食べている。「大っ嫌い」といったすぐ後に「大好き」と嘘偽りなく口に出せる。 

このジェットコースターのような上下の激しい振れ幅をもつ感情運動を、幼児はくりかえし経験し

ていく。それを通して幼児は、感情の正と負の限界域がおのずと形成されるのを待っている。これが

作業仮説のひとつである。つまり、自分の怒りや悲しみはこんなにも爆発的で深刻なものになり、喜

びはここまで強く、充実したものになるという振れ幅の限界経験を蓄積させるのだ。こうして限界域

が形成されると、次第にその中央値に収斂するように、感情の振れ幅は限界域内の定常域の中で揺れ

動くことになる。おそらくこれと並行して、感情を動かさなくても対応できる行為の選択肢のネット

ワークが夥しく拡充されていく（下記イメージ図参照）。 

成人にもなれば日常生活において、泣き叫ぶほど激高したり、喜びのあまり感極まることはそうな

い。定常域内を感情はゆらゆらと動き、さまざまな事柄に対して、それなりの喜びの反応をし、それ

なりの落ち込みや悲しみの反応をする。そしてごくまれに、この安定域を突き抜けるほどの激しく強

い感情運動にも遭遇する。とはいえその感情は、限界域内に抑えられているかぎり、いずれおのずと

定常域内での感情の揺れ動きに戻っていく。そのことは当人にも、「久しぶりに怒った」とか、「こん

なに泣いたのはいつ以来だろう」という驚きに近い実感として裏書きされる。おそらくこれが、感情

運動から見た成人の一般的な心の安定パターンであり、レジリエントなシステムである。それに対し

て、一度、定常域を突破した感情の振幅が、限界域そのものを書き換えてしまったり、定常域への収

束が行われない場合に、レジリエントではないシステムの運動パターンとなる。 

 
 
 
 

                        収束 

 
 
 
     幼児                       成人 

【感情運動のイメージ図】 

12 M.チクセントミハイ:『フロー体験 喜びの現象学』（今村浩明訳、世界思想社、1996）参照。 
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【限界域と定常域のイメージ図】 

 
 

5.モデルから派生する展開課題 

このようにして正常モデルを仮説的に設定してみると、そこからいくつもの問題設定が見えてくる。

以下では、それらの問いを通して展開されうる課題を確認しておく。 

 

1）限界域と定常域の余白の差が、どの程度あることがシステムにとって有効なのか。限界域と定

常域が重複したまま、つまり、感情の振れ幅を目一杯使いながら生活を送る典型は、双極性障害や、

境界性パーソナリティに親和的になる。突発的に怒鳴り散らし、暴力をふるう反社会性のパーソナリ

ティにも関連する。それに対して、マイナスの振れ幅として定常域が固定化する場合、うつ病に親和

的になると想定できる。あるいは、定常域が極小となり、感情の動きがほとんど出てこないと、無感

動、無気力となる。その場合、こうした陰性症状が、本来あるはずの限界域を活用できていないこと

によるのか、あるいは限界域自体が減少することで定常域と重複してしまっているのかは、それぞれ

異なるタイプとなり、ストレスフルな心因の有無に応じても変化してくる。とくに臨床において重要

になるのは、患者の感情の動きがどの程度の多彩さ、収束パターンをもっているのかを吟味すること

である。 

精神科臨床で問題になるのは、患者の心の動きが限界域と定常域をともなった安定パターンに戻れ

ないような経験にくりかえし翻弄され、翻弄されることでしか安定できない場合である。たとえば境

界性パーソナリティの人々の多くは、成人した後にも感情の振れ幅を存分に使い切りながら日常を生

きる。また、発達障害の患者も、何か自分の意図や決まり事にそぐわないことが起こると、爆発的な

感情を発露し、泣き叫び、暴言を吐き、攻撃的になる。本人もそのたびに当惑し、後悔し、逆ベクト

ルの感情を激しく動かすことで、今度は辛さの淵に沈む。限界域を揺れ動く感情の動きに飽きたり、

慣れたり、そこに度合いを見出して調整したりするための手がかりがほとんどないまま、感情の動き

限界域 

定常域 
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に翻弄されてしまう。これではレジリアントな心とはとてもいえない。 

とはいえ、留意すべきなのは、ここでの正常モデルはあくまでも、システムの安定と展開可能性の

両軸を、つまりレジリエンスを見積もるために設定された相対的なものにすぎないということである。

そのためこのモデルから外れたタイプが、そのまま病理ということではない。とりわけ、アーティス

トやアスリートといった人々では、感情の振れ幅に定常という発想はおそらくない。むしろ定常から

のズレを用いて能力を発揮している人々が多数いる。だからといって、そのことと、彼らの心や身体

の安定が、レジリエントかどうかは別問題である。希死念慮や薬物、アルコール、自傷、暴力といっ

たものに依存しながらでしか、発揮できない能力もある。 

実はこの論点には、ある能力を一挙に発現させるために、心や身体をあえてレジリエントではない

システムとして活用し、その後、日常生活においてはレジリエントなシステムに戻すという、システ

ムの運動パターンの複合化の問題も関係している。複合化することで結果として、レジリエントなシ

ステムになっていることもあるだろう。たとえば、ある程度以上のパフォーマンスを要求される場面

では、スイッチを切り替えるようにして、定常域や限界域のパターン設定を変えることができる人も

いる。システムの運動パターンの複合化は、レジリエンスの高次化を意味している。心的システムに

複雑な運動パターンの高次化が起きていれば、それはそれでレジリエントでもある。こうしたことの

適切な見極めが、特に臨床や教育の現場において不可欠になってくる。 

2）限界域と定常域という入れ子的な二重構造をもつ心的システムへの発達コースは、ひとつに

決まるのか。先にも述べたように心理学や精神医学においてレジリエンスが注目されている要因の

一つは、強いストレス状況にさらされながらも病理に陥らない人々が多数いることへの着目であ

る。それ以前は、人為災害や自然災害に遭い、PTSD 等の疾患に苦しむ人々の病状およびサポート

面ばかりが取り上げられてきた。とはいえ、そこでも重要になるのは、サポートを通じてどのよう

なシステムの安定を取り戻せばよいのかの見通しとその具体的手順を模索することである。 

日本であれば、ごく普通の一般家庭と地域社会において子どもが成長と発達を遂げれば、システム

はおのずとレジリアントなものになると誰もが想定すると思われる。ただし、その場合でも、レジリ

エントなシステム特性のひとつである中程度攪乱の経験、つまりシステム自体にとってのストレス状

況の経験は、発達場面においてどの程度必要なのかといった問いが浮かび上がる。 

たとえば、小中高の学生におけるいじめの経験は、いじめられる当人に対するストレス状況である

のは確かだ。筆者にもいじめられた経験がある。誰からも話しかけられず、机がなくなり、靴がなく

なったこともあった。しかし当時は絶対に理解できなかったことだが、今から思うと、クラス中から

無視をされていた経験が、今の自分を作っていると素直に感じる。世界的ダンサーの田中泯氏も、三

鷹天命反転住宅で行われた対談において、いじめられていたことが、踊ることへと自分を解き放った

と言っていた。それ以外にも、いじめられた経験をもちながらも現在活躍している人は数多い 13。 

13 中井久夫：『アリアドネからの糸』（みすず書房、1997）参照。 
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教育の場におけるいじめというのは、当事者の心と身体の安定を壊滅的にするほど深刻化するよう

な事例であれば、絶対的に避けられるべきであり、それを未然に防ぎ、もしその被害にあった学生が

いれば細心の注意のもとでサポート体制を整える必要があることは確かだ。 

しかしその他方で、そうした状況の中でさえ、レジリエントなシステムのためのヒントは隠されて

いるのだろうか。あるいは、いじめられた学生が、その先の未来において、心の安定をよりレジリエ

ントなものとして獲得するためには何が必要なのだろうか。こうした問いは、同時に考慮しておいて

もよいのだと思える。 

母子関係から独立したラットやサルでは、幼少期にストレス状況に置かれることで、成長したさい

に正常群よりもストレス耐性がつき、不安行動が減少し、探索行動が増加するというデータが出始め

ている 14。あるいは、社会経済的地位が低く、リスクも高い環境で暮らす人のなかにも、他者との信

頼関係を醸成しながら肥満やインスリン耐性、炎症、高血圧、血管内皮障害といった慢性疾患の多く

を未然に防いでいる人々がいる 15。こうした論点からは、ストレス環境そのものが避けられるべきな

のではなく、ストレスの量、質、時期、タイミングにかかわる有効な設定基準を見出すことが問題なっ

てくる。それらに応じて、発育する心や体のシステムが取る発達のコースはいくつにも分岐すること

になる。 

3）限界域を動いていた感情がやがて定常域に収束するのはどうしてか。心的システムが安定して

いるというのは、認知能力や運動能力がいつでも必要なさいに発揮できるように潜在化されていると

いうことである。それは適度な冷静さと緊張、集中状態が維持されているということでもある。幼児

がこうした状態を保つことは至難の業であるし、すでに幼児期からそうした心的な状態を保てれば、

それはそれで別の対応が必要になる。 

なぜ幼児は、発育に応じて感情の起伏が安定し始めるのか。最も容易に考えつく解答は、養育者や

教育者といった他者が、突発的で強い感情を発露させる幼児に対して躾や教育を行い、抑制するから

であるというものだろう。つまり、過剰な感情運動に対して常に外界からチェックと抑制をかけ、そ

の外圧を通じて定常域内を運動するようになるというモデル理解である。これはこれで、幼児にとっ

てストレス的な状況であることは確かである。こうした方向づけを「抑制経路」と名づけておく。限

界域を目一杯活用する運動パターンに対して、社会的、制度的、家族的な枠をはめることで、おのず

とその枠内に運動パターンが適合するように経験を蓄積させ、誘導する。教育のほとんどはこのよう

にして仕組まれている 16。 

14 S. Levin: “plasma-free corticosteroid response to electric shock in rats stimulated in infancy”, Science 135, 
1962:795-796. K.J. Parker, C.L. Buckmaster, A.F. Schatzberg et al: “Prospective investigation of stress 
inoculation in young monkeys”, Arch Gen Psychiatry 61, 2004: 933-941. W.T. Boyce, B.J. Ellis, “Biological 
sensitivity to context: I. An evolutionary-developmental theory of the origins and functions of stress reactivity”, 
Developmental Psychopathology. 2005; 17(2):271-301. 
15 E. Chen and G.E. Miller: “”Shift-and-Persist” Strategies: Why Being Low in Socioeconomic Status isn’t 
Always Bad for Health”, Perspective Psychological Science, 2012; 7 :135–158. 
16 こうした躾けや教育と、虐待の間の明確で厳密な線引きは実は難しい。肉体的ストレス、精神的ストレス、社
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フロイトの精神分析が明らかにした意識の安定も、この「抑制経路」を基調として組み立てられて

おり、フロイト以後の精神分析派も発達をそのように理解している。エディプスの挫折は、幼児の心

的システムが能力の限界や外界からの禁忌、言語という象徴世界への参入に直面し、それらによる抑

制を通じて、より成熟した安定がもたらされると想定している。最近は発達心理学においても、幼児

がセルフコントロールをどのように身につけ、世界にかかわっていくのかが、「抑制」を基本に考え

られ始めている 17。また、発達初期の神経系のシナプス再編において刈り込みが行われるのは、主に

他のニューロンを活性化する「興奮性シナプス」であり、「抑制性シナプス」が残され、強化されてい

くというデータも出ている 18。19 世紀を生きた神経学の父とも言われるヒューリングス・ジャクソ

ンの神経モデルがすでに抑制系として考察されていた 19。こうした知見においては、発達することと

は、すなわち抑制を身につけることとなる。 

とはいえ、こうした「抑制経路」が進行すると同時に、幼児のシステムでは、行為選択肢の圧倒的

な拡張も起こっている。つまり、それ以前には感情を動かすことでしか対応できなかった事態に対し

て、感情を動かす手前で行為的に対応できてしまう事態が増えていく。そのため感情の振幅は、一定

幅に収束する頻度がおのずと増えると予想される。筋力の増大と、基礎動作の精緻な細分化および高

次化が進むことで、たとえば以前に自分では取れず、泣き叫ぶしかなかった棚の上にあるお菓子が、

椅子を踏み台にして取れるようになる。ここでは、抑制が外的にかけられるというよりも、幼児がみ

ずから行為可能性を広げることで、結果的に心的システムが安定するというモデル理解となる。こう

した経路を「行為拡張経路」と名づけておく。この時期には同時に、言語理解も格段に進む。言語を

通して感情の形と運動に折り合いをつけることができるようにもなる。行為拡張経路では、感情の振

幅に不釣り合いなほどの圧倒的な行為選択肢の拡張が起きてしまえば、心的システムはおのずと安定

すると考えるのである。 

抑制経路と行為拡張経路は、システムの展開プロセスを進めるにあたって、発達上、教育上、臨床

上での戦略が全く別のものとなる。抑制経路では、システムの安定を阻む要因を特定し、その要因を

抑制し、浮かび上がらない方向へと誘導、介入するという戦略が取られる。それに対して行為拡張経

路では、問題となっている要因とは独立に、あるいはその要因に隣接する領域に、行為的に対応でき

る選択肢を見つけ出し、あるいは別様な選択肢を形成するように誘導する戦略が前面に出る。前者が、

問題への直接対応を主とするのに対し、後者は徹底的に間接対応ないし迂回対応となる。 

どちらも一長一短であり、当該の心的システムの在りように応じて、それぞれの対応が模索される

必要がある。とりわけ、精神疾患系の感情要因に翻弄される患者に対する薬物療法は、陽性症状の抑

制をターゲットとしているが、レジリエントな心的システムの安定を作り出すためには、行為選択肢

会的ストレスによる負荷は、物理的に、一意的に測定できるものではない。 
17森口佑介:『わたしを律するわたし―子どもの抑制機能の発達』（2012、京都大学学術出版会）参照。 
18 D.アクスト:『なぜ意志の力はあてにならないのか』（吉田利子訳、NTT 出版、2011）、195 頁以下参照。 
19 稲垣諭:「組織化としての体験」、『神経現象学リハビリテーション研究 No.1』(神経現象学リハビリテーション

研究センター編、2012)、51 頁以下参照。 
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を拡張するやり方を同時に臨床的に特定し、実行していく必要が出てくる。現在の臨床は、陽性症状

がなくなれば、それで病理が終息するという発想では足りない局面へと突入している。発達障害系の

疾患が多彩化し、うつ病の軽症化が進行していることに鑑みれば、問題になっているのは、各種疾患

で苦しんでいる彼らの現実世界における行為可能性の展開と拡張である。その可能性が考慮されない

まま作られた心の安定は、何度もくりかえし病的状態へと陥るリスクを抱えたシステムの安定にすぎ

なくなる。 

4）これら課題を見通すことで、レジリエントなシステムを維持するための工夫にはどの程度のこ

とが考えられるのか。1950 年代以降から、感染症の減少に反比例するように自己免疫疾患が増えて

いるという報告が相次いでいる 20。身近なところでいえば、花粉症や喘息、アトピー性皮膚炎、関節

リウマチ、難治性大腸炎といったものである。さらには自閉症と統合失調症に関しても自己免疫疾患

との関連があるというデータも出ている 21。うつ病も体内の炎症反応と強く相関するらしく、抗うつ

剤がもつ抗炎症作用に注目され始めてもいる 22。自己免疫疾患とは、本来、自分の身体を守るはずの

免疫体制が、自分の身体を攻撃してしまうほどに過剰反応することである。 

免疫寛容という言葉がある。これは、外界からの刺激や反応物に対して免疫システムが極端な反応

をしないということである。本来、花粉や汗のように害のないものに対して、免疫が極端に反応する

必要はない。にもかかわらず、それらに免疫が寛容になれずに、異物としてそれを認定し、攻撃を始

めると、その結果、鼻水や涙、痒み、吐き気、失神といった症状となる。このことを、上記の心の安

定モデルに当てはめて考えてみると、本来、定常域で作動していればよい事態に対して限界域に達す

るほど感情が過剰作動してしまうこととして理解できる。 

妊娠中の母親が、出産前に触れた動物の種類が多いほど、その母親から生まれた子どもの自己免疫

疾患のリスクが下がることが報告されている。その母親が農作業を手伝っていた場合も同様である。

また、生まれた子どもは、生後一年以内に、土の中の土壌菌に曝露し、動物との接触を行うことで、

自己免疫疾患のリスクを下げることができるとの報告もある。つまり、子どもの中に安定した免疫系

が形成される途上のプロセスに紛れ込んだ外界からの異物（細菌やウィルス、寄生虫）は、免疫寛容

を獲得し、そのことが身体全体の免疫系のレジリエンスまで高めてしまうようだ。生命体に大損害を

与える感染症は抑制されねばならない。とはいえ、中程度攪乱と同様に、特定の細菌やウィルス、寄

生虫の感染は、免疫を強化する方向に寄与することがありそうなのである。 

心的システムにおいても、多くの事柄に即座に、しかも一律に過剰反応するのではなく、選択的な

20 M.V.マノフ:『寄生虫なき病』（赤根洋子訳、文芸春秋、2014）参照。 
21  U. Meyer, J. Feldon, O.Dammann: “Schizophrenia and autism: both shared and disorder-specific 
pathogenesis via perinatal inflammation?”, Pediatric Research 69, no.5, pt.2, 2011, 26R-33R. 
22 B.E. Leonard:“The immune system, depression and the action of antidepressants”, Progress in Neuro-
Psychopharmacology and Biological Psychiatry, 25(4), 2001, 767-780. M. Diamond, J.P. Kelly, T.J. Connor: ” 
Antidepressants suppress production of the Th1 cytokine interferon-g, independent of monoamine transporter 
blockade”, European Neuropsychopharmacology 16, 2006, 481-490. 
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反応を身につけること、そして必要な場面では過剰反応して対応もでき、その後速やかに定常域へと

回帰できること、そうした安定化の仕組みが必要になる。問題は、心の安定化にとっての細菌やウィ

ルス、寄生虫とはどのようなものなのかである。

免疫システムにはおのずと動き始めてしまう反応の閾値があるが、この閾値には個人的、家族的、

集団的、文化的、地域的なばらつき、可変性がある。それと同様に、心の動きに関する限界域と定常

域にも正しい定型はない。それはいつでも変化しうるし、変えていくこともできるものだ。新たな安

定系には無数の可能性があり、その可能性の隙間を開くことが、教育においても、臨床においても何

より優先されることなのである。
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現象学と自然科学の相補関係に関する一考察（1） 

 

武藤 伸司（国際哲学研究センター） 

 

 

 

 

 

０．はじめに 

科学がその出自を「生活世界（Lebenswelt）」（HuaVI, S. 42）1に持つこと 2からすれば、現象学

は、科学に対して常に批判的かつ反省的な態度を採ることができる。このことはつまり、科学の成果

（科学に関する知識、技術そして理論）それ自体に対して、現象学が意識の志向性の原理から基づけ

る（fundieren）ことができるということである 3。例えば、科学的な技術や理論において、何らかの

不合理やパラダイムの変換が起これば、現象学は、科学に生じるそうした事態の「意味」を根本から

問い直すことができ、また、科学的な観測によって量化された対象や事態の「本質」を、我々の「体

験」へと引き戻して考えることができる。このことは、科学に対する現象学の寄与の一つであると言

い得るだろう 4。 

 では、反対に、科学の側から現象学への寄与というのはあり得るだろうか。上で言及したように、

両者の基づけ関係からすれば、構造上、根本的かつ原理的である志向的な意識の構成は、高次の客観

的かつ理念的な学問の形成に先行する。この構成の先後関係において、もし、後のものが先のものに

影響を及ぼすことがあるとしたら、それは一体どのようなことであろうか。この問題を考える際に、

鍵となるのは、そうした科学の成果としての諸法則や理論といった理念的な対象の構成に関わる「本

質直観（Wesensanschauung）」（HuaIII, S. 14）であると考えられ得る。現象学にしろ、その他の学

問にしろ、事象や事実の本質を看て取ることが、学問の共通性格として挙げられる。つまり、我々は、

諸学問ないし、特に諸科学の成果として提示される法則や理論などから看て取ることができる、理念

的な「本質」を通じて、それを共通項とし、その構成を現象学的に分析することができるのである（vgl. 

1凡例：Husserliana（Den Hagg, Kluwer Academic Publishers, 1950-.）からの引用は巻数をローマ数字、頁数を

アラビア数字によって（）内に示し、原書による強調を強調
、、

、筆者による強調を強調
．．

とする。また、引用文に無い

語句を補足する場合、〔〕内に示す。そして、『経験と判断』を EU. と表記する。 
2 フッサールの晩年の著書、『ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学』の中心的な主張である（vgl. HuaVI）。 
3 ここでは単に、現象学が自然主義的な諸科学を学問論的に基礎づける（begrunden）こと（vgl. HuaXXV）だけ

でなく、その本質規則性としての志向性によって構成されている生活世界と諸科学の理念性を問題にしているこ

とから、両者の非独立的な関係として、基づけ（Fundierung）と考えるのが適切であろう。 
4 このことについて、山口一郎『感覚の記憶―発生的神経現象学の試み』知泉書館、2011 年、106- 111 頁参照の

こと。 

キーワード：現象学、自然主義、領域存在論、本質直観、自由変更 
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HuaIII, §§3f.）。この点で、諸科学の成果が現象学にとって新たな探求領域をもたらすことに寄与す

るのではないかと考えられ得る。 

以上のことから、本論では、現象学と科学的な学問の関係について、両者の協同的かつ相互的な研

究に関する原理的な可能性の呈示を目的とする。まず我々は、１．科学ないし科学的な思考の基本形

式である因果性（自然科学的な法則）に対する現象学的な考察を行い、それが素朴な実在論の視点に

おける因果性ではなく、我々の身体を根にして規定されていることを明らかにする。そして、そのよ

うな精神物理的な因果性としての諸科学の成果を、領域的な存在として現象学的な考察の主題にする

ことができる、ということも呈示する。ここで領域的な存在者として捉えられた因果性について重要

なことは、それが一つの理念として本質直観されているということである。そこで次に課題となるの

は、２．意識における本質直観が如何にしてなされるのか、という点である。本質直観する際に必要

な自由変更の作用が何であるのかを明らかにし、またさらに、その作用と時間意識や連合との関係を

考察する。以上のことを確認した後、科学に関する理論や理念といった理性定立を、本質直観との関

係から考察する 5。最終的に本論は、これらの考察を通して、領域的な存在者である諸科学が生み出

す様々な成果（法則や理論）を超越論的な手引き（Leitfaden）にして、現象学的な研究の展開を促進

するということを呈示する。これにより、現象学（哲学）と科学の相補的な関係の内実が明らかにな

り、現象学と科学の協同的な研究の原理的な可能性が明確になるであろう。 

 

 

１．精神物理的な因果性と領域的存在論 

 1）現象学による自然主義批判 6 

 我々は、自然ないし事物を素朴な経験において知覚し、判断し、記述する。そうした記述に対して、

自然主義ないし自然科学や経験科学が目標とするのは、その自然が無限の空間‐時間の中の存在であ

るということを自明の前提とした上で、客観的に妥当する物事として、学的な仕方で認識することで

ある。このことは、より広義の自然、すなわち「精神物理的な意味（psychophysischen Sinne）にお

ける自然」（HuaXXV, S. 13）7にも妥当する。例えば、自然主義において心的なものを考えた場合、

それは単独で存在するのではなく、物的なもの、すなわち身体と結びついたものとして現われるとい

5 紙幅の関係上、この点については、別稿（2）に譲る。 
6 フッサールは『厳密学』において、自然主義に対する批判を展開している。フッサールは、「自然主義とは、自

然〔、すなわち〕精密な自然法則に従う空間的‐時間的な存在の統一という意味における自然の発見という結果

の現れである」（HuaXXV, S. 8）と述べている。この立場を支持する自然主義者は、フッサールによると「自然、

差し当たり物的な自然以外の何ものも認めない。存在するすべてのものは、それ自体で物的なもの、〔すなわち〕

物的な自然の統一な連関に属しているか、あるいは確かに心的なものであるが、物的なものにただ依存して変化

するもの、たかだか二次的な「並行的な随伴事実」であるか、そのどちらかである」（HuaXXV, S. 9）という態度

を採るという。つまり、物的な自然は、色や音、硬さなど、心的な印象に関わる場合でも、原理的な自然法則に規

定されているとするのである。 
7 「精神物理的」とは、一般に、ゲシュタルト心理学において、意識と身体との間に、同型的、構造的な類似性を

指摘し得るような、何らかの対応現象が仮定される場合に用いられる術語である。 
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う見解がある。この見解によれば、心的なものは、身体という物的な自然と結びついている限りで、

客観的で時間的な性格を持つものとして規定されるということになる。だが、自然主義における自然

科学や経験科学の研究対象としての自然や身体は、以上のような極めて素朴な前提において捉えられ

ており、これらのことに対し、フッサールは、その素朴な存在定立ゆえに、哲学的であるとは言えな

いと述べている（vgl. HuaXXV, S. 14）。その理由として、例えば自然科学や経験科学において人間を

観察した際の行為と結果が、常に直接の経験に依存していること、そしてその経験に立ち戻らねばな

らないということを無視しているという点が挙げられる。つまり、諸科学は、観測の際、その観測の

経験自体に立ち戻り、如何にして意識としての経験が対象を与え、ないしは出会い得るのか、という

問いを持たず、無批判的な前提として、自明のものであるとしてしまっているのである。したがって、

フッサールは、このような素朴な前提に対し、諸科学の探求の範疇を超えたところ、すなわち直接的

な経験の反省や分析を求めることになる（vgl. HuaXXV, S. 14f.）。 

そこで、フッサールは、この問題を解決するために、自然科学であれ経験科学であれ、探求の際に

必然的に伴う思念や所与の意識の様態を反省する方法として、現象学的な探求方法が必要とされると

いうことを提起する 8。フッサールは、自然主義的な立場からの探求の前提を、意識そのものの分析

へと深化させる。この深化―それはすなわち、現象学的還元による純粋意識の露呈である（vgl. HuaIII）

―によって、現象学は、意識による「自然」の構成という次元の探求から自然主義の前提を突き崩し、

それらの前提の根源を明らかにしようとするのである。したがって、現象学は、意識における志向的

な構成という必当然的な明証性という根拠無くして、そもそも自然主義（意識の自然化 9）、あるいは

自然自体を語ることができないということを明らかにするのである。では、現象学が見出す自然の前

提ないし根拠とは何か。それは、「身体性」である。フッサールは、この身体性を介した事物的な与件

の構成を明らかにすることで、現象学と理念的な学問との基礎づけ（Begrundung）関係を明らかに

する。したがって、我々は、身体性と学問的な理念の関係というマクロな視点を考察するとともに、

両者の構成の内実というミクロな視点についても考察する。両視点を相互に考察する中で、諸科学の

研究成果である自然法則、すなわち因果性に依存した理論が、意識において如何なる領域として構成

され、表象されているのかを明確に規定する筋道として、フッサールの論じる「身体性」を確認し、

そこから「領域的存在論」へと考察を進めることとする。 

 

2）「自然」の構成に関わる身体性の現象学的な考察 

8 フッサールは、「ここで意識の様態やその本質の研究へ向かう態度がなくても、その場合でさえ、解明の方法は、

思念性の様態や所与性の様態への反省を欠くことができないということを必然的に伴う」（HuaXXV, S. 16f.）と

述べている。 
9 フッサールは、「一方で、すべての志向的‐内在的な意識の所与性をも含めた、意識の自然化（Naturalisierung 
des Bewusstseins）、他方で、その意識の所与性と共に、すべての絶対的な模範（Ideale）と規範（Normen）を

も含めた、諸理念の自然化（Naturalisierung der Ideen）」（HuaXXV, S. 9）であると指摘している。自然主義に

よる意識や理念の自然化は、あらゆる事象を（自然現象だけでなく価値や実践をも）、素朴に理想主義的で客観主

義的な態度と前提の下で、自然法則へと還元するのである（vgl. HuaXXV, S. 9f.）。 
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 通常、我々の意識において知覚されている事物とその構成について、フッサールは、「直観的に私

の前にあるような、感覚的なものとしての物質的な事物の性質が、私の、経験する主観の性質に依存

し、私の身体と私の「正常な感性」に関係づけられている」（HuaIV, S. 56）と述べている。この言及

において確認せねばならないのは、「私の身体」とその「正常な感性」についてである。 

まず、前者であるが、一般的に言って、身体は知覚の手段（感覚器官）である。そして、これにつ

いてフッサールは、『論研』以来、意識に与えられる感覚内容を、知覚へと統握するという構成理論

を立てている（「感覚を生化する統握」（HuaXIX/1, S. 361））。したがって、この感覚内容は、事物と

主観ないし身体を遡示する構成要素として必要不可欠なものである。特に、この感覚内容は、キネス

テーゼ的な感覚 10の諸系列、すなわち動いている身体部分において局在化する感覚を伴うことで、そ

れぞれの感覚器官、または感覚器官の全体としての身体を呈示する（vgl. HuaIV, §18- a）。また、フッ

サールは、この「動く」、「運動する」というキネステーゼと、諸感覚ないしその局在化された諸感覚

器官とが連動することで、身体という根源的な「機能」と「位置」も成立する 11と考えている（ebd.）。

しかも、このキネステーゼ的な感覚は、触発的な動機づけ連関（時間意識構成に即して言えば、過去

把持的かつ未来予持的な傾向を持った意味内容の連合）によって、一連の順序づけがなされる 12。こ

こで、事物的な知覚の構成は、二種類の感覚、すなわち「一方の、動機づけしつつある側のキネステー

ゼ的な諸感覚、他方の動機づけされた側の徴表の諸感覚が恒常的に見出される」（HuaIV, S. 58）。つ

まり、身体は、キネステーゼという「動きつつある」という感覚それ自体と、感覚の局在化による外

的な事物との相関という「本質的に二つの相関的に関連づけられた機能の共働から生じる能作の統一

なのである」（ebd.）と理解できるだろう。 

 以上のことから、事物構成には、キネステーゼ的な感覚による諸感覚の局在化、すなわち感覚器官

やそのシステムとしての身体性が必然的に伴うのである。このことは、自然主義的な態度における観

測や観察が、結局のところ感覚にその基礎を置いていることからすれば、その際に身体性が不可欠に

働いているという、現象学的な考察から見出される明証的な呈示でもある。そしてさらに、このこと

が自然主義的な探求に深く関わることとして、先に言及した「正常な感性」という点へと考察を進め

る。 

10 キネステーゼとは、ルートヴィヒ・ラントグレーベによると、「運動の遂行においてその運動自身に気づいてい

る運動のことである･･･自分のいわゆる感覚能力を発動させることによってのみ人間は、これに勝るいかなるもの

もないような仕方でこの運動を知るようになる」（vgl. Landgrebe, L., „Das Problem der Teleologie und der 
Leiblichkeit in der Phänomenologie und im Marxismus“, in Phänomenologie und Marxismus 1, Suhrkamp, 
1977. 邦訳：「目的論と身体性の問題―現象学とマルクス主義をめぐって」小川侃訳『現象学とマルクス主義』II
所収、白水社、1982 年。280- 281 頁参照）というものである。 
11 例えば、感覚の統握によって事物の徴表（Merkmal）が構成されるが、その構成は、例えば「視覚」ならば「眼

の動き」、「触覚」ならば「指の動き」など、その動きに対応する徴表の変化が必ず生じ、そしてその際の変化は、

視覚の場合で言えば、眼や頭部の身体的に秩序立った運動のシステムに制約されていることがわかる。 
12 ここで指摘されているキネステーゼは、感覚の根源的な構成に関わる限りで、触発的な連合の綜合における受

動的なキネステーゼである。このようなキネステーゼは、自我の意識的な、意志によって動くさいの、能動的なキ

ネステーゼとは区別される。この点について、山口一郎『他者経験の現象学』国文社、1985 年、137- 142 頁参照。 
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 フッサールは、事物の実在的な諸特性を考察する際、事物の射映、すなわち色や形、位置など、変

化する外観について、何らか影響を与えるものの介入なしに呈示される諸特徴を、「最良の状態

（Optimum）」（HuaIV, S. 59）として、正常な条件であると規定する（vgl. HuaIV, §18- b）。例えば、

晴天の下で観る色と、夕日の中で観る色であれば、前者の色がその事物の本来の色、最良の色として、

「正常」と看做される。つまり、ここでの最良や正常という規定は、所与に対してある一定の状態と

条件を是とする関心や経験の傾向の上で、統握され、思考され、判断される、実在的かつ相対的なも

のである。また、このような正常という判断は、感覚器官自体の状態や条件にも当てはまり、感覚器

官に異常があれば（例えば指に火傷を負っていたり、サントニンを服用して視界が黄色くなっていた

り）、通常の、正常な感覚とは異なっていると、判断することになる。ここでは、単なる事物や、事物

的な意味で捉えた場合の身体は、それらに何らかの変化や異常が生じた場合に、実在措定における事

物相互の因果的な関係の変化として理解される（ここではすでに実在措定された高次の構成のレベル

にあるため、受動的な層における身体性の構成の際の動機づけ連関とは異なっていることに注意しな

ければならない）。したがって、フッサールは、実在的な事物ないし身体の因果的な変化を、「精神物

理的な「因果性」、あるいは適切に言えば、精神物理的な「条件性」の領野における変転」（HuaIV, S. 

64）であると、述べるのである。 

以上のことから、意識に現出する変化や異常は、身体が関わる限りで、その身体の主観が当然伴っ

ており、そのことから、身体は単に物理的なものであるだけでなく、精神物理的なものでもあると、

素朴に理解されることになる。だが、この精神物理的な因果性ないし条件性を現象学的な観点から分

析すれば、経験されるあらゆる事物が身体性のその都度の状態に関わる感覚的なものとして実在化さ

れるプロセスであると理解される。つまり、「諸々の感覚事物が実在的な諸事物の諸状態性を生成し、

諸々の実在的な性状のシステム、因果性という表題の下での感覚事物という規制された相互の関係性

のシステムが構成されるという仕方で完了する」（HuaIV, S. 65）ということが見出されるのである。

こうしてフッサールは、「事物は、必然的にある空間的‐時間的‐因果的な連関の統一として「経験

され」、主観に「直観的に与えられ」、そしてこの連関に、必然的にある際立った事物、「私の身体」

が、常に本質必然的に、主観的な条件性のシステムがこの因果性のシステムと編み合わさっている場

として属している」（HuaIV, S. 64）ことを指摘するのである 13。そしてこの「場」ということを、

フッサールは、「精神物理的な条件性の原存続体（Urbestand）」（HuaIV, S. 65）として、事物構成の

根源に据えるのである。したがって、精神物理的な因果性は、主観的な身体という原存続体によって

基づけられ、構成されることによって成立しているということが、理解されるのである。 

13 このような事物と主観的な身体の関連から、「自然的態度
、、、、、

（経験の中で自然と生へと眼差しを向けること）から、

主観的態度
、、、、、

（主観と主観的な領野の契機）への移行において、実在的な現存在〔と〕、多様で実在的な諸変化も、

あらゆる存在、主観的な領野におけるある存在の持続体との条件的な連関の中で与えられる」（HuaIV, S. 64f.）
ということが見出される。このことは、構成の諸層とその段階的な構成プロセスにおいて、そのプロセスのそれ

ぞれの段階に対し、視点の向き換えが可能であるということである。したがって、事物の統握が主観的な、身体的

な領野に依存しているということか理解され、そして分析されることになる。 
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以上のことから、自然とは、我々の身体性を介した諸事物の構成という経験の総体として、すなわ

ち身体性を基にした「全空間的‐全時間的な「世界のすべて」、可能的な経験の全領野」（HuaIV, S. 

1）として、実在的に（あるいはその極限的な理念として）措定されたものなのである。これについ

てフッサールは、「自然科学的な経験として、したがってまた自然科学的な経験の思惟として作動し

つつある意識は、その本質的な現象学的統一を持っており、そしてこの意識は、自然の中でその本質

的な相関者を持っている」（HuaIV, S. 2）と述べている。この言及から理解されるのは、自然の本質

的な現象学的統一と自然科学的な経験の相関が、志向性による構成という観点からして、基づけ関係

に他ならないということであり、また、学問的な関係から言っても、意識の現象学的な統一という基

盤の上に、自然科学的な経験が成立するという基礎づけ関係も指摘し得るということである。このこ

とから考えられるのは、自然という事象が、身体の現象学的な統一という基盤の上で、高次の自然主

義的な態度を採る意識との関係において、自然科学や経験科学の対象としての存在論的な意味を獲得

するということになると言い得るだろう。では、現象学の観点において、実際に自然主義的態度にお

ける自然、及びそれに関する学問は、我々の意識において、どのようなものとして捉えればよいのだ

ろうか。 

 

3）領域的存在論としての自然と諸学問への理念化 

我々の意識が自然主義的な態度に傾いているならば、以上のような時間‐空間的に実在するものとし

て定立されている世界ないし自然は、あくまで理論的な関心を向ける際の単なる事象として捉えられ

ることになる。この自然主義的な態度における理論的な関心ということについて、フッサールは、「ス

ペチエス的な意味で「客観化する」主観」（HuaIV, S.4）の態度であると述べている。つまり、ここで

は自然に対して、「美しい」や、「恐ろしい」、「役に立つ」などという価値把握や有用性についての評

価は行われておらず、専ら、実験や観察、数理的な把握によって、理論的に、あるいは概念的に記述

しようという態度において、自然を理解しようとする意識作用が生じているのである 14。では、そう

した理論的に自然を捉えるという態度（自然主義）の主観によって構成された自然と諸学問は、意識

においてどのような位置を占めるのか。 

フッサールは、「学問」の本質的な特性について、以下の二つの区別をしている。まず一つ目が、時

間、空間において現実的に存在するものとして定立され、その経験によって把握される（経験的な意

味で直観される）事実と、その事実に基づいて立てられた規則、すなわち自然法則 15が対象となる学

14 具体的に自然主義的態度で遂行されている理論的な統握について、例えば、理論的な態度とは、「私は思惟する、

私はある作用をスペチエス的な意味で遂行する、私は主語を措定し、次いで述語を措定する等々」（HuaIV, S. 3f.）
を行うことを主眼とした態度である。つまり、理論的な態度における主観の志向は、諸作用の体験が統一的な説

明の筋道を立てるように遂行されている。 
15 例えば、フッサールによると、「自然法則はアプリオリには認識され得ず、それ自体で洞察的に基礎づけられ得

るものではない。そのような法則を基礎づけ、そして正当化する唯一の道は、個々の経験の事実からの帰納であ

る。しかしながら帰納は、法則の妥当性を基礎づけるのではなく、たんにこの妥当性の相対的に高い蓋然性を基

礎づけるのみである」（HuaXVIII, S. 73f.）という。自然科学的な法則は、観察や実験の事実から仮説が作られ、
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問であり、それをフッサールは事実学と呼んでいる（vgl. HuaIII, §2）。そして、その事実学の対象で

ある定立的な存在者（個別的なものの直観）を直接的に思念することなく（それは空想的な直観でも

構わない（vgl. HuaIII, §4））、その存在者の理念を看て取る働きが本質直観と呼ばれ（vgl. HuaIII, 

§§3ff., HuaXXV, S. 32）、そして、本質直観された本質ないし形相を対象とする学を、本質学とフッ

サールは呼んでいる（vgl. HuaIII, §7）。これら事実学と本質学の関係について、例えば物理学や心理

学といった事実に関する学は、その研究対象が個々別々の具体的な事物であるが、それらは本質的な

諸規則性、すなわち「色という本質（「類」）は、音という本質（類）とは別物である」（HuaIII, S. 18）

ということや、「色は何らかの延長なしでは思考され得ず、延長は何らかの色なしでは思考され得な

い」（HuaXIX/1, S. 270）といった本質に関わる相互基づけ関係に拘束されている。このことは、「あ

らゆる事実学（経験科学）は、本質的で理論的な諸々の基礎を、形相的な諸存在論の内に持つ」（HuaIII, 

S. 23）ということを示している。したがって、本質という形相的な認識に依存しない事実学は存在せ

ず（vgl. HuaIII, §8）、本質が事実の基礎を為すという関係が理解される（この本質学的な探求が、ま

さに現象学的な探求の営みに他ならない）。 

以上のような本質と事実の関係において、フッサールは、「あらゆる具体的で経験的な対象性は、

ある最上位の質料的な類、経験的な諸対象のある「領域（Region）」という、その対象性の質料的な

本質とともに組み入れられる。その純粋で領域的な本質に、ある領域的な形相学が相応し、あるいは

〔それを、〕領域的な存在論と我々は呼ぶことができる」（HuaIII, S. 23）と述べている。つまり、個

別的なものに存する本質は、類と種という語で表現される階層性（vgl. HuaIII, §12）を持っており、

この階層における最上位の類を、フッサールは「領域」と呼ぶのである（vgl. HuaIII, §9）。例えば、

素朴な言い方として、「自然の領域」や「精神の領域」と言われるように、事実的な事象はその形相に

基づいて、自然一般、あるいは精神一般という「類」に属している。領域的な本質に属する事実的な

諸対象は、自然科学や経験科学的な研究の場面において、合理化や理論化が進むほど、抽象的な概念

へと至る。そこでの現象学的な探求は、この領域的な本質の把握を、それぞれの経験的な特殊事項が

属する最も普遍的、かつ最も原理的なものとして直観する。こうして直観されたこの最上位の類とい

う領域において、それに属する経験を現象学的な探求の与件とし、その本質構造の分析と呈示を課題

とすることが領域的存在論なのである（先んじて言えば、諸領域の属する諸科学の成果が、現象学に

問いを提供することを、科学による現象学への寄与と考えられ得るのである）。 

 以上のようにして、諸学問の領域が類という形相ないし本質との関係において確定されることが示

された。だが、そうした形相や本質は、実際にはどのようにして直観されるのか。以下では、この領

域を類や種として理念的に直観する本質直観が如何にして構成されるのかを考察する。 

 

 

それらを探求の基礎とするが、そこから得られる判断は、常に帰納的なものに留まる。その帰納的な結果は、当

然、蓋然性に留まり、それを普遍的な真理と看做すのは、ある種の飛躍を必要とするだろう。 
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２．本質直観の志向的な構成 

 1）本質直観の基本的な構成プロセス 

 領域的な存在者の本質を捉えることは、当然ながら、経験的な概念形成とは異なり、そうしたもの

に依存しないアプリオリなものを捉えるということであろう。しかしながら、これまで見てきたよう

に、領域的な存在である類へと認識を進める志向的な構成が、身体性を基にしている以上、経験に依

存しないアプリオリな本質を捉えることは、構成理論において、一見すると最初から無理な課題のよ

うにも見える。たとえ、同一と看做される経験の抽象化が、それらの経験の一般性を主張したとして

も、そもそもその一般性の要素たる経験が偶然性を含んでいる時点で、アプリオリとは言えないので

はないか。しかし、フッサールは、そのような疑念に対し、経験の一般性から偶然性を取り除くため

に、「経験された、あるいは想像された対象性を、指導的な「範例（Vorbildes）」の性格、諸変項

（Varianten）の無限に開かれた多様性の産出にとっての出発点という性格を同時に保持している任

意の例へと転換すること、つまり、変更（Variation）」（EU, S. 410f.）を行う。つまり、ある事実（Faktum）

を範例と看做して、純粋な想像における変形といった、様々な変更を任意に行うのである。そして、

この変更によって、次々に新たな類似する像が獲得されるが、しかし、このことから逆に、「この模

造（Nachbildes）の多様性をある統一が貫いていること、ある原像（Urbild）の、例えば事物の、そ

ういった自由変更の際に、必然性の中で、ある不変項が必然的な一般形式として保持されたままであ

ること、そのことなしには、この事物がその不変項の種（Art）の例となるというようなことは、そ

もそも考えられ得ないであろうということが、明らかになる」（EU, S. 411）。同一の原像ないし事物

に対し、任意の自由変更を重ねれば重ねるほど、どのように展開していってもその限界を指示するよ

うな、その都度の変項の差異とは無関係な内容として、不変のものが浮かび上がってくる。 

そして、個々の経験は、超越論的還元によって事実的な与件が内在へと引き戻された際、素朴な事

実性や実在性から開放されるのだが、このとき、諸々の経験は、任意の自由変更という意識作用を通

じて、それらの経験は、無限に可能な多様性を獲得する。そうして開かれた無限性における経験は、

多様な変更の中で、変項同士の矛盾や対立を生じるが、それでもその中で見出される共通項、変更を

被らない不変の項が、まさに多様性を貫く統一へと収斂するのである。フッサールは、この不変項こ

そが「一般本質（ein allmeines Wesen）」（ebd.）であり、形相であり、イデアである 16と考えるので

ある。 

 こうして、フッサールは、事実としての経験の偶然性を、任意の自由変更という意識作用によって

取り除き、事実の中のアプリオリな形相ないしイデアを、意識における純粋な概念、つまり本質とし

て直観にもたらすプロセスを呈示する。しかしながら、この任意の自由変更という作用は、どれほど

16 このイデアということについて、フッサールは、「この一般本質は、形相であり、プラトン的な意味におけるイ

デアであるが、しかし純粋に把握され、そして全ての形而上学的な解釈から自由なイデアであり、つまり、イデア

は、そうした自由変更の道（Wege）の上で生じる理念視（Ideenschau）の中で、所与性へと直接直観的に至るよ

うに、獲得されるのである」（EU, S. 411）と述べている。 
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遂行されねばならないのか。そして、その作用の遂行それ自体は、どのようにして成されるのか。次

に我々は、これらの点を、時間意識と受動的綜合の観点から考察する。 

 

 2）自由変更の遂行プロセスとその原理としての受動的綜合 

 本質直観へと至る自由変更の遂行について、フッサールは、「形相が、自由で任意にどこまでも産

出可能な、合致（Deckung）へと至りつつある変項の多様性に関係づけられているということ、開か

れた無際限性に関係づけられているということ、これらのことは、無限性へと現実に進行していくこ

とが必要であろうということ、全ての変更の実際の産出が必要であろうということを意味しない･･･

むしろ、変項形成のプロセスとしての変更それ自体が、任意性の形態を持つこと、変更の任意の継続

的な形成（Fortbildung）という意識において、プロセスが遂行されるということが重要である」（EU, 

S. 412f.）と述べている。ここで強調されているように、本質を見出すために遂行される自由変更の

任意性は、全ての可能な変項を必要としているのではないということに注意せねばならない。変更の

プロセスを通り抜けることは必要であるが、それは、変項を実際に無限に列挙するということではな

く、「「任意に以下同様（und so weiter nach Belieben）」」（EU, S. 413）という意識に至ることを必

要としているのである。つまり、自由変更における開かれた無限の多様性とは、この「任意に以下同

様」という意識において、不変項の同一性を掴む（im Griff）ことであると考えられる。 

 では、この自由変更において「任意に以下同様」へと至るプロセスと、そうした変項の多様な無限

の開けは、一体何によって可能となるのか。上のフッサールの言及において、意識における継続的な

形成ということが、一つの契機として挙げられていた。任意性ということで開かれた意識の継続的な

構成を支えているのは、まさに未来予持 17に他ならならず、そしてまた、無限の多様性が開かれてい

るのは、未来地平 18に他ならないと考えられる。 

確かに、以上のような意識の構成プロセスによって、新たな変項の追加はいくらでも遂行できるの

だが、我々の実際の体験において、可能な変項を無限に遂行し尽くすことは不可能である。しかし、

「任意に以下同様」という継続の見通しは、未来予持という不充実な志向によって形成される未来地

17 未来予持とは、「到来するものそのものを空虚に構成して捕捉し、充実へともたらす」（HuaX, S. 52）時間意識

構成の能作である。未来予持は、常に過去把持と共にあり、過去把持の裏返し、鏡像などと言われるように、密接

な関係にある。つまり、過去把持された内容が脱充実化し、空虚になった内容は、逆にその空虚を充実しようとし

て待ち受ける非顕現的な（受動的な）志向となる。まさにこの空虚で充実を待ち受ける志向性が、未来予持なので

ある。また、未来予持の重要な特性の一つに、「不充実性」（HuaXXXIII, S. 14）がある。未来予持が待ち受ける

内容は、必ずしも充実されるとは限らない。しかし、たとえ充実されなくても、その未来予持はそれとして充実を

待ち続けている。つまり、未来予持は、その不充実性によって、意識のある種の傾向と空虚な志向の地平、すなわ

ち未来地平を形成しているのである。 
18 フッサールは、『受動的綜合の分析』の中で未来予持の考察をしているが、そこで彼は、「新たな印象の位相が

不断に融合するという仕方で、つまりは、その根源的な生成において、特定の本質条件に相応して持続的に結合

していくひとつの経過であるなら、そこにはただちに未来の地平、すなわち予期の地平がいあわせているのであ

る」（HuaXI, S. 186）と述べている。まさにこの未来地平によって、新たなものがその時点までの生成と類似す

るかたちで（連合）続行することが予期され、遂行される（vgl. HuaXI, 186f.）。 
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平に関係していると考えられる。これについてフッサールは、「我々が模範と名づけた主導を与える

出発点の例から、常に新たな模造への移行が、前もって横たわっている･･･模造から模造へ、類似の

ものから類似のものへの移行の際に、個々の任意のものは全て、それらが出現することの連続の中で

重層的な合致へと至り、そして、純粋に受動的に、綜合的な統一へ進む･･･すなわち、同一のものは

同一のものとして受動的に先構成され、そして形相の看取は、そのように先構成されたものの能動的

に見つつある把促に基づく」（EU, S. 413f.）と述べている。ここでフッサールが分析しているように、

形相の看取に先行して、類似のものから類似のものへという、受動的な構成の次元における連合の能

作が、未来予持の能作と一緒になって、先構成的な移行プロセスを構成しているのである。だからこ

そ、そこで同時に未来予持的な傾向として、様々な充実の可能性を持った未来地平が開かれ、それが

自由変更の土台として、先行していると考えられ得るのである。またこのことから、未来地平にはさ

らに類似のものが予描され、それが繰り返される中で、同等のもの（das Gleich）の予期される傾向

が強まり、以降に現出するであろう変項が、「以下同様」として意識されると考えられ得るのである。 

以上のことから、フッサールは、「この多様性に（または、実際に直観へと進む変項と共に自ずと構

成されつつある開かれた変更のプロセスという土台に）、形相としての一般的なものという本来的な

看取は、高次の階層として組み上げられている」（EU, S. 413）と分析するのである。そしてもちろ

ん、こうした未来予持的な移行プロセスの形成には、過去把持の能作も欠かすことができない。フッ

サールは、「当然ながら、多様性がそれそのものとして、数多性として意識されて、そして手放され

ないでいるということを、前提として必要とする。そうでなければ、我々は、共通する一者として存

在する形相を、イデア的に同一のものとして得ることはない」（EU, S. 414）と述べている。それは、

ある範例を任意に新たな形に仮構する自由変更を次々と行う際に、それらが掴まれて持続していなけ

れば、次々に生じるものを重ね合わせることはできないし、そもそも次々に生じるといっても、最新

の、最後のもののみが、その都度の意識に直観されることからして、まさにそうした時間的な系列を

構成する過去把持の能作は必須であるということを示している。こうして、受動的綜合における時間

意識の能作と連合などの諸規則性を基礎にして、「我々がより以前の仮構物を開かれたプロセスにお

ける多様性として掴みつつ、合同であることや純粋に同一のものであること見やる場合にだけ、形相

を獲得する」（ebd.）ことが可能なのである。 

 

 

3．次稿への続きとして 

 これまでの議論において、本論の目的である、現象学と科学的な学問の関係について、両者の協同

的かつ相互的な研究に関する原理的な可能性の呈示という課題は、それを考察するための前提の部分

までを論じたことになる。現象学が自然主義的な諸学問と関わる際に押さえておくべきことは、そう

した事実学を本質学の根本的な差異である。現象学的な構成理論の根本である身体性から理念的な本
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質の直観までの構成プロセスを通覧することによって、本論の中心的な課題を考察する準備は整えら

れたと言い得るであろう。 

次稿において、科学に関する理論や理念といった理性定立を、本質直観との関係から考察すること

になるが、それは具体的に言って、領域的な存在者である諸科学が生み出す様々な成果（法則や理論）

を、超越論的な手引き（Leitfaden）にして、現象学的な研究の展開を促進するということである。こ

れらの議論を整理し、現象学（哲学）と科学の相補的な関係、現象学と科学の協同的な研究の原理的

な可能性を明確にしたい。 
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暗黙知及びハビトゥスとの関連における習慣と身体の考察 

 
増田 隼人（TIEPh） 

 
 

 
 
 

0．はじめに  

本稿においては、意識的な思惟や判断とは異なるモードで作動し、身体化された記憶として働く習

慣について考察する。「体で覚えている」といわれるこの記憶のあり方は、一般に運動技能や職人の

技術などと関連付けられるが、それは同時に、私達と、私達の環境世界との特有の関係の仕方をも示

すものである。というのも、意識における言語化や対象化を必要とせずに作動する習慣は、いわゆる

「主観-客観」といった図式に収まることはなく、むしろ、例えば慣れ親しんだ道具が身体の延長線

上にあるものとして感じられるように、主観と客観が相互浸透しているかのような次元を私達に示す

からである。本稿においては、習慣のこうした特有のあり方について、まずは脳科学的知見を参考に

その特徴を捉えた後、マイケル・ポラニーの「暗黙知」や、ピエール・ブルデューの「ハビトゥス」

といった概念と関連付けて考察する。 

 

1.記憶の類型と習慣 

かつてウィリアム・ジェイムズは、「生物とは習慣の束である」と述べたが 1、実際、デューク大学

のある調査によると、我々の日常生活における 40％以上の行動は、その場の決定によるものではな

く、習慣によるものであるという 2。反省してみると、私達は、日常さまざまな行為を行うが、その

最中において、一連の行為について意識の上で終始注意し、逐一判断しているということは案外少な

く、他の雑多なことを並列的に行いながら無意識のうちに遂行していることが多いように思われる。 

 たとえば、現在まさに私が行っているタッチタイピングにしても、私の意識においては、ディスプ

レイ上に表示される文字列や、自身の思考の流れに注意の大半が費やされており、キーボードをタイ

プしている手指の動きに関しては、タイプミスを発見でもしないかぎりは特に焦点化されることなく

背景に退いている。一度タイピングを始めれば、あとは指の動きに身を任せるままで、「Aのキーを左

指の小指で押した後で K のキーを右手人差し指で押して……」などと逐一判断しているわけではな

い。このことはまた、車や自転車の運転等にも言えることで、私達はその行為に慣れてしまうと、同

1 William James, ”Habit”, Kessinger Publishing,2010, p.3. 
2  Charles Duhigg, “Power of Habit -Why we do what we do and how to change”, Random House 
Books,2013,p.xⅵ. 

キーワード：習慣、暗黙知、ハビトゥス、身体化 
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乗者との会話に耳を傾けたり、ラジオの歌を口ずさんだりしながら、高速度で走る乗り物の動きに合

わせてハンドルやブレーキをこまめに調整し、事故を回避する。これらの、いわゆる「ながら行動」

が可能になるのは、無意識的とまではいえないにせよ、注意力がかなり分散化された中にあっても遂

行可能になるほど、その行為が習慣化されているからに他ならない。 

 脳科学において、長期記憶は、宣言的記憶と非宣言的記憶の二つに大別されるが、習慣はこのうち

の後者に分類される。この二つの記憶は、脳の対応する部位も当然異なるが、その働き方の性質にも

大きな違いが指摘される 3。 

 まず、宣言的記憶は、イメージや言語として意識上に内容を想起でき、その内容を語ることのでき

る記憶である。たとえば、その中には、「昨日の夕食はカレーライスだった」といったエピソード記

憶や、「スプーンは食器である」といった意味記憶が含まれる。対して、非宣言的記憶とは、意識上に

内容を想起できない記憶であり、その名の通り、言語等を介してその内容を語ることができない記憶

である。この記憶が主に活用されるのは、運動学習や知覚学習などの実践的な行為の中であり、先の

タイピングや運転の例にも見られるように、当該の行為の正確性や速度などの処理効率の向上を下支

えする地盤として、この記憶は働いている 4。宣言的記憶との区別としては、たとえば、自転車とは

何かといった知識や、自転車に初めて乗れたときの風景や登場人物等を思い出すのが宣言的記憶であ

り、自転車に現在乗っている際に実際に活用されている、身体に馴染んだ自転車の乗り方が非宣言的

記憶に当たる。哲学的な観点からギルバート・ライルが行った知識の二つの側面に照らせば、「対象

を知っていること（Knowing that）」に当たるのが宣言的記憶の領域であり、「方法を知っていること

（Knowing how）」に当たるのが非宣言的記憶と言えるだろう 5。自転車の運転や、歩いたり走ったり

といった日々の日常行動は、意識上で対象化すると却ってぎこちなくなることがあるが、それは元々

そういった行為が、対象化的な知に依存して行われる種のものではないからだと考えると頷けよう。

歩行にせよ走行にせよ、それらは何の変哲もない基本的行為には違いないが、決して生得的なもので

はなく、かといって一般的な意味での知識でもなく、骨格や筋肉の安定を基礎として、あくまでも試

行錯誤の末に身体技能として獲得されたものに他ならない。 

 ラリー・スクワイアは、こうした非宣言的記憶ないしは習慣の特性について、「私達は学習し、こ

れらの学習や無数の作業を実際には学習しているのであるが、記憶を使っているということを意識す

ることなく実行できるようになる」と述べている 6。タッチタイピングにせよ、運転にせよ、単なる

歩行にせよ、私達はそれらの行為をある時期に学習したことによって身に着けるのであるが、私達は

3 宣言的記憶と非宣言的記憶に関する概括は、ラリー・R・スクワイア『記憶と脳‐心理学と神経学の統合』河内

十郎訳、医学書院、1989 年、153 頁-177 頁を参考にしている。 
4 非宣言的記憶をさらに分化すると、手続き的記憶、プライミング、古典的条件付け、非連合学習などに分けられ

る。習慣は手続き的記憶に分類されることもあるが、非宣言的記憶全般を総括して習慣と述べる論者もいる（ス

クワイア、前掲書、176 頁参照）。 
5 ギルバード・ライル『心の概念』坂本百大他訳、みすず書房、1987 年、第二章参照。  
6 ラリー・Ｒ・スクワイア、エリック・Ｒ・カンデル『記憶のしくみ 下』小西史郎・桐野豊監修、講談社、2013
年、190 頁参照。 
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その学習内容ないしは学習したということそのものを、意識に表面化することなく、実際のパフォー

マンスにおいて発現させることができる。それらの行為は、たしかにどこかで覚えられたものであり、

その記憶を拠り所に遂行されているのであるが、当の記憶は意識上に現れず、語ることもできないた

め、私達は往々にして、それが学習の結果として働いていることを忘れてしまう。そのため、習慣の

働きが私達にとって浮き彫りとなるのは、それが滑らかに遂行されているときよりも、むしろ何らか

の原因で阻害される状況においてである。たとえば、それは使い慣れた携帯電話を新しい機種に買い

替えた直後の、異様な使いにくさを思い起こしてみれば分かりやすいだろう。新しい携帯電話に慣れ

るまでの間、私達はキー入力の違和感に戸惑い、自分の指をやけに野暮ったく感じたはずである。そ

のとき、私達は、かつての携帯電話の重さやデザイン、操作の感触が自分の身体に深く刻印されてお

り、それを手放した今になっても多大な影響力を持っていることを確かめるのである。また、私は、

最近「整備中で動かないエスカレーターを上がる」という経験をしたが、そのとき私は違和感のあま

り、車酔いにも似た気持ち悪さに襲われたものだった。おそらく、これも「これまでのエスカレータ

ー」の経験に依拠する習慣に起因する、一種の副作用であろう。認識の側では、エスカレーターが動

かないことを十分に承知しているというのに、身体ないしは習慣のレベルで働く予期は、私の認識や

意志とは関係なく勝手に作動し、これまで歩いた無数のエスカレーターに相即する身体感覚を覚起し

続けたのである。おそらく、私が酔いにも似た症状を得たのは、その現実の認識と身体レベルでの予

期との不整合の連続に原因があったのであろう。エスカレーターを上がるという、それだけの行為に

も、たしかに習慣の働きは関与し、身体的なレベルで蠢いているのである。 

 

 

２.マイケル・ポラニーの「暗黙知」 

 上述したように、私達の日常的行動の多くには習慣が関与しており、しかもその習慣は普段、当の

私達自身にも気づかれないままに働いている。私達は、他人の家に行って初めて家屋には固有の臭い

があることに気づき、故郷から離れて初めて空気の違いに気づく。余所に行って、その環境を新鮮に

感じることができるのは、ひとえに私達が元の環境に適合し、そこの臭いや光や空気を、いわば感覚

の尺度のゼロ点として身体に刻み込み、述定的な知識とは異なった仕方で知っているためでもある。 

 化学者であり哲学者でもあったマイケル・ポラニーは、「私たちは言葉にできるより多くのことを

知ることができる」というテーゼのもと、このような通常言説化されえない知のあり方を「暗黙知

（tacit knowledge,tacit knowing)」と名付けた 7。この暗黙知という概念は、習慣のように既に習

得され、非宣言的に活用される知識（knowledge)を指すと同時に、感覚素材を綜合し、直観にもたら

す知覚以前の認知プロセス（Knowing)を指している 8。そのため、暗黙知という概念がカバーする範

7 マイケル・ポラニー『暗黙知の次元』高橋秀夫訳、ちくま学芸文庫、2003 年、18 頁。 
8 暗黙知の特に後者の性質は、中‐後期のフッサール現象学において明らかにされた、自我意識を伴わずに作動

し、能動的志向性を基づける「受動的綜合」の能作との高い近似性が見られる。 
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囲は幅広く、歩行や運転、道具の使用といった技能のみならず、知覚そのものも暗黙知の産物とみな

される。たとえば、ポラニーは、暗黙知の特徴を、人の顔の表情認識を例に出して説明している。私

達は、対面した人の気分や感情の動きを、その表情から察することができるが、それを顔のどの部分

から読み取っているのか述定化することは困難である。その語ることのできない部分として表現され

るのが「暗黙知」である。 

 ポラニーは、暗黙知が働く際の機能的関係として、二つの条件を挙げ、一方を「近位」、他方を「遠

位」と表現する 9。先の表情の例で言えば、顔の個々のパーツが近位であり、それに対してより包括

的に捉えられる表情の方が遠位である。あるいは、もっと深く掘り下げて考えれば、眼球運動などに

まで近位は遡れるだろう。ポラニーは、暗黙知が働いているときには、この近位項から遠位項への注

目の移行が起こっているのだと指摘する 10。ポラニーによれば、暗黙知が働くとき、私達は、あるも

の（近位）を出発点として、別の何か（遠位）に注意を向けている。たとえば、人の表情を読み取る

際には、近位たる顔のパーツを出発点として、より包括的な表情の読み取りという遠位に向かう。し

かし、このとき、注意の当の対象は当然ながら表情全体の方にあり、個々のパーツの印象の統合は、

意識の背景において行われ、観察者によって認知されるのは、それらの近位項が既に綜合された後の

顔となる。そして、その結果、私達は事後的に「顔のどの要素からその人の感情を読み取ったのか」

と問われると、返答に窮することになる。というのも、そのとき、近位項は既に、暗黙知の働きによ

って、遠位項の包括性の中に取り込まれてしまっているからである。換言すれば，私達はつねに、近

位項を直接的には意識できず、遠位項を通して間接的に知るのみである。このように、近位項が遠位

項の中へと埋没することを、ポラニーは「内在化」と呼ぶ 11。 

 前述したように、遠位項に内在化した近位項は、私達にとって捉えにくいものとなるが、ポラニー

はむしろこのことにポジティブな意見を持っているように思われる。というのも、ポラニーが主張す

るのは、人が新しい技能や理論を身につけるのに際して最も良い方法は、対象の諸細目を部分的に学

んだり捉えたりすることではなく、対象の全体に内在的に没入することにあるからである。ポラニー

によれば、全体像に部分項目を加え，その部分を説明したり意味付けたりするのは、かえって全体の

意味を消滅させ，知識の全体性を破壊することに繋がるという。すなわち、対象を分節化するのでは

なく、全体性として綜合する働きが暗黙知であり、ポラニーの重視するところなのである。 

  

 

9 あるいは、ポラニーは、暗黙知を示す例として、閾下知覚の実験なども示している。この実験において、被験者

は多数のでたらめな綴り字を見せられた直後に電気ショック与えられる（ポラニー、前掲書、23-27 頁）。被験者

は、どの文字が電気ショックを誘発する「ショック綴り字」であるのか認知できないが、電気ショックを繰り返し

行うと，その識別ができないままなのにも関わらず、ショック綴り字を見せられるだけで「電気ショック」を予期

するようになる。このことは、認知能力を伴わなくとも暗黙知が形成されうることを示している。 
10 ポラニー、前掲書、23 頁。 
11 ポラニー、前掲書、36 頁。 
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３.暗黙知と身体 

 ところで、ポラニーは、身体について、「私たちの身体は、それが知的なものであれ実践的なもの

であれ、すべての外界の認識にとって究極の道具である。……私たちの身体は、私達自身が普段は決

して対象として経験することはないが、身体から発して意識される世界を介して経験する、この世で

唯一のものである」と述べる 12。いわば、身体は、ポラニーにとって、近位項の極としてあると考え

られているといえる。その意味でいえば、身体知とは原則的に暗黙知として獲得される知であるとい

ってよく、私達の感知する環境世界とは、身体が暗黙的に内在化した世界である。 

 暗黙知によって架橋される、ポラニーのこのような身体と環境の関係は、メルロ＝ポンティの身体

論・習慣論との類似性が見受けられる。メルロ＝ポンティは、私達は、世界に対して一種の対立項と

してあるような客観的存在として世界にいるのではなく、身体において、あるいは身体を媒介として

世界に臨んでいると指摘する。これは、すなわち、身体がその運動能力や運動感覚といった直接的な

経験において、根源的に世界を志向している、開かれているという意味である（身体の志向性）13。

メルロ＝ポンティは、習慣とは、思惟や客観的な身体に宿るのではなく、世界の媒介者としての身体

に宿るのだとし 14、身体と世界との結びつきについて、次のように述べている。 

 

「経験は、客観的空間の下にある原初的な空間性を顕わにする。この空間性は、身体の存在そのもの

と区別されえぬものであり、客観的空間は単にその外皮にすぎない。身体であることは、ある世界に

結びつけられていることであり……われわれの身体は最初から空間の中にあるのではない。それは空

間に臨んでいるのである｣15 

 

 私達は、世界を、常に運動能力や運動感覚を備えた身体を介して経験する。メルロ＝ポンティは、

ある運動を習得するとは、それを自己の「世界」に統合することであるとし、「身体を動かすことは

……表象を全く媒介としないで身体に働きかける物の促しに、身体をして勝手に答えさせることであ

る」と述べる 16。習慣は、身体的なものとして、そして暗黙的な実践知として、そこに関わる。すな

わち、習慣化とは、身体像の修正ないしは更新の仕組みであり、表象化以前の次元における世界との

新たな関係の仕方を獲得することである。このように見ると、ポラニーとメルロ＝ポンティの類似性

は明らかであり、二人は同じものを別の観点から問題にしたのだといえよう。 

 

12 ポラニー、前掲書、36-37 頁。 
13 身体のこのような志向性は，フッサールにおける、本能志向性や衝動志向性に対応するものとして考えられる。

ポラニーの暗黙知とメルロ＝ポンティの身体論はさらに、フッサールにおける受動的綜合の領域と関連付けるこ

とが可能であるだろう。 
14 モーリス・メルロ＝ポンティ『知覚の現象学』中島盛夫訳、法政大学出版局、1982年、246頁。 
15 メルロ＝ポンティ、前掲書、251頁。 
16 メルロ＝ポンティ、前掲書、236頁。 
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４.ピエール・ブルデューの「ハビトゥス」 

 先にも述べたように、ポラニーは、暗黙知が成立する条件として、近位と遠位の両方を置いている。

遠位項の存在、換言すれば知覚を含んだ行為の主題の設定が、暗黙知が暗黙的なものでありうる前提

条件の一つであるとすれば、当然のこととして、その主題を設定し、遂行する主体の存在もまた欠か

せないものとしてある。ところで、ある目標を達成しようとする時、私達人間はあくまでも具体的な

時間・空間に場を占める存在として現われる。すなわち、重力を有する地球環境や、人間生活に関わ

る社会的状況、そしてその時々の文脈に応じた場の状況と無縁ではいられない。そこにはまた、歴史

的、文化的な制約も含まれているし、あるいは更に洞察すれば、生物学的な遺伝子の影響さえも考え

られるかもしれない。ポラニーの暗黙知が、どちらかといえば認知的な観点から捉えられることが多

いのに対して、こうした社会や文化や伝統といった歴史的世界との関係をより強く押し出しているの

が、社会哲学者のピエール・ブルデューの提起する「ハビトゥス」という概念である 17。 

 「Habitus」というラテン語は、元は「habere（持つ）」という動詞に由来し、トマス・アクィナス

が、アリストテレスの用いた「Hexis」というギリシャ語に対訳したものである 18。アリストテレス

は、Hexisを人間の固定的・定常的な性向として定義しており、その内実に「能力の所有」や「状態

の保持」、「習性」などという意味連関を担わせていた。また、彼は、Hexisの発生について、これは

自然本性によって素質として持っているものであり、習熟によって完成形が獲得される、いわば変化

の途上にあるものとした。ブルデューのハビトゥスも、同様の性質を備えたものではあるが、彼はそ

こに独自の定義を加えることで、それをさらに特殊な概念へと変化させた。即ち、ブルデューは、ハ

ビトゥスを、根源的に社会的なものとして獲得され、身体化されたシステムであると定義したのであ

る。 

 ブルデューによれば、ハビトゥスとは、それぞれの社会的位置における経験の最中で形成された、

「構造化された構造」である 19。すなわち、ブルデューによれば、ハビトゥスないしは身体とは、そ

もそもの最初から歴史的・文化的な刻印を引き受けたものなのであるといえる。とはいえ、そのこと

によって、人間は外的世界に囚われ、従っているのかというと、そう単純な話でもない。というのも、

ハビトゥスとは、従う・従わないといった意志以前に、気づいたときには既に作動しているといった

類のものだからである。そういった意味において、ハビトゥスは、私達にとって外的・内的の区別な

どなく、身体と同様に既に同化しているものとして捉えられる。 

 また、ハビトゥスは、周囲世界に対して一方的にただ受け身の側に立つものではない。ハビトゥス

17 本人も自認するところであるが、ハビトゥスを中心概念としたブルデューの社会学は、レヴィ＝ストロースの

構造主義に代表される客観主義と、シュッツに始まる現象学的社会学に代表される主観主義との対立を解決しよ

うとする試みとして提唱したものである。そういった思想史的な概要については右記参照（田辺繁治「再帰的人

類学における実践の概念」『国立民族学博物館研究報告 26 巻 4 号』533-577 頁）。 
18 矢野喜夫「資質の概念」『京都教育大学紀要』京都教育大学、1986 年、69 頁参照。 
19 ピエール・ブルデュー『実践感覚』今村仁司・港道隆訳、みすず書房、1988 年、89 頁参照。 
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は、一方では、それ自体が実践や表象を産出・組織化する原理になり、「構造化する構造」としても働

くのである。ブルデューは、ハビトゥスを、「歴史の生産物」と称し、「それら過去の経験は、各々の

組織体に知覚・思考・行為の図式という形で沈殿し、どんな明確な規則よりも……時間の推移の中で

の実践の恒久性を保とうとする傾向をもっている」と述べる 20。すなわち、ハビトゥスは持続性を具

えた慣習的な実践の原理ということになる。また、宮島によれば、ハビトゥスは、「所与の構造（たと

えばある階級の生活諸条件）のなかで行なわれる社会化の所産であって、その構造への事実上の適合

性という性格をも持っている」とされる 21。このように、ハビトゥスは、実践的行為の恒常性や、所

与の構造への適合性を含んだシステムである。 そして、歴史という共通性をもった地盤から生じた

ハビトゥスによって、人々は互いに息を合わせようという意図なしでも調和した行為をとれることと

なる。その意味で、ハビトゥスによる実践は、暗黙知と同じく、意識的な注意に依らずに働くもので

あり、ブルデューは、このことを「集合的にオーケストラ編成されながらも、オーケストラ指揮者の

組織行動の産物ではない」という比喩によってハビトゥスの性質を語る 22。ここには、明確な規則や

社会的システムとは異なり、一種の雰囲気のようにして働くハビトゥスの役割が垣間見られる。 

 ハビトゥスは、身体化された実践の原理であるという点も暗黙知と同様の特性を持っており、意識

化以前に実践を方向づけるという重要な働きを示す。ハビトゥスが産出する実践には規則性があるが、

それは規則に行為者が単純な意味で従属していることを意味するのではない。ハビトゥスは、身体化

されたシステムであり、従う・従わないの判断が介するその手前で、行為者は、身体化したハビトゥ

スに導かれて、目的や手段を意識的に熟慮しないでも適切な行為をとることができる。行為者は、実

践の原理としてハビトゥスを所持しているが、その原理を意識して使うのではなく、むしろ実践の最

中に没入している方が、かえってうまくその原理を制御できるとされる。また、ブルデューによると、

ハビトゥス概念は、社会構造に適合した規則的な実践を産出する側面と、即興的に多様な実践を生み

だす「発明術」という創造的な側面が同居していると述べられる。この見方によれば、規則性と規則

性から外れる面を同時に併せ持ったハビトゥスは、規則性とその変化の両方を射程に収める両義的な

概念ということになるだろう 23。 

 クロスリーは、このように、ハビトゥスを主要概念として押し出したブルデューの試みを、習慣に

ついての議論を社会学における中心的課題へと高めたものであると評価している 24。社会が個人を作

るのか、個人が社会を作るのかという二項対立に社会学が悩まされたときに、ブルデューは、ハビト

ゥスを伴った身体という局面を設定し、社会が行為者の内に身体化（内在化）され、その行為者が社

20 ブルデュー、前掲書、86 頁。 
21 宮島喬『文化的再生産の社会学―ブルデュー理論からの展開』藤原書店、1994 年、277 頁。 
22 ブルデュー、前掲書、84 頁。 
23 とはいえ、歴史的産物であるといわれるハビトゥスが、如何にして創造という、いわば歴史からの変革ない

しは断絶を為しうるのかは、ブルデューの議論からは明瞭ではない。 
24 ニック・クロスリー『社会的身体――ハビトゥス・アイデンティティ・欲望』西原和久・堀田裕子訳、新泉

社、2012年、16頁参照。 
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会をまた作るという循環的な構造をそこに見た。多くの論者が指摘するように、ブルデューの理論が、

真に原理的に主観-客観の対立を乗り越えうるものであるかは、たしかに議論の余地がある。しかし、

ハビトゥスを中心的概念として据えるその視座は、歴史的世界の中で誕生し、生きていく私達が、い

かにしてその世界を担っているのかという問いに対し、重要な示唆を与えるものである。 

５.おわりに

 本稿では、習慣に関する脳科学的な研究を導入とし、ポラニーの暗黙知やブルデューのハビトゥス

といった概念を俯瞰してきた。「私たちは言葉にできるより多くのことを知ることができる」という

のがポラニーの最初のテーゼだったが 25、実際に私達の知の形態は、認知的・言語的な制約に縛られ

ない幅広さを持っており、私達の身体は、自分自身でも捉えきれないほどの情報を処理し、それらを

含蓄しながら生きている。私達が普段認識している以上に身体は世界に反応し、様々な調整機能を働

かせている。そして、私達が習慣性の作動する最中にあるとき、私達は世界が自己の身体性の内に根

付いていることを経験するのである。 

25 ポラニー、前掲書、18 頁。 
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平成 2７年度刊行研究年報  

『「エコ・フィロソフィ」研究』第 10 号  所収論文  

Ⅱ  ―TIEPh 第 3 ユニット 環境デザインユニット  

 環境とは身体の環境である。意識もしくは主観性は、その事態をまるで上から見下

ろすように、環境のなかに身体を置きいれ、環境のなかに身体があるかのように思い

描いている。環境の概念史をたどると、環境は客観性の総体という認識論のなかで登

場する。これがユクスキュルやハイデガーの環境世界となると、存在そのものを取り

巻いているような周囲世界となる。この周囲世界は、認識をつうじて捉えられたもの

ではない。意識もしくは主観性にとっての環境ではないとしたら、いったい何にとっ

ての環境なのか。周囲世界が身体にとっての環境であるとき、身体と環境のかかわり

は、およそ認識で捉えられるようなものではない。あるいは認識にとっては、このか

かわりは、際限のない奥行きと底深さをもつ自明の事象である。  

 身体はみずから存在する。物もみずから存在する。それが「自体」An sich である。

自体は認識で知られるが、認識によってはじめて自体になるわけではない。自体のカ

テゴリーはどの程度のものが必要とされるのか。いまのところなお見渡しができるも

のではない。このカテゴリーを取りそろえるために、身体表現、身体再生、身体技法

等々の領域で、考察が必要とされている。そこに向かって、さまざまな企てを行う作

業が必要とされる。  

 身体表現は、みずからを表現するものである。しかし身体の動きのかたちを見ても

らうようなものではないはずである。いったい何を表現しているのだろうか。最終的

には、みずからが身体であることの表現であるはずである。しかしそれはみずからが

そうあることと、同時にそれがひとつの表現であることが一体となったような事象で

ある。ここに向かって、何度も何度も繰り返し試行錯誤を行っていくよりない。  
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フクシマ・レヴィジテッド 
 

河本英夫（文学部）  
 
 

 
 
 2015 年 3 月 12 日朝、新幹線で再度フクシマ入りをした。福島駅ではボタンのような大粒の雪が

舞っていた。少しでも気温が下がれば、ただちに雪になる気象である。大気はほぼ湿度に満ちている。

前日には、「3 月 11」日を祈念して、福島各地では、大小の多くの追悼集会が行われた。5 年目の春

である。4 年の歳月が人間の時間である限り、何もしないでいることはできない。何もしないでいる

ことはむしろ忘却の別名である。おのずと進行する忘却を、風化という。それはまさにそれじたい、

風に成ることである。風になることを恐れる気持ちもある、あるいは風になってしまわなければなら

ないとも思う。たとえ風になっても痕跡はある。 

 時の流れは否応がない。物事の推移に、それぞれの人の加齢も加担する。過ぎ去ったあとの時間の

推移のなかでの思いを「理解」という。理解とは、手遅れになったものの思い出のことであり、そこ

にはいくぶんか流れ去ったものへの思いの自己正当化も含まれる。事態をわかることのなかにおのず

と含まれてしまう「言い訳」と「自己正当化」は、どこか理解そのものの座りの悪さを引き起こして

しまう。大震災とは、どのように長引こうと一つの「出来事」であり、ある意味で「瞬間」である。

その瞬間は、過ぎ去っていくことの「理解」にも、理解をつうじた未来への「投企」にも解消されは

しない。出来事とは、どこまでも配置をあたえることのできない不連続点である。どのように時間が

過ぎ去ろうと、いわば「何一つ流れない」思いがある。 

2015 年 3.11 追悼の会場の一つでは、3 名の追悼講演が行われ、そのうちの一名は母を亡くした女

子高校生だった。ただたんに母を失ったのではない。津波に流され、必死でもがいているとき、さら

に下の方から自分の足を引っぱるものがいる。見ると下から母が足を引っ張っている。瓦礫に挟まれ

て、自分では身動きがとれない。助けてくれと、当時中学生だった自分の娘に必死で懇願したのであ

る。女子高校生は、ともかくもなんとかしようとしたが、そのままでは自分も死んでしまうと強く感

じ、母を置き去りにして、自分だけ生き延びたと言う。 

どのように言葉で語ろうと、またどのような思いを込めようと、こうした事態は一生抱え続ける以

外にはない。語れば局面が変わるような事態ではない。だが何らかのかたちで語るよりない。淡々と

語ろうが、激して語ろうが、それらはすべて測定誤差以内に入ってしまう。それでも語らなければな

らない。そうした事象がある。どのように復興しても、どのように現地の姿が変わろうとも、そのこ

とによっては何一つ変化のないような事象がある。そしてその事象の強さがある。 

これは極端な事例に思えるかもしれない。だが母親でなくても、兄弟であっても、親しい知り合い

キーワード：復興、自己組織化、負の遺産、南相馬市 
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であっても、そばにいる者を見捨ててきた現実に大きな違いはない。仮に助けようとして、二人とも

死ぬ場合、二人とも助かる場合、相手だけ生き延びて自分が死ぬ場合のように、さまざまな思いが経

巡った月日があったに違いない。いずれもありうることである。現にいまこのようであることは、ど

のように理由づけしようと、本人にとってもどこにももって行き場のない思いを残してしまう。どの

ように自分の行為のやむなさを自分自身に説得しようと、それで区切りが付くわけではない。こうし

たどうしようもなさの一歩先に行くことは困難である。また一歩先に行くことが自分自身にとっても

よいことなのか、判断のつかない事象がある。そうした思いの一端をようやく語ることができるよう

になるまでに、この 4 年が必要だったと思われる。前日のそうした語りを思い起こしながら、フクシ

マに入った。そして雪である。 

 こうした場面で、事象のもとにより淡々とした語りはないのかという思いはつねに心のどこかに

残ってしまう。激した誇大さとも、諦めにも似た断念とも異なるかたちの感情と感性の動かし方はな

いのかとも思う。たとえば以下のような文章である。 

 

 過去とはおそらく絶対の慰めである。時間のおかげで私たちは身を退いてものごとをながめやるこ

とができるのであって、そのとき、自分の心配事や苦悩が対象に、たんなる対象になる。この大航海

はやむことがなく、すべてを回復し、わたしたちを運んで行ってくれるが、そこには解放の約束が、

いや、約束以上のものがある。この持続的な運動の思い出の当たりを軽くしてくれる。絶望は過去に

居座ろうとするが、そうはいかない。過去を再考することと過去に別れを告げることは、人生の平衡

そのものだ。それは、身を退きつつ自分を再発見することだ。 

          (アラン『芸術論 20 講』長谷川宏訳、光文社、97‐98 頁) 

 

 一般にはこの優れた哲学的エッセイストの語るとおりである。ただし特異な偶然によって、修復不

可能なほど、人生の均衡が逸脱してしまうことがある。そしてそこから前に進むためには、時間経験

とは異なる非常時の覚悟と踏み出しが必要となる。 

 

  １ 復興の NPO 

 

2014 年 3 月にフクシマに入ったとき、震災からすでに 3 年という時の長さと、あまりにも手のつ

かないままただ時だけが過ぎ行く遅々たる歩みに、気持ちのもっていきようがなかった。今回１年ぶ

りにフクシマに入ってみて、復興の本質はタイムラグであることがくっきりとしてきた。南相馬市の

原町の海岸沿いの農地には、1 年前には背面飛びのような姿の車が到る所に散らばっていた。農業を

再開するという開始前の条件さえ整っていなかった。今回車で横を通ると、海岸沿いに堤防ができか

かっていた。全線の 8 割ほどの堤防が出来あがっていた。だが海水の浸かった耕作地は、ほとんど手

付かずである。 
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海水に浸かった土地を回復することは容易ではない。綿のような塩分に強い作物を植えて、数年間

かけて耕作地に戻す作業が必要になる。そこまで手間暇かけて耕作を再開する段取りにはならないの

であろう。回復とは、最も通りやすい水路を見出すようなものであり、そのため先送りされるプロセ

スは、いつまで経っても先送りされ続ける。この先送りの日常のなかで、気にも留めなくなった事象

が「震災の風化」である。 

登録上の「農地」である限り、容易には「農地」を回復することはできない。ここにも日本に特有

の「農地のマジック」というべきものがある。農地を別の用途に組み替えていくためには、各地の「農

業委員会」を通さねばならず、簡単には進まない。それが「岩盤規制」と呼ばれるものの一部である。

農は本来、光、水、大地の滋力を最大限に引き出す営みである。さらにそこに経済活動を行う仕組み

が組み込まれると「農業」となる。この農業の流通、金融、企画その他一切を仕切っているのが、農

協である。農協は巨大な金融機関でもある。三菱東京 UFJ の資金量とおなじぐらいの資金を持って

おり、各種補助金の受け皿にもなっていて、多くの法律で守られている。通常は農地については、農

協が動かなければ何も始まらないのが実情である。この巨大な資金のごく一部、すなわち 1%程度が

農業用の資金と成っている。因みにそれ以外の 3 割は、住宅用の貸付であり、残りの大半は米国債で

運用されているという。 

 南相馬市のはずれの農地の一部に、一般社団法人「福島復興ソーラー・アグリ体験交流の会」の設

置した、ハウス栽培とソーラーパネルがあった。この事実は『日経エコロジー』の記事で所在を知り、

事業体に、事前に訪問とインタヴューを申し入れてあった。 

その中央には、プレハブの事務所が建てられていた。12 畳ほどの研修室と生活用の雑務室ででき

ている。この会の代表が半谷栄寿さんである。半谷さんは東電の元役員であり、震災後ただちに救援

物資の搬入の作業を開始した。もともと都内でも古紙回収の環境 NPO 代表も務めており、震災を機

会に救援活動を開始したのである。「南相馬がんばれ」「福島がんばれ」の旗を立てて、トラック輸送

した。半谷さんの父も、福島県のある市での行政の長を務めており、公益的活動に幼少期からなじん

でいたともいえる。 
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震災後、半谷さんの企画したことは、復興の一つのモデルケースになる。フクシマの現状で、どの

ように起業していくのか、どのようにして起業家を育てるのか。手をこまねいていたのでは何も始ま

らないのであり、誰かが何かをやってみせることが現在の日本にとって一つのモデルになるように、

実行して見せることが必要なのである。そこで復興期の支援のあり方として、物を届けることから、

「仕組み」を示すこと、またそれを経験するための場所を設定することを課題設定してこうした「社

団法人」を開始したのである。 

 ただし東電の元役員の肩書と顔のネットワークはかなり強力で、この社団法人は、初年度多くの企

業から寄付を受け、かつ企業研修を請け負っている。アイディアを出し、復興支援金の有効な活用の

仕組みを見出し、そこで事業を行ってみせるのである。 

 まず復興交付金(1 億 1 千万)を活用する。次に津波被災農地を市有化してもらう。そこを農地転用

するのである。それ以外に東芝 CSR から出資金 1 億円を出してもらう。原発の電気系統は東芝が全

面管理しており、付き合いは長いと思える。実は韓国の原発の電気系統の特許は、東芝がもっている。

そのため東芝から機密情報を持ち出そうとして、事件が起きたことがある。また農水省の補助金を 1

億弱受ける。ここまでの作業を行って、2013 年 3 月に「南相馬ソーラー・アグリパーク」が出来あ

がった。それじたいが体験型のテーマパークである。そして一方では、復興を担う地元人材の育成を

行い、他方では地元農業法人が業務を開始し、生産物はヨーベルマークへの全量出荷の仕組みを作っ

ている。 

 この仕組みは、一方では起業家を育成し、他方では起業の支援を行うことで、起業ネットワークを

作り出すことである。起業家の育成では、学校教育では容易には届かない起業の具体的な場所を提供

することを企てて、恒常的に研修を行い、他方では実際にさまざまな起業をやってみせるのである。

こうした仕組みを半谷さんは、「憧れの連鎖」と呼んでいた。ここまでやらなければモデルケースに

はならないのであろう。 

現在ではハウス栽培トマトの会社を立ち上げて、南相馬市がかつて生産していたトマト総量の半分

まで生産できるようにした、ということであった。カゴメと提携して、トマト全量を購入してもらう

契約にしたということだった。 

 こうした復興のシステムは、誰かが開始しなければ、作動していかない。そしてひとたび作動を開

始しても、なお継続し続けなければ展開可能性がなくなる。これは実際に、復興ネットワークの自己

組織化を狙う仕組みとして、歴史に残りそうな企てである。 

 

  ２ ６号全線開通 

 

 今回の視察の課題の一つは、海岸沿いの国道 6 号を南相馬市から富岡町まで通りぬけることであ

る。半年前までは、放射線量が高いという理由で、国道 6 号の一部は閉鎖されていた。警察が物々し

い警部体制を敷き、それを振り切って通行すれば、立派な公務執行妨害である。6 号線の全線開通は

725



ニュースにもなったが、通行する車は停車禁止でかつ窓を開けてはいけない。その地域一帯は、当然

のことだが「帰宅困難地域」に指定されており、民家にも商店にも人の気配はまったくない。それだ

けではなく動物の気配もない。カラスさえ飛んでいない。 

海岸沿いに向かう 6 号線と直交した道路を封鎖するための警備員が、時として立っているぐらいで

ある。所在なさそうに立っている警備員は、放射能を浴びないのだろうか。そんなことを心配しても

始まらないのだが、これほど多くの人が亡くなった震災の後なのだから、いずれにしろそれも「命掛

け」の仕事である。 

 富岡の名所の桜並木を通り抜けて、富岡町の流されてしまった駅舎に出た。津波で残っていた駅舎

の鉄骨もすでに撤去され、駅といっても、コンクリートのホームと錆びた鉄道が残っているばかりで

ある。この地区も居住者の気配はまったくないが、見学者はかなりの数にのぼっている。住む人がい

ないのだから、津波で破壊された家屋はそのままである。家屋の維持は、そこに住まうことである。

それがもっとも家屋が長持ちすることである。食器を長もちさせるためには、それを使うことである。

使わない道具はある意味で「語義矛盾」である。 

駅前のこの家にもはや住民は戻る可能性はなく、また津波による破壊部分を取り壊して、別様に活

用する可能性もない。つまり取り壊して整理することもできない。それが見学の対象となり、震災の

記録となる。 

 
富岡駅前 

 
記録とは、再生されないことの別名かとも思う。過去の記録は再編され、多くが不明になってしま

う。進化論の場合の「失われた輪」のようなもので、繰り返し再生するものは、特殊な条件がなけれ

ば、「過去」として記録に留まることはない。自己を再編し、みずからを組み替え、過去の痕跡を消し

ていくことは、生命の共通の特徴である。生命とは、再編のプロセスのさなかで、みずからの痕跡を

自分自身へと組み込むことである。構造部材の上で、超安定期にはいる特殊な時期だけが、記録に残
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る。記録とは例外的な安定期のことである。こうした建物も、記念碑として特殊保存するのでなけれ

ば、住む人のいなくなったあばら家と同じになる。 

富岡町駅のホームから海岸までは数百メートルである。ホームの向こうに海が見える。それだけで

はない。その中間に、膨大な量の汚染土壌が積みあがっている。一つ一つ黒の袋に詰めて、数万、数

十万という規模で積みあがっている。中間貯蔵施設として活用する場所の一つかもしれない。小口で

汚染土壌を各地に残したままであれば、その土地には簡単に立ち入ることは出来ない。 

放射能事故の痕跡を消すためには、汚染土壌を運び去り、どこかに集積して、人目に付かないよう

にしなければならない。それが中間貯蔵施設である。そしてその場所は「帰宅困難地域」から選ばれ

る。その一つが富岡町である。そこでさらに除染し、後に最終処分場に送られるという計画である。

しかしおそらく最終処分場を引き受けるところはないと思える。いったいできるだけ遠ざけたいと

思っている汚染土壌を、自分の近くに引き受けるものはあるのだろうか。常識的にはいつまで経って

も最終処分場は決まらない。そうすると中間貯蔵施設は、永遠に「中間」貯蔵施設という名前のまま、

実質的に最終処分場となる。最終処分場探しは、延々と続く。つまりネヴァーランドである。 

汚染の半減期は、個々人の一生の時間にとっては、どうにも融通が利かないほどの長さである。一

生の時間が測定誤差にしかならないような事象がある。待てば何とかなる、時間を置けばなんとかな

る、というのは、すでに全面的に「人間化された」時間のことである。この人間化された時間の外で、

経験をどのように動かしたらよいのか。解答のない問いを、そのことを承知の上で、なお考え続ける

ことに近いのだろうか。それともおのずと忘れることのありがたさを求めて、日々の雑事に埋没する

ことが得策なのか。 

 
富岡駅と海の間 

 富岡町には全国有数の桜並木がある。帰宅困難地区だから、一切手入れは行われてはいない。それ

でも一月後の 4 月半ばの開花に向けて、樹脂の下は全身で桜色に染まっているに違いない。2015 年

の開花の時期は、観光バスを仕立てて、バスのなかで花見をやるようである。桜並木の周辺全域は、
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いまだ十分な除染は行われてはいない。除染が行われたのは、幹線道路周辺だけである。下りて歩く

という選択肢のない花見は、やはり奇妙なものである。 

 フクシマ第一原発の廃炉作業前線基地である「J・ヴィレッジ」は、すでに通常業務にもどってい

るように見える。作業員たちは、それが毎日の自明の仕事であるかのように、淡々と、しかも和気あ

いあいと作業に取り組んでいるように見える。誰かがやらなければならない仕事だから、自分がやっ

ている、という風情である。作業の内容はいずれにしろ「命がけ」である。それがそこでの仕事であ

り、明日も明後日もやらなければならないのであれば、淡々とやる以外にはないのかもしれない。先々

2 世代、40 年続く作業である。こんな先のことまでは個々の作業員にはわからない。毎日が微々たる

歩みである。そしてそれを一生の仕事だと考えてやるよりない。 

この前線基地の建物のホールには、多くの激励文や絵が張り出されている。同行したウイーン大学

の G.シュテンガー教授にも、ドイツ語で激励文を書いてもらった。係員を呼んで、張り出すという約

束を取り付けた。それくらいしか貢献できることはない。それがたとえ測定誤差の範囲のような行為

であっても、そうするしかないのである。 

富岡町を出ると、常磐自動車道でいわきまで戻った。今回はスパリゾート・ハワイアンズで宿泊と

なった。硫黄と酸化鉄の臭いのする温泉ホテルであり、若者の団体客が大量に宿泊していた。温泉は

浮かれるのが似つかわしい場所であり、無理にでも浮かれなければならない場所である。そのためか

温泉の湯船のなかに飛び込む少年、青年がいるが、まるでプール気分のようである。こうした騒ぎは、

人気のない帰宅困難地区とのあまりのギャップの大きさに収拾がつかないほどだが、ホテル施設もひ

とときの気分転換にはなる。ハワイアンのショータイムもあった。大勢の客をステージにあげて、腰

の振り方をレッスンするのである。日本風にアレンジされた「胸騒ぎの腰つき」である。 

スパリゾート・ハワイアンズの宿泊数は、実は震災前以上に伸びている。それだけではなく、フク

シマ全県の宿泊滞在者数は、震災前以上になっているのである。復興工事のために県外から入り込ん

でいる人たちが多いためである。かつて観光温泉施設であったものが、現在では仕事のための宿泊施

設になっている。単価はかつて一泊二食 13000 円程度であったものが、現在は素泊まり 6000 円ほど

になっている例が多いという。復興関連の作業員が大量に入り込んでも、県全体の人口はやはり減っ

ている。声も上げず居住を断念した者たちが夥しい。首都圏からのフクシマ・ツアー客も多い。不思

議なことだが、こうした震災復興のプロセスがなければ、私自身も会津に行くことも磐梯山に行くこ

とも、いわきに行くこともおそらくなかったと思われる。 
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スパリゾート・ハワイアンズ 

良い記憶はどのようにして作られるのか。良い記憶の蓄積が、そのまま良い人生になるのであれば、

つねに良い記憶を獲得する努力をしたほうが良い。いつも良い記憶をもつ練習をするのである。おそ

らくヘレニズム期の「快楽主義」は記憶の効用から語るべきものだったように思われる。つまり快と

は良い記憶のことだと考えていくのである。それによって直接的な快、不快が焦点になるのではなく、

むしろ快の記憶の蓄積が良い人生を導くのだと考えていくことになる。人間の経験の大半は、記憶に

支えられている。死は感覚されないので恐れるに足りないと、エピクロスは言う。感覚の停止を死だ

とすれば、定義上死は感覚されない。だがそれは定義の問題である。不快な経験や苦しい経験は、や

はり記憶される。そして時として難儀な思い出を作る。しかもそれは簡単には消えはしない。別様に

再編されるのでなければ、そのまま維持されてしまう。そしてこの再編の能力を感覚に求めることは

無理なのであろう。そこに記憶の広大な工夫の余地がある。リピーターを増やすツアーには、いった

いどういう特徴があるのだろう。 

 

  ３ 仮設住宅 

 

 翌朝、湯の岳パノラマライン展望台まで登ってみた。頂上近くまで車で登ることができる。南に茨

城まで続く山並みが続き、北は原発の手前まで見渡すことができる。太平洋がまぶしく、風が凪いで

いる。津波の被害は、4 年も経てば見かけ上は穏やかな日常に組み込まれてしまう。いわき小名浜港

付近は、再開発が進んで、波打ち際まで立派な施設が立ち並んでおり、港の沖合に人工の島を作り、

防波堤にする計画であるらしい。海岸の堤防も修復された記念碑である。だがどのような防波堤を作

ろうと、大震災規模の津波が来れば、いずれにしろ流されてしまう。ただしそれを 200 年に一度だと

見積もれば、その年数を耐えられる人工物はほとんどないのだから、小規模の津波さえしのげばよい。

自然と人為のタイムスケールの違いがあり、人間にできることは、高々自分の一生の尺度の範囲を超
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えないほどのものに留まる。それでも良いのだと思い決めて、海岸沿いに「里山」を築きつつあった。

里山とは、とりあえず手元にあるものを活用して、領域を形成するテーマパークのことである。 

 
いわき里山公園 

 新たに人工的に制作する場所は、場所そのものに喚起力があり、かつ持続可能性を感じさせるほど

の安定感があり、かつ訪れるたびに何度でも新たな経験ができるほどの内実が必要となる。海岸沿い

の高台では、水と緑と光を活用できるのだから、テーマパークになる。そこにさらに工夫をこらすの

である。すでに「アクアマリン福島」という水族館は、建てられて多くの来館者があった。魚の生態

系を高密度で実現してくれるのだから、内容は十分である。残っているのは、アートの要素をどう組

み込むかである。 

いわきを後にして、郡山の駅ビルを通り越し、駅の西側にある仮設住宅を訪問した。その時点でフ

クシマ全県での避難者は、10 万人強である。仮説住宅は、最長でも 3 年というふれ込みで設定され

ている。それがすでに 4 年を超え、5 年目に突入している。 

仮設住宅は、すでに耐用年数が過ぎ、場所によっては隙間風が吹き、雨漏りもある。誰しもそうし

た住宅に長く住みたいわけではない。住宅横の余った土地を耕し、いくばくかの野菜を植えてみてい

る。それで野菜が足りるわけではない。スーパーで買ったほうが安価でもある。だが何かをしなけれ

ばならないのである。何もしないでいることは、人間にとって絶望的なほど困難である。生きるとい

うことは、そうしたことなのだろう。 

 富岡町仮設住宅の社会福祉協議会では、その日社交ダンスの講習会を行っていた。参加者の 8 割は

女性である。一目感心するほど上達している女性もいる。こんなとき男はつくづくひ弱なものだと思

う。ひなが一日仮設住宅で暮らすのも身体に悪いので、奥さんに買い物に連れて行ってもらっている

ようである。生活の復興は、基本的に女主導のようである。そしておそらくそのことは避難生活でな

くても、そうなのである。 

この福祉協議会は、恒常的に「笑～る」というミニコミ誌を発行している。2015 年 3 月段階で 115
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号まで発行されていた。100 号までは「みでやっぺ！」という名称であった。イヴェント企画のアナ

ウンスやすでに行った企画の報告を行い、共通の話題を提供して、コミュニケーションのネットワー

クを作ろうとしている。恒常的に「話題となりうるもの」から作り出していかなければならないので

あろう。同じ場所に居住していれば、コミュニケーションが成立する、ということはありそうにない。

毎日のようにイヴェントを組み立てることができる社会福祉事務所は、ごく僅かである。ほとんど予

算もない。 

 

郡山富岡町仮設住宅 

 この福祉事務所の職員も富岡町の出身であり、財産も墓もそこに残っている。墓は売買のできない

特殊な財産である。許可願いを出して、時々富岡町に戻り、墓参してくるようである。午前 9 時から

3 時半までの一時帰宅がゆるされるのである。富岡町の仮設住宅は、郡山といわきにある。男たちの

なかには、午後にはパチンコ、夕方から飲み屋という定番スケジュールになるものもいる。戦争難民

という世界規模の現象があるが、東北 3 県の 25 万人の避難者たちも、難民であることには変わりが

ない。働きたくても働くことができず、生活の選択肢が極端に不足している人たちである。 

避難者が働けば補助金は打ち切られる。働かなければ、生活の選択肢は驚くほど少ない。なにか新

たなことを開始するためには、先々の見通しが無さすぎる。ひと時の楽しみはある。不満を語ること

が筋違いなほど、持って行き場がない。待てば何とかなるのであれば、やはり待つことになり、待つ

ことは生活の大切な技法でもある。だが待ってもどうにもならないこともある。自分からそこに区切

りをつけることもできない。そうして 4 年の月日が過ぎてしまったのである。もちろん人生のなか

で、4 年間は短いものではない。他の時期によって置き換えが効くような年月ではない。そうした年

月がじりじりと続くのである。 

 

（視察日程 2015 年 3 月 12 日－13 日） 
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生命の異系――モンゴル 

 
河本英夫（文学部） 

 
 

 
 

低い尾根が交互に入り組んだ盆地は一面の薄い草原である。深い緑ではない。地肌とまばらな丈の

低い草地が混ざり合っているメッシュ状草原である。湿気はほとんど感じられない。通り過ぎる雲が

時折にわか雨を降らせるのだろう。地面は、天空のしずくが下りたようにいくぶんか湿り気を帯びて

いる。その高原のなかに、巨大なタケノコのような岩がいくつもある。密生するタケノコ状の岩もあ

れば、ポツンと一つだけ地面に生え残ったような岩もある。モンゴルに着いた翌日の朝の風景である。 

単独の岩は、遠い位置からの視界のなかに見えるので、通行する人たちにとってランドマークであっ

たに違いない。東西南北からも見え、位置の指標となっている。そうした岩には、名前が付く。「亀

石」である。高さは 30 メートル前後だろうか。その下で休むこともできれば、岩に登ることもでき、

岩に登ればそのまま登ったものが行方不明になるような雰囲気である。人隠しのような情感がある。

喚起力のある岩である。 

地形の形成で見れば、地表面まで盛り上がった火成岩が気の遠くなるような年月をかけて削られ、

単独の不連続な岩となって残ったのだろう。火成岩のなかで強く圧縮を受け、高温で濃縮されたもの

が岩であり、粉々になったものが土や砂である。そうなると岩のなかにも、さまざまな特性が出現す

る。内部に空洞ができ、岩のなかの隠れ家のようになったものもある。生活のなかで周辺に、身を隠

す場所を確保しておくのは、動物の習性である。まったく隠れる場所のない所には、動物は暮らすこ

とができない。雨露をしのぎ、外敵から身を守り、ひ弱な子供たちを隔離するには、隠れるのがよい。

文化的な隠れが、隠居である。岩にとっては、この地下蔵で動物が大量死しようが、人間が虐殺され

ようがまったく頓着がない。 

 亀石 

キーワード：小ゴビ砂漠、ゲル、遊牧、ノマド 
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 亀石から数キロ移動したところに、格好の隠れ家となるような岩があった。そのなかには 80 名以

上の人が隠れることができるほどの地下壕がある。そこに宗教弾圧を逃れようとするチベット仏教の

信徒が隠れこんだことがある。1930 年代後半のことである。この信徒たちは、ソビエトによる共産

主義施策には簡単に従わない。世界観レベル、人生論レベルの信念を持つ人たちを、自由に制御でき

るような政治的言説も制度も存在しない。国家的なマネージメントや経済の集団化(私的所有権の剥

奪)程度の政策では、生活にまで入り込んだ世界観を打倒することは無理である。そこから大量虐殺

までは、わずか数歩である。そしてこの岩のなかに隠れこんだ信徒たちは、実際、虐殺された。 

 こうした岩の密集の度合いはさまざまである。30 メートルから 50 メートルほど隔てて、いくつも

の岩が弧を描くように斜面に密集しているところがある。その麓の比較的平らな場所に、観光客用に

作られたテントの家である「ゲル」が設定されている。移動用ではないので床が張られており、宿泊

用に大き目に作られていて、6 角形のゲルの入り口を除いた各辺に 5 つのベッドが置かれている。一

日目の宿泊は、このゲルである。ほとんど明かりの無い斜面に 30 近くのゲルが設営され、中央付近

の大きなゲルが、レストランである。真夏であったが、ゲル内のストーブで運営スタッフが薪を焚い

ていた。夜半には冷えるのだろう。真っ暗な夜道を延々と移動してそこに着いたものだから、指定さ

れたトイレの位置はもうわからなくなっている。夜半寒くて、2 度目が覚めた。高度は 1500 メート

ル程度はある。都市の潜熱のようなものはまったくなく、標高に見合うだけの冷気である。夜中に目

が覚めたのはトイレのシグナルである。指定された建物まで暗闇を行くことは無理である。ゲルから

出て、ゲルの傍の草むらに長々と放屁した。ゲルのなか以外は、実質的にすべてトイレである。ヤギ

やヒツジや馬の糞が到る所に広がっているのだから、事実上もトイレなのである。 

 

  １ 草原と岩と都市 

 

 モンゴルは日本との時差は 1 時間で、夏季のサマータイムで 1 時間繰り上がっているため、時計の

訂正はない。朝 6 時半頃に明るくなり、緯度のせいで夏の夜は 10 時近くまで明るい。翌日はきっと

晴れているだろう。朝起きると同行の稲垣諭さん、研究助手の岩崎大君は、すでに岩登りを開始して

いた。左前脚をつくことのできない犬が、足元にじゃれついている。このゲルの集落に住みついてい

るのだろう。岩と草原が続くこの一帯が、テレルジ国立公園である。そのなかには韓国系のゴルフ場

があり、また観光用の乗馬の場所があった。内陸のため水が多くあるとは思えない。この国立公園の

端っこに小さな川が流れていて、川原はキャンプ地であり、ゴミの集積場である。それでもゴミは少

ない。ゲルとはゴミの少ない生活のことである。遊牧や移動のためには、捨てていくものがわずかで

なければならない。定住とは自分で集め、自分で作り出したゴミに拘束されることである。ゴミに縛

られて生きる。それが都市の実像なのだろう。レストラン・ゲルで出された朝食も昼食も過不足ない

ほどの美味しさだった。美味しさを押し付けるようなものは何もなく、また欠落があるというのでも

ない。過不足のないバランスというものがある。 
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 国立公園は、保護施設であり、むやみに動物を捕獲したり、植物を伐採したり、ゴルフ場を開発す

ることはできない。おそらく勝手に場所を占拠して住みつくこともできないのだろう。しかしそうし

た場所にも、かつての寺院は残っている。それが小高い山の中腹に建てられたチベット仏教の寺院ア

リヤバルである。山の中腹だからかなり登らなければならない。途中何度も休みながらようやく登っ

た。そこでは子供を含めて大勢の僧侶が念仏を唱えていた。念仏は多くの場合長年の反復口承によっ

てほとんどリズムのようになっている。もう少し念仏の内容がわかればと思うが、おそらく内容では

ないのであろう。これは日本の葬儀や法要でいつも感じることである。言葉が音楽のようになってい

るが、岩崎大君のカラオケのような叫びではない。その儀式あるいは修行に退屈そうに飽きてしまっ

ている子供の僧侶見習もいる。 

 
アリヤバル寺院 

台座には、108 つ玉のつながった数珠があった。同行した坂井多穂子さんは、その玉を一つずつ撫

ぜて、煩悩がすべて消える、と希望をもっていた。いったいどの程度間、煩悩が消えるのだろう。人

間の身体の不思議なところだが、煩悩が消えるために費やされた時間だけ、その先煩悩が消え続ける

のかもしれない。筋肉を作るさいにも、作るために要した時間だけ、その筋肉は維持される。という

ことは煩悩も際限なく消し続けなければ、またたく間に戻ってくる。だから煩悩なのである。テレル

ジ国立公園で半日過ごし、ウランバートルへ移動した。この車のなかですでにおそらく坂井多穂子さ

んの煩悩は戻っている。煩悩とは生きていることの負の別名なのである。 

 ウランバートルは周囲を小高い山に囲まれた盆地であり、すでに十分に都市化している。急速に都

市化したアジアの多くの都市と同じように、道路は車で溢れている。信号が少なく、一方通行での循

環型道路交通網が造られていないために、車が流れるというかたちでの道路規制になっていない。そ

のため道路を横断する人たちは、横断歩道を渡るのではなく、車と車の隙間を横切るのである。日本

でも田舎の道路ではしばしばみられる光景だが、それが東京都内以上の渋滞のさなかで起きる。この

道路を最短時間で車で通過するためには、運転手には特異な技能と性格が必要なようである。今回の

モンゴル内の移動では、旅行会社のＨＩＳが雇用してくれた運転手が付いた。この運転手は、凄みが
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出るほどのパフォーマンスだった。前を行く車を強引に追い越し、横から入り込もうとする車のドラ

イバーを威嚇して前に入れないのである。精悍な顔つきで、日焼けした手足に短パン、襟を立てたシャ

ツ、そしてサングラスという出で立ちである。この運転手はこのタイプの道路のまさにプロであった。 

商店街、デパートの通りでは、「スリ要注意」という警告がガイドブックには載っている。確かにバ

ザールでは夥しいほどの中国製品が売られており、たたき売り状態の店舗が延々と続いていた。ナラ

ントール・ザハというバザールは中国からの物流で、物品はあふれるほど流入している。学校にあが

るさいの制服は、こうしたバザールで購入しているらしい。もちろんデパートには化粧品、装飾品の

ような高級な商品も置かれている。 

 ウランバートルの小高い丘に登ると、一望にこの首都を見渡すことができる。マンション建設の大

ラッシュである。一方では古いマンションを壊しながら、新たな設計のマンションを建て替えていた。

マンションの周辺には、いまだゲルが残っている。上から見下ろすと、マンション群の隙間のテント

村という風情である。移動を基本とするゲルと定住を基本とするマンションは折り合うはずもなく、

やがてはマンション群に置き換わっていくように思われる。25 年ほど前までは社会主義経済体制を

取っていたのだから、マンションは所有ではなく、最長 70 年間の定住権の購入のようである。ロシ

アや中国の影響は経済面から見ても到る所に入り込んでいる。文化的にも、政治的にも、地政学的に

もモンゴルはロシアと中国のせめぎ合いの場所であり、あるときは双方から「緩衝地帯」だと見なさ

れて独立国家を維持し、ある場合にはどちらかに傾斜しながら、他方の国を「外交カード」として活

用して、経済援助を引き出してきたのである。ロシアと中国の国境線は長い。国境警備のためには膨

大な軍の人員が必要となる。しかし広大なモンゴルを間におけば、その分の兵員を節約することはで

きる。 

 小高い丘から見たウランバートル市の反対側の丘の中腹に、第二次世界大戦時の末期にロシアの捕

虜となり、強制労働のさなかで亡くなった日本人兵士の墓地(ダンバダルジャー寺院)がある。この墓

地には、日本の多くの国会議員が訪れ、献花している。海部俊樹氏が総理の時期に訪問し、戦後外国

総理(大統領)ではじめてモンゴルを訪問した国の代表だと教えられた。国家もしくは国軍の命令でこ

んなところまでやってきて死亡した人たちの墓は集合墓地となり、一人一人に対応する植物を毎年植

えていくという。そうしなければ区切りを付けられない過去があり、時間がある。 
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日本人墓地 

 遊牧民は移動を本性とする。物を携えた移動を交易という。そのためチンギス・ハンのように移動

できる範囲を広げていくことは、大半は侵略でも征服でもない。なにか別のことをやっていた印象が

残る。それを近現代史で見れば、帝国の樹立ということになるのだろう。遊牧の生活と都市化はそう

折り合いの良いものではない。遊牧は、人口密度や物の密度を一定以上にしない仕組みでもある。ヒ

ツジや牛が、特定の地域の牧草を根こそぎ食べてしまうほどの密度になれば、草地の回復にもコスト

がかかる。それを分散させる仕組みが遊牧である。他方都市は、密度を際限なく上げていく仕組みで

あり、密度効果によって新たなつながりが生まれたり、思わぬ副産物が生じたりする場所である。こ

れを両立させることは本来無理である。モンゴルは、織り合せることが難しい二つの運動のモードが

同時に進行している。 

 3 日目には、ウランバートル西のフスタイ(ホスタイ)国立公園に出かけた。西に約 90 キロ移動した

ところであり、海抜がいくぶんか高く 1800 メートルほどある。途中、「ミニゴビ」と呼ばれるモル

ツォグ砂丘に立ち寄った。広さは東京ドーム 5 杯分程度だと思われるが、細かな砂が集まった砂漠状

の場所である。地質上、ここに細かな砂がもともと存在していたとは考えにくい。周囲は、すべて草

原であり、少なくとも網目状草原である。おそらく強い風が吹き、土が巻き上げられたときに、大き

目の土は均質に大気の下の方に大きさに応じて何段階にも層をなしている。細かな土は大気の上空ま

で舞い上がって砂状になり、風が通り過ぎた後になってゆっくりと落ちてきて、一定の大きさの砂だ

けが密集するそれによってこうした地形が形成されたと思える。大気の上空で砂を含んだ空気が集ま

るような地形的な特質があるに違いない。風の集まる場所である。この広さだと実験を試みることも

できない。それを地上付近で見ると、たしかにゴビ砂漠のような不思議な砂の地形が出来あがってい

る。とするとこの砂漠はいまでも徐々に大きくなっていることになる。 
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フスタイ国立公園手前 

 そこを通り過ぎて、土の凸凹道をさらに進むと、フスタイ公園のツーリストキャンプ場に到着した。

キャンプ場には多くのゲルが並んでいる。国立公園に指定しておかなければ、開発、狩猟、資源略奪

が横行しそうな場所である。ゲルの一つでこの国立公園の説明用のビデオ(DVD)を観た。多くの植物

や野生の哺乳動物が生息しているようだが、人間の通り道からはごくわずかしか見ることができない。

最も有名なのが、野生馬のタヒである。首の稜線に黒髪がなびき、細長い顔というよりもいくぶんか

丸っこい顔立ちである。世界中には幾種もの野生馬がかつて生存していた。馬は早くから家畜化され

てきた動物である。そのなかで野生のまま生きてきた各種の馬は、ほぼ絶滅してきた。そのなかで例

外的に生き延びてきたのが、タヒである。1890 年代にロシアの探検隊がタヒをこの地で発見した。

その情報はヨーロッパの博物学者、動物学者の関心を呼んだ。その後、捕獲され、ヨーロッパのいく

つかの動物園に送られて、一時絶滅しかかった。そこから再野生化の企てが進むようになったのであ

る。もともと生息していたこのフスタイの地に戻して繁殖させ野生種として生存させる企てである。

現在 300 頭ほどに増えており、10 頭単位の集団で暮らしているようである。山の頂上付近で草を食

べている様子が、望遠鏡を通して見えた。暑さに極端に弱いらしく、夏は頂上付近で暮らし日没後水

を飲むために山麓に降りてくるという話をガイドがしていた。 

 

 野生馬タヒ 

737



 

 この国立公園を抜け、川沿のゲルにたどり着いた。遊牧の生活をいまでも続けている住民のゲルで

ある。遠くに放し飼いにしてある数百のヒツジやヤギの群れが見える。ヤギとヒツジを一緒に放牧す

るのは、長い間の知恵である。ヤギはエサに対する感度が高く、ヤギに牧草地を誘導させてヒツジの

群れを動かすと、ヒツジの成長が早くなると言われている。またヤギは草を地下部まで食べ、低木の

樹木まで食べてしまうのでヤギの比率は一定範囲内におさめなければならない。他方ヤギは比較的寒

さに弱く、夜間にはヒツジと一緒に柵のなかに入れておくと、ヒツジを毛布代わりにして寒さをしの

ぐようである。ヤギの毛皮がカシミアで、ヒツジの毛がウールであり、カシミアの方が高額であるた

めどうしてもヤギの方が増えがちになるが、そうなれば草原を食い尽くす可能性が出てくる。そこで

ヤギを 20-30%に維持するような混成体を作るとちょうど良いと言われている。 

このゲルの近くでは、数十頭の牛がのんびりと歩き、ゲルの方に帰りつつある。ゲルの近くには馬

が一頭つないである。しきりに首を振り動こうとしているが、何をしようとしているのかよくわから

ない。真っ黒な犬が、2，3 匹ゲルの陰でうずくまっている。電池は大型のバッテリーで保存され、衛

星用のテレビは映る。日本の大相撲も見ることはできる。学校教育開始時には、都市部の寮に行くと

いうことであった。水は近くの小川から 4，5 日に一度タンクに汲んでくる。その日の午後、トラッ

クに乗って小川まで水汲みに同行した。このゲルのなかでご馳走になったお昼ご飯は、この小川から

汲んだ水で作ったものであろう。美味しいことは美味しいのだが、夜半には水あたりの症状がでるに

違いない。そして実際そうなった。 

 

 ２ 遊牧 

 

 場所を変えながら生きていくことは、根城や巣をもたないことである。根城や巣にしつらえられた

財産はできるだけ少ない方が良い、物をもてば物に対する執着が生まれるが、執着は少ない方が良い。

拠点はあってはならない。本質もあってはならない。実体もあってはならない。暑い夏がやってくる

かもしれず、限度を超え、家畜が死滅するほどの寒い冬が来るかもしれない。困難はそのつど乗り越

えていくしかない。そしてそうやって生きていくことが、一つの豊かさなのである。 

 ゲルから遠くに見えていた数百のヒツジやヤギは、小川に水汲みに行っていた間(約 30 分)に、ちょ

うどゲルの反対側の遠方まで移動してしまっていた。移動の速さは驚くほどのもので、草を食べなが

ら少しずつ場所を変える場合とは、異なるモードで移動したようである。この遠方のヒツジやヤギの

背後にまわり、追い立ててみた。旅行ガイドさんが、一匹のヤギを掴まえて角を押さえてくれた。そ

して坂井多穂子さんがそのヤギと一緒に記念撮影した。 

ヤギの鳴き声を真似てみると、その声に呼応して、同じように鳴き声を上げるヤギが出てくる。そ

のヤギの声に呼応して別のヤギやヒツジも鳴いている。何かは伝わっているが何が伝わっているのか

はわからない。動作の呼応のなかで、何かが伝わるが、伝わる何かを限定し、特定しようとすると、
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そこに「意味」が出現する。意味とは、動作全体を動作の意図に縮小し、意図に対応づけた何かであ

る。ここまではかまわない。事象を焦点化し、事象のエッセンスを取り出そうとすることは、思考の

経済学にもかなっているからである。 

問題はその先である。縮小した意図や動機から動作が引き起こされ、意図によって動作が制御され

る、という場面である。意図と動作の間には、どのような因果関係も動因－帰結の関係もない。意図

は動作のきっかけとなり、動作の進行のさなかでの調整因子になることはあるが、動作に内在するも

のではない。そうなると意図や動作の帰結や意味は、動作そのものに並行する人間の作り上げたファ

ンタジーであることになる。そしてそのファンタジーが人間であることの必要条件なのである。意図

は、事象のエッセンスではないのだ。動作と意図はカップリングの関係だが、カップリングの本性に

したがって、ただ並行する場合から、カップリングの在り方を全面的に変えてしまう場合まで広範な

変動幅がある。 

 その一つが意図や意図的制御によって、動作に力が入ってしまい、ぎこちなくなる場合である。力

みが出てしまう場合である。他方リハビリの現場でときとして起きることであるが、硬縮によって

まったく動かなくなった患者の足を外から手を添えて動かそうとしても、まったく動かないことがあ

る。そのときセラピストが「私はあなたに何をしてほしいと希望していますか」と問うと、患者の経

験が全面的に再編され、局面が変わってしまうことがある。いつもこうしたことが起きるわけではな

い。だが時としてこうしたことが起きる。外から添えられたセラピストの手の感じ取りの感触まで変

わってしまうことがある。患者は何を活用して自分の経験を律すればよいかの手掛かりをあらためて

手にするのである。意図は、こうした経験の再編の自己組織化の転換点になることがある。 

 遊牧する動物は、ほとんどの場合集団をなしている。草原のゲルでもたった一つのゲルは存在しな

い。最低でも近接する位置にもう一つのゲルがある。家族は異なるようだが、単独ということは何か

無理が来ているという印象なのである。 

動物が集合体をなすということには進化論的な理由もあるに違いない。遊牧する動物は、エサを食

い尽くさないように一日にかなりの距離を移動する。このことは捕食動物に対して、位置移動によっ

てターゲットの位置をずらし続けることでもある。そしてかりに捕食動物に襲われたときには、最も

逃げ足の遅いものが犠牲になることで、他の集団のメンバーを守るのである。集合体とは、犠牲を最

小にすることで、集合体そのものの機能性を維持することである。遺伝的な偶然によって集団の末端

に位置するような動物は、一定の頻度で生まれる。アフリカの草原のシマウマは、集団の規模が小さ

くなり、ライオン程度の走力では簡単には捕まらなくなった。ライオンのオスは容易にはエサを採る

ことができない。ライオンのオスは顔が大きくて強そうだが、あの体型はエサを掴まえることに適し

たものではない。顔が大きすぎるのである。 
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ヒツジとヤギの群 

 遊牧するヒツジやヤギには、集団をまとめるような司令塔もしくはボスがいるようには見えない。

集団は、密集したり、ばらけたりしていて、特定の集団の維持原理があるようにも見えない。それで

も緩やかな集合体であり続けている。時としていろいろな偶然が重なって、メンバーがいなくなるこ

ともあれば、別の集団のメンバーが紛れ込んで、集団の成員が変わることがある。その最大の要因は、

新たなメンバーの誕生である。 

 集合体を考えるさいに、人間が自明なようにおのずと活用してきた事例が二つある。一つは意識で

あり、意識はそれが作動するさいには、まるで一つの統合体であるかのように感じられる。もう一つ

は剛体であり、放置して雨露にさらしても簡単には壊れないのである。剛体は、均衡という事態を前

景化した。たとえばカントの『自然科学の形而上学的基礎』の動力学の部門では、内的活動として、

引力と斥力が設定され、それらの釣り合いから剛体の維持が説明されている。引力が強すぎれば、剛

体は収縮し、斥力が強すぎれば、剛体は膨張してやがてばらばらになる。そのため引力と斥力は釣り

合っていなければならない。しかも剛体という物体が感知されるためには、人間の感官になんらかの

刺激をあたえなければならない。そのため斥力がもっとも重要だとカントは考えた。ただしたとえば

眼に剛体が映るのは、光によるのであって引力と対抗している斥力によるのではない。また手で触っ

て剛体が触覚的にわかるのは、大半は触覚的認知によるのであって、引力に対抗している斥力による

のではない。カントの設定した斥力を拡張解釈しなければ、カントの議論は成立しない。 

 もう一つの集合体の典型事例である意識は、分離という経験ができないので、どのような集合なの

かも本当のところよく分からない。これは現在の意識研究でも事情は変わっていない。非集合性を経

験できない集合性であるために、部分‐全体関係での集合体ではなさそうである。部分そのものが緊

密に統合されたような集合体で考えることは筋が違うと感じられる。 

 そのため集合体のモードを考えるさいには、どうも典型事例が不足し続けている。ライプニッツが

アルノーに宛てた書簡のなかで、組紐や寄木のようなイメージを描いているが、これらは配置と位置
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の組み合わせだけからなる集合体である。統合する原理などは一切なく、部分相互の配置の関係だけ

で、見た目には緊密な統合体ができる。かつてのお寺には、釘を一本も使っていない建物があった。

ボグドハーン宮廷博物館も、こうした建築らしい。よほど腕のよい大工が造るもので、彼らは宮大工

と呼ばれた。残念ながら私には宮大工の知人が一人もいない。ここでは統合する原理はまったく不要

であり、いくつかの偶然の重なりで統合体はできる。 

 統合する原理がまったくなく、集合そのものの範囲を時に応じて変えていくようなゆるやかで自在

な集合状態を描こうとすると、意識からは何か異物を描くようなかたちにならざるをえない。そこに

ドルゥーズが鮮明なイメージをあたえた。それが「ノマド的」(遊牧民的)という集合状態である。群

れと統合体は異なる。要素を不可分に統合するという組織体のイメージを放棄する。なによりも共通

の根拠を捨てて、統合する中心概念を捨てる。一切の「なくて済むもの」を軽々と捨てることができ

るのが、ノマド的であることの全般的な傾向である。 

ドルゥーズの場合、初期からこうしたイメージは一貫している。灌木の集合体で根の繋がっていな

い仮想体を、ドルゥーズは「リゾーム」だと呼んだ。統合原理はまったくなく、にもかかわらず集合

体でありうるようなモードを指定していたのである。 

 探してみれば、実際にいろいろなものが見つかる。馬糞に生えるキノコの一種は、乾燥した時には

サンゴのようなかたちをしている。ところがひとたび雨が降ると、個々の細胞がバラバラになって水

を泳ぐように動き回る。そして乾燥してくるとまたサンゴのように一つの植物体に戻るらしい。連結

水車のような事例は、動きの連動からなる。個々の水車は、ただ自分の運動を続けているだけである。

その運動の余波が次の水車の運動につながる。次の水車もただ自分の運動を続けているだけである。

しかし連結体として、水車は動き続ける。 

 こうしたゆるやかな統合体で、なおかつ統合体そのものを組み替えてそれじたいで別様になってい

くような仕組みまで入れようとすると、もう少し複雑な組み立てをしなければならない。そこに踏み

込んだのが、オートポイエーシスである。そうなればもう一段階高次の組織体にはいっている。 

 遊牧は、いまだうまく定式化できていない仕組みを備えている。どの程度の面積もしくは密度まで

が許容可能なのか。密度が高くなりすぎれば、エサが不足する。移動によって次に戻って来たときに

は、もうエサが生えないようであれば移動の意味はなく、別建てでエサを用意し、柵に閉じ込めてヒ

ツジやヤギを育てることになる。密度は、遊牧民的なサイクルの規定要因である。また降雨量と日照

量は、草の成長速度を規定しており、年ごとに大きな変化がでないことが必要条件となる。いずれも

現在のモンゴルの生態系の問題にかかわっている。過放牧が決定的なのである。1990 年代にモンゴ

ルの社会主義体制が崩壊し、家畜は住民の個人所有になった。そこから猛烈な勢いで家畜が増え始め

ている。降雨量はやや多目になっているようだが、問題は平均的な降雨量ではなく、局所的な豪雨と

局所的な砂漠化である。フスタイ国立公園でも、緑地の維持については相当に資金をつぎ込んで実行

されている。降雨量が少なくても育つ菜種を一面に植え、周囲を少雨に耐えられる緑地にしているよ

うである。 
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 ３ 文化の生存 

 

 人の移動と生活上の習慣が文化を形成する。20 世紀は、「国家の実験」の時代であったために社会

の仕組みは、大幅に変わって行く。清朝は基本的には満州族の国家であるが、満州そのものにも漢人

が大量流入し、そうした漢人たちはさらに北上して、内モンゴルで農耕を進めていった。内モンゴル

は、現在中国の自治区である。人口密度の低い地域は、ひとたび動乱が起きれば、いつも逃げ場になっ

てきた。ロシアで革命が起きれば、既存の政治的勢力は赤軍に追われ、シベリアの白軍はモンゴルに

逃げ込んでいる。周囲でそうした騒動が起きれば、モンゴル国内でも改革の動きが出て、1911 年に

中国の辛亥革命で清朝が倒れると、モンゴルでもこの年の 12 月にはモンゴル独立が宣言され、モン

ゴル政府が樹立された。 

そもそも司法・行政機構は、清朝が持ち込んで官僚機構は形成されており、国家というファンタス

ティックな象徴としては、チベット仏教の活仏が設定されていた。そうなると国家というまとまりも

あり、官僚機構の仕組みもあり、あとは行政府のスッタフが決まればよい、という皮袋に水を注ぐだ

けの状態になっていたのである。 

こんなときは暗躍する者たちが出る。オタイはロシアの財政援助に頼ったあげく借金がかさみ、そ

れを清朝に肩代わりしてもらって、その後清朝への反乱を起こして、外モンゴルに逃げ込んでいる。

ハイサンは反漢暴動を組織して官憲に追われ、外モンゴルに逃げて、王侯貴族を次々と説得し、独立

国家の必要を説いていた。外モンゴルは、すでにそこに住みついていた各部族代表の王侯貴族と亡命

革命家のたまりのような状態だったと考えられる。つまり独立国家形成のための必要条件は、ほとん

ど整っていたのであり、あとは機会だけだった。 

こうしてボグドハーン(聖なる皇帝)モンゴル国ができあがるが、モンゴルの周辺で勢力を広げよう

としていたロシア帝国、中華民国、日本ともこの国家を承認していない。唯一例外的にチベットとの

間で相互承認条約を結ぶことができた。実質的には中華民国の支配が続いた。ロシア革命以降、モン

ゴル人民党はロシアの支援を得て、中華民国軍、白ロシア軍を撃破して、ようやく外モンゴルの独立

を確保したというのが実情である。この後一時日本の関東軍がこの地を支配するが、終戦とともにそ

れも終わっている。 

 国家というまとまりは不思議な仕組みで、現実の個々の行政単位でもなければ、民族の集合体でも

ない。ましてや短期間で変貌していく市民社会の集合ではない。何か人のまとまりを維持するさいに、

個々の人々の集合やネットワークとともに、同時にそれらを超えたそれらとともにあるイメージ的な

まとまりが出現する。このまとまりの場所は、特定の象徴が埋めていたり、歴史的な事実で埋められ

ていたり、伝説によって埋められていたり、その他なんでもありのような場所なのであろう。そうし

たなんらかのもので埋めることのできる場所が、国(近代ではネーション・ステイツ)と呼ばれるもの

であるようだ。現実の社会的ネットワークの作動とともに、その作動にファンタスティックに伴う独
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特の二重作動のようである。近代的な国家の必要条件が、国民、領土、主権である。ただしこれでは

機能化した行政区分に重なってしまう。 

モンゴルでは、国家という場所が「ボグドハーン」のように具体的な輪郭をもった、まとまりをあ

たえるイメージとなっている。歴史記述をつうじて歴史が国のこのイメージを支えると考えている国

家は、東アジアには多い。実際に多くの民族が覇者であることを競い、現実に支配者の交代が行われ

た国では、現在を理由づけ現在を正当化するものは、歴史なのであろう。おそらくこうした国では歴

史の意味がいくぶんか異なっている。東アジアの国々が、歴史認識というとき、個々の歴史的事実認

定が問題になっているのではない。歴史こそが現在の理由だという主張である。そして日本は、この

ことがピンと来ないのである。この点では日本は東アジアの例外だとも思える。日本の歴史は、まさ

にいま、あるいは未来への予期によって形成されるのである。これだけ歴史の意味が異なれば、個々

の事実認定ではなく、また歴史観そのものではなく、むしろ歴史という経験が異なってしまう。 

 
ザイサン・トルゴイ 

ウランバートルにも歴史的記念碑と呼ばれるものがいくつかある。市内の小高い丘には、ロシアと

モンゴルが共同して立てたノモンハン勝利記念碑が建っている。ザイサン・トルゴイである。 

しかしモンゴルのようにこれだけの自然をもてば、歴史がごく短期的な最近の人間の営みのように

も見えてしまう。自然から見れば、歴史とはある意味での測定誤差である。モンゴルの歴史観につい

て聞く機会はなかったが、感触として東アジアとは異なる印象がある。歴史と現在の間には、そこに

地平のように浸透している自然がある。 
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ガンダン寺 

この自然は歴史の固定を回避し、歴史の弾力の回復に寄与するはずである。歴史とはつねにすでに

引き受けてしまっているものであり、誰しもそこから免れることはできず、作為的に変えることもで

きない。また歴史によってもたらされた帰結には、誰しも責任が付きまとう。だが何かの理由や根拠

となる固定点ではないはずである。モンゴルにも歴史的記念碑は存在するが、むしろ住民の生活と地

続きになったような文化的な記念碑があるに違いない。それがチベット仏教系の寺院である。 

ウランバートル市内に、チベット仏教の総本山のようなガンダン寺がある。1938 年に共産主義者

によって壊滅的に破壊され、その後再建されたお寺であり、そのなかに巨大な仏像が収められている。

この破壊は徹底したもので、900 の修道施設が破壊され、夥しい修道士が殺害され、5 つのお寺の建

物が燃やされている。破壊前のお寺の跡は、再建されたお寺の前庭部に柱が 1 本残されているだけで

ある。1990 年以降のモンゴル民主化のあと、仏教の活動のための寺院が再開された。出家信者も多

いようで、このお寺を中心にして修行のためのセンターのようになっている。モンゴル初代活仏ザナ

バザル(1635‐1723)は、アーティストでもあったらしく、多くの絵画、彫刻を残した。こうした作品

が一堂に集められ、美術館として 1966 年に開館している。いずれにしろモンゴルの文化の感触を掴

むためには、やはり 3 か月ほど暮らしてみなければ、分からない部分がありそうである。 
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知的障害児・者への「身体介助」の意義の検討： 

身体介助から動作援助への転換とコミュニケーション事態としての動作援助過程 

 
緒方登士雄（文学部） 

 
 

 
 

からだの不自由なひとの姿勢変換や移動、着替え、食事、排泄などの基本的生活動作の援助のため

に、家族や看護師、施設職員等が手を添えて介助する。このような要援助者のからだに直接触れて行

われる手助けは、医療や福祉の場だけでなく教育の場でもとりわけ特別支援教育においては日常的に

行われており、病院で患者の看護にあたる医療従事者や福祉施設で利用者の介助を行う施設職員だけ

でなく、障害児・者の教育に従事する教員も児童生徒のからだに直接触れて手助けしている。 

一般的には身体介助と呼ばれるこのようなからだに直接触れて行われる援助の実施にあたり、要介

助者の気持ちを配慮することへの重要性に異論をはさむ関係者はいない。しかしながら、ときとして

患者や利用者、児童生徒からあるいは家族より「乱暴な扱い」との批判の声があがる。この声は、介

助が介助者と要介助者との間で濃密な相互コミュニケーションが生起する事態であることへの介助

者の認識不足に起因する場合に多いのではないかと推察される。 

ところで、学校における身体介助は、肢体不自由児・者や視覚障害児・者だけでなく知的障害児・

者の教育に従事する教員も行っている。このことは、知的障害児・者の教育の場を訪れた経験のある

者ならば、だれもが認めることである。 

言語発達の遅れは知的障害の中核的状態の一つであり、とりわけ言葉の理解の遅れは種々の知識や

技能の習得だけでなく発達全体に極めて大きな影響を及ぼす。知的障害児・者とのコミュニケーショ

ンの困難さは、保護者や学校・施設関係者が学習・発達支援の取り組みを行う上での主要な課題でも

ある。言葉によるコミュニケーション不全を補うために援助者（家族や教員等）は、使う言葉を簡潔

で具体的な表現とするように心掛け、さらに絵や写真、シンボルなどの視覚的ツールその他の工夫を

試み、彼らへの学習・発達支援を図っている。 

しかしながら、このような言葉による表現方法に関する配慮や視覚的ツールの工夫への関係者の関

心の高さに比して、日常的に行っている身体介助への検討は十分に行われているとは言い難い。知的

障害児・者自身による身体介助に対する意見表明が乏しいことを、その理由に挙げることも出来よう。

しかしながら、筆者は、先に述べたように、身体介助が介助者と要介助者との濃密な相互コミュニケー

ションが生起する事態であることについての介助者の認識、あるいは適切な介助のありかたを工夫・

検討するための援助者の感じとる技術、さらにはその技術の向上を促す学習・発達支援上の意義に関

する検討の不足をその理由に挙げたい。 

キーワード：動作援助、コミュニケーション過程、知的障害、身体介助 
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そこで、本論において、身体援助技術の向上（援助者が感じ取り応える技術の向上）の必要性なら

びに学習・発達支援上の意義に関する今後の議論を深めることを目的に、教育の場で行われる知的障

害児・者への「身体介助」が行われる具体的指導状況に焦点を当て、その状況を相互コミュニケーショ

ン事態すなわち相互伝達・理解の過程として捉え、援助者の経験知の集積に資するための資料として

の記述を試みる。 

以下に、まず、介助者の行う「身体介助」が要介助者（知的障害児・者）の単なる身体運動の援助

ではなく、要介護者の主体活動としてのからだの動きの学習の支援であり、かつ両者のコミュニケー

ション事態であることを概説し確認する。次いでより具体的場面での介助者（援助者）としての筆者

の体験を報告し、この報告に基づきこの「身体介助」を「コミュニケーション事態としての動作学習

支援の過程」として論じる。 

 

１．「身体介助」から「動作援助」への認識の転換 

近年の胎児や新生児を対象とした発達研究の進展は著しく、生後間もない時期においてすでに周囲

の人物の音声を区別しているだけでなく、誕生以前から他人の音声を区別することが明らかになって

いる。このような発達を基盤に、養育者は児・者の発達を促している。頻繁に児・者に触れ、触れつ

つ話しかけて、児・者に働きかけ、児の反応を誘い、その反応に応えている。 

意識的であれ無意識的であれ、児に習得してほしい学習内容を大人が提示するとき、成長に伴い話

し言葉がその主要なツールとなっていく。しかしながら、その児に知的障害がある場合、養育者や援

助者は、言葉だけでなく児のからだに直接触れて(触れつつ)学習・発達を促す働きかけを継続して行っ

ている。 

知的障害児は知的発達だけでなく運動発達の遅れも示すことが多い。定頸や座位、立位、歩行の時

期もいわゆる健常児に比べて遅れ、養育者や援助者によるからだに直接触れた手助けの機会も多くま

たその期間も長くなる。食事や衣服の着脱、排泄などの基本的生活習慣の確立が遅れ、その技能の取

得を促すため援助者は児の手をとり、背や腰を支えている。教育の場である学校においても、家庭で

の養育者と同様に教員が児のからだに手を添えて種々の活動に必要な動きを支え、その動きの習得を

促している。 

援助者が児の背に手を当て立ち上がるように促すとき、「分かった」とでも言うかのように援助者

の手を受け入れ立ち上がろうとすることもあれば、上体をわずかに傾けるもののその背に当てた手か

ら感じられる児に立ちあがろうとする意思を感じられないこともある。あるいは、援助者が児の手を

とった時、その児がその援助者の手を振りほどこうとするような動きをすることもある。その動きに、

手を取られたそのことへの児の抵抗の意図を感じることもあれば、そのような手助けは不要である

（一人でする）との意思を感じることもある。 

このような児のからだに直接触れて援助する児の「からだの動き」を、身体の動きの変化を生理・

物理的な観点から理解する「身体運動」から区別し、ひとの意図の表れすなわち心理現象として捉え
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「動作」（成瀬（2009、2014））と呼ぶ。援助者の「からだの動き」も当然「動作」であることは言う

までもない。 

この「動作」の概念に基づき、児・者の主体活動である「からだの動き」を援助する働きかけを「動

作援助」と捉えることにより、その援助の過程の記述ならびにその学習・発達支援上の意義の検討が

可能になると考える。 

つまり、からだの動きの援助は身体介助ではなく動作援助であるとの視点が、要援助者と援助者と

の間で生じる相互コミュニケーション事態の説明を可能にし、要援助者（本論では知的障害児・者）

の学習・発達支援の実現に有益であると考え、養育者や教員等が児・者のからだに直接触れて行う援

助を身体介助ではなく「動作援助」と呼ぶ。児の意図を動作に感じ取りより適切な応えを返す能力を

感応力と称するならば、援助者の感応力の差は児・者の学習・発達を大きく左右することは言うまで

もない。児の主体性（主体活動）の発達ひいては児の発達全体に繋がる経験がそのときに生じるから

である。 

 

２．コミュニケーション事態としての動作援助過程 

言葉の理解に困難さを有する知的障害児・者への援助や指導は、援助者の手で児・者の手を取り行

われることが多い。この「手を取っての働きかけ」は、上述した援助者の意図伝達（＝児・者による

援助者の意図の理解）の試みの側面だけではなく、児・者の（意識的あるいは無意識的な）意図の援

助者への伝達機会ともなる。ちなみに、援助者の移動や表情だけでなく姿勢や声のトーンも援助者の

動作であり動作の結果であるが、本論では援助者が要援助者（知的障害児）のからだに直接ふれて行

う援助を中心に、また援助者の姿勢（の変化）と移動も併せて取り上げて論じることにする。 

さて、この動作援助過程を相互コミュニケーション事態としてみると、人が他者のからだに「触れ

る」ことは極めてユニークな過程を有していることが分かる。すなわち、援助者が児のからだに触れ

ようと手を伸ばし、援助者の手が児のからだに触れたその瞬間から、児も援助者のからだに触れた状

態すなわち両者の主体活動が交錯する事態が生じ、そのことによる多様なコミュニケーションが展開

されるのである。 

その多様なコミュニケーション状況を具体的な発達支援（指導）場面での本人と援助者の伝達内容

と伝達意図の観点から記述し整理を試み、知的障害児・者への動作援助の意義を検討する。また、両

者のからだが直接触れている（触れ合っている）状況だけでなく、触れる（触れ合う）直前の状況に

ついても言及する。 

 

３．動作援助状況のコミュニケーション過程－援助者の動作体験をもとに 

本節では知的障害児・者への具体的な指導場面として排泄指導状況を取り上げ、援助者の動作体験

に基づき動作援助のコミュニケーション過程の記述を試みる。排泄指導を取り上げる理由の一つは、

排泄行動が自立していない知的障害児・者は少なくなく、しかもこのような児・者のほとんどが「こ
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とば」の発達の遅れを示し、動作援助を家族や教師は働きかける方法として重視・採用しているから

である。 

学校での教育目標として、尿意を感じたときにトイレに向かい、排泄することが出来るようになる

ことが設定される。むろん、尿意を感じたらいつでも一人でトイレに向かうようでは、児・者の安全

や今後の生活に支障が生じる。したがって、トイレに行く状況について学習することも指導のポイン

トになるが、本論では論点を煩雑にしないためにその説明は省略する。 

 

－排泄指導場面での動作援助過程－ 

以下に、知的障害児が教室を出てトイレに行くまでの動作援助過程で展開する援助者の動作体験を

コミュニケーションとの観点から、これまで筆者が援助者として直接指導に関わった複数のケースで

の経験をもとに記述する。 

知的障害児の排泄指導で通常行われる方法として、援助者が児にトイレに向かうタイミングを見図

り（多くの場合は援助者が経験と状況を踏まえてその時を決める）、トイレに促す働きかけを行って

いる。その時と判断したら、「トイレに行こう」と児に言葉をかけながら、たとえば児が椅子に座っ

ている場合には立ちあがるかどうかを待つ。立ちあがる様子が認められない場合には、児に手を伸ば

し児に直接触れて立ちあがることを促すことになる。 

しかし、児に向けた援助者の言葉を児が受けとめるとは限らない。児が援助者の言葉を受けとめた

との援助者の認識は、言葉をかけた直後の児の変化に基づくが、それは児の頷きや顔の向きなどの明

確な変化とは限らない。言葉をかけた直後の姿勢・動作の変化（表情や目の動きの変化も含む）を手

がかりにしている。援助者の働きかけの受けとめや援助者の意図（「トイレに行こう」）の理解の有無

や確かさを、児の動作に感じ取り行うのである。 

手がかりを児の動作に認められなかったとしても、促そうと児に一歩踏み出そうとするや立ちあが

り、近づく援助者に向けてともに行こうとでも言うかのように手を差し出し、手を取り合った時には

二人がドア向けて歩き出す状況が生まれることもある。このような援助者の接近は多くの場合、児の

姿勢・動作に変化をもたらす。援助者が児に向かい両者の距離が詰まるにつれ、その変化がより顕著

になることが多い。 

しかし、援助者が近づき手を添えて立ちあがりを促しても、その児に立ち上がろうとする意図を感

じ取れないことがある。また、立ち上がったとしても、教室のドアに向かおうとする意図が感じられ

ない場合もある。 

また、援助者の手が児に触れるやいなや児の動作に変化が見られ、その動作の変化が援助者の意図

（の一部）を汲むような動きであることもあれば、援助者の受け入れを拒んでいると感じる動きであ

ることもある。援助者の働きかけの受入れの状態もその明瞭さも、児によって時と場により異なるこ

とも多い。それは、受け入れの確かさあるいは援助者の意図内容の理解の度合いとして援助者には感

じられる。くわえて、その受け入れる児の態度（たとえば積極的か消極的か、積極的であればそれは
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どの程度か）も感じられる。 

そして、受け入れや理解の程度そして態度は、その後の児の動作によって確認することになる。す

なわち、援助者への児の動作（による応え方）により判断することになる。援助者の働きかけを理解

したと判断するのは、児の動作が援助者の促しに応じあるいは援助者の動作に先行し、援助者の意図

を汲んだ（汲んでいる）と児の動作に感じるときである。 

また、あるいは、援助者の意図を理解しているが援助者のさらなる働きかけを待っていると感じら

れることもある。それは、援助者の働きかけを児が促している場面である。その場合には、援助者は

「ほら、トイレに行こうよ」と言葉を添えつつ、児のからだ（児の手であることが多い）に触れた手

で児に応えるのである。 

児の動作に動き出す意図が感じられても、触れた手（から動作として感じ取った手がかり）から推

し量った児の意図がドアではなくドア以外の場所に向かうと感じたときには、援助者は歩く方向を言

葉と共に手（の動作）で伝えることになる。そして、その児の歩みと児の手から伝わる感じから、移

動先の理解の明瞭度を推量し、明瞭だと判断すれば二人の歩みの早さを児に委ねて援助者はその歩み

に沿うように歩き、そして児に添えた手は援助者の意図を伝える。しかし、移動先に対する明瞭度（移

動の目的）が低いと判断した場合には、児の手を取った手で移動の意図と移動先をより確かに伝えよ

うと試みる。 

教室のドアを出たとしても、ときとして児が歩みを進めようとする方向がトイレとは異なる場合も

ある。このようなときは、トイレの方向へ向かうように児に触れた手で促すことになる。また、ドア

から出る（出た）児の動作（手だけでなくからだ全体の動作）から児に方向への迷いを感じ取ったり、

あるいは歩く意図が感じ取れないときには、援助者の手は児に動き出すことを促し動く方向を示すこ

とになる。 

トイレに向かい歩いたとしても、トイレの前で向きを変える意思が感じ取れないこともある。その

ままトイレの前を通過しようとしている（このままでは通過する）との判断が児の動作から援助者に

生じたら、歩みを緩めつつトイレへ入る歩みになるよう促す。もちろん児によって時と場の違いによ

り、援助者が添えている手を離す(離している)。児の動作にトイレに向かうとの児の意図を感じたと

きである。廊下を移動する児の歩みが早まり、あるいは走り出しそうとする児の意図を児の動作に感

じれば、援助者の児の手を握る手の力の程度は変わり、「一緒に歩いて行こう」との援助者の意図を

伝えるのである。 

以上、動作援助過程を援助者の動作体験の記述により、「身体介助」における児と援助者とのコミュ

ニケーションの過程を概説し、この「身体援助」は児に触れた手（の動作）から援助者が児の意図を

汲み取りつつ援助者の意図を児に伝える過程であり、また児も添えられた手の動きを通して自らの意

図が（意識的あるいは無意識的に）伝わる/伝わる過程であることを示してみた。 

コミュニケーション事態に誤解の生起は必然であり、もちろん動作によるコミュニケーション事態

にも誤解は生じる。たとえば筆者は、排泄を促すために、洋式便器に座った児の背後より「座ってい
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るように」とその児の腰に手を当てていた。ところが、児は腰を少し上げては下ろす動作を繰り返す

ようになった。それだけでなく、その繰り返す動作の合間に背後の援助者（筆者）の方を振り返り、

しかもその振り返る児の顔には満面の笑みがこぼれていたことがある。腰を上げようとした児の動き

に対して下ろすようにとの援助者（筆者）の動作は、腰をあげようとしたその児に対して「腰を上げ

ないで、座っていてほしい」とのメッセージを伝えることを意図したのだが、援助者によるこの働き

かけ(動作)は児の遊びを誘ったのである。 

 

４．動作主体の「表れ」/｢現し｣としての動作とその援助 

これまで、知的障害児・者の教育の場でも日常的に行われる「身体介助」の意義を確認するために、

人のからだの動きを心理現象として捉える｢動作｣の概念に基づき、知的障害児への排泄指導における

「動作援助」を具体例として採り上げ、からだの動きを援助する行為は学習・発達支援のための重要

な働きかけであることをコミュニケーション事態としての側面から論じてきた。 

本節においては、動作援助が展開される過程をコミュニケーション事態としてより詳細な検討を行

うために、「動作」に主体活動の「表れ」と「現し」の相の観点を導入することにする。（以下、動作

援助を受ける知的障害児・者を「動作学習主体」、その援助者を「動作援助主体」と呼ぶことにする。） 

「表れ」とは、動作援助主体の視点に立てば、動作援助主体が動作学習主体の心的状態を動作学習

主体の動作に感じるコミュニケーションの基盤となる一つの相であり、「現し」は動作学習主体の伝

達意図をその動作に動作援助者が感じる相である。意識的に自らの意思や感情を他者にあらわす動作

が「現し」、無意識的ないし無意識的にあらわれる動作が「表れ」と言うこともできる。動作学習主体

の視点に立てば、先の説明の動作学習主体と動作学習援助主体の語を入れ替えることになる。 

相互にからだが直接触れ合っていない場合でも「動作」を「表れ」と「現し」のコミュニケーショ

ンの相による記述が可能である。たとえば、気持ちが落ち込んでいる時に多くの人は、頭を垂れ視線

を落として座り、あるいは立ち、あるいは歩いている。このような俯く姿勢には、他者へのメッセー

ジ性は必ずしも高いとは言えず、「表れ」の相にあたる。子どもを叱る親の怒りの表情は子どもへの

メッセージとしての意識性が高い場合が多い。このような動作（表情、発声、姿勢の動作）は「現し」

の相である。しかしながら、先の知的障害児の排泄指導場面に紹介したように、動作援助過程におけ

る動作の相を「現し」あるいは「表れ」として区別することの困難なことが多い。このような場合に

は「表れ／現し」と表記することにする。この「表れ/現し」の状況は、援助者が援助者として問いか

けられ、揺さぶられる興味深い事態でもある。 

例えば、動作援助者が動作学習主体の動作に「委ねている（あるいは、任せている）」との感じが生

じることがある。この「委ねる」には自他の区別がその基底にある。しかし、委ねているのが他者で

はなく、援助者ではなく援助者の手そのものであるとの感じを受けることがある。このときの動作学

習主体の動作が「表れ/現し」である。 

援助者の手の動きに援助者の意思を感じ取り、自らのからだ（両者が手をつないでいる場合は手）
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を動かした（応えた）のか、手の動きに沿ったのかの期別はもちろん観察者が見極めることは容易な

ことではない。しかし、手を添えている援助者には比較的容易である。とはいえ、それはその動作学

習主体の援助者への志向性が高いときである。援助者への志向性は両者のコミュニケーション関係の

深化に伴ってその高低の変化はより明瞭になるとはいえ、動作学習主体の動作に「表れ/現し」を感じ

る事態にしばしば出会う。そのとき、この「表れ/現し」を動作援助主体は動作によって確認し応じる

のである。 

たとえば、手をつないで歩いているときに児の手（の動作）に周囲の様子へ注意を向けていると感

じた援助者は、援助者の手（の動作）の変化に即応するような児の手（の動作）に援助者に向けられ

る意識性の確かさを感じるのである。 

これまで、動作をコミュニケーションの観点から「表れ」「現し」「表れ/現し」の相による理解を試

みている。すなわち、「表れ」は動作学習主体の動作に動作援助主体への伝達意図が感じられない事

態であり、また動作主体のそのときの態度（不安や興奮、喜びなどの心理的状態を含む）や動作目的

の明確さを援助主体が感じる動作の相である。それに対して、「現し」は動作援助主体への動作学習

主体の伝達意図をその動作に感じられる事態である。また、その区別が困難な事態を「表れ/現し」と

して論じてきた。以下さらに動作援助過程における具体的事態を紹介し、「表れ」「現し」「表れ/現し」

によりコミュニケーション事態としての動作援助過程について検討してみる。 

援助主体が手を添えて動作主体の動作を導く際に、動作援助主体には動作学習主体が「追随してい

る」と感じられるときがある。その事態は、援助主体の意図を受けとめつつ動いていると感じるとき

と（援助主体の）手の動きに沿って動かしていると感じるときに区別することが出来る。前者の場合、

そこには動作主体と援助主体の両者の意図が接しており、「現し」と表記できるであろう。それに対

して後者は、援助者の意図ではなくあくまでも自らの体を動かす力への対応、すなわち「表れ」と援

助主体には認識される。 

ときとして、援助主体の手を動作主体が振りほどこうとすることがある。このようなときも、援助

主体に向けた動作主体の意図をその動作に感じることもあれば、援助主体ではなく援助者の「手」か

ら解放されようとする意図を読み取ることもある。この場合の前者は「現し」であり、後者は「表れ」

と言える。 

いわゆる知的障害の程度の重い知的障害児・者の場合は「表れ」を援助主体が感じることが多く、

障害の程度が軽度の動作主体には「現し」を感じることが増え、また「表れ」「現し」の区別も明瞭に

なる。 

「表れ」と「現し」は、同じ動作の学習援助過程においても入れ替わる。動作学習主体の注意（意

図の志向）が動作援助主体ではなく動作主体自身あるいは他の事象に向けられるときや動作主体の意

図が援助者に向けられていると感じるときとが交錯したり転換したりする。このような、「現し」と

「表れ」の交錯と転換の有り様に、動作学習主体の学びのプロセスを読み取ることができる。つまり、

動作援助主体の目的（動作援助主体の伝達意図の内容：たとえば先の指導の具体的例によれば立ち上
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がる、トイレに向けて歩く、など）についての動作主体の理解の程度と態度の変化に伴い、援助主体

の手に込められる力はほとんど不要となっていくのである。 

 

５．動作援助の意義の今後の検討に向けて 

学習主体である知的障害のある子どもだけでなく、その子の学習を援助する者も、コミュニケー

ション事態において常に認知・判断してから他者に働きかけてはいない。また、言葉のみによってひ

とは意思の伝達や感情の表明を行ってはいない。また表情や身振りだけでなく、姿勢などの動作によ

り意識的・無意識に意思を伝え、意思が伝わる。 

言語発達の遅れが中核的状態である知的障害のあるひとの学習・発達支援においても、「からだの

動きの援助」は重要な役割を果たす。しかしながら、「身体介助」という用語は、そのコミュニケー

ション事態としての認識ならびに重要性に対する認識を喚起するとは言い難い。そこで、からだの動

きを心的現象として捉える「動作」の概念を用い、知的障害のひとのからだの動きの援助の過程をコ

ミュニケーション過程として記述し、「動作援助」の視点による学習・発達支援方法としての検討の

必要性を指摘した。 

身体介助と称される動作援助は、まさに単にからだの位置の変化や姿勢の変換ではもちろんない。

たとえば、そこに座っている主体としての児が援助者からの働きかけを受け入れ、援助者の意図を理

解し、みずからが立ち上がるという動作を遂行する過程であり、本人に立ち上がってほしいとの意図

を援助者が児に伝える営みがそこにあるという、動作援助に対する援助者の認識を深めることの重要

性を述べた。 

ひとがひとのからだの動きを援助しあるいは援助を受けつつ動作する過程は、単なる被援助者のか

らだの動きの変化だけではない。その過程では、ひととひととが触れ合い、働きかけそれに応える過

程が生起し、必然的にコミュニケーションが展開される事態になる。そのコミュニケーション関係の

生起・変容・成立過程には、自分のからだ（自体）と他者のからだ（他体）を含む自・他の認知過程

が生まれ、しかも過程には感覚的・情緒的体験が伴う。例えば Philippe Rochat（2001）は、感覚的・

情緒的体験が自己を形成する重要な基盤なることを指摘しているが、動作学習援助過程にもそのよう

な感覚的・情緒的体験が生じている。つまり、発達支援者の動作援助に対する認識の深まりと感応力

の向上を図る試みは、被援助者の動作学習の進展にとどまらず全体的発達の促進にも貢献する重要な

作業と言うことができるだろう。 

ところで、他者への援助のあり様を振り返った時に「手を出した」あるいは「手が出た」と区別し

て表現することがある。この表現の区別は、援助意思を具現化するからだの動き（動作）に対する意

識性の差異（濃淡）を反映しているともいえる。 

前者においては、援助の意識やその方法に対する意思は明確であるのに対して、後者では援助のタ

イミングを含む援助方法に対する意思の有無についての自覚は援助者自身においても明確ではない。

いつどのように手助けするかタイミングを見計らい予定していたように手を出し手伝うのが前者で
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あり、ふと思わず手が伸び（結果的に）手伝っていたと振り返るのが後者である。支援者の感応力は、

この「手を出した」と「手が出た」の差異を生む支援者の態度（援助者としての姿勢）との関連性も

考えられる。 

本論では、言葉の発達に遅れを示す知的障害児・者の学習支援の手立てとして日常的に行われてい

る「身体介助」を、濃密なコミュニケーション事態としての「動作学習支援過程」として認識するこ

との意義とその必要性について論じてきたが、動作学習支援過程において動作主体の心的状態を即時

に感じ取りつつ応じる（感応する）力の重要性を確かめると同時に感応力の向上のためのトレーニン

グ・プログラム開発の必要性についても認識することになった。 
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現象学と自然科学の相補関係に関する一考察（2） 
 

武藤伸司（TIEPh 客員研究員） 
 
 

 
 
０．はじめに 1 

本稿は、「現象学と自然科学の相補関係に関する一考察（1）」に続く論考である。本論全体の目的

は、前論考でも述べた通り、現象学と科学的な学問の関係について、両者の協同的かつ相互的な研究

に関する原理的な可能性の呈示する、というものである。この課題について、前論考では、フッサー

ル現象学における領域的存在論と本質直観の議論を確認することで、本論の目的を考察する上での前

提の部分までを論じた 2。つまり、現象学的な構成理論の基礎となっている身体性から、理念という

対象性を直観するまでの構成プロセスを通覧することで、「科学」という学問の領域を現象学的に確

定し、本論の中心的な課題を考察する準備を整えたのである。このことによって我々は、科学的な学

問に関する理論や理念を本質直観との関係から考察することで、それら領域を、現象学的に分析し得

る対象として扱うことが可能となったのである。 

前論考で予告した通り、本稿において主眼となる問題は、諸科学が生み出す様々な成果（法則や理

論）を「超越論的な手引き（Leitfaden）」（HuaIII, S. 348, HuaV, S. 25）にして、現象学的な研究の

展開を促進する可能性についての問題である。このことはつまり、現象学と科学の相互的な、すなわ

ち学際的な研究の在り方それ自体に対する考察ということになる。これは、具体的に言えば、我々が

理念化ないし本質直観によって得た領域的な類概念に属する諸学問を材料にして、現象学は如何にし

て更なる研究を展開し得るのか、という問題である。この問題を考察することによって、本論全体の

目的である、現象学（哲学）と科学の相補的な関係、現象学と科学の協同的な研究の原理的な可能性

が明確になるであろう。 

以上のことから、本論考において我々は、まず１．フッサールが超越論的な手引きということで何

を意図し、どのようにして用いるのか（手続き）を確認する。そして、２．実際にその超越論的な手

引きを用いた研究例を考察し、現象学の自然化について再考する。これらの考察によって、我々は、

本論の根本的な目的である、現象学と自然科学がお互いにどのように寄与し合うのかという問題を、

理解することができるようになるだろう。 

1 凡例：Husserliana（Den Hagg, Kluwer Academic Publishers, 1950-.）からの引用は巻数をローマ数字、頁

数をアラビア数字によって（）内に示し、原書による強調を強調
、、

、筆者による強調を強調
．．

とする。また、引用文

に無い語句を補足する場合、〔〕内に示す。引用を中略する場合は、…（中略）…と表記する。 
2 この点について、拙論（武藤伸司「現象学と自然科学の相補関係に関する一考察（1）」『「エコ・フィロソ

フィ」研究』第 9 号、東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ編、2015 年）を参照のこと。 

キーワード：現象学、自然主義、領域存在論、超越論的な手引き、方法論 
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１．「超越論的な手引き」を用いるための手続き 

我々は前論考において以下のことを確認した。それは、諸科学が自然主義的態度において為されて

いるということである。つまり、我々の意識は、理論的な態度において高次の述定的な判断作用を遂

行することよって、自然を学問の対象として構成しているということである。そして、そうした高次

の判断作用は、身体性に関わる意識経験の現象学的な探求から、その判断の対象となる自然が身体的

な感覚と共に構成されているということも明らかになった。こうしたことから、我々の意識が、例え

ば物理学や数学という領域を成立させ、そしてその領域に属する諸対象を形式的な存在者として定立

するためには、まず身体的な感覚から考察の対象となる自然自体の構成が生じ、それを理念化するこ

とが必要である、ということを確認したのである。したがって、フッサールが『イデーン I』と『イ

デーン II』で論究した、構成的現象学における身体性から領域存在論へというプロセスの考察は、諸

科学ないし諸学問が「何であるか」ということを理解する上で前提であり、かつ、その理解を敷衍す

れば「学問」という認識に関わる意識の構成的なプロセス一般でもあると言い得るだろう。 

以上のことから、自然主義的な学問一般は、こうした本質学としての現象学的な分析を経ることで、

その学としての性格の所以が理解される。しかし、我々は、そのようにして身体性と共に構成された

自然と、それを基礎にして本質直観された諸領域に属する存在者、つまり経験的な諸事実の研究とそ

の成果を、どのようにして現象学に取り入れるのか。このことは上でも述べた通り、残された課題で

あった。したがって我々は、以下において、事実学的な学問の諸成果という対象を本質学たる現象学

へ如何にして用いるのか、すなわちそうしたものを超越論的な手引きとするということの内実を確認

する。 

 

これまで考察してきたことからすれば、本質学である現象学は、構造上、事実学である自然主義的

な諸学問自体を哲学的に分析するための対象とすることから、改めて事実学で扱われる個々の事象そ

れ自体や諸法則それら自体を取り扱う必要はないように思われる。その際のそうした事実学的な諸内

容は、現象学的な探究の契機でしかない。もちろん、現象学は本質直観を方法論
．．．

として持つので、事

例としてそうした事実学的な内容を幾つか必要とするが、しかしそれによって現象学がその他の学問

とは異なる、根源的かつ普遍的な、厳密な学としての位置や意義を呈示し得るのだから、そうした諸

学問における特殊な様態である具体的な諸内容を、逐一問題にする必要はないはずである。しかしな

がら、そうした経験的で事実的な諸研究の成果は、それが現象学にとって無意義というわけではない。

なぜなら、フッサールによると、経験ないし事実を基に展開されるあらゆる学問は、領域的な規定性
．．．．．．．

を具えたものである限りで
．．．．．．．．．．．．

、すなわち、現象学的に本質直観された対象性を有していると注意されて

いる限りで、「ある固有のまとまった探求群のための手引きを提供する
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

」（HuaIII, S. 344）からであ

る。これは一体如何なることなのか。 
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そもそも、「意識の諸現出を現象学的な考察の手引きにする」ということは、すでに「現象学をす

る」ということの中で、我々が行っていることであり、改めて問題になるようなことではないように

思える（先ほど述べたように、契機という範疇を出ないと思われる）。ここでは上の疑問が繰り返さ

れているように見えるが、しかし、ここで提供されると言われる「手引き」とは、「超越論的な手引

き」であるという点に注意せねばならない。これについてフッサールが「今や諸形式だけでなく、我々

はそこで領域的かつカテゴリー的な本質の質料的な一般性を念頭に置いている
．．．．．．．．

」（ebd.傍点筆者）と

述べているように、超越論的な手引きと言われる際には、与えられている現出、措定されている知覚

や理念的な対象性が現象学的に還元されている。つまり、本質学的な分析（本質直観）を経て領域的

な存在として直観された後の
．．

、事実学的な諸内容に対する更なる本質の探求が求められている。つま

り、ここでの手引きとは、ある研究者が一旦、現象学的還元や本質直観による事実学的な与件の考察

を通り抜けた後に、すなわち超越論的な態度となり、現象学的な方法論を遂行した後に、事物や理論

などを改めて自覚的に現象学的な分析の対象にするということである。そうした態度変更や方法論の

遂行の後に扱われる事実学的な諸内容は、契機ではなく、超越論的現象学における考察の対象になっ

ている。したがって、事実学的な与件を超越論的な手引きにするということは、最初、素朴に与えら

れていた与件に対して初めて現象学的な分析をかけることとは、位相が異なっている
．．．．．．．．．

ことに注意する

必要がある。 

このことは、振り返ってみれば、フッサールが現象学的に事実学の内容を研究に取り込む際に、以

下のことを必要としたことからも理解し得る。まず『イデーン I』において、我々は、学問的な成果

の理念的な対象性を、それが想像における自由変更によって範例化を基に類化を経て本質直観され、

理念化されたものであるということ（vgl. HuaIII, §3）や、またそれによって領域的存在論が成立す

るという理解を必要とした。これらの解明によって、素朴に、自然的な態度において考察対象とした

当の事実的な与件を現象学的な探究の場へと引き込んだのである。また、『イデーン II』においては、

すでに意識に現れている対象の構成プロセスを遡っていくことで、感覚的な体験の場、すなわち身体

性の領域を開示した（ここでフッサールがキネステーゼという発生的現象学の重要な分析へと導く本

質規則性も明らかにしている点は、特筆すべきことである（vgl. HuaIV, §18））。これはすなわち、現

象学における「構成の仕組みを問う」という視点、さらに言えば、発生的な視点で探究を進めるとい

う方向性を示している。その上で、現象学する我々は、そうした探究を行うのだ、という、いわば「研

究方針の動機づけ」を定めることになる。 

こうして通覧すれば明らかなように、如何に事実的な経験、あるいは事実学的な内容であろうとも、

現象学的還元という方法論的な手続きを経た上で呈示される諸現出は、1）本質直観による諸存在者

の領域の確定と、2）対象構成プロセスの遡及的な解明へと向かう動機づけ（探究方針）という、こ

れら二つが理解された後に、あるいは遂行された後に超越論的な分析の手引きとなるのであり、まさ

にこれらのことが事実学の諸内容を手引きとするための条件になっていると考えられ得る。つまり、

これらのことは、上で述べたように、「領域的な規定性を具えたものである限り
．．．．．．．．．．．．．．．．．．

」という条件を満た
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すために通過しておくことが必要なプロセスなのである。したがって、我々が真に現象学的な探究を

遂行しようというのであれば、このプロセスを経る以前に、「意識の諸現出を現象学的な考察の手引

きにする」ということで、事実学の諸内容を素朴に考察材料にするわけにはいかないのである。現象

学が意識の構成の根源を問う際に、すでに与えられている現出を出発点とするだけでは、現象学的な

考察の展開を深めていくことにならない。現象学と諸学問の学際研究をするためには、素朴に諸学問

の成果を参照し、具体的に記述するだけでは不十分である。それでは、単なる記述的な心理学と変わ

らない。諸学問の成果という理念的な対象が探究の始まり（契機）ではあっても、それらは措定され

た諸対象であり、現象学的な分析の方法論を経た上で改めて提示する考察の素材、すなわち超越論的

な手引きの資格を得たことにはならないのである。したがって、我々は、事実学の諸内容を現象学的

な方法論（現象学的還元と本質直観）にかけた上で、初めて、そうした事実学的な諸内容を相補的な

研究、すなわち現象学的な研究の進展のための契機にすることができるのである。 

以上のことについて、例えば、ヴァレラは、認知科学と現象学の学際研究をする際、以下の四つの

ことを注意している。一つ目は、現象学的還元という態度（attitude）への変更、二つ目に直観の親

密性（intimacy）への到達、三つ目に記述の不変項（invariant）の直観、そして四つ目に安定性（stability）

の訓練である 3。ヴァレラが挙げる一つ目の現象学的還元による態度変更と、それによってもたらさ

れる二つ目の直観の親密性、すなわち志向的な体験の明証性、そして本質直観による記述の不変項の

獲得という、これらの重要性は、すでに上で（あるいは前論考で）確認した通りのことであるが、超

越論的な手引きに関してここで特に注目したいのは、ヴァレラの理解における現象学的な方法論を遂

行する狙いの四つ目、「安定性の訓練」という点である。 

この「安定性の訓練」は、現象学的還元を遂行するための鍛錬が必要という意味である。当然なが

ら、現象学に馴染みのない自然科学ないし経験科学の研究者が、フッサールの提示する方法を直ちに

遂行するのは困難であろう。現象学的還元という方法は、客観化された実在的な事物に対する注意深

い括弧入れと、括弧入れされた直接体験の直観という把握をもたらすものであるが、これには熟練を

必要とすると、ヴァレラは考えている。しかも、現象学的還元は、能動的な作用として意識的に行わ

れるが、この現象学的還元による態度変更は、「崩れやすい」4ものである。ヴァレラの提唱する神経

現象学は、意識経験を自然科学的な成果と結びつけるといった研究プログラムを持つが、そのプログ

ラムを遂行する際には、通常の経験から常に体験の直接性に立ち戻りつつ、客観的で実在的な観測結
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

果を措定し、また体験に立ち戻るという循環がなされる
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

ことを必要とする。しかし気を抜けば、体験

の記述は、直ぐに自然的態度における客観的で実在的なものに留まってしまい、それを主観的に解釈

する信憑や先入観に過ぎないとする自然的な態度ないし自然主義的な態度に陥ってしまう危険性が

3 Cf. Varela, F. J., “Neurophenomenology ―A Methodological Remedy for the Hard Problem”, in Journal of 
Consciousness Studies, Vol. 3, No.4: 330-349 Imprint Academic, 1996（邦訳：フランシスコ・J・ヴァレラ

「神経現象学―意識のハード・プロブレムに対する方法論的救済策」河村次郎訳『現代思想』10. vol. 29. 所
収、青土社、2001 年）, pp. 336- 338. 
4 Op. cit. 
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ある。そうなってしまっては、当然、現象学的な分析にはならない。したがって、ヴァレラは、この

現象学的還元の崩れやすさに対し、それを用いて体系的な研究をするためには、「研究者たちの共同

体からの、鍛錬された上での参加を必要とする」5と考えるのである。したがって、ヴァレラは、現象

学的還元を訓練によって熟達し、科学的な諸成果を手引きにしても、安定した現象学的な探究をする

ために、研究者一人ひとりが以上のプロセスを身につけることを目標とすることを提唱するのであ

る 6。現象学者はもちろん、現象学を自らの研究に用いようとする研究者がこうした条件を引き受け、

厳密に遂行するのであれば、理念的な対象はもちろんだが、特に物質的な事物という領域を引き合い

に出せば、「超越論的意識における事物という領域の対象性という一般的な「構成」という問題
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

」

（HuaIII, S. 334）を把握する手がかりになるものとして、それらは現象学的な探究対象の「手引き」

という位置を得ることになると言えよう。 

 

以上のことから、自然科学や心理学などの諸学問と、現象学との関係を考える場合、諸学の内容と

いう何らかの諸対象を現象学的に領域的存在論として考慮することは、「事象を含んでいる全ての学

についての、真正の意味で原理的な全てのものが関わりを持つような探求区域が開かれる」（HuaIII, 

S. 356）ということになるのである。特に、ここで言及される「原理的なもの」とは、「根本概念と根

本認識に即した領域的な理念を取り集めることと、相応する領域的な存在論における体系的な展開を

見出し、または見出さざるを得ないもの」（ebd.）を指している。それはつまり、先ほどから述べてい

る諸学問の成果（事実学的な諸内容）のそれぞれに他ならない。なぜなら、そうした成果は、「我々が

構成の理念を適切に拡大する限りで、事象を含んだものから、形式的な領域や、その領域に専有され

ている存在論的な学問分野、つまり全ての原理や原理の学一般へと、転用される（überträgt sich）。

もちろんその際、構成についての研究の枠組みは、その枠組みが現象学全体を最終的に包括すること

ができるほどに拡大するのである」（ebd.）。こうしたことが、まさに現象学自体の探求領域を広げ、

研究の展開を導くのである。 

意識によって構成された経験を基礎にして、諸領域における諸学問が成立する以上、それらの研究

において呈示される諸内容は、現象学の眼差しを通す限りで、素朴で実在的な研究成果ではなく、新

たに現象学的な探究を行うための素材となると言い得るだろう。そしてまた、この原理的なものの探

求は、「領域的な
、、、、

根本概念に、あるいは、領域そのもの
、、、、、、

の概念に結びついて行われる諸研究」（HuaIII, 

S. 358）であり、その研究によって、「領域的に範疇化することと共に、そしてそれを通じて予描され

ている諸研究と共に、綜合的な形式が領域的な質料を通じて受け取る特殊な規定
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

は、それらの正当さ

を手に入れる」（ebd.）ことになる。つまり、諸学問の研究成果は、その領域に本来的に属している限

りで、現象学的な探求の中で、形式的で原理的な本質規則性を見出す手段になるのである。この領域

的な質料の特殊性こそがまさに手引きとなり、その手引きに注目し、用いることが、現象学的な探究

5 Cf. Varela（1996）, p. 338. 
6 Op. cit. 
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を展開する一つの方法となり得るのである。我々はそれを基にして、そうした領域的な質料が超越論

的な意識によって「如何に」構成されるのかを分析し、現象学的に呈示するということが可能なので

ある。現象学的な意識の分析がそれらから超越論的な意識の構成へと遡及するという手順で行われる

この方法を用いれば、幾らでも新たに現象学的な問題領域を開くことができるだろう。そしてまた逆

から言えば、現象学における構成の問題は、その領域に即して、手引きに即して現象学的な探求を拡

大することで、諸学問が素朴に前提し、成果としている事柄である領域的な存在者の構成を再度明ら

かにし、その本質や規則性を直観することができるのである（vgl. HuaIII, §§149f.）。 

 

 

２．現象学と諸学問の関係―自然化の現象学 

以上のように、現象学的な探究条件という手続きを経た上での事実学を手引きとし、研究対象の領

域的存在論として拡大され得る超越論的な意識の構成についての解明は、諸領域における学問の成立

について、その「如何に」を分析することを可能にする。例えば、認知科学の領域ないしその領域に

おける数学化という操作について、その領域において考えられている、身体に関わる環境や神経系の

力学的な（ダイナミカルな）性質は、現象学的には身体の感覚-運動性に端を発する空間及び時間構成

の理念化によって生じてくると、現象学的に理解され得るだろう 7。したがって、このような構成的

な現象学を踏まえた上で、現象学的な身体性の記述の数学化、すなわち現象学の自然化ということを

考えなければならない。 

前論考を含め、本論のテーマである現象学の自然化という試みの正当性を考えたとき、考慮すべき

最も重要なポイントは、上で述べたようなその構成の順序ないしプロセスである。それはつまり、身

体の運動性（キネステーゼ）や衝動、本能などの無意識的な受動的綜合が生じ、それらの自我への触

発などを通じて、実在措定と対象化という高次的な構成が遂行されるという、このプロセスである。

このプロセスを考慮してこそ、その身体に関わる環境や神経系の力学的な性質が、やっと哲学の（現

象学の）問題の俎上に載るのである。そもそも、現象学的な観点において、事実学と本質学の関係は、

基づけ関係にあることからして、当然のこととは言える。しかし、やはりここでも注意されねばなら

ないのは、「諸々の構成的な現象学と、それに対する諸々の形式的および質料的な存在論との間の、

上のような関連の内には、後者による前者の基礎づけというようなことは寸毫も含まれてはいない」

（HuaIII, S. 359）ということである。たとえ現象学者や現象学を用いる研究者が何らかの存在論的

な概念や命題を直観的な明示のための手引きとして認めたとしても、それは当然、超越論的な意識の

構成を分析するための素材であって、また、そもそもその手引きの対象性は超越論的な意識の構成の

結果であって、手引きとしての概念や命題がアプリオリに存在すると考えることはできない。つまり、

7 この点に関して、一例として、拙論「発生的現象学における自然数の考察とその構成（1）―自然主義の基礎

づけに関する現象学的な方法の一つとして―」『国際哲学研究』第 4 号所収、東洋大学国際哲学研究センター、

2015 年を参照のこと。 
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フッサールが喚起するここでの注意とは、構成の順序、構成の基づけ関係を、現象学的な分析におい

て呈示される意識構成のプロセスに即して理解せねばならない、ということなのである。こうした関

係や、現象学的な分析から、超越論的な手引きとしての諸学問における成果の使用へという研究の

フェイズの移行は、不可逆な
．．．．

基づけ関係なのである。 

研究者それぞれがこのような現象学的な構成分析というフェイズを経てこそ、自然主義的な学問に

おける研究成果は、現象学における構成論とのタイアップが可能になる。これについては、ギャラガー

らも、現象学の自然化に際して、「もし、数学的な形式化が経験からの抽象を含むのなら、内容のあ

る、力動的な（dynamic）経験とは何かを正確に理解することが重要であり、そのことから出発する

ことが重要である」8と述べており、身体に関する現象学的な記述を出発点に取ることの重要性を強

調する。したがって、このような現象学的な記述と構成論を堅持して、両領域の差異を明確に意識し、

混同を避けるという条件の下で、自然化という操作を行い、両領域の対照考察を行うのであれば、そ

の自然化によって生じたデータや法則性、すなわち認知科学の成果は、現象学的な探求にとって、手

引きとして参考可能な考察の与件となるのである。 

以上のことを鑑みれば、前論考から問題となっていた現象学の自然化という試みによって現象学的

な記述を基礎づけるということは、有り得ないということになる。それは、意識の構成の構造からも

明白であるように、単に経験を数学化、理念化するだけでは、自然主義的な態度の側からの非哲学的

なアプローチに過ぎないと言い得るだろう（vgl. HuaVI, §9- c）。とは言え、自然主義的な研究をする

科学者が現象学における諸成果の自然化を試みようとする際に、現象学的な記述を数学化するという

理念的な目標は、拭い去れない自然科学者の動機として、現象学の自然化の企図に持ち込まれてしま

う。だが、現象学的還元を堅持し、その超越論的な構成の基づけ関係を理解するならば、認知科学を

はじめとする諸学問の成果は、フッサールの超越論的な構成論における手引きとして、遡及的な問い

（vgl. HuaXVII, §85, §98, §104）、すなわち発生的現象学の探求に寄与することは可能であると考え

られる。そして、現象学的な記述や本質規則性を諸学問が活用するという方向であれば、諸自然科学

の研究方法は、フッサール現象学においても、上で見たヴァレラの神経現象学においても、その独自

の探求方法として承認され得るだろう。つまり、例えば現象学の学際研究の代表例である神経現象学

において、そこでの現象学と認知科学の相互制約とは、現象学的な構成論における構成諸層の基づけ

関係を明確にし、その上で、領域的存在としての認知科学的な諸研究を手引きにする、ということで

あり、認知科学の側から現象学への寄与というのは、領域的存在として画定が為されることで、はじ

めて生じる事柄であると、考えられるのである。 

したがって、現象学の自然化の企図は、現象学とは異なる研究の領域で行われてしまっていると言

わざるを得ない。つまり、事実学的な学の範疇を出ていないのである。しかしその試みによって提示

される諸々の成果は、現象学的な方法論による理解という手続きを通過することで、翻って、現象学

8 Cf. Gallagher, et al.（2008）, p. 33. 
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における超越論的意識の構成を探求するための手引きとなり得るだろう。また、その成果、すなわち

手引きとなる与件は、現象学的な分析の中で、その本質を看取され、現象学的な探求の領域を広げ、

分析の与件を提供するという寄与をもたらすことになるとも考えられるのである。この点について、

特に顕著な傾倒を示すのがメルロ＝ポンティであり、彼は、『言語と自然』において、「科学への依拠

についてとくに弁明の必要もあるまい。ひとが哲学についてどう考えるにせよ、哲学は経験を解明し

なければならないのだし、科学はわれわれの経験の一区劃をなしているし、たしかに 算 式
アルゴリズム

によっ

てきわめて特殊な扱い方にしたがっているとは言え、そこでも何らかの仕方で存在者との出会いがお

こなわれているのであり、したがって、それがある種の存在論的偏見に沿って作業しているという口

実のもとに、あたまから科学を忌避することはできないのである。…（中略）…科学に問かけること

によって哲学は、ほかの仕方ではもはやあばき出すことの困難な存在のある分節に出会うという利点

をもつことになろう」9と述べている。しかしながら、もちろんメルロ＝ポンティのこのような言明

は、彼が現象学的な哲学を行っているからこその、現象学の方法論を理解し、偏見を外せているから

こその主張であることは、言うまでもない。 

 

 

3． 終わりに―間主観性という問題について 

最後に、こうした諸学問がそもそも成立するということについて、「間主観性」がキーワードとな

ることについて言及し、稿を閉じることとする。フッサールは、そもそも学問という客観的な知識体

系が成立することについて、「全ての学問が、生きた学問全体のために働く主観性として―著名であれ

無名であれ―相互に協力し合ったり、また対立し合ったりする研究者たちの諸世代の開かれた連鎖に

関わるものだということもまた、認めてよいであろう」（HuaVI, S. 367）と述べている。このことに

ついて、フッサールは、諸学問それら自体、あるいはそれらの歴史的な発展を間主観的な構成による

ものであると指摘している。客観ということ自体が、我々がまさに生きることの中で、すなわち共通

の興味や関心という志向の絡み合いの中で成立すると考えるならば、まさに諸学問の求める本質は、

そうして生成されているということになるだろう。この間主観性という観点において、我々はさらに

現象学と諸学問の相補性が成立する根を探求する必要があるのだが、それは今後の課題となる。 

 

 

 

 

 

 

9 M. メルロ＝ポンティ『言語と自然 コレージュ・ドゥ・フランス講義要録』滝浦静雄・木田元共訳、みすず

書房、1979 年、85 頁参照。 
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舞踏とは何か 

 

 
和栗由紀夫（舞踏家） 

 
『舞踏』という文字は中国から渡来してきたものであります。千年前の日本の古文書にもその記載

を散見することができます。以前は舞踏という文字は外来の文化・芸能を意味していました。明治期

に催された『舞踏会』も当時の西洋文化を表す意味で使われたのです。現在、厖大な情報ネットワー

クが世界中に張り巡らされ国際間の交流の速度は全く変りました。今や私たち全体が情報の波に翻弄

されているような状況ですが、今一度立ち止まって改めて舞踏の意味を考察してみる必要があると思

います。『舞踏』の「舞」の字は旋回することであり、精神集中の果てに脱魂状態を引き起こした空の

器・身体に神や先祖や霊などが憑依し舞を舞わせるということです。また「踏」の字は、踏みしめる

こと、跳ねることであり、大地からのエネルギーを身体に吸収し地中の悪い霊を封じ込める力の存在

を意味します。そして日々のつらい労働からの解放や、豊作の喜びを自然のリズムの中で祝う祭祀と

なり、先祖の霊を慰め楽しんで帰っていただく招魂儀式などの宗教的な国民行事に発展しています。

当然これらの「舞」と「踏」は世界中のいたるところに現存していることでしょう。日本だけの特別

なものではありません。それでは、今、私たちが『舞踏・BUTOH』と呼んでいるものは何でしょう

か。1950～60 年代に先駆者、土方巽・大野一雄らの出現によりそれらの芸術表現は暗黒(前衛)舞踏と

呼ばれました。時を経て世界にこの舞踏が認知され広まると共に、暗黒(前衛)という名称がいつの間

にか失われ、『舞踏・BUTOH』という一語で括られはじめました。しかし、私にはこの暗黒(前衛)と

いうことが一番大事なことのように思われるのです。それは私にとっては実験精神であり未開の荒野

に一歩足を踏み入れることなのです。舞踏を芸術と定義する理由がそこにあります。人はなぜ光を希

求するのか、それは誰もが社会や自分の中に深い闇を抱えて生きているからではないでしょうか。極

楽は想像でしか想うことはできませんが、地獄はいつも私たちの目の前に現存しています。私たちは

いやおうなしに闇を見続け死と対面しなければなりません。それらのことから目を背け、既成美や夢

物語を舞台で表現することのみが芸術なのだとしたら何と貧しい芸術になることでしょう。人間存在

そのものが芸術なのです。舞踏がそれを示しています。現在私たちは西欧からの短絡的な美と力の一

致、健康への過度の信奉病、プロポーションという美の基準値、芸術のビジネス化などといった価値

観を強制されています。特に踊りにおいてはその傾向は顕著であります。暗黒(前衛)舞踏はまずそれ

らのことに疑問を投げかけることから始まったのです。戦後の獣に落ちた生活のなかで人間の優しさ

を再発見したのが舞踏ではないのか。美とは何か、民族の持つ固有の身体・文化に根ざした表現とは

何か、それらの問いかけが舞踏の出発点であります。傲慢な人間至上主義や拝金主義が今や地球を覆

いつくし人間そのものを疎外しはじめております。人間にとっての不安の対象はいまや人間そのもの

に向かっています。 
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声高にグローバリゼーションが叫ばれる今日ですが、各々が自分たちの足元を掘り下げてゆくこと

こそが今求められていることなのではないでしょうか。『お手手つないで前衛芸術』は成立しないの

です。舞踏には虚偽のやさしさや同情は関係ありません。一人ひとりが自分の足で立つことから舞踏

は始まります。そして美しい蝶になって羽ばたくためには長いさなぎの期間を経ることも必要なので

す。困難の中にこそ希望があり、闇を経てこそ光の世界が待っている。世界が直面している経済の変

動と政治的激動の渦の中で、実は私たちの内部にこそ、その現実を凌駕する広大無辺な宇宙が広がっ

ていることを舞踏は教えてくれます。師・土方巽の『舞踏は自然から習え、肉体は物から習え』とい

う言葉がさらに重みをも持ってくるように感じます。舞踏は単独にその世界を生きている、そう思い

ながらこれからも舞踏とは何かを考えてゆきたいと思います。                                          

和栗由紀夫。 
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舞踏譜考察 

 

 
和栗由紀夫（舞踏家） 

 
 

舞踏譜とは舞踏の振付を言葉により記譜したものである。古今東西にわたる舞踊の記譜法の中では

特殊な方法の一つである。従来の西洋的記譜法は抽象的な記号で表されることが多く、日本では北斎

漫画にあるようにスケッチに近い人物絵で踊りの振りを表現していた時代もあった。現代ではコン

ピューターを使ったより分析的で緻密な記譜方法がとられている。言葉によって想像的な舞踏空間を

作り出し時間と空間を管理・共有するという、言語によるイメージの身体化という方法の一つが舞踏

譜である。言葉はお互いが理解しあうために必須のものだが、その言葉の解釈や感性の差異、イメー

ジ派生の相違、また言葉が含んでいる感情的なものなどが、お互いのイメージ共有を難しくしている

場合もある。日本語を外国語に翻訳すること一つでも容易なことではない。まして舞踏言語であれば

なおさらである。舞踏譜は実体の定かではないイメージを特殊な言葉で追い込んでゆく作業といって

もよい。土方巽が用いた優れた方法の一つは一次資料として絵画を使うということである。一目瞭然

という言葉の通り、絵画を使うことによってまず素早い視覚情報の共有ができる。人間の目から入っ

て来る情報は多量で確実性を帯び理解しやすい。その絵画から、フォルム、ムーブメント、材質感や

雰囲気、時間や空間までをも読み解き、舞踏化するために、舞踏言語として整理し直すのである。そ

の整理・限定の仕方は土方舞踏独自の特徴を持っているのだが一口には説明し難いものである。二次

元の絵画空間から四次元の舞踏空間への変容の連続が舞踏の一つのテーマとなる。もちろん舞踏の振

付の全てに絵画資料があるわけではない。詩的な言葉や音楽からの作舞の方が多いかもしれない。し

かし人間の目を一つの写真機のシャッターに見立てれば、現実世界のすべての風景は一方通行の一枚

の絵の連続のようなものになるかもしれない。いずれにしてもその想像的空間の中で、個人の感性・

精神性をより高めてゆく必要がある。言葉が個人の豊かな記憶を目覚めさせ、夢の継続機能を高め、

個の身体的特徴をその魅力にまで高める作業に入って行かねばならない。それには言葉による振付の

不自由さや外部からの強制に拮抗できる自分自身の内部の力を自ら養成することが条件となってく

る。そして自分にとって内部あるいは外部とは何かという根本的な問題に直面する状態に身体は置か

れる。やがてそれらを探ってゆく内に身体が内包しているさまざまな境界膜がゆらぎ始め、身体の拡

張や収縮、神経の広がりや皮膚感覚が、身体感覚として舞踏の中で重要な位置を占めることになって

ゆく。言葉は触媒としても私たちの探求心を刺激し続けるのだ。舞踏者は受信体として全身の感覚を

研ぎ澄まさねばならない、と同時に発信体となるべく最大限の努力をしなければならない。これが舞

踏譜の舞踏のあり方であろう。しかし舞踏譜を使った場合の舞踏の再現の正確性に関しては一律では

ない。そこには舞踏における再現とは何かという大きな問題が横たわっているからだ。 
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舞踏譜による振付には大きく分けて二つの世界がある。その一つは（なる）ということである。（な

る）とはトランスフォーメーションあるいはポゼッションを意味する。しかし舞踏譜が指摘している

ものに（なる）のであるが、完全に（なりきって）しまえば外部からの振り付けは無効と化し、表現

はあるトランス状態のままで停滞してしまうことになるだろう。そこでもう一つの世界（想像的空間

を生きる）ことが必要となってくる。それは、醒めて、自覚していて、自らを管理する状態である。

この二つを同時に保持しようとする。この分裂しているような二つの状態（世界）を同時に保つとい

うことが舞踏譜の舞踏の難しさである。さらにその二つの状態を保たせているのは踊っている自分で

はなく舞踏というもう一つの生命なのだと知覚する。また分裂しながらどっちつかずになっている状

態も一つの舞踏になっている場合もある。ここでは舞踏者の目が一体どこに付いているのかというこ

とが問題となってくるだろう。土方巽の「すべての技術は魂のうちにある」という言葉は、必然的に

「技術とは何か」という問題を提起する。覚えるという技術、忘れるという技術、そういう行為全体

を司っているもう一つの技術。外部から投げかけられる言葉を実体としてとらえ、偶然を必然のもの

にする努力が舞踏手の資格となる。真の創造的能力をつかみ取ることを舞踏から要請されているのだ。

仮に言葉の先にあるものが舞踏だとしても、舞踏譜の中に何を見出すかは舞踏手の創造能力そのもの

にかかっている。なぜならば人間は言葉を使うことで文化を築き上げてきたのだから、舞踏もまたそ

の例外ではない。 

 

「舞踏する器は、舞踏を招き入れる器でもある。どちらにせよ、その器はたえず空っぽの状態を保

持していなければならない・・舞踏は空っぽの絶えざる入れ替えである」        

土方巽。 

 

「日本の「うつる」ということは一種の自然の法則であって、「うつす」といった能動的なもので

はないところがある。流動してゆくことが「うつる」の第一義である」        

郡司正勝。 

 

「死体になりつつ死体にならないで、死体を凝視している演劇空間が土方巽の舞踏である」 

                                      市川雅。 

 

これら諸先生方の言葉は、私たちが舞踏譜の舞踏を研究してゆくうえで貴重な示唆を与えてくれる。 

 

以前、私は自分なりの整理の仕方で土方巽から振付けられた多くの舞踏譜（ほとんどは公演用の振

り付け）を七つの世界に分類し、DVD-R「舞踏花伝」として出版したが、それは（重いものから軽い

ものへ）という分類の仕方であった。しかし今その分類の詳細を再検討する前にはっきりとさせてお
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かなければならないことがある。舞踏譜に頻繁に登場してくる（なる）という言葉の理解である。花

になったり、獣になったり、溶ける肉や壁や幽霊になるといった振付群である。なぜ土方舞踏譜は変

貌の連続なのであろうか？ それは舞踏が時間芸術であるということが一番の理由であろうと思う。 

「舞踊は刻一刻にその形を作り出し、同時に自らの手で消してゆくという作用をいとなむ芸術であ

る。・・見せようとしないで、しかも人を深く感動させるのが、技術をのり越えた芸術の生命という

べきものであろう」と郡司正勝は「おどりの美学」のなかで書いている。またある講演のなかで次の

ようにも話している。「『憑く』という感覚は、意識的には客観的だと思うのです。そこで憑くという

ことは二重的意識を持っていると思うのです。のりうつる力がなくては役者にはなれませんけど、そ

れと同時にさめている自分あるいは客観性を保たねばならない」と。  

私は私なりにこの二つの文章の中の舞踊は舞踏に役者は舞踏者に置き換えて理解している。土方舞

踏譜の変貌の連続は生命の流れなのである。表現は流れる水のようなものにならねばならない。流れ

ることが舞踏の生命なのである。 

「舞踊は舞踊のためのもので、まして踊り手の表現を見るためでもその魂を知るためでもない。舞

踊家は一個の伝導体でしかない。舞踊家がその作品の中で何かを見せようとすれば、機械はバッタリ

と止まってしまう。舞踊としての生命の動きを止めてしまうのである」この言葉は「おどりの美学」

の中で日本舞踊について語られている言葉なのだが、今の舞踏に当てはめることはできるのであろう

か？ 初期の舞踏は土方巽という強力な個性が暴力と倒錯的エロチシズムを引っ提げて既成のダン

ス界に挑戦したところから始まった。まさしく主役は超個性ともいうべき土方であり、土方は舞踏そ

のものであった。一個の人間の生の叫びがそのまま生々しい舞踏へと変貌していたのではなかったの

か。個という概念の薄い日本の文化的状況に強烈な自我と否定の精神を持ち込んだのも土方であった。

個あるいは自我そのものが舞踏の表現の本質ではなかったのか。しかし、時とともに状況は変わって

くるのだ。後期の土方舞踏について「舞踏という舞踊の季節」のなかで郡司正勝はこう述べている。

「舞踏とは、戦争という暴力の後に残った、骨と皮の動物に落ちた闇の中で、人間が人間であること

を発見した優しさの表現ではなかったか。そこには創造とか自我とか個性といった気負った虚栄はな

い。ここに近代と絶する新しい次元がみられる」と。土方舞踏の初期と後期の現れ方の違いは歴然と

している。しかし土方巽の中では移り変わってゆくことへの確固たる必然があったのであろう、私た

ちは推測するしかない。前述した（空っぽの入れ替え）のことに話を戻せば、空の器にはいつも何か

が侵入してきて、棲みつき、また逃れ出ているのだ。それは、死者や先祖や精霊や零落した神かもし

れない。ハンス・ベルメールの少女やフランシス・ベーコンの法王や伊藤若冲の鶏が棲みついていて

もおかしくはない。器の主役は次々と入れ替わるのである。（なる）ということはまず舞踏者の肉体

を空の器にするところから始まる。日本の伝統芸能の基本的な修練は（生を殺す）というところから

始まるのに類似している。しかし土方の空の器には伝統芸能が切り捨てていった死の国の風土が色濃

く残っており闇が屹立している。暗黒舞踏の名の由縁である。 

「モデルネ・タンツは思想の自由、表現の自由の美名の下に肉体の屈従を強い、捕らわれの媒体へ

767



と肉体を蹴落としたのである」という市川雅の指摘は、皮肉にもモダンダンスだけではなく現在の多

くの舞踏にも向けられているのではないか。舞踏もまた悪しきモダニズムに捕らわれているのだろう

か。土方舞踏はそこからの遁走を決めたのではなかったのか？ 後期の土方舞踏は身を自然の中に置

き自然の一部となることで対立する二元論の世界から豊かな一元論の世界へと移行したのではな

かったのか。土方は最後には衰弱体そのものが舞踏の形であると言い残し、私たちを隔てた向こう側

で一人佇んでいる。もう一つトランスフォーメーションから派生してくる問題に舞踏とシャーマニズ

ムとの関係がある。土方巽は「いっそのこと俺は不具者に生まれついていた方が良かったのだ、とい

う願いを持つようになりますと、ようやく舞踏の第一歩が始まります」と言っているが、郡司正勝も

日本の芸能の呪術的起源を探る中で次のように説明している。「日本のシャーマンの多くが肉体的に

欠陥のある人々によって、司祭された例も決して少なくない。・・生まれながらにして病弱な、一度

は死線を越えた者が、舞踊家の資格を与えられたのである…深く魂に傷ついたものが、仮宿の身体を

求めて、激しい舞踊の始原へ戻る『魂振り』の運動・表現に日本の舞踊は求められたのではなかった

か？」 郡司正勝が土方舞踏を認めているのには、土方舞踏の中に舞踊の始原を見ているからであろ

う。古典芸能研究者と前衛芸術家の魂の交換がおこなわれているように感じる。世界のどの文化圏に

おいても舞踊と宗教的儀式の間には切っても切れない関係がある。シャーマンの犠牲的肉体や狂気に

捕らわれた状態、冥府への下降の旅、仮死と変身、慰撫者・呪医として立ち戻る存在、それらはいず

れも土方舞踏を彷彿とさせる。「シャーマンにとっては、森羅万象は擬人化された宇宙である。岩、

植物、動物、これらすべては人格的な主体を持っている」とあるシャーマン研究者は述べているが、

土方舞踏譜とどう関連しているのだろうか。しかし土方巽はシャーマンであったのかとの問いには答

えは否である。土方はあくまでも一個の舞踏家たらんとし、自己の肉体を舞踏そのものとして存在足

らしめることに命を削っていたのである。宗教的効用などを推し量ったりはしてはいない。神の招命

でも神おろしの家系を守ることでもなく、ましてや神を芸術商売の元手にはしていないのである。そ

こは潔い。「私の踊りは神社仏閣とは無縁である」と土方ははっきりと言っている。また「自然主義

的神秘主義ほど厄介なものは無い」とも言う。自己の存在の不安や行為の確証を、また薬を飲んでい

い気持になっているようなトランスを、安易に神秘主義の中に逃げ込ませてはならない。判らないも

のを判るもので包囲してゆく、すると判らないものはまたスーッと逃げてゆく、追いかけっこの連続

である。判るものとは言葉である。この果てしのない永久運動から遠く離れたいという思いは誰にで

もある。しかし判らないものとは神以前に自分自身のことなのだ。自分から逃げることはできない、

だから人間にはいつの時代にも自分を忘れるために舞踊・舞踏が必要なのかもしれない。この人類が

抱えるパラドックスに挑戦したのも土方であったのかもしれない。 

「舞踏花伝」の中で、私は舞踏譜を七つの世界に分類した。（解剖図鑑）（焼け落ちた橋）（壁）（鳥

と獣）（花）（神経病棟）（深淵）の七つである。重いものから軽いものへという流れで整理をしてみ

た。しかし重いもの、軽いものという分け方は便宜上のもので、重さとは何か、軽さとは何かがテー

マにならなければならない。重さを表現しようとして、足を踏ん張ってみればみるほど体は軽くなる。
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重い体とは投げ出され忘れさられた表現不能者・放棄者のものだろう。絶望・放棄・不能という重さ

である。表現できないということが一つの表現になっているのかも知れないがそれは不明である。ま

た気分の重い人ほど軽くなりたいと願っている。人間の中では重さと軽さはいつも同居しているのだ。 

 

闇と混沌への恐怖、この見えざる重さにどう対峙してきたかが人間の歴史なのだろうか。 

「闇と混沌の恐怖は、目に見える対象との間に介在するあらゆる距離が呑みこまれて、黒一色に塗

りつぶされ、主体と客体との間の裁然たるへだたりを失うことへの恐怖である」    

種村季弘。 

 

土方舞踏が暗黒舞踊という名で産声を上げてから半世紀以上が経った。暗黒とは闇、混沌、未分化、

不可視、下降、地獄、死、恐怖、絶望、不能、悪など多くの事柄を暗示する言葉であろう。世界の趨

勢の中で「暗黒」という言葉がいつの間にか消えて「BUTOH」で括られるようになった今、もう一

度この「暗黒」の意味を考え直す時期にきているのかもしれない。戦中・戦後の焼け跡の闇は今も世

界中を覆っているのである。捉えなおすべきは舞踏の未来などではなく舞踏の現在なのである。自己

表現という美名のもとに隷属しているような舞踏はいずれ消滅の運命をたどるだろう。残るものは己

の戦いの痕跡だけだ。舞踏が今なすべきこと、これは己の足元を掘り下げてゆくことでしかない。人

間の基層に触れること、闇の中に一人屹立する勇気がなければならない。舞踏はあくまでも自己探求

の旅なのである。 

 

本題に戻って、「舞踏花伝」でまとめた舞踏譜世界の再検討に入っていきたい。 

「舞踏花伝」の一番目の世界（解剖図鑑）から考えてみよう。舞踏譜の中で一番重く底にある世界

である。舞踏譜の中に（重い顔）という言葉がある。（思案に余った、どうすればいいのか判らない、

沈痛の重さ、投げやりの重さ、視線の切れた重さ。前面と背後が全く切れた状態）。（重い顔）という

言葉の一つにもこれだけの身体の状態や心理状況が隠れている。この言葉の絵画資料はフランシス・

ベーコンである。土方はベーコンの踊りを「肉体の迷宮」あるいは「偏愛的肉体論」と記している。

無限の循環が持つ無時間性もまた重さのひとつであろう。ベーコンの舞踏によく使われる言葉に（内

臓の回路を辿る）という言葉がある。市川雅は土方の肉体について、「肉体迂回を繰り返す肉体」だ

と指摘している。土方から、「踊ろうとしている対象がいきなり自分自身の中に登場してきたらどう

なるのか？」と聞かれたことがある。稽古中に、「肉が単独で泣いているんだよ、危ういものをかろ

うじて形で支えているんだよ」と太鼓をたたきながら叫んでいた。「欲望のオブジェ、そういう技術

を入れておく器が肉体である」これも土方の言葉である。画中のベーコンの人物を、断片に砕き、解

体して仕分けをし、各部分を捩れた新たな関係に並べ替え、肉の収縮・増幅を繰り返えさせ、肉体の

部分の突出をはかり、さらに肥大化させ空間化させてゆくような動きに作り変えてゆく。そこには舞

踏手の安易な心理的構図などが入り込む余地のないメカニズムと格闘している肉体がある。ベーコン
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の踊りの稽古中に土方が言った「リアルなものほど神秘なのだ」という言葉をどう理解したらよいの

だろう。舞踏譜の（解剖図鑑）の世界の中にはベーコンの他にもいくつかの絵画が重要な資料となっ

ている。フランシスコ・デ・ゴヤである。アンドレ・マルロー曰く「手の施しようもない状況に追い

込まれた人間の普遍的な感情を伝える」ゴヤの世界である。「肉体の牢獄に生きながら閉じ込められ

た者の悲劇、ゴヤは耐え難い狂気のイメージによって世界を解釈している」と澁澤龍彦はゴヤ論の中

で書いている。舞踏譜では闇の中から現れては消えてゆく妖怪のようなゴヤの画中の人物が数多く登

場してくる。闇は背後だけではなく身体の内側や目の中にもあるのだ。見たこともない人物が身体の

奥深い闇の中から出現してくる。「理性の眠りは怪物を生み出す」とはゴヤ自身の言葉であるが、私

たちは自分の体の中の黒い部屋に未だ見たこともない怪物を飼っているのかもしれない。その闇や不

安や不気味さ、救いのなさがゴヤの踊りの時空間になる。「闇とは何か？」という稽古場での唐突な

問いかけに言葉を失っていた私に土方は「ほら私の手の中にいる鮒の中にも闇はあるんだ、重いんだ」

と言っていた。また「混沌の中の誠実」という言葉も手ごわい。混沌が肉体のことを指しているのか、

私という存在なのか、複雑な振付の舞踏譜のことなのか、あるいは宇宙のことなのか、いずれにして

も「誠実」とは？ この言葉はルドルフ・ブレダンの版画を私たちに示しながら語った言葉である。

巨視と、微視の、これ以上の結合は不可能と思われる劇的空間の密度について稽古している私たちに

問いかけた言葉である。人間が人間としての根拠を失い、肉体が肉体としての輪郭を失い、希望も終

点もない一流適者の孤独な踊りについてであった。「世界で一番遠いものが自分の肉体である」と言っ

てその日の稽古は終了した。一体イメージとは舞踏者にとって何なのだろうか？ 頭で泡を吹いたよ

うな一瞬の視覚的イメージなどはあっという間に消滅してしまう。それはイメージではない。私の主

体にまでかかわってくるイメージ、私の体を変容させてしまう力を持つもの、自他ともがわからなく

なるような状態に導くもの、あるいは私が抵抗してもより強い力で引きずり込んでしまうような力、

これらが舞踏者にとってのイメージなのだ。それは時間とともに強固になってゆくものなのだ。「誠

実」という言葉は、それらの未知の世界へ飛び込んでゆく勇気のことなのか、あるいは自分のことは

自分でけりをつけるという意思のことかもしれない。「重さ」について考えてみると、「動かない石の

重さ」「濡れて不定型な深海の生き物の重さ」「無名の肉の重さ」「重さに耐えている重さ」といくら

でもあるだろう。世界のほとんどの舞踊が「軽さ」を主眼に置いているなかで、土方舞踏のいう「重

さ」はこの地上から飛翔することではなく、地上をいとおしんで徘徊することでもなく、人間という

大地を踊る舞台とし、自分の中に下降してゆく重さなのだ。人間という存在の重さである。それを計

ることはできない。以前、世界的に著名な振付家が「舞踏は重力を手なづけ、味方につけた」と褒め

ていたことを思い出すが、それは舞踏に対する西洋人の印象であろうと思う、私は、舞踏はバレエの

対極にあるものではないと考えている。 

 

二つ目の世界（焼け落ちた橋）に移りたい。郡司正勝曰く「土方の舞踏は肉体を素材とした芸術で

はなく、肉体そのものを喰う行為そのものが踊りなのだから、死の舞踏なのである」この言葉に代表
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されるように舞踏が前面に押し出してきたものは「死」であった。戦後の日本のダンス界が健康な肉

体の美と力の一致をお題目のように唱えていた時期に、土方は醜悪な美と悪魔的な変身と嘲笑を引き

連れて死者の屍衣をかぶって出現した。死の視点から肉体を観念したこの踊りは昭和元禄で浮かれて

いる日本の首都に真っ赤に熱した太い杭を打ち込み、灰神楽の中で闇をばらまいたのである。（焼け

落ちた橋）とは戦争の焼け跡で全身火傷をしながら天界と地界の間に立ち尽くしている人間のことで

ある。天と地の架け橋が燃えているのだ。刻々と死につつある人間のことである。生きたい何として

も生きのびたい。耐え忍ぶ痛みと汚らしさ、人間という条件や輪郭をすでに失っているのだ。焼け跡

と狂気。（はたして動くことができるのか？）土方は「人間が存在するために不可欠なもの」と記し

ている。この（焼け落ちた橋）の世界を通過するのには痛みが混じる。舞踏譜を紐解いてみよう。（顔

の重層、ひきつり、ベーコンの顔、ミショーの神経、片腕の凝固、馬の首、乞食、骸骨、仮面の裏側、

癒着、膿、すべる、ずれる・・） 舞踏譜を理解してゆくうえで大事なことは重層と混濁をはっきり

と分けることである。総合的な重層化が必要なのである。そして受け身体となるだけではなく、こう

してしまおうという実験的な精神が求められる。プラスアルファである。（顔の重層～）のフレーズ

には 13 の言葉がある、一つ一つの言葉の間にこそ踊りは潜んでいるのだ。言葉と言葉の間のブリッ

ジの仕方が踊りの速度や密度を決め、その密度が踊りの強さを作り上げてゆく。溶けて、癒着した不

定型な肉の塊が、だんだんと肉が削げ落ちて細くなり、骨が露出し、骸骨になってゆく。このプロセ

スが舞踏なのである。土方舞踏には型があるといわれることがあるが、型をスタンプのように押して

踊りを続けているのではない。型から滲み出てくるもの、はみ出してくるもの、収まりきれないもの

が型を歪ませ、変質させながら、次の型を呼び込むのだ。型はゆっくり混ざり合うこともあるが、突

然型が空っぽになり恐ろしい速度で次の主役が型の中へ侵入して来ることもある。壊してゆく型、消

えてゆく型があるからこそ、その先にあるもう一つの舞踏の型というべきものがうっすらと見えてく

るのだ。その土方の高度な要請に答えてゆくには時間が足りない。以前、舞踏花伝を英語に翻訳して

いただいた時に翻訳者から質問があった。「なぜ土方舞踏には膿という言葉がこんなにも多く出てく

るのか？」私は彼にうまく説明できたかどうかは記憶にないが、（膿）は内部から流れだし固まると

外部の皮膚となる、内部が外部にあふれ出て、外部は内部に浸透してくるということは肉体を一つの

皮膜としてとらえているといえないだろうか。【膿】の稽古ノートにはいくつかの重要な指摘がある。

その言葉は、（全体的な患部。膿の濃いところが自分だ。膿の血液とは、もやだ。背後、自分が踊って

いる他に、もう一つの核がある）この（全体的な患部）や（もう一つの核）という言葉の空間には、

自分ではどうしようもない状態に打ちのめされてすがるものもなく、ぽっかりと空いた体の洞窟に向

かって助けてくれーと弱弱しく叫んでいる舞踏手が捕らわれている。人間の壊れ方、断末魔、空間が

痛い、空間が病んでいるのだ。空間とはもちろん体のことである。内と外との境界線が浸食しあい曖

昧になってゆく。空間が膿なのか自分が膿なのか。体中から膿が流れ出せば、デクーニングの女のよ

うになるだろうし、膿が引き伸ばされ薄い膜のようなものになればターナーの鈍色の空にかわってゆ

くだろう。また乾いて鉱物化したかさぶたは光を通過した鼈甲飴のようにも見えるだろう。鼈甲飴で

771



できた少女が膿の中から登場してくるのは正当なのである。膿は、流れ、固まり、引き伸ばされ、変

色し、結晶化し、希薄になってゆくことで、別の世界への橋渡しをしているのである。ターナーの絵

について種村季弘はこう書いている「理屈に合わない狂った遠近法、二重焦点、あるものの形が他の

ものに溶け込んでしまう・・・描いている時間を描いている・・・消しながら描いている」このよう

に何枚もの絵が重なりあっているキャンバスが肉体そのものであり、描いたり消したりを繰り返しな

がらいつも不安定な形を持っているのだ。そしてその不安定さが踊りを支えている。さらに腐敗や気

化や消化が次の変貌への道標となる。大事なことは徹底的に自分にこだわるということなのだ。自分

の肉体を熟視すること、踊りはそこから始まる。 

 

三番目の（壁）の世界の舞踏譜にはこう書いてある「あなたはすでに構築している」「時間という

虫に巣食われて刻々と崩れているものを必死につなぎ止めているのが肉体である」「肉体は物であり、

時間とは肉体」「肉体は時間と空間の蜂の巣だ」 

 

（壁）の踊りは自分の肉体との格闘である。豆腐を描いていたら煉瓦になってしまうような、肉体

の内部に偏執的に関わる仮設作業である。私たちはまず肉体の材質という問題から考えなければなら

ない。デュビュッフェの壁に線描されたような人物や、ジャコメッティのこれ以上は接触できそうも

ない細い彫刻やブリューゲルのざらざらと粗い粒子でできている壁化した乞食に出会わなければな

らないだろう。それらは圧縮され塗り込められている。肉体という立体をさらに立体化させ、ずらし

ながら壁を厚くしてゆく。肉体を空間へ拡張してゆくのと同時に内部への密度を濃くしてゆかなけれ

ばならない、拡散と集中の二つの反するものを同時に行うことで壁が出現する。また（壁）の舞踏譜

の中ではオノマトペがよく使われる。たとえば、（ガチッと固まる、ボロッと崩れる、ボキッと折れ

る）、これらを（カチンと固まる、ポロポロと崩れる、ポキンと折れる）と比較すると両者の違いは歴

然であろう。短い擬音の中に質感や量感、速度も含まれているのである。日本的な感性がよく表れて

いる。肉体の材質に目を向けることはそれぞれの材質が持っている時間と向き合うことである。しか

し肉体の材質を探求しているのはなにも舞踏に限られたことではない。大量破壊兵器の使われた二つ

の大戦で人間は断片に粉砕され人間の死という尊厳をも奪われた無残な肉塊となって放置された。物

化している無言の肉体が路傍に放置されていたのだ。それは現在でも同じかもしれない。戦後に発生

したアンフォルメル運動も戦争の持つ悲惨さと無縁ではない。肉体とは何か、自分とは何か、表現と

は何か、肉体と自分との関係を再び探り始めたのだ。デュビュッフェはこう語っている「絵画は物を

物の身体へとさしむける」この言葉は言い換えれば物としての肉体をどう描くのかということではな

いのか。また「流れは、描かれた対象とその対象を描く画家というふたつの堅固な極の間につくられ

る」とも言っている。舞踏ではその対象を描くという行為が肉体の上で行われるのであるから、その

極の間をどうとらえればよいのか、極の間を「距離」という言葉に置き換えてみればわかりやすい。

まず作家と作品との距離という問題である。土方は「私は作品ですからおいそれとは見せられない」
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という。三島由紀夫はこう言っている「芸術家と芸術作品を一身に兼ねることの一瞬とは、自分の意

図した美が完成すると同時に自分の官能を停止せしめ、肉体は他者にとっての対象に他ならなくなり、

すなわち死体になった瞬間であった」この言葉の背後に土方の「命がけで突っ立っている死体」が影

のように立ち現れる。しかし舞踏は自分の肉体を彫刻のように作品化させるわけではない。肉体その

ものが表現ではあるが、舞踏はその肉体からはみ出てゆくものである。土方はそれを強引に自分の肉

体の方に引き戻そうと格闘しているかのように見える。必死に舞踏を自分の肉体に塗り込めようとし

ている。いや、もしかしたらその先に自分自身の肉体をもどこかに塗り込めようとしていたのか？「マ

イナスの方向へ」という言葉が重くのしかかってくる。舞踏譜に次のような一行がある「幽霊が壁の

中に入ってまた出てきて空間に消えていった」舞踏譜を英訳するときに、翻訳者から「幽霊って誰が？」

「壁ってどこにあるの？」と問いかけられた。英語では主語が必要なのだ。そこで「私がいつの間に

か幽霊になって、その幽霊がいつの間にか空間に現れた壁の中に入って行った」という英訳になって

しまった。舞踏では幽霊も壁も消えてゆくこともみな自分の身体に起こった出来事なのである。日本

語の持つ主語の曖昧さがまた舞踏の特徴を形作っている。稽古場では「幽霊が～」といえばすぐそこ

に幽霊になっている自分がいる。この疑いの少なさもまた貴重なのではないかと思う。「疑いばかり

で実りが少ない」という言葉もあるではないか。 

 

四番目の世界（鳥と獣）に移ってゆきたい。ここでは「猿から始まり狐で終わる」といった日本の

伝統芸能の物真似発生論との関係でも、神の予言や魂を運ぶ鳥の話でもない、（鳥と獣）の舞踏譜上

の検討をしてみたい。 

 

「脆さの精素を用いて遊ぶ舞踏には、人間であることを忘れるという刺激が、人間以下のものに好

意を寄せる状態を導きだしてくる」                         

 土方巽。 

 

「日本では当然のごとく人間は転生する。ことに中世に成立した能なんかになりますと、動物や植

物が主人公になります。こうした草や露や雪などそのものが、ドラマの主人公になるといった演

劇は西洋にはありません」                          

  郡司正勝。 

 

「錯乱した想像から生まれた奇怪な動物が、人間のかくされた自然本能の姿となった」 

ミッシェル・フーコー。 

「人間は夢の中で動物に戻る」                        

プラトン。 
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このように貴重で暗示的な言葉が数多くあるが今は深くは入り込めない。 

私は稽古場での自身の体験から始めたいと思う。獣の稽古をするときに、四つんばいになる。不思

議なことだが、妙にほっとしたような安堵感に包まれる。なぜだろう？ 二本足で立って日々人間を

演じていることからの一瞬の解放なのか、無名性への誘惑なのか、獣の目には人間とは違うもう一つ

の地平が広がっている、それは新鮮である。二本足で立つ前の本能的な姿の名残なのであろうか、何

もしないでこのまま人間には戻りたくないと思ってしまう。動物のしなやかさや重さや軽さや仕草を

演じているより、動物の眠りに誘われていきたい。そのまま何もしないで眠っていたいと思うのであ

る。「動物を追っていったら踊れなくなった」。動物の姿態の模写でも模倣でもない本質的な何かが動

物の踊りには潜んでいるような気がする。「動物の気まぐれに１００パーセント確信を与えている神

の手に触れなければならない」と土方は言うが、そんなことができるのであろうか。「気まぐれ」と

いう言葉だけを取り出して考えてみても迷路に迷い込んでしまう。自分の踊りを気まぐれの表現とし

て観客に提示して観客がそう感じたとしても、自分にとってすべては予定通りの行動なのでありそこ

には少しも気まぐれはない。それでは自分の決めた踊りを気まぐれに舞台の上で壊して即興をしてみ

ようと挑戦しても同じことである。ここに振付と即興の問題が横たわっているのだ。気まぐれに踊る

ということは、自分の感じたままに自由に即興で踊るということの意味ではない。それは単なる表現

の垂れ流し、酸素の無駄使いにしか過ぎない。自分で自分を騙す作業、騙されやすい肉体を喚起せよ

という、舞踏に参入する態度が問題になっているのだ。振付けられた踊りはすべからく即興として踊

り、即興といわれる踊りは瞬時に振付されているのだ。では気まぐれとはある憑依状態を指すのか、

それは振付も即興もなく気まぐれとも関係のない世界である。トランスフォーメーションとは自分か

ら向かってゆくものである。獣の世界であれ、鳥の世界であれ世界に仲間入りをすることである。そ

こでは獣や鳥たちがすべて私の舞踏の師匠となる。 

（鳥）の世界の中心的課題は「材質のメタモルフォーゼ」である。カラスは老婆に、白い鳩は子供

へと変貌するのである。この材質の類似性・近親性ということは土方舞踏譜の特徴でもある。鳥が木

になったり、光になったり、産毛と体温になったりするドラマとしてとらえられている。また、コン

トラストや強調がメタモルフォーゼの鍵となっている。土方舞踏譜には数多くの鳥の踊りがある。（鶴、

剥製の鳥、カラス、鳩、鴨、梟、孔雀、ミショーの鳥、ゴヤの鳥）枚挙にいとまはない。それぞれの

鳥がそれぞれの時空間と密接に関係している。たとえば長い鶴の首は線の描写の最終的なものとして、

ハンス・ベルメールの糸でできた少女や蜘蛛の巣の集積と合体につながってゆくだろう。鳩の白い羽

毛や丸い胸は白い粉状の赤ん坊の眠りとつながってゆき、まぶたの裏に白い光の花の出現をみる。孔

雀の長い羽根は鳥の神経の抽象の向こうに気化や無化を用意している。このようにメタモルフォーゼ

してゆく鍵を鳥という形を借りて探ってゆくことが重要なのである。鳥や獣を見ているとある種の霊

感ともいえるものの存在を感じることがある。一体それは舞踏とどうつながっているのだろうか。 

 

五つ目の（花）の世界を覗いて見よう。「ここには日本人の美学が成立しており、植物の「花」を
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もって、人間の「美」の象徴としているのである」と郡司正勝は「舞踊名言集成」の中で説明してい

るが、能の「花」のことである。また、「しかし世阿弥は「花」を説いても「花」とはいかなるものか

という知的欲求に応じようとしたものではなく、いかにしたら「花」を身に着けることができるかと

いうことの答えであった」（踊りの美学）ともいっている。私の「舞踏花伝」も勿論「花伝書」からお

借りしたのであるが、単なる土方技法の説明に終わらないように心がけるしかない。舞踏譜の（花）

の冒頭にはこう記してある。（花の感情。内部が外部に溢れ出してゆく。花で打ち消される速度。身

体の持つ順番を消してゆく。奪われてゆく花弁によって包まれている。放棄したときに一番花の形象

に近いのはなぜだろう）舞踏譜には多くの花が絵とともに記譜されている。（芙蓉）（薔薇）（董）（水

仙）（蓮）（野花）（ダリア）（梅）その他（凍った光の花）や（ルドンの蛍の花）などもある。ここで

（花粉）の舞踏譜を取り上げてみよう。（部屋いっぱいの花粉、濃度、眠り、包まれている、どんより

と重たい花曇り。朦朧としている。指先の細い糸、花、花弁をつまむ。帽子、髪の毛、花粉に包まれ

た花子。花粉を濃くして、ゆっくりと気化してゆく。指先の感覚のみで下がってゆく）花粉の部屋に

一歩入った少女が歩行している間にゆっくりと、しかし驚くべき速度で花に変身してゆき、さらに粒

子と化して花粉空間に同化して花粉そのものになり、最後には気化して空間に溶け込んで消えてゆく

というプロセスを振付けた舞踏譜である。奪われる、放棄という言葉が花の踊りのキーワードである。

肉体の消滅、それも壁で見せたような力ずくのやり方ではなく、身体を開いて受け入れるという状態

であろう。トランスフォーメーションのもつ自らその世界に参画するという態度よりももっと受け身

体の舞踏がここにある。気化、無化、空間化、エクスタシーも重要な要素である。奪われたいという

思い、自分が消えて無くなりたいという思いが花の踊りであろう。動物の持つ活動的な時間から植物

の受身的な時間への移行である。花を日本の美学とした意識が土方舞踏の中にも生きている。しかし

「純粋な花を、抽象の抽象でないものを」という土方の言葉には、抽象化してゆく肉体に対して「そ

うではないんだ」と語りかけているような気がするのだ。対象を抽象化し肉体までも抽象化してゆく

先には、表現は成り立つのであろうかと言っているように思う。意識、肉体が気化していった先に残

されているのは置き去りにされた抜け殻である。肉体とは抜け殻なのだという思いが、花によって自

分は今こうして生かされているのだという思いと交錯してゆく。閉じた体を開いてゆき、何者かに自

分をゆだねるという舞踏の転換点になるような舞踏譜の世界なのである。 

 

六つ目 （神経病棟）の世界。 

「彼はこの上ない〈通過者〉通過の囚人だ・・・狂気はむしろ、人間が自分自身と取り結ぶ微妙な

関係となる・・・・魔術行為と神を冒涜する行為は、一つの文化がそれらの有効性を容認しなく

なると、病理学的なものとなる・・・イマージュは少しも狂気ではない。狂気はイマージュに真

実の価値を与える行為のうちに自らの起源をもつことになる…神経病にかかるのは、過度に感じ

すぎるためというようになる。周囲のあらゆる存在に対して過度な連帯関係を持つと、病気にな

るというわけである」   
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ミッシェル・フーコー。 

 

舞踏と神経病あるいは狂気との関係を探ってゆくためには膨大な医学書と文化人類学の書を読ま

ねばならないだろう。とても私の手に余る。ここでは土方が好んで舞踏譜にしたいくつかの絵画を題

材に狂気との関係を探ってゆくしかない。 

（神経病棟）の舞踏譜の中にも土方の発した言葉がある。（発作的断層。全体的患部。肉体と材質

の関係から肉体と人物の関係へ。総て優秀な錬金術師は神経病患者である。感情移入と神経のパター

ン化から脱皮せよ）など数多い。 

 

アンリ・ミショーの絵画からの作舞。 

・（メスカリン、神経の突出。インク壺、叫びの抽象。優雅さの分析） 

・（光のひげのマント、薄さ・希薄さ。２メートル先の光の折れる細さに関わる） 

・（3 つの顔、ザクロ歯、白い顔、右目と左半分が溶けている顔が髪の毛でつながっている）  

ミショーの踊りが即興で行われたこともあった。稽古場では異例のことであった。 

 

「私は私の体に没入した。そこは運動と休息の間にある私自身の中心であった。それは時に、脳の

統制から遠く離れた私の体の一部となった。ひくひく動く電気的な生物のように感じた」 

「墨で脹れた飛沫との闘いは、始まり、もがき、暴れる。そして私にすぐさま理解を求め即断をせ

まる」                               

アンリ・ミショー。 

 

ミショーはここでは一人の患者であると同時に、冷静極まる臨床医でもある。 

 

（触覚と神経のみの歩行）という舞踏譜を紹介しよう。 

 

（頭蓋の小枝がポキンと折れた、鼻に耳が付いた、こめかみから今しも鳥がとびたたんとしている、

足元から虫が這いあがってくる、足の裏の虫をジャリッとつぶす、頬の痙攣、小指がピクンと跳

ねる、喉の笛、背後にスプーンの落ちる音、頭の中に木の葉がサクサクと落ちてくる、少し沈む

体、歩こうとしたらガチャッと胸の小部屋の扉が閉まった、首筋を這うナメクジ、足元から跳ぶ

バッタ、空間のひげ、馬の首、絡まってゆく蔦、その上に変な笑いを残して逃げて行った） 

 

一体おまえは何をしているのだ？何処へ行くのだ？という声が聞こえる。 

この振りの中には同じ神経の動きが一つとしてない。一つ一つの神経の速度、方向、質感、音、が

違うのである。徹底的に管理すれば管理できないものが現れてくるのだろうか、身体は神経のオーケ
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ストラを奏で神経の共和国になってゆく。 

 

ヴォルスの絵画も振付が多い。 

・（ヴォルス、胸元下への神経の束、顔に突き刺さる神経、途中で止めて石膏化、空間に増殖してゆ

く神経、何事もなかったように下がってゆく） 

・（貝の中、千本の枝の一つ一つにキリストはいる、私は生まれてこなかった。私は出てゆく部屋

の中へ、私は出発のない結果を待っている。貝とは宇宙、私は何も作りはしないのだ）  

・（真空の動物、真空の中に私の仲間が、しかし、それは永遠に会うことはないであろう。もう一つ

の立体から、もう一つの平面へ。何かが始まろうともしなかった。テレジア、ムンク、ヴォルス

の重層化から、真空を通って、動物の顔が出る）  

 

実際これらのヴォルスの振り付けは難しくて自分でも理解して踊れているのかは自信がない。舞踏

譜にはもちろんヴォルス自身の言葉が含まれているが、なにか禅問答をしているような気になってく

る。 

 

土方の稽古場では今私が整理しているような順番で稽古が行われていたのではなかった。公演用の

稽古であるから、一つの踊りの中にいろいろなものが詰め込まれていた。タイトルは花の踊りなのだ

がその中にベーコンやミショーやルドンなどが入り混じっているのだ。違う世界からそれぞれが必然

性を持ちながらしかし唐突に出現してくるのである。神経病棟の振り付けにも蕭白の蛙の人物や小鳩

が登場してくる。この混在がまた土方舞踏の魅力なのだろう。小さい驚きの連続と予期しないものが

現れるというシュルレアリスム的な手法にも秀でたものがある。これも土方の才能の一つであろう。 

「動きの変化を千積んでも一つの変貌にかなわない」というのが土方の舞踏哲学なのだ。一つには

コントラストによる強調があるだろうが、騙されやすい肉体を喚起せよという言葉の方に説得力があ

る。 

「技術を完全にマスターした踊る狂人」が土方舞踏の理念なのかも知れない。 

土方はミショーのように患者になり、臨床医になり、なおかつ踊る狂人として自己を作品化させ、

同じ肉体を持つ観客に向かって狂気とは何か、表現とは何かを問いかけているのである。舞踏は狂気

のように感染するのだ。 

 

暗黒の闇の中で得体の知れない生き物が悶え蠢く （解剖図鑑）  

徐々に人の形を取り始めた途端、生という業火に焼かれる （焼け落ちた橋） 

内部へ塗り込められてゆく肉体が壁化してさらに物化してゆく （壁） 

騙されやすい肉体、気まぐれという神の時間、トランスフォーメーション。 （鳥と獣） 

抜け殻となった体に慈悲の花が咲いている。（花） 
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神経の糸が分裂して、宙吊りになってゆく身体。狂気。（神経病棟） 

このように私たちは六つの世界を足早に通過してきた。 

 

最後となる七つ目の（深淵）の世界。ここで中心となる踊りは（幽霊）と（光）である。 

（幽霊は素晴らしい速度で変貌している）（ゆくえとの対話、空間との対話、亡霊との対話）（無数

の視線に解体されている）（白い花の咲き乱れている時空のないところへ）（もや、霞、うつろい、軽

いもののフレーズがさらに粒子化してゆく）（輪郭すら解けている）（希薄なものが周りの事物に溶け

込んでいる）という言葉が並んでいる。 

身体全体が粒子化しさらに引き伸ばされて希薄になり空間に溶け込んでゆく幽霊の踊りの舞踏譜

である。さきに二次元の平面から四次元の立体へと絵画を読み込むことが舞踏家の仕事だと指摘した

のだが、幽霊の踊りでは逆のプロセスをたどることになる。画家がキャンバスに人体を押し込めよう

としているのなら、舞踏手は肉体という四次元の立体を引き伸ばし平面化させて二次元の絵画になっ

てゆかねばならないが、しかしキャンバスとはそもそも自分の身体である。そのキャンバスすら消滅

してゆくとしたら。手の打ちようもない速度である。そしてさらにマイナスの方向へと流れてゆく。

自他との境界線の消滅。ゆくえを失った白昼夢のような体はすでに足元から消えかかっている。闇の

中から現れた幽霊が白い光の中へ溶けて消えて行った。残るのは残像だけである。 

 

「舞踏は消えてゆくから形が残る」 土方巽。 

 

能も歌舞伎も遡れば亡者の出現によって舞台の幕は上がったのである。 

体は仮の宿であるという無常観と憑依しやすい体質とが亡霊を呼び寄せたのだろうか。 

 

（気化のプロセス）の舞踏譜。 

（目の中の苺、口の中の薔薇、触れない香り、足元の花、顔が蛍になった、顔の気化、手のパヤパ

ヤ、背後の網の目、蜘蛛の巣で首を切られる） 

 

（光の視線）の舞踏譜。 

（前方に瓶の中の小鹿、後方に出来の悪い蝉の目玉、後頭部に背後の光、後光、耳の中を貫通する

光、指先の光、胸の中の光、上昇してボッカチオ、光の中、光の蜘蛛の巣に捕えられる、ヴォル

スの光、柳空間、神経の集積から、枝垂れる、解ける、時雨れる、鼻の下、あごの下、耳の後ろか

ら毛が流れている、光に解体される、蜘蛛の巣に光、ガーゼに光、目の乱反射、にじむクレヨン、

空洞）  

 

白色は光でありまた死者の色でもある。 
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土方の臨終の際の言葉は私たちに何を訴えかけていたのだろうか？ 

 

「神の光を臨終している」 土方巽。 

 

以上、私は「舞踏花伝」にそって七つの世界を再検討してみたが、舞踏譜のまとめ方は何通りもあ

る、私もまた舞踏作品を作るたびに並べ替えている。一つの舞踏シーンにいくつもの世界が新たにな

だれ込んでくる。同じ振付でありながら再度踊る時には違った踊りになっていることが多い。踊りは

生物であるからその鮮度が大事なのだ。舞踏譜における再現性の問題や共有の課題などは日々の稽古

の中で解決してゆかなければならないと思うのであるが、「細部に捕らわれすぎてなにか大きなもの

が抜けてはいないかね」という土方先生の声も聞こえてくるのである。さらに生涯を舞踏に捧げた土

方巽の背後から語りかけてくる声にも耳を傾けなければならない。 

 

この『舞踏譜考察』は私の持っている私家版舞踏譜や DVD-R「舞踏花伝」の序文として自分用の

覚書として書きました。 

本文中では先生方の敬称を略させていただきました。私を導いてくださった先生方に感謝の念を

持ってお礼に代えさせていただきたいと願っております。 

                            2015 年 吉日  和栗由紀夫。 
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Disability as Lifeworld 
 

IKEDA Yumi  
(Tokyo Metropolitan University) 

 
 

 
 

Shaping Action 

In the interval before going to work after getting up in the morning, myriad movement and 

actions are included. Stretching out one’s hand to the alarm clock, rising from a supine state, 

getting out of bed, walking to the kitchen, grabbing the kettle, turning on the gas stove, taking 

out a coffee mug, pouring water into the mug, washing one’s face, getting dressed, putting on shoes, 

and more. In the kinematic viewpoint, the scene of the morning involves the performance of a 

huge number of articular movement and incessant muscular activity.  

Although these various behavior and actions are repeated as a sequential flow in the same order 

on an almost daily basis, each activity and action is not performed in exactly the same way, as 

though copied from one day to the next. Or perhaps it is better to say that human beings are 

incapable of performing a task twice in precisely the same way. Behavior and actions are 

spontaneously chosen and tailored in keeping with the state of one’s own body in terms of mood 

and physical condition, as well as the surrounding environment, including light and temperature, 

humidity, and sounds. And so, as for the movement and the act, it is done emergence without 

rising to the consciousness of a person carrying it out.  

The formation of human action involves mechanisms utterly different from those that control the 

movements of robots; actions are shaped in each case in the context of a relationship between the 

body and the world (i.e., the surrounding environment). For example, when walking to the living 

room, while your center of gravity is propelled forward by the alternating movement of the right 

and left legs, at the same time you will perceive various sensations on the bottom of the foot in 

contact with the floor, such as inclination and material, friction, and shifts in pressure. When 

pouring water into the kettle, you will feel the weight of the kettle in your arm, and you will 

spontaneously adjust the amount of force exerted by your hand and arm in response to the gradual 

increase in the amount of water. Deliberate action is realized through the conjunction of behavior 

and actions with these sensations. Of course, the sensations felt in conjunction with behavior and 

actions also usually remain in the background, without rising to the level of conscious perception. 

Keywords : a disabled person, transformation of the body, the lifeworld, 
rehabilitation, development of the ability  
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In the event of situations that diverge from your expectations, such as for instance when stepping 

on a pebble lying on the street or when someone appears suddenly around a corner, one transitions 

to the next behavior of becoming aware of the sensation of the pebble and adjusting one’s stance 

so as not to fall, or of stopping short or quickly dodging so as not to collide with the other person. 

Actions are shaped through the perception in the body, of the environmental world, and of the 

relationship between the two. Preparation for these is already underway in the mother’s womb. 

From a relatively early stage, the fetus begins moving its limbs, head, and entire body. By a 

gestational age of about ten weeks, it will be able to carry out reflexive stimulation (“double 

touch”) by touching its face and mouth with its own hands.1) Furthermore, past the twenty-second 

week of pregnancy, a fetus will be able to perform the movement of smoothly inserting its fingers 

into its mouth – as when it begins opening its mouth even before its hand comes into contacts 

with the lips, begins temporarily inserting its fingers into its mouth and repeating these 

movements over and over again2) – the fetus is already able to perform movements involving the 

conjunction of each body part. In addition, senses other than the visual are said to already be in 

a functionally mature state by before birth,3) and the fetus maintains posture and moves its limbs 

while adjusting to the amniotic fluid by making use of equilibrium function to maintain its 

balance.4) 

In this way, the body of the fetus, as it is inextricably linked with the environment of the amniotic 

fluid, takes form while being developed by the experience of the bodily perception of sensations 

linked to movement, the experience of repeatedly exploring and perceiving the environment 

surrounding its body (e.g., amniotic fluid, mother’s movements, sounds, and voices), and the 

experience of perceiving the relationship between the body and that environment. The fetus is 

thus thought to make physical preparations (i.e., for the environment outside the womb) that will 

enable it to adapt spontaneously to body weight, light, humidity, breathing, and other changes 

that will occur in the transition to the next phase of existence in the gravity environment.5) 

The generation and development of the nervous system also progresses at a frantic pace during 

1) Vauclair, Jacques. Développement du jeune enfant. Motricité, Perception, Cognition. Paris: Belin, 2004 
(Myowa Masako, Suzuki Kotaro ed., Shinyousha, 2012,) p.49. Rochat refers to the fetus touching one part of 
its own body with another as a “double touch.” It is thought that the fetus engages in the exploration of its 
own body through this dual experience of touching and being touched. See also Rochat et al, “Differential 
rooting response by neonates: Evidence for an early sense of self.” Development and Parenting, 6:105‒112, 
1997. 
2) Myowa-Yamakoshi Masako & Hideko Takeshita. Do human fetuses anticipate self-oriented actions? A 
study by four-dimensional (4D) ultrasonography. Infancy, 10：289-301, 2006. 
3) Vauclair, Jacques , op. cit., p. 52. 
4) Mishima, Masahide and Yukie Yamashita. Growing up: Spatial perception in infants. To live in space: A 
developmental study of spatial cognition, Kitaōji Shobō, 1995, pp. 12-39. 
5) Hitomi, Mari. What is development? Clinic and phenomenological approaches to rehabilitation, Seidosha, 
2012, pp. 215-217. 
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the fetal stage. The number of nerve cells is at its largest during the fetal stage, with around half 

of these believed to cause cell death (apotosis).6) The myelinization of nerve axons begins from 

around the twenty-fourth week of gestation, increasing the speed with which electrical signals are 

conducted. Synapse formation between neurons begins from around twenty-seven weeks, once the 

nerve cells have matured. This enables the transfer of information between neurons, and leads to 

the formation of networks of neuron (neural networks). Whereas neural networks are associated 

with a wide range of neural activity in response to stimuli when the brain is immature, as the 

brain matures they develop into mechanisms whereby they are established only as specialized 

networks.7) Thus, rather than a mechanism that begins simply and then gradually becomes more 

sophisticated as it develops, the development of the nervous system instead begins with a high 

degree of connectivity from which unnecessary connections are then removed, and through a 

process of neural circuit refinement and specialization becomes a functional and highly productive 

mechanism that performs only the necessary outputs. neural circuit refinement and specialization 

(i.e., the self-organization of neural networks) is also thought to be carried out in an experience-

dependent manner. In other words, this is to say that depending on the way things are experienced, 

the ways in which neural networks are organized will differ, thereby demonstrating plasticity (the 

possibility of change). 

The nervous system and body comprise a single system. As a system, the body gives rise to action, 

and actions shape the body in conjunction with cognition. In this sense, we have a mechanism for 

self-organziation.8) Here is the mechanism of this self-organization, actions are formed in each 

case in the context of a relationship between the body and the environment, so as to become 

embedded in the self ’s physical body. 

When the nervous system suffers damage, such as might result from a stroke, neuron die, 

causing networks to fail and cease to function. However, after a time, the reconfiguration of neural 

networks is believed to begin with the manifestation (“unmasking”) of longstanding but normally 

suppressed synaptic contacts and regeneration (“sprouting”) of neuron through the lateral bud 

formation.9) However, the reconstruction of damaged neural networks and recovery from paralysis 

of upper and lower limb function does not necessarily occur simultaneously, owing to the specifics 

of how re-connections are formed between neurons. 

6) Sakakihara Yōichi. The pre-natal and perinatal periods. In Takashi Mutō and Masuo Koyasu, eds. 
[Developmental Psychology 1, Tōkyō Daigaku Shuppan, 2011, pp.78-87. 
7) Nabekura, Jun’ichi. Reorganization of brain functional pathways at the development stage. Baby Science. 
8, 2009, pp. 26-32. 
8) Kawamoto, Hideo. Clinical autopoiesis: The transformation and regeneration of the lifeworld, Seidosha, 
2010, pp.199-204. 
9) Matsushima, Yasuyuki. The significance of functional recovery of nerve after stroke and neuro-
rehabilitation. Molecular Cerebrovascular Medicine, 4(1), 2005, pp. 15-19. 
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Transformation of the body 

When Gregor Samsa woke one morning from troubled dreams, he found himself transformed 

right there in his bed into some sort of monstrous insect. He was lying on his back—which was 

hard, like a carapace—and when he raised his head a little he saw his curved brown belly 

segmented by rigid arches atop which the blanket, already slipping, was just barely managing to 

cling. His many legs, pitifully thin compared to the rest of him, waved helplessly before his eyes. 

“What in the world has happened to me?” he thought. It was no dream… 

“What if I just go back to sleep for a little while and forget all this foolishness,” he thought, but 

this proved utterly impossible, for it was his habit to sleep on his right side, and in his present 

state he was unable to assume this position. No matter how forcefully he thrust himself onto his 

side, he kept rolling back. Perhaps a hundred times he attempted it, closing his eyes so as not to 

have to see those struggling legs, and relented only when he began to feel a faint dull ache in his 

side, unlike anything he’d ever felt before. 

(Kafka, The Metamorphosis, trans. S. Bernofsky, Norton 2014)10) 

 

Here we have a passage from Franz Kakfa’s The Metamorphosis (Die Verwandlung, 1915), a 

story in which the protagonist wakes up one morning only to find that he has been transformed 

into a giant insect. From the bodily metamorphosis he witnesses, the main character suspects 

that something preposterous has occurred, wonders whether it might be a dream, before noticing 

that he undeniably lying flat on his bed in his own room, and that it does not seem to be a dream. 

However, his thoughts turn to whether this might be a legitimate excuse for being late for work, 

that if he were to stay silent, things might return to normal, that this is might not in be reality, 

but in fact be some hallucination. Yet even though his mind wanders in such various ways, in the 

end he begins preparing to leave for work, and makes an effort to rise from his bed. This is when 

he fully glimpses his transformed body and he begins to feel a strange sensation. He also notices 

that his body does move the way he expects. Even so, he makes an effort to adjust his posture and 

attempts to move his body. By repeating these motions, what had been seemingly hallucinatory 

increasingly takes on the substance of reality. 

When we read Kafka’s Metamorphosis, this depiction of the protagonist—confronting a state in 

which the body he encounters in the here and now is not his own, but has become something 

other—conjures the sense that this must be like the feeling of doubting that the body before our 

10) Franz Kafka, The Metamorphosis (Translated by Susan Bernofsky, Norton, 2014), pp. 21‒22. 
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eyes could in fact be our own, and furthermore of a body that refuses to move as we expect that it 

should. It is though we are being shown the process of ultimately being forced to accept reality, 

the difficulty of confronting something that is actually happening. 

It might be presumed that victims of stroke who have hemiplegia also confront a state similar to 

that of Kafka’s protagonist. In fact, when asked about awake after being taken to the hospital, a 

hemiplegic patient who underwent rehabilitation after experiencing a stroke responded with a 

description as follows: 

 

At first I was surprised. I was confused, wondering “What’s happened?” In the hospital bed, my 

left leg [the non-paretic side] was touching my right leg [the paretic side], you see? Since it didn’t 

feel like my leg, I wondered what they’d put there. Then, when I touched one with my left hand, 

I was taken aback. Though I realized after touching my thigh, feeling [with the left hand] from 

my knee down, right? Having thought something had been put in there, I realized it was my own 

leg. I was shocked. 

 

This hemiplegic patient awoke three days after collapsing from a stroke, and this description 

was part of an account given while recollecting the experience of that time. For this reason, 

although it might be somewhat embellished, this description includes the expression of surprise 

and confusion felt upon realizing that something thought to be a foreign object turned out in fact 

to be one’s body. Just as experienced by the main character of Kafka’s Metamorphosis, it was as 

though one’s own body had been transfigured into something another. 

Another hemiplegic patient described the following about his paralyzed limbs: 

You could call them objects, I suppose. They can still move, but it’s difficult to make complicated 

movement. There is no sensation. They don’t hurt, they don’t itch, I don’t feel them move when 

I want them to. But I can move them. Still, it doesn’t feel like walking, and I don’t feel anything 

when using my left hand. Just that it’s moving. When I was healthy, I never thought about it 

[how to walk, or how to move my limbs] – it’s just that they [my limbs] don’t move the way I want 

them to, so, you know, I kind of get this sense of “What the heck is going on?” They move, but I 

can’t put any strength into them, they just plop into place. Practicing walking with a cane feels 

more confusing than painful, I guess. I’m forcing myself to move them at a point when I have no 

sensation. They’re my senses, but I don’t feel like I really own them. 

This report shows a sense of incongruity and distance arising in relation to the patient’s own 

body, with feelings of confusion about not being able to move at will. 

Although the symptoms to appear will differ depending on the area of the brain that is damaged, 
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in the event of a stroke, in most cases motor paralysis will occur in the upper and lower limbs on 

the side of the body opposite of the damaged side of the brain. The disease severity of the motor 

paralysis has various levels The degree of paralysis can vary, and can occur at a number of levels, 

such as where the patient is absolutely unable to voluntary move the affected arm, hand, and leg; 

where moving some part of the body other than on the paretic side such as the arm or leg on the 

non-paretic side results in a movement of the arm or leg on the paretic side, but where these limbs 

cannot be moved voluntary; where arms, hands, and legs can be moved voluntary if all joints are 

moved to the same direction; where each joint can be moved individually, but where fine 

adjustments are impossible; or where arms and legs can be moved voluntary more or less similarly 

to those on the non-paretic side. Other symptoms that can appear include the so-called higher 

brain dysfunctions, such as sensory impairment and aphasia, apraxia, anosognosia, and 

unilateral spatial neglect, as well as dysphagia (involving difficult in ingesting foods or liquids), 

and visual impairment. Such functional impairments result in states whereby a variety of 

behaviors and actions cannot be performed as expected, such as not being able to walk, dress, eat, 

or talk. 

In contrast to the results of brain damage that manifest as phenomena observable by third 

parties, the state experienced by post-stroke hemiplegic patients such as in the case described 

above can be imagined to be akin to living in a world that one has not previously experienced. 

Your arms and legs feel heavy, and you experience an unpleasant tightening sensation. Your hands 

and feet feel rounded and shrunken, your arms are heavy yet seem to float. Your legs seem to 

disappear when you close your eyes. As suggested in such descriptions given by post-stroke 

hemiplegic patients, the body is experience something other than being healthy. However, this 

awareness falls short of understanding how the body has changed, and post-stroke hemiplegic 

patients are themselves often unaware of the truths of how their bodies have been transformed. 

You might know that an unresponsive hand is there by looking at your own body from the outside, 

understand that a side of your body is hard to move, or recognize that you cannot see to the your 

left space based on being told by people around you, but you do not aware that it is difficult to 

perceive the left space in a true meaning. Even so, there will be other bodily transformations that 

you will not understand even as a patient: not understanding how your body has been affected, 

not understanding your own body, or even not understanding that you do not understand your 

own body. As evidenced by various descriptions about a paretic arm—that the arm does not move 

even when attempting to do so forcefully, that it cannot be moved even if it is left to power and 

moves the arm, that it does not move with the intention and simply feels more stiff or tight in the 

muscle, that one cannot perceive about whether the arm is moving, or that one feels as though it 
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the arm bends only slightly but in fact bends much more—the bodily experiences of post-stroke 

hemiplegia sometimes diverge from reality, a fact that they themselves often fail to notice. 

 

Transformation of the Environment and of Environmental Engagements 

If one is in a state that has caused a transformation in the body, one will not be able either to 

make a connection to one’s own body, nor will one be able to approach the environmental world 

without being able to have some connection to that world in the same strategy as in times of health. 

In other words, one is in a state where it is difficult to sense either the body or the world. If we 

assume that the environmental world for post-stroke hemiplegic patients is only that which can 

be perceived by their own transformed bodies, we may imagine that the perceivable world will 

also have been transformed. 

One hemiplegic patient with severe “pusher syndrome”11) and left-sided hemispatial neglect12) 

combined with anosognosia13), when seated, would sit with her face always oriented in a direction 

about thirty degrees to the right of the median position (i.e., facing forward). When the hemiplegic 

patient spontaneously responded “I kind of feel like I’m not facing straight forward” to a therapist 

who addressed her from her right side, the therapist asked “Which way do you think you are 

facing?” At this, the patient replied “At this point I would say be facing to the back left corner”. 

Then, when asked “So could you turn to face straight forward then?” the hemiplegic patient turned 

her neck further to the right. To the therapist’s question “Is that straight forward?” the patient 

replied “Yes it is.” Although as a phenomenon the patient turned her head to face further to the 

right, from the perspective of the hemiplegic patient, since she had originally been looking far to 

the left, the action of turning her head further to the right in response to the direction of turning 

to face straight forward was the correct one. Although at first glance, from the perspective of a 

healthy person, it looks like a mistaken action, from the perspective of the hemiplegic patient, it 

11) Miyamoto Masaaki, “The Pushing Phenomenon”, in The ABC’s of High Brain Dysfunction for PT/OT 
(Amimoto Kazu, ed., Bunkōdō, 2015), pp. 132‒135. Pusher syndrome refers to symptoms indicating that 
one’s center of gravity when moving or maintaining posture is strongly “pushed” by the non-paretic side in 
the upper and the lower limbs toward the paretic side, which is then corrected with the aid of resistance. 
Within pusher syndrome, the pushing action seen in movement or at all positions is termed the ‘pushing 
phenomenon.’ When sitting or standing, the non-paretic side supports the load of the paretic side to push the 
whole body in the direction of the paretic side. 
12) Ishiai Sumio, Studies in Higher Brain Dysfunction (Ishiyaku Shuppan, 2003), p. 121. Hemispatial neglect 
is a condition where a person with hemiplegia fail to notice and report, response to, and localize stimuli 
occurring in the contralesional space or perceived by the contralesional side of body. In patients with left- 
hemispatial neglect, the patient’s inability to notice the left side of his visual field, despite the maintenance 
vision, results in an inability to find things placed there. Observable symptoms may thus include failure to 
notice obstacles even when clearly encountered. 
13) Ishiai Sumio, op. cit., p. 147. This refers to the symptomatic disregard or denial of the existence of 
hemiplegia, a phenomenon in which the patient denies any impairment and claims not to be experiencing 
any difficulties. 
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is a clear, self-evident action without doubt. Underlying this action is the transformation of the 

body, of which one remains yet unaware, and the transformation of the lived world (i.e., the 

lifeworld). 

If, for post-stroke hemiplegic patients, the body other than what their bodies are able to perceive 

may not exist, there is little choice but to move by using the  strategies that they are able to use 

for the time being, via clues from the strategies that they do in fact find easy to perceive. For 

example, whereas circumduction gait14), the characteristic way in which post-stroke hemiplegic 

patients gait is an abnormal pattern of gait from the point of view of therapists, in light of the 

circumstances of post-stroke hemiplegic patients, it is necessary to apprehend their situation 

along different dimensions than terms such as normal/abnormal or healthy/unhealthy. Seen from 

the perspective of post-stroke hemiplegic patients, circumduction gait is the result of maximum 

effort, and inherent to a body system that will be no longer operated to a different way strategy. 

These transformations to the body and lifeworld occur not only in the case of strokes, which are 

disorders of the central nervous system, but also in orthopedic diseases such as bone fractures 

and osteoarthritis. Yet even though the underlying pathology may differ, for persons with 

disability they are inherent to the organized body system that will be no longer operated any other 

strategy. 

The disabled persons live in the environmental world that it is possible for them to understand, 

and if we assume that they live their lives responding to this world,15) then we may say that among 

persons with disability, rehabilitation is a frame in which to rebuild the body and the world that 

is lived through that body. 

 

Rehabilitation as Reconstruction of the Lifeworld 

Interventions that seek to compensate for what is lacking compared to healthy persons—such as 

by the repeated dorsiflexion of the ankle so as enable heel contact with the ground when walking, 

or the repeated practice of swinging the leg straight forward rather than outward, or using a brace 

so as not to catch one’s toes on the floor when taking a step—cannot lead to the development of 

the ability to generate spontaneously action. In such cases, although adjustments to movement 

can be made by concentrating attention on one’s own body, in situations where this is impossible, 

such as walking along the street, the disable persons will become to gait with a pattern of 

14) Nakamura Ryūichi and Saitō Hiroshi, Basic Kinematics, 4th edition (Ishiyaku Shuppan, 2003), p. 333. 
Circumduction gait refers to the characteristic way in which post-stroke hemiplegic patients walk in which 
the knee joint and foot are extended in a rigid state when taking a forward step with the lower limb on the 
paretic side, such that the forward step is accomplished by the elevation and outward swing of the pelvis. 
15) Hidaka, Toshitaka. Sekai o, konna fūni mite goran [Try looking at the world this way], Shūeisha, 2013. 
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circumduction. 

Making forward progress from such a state of affairs requires that the process of rehabilitation 

involve the setting of some sort of challenge (i.e., exercise) designed to develop the ability to 

maintain involvement between one’s own body and the real world. In addition, it is also necessary 

that the disabled person and the therapist exist in a “coupling” relationship with reference to the 

process of reconstructing the system currently operating within the disabled person.16) In this 

sense, “coupling” refers to a relationship in which, although each exists as a separately operating 

body system, the two subjects (the disabled person and the therapist) are mutually associated in 

the context of the rehabilitation process. In the context of the coupling relationship, the therapist 

explores the specific pathology underlying the phenomena manifesting in the disabled person. The 

therapist observes the physical function, behavior, and expressions of the disabled person with 

his or her own eyes, and on the basis of this makes further observations concerning the disabled 

person’s feelings about his or her own body and own state, about the world, and about his or her 

comprehension of involvement within the world. Through this, the therapist attempts to observe 

the lifeworld of the disabled person, and so to clarify the inner workings of the disabled person’s 

behavior. Then, the therapist considers the pathology in terms of what has been left behind and 

left unestablished in the disabled person’s lifeworld, namely inquiring into how the person is 

attempting to secure stability.17) 

Rehabilitation exercises are set based on the pathology observed. These exercises need to be set 

so as to include choice and bodily perception. For the disabled person, the exercises devised by the 

therapist represent a point of contact with the environmental world. It is at this point of contact 

that the disabled person will repeatedly experience the perception of things that occur on the part 

of the body and on the part of the world, and in this iterative process will at the same time 

experience a relationship with the world. The point of contact with the environmental world is set 

in a frame where it seems most probable that the disabled person will be able to access both his 

or her own body and the environmental world (or the point closest to it).18) While remaining 

receptive to changes in the conditions of the disabled person, the therapist is called upon to devise 

16) Hitomi Mari, op. cit., pp. 371‒372. Kwamoto Hideo, op. cit., pp. 172‒173. 
17) Hitomi Mari, op. cit., pp. 283‒290. 
18) Hitomi Mari, op. cit., pp. 280‒281, 373‒376. The “zone of proximal contact”is based on the definition 
proposed by the Russian developmental psychologist Lev Vygotsky for the “zone of proximal development” 
(ZPD). With regard to children’s intellectual development, Vygotsky defined the zone of challenges that a 
child could for now only solve with assistance from adults or peers, but would in time be able to solve 
independently – i.e., the zone of subsequent development – as the “zone of proximal development.” 
Nakamura Kazuo, Vigātsukī shinrigaku: Kanzen dokuhon: Saikinsetsu hattatsu no ryōiki to naigen no 
gainen o yomitoku [Vygotskian psychology: Understanding the concepts of “zone of proximal development” 
and “Private Speech”] (Shin Dokushosha, 2004), pp. 9‒16. 
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a frame that will enable the disabled t person to make forward progress while making independent 

choices. 

In other words, for a disabled person environmental setting by the therapist or therapist oneself 

becomes the environmental world itself to reconstructing the body. Accordingly, the very way that 

the therapist interacts with the disabled person yields the emergence of a new reality, and could 

be said to open a path to the next phase. This change of phase, however, will not necessarily occur 

only in the direction of further organization; it includes the possibility for change in many other 

directions: setbacks, stagnation, confusion, or stoppage. In addition, in some cases a separate 

pathology may appear that had not previously been visible, or a completely new pathology may 

be born. The pathologies glimpsed in the context of (or even caused by) the relationship between 

therapist and disabled person (coupling) are known as morbidities in rehabilitation.19) To the 

extent that a coupling relationship exists, changes that occur on the part of the disabled person 

will also occur on the part of the therapist, and this situation cannot be avoided. When the state 

of the disabled person stagnates, so too does the therapist. When the state of the disabled person 

grows confused, so does the therapist grows confused. For this reason, the therapist must observe 

the changes that spring from the body of the disabled person, taking these as cues to consider over 

pathologies that may not be visible to the eye, and in each instance adjust the prescribed exercise 

regimen. 

The lived world of the disabled person is transformed in manifold ways through involvement 

with a therapist, and may sometimes point to changes that exceed the therapist’s expectations.  

Interviews were carried out with three hemiplegic patients more than a year after each had 

suffered a stroke. At the time of initial onset, these patients had not been able to accept their 

paralyzed bodies; they felt anxiety over the fact that everything had changed and over how they 

would live, as well as insecurity and self-pity about their inability to walk. However, through the 

process of rehabilitation, they gained experience in these changed bodies, and despite the internal 

conflicts of “self-blame over becoming hemiplegic when faced with something beyond my abilities” 

and “nostalgia for the old [pre-paralysis] life despite awareness of the existence that this other 

[paralyzed] way of life” the patients reported variously that “I’ve grown accustomed to being 

paralyzed, to this being who I am now. I don’t feel the inconvenience of being paralyzed”; “I get 

around by fully acknowledging my paralysis and asking myself how I can do something, imagining 

myself into the state of being able to move”; “I sometimes feel odd sensations, like my fingertips 

aren’t moving, but don’t feel any inconvenience in terms of movement”; and “I have no choice but 

19) Hitomi Mari, op. cit., pp. 301‒328. 
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to live with my paralyzed body.” Despite differences in the degree to which these three had 

recovered from their respective limb paralyses, the patients’ physical condition was such that they 

were all capable of walking with a cane. From these descriptions, it appears that through the 

process of rehabilitation, the sense of self was reshaped to include the paralyzed body, with the 

effect that patients gained the ability to reconstruct their bodily actions to more closely unify them 

with their surrounding environments. 

 

Conclusion 

The disabled Persons live in a changed world in conjunction with their own changed bodies. In 

the context of rehabilitation, therapists may well be external observers who draw on their own 

perspectives to comprehend the lived reality of their disabled patients, but they are also part of 

the environmental world that surrounds these same person. Through the coupling relationship 

between therapist and disabled person, the former suggests a point of contact (frame) that links 

the latter’s own body with the world. The disabled subject burrows into the frame suggested by 

the therapist, and through the action of confronting choices, accumulates experience perceiving 

the feeling of having a body (bodily awareness) and the feeling of a body that is kept in motion 

(kinesthesia). In this way, in the context of the rehabilitation process, persons with disability and 

therapists become associated, and a metamorphosis occurs.20) 

 

This paper was based on supplements and reorganized interviews with hemiplegic stroke 

patients published elsewhere in the “Environments of Persons with Disability” chapter 20 of Eco-

fantasy: Toward extending our environmental sensibilities (Toshiaki Yamada; Hideo Kawamoto, 

ed., Shunpūsha, 2015, pp.313-324). These interviews were carried out with the informed consent 

of the patients involved. In addition, this collection of accounts by hemiplegic stroke patients 

benefitted from the assistance of Rumiko Nakazato, an occupational therapist, and Masako 

Iwasaki, a physical therapist. In preparing this paper, I would like to acknowledge my gratitude 

for the guidance of Prof. Hideo Kawamoto, Rumiko Nakazato, and Masako Iwasaki. 

 

 

 

20) Kawamoto, Hideo. Metamorufōze: Metamorphosis: The core of autopoiesis, Seidosha, 2002. 
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The Significance of Views on Nature in Forming Views on Life and Death 
 

IWASAKI Dai (TIEPh) 
 
 

 
 

1. The rupture of nature and life  

The modern Western perspective on nature, which has developed against the backdrop of the 

natural sciences, positions nature in opposition to civilization and external to the cultural context 

of daily life. In light of environmental problems, nature becomes “a precious resource” that should 

be protected. By contrast, the Eastern view of nature positions humans and nature not within an 

oppositional structure, but rather as elements of a single living environment connected in 

KYOSEI (a coexistential living of mutual respect involving both independence and connection).1) 

Where all of creation is seen as being imbued with life, as in animism, nature also bears “a sacred 

quality”. The view that the dignity of nature are self-evident arises from this sense of coexistence 

with the environment, which is strongly rooted in Japan’s religious foundation; it is not a universal 

understanding shared by all of the world’s societies and it is by no means easy to explain.2) 

On a fundamental level, views on nature cannot be discussed independent of their context. For 

instance, Christian doctrine teaches that the world was created by God, that humans were made 

in the image of God, and hence, occupy a special position within creation and have dominion over 

the earth. Perspectives on nature are in this way defined by a range of factors including history 

and creation myths, spirituality, and beliefs about the afterworld and the nature of spiritual 

entities such as God. They cannot be discussed if the singular grand narrative to which they 

belong is ignored. Perspectives on nature, in other words, are expansive and comprise one aspect 

of a person’s worldview.  

The same can be said of views on life and death. The phrase “views of life and death” here refers 

to understandings of what life and death are and whether life continues after death, but it also 

encompasses the ways in which those understandings give meaning to one’s actual life and death 

and the question of how one lives, as well as perspectives on human life and existence more 

1) Makio Takemura, “Towards a Sustainable Coexistential Society,” in Tomonori Matsuo, Makio Takemura, 
Satoshi Inagaki, eds., Introduction to Eco-philosophy, Tokyo: Nomble, p. 22.  
2) Tomonori Matsuo, “Towards the Actualization of ‘Coexistence with the Environment,’” in Makio Takemura 
and Tomonori Matsuo, eds., The Shape of Coexistence: Constructing the Study of Coexistence, Tokyo: 
Seishin Shobo, 2006, p. 239.  

Keywords : view of life and death, view of nature, worldview, palliative care, 
volunteer 
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generally. In the Western tradition, the concept of dignitas hominis (human dignity) has been 

discussed over the years in the context of the meaning of life and death. The problem that arose 

in this discussion was the difference between humans and all other forms of life—in essence, the 

qualitative gap in their existence. Aristotle argued that the ability to reason gave humans 

ascendancy over plants, animals, and everything else on earth and placed them closest to heaven. 

As mentioned above, Christianity teaches that humans receive God’s grace as beings made in his 

image, and that those who have faith in God will ascend to heaven after death. Both life and death 

are determined by the will of God and humans should therefore not interfere with either. This 

metaphysical worldview underlies Western views of life and death.3) 

In both the East and the West, a single grand narrative has shaped the meaning and value of 

all of existence; perspectives on nature, life, and death are interlinked as aspects of the same 

worldview. In the present day, however, it is difficult for this type of grand narrative to function. 

The power of religious worldviews is fading as the rational worldview of the natural sciences 

ascends together with the utilitarian worldview of the market economy. While these worldviews 

define our lives, however, they fail to provide us with goals, norms, or a real sense of value in life. 

The advance of rational worldviews brings no real awareness or meaning to life, while utilitarian 

worldviews force endless competition and rob us of the opportunity to search our conscience. They 

subtly determine human action, to the point that contemporary society dismisses as unnecessary 

the act of stopping to reflect on the meaning of life.  

Yet if we consider this question in the context of our own perspectives on nature, life, and death, 

we can find answers. Each person has his or her own thoughts on what happens to human beings 

after death, whether it is reincarnation, going to a different world such as heaven, or simply 

returning to nothingness. Alternately, people take actions such as creating gardens, visiting 

ancient pilgrimage sites, or excluding particular foods from their diet. In this sense, even today, 

views on life, death, and nature have not been lost. But are they rooted in clear experiences or 

volition? At least within our daily lives, it is enough that speech and attitudes regarding 

perspectives on life, death, and nature are expressed in pastimes such as fortune-telling, mangas, 

and games, and in the shells of old customs. In these instances, phenomena related to views on 

life, death, and nature depend on decisions made in the context of the situation and, therefore, 

lack consistency. Even people who believe that death leads only to nothingness may visit 

3) However, statements concerning the dignity of man do not recognize an inherent human dignity, but 
instead base it on the individual living up to his or her abilities. In other words, this perspective does not 
recognize the dignity of weak or ill individuals who cannot reach their potential. This problem continues to 
be debated today in personhood theory, which addresses decisions surrounding life and death such as death 
with dignity and abortion. In addition, associating dignity with ability can lead to discrimination on the 
basis of ethnicity, education, class, or gender.  
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pilgrimage sites and have a sense of spirituality; hear voices of guardian spirits or past lives 

through a fortune-teller; arrange their living spaces based on feng shui; fear ghosts, curses, or 

divine punishment; ask God for help; or pray at graves. Although this situation indicates the loss 

of true meaning in life in the sense of a grand narrative that feels real to people, it poses no 

problem within daily life. 

Accordingly, the image of a dichotomy between Western and Eastern perspectives does not 

accurately reflect the current problem. The problem facing contemporary society does not lie in 

the choice between different perspectives on life, death, and nature or between contrasting 

worldviews, but rather in the fact that the meaning of and connections between the “worldview 

(view of the world)” and “view of nature”, “view of life and death” that determine our attitude 

toward life are being lost. In addition, when faced with a real crisis, the weakness of perspectives 

on nature, life, and death that are based on vague or fragmented experiences is exposed, and they 

crumble without having provided a solution to the crisis. Thus, present-day perspectives on nature, 

life, and death may appear cohesive on the surface, but lacking truth based on a feeling of reality, 

they are in fact being hollowed out.4) 

However, while we have up till now drawn comfort from our weak and severed worldviews and 

perspectives on nature, life, and death, we are now gradually being pushed toward a crisis in 

which these views will be directly called into question. Environmental problems are one example 

of this crisis; end-of-life care is another. These problems are currently independent of one another, 

but from a philosophical perspective that investigate the roots of the crisis we now face to help us, 

both provide opportunities to restore interlinked “worldview = view of nature = view of life and 

death”.  

 

2. Landscapes at the epicenter of life and death  

The following sections present a practical discussion of the potential for philosophy to address 

the current situation, in which interlinked “worldviews” and “views of nature”, “views of life and 

death” are being hollowed out and losing their meaning and feeling of reality. The activities and 

ideology of an independent hospice located at S Hospital in Tokyo, where the author participated 

as a volunteer for approximately two years starting in 2008, provides a context for this discussion.   

As Kübler-Ross’s theory of stages indicates,5 terminal patients pass through a range of physical 

and psychological conditions and are not uniform. Patients can seem to be different people from 

4) For a discussion of the hollowing-out of perspectives on life and death, see Yoshinori Hiroi, Rethinking 
Views on Life and Death, Tokyo: Chikuma Shobo, 2001.  
5) Elisabeth Kübler-Ross, On Death and Dying, New York: Macmillan, 1969. 
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morning to night, and may react to the same action with gratitude in one instance and resentment 

the next. A simple smile can plunge the patient into dejection. As a result, communication with 

patients requires sensitivity and flexibility, even when communication is indirect. Putting 

volunteers who have no specialized knowledge into contact with the delicate situation of terminal 

patients is considered risky from the perspective both of the patient’s psychology and the hospital’s 

responsibility. The author was exposed to a range of education on these risks during volunteer 

training. For instance, volunteers are not permitted to make promises to the patients, because 

there is no guarantee the patient will be alive the next time the volunteer visits, so the promise 

becomes a burden on both parties. Of course, volunteers do not directly take part in treatment,6) 

and in that sense, their presence is not necessary. However, for the hospice to fulfill its unique 

role, they are necessary. In order to reflect on the relationship between perspectives on nature and 

perspectives on life and death, the following section examines this unique role through the 

example of gardening, an indirect service provided by volunteers.  

The hospice is designed so that at least one of the several English gardens at the facility is 

visible from each of the rooms where patients spend their days. “Visible” in this case means visible 

to patients even while laying in bed. The volunteers who care for the gardens are also a part of 

the view that patients see on a routine basis. During training, volunteers learn practical 

gardening techniques, but before that they learn something more important: that the primary 

goal of gardening at the hospice is not to tidy up the garden, but rather to “become a scene of 

garden work.”  

For the majority of patients, the hospice is their final home and the remainder of their life will 

be spent within the public space that is the hospital. When healthcare workers interact with 

patients, it is of course in their role as care providers. The primary people surrounding the 

patients are specialists (that is, healthcare workers) and family members. This environment is 

very different from that in which they spent their days when they were healthy. Illness thus takes 

away from patients their place in society and their human relationships as well as their physical 

functioning.     

The World Health Organization defines palliative care as “the early identification and 

impeccable assessment and treatment of pain and other problems, physical, psychosocial and 

spiritual.”7) Palliative care, then, is distinguished by a “whole-person approach” that goes beyond 

providing medical treatment for illness by positioning the very life of the patient as its primary 

6) However, volunteers do provide non-specialized pain relief such as massages, and as discussed below, they 
are not entirely dissociated from the patient’s condition.  
7) World Health Organization, WHO Definition of Palliative Care, 2002. 

794



target. The role of volunteers in the hospice is to respond to the patient’s lost connectivity. At S 

Hospital, this is referred to as “becoming the breeze of society.” In other words, the volunteer 

serves as the breeze that carries the breath of daily life from the other side of the hospital wall 

into the isolated environment of the hospital. By interacting with patients not as specialists or 

family members who have spent their lives with the patient, but as strangers living within society, 

volunteers enable the patient to maintain a diversity of interpersonal relationships, as well as a 

connection with society beyond the hospital walls. 

It is worthwhile to reflect further on the meaning of the phrase “become a scene of garden work.” 

The purpose of volunteer engagement in gardening is to enter the patient’s line of vision as “the 

breeze of society.” In addition, a latent potential exists for this view to restore the connection 

between nature and life.  

Becoming a scene of garden work requires particular skills. While remaining conscious that he 

or she is being viewed by an unknown number of patients, the volunteer must devote himself or 

herself into becoming the view. Put in terms of the philosophical theory of the other, devoting 

oneself into being the view means to continue acting as the object of being-in-itself (être-en-soi) 

and to avoid turning the patient into the other through one’s own gaze.8) The gaze of the other, 

particularly that of the healthy other, pushes the patient towards self-rejection and entrenchment 

in a horrible reality. Patient reactions to this gaze vary from distress to shame to anger, but to 

suddenly appear in the patient’s field of view and turn one’s gaze in through the window at the 

patient constitutes a violent act that is far from appropriate care. The volunteers therefore 

constantly keep their backs to the patient quarters, although to avoid revealing to the patients 

that this posture is intentional, they work at a slightly diagonal angle. The care that the volunteer 

provides when doing garden work lies in never turning their gaze on the patients, or even leading 

them to suspect they might be doing so. In these moments, the person tidying the garden dissolves 

the boundary between themselves and nature, which also exists as being-in-itself, and gradually 

fuses into a single landscape. Day after day, the patient accumulates experiences of lying in bed 

and viewing this landscape in which humans and nature are one.  

Innumerable techniques exist for becoming more fully a part of the landscape, even just within 

the context of garden work. In addition to not turning their gaze on the patient, volunteers must 

avoid quick movements, refrain from doing dangerous or strenuous tasks no matter their own 

confidence, avoid gathering in groups to chat, and otherwise refrain from engaging in activities 

that sever them from the landscape and make patients aware of them. 

8) Jean-Paul Sartre, L’être et le néant, Paris: Gallimard, 1943. 
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Through devotion to the single aim of becoming part of the landscape, the volunteer, too, slips 

into a different mode of consciousness, and a range of options come into focus with regard to his 

or her actions and perceptions. For instance, when raking leaves with a bamboo rake, 

consciousness turns toward the scraping noise produced. Sound, too, is a landscape. If this 

scraping sound is produced with a somewhat regular rhythm, the volunteer begins to wonder, 

might it not be a pleasant sound? And how should he or she rake the leaves in order to maintain 

a regular rhythm while not appearing unnatural? In this situation, there is absolutely no need to 

take efficiency into account. To take the point to the extreme, the volunteer might as well pretend 

to rake the leaves. In this way, possible actions ripple out from a single realization. Awareness of 

attitudes and values different from those of daily life varies for each volunteer, but these 

realizations and doubts are shared at meetings. Diversity is therefore ensured and volunteers are 

able to recognize the mistakes in their own actions. 

At one such meeting, the author raised the question of what to do about spider webs in the 

gardens and patient quarters. The other volunteers responded with a variety of answers, since in 

practice each one did something different. One person said they did the same thing they did at 

home, which was to remove the webs in order to maintain cleanliness and get rid of spiders. 

Another person said they left them in place in case the patients had seen them as a metaphor for 

weaving their own lives. Yet another said that spider webs were beautiful. There is no final answer 

to this type of question. Depending on the patient’s personality and condition at the time, the best 

solution varies, and there is no way of knowing whether a particular action is the best. All the 

volunteer can do is keep in mind the particulars of the patient who would see the spider web, 

consider a range of opinions, and in the end make a decision on his or her own each time. 

Consideration for the patient in this type of situation requires the volunteer to think not about 

how he himself or she herself would feel or what is “normal,” but rather reflect on how a particular 

patient, who is sensing the approach of death, would feel. This process of constantly groping 

towards an understanding of one’s own ideas and ideal attitude through both meetings and 

internal reflection is continuously passed on from one volunteer to the next. In this way the 

volunteers, unbeknownst to the patients, are constantly striving to create the best possible 

environment. 

Natural environments such as gardens are thought to be important elements in end-of-life care. 

Looking at nature and sometimes entering into it are believed to be effective methods of care for 

the patient’s psychological needs.9) The same goes for depressive patients treated in institutions 

9) Patients are sometimes taken outside in their beds, in addition to walking or going outside in wheelchairs. 
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with a rich natural setting. The symptoms of terminal and depressive patients differ, but the 

beauty of being surrounded by greenery and the slow flow of time in the world of plants and 

animals are experiences that bring relief, realization, and self-reflection to all varieties of patient 

suffering psychological distress. There is no question that natural environments fulfill a useful 

psychological function for people spending their days in technology-oriented medical facilities. 

They also bring a piece of ordinary life into the extraordinary space of the hospital.   

For the author, a healthy individual, the work of gardening was a fresh experience that brought 

him into contact with the changing seasons and the subtleties of plants and animals. Logically 

speaking, people should be able to experience the same thing just by walking to the station on 

their daily commute and feeling the breeze or looking at the trees along the way. Yet their busy 

everyday lives lack opportunities to stop and notice the nature all around. Only when their mode 

of consciousness changes does the meaning of their environment also change, giving rise to 

another mode of consciousness. This is what happens within the hospice garden.   

 

3. Connections between nature and life in clinical settings  

Does the role of nature for terminal patients go no further than providing the same 

psychological effect that healthy individuals enjoy, which is to say, a minor escape from everyday 

life? And are gardens in hospices merely one type of alternative treatment?  

The unique condition that terminal patients face is that their own death is imminent. Patients 

feel anguish regarding both death itself and the process of dying, during which they experience a 

series of losses as they gradually approach the end of their lives.10) Certainly, every person will 

eventually gradually grow old, approach death, and ultimately die. The problem, however, lies in 

the consciousness of death’s imminence, or to borrow Heidegger’s terminology, whether we are 

authentically (eigentlich) conscious of death.11) Kishimoto, who battled cancer for many years, has 

said that people conscious of death’s imminence are in a “state of starvation for life” and that the 

gap between the presence and absence of imminence is as definitive as that between a hungry 

person longing for food and a well-fed person abstractly discussing it.12) For terminal patients in 

this state of starvation for life, natural environments likely hold a special meaning. The poet Jun 

Takami, conscious of his own imminent death, left behind the following poem:13)  

10) Kübler-Ross refers to these two reactions to death as “reactive depression” and “preparatory depression” 
(see Kübler-Ross, op. cit., On Death and Dying, p.78). 
11) “Eigentlich” means authentic in the sense of “own” or “particular” (eigen) rather than “true,” and its 
negative form “uneigentlich” (inauthentic) does not mean a “false” or “mistaken” life (see Martin Heidegger, 
Sein und Zeit, Tübingen: Max Niemeyer Verlag, 2001). 
12) Hideo Kishimoto, Facing Death: 10 Years Fighting Cancer, Tokyo: Kodansha, 1973, p. 11-12.   
13) Jun Takami, “Outside of the Train Window,” in From the Abyss of Death, Tokyo: Kodansha, 2013, p. 54–
56.  
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Outside of the train window / everything is full of light / full of joy and life  

When I think about departing from this world / the familiar colors suddenly seem fresh  

This world / human existence as well as nature / is filled with happiness  

Yet I must die / even though the world is so truly full of joy  

This does not sadden me / instead it soothes my sadness  

It touches my heart / where it becomes stuck and I feel like crying 

The warm light pouring into each apartment window  

The flock of sparrows chirping and flitting to and fro  

Glittering wind / joyful river / ripples like a smile  

Smoke bursting from the smokestacks of the Keihin industrial district on the far bank 

Outside the train window, everything living as if it were the embodiment of life 

Filled with strength / sparkling with life  

Gentlemen rushing down the road on your way to work—Good morning!  

Going about your work full of life 

I am at peace / If you are here, things will be alright.  

Goodbye / Take care of the rest for me / Take care 

 

This poem describes how the view outside a train window is transformed by the author’s deep 

awareness of his own impending death. Experienced through a mode of consciousness focused on 

life and death, the ordinary scenes in the poem become extraordinary and beautifully luminous. 

The plants and animals, and even the inanimate objects and natural phenomena, appear filled 

with joy, and are precious objects that bring the author happiness. The commuters he sees at the 

end of the poem are analogous to the volunteers outside the hospice windows. They are strangers 

going about their ordinary lives, never once turning towards the viewer. Nature and humans melt 

together within the landscape, but at the same time, the strangers that the patient sees are fellow 

members of the human race. The life of the natural world and of strangers becomes connected to 

the life of the patient moving towards death. Because awareness of their own death has led them 

to a mode of consciousness focused on life and death, the landscape that they see again and again 

outside their windows causes them to sense the connections between nature and human life, and 

opens up the possibility of transforming their consciousness and attitudes towards their own life. 

However, for patients battling strong emotions about sickness and death as they grow physically 

weaker, the beauty, strength, universality, and slow pace of nature can sometimes feel like a 

violent assault. As a result, they may feel hatred towards the natural landscape or sense their 
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own powerlessness and fall into depression. The work at S Hospital is guided by a conviction that 

if these feelings of worthlessness, aggression, or depression are treated with appropriate palliative 

care, they will gradually change until the patient ultimately accepts his or her own death and is 

able to face the last phase of life with gratitude towards others.14) Appropriate care is realized 

through a team that includes not only doctors and nurses, but also social workers, lawyers, and 

other experts, along with friends and family.15) The care this team provides includes not only 

easing the sources of the patient’s distress to the extent possible but also addressing the more 

fundamental distress that arises from their consciousness of life and death and their perspectives 

on these phenomena. The role of the volunteers who become a part of the landscape is to encourage 

a transformation in the patient’s awareness of life and provide an opportunity for them to develop 

their own perspectives on life and death. 

The scenery of the hospice is not intended to inspire one particular perspective on life and death. 

Rather, the transformation in consciousness that it engenders may lead to a Buddhist perspective 

in which the interconnection of all life spurs a consciousness of samsara (rebirth), to a Christian 

one that offers hope of reaching a promised heaven, or to one in which the patient finds some 

peace or hope even while acknowledging their own return to nothingness. Many terminal patients 

have mystical experiences regarding death, such as in seeing loved ones who have passed away.16) 

The problem with these experiences is not whether they are real or whether they result from 

delirium or hallucinations. The problem is whether they cause patients to feel that their 

interconnected “worldview = view of nature = view of life and death” hold enough truth to give 

meaning to their life. What is required is the type of subjective truth that Kierkegaard contrasts 

with objective truth, that is, “an idea for which I want to live and die.”17) The world viewed in the 

mode of life and death transforms the viewer’s attitudes toward nature and his or her own life 

and death. This transformation goes beyond the clinical concept of relieving distress; it has the 

philosophical significance of allowing the patient to “well-being.”   

 

4. Conclusion 

14) Currently, not all palliative care facilities and practices share this conviction. Furthermore, as 
demonstrated by the fact that even Kübler-Ross, the founder of the stage theory of grief, ended life full of 
anger, terminal patients do not necessarily accept death before they pass away.  
15) While family and friends are part of the care team, they also need to be provided with long-term care for 
their own grief before and after their loved one’s death.  
16) In a survey by Morooka et al. of family members of deceased patients, 155 of 366 said that the patient had 
talked about “people or scenes that other people could not see” (Ryosuke Morooka and Kenshin Kirihara, 
“Where has the Afterlife Gone?” in How to Live, How to Die: In Situ Perspectives on the Study of Life and 
Death, Tokyo: Kyusen Shoin, 2009, p. 170).  
17) Søren Kierkegaard, Søren Kierkegaard's Journals and Papers, Volume 5: Autobiographical, Part One 
1829-1848, Howard V. Hong and Edna H. Hong, eds., Bloomington, IN: Indiana University Press, 1978. 
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Terminal patients experience the interlinking and full realization of their “worldview = view of 

nature = view of life and death” within the extraordinary environment of the treatment facility; 

for people wrapped up in everyday life, these views are more distant and harder to experience as 

reality. Similarly, the problem of global warming is occurring on a global scale, and for that reason 

people have difficulty feeling that it is real. Yet both problems are currently at a crisis level, and 

both relate to views on nature, life, and death. When we become fully conscious of the reality of 

these crises, our interlinked “worldviews” and “views of nature”, “views of life and death” are 

called into question. Hospice care presents the possibility of treating crisis awareness and 

response not in terms of resolving a problem, but rather as an opportunity to deepen awareness 

of “well-being.” 

However, while nature, life, and death are generally recognized as important issues, their 

position within the priorities of everyday life is extremely low. For that very reason, whipping up 

concern over the impending crisis and appealing directly for cooperation in resolving it are not 

very effective approaches. A more realistic approach is to temporarily defer solving these problems 

and instead focus on transformations that lead people toward a self-affirming and possibility-filled 

“well-being,” thereby indirectly resolving the crisis. The scientific validity of environmental 

problems has the power to bring about change in policies and markets. End-of-life care holds the 

potential to connect views on nature, life, and death and make them feel real. By taking advantage 

of the strengths and compensating for the weaknesses inherent in each of these problems, it 

becomes possible to expand to everyday life the evolution toward a “well-being” that hospice 

landscapes enable. Designing environments that are conducive to that process will resolve both 

end-of-life and environmental problems, and serve as philosophical care for contemporary society.    
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Summary 

“SHINKAGEN”  The gone forest 

YAMADA Toshiaki 

The development of civilization and destruction of the natural environment have always been proportional to 

each other. The forests of Lebanon cedar that used to cover a swath of the Near East as well as the vast forest 

that once stood in Middle and North China have disappeared, turned into construction materials, ships, and 

ultimately fuel. In modern times as well, forests for example of white lauan in the Philippines and mangroves 

in islands of the South Pacific are on the brink of extinction.  

The problem now, however, is not only these types of regional-scale destruction, but also the advancing 

destruction of nature that is occurring on a global scale. The argument that civilization destroys nature has 

always existed, but human beings cannot just discard this civilization. If they could, the earth’s civilization 

would disappear as ancient Greece and Rome and ancient Egypt did along with the Lebanon cedar, or as the 

medieval Chinese dynasty disappeared along with the forest on the outskirts of Changan. After 1,000 or 2,000 

years, the new human race will look at the ruins of the former civilization in the way that we look at the ruins 

of Greece and Rome today.  

For the current human race, the ruins of the past are a lesson for the future. Questioning the meaning of 

civilization is not a problem about the past, but rightly a problem about the future.  

Darwin’s Idea of Nature―from the concept of “Struggle” and the principle of divergence 
in The Origin of Species 

SEKI(YAMAMURA) Yoko 

The term “struggle for existence” indicative of the mechanism for natural selection contains a metaphorical 

meaning in its larger sense and has not been considered suitable as a scientific term. In addition, Darwin did not 

discover this struggle for existence in nature, and it has been pointed out that the concept is no more than a 

projection of T. Malthus’ principle of population and 19th-century competitive individualism onto the natural 

world.  
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Although Darwin was certainly influenced by a variety of disciplines from literature to sociology, his 

terminology cannot be immediately dismissed as having no scientific value for this reason. This is because The 

Origin of Species is a scientific book concerning biological evolution while at the same time a narrative text. 

Using the technique of narrative explanation, Darwin assembles a majestic story of evolution that straddles 

time and space and presents a style of knowledge that reaches beyond conventional scientific knowledge. 

Focusing on “struggle for life,” which has up to now been regarded as no more than a variation of the 

expression “struggle for existence,” this paper investigates the meaning of struggle from its correlation with the 

principle of divergence, one of Darwin’s theories. This process will facilitate a deeper understanding of nature 

and evolution as well as provide clues to Darwin’s idea of nature—in other words, this process will enable 

confirmation of the validity narrative knowledge.  

Ahimsa and the Ceremonial Release of Living Creatures 

NISHIMURA Ryo 

How is ahimsa practicable within eco-philosophy? The history and thinking of ahimsa in East Asia suggest 

answers to this question.  

Here, I describe the general history of ahimsa and the ceremonial release of living creatures in China and 

Japan. In the practice of ahimsa, which forbids the killing of living creatures, birds, mammals, and fish that 

have been caught are released and allowed to live. The thinking of ahimsa and releasing living creatures 

developed in Chinese Buddhism based on the Suvarnaprabhasa-sutra (Sutra of Golden Light) and 

Fanwang-jing (Brahma Net Sutra) while incorporating Confucianism and Taoism. In Japan, there have been 

Shinto and Buddhist ceremonies from ancient times up to the present, such as those at Iwashimizu 

Hachiman-gu Shrine, in which fish and birds are released.   

Here, I verify the Buddhist scriptures that form the direct basis for the release of living creatures and 

describe the history of the ceremonial release of living creatures in China. Next, I introduce the history of 

ahimsa and the ceremonial release of living creatures from ancient to modern times in Japan, including their 

development as ideology prohibiting hunting and fishing in medieval times. 
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A Preliminarily Study of Individual Differences in Sustainable Well-being 

HORIKE Kazuya 

To actualize a sustainable society, we need to psychologically understand the individual differences in the 

sustainable mind and develop tools to facilitate sustainable behavior. From this point of view, we attempted to 

configure the Sustainable Mind (SM) scale and the Sustainable Behavior (SB) scale, based on Corral-Verdugo, 

et al (2010). Two hundred and seventeen Japanese undergraduates and 210 of their parents or acquaintances 

aged 30 years or older answered questions using these scales and two subjective well-being scales (SWLS, 

SHS). Factor analysis elicited four factors on the SM scale and three factors on the SB scale. Two-way ANOVA 

(sex and generation) revealed low mean scores of male undergraduates on almost all of these factors. The 

results of multiple regression analysis showed that each of the SM factors predicted each of the SB factors 

respectively. Finally, causal relationships among the latent SM factors, latent SB factors, and latent subjective 

well-being scores were analyzed using structural equation modeling. The results show positive relationships 

among these variables. However, the causal coefficients from latent SB to latent well-being differed by gender 

(male: .44; female: .14) and by generation (students: .22; parents: −.04). Moreover, the coefficients differed 

slightly from the observed well-being variables of SWLS and SHS. Drawing from these results, the possibility 

of sustainable intervention was discussed based on positive psychology. 

An Experimental Examination of the Iterated Volunteer’s Dilemma Game 

Takashi Ohshima 

The volunteer’s dilemma game is an N-person game in which at least one player should cooperate with 

paying the cost in order that all can get the benefit. If no one cooperates, all players cannot get any benefit. 

Theoretically, there is a mixed-strategy Nash equilibrium in this game and the probability of cooperation 

(volunteering) decreases as the number of the players (N) increases. It is also predicted that the probability of 

the presence of at least one volunteer decreases with the increase of N. However, the empirical research results 

show that although the probability of cooperation decreases with the increase of group size, the probability 

itself is considerably higher than the theoretical prediction and the probability of the presence of volunteers 

does not decrease with the increase of group size. 

In this research, the author conducted experiments of the iterated N-person volunteer’s dilemma using 

networked PCs to investigate the effects of group size and trial repetition. One hundred and forty-four college 

students participated in the two experimental conditions, a small group of 4 or 5 players and a large group of 8, 
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9 or 10 players. The results showed the significant effects of the group size and the trial repetition on the 

frequency of cooperation. Participants tended to cooperate more often in the smaller group and in the earlier 

trials. The observed probability of cooperation was considerably higher than the theoretical values of the 

mixed-strategy Nash equilibrium. The results also showed that the probability of the presence of volunteers 

was constantly higher than the theoretical values and, contrary to the prediction of Nash equilibrium, did not 

decrease with the increase of the group size. Analyses of the average payoffs which the players received in the 

trials with related to the frequency of cooperation suggest that the behavior in such dilemma situations is 

comprehensible as the group process rather than the individual’s decision making. 

Chaos, Autopoiesis and/or Leonardo da Vinci/Arakawa 

KAWAMOTO Hideo 

In the Arakawa + Gins conception, there are several distinct theoretical footholds: the enhancement of the 

dimension with chaos theory, the double operation of action with autopoietic systems theory, and the 

introduction of da Vinci’s non-integral dimension. 

Description of Experience—Ontology of Actions 
The Divergence of Deleuze/Guattari and Autopoiesis 

INAGAKI Satoshi 

Actions: work, force, operation, movement. These experiences cannot be viewed as objects; however, they 

are felt along with objects. In reality, they are also borderline cases brushing up against the limits of the word 

“experience.” Actions and movements are both ordinarily felt with one’s physicality, but they are unable to be 

reduced to physicality. One can see a cup, but one cannot see the looking at the cup by itself. The action of 

digestion cannot itself be seen. Peristalsis occurs in the stomach, which secretes digestive juices to digest its 

contents. One can contrast the contents before and after digestion, compare the amount of energy gained from 

the alteration of the contents to the amount of metabolized energy, or understand the digestive function from 

the differences in chemical composition. This is generally called specified functionality. Digestion, 

reproduction, respiration, and metabolism can each be specified as inherent functions of living organisms. Here, 

I examine from as many diverse perspectives as possible the means of maximizing utilization of these types of 

actions and the network of actions arising from them.   
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Summary 

Environmental Ethics and Religious Philosophy 
– The Issues of Buddhist Thoughts

TAKEMURA Makio 

This article is what I have written as a research note on the environmental ethics and 

thoughts that appear in Christianity, Zen Buddhism of the United States and Japanese view of 

nature while studying major arguments of these religious and environmental thoughts presented 

in several books. These books I have studied include: Kunio Kosaka, Notes on Environmental 
Ethics; Mitsuo Tanimoto, Radicalism of Environmental Ethics; Hiromasa Mase, Ecology and 
Religion; and Roderick F Nash, The Rights of Nature.  

In studying these books, I have realized that Christianity responds to environmental 

problems with a serious attitude that we should reflect on our view of human beings and nature 

and creates new theology. I also have learned that in the United States people inspired by the 

books written by Dr. Daisetz Suzuki and practicing Zen have become active environmentalists. In 

contrast, Japanese Buddhism has not yet created any major movements that make people keener 

on these environmental problems.  

Does Japanese Buddhism effectively take sides with the pollution and destruction of 

environment without taking any action to stop environmental destruction? The idyllic love of 

nature of Japanese is not problem-free too. In the time of crisis we must reconstruct the Buddhist 

view of nature in an intellectual and theoretical way and strive for building new environmental 

ethics that fits us living today.    

Keywords: stewardship, ecotheology, natural rights philosophy, the nature of Great 
Earth, Japanese love of nature 
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The Role of Nature Writing in Ecological Education 
—With Reference to K. Eder’s Ecological Critique of Practical Reason 

YAMAMURA（SEKI）Yoko

This paper considers the relationship between the significance of nature writing, which in recent 

years has been a focus of attention for such fields as environmental education, and social 

scientific arguments concerning environmental problems. It does so through an examination of 

arguments concerning K. Eder’s ecological critique of practical reason (Eder 1988), with special 

attention to the concepts of “correspondence” and “representation/symbol” in nature writing 

(Noda 2003).  

The results indicate that nature writing makes it possible to understand the wholeness of the 

human and natural worlds, and that such writing can relativize the anthropic principle by 

constructing the natural world as a symbolic world. While the problem of ecology in social science 

has been debated in terms of how the reality of human beings as natural beings, and not solely as 

social beings, should be approached, it is likely that nature writing can offer social science a 

theoretical framework that is biased neither toward humanism nor toward naturalism. 
However, it appears that in applying environmental policy grounded on cultural diversity, there is a need for 

further research concerning how the world of “representation/symbol” in nature writing is linked to specific 

social contexts.  

Keywords: Practical reason, symbol of nature, sign, correspondence 

Conception of nature and Mind training by SATO Issai 

NOMURA Hideto 

Integration of heaven and human thought is bi-directional. One is to integration of heaven 

and human thought of norms; it is to read ethical origin into heaven (nature) and compensate 

social norms. The other is of dynamics; it is to expect a possibility of natural operation from 

reciprocal influence between heaven (nature) and human beings. The former developed as 

Confucian ethics and has been a basis of belief that human nature is fundamentally good. The 

latter evolved into the Feng shui thought and influenced overall living environments: 

city-planning, indivisual housing, right down to burials of the dead. Now the latter became the 
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one that satisfies people's desires for hapiness. In this theory, we would like to concentrate the 

case of Issai Satou of the late Edo period, as in Japan the development of the former―thoughts to 

find ethics to live as people in nature. 

Keywords: SATO Issai, integration of heaven and human, quiet sitting meditation, body theory 

The better-than-average-effect and perceived behavioral control 
on ecological behavior. 

OKUBO Nobutoshi 

People believe that they are better than others and worse than others on various dimensions. In 

previous attempts to explain these better-than-average and worse-than-average effects, 

researchers have invoked bias and motivation as causes. In this article, the author applies the 

cognitive mechanisms of the better-than-average-effect to perceived behavioral control on 

people’s ecological behavior. The present study suggests that participants evaluate themselves 

more favorably than average peer in which the behavioral domains that they are familiar with. 

Conversely, participants evaluate themselves less favorably in which the behavioral domains 

that they are unfamiliar with. The author discusses how these results might influence 

interpretation of previous findings on eco-philosophy. 

Keywords: ecological behavior, perceived behavioral control, better-than-average 
-effect 

The system of cultivating life 

KAWAMOTO Hideo 

Cultivating life is a system in, at and through which human beings work on nature, bring out 

its productivity, and benefit from part of what it produces. Human beings make the system viable 

by contributing to the sustainability of nature’s productivity. The system of agriculture is an 

economic system in which human beings increase product volume and trade produce in the 

market in order to make the system work. The system of agriculture, part of the system of 
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cultivating life, works with many other systems. There have been many choices as well as 

problems emerging between the gaps of these two systems. 

Keyword: the system of cultivating life, agriculture, Aristotle, decoupling, international 

speculative funds 

The Ideal Ground―the Idea of the Fortunate Estate 

YAMADA Toshiaki 

The ground that is suitable for the training to become Taoist ascetic is called, “the 
fortunate estate 福地.”  The idea of the fortunate estate was formed in the period of six dynasties 

and 72 fortunate estates were selected over the Tang period. The selected grounds are the 

suitable places for training that really exist.  
While the heaven in cavern 洞天、the immortal world made imaginary world in a cave, the 

fortunate estate exists as an actual training ground. For that reason, woods for gathering 

medical herbs required for compounding longevity medicine, a strictly shaped mountain for 

physical and mental training, clear spring water and also a mountain stream were needed.  

The ascetic training places seeing to become immortal must be in a real world. And some 

remote grounds with these excellent landscapes are decided to be named “the fortunate estate.” 

Here, we try to consider the connection between the meaning and the landscape of the fortunate 

estate while explaining some present conditions of fortunate estate. 

Keywords: the theory of the heaven in cavern and the fortunate estate, immortal, 
longevity medicine, mountain, 72 fortunate estates 

Inspection of Jeju 

KAWAMOTO Hideo 

Jeju is a volcanic island rich in wind, stones, sunlight and women. This island has several 

noted places which were named World Natural Heritage sites. It also has one of the world's great 

stone museums, Jeju Stone Museum. In the northeast of the island is the Smart Grid 
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Information Center, which is developing the world’s leading Smart City Initiative. The main 

objective of the smart grid project in Jeju Island is to utilize natural energy sources such as 

sunlight and wind. 

Keyword: Jeju Stone Museum, Dol hareubang, Smart City, smart grid, natural energy 
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『「エコ・フィロソフィ」研究』第 8 号 

Summary 

Kunio Yanagita’s Environment Theories of Agricultural Culture PartⅠ 

KAWAMOTO Hideo 

The works of Kunio Yanagita during his 30s express vividly a form that can be referred to his 

mind’s eye and something that would be reflected in later his folklore. Yanagita has the main 

interest in the "lifestyles" of the common people of various regions and those depicted in past 

literature. However, surely there existed what would be referred to as an "environment 

lebensraum" corresponding to those lifestyles. His works from this period have established the 

environment theories of agricultural culture as an "environment lebensraum." I try to take out 

such environment theories of agricultural culture from Yanagta's works in this period. 

Keywords：agricultural policy, folklore, life feelings, environment lebensraum 

An animal as a “narrator”: 

YAMAMOTO Ryosuke 

In "I Am a Cat," the dichotomy of utterance subject of in the fiction= "I" and utterance 

subject in an actual world=an author is fixed by imaginariness of a cat as a narrator. Judgment 

whether a reality is in agreement/disagreement with a fiction between an author and a "cat as a 

narrator" is totally based on an after-the-fact pragmatic interpretation. In this regard, there is an 

affinity base noted between author's camouflage theory (Searle) as a fiction language act theory 

and 'I Am a Cat.' A locutionary act for a novel is sometimes argued from dual perspectives of 

reality/ unreality but should a focus be placed on the performativity of fictional languages, it can 

be said that a classification framework is also subsequently designated behind languages. 

Therefore, it is necessary to remove the reality that humans are the only species that talk from 

an interpretive condition, and go back to the point where fictional verbal acts take place. What 

emerges at this moment is a situation of verbal act as an (animal) and it comes to the fore as an 
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event before defining the subject. In addition, if "a narrator with no personality" who makes 

words in a novel fictitious is liken to an "animal," an emergence of author's performative 

transformation also become visible in fiction languages. And, in case of the novel "I Am a Cat," a 

narrator from first person of a cat to third person with no personality are in distribution on the 

spectrum of a narrator as an animal. An animal as the so-called "Narrator" is latent to the novel, 

and something totally unlike human beings creates itself performatively. The verbal act of a 

novel means undeniably getting involved with "altered formation to the animal" Deleuze / 

Guattari advocates. 

Keywords: "I Am a Cat", fiction language act theory, narrator, animal, altered formation 

Kumagusu Minakata and Vague “Ecology”: Introduction 

TAMURA Yoshiya 

Kumagusu Minakata is often evaluated as a pioneer of ecological idea in Japan due to the 

campaign against the shrine merger policy around 1910. However, his ecological idea has been 

not sufficiently examined yet based on his studies and statements. This paper is intended to be 

an introduction for reexamining the discussion of Kazuko Tsurumi, who produced an innovative 

achievement by persuasively depicting him as an ecologist. Firstly, this paper confirmed the term 

“ecology” in English has had two meanings of the branch of biology and the political movement 

since the late 20th century. Secondly, it surveyed causes of generation of the two meanings in 

English-speaking world through Darwin and Aldo Leopold to confirm the establishments of the 

both meanings were followed by the ideas. Finally, this paper suggested the possibility that the 

aspect of Kumagusu Minakata as an ecologist, depicted by Tsurumi, was based on the 

circumstance in Japan during the 1970s in which environmental pollution problems and 

ecological ideas were matters of concern, rather than circumstances of the study on ecology as 

biology by about 1910. 

Keywords: Kumagusu Minakata, ecological idea, biology, Kazuko Tsurumi, Aldo Leopold 
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Re-consideration about Shinto 
―The Sense of Admiration and Veneration to Something Great 

KARASAWA Taisuke 

Shinto makes us think of "the connection." Shinto makes us think of “the life itself”. How 

should "the connection" with neighbor and us be? What is "connection" with ancestor and us?  

“The life itself" is making us there be. It can also be put in another way as "the nature itself." 

How should "the connection" with "the life itself" and us be? Considering Shinto specifies “The 

Way" to these questions. Now, the state of "the bonds" is asked in Japan. Therefore, we have to 

improve the Shintoism way that should be.  

The words "Shinto" have two meanings. One is "The Way from God", and another is "The Way 

to God." And in Shintoism, “Musuhi” is very important concept. In this paper, the state of Shinto 

is clarified based on these keywords.  

Keywords: Shinto, Musuhi, Kumagusu Minakata, Passage, Something Great 

From Sangaku to Bugaku: In the Light of Handing Down of Performing Arts 

WANG Yuan 

This thesis examines "Ranryo-o" and "Bato," which have been handed down as Sangaku, a part 

of court banquet music in the Tang Dynasty of China, and as Bugaku, a part of Gagaku, after 

being introduced into Japan. 

In the Tang Dynasty of China, "Ranryo-o" and "Bato" were performed as court banquet music. 

They were entertaining and pleasurable music and dance with narrativity, differed from ancient 

music for ritual. 

On the other hand, "Ranryo-o" and "Bato" absorbed into Japanese Gagaku to be handed down 

as Bugaku have been developed their characteristics as the music for aristocratic banquet, while 

having the properties of the ceremonial music performed in rituals or Buddhist services in Japan 

from ancient times. 

This thesis examines how Chinese dance and music were introduced into Japan in and before 

the early medieval period in Japan and how they were adopted into Japanese aristocratic society 
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and Buddhist rituals from the viewpoint of handing down of performing arts in both ancient 

Japan and China, focusing on "Ranryo-o" and "Bato" and adopting comparative viewpoint. 

Keywords: Sangaku, Bugaku, "Ranryo-o", "Bato", peforming art history in Japan and China 

Possibility and effectiveness of “monitoring volunteers” in social dilemmas 

OHSHIMA Takashi 

Most of the environmental problems have the structure of social dilemmas. So the 

experimental research on social dilemmas may offer some clues to solve the environmental 

problems. In this paper, results of three experiments of social dilemma games are reported. In all 

the experiments, groups of participants played the game using networked PCs. Experiment 1 

was a typical N-person prisoners’ dilemma game. The results showed that the defection rates 

were around 0.7 and increased as trials repeated. Experiment 2 was a volunteer’s dilemma game 

in which the volunteer (cooperation) rates and scores were theoretically predicted. The results 

showed that the volunteer rates and scores were higher than the predicted values and that 

volunteer rates were higher in the small groups than large groups.  Experiment 3 was a 

modified N-person prisoners’ dilemma game in which a choice of “monitoring volunteer” made the 

defectors’ score into zero. The results showed that the defection rates were as low as around 0.17 

and decreased as trials repeated. The results also showed the low rates of volunteer choices. It 

was suggested that the “monitoring volunteer” was effective for reduction of defectors. 

Participants tended to cooperate without actual punishment. Influences of situational and 

personal factors on defecting choices were discussed.  

Keywords: environmental problem, social dilemma, N-person prisoners’ dilemma, volunteer’s 

dilemma, monitoring volunteer 
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The relationship between perceived behavioral control and difficulty 
of ecological behavior 

OKUBO Nobutoshi, 
Higashigaki Erika 

This research investigates the relationship between perceived behavioral control of ecological 

behavior and better-than-average effect, in particular, with focus on two factors: feelings of 

self-esteem that influence the perceived behavioral control and the level of difficulty of ecological 

behavior. Okubo's research (2013) revealed that better-than-average effect is found in the 

perceived behavioral control of ecological behavior that individuals often see others undertake 

(e.g. switch off an air-conditioner when leaving the room), while worse-than-average effect is 

found in the perceived behavioral control of ecological behavior that individuals hardly see others 

undertake (e.g. point out others’ non-ecological behaviors when noticing it). Moreover, the study 

found a higher level of physiological reality of average others in the perceived behavioral control 

of ecological behavior that individuals often see others undertake. These results of Okubo’s 

research (2013) were corroborated by our study. We also found that self-image that constitutes 

better-than-average-effect has a stronger correlation with perception of the level of difficulty 

than feelings of self-esteem. These findings proved the validity of the hypothesis that 

better-than-average effect in perceived behavioral control of ecological behavior arises from 

cognitive bias. 

Keywords: ecological behavior, perceived behavioral control, better-than-average-effect 

West Coasting 

KAWAMOTO Hideo 

I visited the geothermal power plant located in California in late August 2013. 

California has a subtropical climate with very little rain from April to November. Except for 

San Francisco, most of the state consists of dry field and desert. Some of the dry fields are 

vineyards, surrounded by local wineries of California wines. Americans’ attitude toward 

environment is to “try best not to tamper with nature”. The basic concept is that if there is a 

mountain fire and it is naturally ignited, we should just leave it and wait until it dies down 

naturally. In Yosemite Park, squirrels approach human friendly, but people will get fined if they 
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give food to squirrels. 

The geothermal power plant occupies a large site, and the amount of power it generates seems 

to cover all the electricity needed for the daily life of residents in San Francisco. Compared to 

nuclear power and petroleum, geothermal power generation has a low stability, but it shows the 

consistency of America’s basic design, which is to diversify power sources that are available to be 

utilized.  

There are quite a few small hills on the west coast, and wind power generators can be seen on 

most of the hills. Although many of the generators were not moving because there was little wind 

during our visit, they seemed to be very useful power sources. The promotion of diverse power 

supply is also the result of the deregulation of power industry in the U.S, where nearly 500 small 

and large power companies are in the business. 

Keywords: Yosemite, geothermal power generation, CALPINE, 
restraint of artificiality, winery 

Eco-Spectrum Part I: Environmental Finance 

KAWAMOTO Hideo 

Finance is a business generally conducted by banks, brokerage firms, and further insurers 

(life insurance and other various insurances) as institutional investors, and their supervisory 

authorities are the Financial Services Agency and the Ministry of Health, Labor and Welfare. 

Environmental issues often change from their outlines, and is a network of issues whose 

situation varies at times. Every time the situation changes, it is necessary to seize the gist of the 

new trend. There also is the need to determine how much impact the new trend in the network of 

issues would give, and to determine the degree of potential for development it has. In this aspect, 

eco-spectrum is an operation to briefly seize the development that could cause a change in the 

issue trends. This time we focus on "Environmental Finance". 

It is broadly discussed that in order to maintain the environment, environmental issues 

should be handled based on tax, as is already in current practice, since the environment is public 

goods. However, the funds collected as tax is not effectively distributed just for the environmental 

issues. Therefore, there is the need to deal with the movement of funds via the market. 

Environmental finance is an economical activity in which new financial products are developed 

in accordance with newly set environment-related laws, and which new insurance products are 

developed for the environment-related businesses. 
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Keywords: Carbon tax, efficient use of funds, market, green bonds, bond market 

Environmental design that connects view of life and death with view of nature: 
Significance of scenery in hospice 

IWASAKI Dai 

The significance of the term View of Life and Death is weakening in the daily life of modern 

society, where people are losing the opportunity to experience and be aware of death. Death is 

sorrow, fear, and taboo. Then is death only something that should be denied?  

For end-of-life patients contract untreatable disease, palliative medicine practice is more 

needed than the care of medical treatment. Patients are inevitably aware of death as something 

imminent and urgent, and along with the suffering, they would change their view of life and 

death. In order to support the transformation of patient's view of life and death, the form of care 

required for palliative therapy shall be going into the mode of awareness for life and death just 

like the patients. The role of volunteers in hospice is not the work itself, but to become the "wind 

of society" and function as the scenery reflected in the sight of patients. Through volunteers, the 

natural environment can function as a connection between patients' view of life and death and 

view of nature. As the environmental design in accordance with the mode of subject’s awareness, 

the practice of activities as a scenery in hospice can transfer the view of life and death and view 

of nature into something that is related to our own life.  

Keywords: view of life and death, view of nature, environmental design, 
palliative care, hospice 

Clinical experience as process PartⅠ: What does the experience of narrative 
suggest? 

INAGAKI Satoshi 

This paper is a preparatory phase to address the clinical experience with phenomenological 

approaches.  Clinical experience cannot be gained by one person.  It is realized only by 
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concerted acts of patients and health professionals.  This paper examines what the experience of 

narrative, which is receiving much attention recently, suggests in the reality of medical clinic 

with the aim of describing such clinical experience.  In Japan's medical field, at present, the 

introduction and development of "Evidence Based Medicine" are actively under way.  At the 

same time, the importance of narratives of patients and health professionals is also explained as 

a clinical guideline.  This paper, therefore, makes questions and evolves them such as:  1) what 

mode the experience involved in psychological reality such as "narrative," "story" and "sense" has 

as the effects that work on various systematic interlocking relations in clinical experience; 2) how 

the experience involved in psychological reality can be connected to the possibility of changes in 

experienced world of the persons concerned.  Through such questions, the relations between 

narratives and evidences and, moreover, the range of narratives and stories are clarified. 

Keywords: clinical experience, narrative, meaning, mental system, social system, placebo-effect 

Clinical experience as process PartⅡ: A phenomenology of the Being-in-the-clinic 

INAGAKI Satoshi 

Clinical experiences cannot be conducted alone. They first are achieved through the 

collaborative actions of patients and health professionals. A follow-up to my previous paper, this 

paper provides a more detailed explanation of what occurs during the process known as clinical 

experience in order to bring us closer to its reality. As an outline, I will explore the themes of 1) 

process characteristics, 2) the process known as clinical experience, 3) the phenomenology of the 

Being-in-the-clinic to show that the "compensation" is an unavoidable consequence of the linking 

of stabilizing systems. Finally, I will use hints from the research of Kurt Goldstein, a German 

neuroscientist who greatly influenced the field of phenomenology to evaluate the issue of 

compensation experience in clinical processes to indicate the diverging point of healthy systems 

and ailing systems. 

Keywords: phenomenology, clinical session, Being-in-the-clinic, intuition, 

Kurt Goldstein, compensation 
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Summary 

What is Eco-philosophy? 

KAWAMOTO Hideo 

What does eco-philosophy look like as "Program of Inquiry"? If it’s a scientific one, it is 

essential to examine what requirements need to be in place to make it a progressive program. 

However, the environment cannot simply be the objects of cognition by human beings since the 

environment is their habitat. In that sense, eco-philosophy becomes a problem/solution-type 

program. An environment theory must be scientific to a maximum extent as far as the present 

conditions are concerned. Furthermore, it is necessary to get a well-focused perspective on an 

environmental image under the current situation by factoring in change and variation in the 

environment. In addition, questions also arise as to how to design the environment, which 

includes myriad challenges to be addressed. This is because it is necessary to set up the most 

effective environment for human beings, particularly for the formation of the ability of human 

beings. On top of that, another question emerges: how to handle events to make the 

environmental characteristic problems coming up to the surface in various phases. Another 

problem area is that almost no experts have been available in Japan as seen in environmental 

finance. It is eco-philosophy to grapple with these problems as the whole and it is a 

problem/solution-type program in itself. 

Keywords：eco-framework, ecodesign, eco-spectrum, problem/solution-type program 

The Function of Philosophy in Ecology Education 

IWASAKI Dai 

The ecology education does not aim to get knowledge. Addressing environmental issues 
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requires capacity of practice, the capacity to carry out a concrete action based on knowledge the 

actor has obtained, and the capacity is enhanced by philosophy. Education in eco-philosophy is 

performed from the viewpoints of: 1. enlargement of and approach in the concept of 'environment', 

2. understanding of the world relativity and others, and 3. development of actions through

awareness. That is, it aims to develop awareness and actions of the actor by making them find 

possibilities while they realize environment as what is involved in them and controls them and 

consider the relationship between themselves and the environment together with other 

consciousness. Enhancing the philosophical capacity to think oneself with everyday thinking 

training can make a person take an action appropriate to any situation, which leads to 

addressing environmental issues and to their better lives. 

Keywords：eco-philosophy, ecology education, transdisciplinary research, ecological behavior, 

eco-design 

Issues of "Nature" in Early Japanese Philosophy 

SAGARA Tsutomu 

The theme of this paper is to clarify nature-views in Japan during the Meiji period through 

comparison with the ways how to receive Western nature-views among Nishi Amane, Inoue 

Tetsujiro and Nishida Kitaro who took lead role in the early Japanese philosophy. 

Nishi Amane accepted an elucidation of nature by natural science as a way of learning in the 

new era on the one hand, and on the other, he also understood that nature as a real character of 

human beings was an intellectual tradition associated with the combination of an ethical 

sensibility and an aesthetic sense. This is in the discussion about his aesthetics.  

Inoue Tetsujiro sought after "reality" which unified individual experienced phenomena as a 

whole and it was comprehensive as an experience of nature beyond a scientific analysis.  

Nishida Kitaro tried to reach an understanding of nature which was not a natural scientific 

nature by returning the problem of "reality" to "Pure experience." 

What was common with them was not to understand nature intelligently but clarify a 

natural experience in human passion and intelligence. It was a clarification of nature as human 

beings' real nature.  

Keywords：NISHI Amane, Different Codification, Phenomena i.e. Reality, Pure experience, 

Unification Power of Nature 
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Wash vessel of Tanaka Shrine: Minakata Kumagusu’s Immaturely Language 

TAMURA Yoshiya 

Minakata Kumagusu quoted Yanagita Kunio in one of his arguments against the 

governmental policy of shrine merger of Meiji Japan, Minakata's Two Letters for Professor 
Matsumura, in the context of appreciating the ecological and environmenal values of a Shinto 

shrine of his locality. When doing so, Minakata in a sense distorted Yanagita's discussion to set it 

forcibly in line with his own. Although his manner of discussion on this point could hardly be 

approved as an academically legitimate one, Minakata's text has its own indigenous logic which 

can be traced and re-constructed through referring to the very particularities of components of 

his theory, the presence of minor details of the places he had vistied before discussing, in his 

mind.  

Keywords：Minakata Kumagusu, Minakata's Two Letters, Yanagita Kunio, Shakujin Dialogues, 

Tanaka Shrine 

A Study about Kumagusu Minakata and the Word ‘Telepathy’ 

KARASAWA Taisuke 

Kumagusu Minakata (1867-1941) was a Japanese folklorist, naturalist and biologist. He is 

famous for discovering many varieties of mycetozoa in Japan. 

Most of us don’t know that Minakata had a great interest in ‘Telepathy’. And also, in Japan, 

we barely know who invented this word ‘Telepathy’. The word was originated with Frederick 

William Henry Myers (1843-1901) who was a psychical researcher in England. Almost all 

Japanese people don’t even know his name. Myers made not only the word ‘Telepathy’ but also 

‘Supernormal’. The most famous his book is “Human Personality and Its Survival of Bodily 

Death”. Minakata was strongly influenced by this book.  Minakata often quoted this book in his 

essays. He was the first person in Japan who had a high value on Myers’ achievements in Japan. 

This paper will clarify the process of the birth of the word ‘Telepathy’, and make it clear 

when Minakata started to use this word. 
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Keywords：telepathy, SPR, Kumagusu Minakata, Frederick William Henry Myers 

On “Chi no hate shijo no toki (Supreme Time at the End of the Earth)” 
: Changing Roles of “Parent,” “Child,” and “Narrator” 

HAYAKAWA Yoshie 

Previous research on the work written by Kenji Nakagami investigated the status of the 

narrator Mon and changing descriptions of Ryuzo Hamamura. This study examines these two 

issues with reference to “Kishū: kinokuni, nenokuni monogatari (Kishū: A Tale of the Country of 

Trees and Roots), in which Nagami developed his argument on stories or novels, serial open 

lectures titled “Hirakareta Yutakana Bungaku (Open and Rich Literature)” and “Mongatari no 

Keifu (Genealogy of Stories)”.  

Using the idea of Marebito (visiting Kami) proposed by Shinobu Orikuchi to support his 

argument, Nagami defined the triadic concepts, which consist of the “parent” who owns a story, 

the narrator and the “child” whose story is told by the narrator, and devised a method of telling a 

story by changing roles of the three. It can be said that “Supreme Time at the End of the Earth” 

was used as a testing ground for developing this narrative method and Nakagami tried to create 

a new style of novel through the work.   

The findings from the analysis of the work through this narrative theory reveal that in 

contrary to the generally-accepted notion that Mon plays the role of narrator, Mon does not fit 

into the “narrator” of the triadic concepts as defined by Nakagami and rather she plays a role of 

offering alternative interpretations to a “story”. The characters in the work ultimately reject 

interpretations and give up the role of the “narrator”, which suggests between the lines that 

there are no more secrets than what is told in the work. 

Keywords：Kenji Nakagami, “Chi no hate shijo no toki (Supreme Time at the End of the Earth)”, 

Narrator, Shinobu Orikuchi, Marebito (visiting Kami) 
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The View of Nature Appeared in “Konkomyo-kyo” 

NISHIMURA Ryo 

From the view of nature developed in the Japanese intellectual history, we will see 

something supernatural in the deep nature. Here we consider the view of nature appeared in 

"Konkomyo-kyo", among the Buddhist sutras as the basis of traditional view. 

"Konkomyo-kyo" says that the politically powerful king's protection of True Dharma will 

bring peace to our society: His practice of this Dharma will make the invisible gods protect our 

land; a peaceful and prosperous world becomes a reality. This sutra also preaches about the 

king's reverse practice: When he abandons and pays no notice to True Dharma, the good gods will 

desert our land; starvation,disease,and war will break out. 

Under the Ritsuryo System (centrally governed in accordance with Chinese-based legal 

codes),the early Japanese government had followed "Konkomyo-kyo" to promote the Buddhist 

policies for protection of the nation: The Buddhism-protecting king will make Buddhist and 

Shinto deities help for our land; their help will bring comfort and peace.   

During the medieval Kamakura Period in Japan,Nichiren (a Japanese Buddhist monk) 

developed "Konkomyo-kyo" into his thought that the good gods will desert a nation. He argued 

that everyone around the world abandons True Dharma and respects misdirected teachings; 

therefore, the good gods and Buddhist saints desert our land; the coming of demons and devils 

causes various disasters. 

Such arguments of "Konkomyo-kyo" and Nichiren seem typically ancient or medieval. They 

are unlikely to be applicable today. However, we could say that their thoughts reveal two sides: 

One is the world view that the invisible gods and we collaboratively realize Buddhist Pure Land; 

the other one is a clue to the new and currently-required view of nature. 

Keywords：“Konkomyo-kyo”, the view of nature, True Dharma, the protection of the nation, 

Nichiren 
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Exotic melody sounds in the court of the Tang Dynasty: Four-way Music 

WANG Yuan 

This paper intends to explore the Four-way Music, part of the Chinese Tang Dynasty court 

music. 

The Four-way Music was song, music and dance in the four areas surrounding the central 

plain in China-barbarian countries in the north, south, east and west and it can be pointed out 

that there was an intention to show off philosophy of “morality” and “happiness” and national 

prestige behind the background that the Four-way Music was introduced as court music.  

The result of the analysis based on the descriptions in Tongdian and others makes it possible 

to come to the following conclusions:  

First, it is difficult to say that eastern and northern barbarian music played the central role 

during the Tang Dynasty.  

Second, It can be thought that all five western barbarian music became part of 10 musical 

categories in the Tang Dynasty and held a leading position in multiple musical categories at that 

time.  

Third, Southern barbarian music includes two kinds of songs and dances associated with 

Buddhism and modified to that of the central plain and what entered Nine and Ten musical 

categories was Indian music associated with Buddhism. The court kept a remarkably tight rein 

in southern barbarian music. 

Keywords：Tang Dynasty, court music, Yan Music, Four-way Music, entertainment history 

The Nature and Body on TAMARI Kizo’s Reiki Theory 

NOMURA Hideto 

The present article examines the establishing process of the Reiki theory, which is an 

important mental therapy that was prevalent during the Taisho era (1912-1926).  Tamari Kizo, 

an agriculturist, who was active in those days, is also known as a pioneer, who advocated the 

Reiki theory.  Tamari thought that self metabolic function and immune function were 

accelerated by Reiki (energy) which circulated around the body.  He was certain of the presence 

of Reiki through his own experience.  However, the concept of Reiki did not derive from his 
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creation.  There were two origins --- traditional origin and modern origin. 

One of the origins of Reiki theory was the thought of Sato Nobuhiro, an agriculturist of the 

late Edo period.  Tamari mentioned Reiki in "Hereditary Learning of Sato Nobuhiro, Outlined", 

of which he was one of the editors.  Sato smuggled cosmology of Western astronomy into 

Atsutane Hirata's cosmology, reinforcing his own theory with Chinese thought. And he taught 

people that Reiki permeated into all beings whatsoever, and made this theory foundation of 

agriculture and economic theory. 

Tamari, based on development of such preceding Reiki theory of the Edo period, and, further, 

taking in biological knowledge learned from the Western world, made the Reiki theory underlie 

the structure inside human body.  Thus he is considered to have made it logical foundation for 

mental-therapeutic practice of those days, which combined healing and spiritual training. 

Keywords：Tamari Kizo, Sato Nobuhiro, Reiki 

The Nature on Guo Moruo’s The Goddesses: Vitalism and Pantheism 

YOKOUCHI Rina 

One of Guo Moruo's thoughts, which is called pantheism, is placed in the tide of the 

Taisho-era (1912-26) "vitalism".  For instance, Rabindranath Tagore's works were understood in 

Japan as one of the branches of vitalism.  There are certain works of Tagore which use "shore" 

as their themes.  It is well known that Guo Moruo wrote a piece "On the Shore", taking a leaf out 

of them.  Although both of them took up the same "shore" as their theme, Tagore used it for the 

contrast between "an adult who is capable of riding out in a boat to the other world" and "a child 

who is incapable of riding boat and has to stay in this world".  Whilst Guo Moruo described the 

"shore" as a place he, an adult, stayed at because he had to stay at this world for being unable to 

cross the river to the other world,.  This apparently is a development from Tagore's works.  And, 

for Guo Moruo, "shore" was an important subject he often described as a place from where to 

confront nature.  This motif "shore" is also closely related to "the sun", which is generally known 

as the central motif in his The Goddesses.  In The Goddesses, "the sun" is the origin of life, and 

at the same time is worshiped as the wellspring of poet creation.  In the pantheistic world-view, 

people enjoy themselves united in nature, but Guo Moruo himself, though he worshipped "the 

sun", kept a certain distance from "the sun".  Guo Moruo always wandered on the "shore" and 

when writing took a stance that he was standing between day and night, darkness and light.  

What drove him to creative work was his internal conflict that he admired "the sun", but he 
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himself could not become "the sun".  
Keywords：Guo Moruo, The Goddesses, vitalism, pantheism, nature 

Relationships among sustainable minds, 
behaviors and the Minimalist happiness 

HORIKE Kazuya 
OHSHIMA Takashi 

For actualizing a sustainable society, we need to understand the individual differences in the 

sustainable mind and the sustainable behavior psychologically. From these points of view, Horike 

(2012,2013) tried to configure ‘the sustainable mind(SM) scale’ and ‘the sustainable behavior(SB) 

scale’, based on Corral-Verdugo, et al.(2010). The results showed medium correlation between 

sustainable mind and behavior. Sustainable mind also related with subjective well-being (SWLS, 

SHS) moderately, however, sustainable behavior had a little correlation with SWB. 

In this study, we conducted large-sized web research, and validate the results of previous 

study. Five hundred participants (250 male and 250 female) were asked to answer the following 

questions. 1) Twenty-three items of sustainable mind based on the revised sustainable mind scale 

(Horike,2013). 2) Thirteen items of sustainable behavior based on the revised sustainable 

behavior scale (Horike,2013). 3) Minimalist happiness scale (Kan,et al.,2009). Item selection from 

original scale was conducted by coauthor. The participants were equally distributed through age 

20th to 60th. 

The results showed the validity of previous study. Four factors of sustainable minds 

correlated with three factors of sustainable behaviors. Sustainable minds related with the 

Minimalist happiness moderately. Especially, ‘generativity’ factor of sustainable mind correlated 

with ‘the same as around me’ factor much strongly (r=.90). On the other hand, sustainable 

behavior showed zero correlation with the Minimalist happiness. Moreover, clear cohort 

difference was found. High cohort showed high sustainability (mind and behavior) and high 

relationship with the Minimalist happiness. The importance of the positive psychological 

intervention of sustainable behavior was discussed. 

Keywords: sustainability, subjective well-being, web research 
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Environmental issues and the sense of community:  
An investigation from the perspective of social capital 

OHSHIMA Takashi 
HORIKE Kazuya 

Environmental issues have the structure of social dilemmas, where people’s individual 

rational behavior of seeking comfortable and convenient life conflicts with the protection of 

environment. Putnam (2000) argued that a possible solution to the social dilemmas is provided 

by fostering social capital, which is defined as “the features of social organizations such as trust, 

norms, and networks.” However, it is still unclear how to measure the social capital as a whole 

because social capital is a multi-faceted concept. So we focused on the “sense of community” as a 

psychological aspect of social capital, and conducted a Web survey of 76 questionnaire items in 

order to see how the sense of community is related to the environmental awareness. An average 

of the answers to the 6 questions, called SC score, was used as an index of the sense of community. 

We found that the SC score was strongly related to recognition of the importance of 

environmental protection and concern about environmental pollution. The SC score was also 

related to the intention and execution of pro-environmental behavior. These results suggest that 

the studies on social capital will provide insights into the environmental issues. Moreover, since 

the SC score showed strong correlations with feeling of happiness and life satisfaction, 

relationship between social capital and subjective well-being was discussed. 

Keywords: environmental issue, sense of community, social capital, pro-environmental behavior, 

subjective well-being 

The Effects of Self-affirmation and Cognition of an Infection Disease 
on the Attitude of the Genetically-modified Foods 

OKUBO Nobutoshi 
SHIMODA Shunsuke 
HIGASHIGAKI Erika 

SATO Shigetaka 
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We investigated that the self-affirmation and cognition of an infectious disease influence on 

the attitude of the genetically-modified foods. Participants were administered questions 

assessing their recognition of the infectious diseases such as a cold or influenza and were asked 

how important their personal values. Results showed that the participants who do not feel an 

infectious disease close reduced the hesitation to eating genetically-modified food when they 

affirm their important values. We discussed these results in terms of the social and evolutionary 

psychology. 

Keywords: self-affirmation, infectious disease, genetically-modified food 

East Coast Express 

KAWAMOTO Hideo 

New York is a city full of regenerative abilities. What is urgently important for the 

experiences toward the regeneration is a prediction, in which the environmental image for 

human being requires inspiring power. New York is unparallel for this inspiring power. The 

“Ground Zero” is filled with this inspiring power for restarting-up. The “Highline Park”, which is 

an elevated walkway transformed from the elevated train rail line, has been built based on 

unprecedented inspiring power. Such abilities as converting the existing artifacts to different 

creations to be leveraged are similar to “Bricolage”, which Claude Lévi-Strauss identified in 

undeveloped societies. It is one of my pleasures to re-invoke the abilities, which have not been 

used nowadays, when I am walking such a walkway. One of main purposes to visit New York is to 

see the posthumous work of the deceased Shusaku Arakawa. He had been drawing pictures until 

his fall of life and seems to have envisaged the conceptions to weave multiple spaces like Chirico 

as his final work. In Easthampton, a summer retreat, there is “Bioscleave House” designed by 

Arakawa. It is an architectural structure built by a local builder, which has no fineness as 

Reversible Destiny Lofts MITAKA. Even though, it contains various ideas. At the corner of MIT 

in Boston, there is a university architectural structure inspiring our imagination. The exterior of 

the structure is so exciting. It also works as the mechanism to create the gap between the concept 

and internal activities. 

Keywords：Ground Zero, Highline Park, Bioscleave House 
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Fantastic Roads: Kumano 

KAWAMOTO Hideo 

Kumano is a place that has a power of arousing something.  There are some 3,500 small 

mountains in the district having a lot of large and small shrines in it.  It is a place with so great 

an arousing power that attracts so many people that it is called "Kumano pilgrimage" and there 

for people experience a flushing arousal of sensation.  This is what they call "Kumano Ancient 

Road".  The area around here seems to be a treasury of biodiversity among other similar 

Japanese regions.  Since the mountains are not particularly steep, they are not suitable for 

ascetic training.  But it can be felt that there is something there to sufficiently make up for such 

disadvantage.  There are some 70 thousand shrines all over the nation, but, among them, those 

called "Hachiman" shrines account for the largest portion.  Often famous warriors are enshrined 

in these Hachiman shrines.  Kumano Taisha shrine used to be located in a holm, and once at a 

time of torrential rain, the upstream water was backed up by the sediment caused with the 

surrounding collapse, and the subsequent washout of the sediment swept away the shrine at one 

blow.  Therefore, the shrine is now situated on a hillside.  There are overwhelmingly bright 

lights coming from the seashore.  It's very windy and the high reflectance of light from the sea 

surface makes the light look like dancing.  Here Kumagusu Minakata spent most of his life. 

Uninhibitedly and with no reserve at all, he wrote a vast amount of articles like bogus 

information.  There is the Minakata Kumagusu Museum, where a lot of materials on him are 

collected.     

Keywords：Kumano Taisha, Kumano Kodo, Minakata Kumagusu, evocative power of place 

Fire of Earth: Hachijo-Island 

KAWAMOTO Hideo 

The island is a naturally confined space. The terrain is formed when the lava erupted from 

underwater is cooled. For that reason, the isolated island has its unique atmosphere. Criminals 

who were exiled from the inland and those originally lived as displaced persons are living in this 

confined area together. Specific relationships are established in there because of the human 

nature. Those minor offenders are those who will be allowed to return to the mainland in some 
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time. Unlike other remote islands, rice can be grown in Hachijo-Jima. Although the food 

situation there is not exactly good, it produces its own local specialties and trading them. The 

climate is subtropical. Its local specialty is Kihachijo silk cloth. Geothermal power generation can 

be established at a scale large enough in consideration of the origin of the island. The potential 

capacity is said to be enough to cover the power for the entire island. The geothermal power plant 

developed by Tokyo Electric Power Co. actually is not that significant. Its capacity is merely 

enough to cover only 25% of the power for the entire island. Even so, it is the largest geothermal 

power plant within Tokyo Electric Power’s supply area. In addition, although the island should 

be equipped with a suitable environment for wind power generation, it was not found there. The 

utilization of naturally occurring energy sources available on the island is not diverse enough as 

in the case of the mainland. 

Keywords：geothermal power generation, solitary island, Kihachijo silk cloth, energy diversity 

Reconsideration of Resilience: Envision the Stable Model of Mental System 

INAGAKI Satoshi 

The concept of resilience has a link with what process it will take when a system becomes 

shaky. A system is fragile if it remains unstable and cannot move on to the next development and, 

on the other hand, a system is resilient if it can develop one after another to find a new stable 

system. To that end, a facilitation of a system understanding depends not only on a system’s 

operational stability but also on a close examination of its resilience. Currently, what needs to 

ascertain resilience for various systems is a key problem. 

This paper intends to identify a stable model of a mental system by using this concept. The 

first thing to do in this regard is to clarify the characteristics of a resilient system, and then to 

consider what model is adequate to realize the mental system in terms of resilience and stability. 

At that time, degree of freedom and motion range of joints in the body will become clues to 

understand the mental system. 

Keywords：resilience, neural system, stable model of mental system, development, inhibition, 

expansion of action possibilities 
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On the Complementary Relationship of Phenomenology 
and Natural Sciences（1） 

MUTO Shinji 

This paper attempts to presentation of principled possibilities for mutual study of 

phenomenology and scientific disciplines. For this purpose, I will clarify a fundamental difference 

of science of facts and the science of essence. And I will look over the constitutive process until the 

intuition of ideal essence from phenomenological constitution of embodiment. 

Keywords：phenomenology, naturalism, regional ontology, essential insight, free variation 

A Study about Habit in Relation to Tacit Knowledge and Habitus 

MASUDA Hayato 

The concept of habit (Greek hexis; Latin habitus) has long been recognized by philosophers 

as playing a central role in human intentional practical activity, in the acquisition and 

solidification of practical knowledge, and in the formation of character. 

 In this article, I consider Habit and embodied knowledge, connecting tacit knowledge and 

habitus.These concepts are common at the point that does not need an act of awareness and will 

of ego. And they enfold an enormous richness and diversity of meanings.  

 Tacit knowledge is the concept by Michael Polanyi. He says, ”We can know more than we 

can tell”. His studies start from this thesis, and show us a new form of our knowledge. It is 

process of knowing without awareness. 

 Other hand, Habitus is a traditional concept on philosophic history. However, it especially is 

known as the very important concept of Pierre Bourdieu. He defines it “structuring structure”, 

which organizes our practices and life style. 

This article tries to make clear the mode of habit with these concept as clue. 

Keywords：Habit, tacit knowledge, Habitus, practice, embodied knowledge 
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Animal and rock & roll: imagination of Hideo Furukawa 

YAMAMOTO Ryosuke 

 In the works of Hideo Furukawa, the borderline domain between the worlds of humans and 

animals is depicted through Furukawa's unique perceptions of animals and music. The novel 

"MUSIC", illustrates a festive world in which humans and cats listen to and sing the same 

music. In "Namu Rock & Roll Nijuichibukyo", a novel that depicts rock & roll as 20th century 

Buddhist prayer, tells the story of life reincarnated into an animal moving in rhythm with a rock 

& roll refrain as it attempts to atone for the past. Both works illustrate the depth of literary 

imagination and possibilities that come from identifying with animals and music. 

Keywords：Hideo Furukawa, animal, music, rock & roll, literary imagination 

Minakata Kumagusu and Jean-Henri Fabre 

― an attempt at comparison centring their observation of fungi 

TAMURA Yoshiya 

A keen interest in fungi was shared by Jean-Henri Fabre and Minakata Kumagusu. Two great 

amateur naturalists of France and Japan produced independently, just before and after the close 

of the nineteenth century, a considerable amount of fungi drawings as results of their observations 

of nature. Different though the importance of those drawings may be for them as biologists 

(observations of fungi were for Fabre basically a bi-product of his entomological observation, while 

for Minakata they were one of the main targets as a botanist), their researches of fungi were 

commonly based on their perspective of nature which was built up separated from the academic 
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profession of biology, which means their drawings of fungi could be seen as a testimony of their 

position as precedents for the ecological view of nature which was to be formed by the middle of 

the twentieth century. 

 

Keywords：Kumagusu Minakata, Jean-Henri Fabre, Entomological Souvenirs, drawings of 

fungi, Ecology 

 

 

 

Parapsychological Phenomena at Mt. Nachi 

―A Comparison of Kumagusu Minakata’s Descriptions and Human 

Personality and Its Survival of Bodily Death― 

 

KARASAWA Taisuke 

 

Kumagusu Minakata (1867-1941) was an influential Japanese folklorist, naturalist, and 

biologist. He studied for about 14 years in United States of America and United Kingdom.  After 

his coming back to Japan from the U.K, he went to the foot of Mt. Nachi, which is the most sacred 

mountain in Japan, and stayed there for almost 3 years. According to his diaries, he experienced 

a lot of supernatural phenomena at the foot of Mt.Nachi. For example, he experienced an Out-of-

Body-Experience at least twice there.  

During his stay at the foot of Mt.Nachi, Minakata enthusiastically read “Human Personality 

and Its Survival of Bodily Death” which was written by Frederick William Henry Myers (1843-

1901), an English psychical researcher. Minakata was strongly influenced by this book, and often 

quoted it in his diaries, essays, and letters. He also tried to understand his own occult experiences 

through this book. 

This paper will clarify, from the perspective of Depth Psychology, why Minakata frequently 

experienced the aforementioned supernatural phenomena, and how “Human Personality and Its 

Survival of Bodily Death” had an impact on him. 

 

Keywords：Kumagusu Minakata, Mt. Nachi, Frederick William Henry Myers, 

Out-of-Body-Experience 
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Alternate world, dream world and music in Tang Dynasty dictated literature:  

On the story behind the creation of the "NiShangYuYi " 

 

WANG Yuan 

   

This paper explores the story behind the creation of the "NiShangYuYi" style of music and dance 

seen in Tang Dynasty dictated literature. The NiShangYuYi was a type of "dream-state 

inspiration". In other words, the music was formulated as a type of story in which the music is 

conceived in a dream. It has been validated that the content related to the origins of this music as 

written by the scribes was created by faithfully reflected through dreams.  

   The following conclusions can be reached through the validations outlined in this paper.  

(1) The dream world is an alternate world or a space that bridges an alternate world with this 

world, and that the alternate world and music depicted are reflections of this world.  

(2) The creation and conveyance of this musical narrative has a remarkable connection to Taoism.  

In particular, it can be said that Xuanzong, who was both a passionate student of Taoism and a 

famous musician, played a major role. 

 

Keywords：Tang Dynasty, dictated literature, dream world, "NiShangYuYi " style of music and 

dance, musical narrative 

 

 

 

Missing body in modernization of Yomei-gaku: focus with Inoue Tetsujiro’s 

understanding of Nakae Toju 

 

NOMURA Hideto 

  

 In Japan during the Meiji period, Yomei-gaku served as a receptor for Western popular 

Christianity and spiritualism.On the other hand, Yomei-gaku and Zen Buddhism were expected 

to function as “spiritual paths” for young Japanese suffering a mental conflict. Actually, many 

books for enlightening Yomei-gaku came out. Inoue Tetsujiro was one of the most influential 
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persons to provide a basic framework for understanding Yomei-gaku of the day. He believed an 

Edo Confucian pioneering in Japanese Yomei-gaku was Nakae Toju, who taught the way to 

practice self-discipline. Inoue encouraged Nakae to teach this way as “spiritual paths” in order 

to strengthen modern “morality". However, at the same time, Inoue excluded Quiet Sitting 

meditation and all other elements of “ascetic practice”. These elements relate to the physical 

techniques serving as the backbone of Nakae’s belief, while Inoue regarded them as 

superstitious elements.  

 

Keywords：Yomei-gaku, Qiet Sitting, Inoue Tetsujiro, Nakae Toju 

 

 

 

Mental illness and process of writing: on Guo Moruo’s The Goddesses 

 

YOKOUCHI Rina 

 

The Taisho Era when Guo Moruo came to Japan was a period in which the problem of 

mental illness came to the forefront of society. This was a period in which numerous intellectual 

youth suffered morbidly from nervous breakdowns and other mental illnesses. Fraught with 

worry over their own life's direction, they suffered from nervous breakdowns. It was during this 

time that Guo Moruo, who'd traveled to Japan in 1914 for foreign study, suffered from a nervous 

breakdown much like Japan's intellectual youth.  

  From a young age, Guo Moruo had also been prone to hypersensitivity and many people 

among his family and relatives were also known to struggle with hypersensitivity. 

Although Moruo personally did not accept this as truth, he was from a family who'd produced 

many people prone to hypersensitivity. Moruo’s experiences with those around with, both the 

times of hysteria and of normality, as well as his religious experiences as a youth, are both the 

source of his problems with mental illness and the source of his works.  

  This paper explores Guo Moruo's mental illness and his process of writing based on his first 

collection of poetry, The Goddesses. 

 

Keywords：Guo Moruo, The Goddesses (Nushen), Taisho Era, mental illness (nervous 

breakdown), religious experiences 
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Fukushima revisited 

 

KAWAMOTO Hideo 

 

The restoration of Fukushima is a typical embodiment of self-organization. What is unclear 

is whether or not something will serve as a catalyst that leads to the rapid progression of 

organization, or whether this standstill will continue. Self-organization is not something that 

progresses according to a plan, nor is it something that changes dramatically due to external 

factors. During this observation, I was able to talk with Mr. Hangai, someone who continues to 

present entreprenurial ideas, in Minamisoma. We were able to travel all along National 

Highway Route 6, which previously had been shut down due to the nuclear reactor accident. 

Contaminated soil is already being shipped into some of the quarantined residential areas. 

Restoration will require places to seal away such negative assets. Such a place is Tomiokacho. In 

the space between Tomioka Station and the shore are the mounds of black bags containing 

contaminated soil. In the 5 years since the earthquake and tsunami disaster, the face of the 

restoration effort has changed. Spa Resort Hawaiians seems to represent over the future of the 

restoration effort, and shows us a vision of the future to come.  

 

Keywords：restoration, self-organization, negative assets, Minamisoma 

 

 

 

Variant system of life: Mongolia 

 

KAWAMOTO Hideo 

 

Mongolia is a place of grasslands and desert. The Gobi Desert lies between Inner Mongolia 

and Mongolia. Small-scale Gobi Deserts are located throughout the land. There are no major 

cities other than Ulaanbaatar. There are even nomads who live along the land as they graze 

their goats and sheep. Huts known as ger or yurt designed for the nomad lifestyle are still very 

common. The people are suited to a lifestyle that involves relocating. Their religion is Tibetan 

Buddhism. Caught in the middle of the clash between Soviet and Chinese communism, they 

survive despite the endless threats to their existence. Nomads epitomize what Deleuze referred 
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to as nomadism, a form of life that exists outside normal organizational structures. That form of 

life is based on principles such as not accumulating things, dispersing, and relocating. 

 

Keywords：Little Gobi Desert, ger, nomad 

 

 

 

Evaluating of the significance of "physical assistance" for children and adults with 

intellectual disabilities: Converting from physical assistance to motor (dohsa) 

support and the process of dohsa support as a form of communication 

 

OGATA Toshio 

 

Discusses the importance of positioning the physical assistance provided to patients and 

persons with disabilities on a regular basis in places that provide medical treatment, and welfare 

and educational support as not simply support for helping the person's physical movements, but 

as dohsa support that promotes communication between the children and adults receiving support 

and the persons providing support. As part of this discussion, the dohsa experience of a supporter 

providing guidance for using the toilet to a child with an intellectual disability is introduced as a 

case study for the perspective of communication. The study reports that the dohsa assistance 

process results in deep and complex experiences. It also indicated that the dohsa assistance 

process results in vast experiences that serve as a foundation for development. 

 

Keywords：dohsa support, communication process, intellectual disabilities, physical assistance 

 

 

 

On the Complementary Relationship of Phenomenology and Natural Sciences (2) 

 

MUTO Shinji 

 

This paper attempts to presentation of principled possibilities for mutual study of 

phenomenology and scientific discipline, follow the previous paper. For this purpose, I will clarify 

a transcendental guidance of science of facts. And I will look at the procedures for the use of 
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transcendental guidance as a process.  

 

Keywords：phenomenology, naturalism, regional ontology, transcendental guidance, methodology 

 

 

 

What is the “Butoh” 

 

WAGURI Yukio 

 

The word of the “Butoh” was come from China. It also appeared in Japanese ancient 

documents 1,000 years ago. Before that the “Butoh” itself meant foreign culture or entertainment. 

The “Butoh-kai” held during Meiji period also used in the meaning to express the western culture. 

Currently, an enormous information network was set up all over the world, and the speed of the 

international interchange has really changed. Nowadays all of us facing with the overflow of the 

information, but that is necessity to stop once and consider the meaning of the “Butoh” again. The 

character [Bu] of the “Butoh” means to turn/spin, over the mind concentration, it caused a de-soul 

situation then to let the spirit of god or ancestors or ghost to go into the empty container or human 

body and make them dance. And for the character “toh”, means step cautiously, jump, while the 

body absorbed the energy from the earth, the existence of the power to confine the bad soul of the 

underground. Also for the liberation from the daily hard working, the joyfulness of the good 

harvest, then become a celebration of religious service in the rhythm of nature, a ritual ceremony 

to call the spirits of the ancestral to return happily, and after that developed into a national level 

religious event. Naturally these “Butoh” exist everywhere in the world. It is not the unique thing 

that only occurred in Japan. Then, what is the meaning of “Butoh” in nowadays? Due to the 

pioneer appearance of Hijikata Tatsumi/Ono Kazuo in year 1950-60, those arts expression was 

called avant-garde dance (ankoku butoh). After some time the “Butoh” was recognized and 

spreads out to the world, from then the name “ankoku” was disappeared and they started to call 

it “Butoh”. But I think that “ankoku” is the most important part for me. To set one foot step into 

the totally new area, actually it is an experiment mind for me. That is the reason why “Butoh” is 

defined as art. Why does the human desire for the light? I think none of them would like to live 

along in the darkness, neither in the society nor inside the human himself. We can only imagine 

the Land of Happiness, but the Hell is always in front of us. We must continuously face the 

darkness and death. Even if we try to ignore their appearance, with only express the existing 
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beautifulness and dreamlike story, it will be turnout to be a poor art performance. The “Butoh” 

shows that the existence of human being itself is an art. Currently we believe the harmony 

between the power and simplistic beauty from Europe, excessive belief to the health, the standard 

value of the beauty of the proportion, forced to accept the value of the commercialization of the 

arts. Especially the tendency is obvious in the dancing. So the “ankoku Butoh” began to pose the 

doubt about them. Isn’t it the “Butoh” rediscovered the human gentleness after the 2nd world 

war? What is the “beauty”? What is the expression come from the the unique ethnicity 

body/culture? These questions are the starting points of the “Butoh”. The arrogant humanism, 

mammonism are covered the world and begin to alienate human being itself now. The uneasiness 

for the human being actually is the human being itself now.  

Although globalization is loudly shouted nowadays, each of us has to find our ways to solve 

the problems and step forward. “Avant-garde art, zen ei gei jyutsu” isn’t formed by begging hands. 

False or untrue gentleness and sympathy have nothing to do with “Butoh”, because everyone 

stands with their own foot to start to dance. And it is necessary to go through a long pupa period 

to become to flap like a beautiful butterfly. There is hope in the difficulty, after pass through the 

darkness then the light of the hope is waiting for us. While the world is facing with the political 

turbulences and the changes of the economy, in fact in our inner side, “Butoh” let us know that 

there is a boundless space surpassing the reality. The master Hijikata Tatsumi said that “the 

Butoh learn from nature, the body learn from the things”, I feel that is very meaningful for me. I 

think that the “Butoh” lives independently in the world, and from now on I will keep on thinking 

what is “Butoh”.  

 

 

 

Disability as Lifeworld 

 

IKEDA Yumi 

 

Actions are shaped in each case in the context of a relationship between the body and the 

world. 

In the event of a stroke, motor paralysis will occur in the upper and lower limbs on the side of 

the body opposite of the damaged side of the brain. Other symptoms that can appear include the 

so-called higher brain dysfunctions, such as sensory impairment and aphasia, apraxia, 

anosognosia, and unilateral spatial neglect, as well as dysphagia, and visual impairment. The 
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bodily experiences of post-stroke hemiplegia sometimes diverge from reality, a fact that they 

themselves often fail to notice. If one is in a state that has caused a transformation in the body, 

one will not be able either to make a connection to one’s own body, nor will one be able to approach 

the environmental world without being able to have some connection to that world in the same 

strategy as in times of health. In other words, one is in a state where it is difficult to sense either 

the body or the world. 

The disabled persons live in the environmental world that it is possible for them to 

understand, and if we assume that they live their lives responding to this world, then we may say 

that among disabled persons, rehabilitation is a frame in which to rebuild the body and the world 

that is lived through that body. Through the coupling relationship between therapist and disabled 

person, the former suggests a point of contact frame that links the latter’s own body with the 

world. 

The process of rehabilitation, the sense of self was reshaped to include the paralyzed body, 

with the effect that patients gained the ability to reconstruct their bodily actions to more closely 

unify them with their surrounding environments. 

 

Keywords ： a disabled person, transformation of the body, the lifeworld, rehabilitation, 

development of the ability 

 

 

 

The Significance of Views on Nature in Forming Views on Life and Death  

 

IWASAKI Dai 

 

In reality, the view of nature and the view on life and death are not independent perspectives 

but two aspects of a worldview. In modern times the view of nature, view on life and death, and 

the view of the world do not carry such importance as to serve as a guideline for our daily lives. 

They have become separate, independent concepts that have lost their meaning. However, it also 

can be said that environmental issues and end-of-life care have become important issues related 

to our own lives that force upon us an awareness of a view of nature and a view on life and death. 

  Through work as a hospice volunteer, the author experienced how a terminal patient's 

awareness of life and death changes with the patient's increased recognition of nature. 

Recognizing the connection of view of nature = view of life and death = view of the world is an 
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appropriate form of care for terminal patients and promotes an awareness of environmental issues 

among people. Beyond this, however, it has the philosophical meaning of providing a sense of well-

being to the individual. 

 

Keywords：view of life and death, view of nature, worldview, palliative care, volunteer 
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